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a  a  ノ処ハ き i リーア 差 支 ナシ。 然レ ハ白煉 化石 モ角ノ モノ ヲま ルナ リ。 且ッ焼 場所 ノ積 モ円キ モノ ヨリ モ多 シ。 

左 ノ図ノ 如 グ古製 ノ讓ハ 円形-一造 ラサ レハ上 ノ高ノ 如 グ窄ホ メル コト 出来 ス、 上 ノ図ノ  a  a  ノ ず 造 ル時ハ 別段 上方 ヲ窄ホ メル コト 

欠ノ図 ノ如グ I 所ヲ 長方形 二 造 ル時ハ C  ノ。 -ス テル ヲ 長方形 二 造ル al ス テル ハ 上径ノ 三分 一位 一一 造ル。 故 一二 簡ノ径 (上 径) 二 

テロ 1 ステレ 、一間 S ルー 一間 ノ径 ニー S 尺-一造 リ舊 ナリ。 焼 場所 ノ形、 方形 或ハ 長方形-一造 レハ積 モ多グ ナリ煉 化ヲ造 ルュモ 世話 ナ 

シ。 左官 ノ 手間 モ安 グナル ヘシ。 惣 テ新タ ニ造ル モノ ハ棄 リノ 如 S フス、 少シ ニテモ 便利 ニナ ル様 ニス ルナ リ。 因 テ今新 タニ造 ルー 一 

種々 考へテ 都合 ト価安 キ様ニ スルヲ 第一 トス。 
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五 四 一 


セメント 製造所 報告書. 


五 四 〇 

諸 所 製造 場ヲ 巡き" ^ -1 日お； 一 「ァ i-" 、ル， 气メ， ン， ト、、 ノ ^^^^^ ,^^fff  つ 、ハ ^ハ 、へ い。、 

炕 キエ 合ノ 善悪 モ深川 ノ通リ 生焼ヲ 可成 除 キ甚シ キ 焼過キ ヲ省グ 様 一一 スルノ ミ や i 沐^ ：ー 一、 ァ I- い ^か^ ハ" い (1 ^ か f, い.；； ， ぐ 故-一 今 

乾シ場 ノエ 夫サへ (焚 物ノ 費少キ 様) ァレハ セメント 二 於テハ 少シモ 英国 等 二 譲ル処 ナシ。 「チヨ— ク」 価 ノ安キ ヲ以テ セメント 価甚タ 

安シ。 日本 二 テモ土 州産ノ 「チヨ— グ」 ヲ用ュ レ ハ面モ 半，、 或ス へ シ。 

チヨ— ク ー噸ノ 価、 船 場 迄 持出シ 入用 ヲ 加へ テ (極上 品) 四シル リング (日本一 円) ナリ、 堀 取 場所 ノ価ハ 一 トン 二 付 一 シル リング 六 

ぺ ンス位 ナリ。 (両ニ 六十 八 貫目- 1 当ル、 船 場へ 持出シ 入費 共) 

(註) • 謂 ュル土 州 産 「チヨ— グ」 トハ 高知県 長 岡 郡 十 市 村 附近 産出 ノ 石灰石 ノ 誤リテ caco" 

モ 品質 香 シ カラス 。) 

前 ノ如ク セメント ノ 品位 二 ハ少 シモ気 ヲ揉ム 二 及 ハス、 只 「チヨ— ク」 ヲ安ク 取 寄 セル コト 


, 含有量 ハ§% 內外ー 1 シテ 石灰石 トシ テ 


ノ 

乾シ場 ノエ 夫ノ ミナ リ。 

前 二 記シ タ ル新 製ノ？ i ハ乾 シ場ト 

兼 タル 者 二 シテ 今新タ 一一 窯 ヲ作ル 一一 

ハ 無論 新 製 一 I 従フ へ シ。 然レ トモ フ 

ラ ン シス 氏ノ 所用 ノ者 ハ 夸 万円 余ヲ 

費スニ 因テ、 此ノ 意味 ノミヲ 取リ、 

二 ェ火ヲ 加へ サルへ カラス。 ジョ 

ン ソン 氏 製造 場 ノ如グ 時 トシ テハ稀 

キ泥ヲ 桶  一 I テ 汲ミ、 乾シ場 一一 送ルコ 

ト ァリ。 此ノ如 キ時ハ 斜ニ乾 シ場ヲ 

造 リテハ 不都合 ナリ。 因テ乾 シ場ヲ 

平 二 シテ化 m ルヲ良 シト田 心 ハル。 gilw ヲ 

円 ク造ル ハ 上ノ方 ヲ窄ホ メル 為二 ス 

ル ノミ、 若 シ図ノ 如 ク造ル 時 ハ焼場 


ヂ ヨンソン 氏曰グ フランシス 氏ノ乾 シ場ハ (新 製 ノ窯ニ テ 火気 ヲ横 二通 シス ロリ— ヲ乾ス 装置 ヲ云フ ) 初 メ取立 テル 二 入費 多ケレ トモ 

其 利益 ハ又 多シト 云フ。 

ジョン ソン 氏 乾 シ場ハ 按スル 二 火 道、 焚 口 一ヶ所 二 付 三 筋、 焚 口 五ケ所 二 「チ ムネ」 一 筒、 此 「チ ムネ」 二 出合 フ処ニ 注意 セサル へ 力 

ラス。 

粘土 ハ河 土ノ砂 分少キ モノ ヲ良シ トス。 

混和 場 ヨリ 練 溜 二 送 ル樋ノ 底 二 砂 分 沈 ミ集リ タル 時 ハ之ヲ 取 リ捨テ 可成 セメント 二 砂 ノ交ラ ヌ様ニ ス ルナ リ。 乾 シ場ニ ス ロリ— ヲ送ル 

二  (忙 シキ 時ハ) 稀キ 泥水 ヲ (上水 ヲ去テ 直ク) 桶 ニ汲ミ 一輪車 二 テ乾シ 場 二 運 フコト ァリ。 此時ハ 乾 シ場ノ 上 二 所々 煉 化石 ヲ以 テ八寸 

計 リノ 高 サニ台 ヲ造リ 其 上 二 巾 一尺 二、 三寸、 厚サ 三寸 位 ノ板ヲ 渡 シ其上 ヲ運ヒ 板ノ上 ヨリ 乾 シ場ニ 一輪車 ヲ片向 ケテ流 シ込ム ナリ。 

混和 ノ時 (ヮッ シン グ) 塊 ノ儘ノ 「チヨ— グ」 ヲ用ュ ル時 ハ授和 器械 ハ図 ノ如キ モノ ヲ用ュ ル ヲ良シ トス。 (「チヨ I ク」 ヲ砕 クタ メナ 

リ) 


此木 六方-一 出ス、 三 秒-一 一 周 位、 或 ハニ秒 半 位 

二 一周 ス、 a  ノ如キ モノ ヲ 六本 ノ 横木 一一 取付ケ 

テ引招 ルナ リ、 池 ノ底ノ 迥ル処 ハ鉄ノ 板ナリ 


ロンドン ニテ セメント ヲ製 スル処 廿八ケ 所ァ： 

ナル処 ァリ。 

セメント 製造所 報告書 


各 大同 少異 ナレ トモ 互-一 秘シテ 他人 ノ見 ルヲ不 好、 然シ ナカラ 製造 場 毎-一 少々 ッ ん 


五三九 


セメント 製造所 報告書  五三 八 

シュ— ブ リツ ヂ氏 製造 場モ 大同小異 二 シテ 大凡 ジョン ソン 氏 製造 場 二 同ジ。 只 此局ノ 異ナル 処ノミ 左 二 記ス。 

乾シ場 ハ悉ク 別ノ焚 物ヲ以 テス、 (コ— グヲ 製スル コト ナシ) 此乾シ 場 ハ焚ロ 武尺五 寸毎ニ 一  ケ所、 火 道 ハ巾ニ 尺 位 一一 シテ長 サ廿間 計 

リ、 風穴 ハ常ニ 明放シ 二 シテ別 二 戸 ナシ、 焚 口  二 鉄ノ戸 ァリ竪 一 尺 横 巾 一尺 寸位 ナリ。 口  — ス テル 巾 二 尺 長 (奥行) 五 尺 位ナリ 惣テ白 

煉化ヲ 用ュ。 

此 局ニテ 泯スル ニニ 様ァ リー ハ 尋常 ノ法ノ 如 グ練溜 ニ送リ 沈ミテ 後、 上水 ヲ流シ 去リ、 スロリ I ヲ乾 カス コト 深川ノ 如シ。 

一 ハ 混和 スルー 一 少量 ノ水ヲ 用ヒ、 綿密 二 混和 シ、 其 儘 乾シ場 一一 送ル。 (此 法ハ 十分 混和 シ難 グシ テ宜シ カラ スト 云フ) 

焼 窯 (キルン) ノ 火気、 積重ネ タル セメント ノ 表面 迄 上 リ来ル 時ハ詰 込 口 ヲ開キ 置グへ シト 云フ、 (早グ 冷 ス為メ  二) 故 二 窯內ノ 火気 

燃 ヱ 上 リ真杠 色、 且焰ヲ 多分 ニ発ス ル時 二 詰 込ロヲ 開ク。 余リ 火気 表面 一一 迄出ル タメ  二 窯 ヲ高ク セ ル モ 火気 表面 一一 出 ッレハ 高キ 「チ ム ネ」 

(b)  ノ用 ナシ。 

a ハ詰込 口 

b ハ 「チム ネ」 

C ハ焼 場所 

d ハ 中表 面 

セメント ヲ 粉末 トナシ タル モノ ヲ冷ス 二 ハ板ノ 間或ハ 土間 (セメント 塗リ) ニ拡 ケ置グ ナリ。 時間 ハ其 拡ケ タル 厚サ 二 ヨリ テ 一お 短 ァリ、 

譬へ ハー 一、 三寸 位 ノ厚サ ニ掂ケ 置ケハ 二、 三日 位 過 キテ樽 二 詰 メル 二 差 支 ナシ。 又 七、 八寸位 ニス レハ 七、 八日、 一、 二 尺 ナレハ 十四、 

五日、 五、 六尺 ナレハ 三十 曰 位、 九、 十 尺 ノ厚サ 二 積 ミ置ク 時 ハ少ク トモ 二 ヶ月 ノ後ナ ラテハ 決 シテ撙 二 詰 メル コト ナシト 云フ。 

セメント 杳樽ノ 代、 当時 ロンドン ニテ 九シル リング 六 ペン ス、 杳樽ハ 四百 膀入 ナリ。 故 二百 撙ハ 十八 トン 二 当ル。 

セメント ノカヲ 杼ルニ 以前 ハ 一 インチ ト四分 ノーノ 角 ヲ引切 ルカ 四百 碟ヲ 定法 トセ シカ、 当今 ハ七 百碌 ヲ以テ 定法 トス ト云 フ。 (他ノ 

局 ノ話ニ テ ハ 一 インチ 半角 ノ モノ  二 テ七百 膀ナリ ト云フ )。 
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等ヲ用 ヒス 自然 ノ土ノ 儘ノ池 (周リ 土手 計 リ煉化 二 テ造リ タル モノ)  二 泥 ヲ流シ 込ミ、 上水 ヲ去リ タル 時 前 ノ如ク 水分 ヲ漏 シテ 多少 水分 

ヲ 滅シ、 且 自然 ノ土ノ 儘ノ底 (池ノ 底) ノ土  (只/泥) ノ セメント (スロ リ—) 二 交 ラス タメ 至極 宜シト 云フ。 此ス ロリ— ヲ乾シ 場 二 送 

ル時ハ コ— クノ粉 モス ロリ— モ 区別 ナグ 一 輪 車 ヲ以テ 運フ、 故 二 一  度 毎 二 練 溜ノ底 ニ広ケ ルナ リ。 

火 道 ニ松烟 (ス、 ) ノ出 ルコト 少シ、 其故ハ 「チ ムネ」 ニ近キ ヲ以テ 火気 常 ニ強ク (白 煉化真 杠色ト ナル) シ テス、 ノ如キ モノ ハ悉ク 

燃 ュルト 云フ。 然レ トモ 一 ケ年ニ 一 度 位 ハ上ノ 白煉化 (二 尺角ノ モノ) ヲ取 リ払ヒ 掃除 スル由 ナリ。 

. 出 ロニ 戸ァリ 通常 ノコ— ク讓ノ 火 穴 位 ノ積ヲ 秤リ、 戸ヲ 半分 過 位 一一 シテ 置グ ナリ、 此戸締 開 二 テ火ノ 損得 大ナ リト 云フ。 

(余 リ 「チ ムネ」 へ 拔ケ過 ルハ担 ナリ) 

ジョン ソン 氏ノ キルン (焼 窯-) ハ 古製ノ モノ ニテ (廿六 年 前 「註. 一八 五 〇 年 

頃」 ヨリ 変化 ナシ) 径広キ 部 ニテ三 11、  口— ス テル ノ 処ニテ 六尺、 深サ セメント 

ラ詰ル 部 迄 三 問、 上ハ (セメント ヲ詰 メタル 上) 四 間 計リ、 最上 ノ径四 尺、 右ノ 

議ニ セメント 一 尺五寸 ノ厚サ 一一 入レ、 コ— グ 三寸 五分 位入ル 、此 ノ如ク 段々  一 I 詰 

メ込ム コト, 川ノ 如シ。 


ft 

タ 
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ノ形 


(シ ユウ ブリッジ 氏 ソ乾シ 場) 

In 


a ハ焚ロ 

b ハ 風穴 


a ハ焚ロ 

b ハ 風穴 

C ハ 口  — ス テル 

d ハ乾 場の 表面 二 シ 

テ， H 谏化ノ  二 尺余ノ 

角 板厚サ 三寸 位ナリ 

火 道 ハ 巾 二 尺 余高サ 

へ「 チ ムネ」 ノ出 ロハ 不詳」 
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五三 六 

中略 ジョ ン ソン 氏 製造 場ハ コ— グノ火 ノミヲ 以テ乾 カス 故 二 大ク, W ハ 

タメ  二 適当 ナリ、 因テ此 場所 二 テ 見聞 シ タル モノ 大略 ヲ左ニ 記ス。 

乾 力 ス タメ  二 コ— グヲ 製シ、 則チ其 コ— グハ セメン ト ヲ焼グ ニ^ュ ルナ 

リ。 但シ乾 シ場ニ テ製シ タルコ I クノ ミニ テハ 不足 ナリ、 故 二 不足 ノ分ハ 

「瓦斯 パブリック」 ヨリ 求ム ルナ リ。 

コ— グ ハ深 川製ノ モノ ヨリ 下品 二 シテ 石炭 ノ量ハ 三十 五 ヨリ 四十 ポル セ 

ント ノコ— クヲ 得ル。 (鉄 ヲ鎔ス 用 二 立 タス) 

乾 力 シ場ノ 火 道、 深 川 在来 ノ モノ ハ 学問 上 ヨリ： レ ハト 分ナ、 ル かか ハー 

テ 火気 ヲ失 ハス 至極 上等 ナレ トモ、 セメント 製造 場ノ 目的 トハ大 -1 異ナリ 

セメント 屋ニテ ハコ— グノ 品位 ニモ 不拘、 火気 ノ 損得 二 モ不 係、 只 泥 サへ乾 ケハ外 二 望 ミナ シ。 

別 二 焚 物ヲ費 シテ乾 カス ョ リ增シ ト云フ 位 ノ事ニ テ 火気 ノ 損得 ャ、 コ— グ ノ善恶 ナン ゾ 二 ハ少シ モ拘 ラス 是深川 製造所 ト 異ナル ft^ ナリ。 

コ I グヲ造 ルー 一 ハ 迫持 ノ処 則チ焼 場所 (深 サ八尺 ビー 石炭 ノ 粉末 ヲ厚サ 一尺 位入レ (少シ 焚付ヲ 入レ) 十分 二 火 マ ハリ、 殆ン ト底ノ 部迄モ 

火 移 リタ リト 思フ時 (前ノ 迫持 ノロ ハ深 川ノ 如グ谏 瓦ニテ 閉ッ) 又煉瓦ヲ取^^フ。 (上方 半分 計リ 煉瓦 ヲ取払 ヒ下ノ 半分 子細-一目 塗ス) 

火 ノ上ニ 新 クニ 石炭 ノ粉 厚サ 三、 四寸位 入レ、 又 煉瓦 ヲ以テ 閉 キ、 火ノ 十分 ニ移リ (赤グ ナル) タル 時 ハ乂前 ノ如ク 三、 四 寸ノ粉 石炭 

ヲ 入レ、 (此 石炭 ヲ入ル 、時間 大凡 二 時間 毎 ナリト 云フ) 此ノ如 クシ テ議二 適宜 ノ 分量 (深 川 二 テ 一 度-一入 ル 、分量 二 同シ) ニ至レ ハ之 

ヲ 出シテ 消ス、 (水 ヲ用ュ 深 川 二 同シ) 此製 スル間 下半 分 目 塗 ヲ念入 二 スル時 上半 分ハ 二 時間 毎 二 石炭 ヲ入ル 、 ヲ以テ 粗末 ナル目 塗 ナリ、 

之 ニ因テ 風 気 多分-一入 リ乾 シ場ノ 火気 -a ラ 強シ、 然レ トモ、 コ I グ ハ灰多 クシ テ漸ク 石炭 百 分 ヲ以テ 下品 ノコ 17 三十 五分 ヨリ 四十 分ヲ 

得 ルナ リ。 

品ハ 川泥ト チヨ I クヲ 用ュ、 此 チヨ —グ ハ塊ノ 儘 「ヮッ シン グ ミル (混和 ノ池) 二 入 レル、 篩ヒ等 ヲ用ュ ル コト ナシ、 因 テ土州 ヨリ 

出ル チヨ— 7 ヲ取 寄セ、 粉 二 モセズ シテ用 ユレ ハ、 入費 ヲ減 スル コト多 カル へ シ、 コ— クノ 粉末 (六 分 ノ篩ヒ ヲ通リ タル モノ) ハ英腹 二 

テ ハ用ュ ル所 ナシ、 (仏国 二 テ ハ シャ ルボン トパ リ 「(註) • 焼 石膏」 ヲ造ル 二 用ュ) 因テ此 ジョン ソン 氏セ メント 製造所 二 テ此ノ 如キ粉 

末 ヲ練溜 (バックス) 一一 厚 サニ寸 位-一広 ケ其 上- 1 泥ヲ 流ス、 之レ ニ因テ多少水分ヲ漏シ泥ノ乾ク助ケヲナスト-^^フ。 又 谏溜ノ  £  ニ煉， 匕 石 


右ノ如 キ形ヲ 告リ、 第 フ物ハ 「シ ユウ ェ- ジ. ポン ピン ダステ— ショ ン」 ト名 ッグル 下水 ヲ汲 上ル 役所 一一 テ用 ュル形 ナリ、 i 

属ス) 、常 二 セメント ヲ多グ 用ュル ヲ以テ セメント ノ 試験場 ァリ、 此処 ニテ セメント ヲ製 スルニ アラス、 諸 製造所 ヨリ 来 ル物ヲ 試験 スル 

処 ナリ。 

第 ニノ 物ハ或 製造 場 ニテ用 ュル形 ナリ。  ：、 7M)b 

望 ノ物 ハフ ラン シス 氏ノ 製造 場 ニテ用 ュル形 ナリ、 各 此形ニ ヨリ 善ノ処 ヨリ 引キチ キル 様 一一 用ヒ タル モノ ニシテ 蓮シ キ物ノ  2 

ヨリ 出 ス時ノ ず 一 ヨリ a  ノ外ノ 処ニヒ 、ヮレ (肉眼 ヲ以テ 見へ サレ トモ) ヲ 生シ、 a  ノ処 ヨリ 離 レーア 試 、、、ニナ ラス、 故ニ靈 ヨリ 出シ易 

キ形ニ 造ル。 

一  ノ物ハ 重々 議論 ノア ル形 ナレ トモ 今 無益 ナルヲ 以テ之 ヲ略ス 

セメント ノカハ (a)  ノ処 ニーア 一 インチ 半ノ  C  ニ造リ 試ム。 若シ 一 インチ 二 作ル時 ハ必ス 一 インチ 半ノ品 ヨリ I 強シ。 理 未詳 トーず 

通常 七 曰 水中 二 置 タル 上等 ノ品 ニーア 一 インチ 半 二 テ九百 ポンド、 一 インチ ニーア 四百 ボンド トス、 (シ ユウ ヱ， -ジ. ボン ビング ステ— ショ 

ン) 七日 水中-一 置 タルモ ノー  インチ 半ヲ 試、、、 見 ルュ、 甲 ハ六百 ボンド、 乙 ハ七夏 十 ボンド、 丙 ハ八百 ボンド ナリ 

(シ ユウ ヱ ー ジ. ボン ピン ダステ ー シ ヨン) 十二 ヶ月 水中 一一 置 タルモ ノト 気 中二 置 タルモ ノト ノ 試験 

(二 インチ ト四 分ノ 一 ) 七 曰 水中 ノ モノ 四百 五十 九 ボンド (平均) 気中ノ モノ 二百 八十 ボンド (同シ セメント) 又 同様 ノ物士 一ヶ月 ヲ 

i ミル 二 水 t テ千碧 ボンド、 (平均) 気 中 一一 テ千 二百 廿 ボンド ナリ、 右ノ梦 極メテ 上品 ナル セメント ハ 水気 共 大ナル f シト云 


フ 


セメント ヲ試 ミル 二 ハ先ッ セメント 一升 ノ量ヲ &リ、 (則チ 類 重) 次 二 練 ル水ノ 量ヲ常 ニ问 フシ 型 ヨリ 出 ス迄ノ 時間 ヲ M フシ 水中 一一 置グ 

時ヲ同 フシ テ試 ミル、 通常 塗個ヲ 作リ、 五個ハ 七日、 五個ハ 十四日、 残リ五 個ハ六 ヶ月 位-一 テ試 、、、ルナ リ、 仕方 ハ略 ス。 

第 1K 号 

第一 号 ハフ ラン シス 氏 製造| ニシュ ゥェ 1 ジ- ボン ピン グステ —シ ヨン 二 属スル セメント 試験場 ヲ 巡視 シ タル 時 見 問シタ 物ヲ記シ タ 

リ、 第二 号 ハジ ヨンソン 氏 及 シュ— ブ リツ デ氏ノ 製造所 ヲ見テ 其 大凡 目 ニ触レ タル 物ヲ 大略 記ス。 (f リ 製造所 ハ秘 スルヲ 以テ只 外ぎ 

ヲ見テ 内 部ノ 形状 等 ヲ考へ 、 0 ラ図 ヲ作リ タルモ ノニシ テ詳ナ ル モノ 二 アラス) 

五三 五 

セメン ト 製造所 報告書 


ト 製造所 報告書  五三 四 

前 ノ如グ 三 ヶ月 位置 ク コト 出来 難キ時 ハ桶ノ 八分目 位 二 詰メ、 船中 或ハ 道中 一一 テ水 化スル 様-一 ス ルナ リ、 然レ トモ 水気 ヲ受 クレ ハ忽チ 

固 マ ルヲ 以テ湿 リノ 入 ラサル 様 二 シ 自然 ノ 水化ヲ 透スノ ミナ リ。 

ポルト ランド セメント ハ右ノ 如シ、 ロンドン (フランシス 氏 ニテ承 リタ ル処) 二 テハ製 後 二、 三年 ハ用 ヒテ 宜シ、 然レ トモ 用 ュル前 一一 

試ミ テ用ュ ヘシ ト云 フ、 一 ケ年ヲ 経 タル 者ハ 極メテ 宜シト 云フ。 (仏国 二 テ承リ タル 説ト異 ルナ リ) 

口  — マン セメント ハ 製シテ 二、 三日 ヲ経レ ハ 用ヒテ 良シ、 然レ トモ 製造 後 三 ヶ月 ヲ経 タルモ ノ ハ用 一一 立 タス。 r 仏国 二 テ聞キ タル 通リ 

ナリ) 

口 —マ ン セメント ハ少シ 酸化鉄 色ノ物 (褐色) ナリ、 先年 ェ部 省へ 沢山 求 メタル 品 ナリ、 右ノ 品類ハ 船中 一一 テ (三 ヶ月 余 モカ 、 ル) 損 

シ来 ルヲ以 テ決シ テ 外国 或ハ 遠方 ヨリ 求ムル コ ト ナシト 云フ。 

ポルト ランド セメント ハ セメント ノ中尤 モ好キ 物 二 シテ 他ノ品 類ノ及 フ処ニ アラス、 深 川製ノ モノ 決シテ 下品 二 ァラザ ルナ リ」 

焼ケ方 工合 一一 テ 上下 ノ 品位 ヲ分ッ ノミ、 全ク見 ル処深 川製ノ モノ ニ異ル コ ト ナシ。 

只 セメント ハ 品位 ノ 上等 ナル物 ヲ製シ 利益 ヲ 第二  二 セサレ ハ 却ッテ 大損 ヲス ルナ リ、 (建物 破損 等) セメ ン ト ハ 自国 ニ用ュ ル モノ ハ自 

国 二 テ不 製ハ危 キコト アル へ シ、 (近キ 所 ヨリ 得ル トキ ハ差支 ナシ、 譬へ ハ英ト 仏トノ 如シ) 日本 二 テ 所用 ノ セメント ハ必ス 曰 本 二 テ製 

ス へ シトノ 説 ナリ。 

セメント 屋ノ説 二 アラス、 或 イン ヂニ— ルノ説 ナリ。 

第 九 セメント ノ 試験 


Gas  public) ヨリ 来ル モノ 燃ェ 易シ。 

火気 積重ネ タル 最モ 上部 則チ 表面-一 燃 ヱ 出 セハ、 (赤色 ノ焰及 ヒ火ヲ 見得 ル 二 至ル) 早グ冷 ス為メ  二 諸 所 ノ蓋ヲ 取 リ放チ 冷 カナ ル凤ヲ 

窯內ニ 送ル、 (早グ 冷 ヤス 為メ) 冷 ユレ ハ下ノ ロノ 「口— ス テル」 ノ処 ヨリ 出ス、 (酽川 製造所 ノ 如シ) 此 ノ焼グ トキ ハ凤 ノ向キ 天気 ノ様 

子 二 ヨリ 三日 ヨリ 七日 位 マテ ノ差 ァリト 云フ、 此窯 ヨリ 出シ タル 者 (焼キ タル セメント) ヲグ リンゲル (註 .clinker) ト名 ック、 之ヲ 

一 輪 車ヲ以 テ砕キ 場- 1 送ル。 

第 七 グ リンケ ルヲ 粉末 ト ナス 

クリンケ ルヲ 粉末 ト ナス  一 I ハ 第一 フレット ミル ヲ用 ヒ、 第二 挽臼ヲ 用ュ、 第三 篩ヲ以 テ篩フ ナリ、 是ハ 別段 論ス ルコト ナン。 

第 八 粉末 ノ 貯蔵 方 

粉末 トナシ タル セメント ヲ 屋根 アル 土間 (セメント 塗リ y^^ls^^t^ シ、 ャ ボン ノ窯 アル、 土間 ノ如 シ」 二 其 儘積ミ 重ネ、 山 ノ如グ シテ置 

グコト 三 ヶ月、 少グモ 二 週 ヲ経サ レハ器 二 詰 メル コト ナシ、 若シ 焼キテ 粉末 トナシ タル モノ ヲ直チ 二 桶 等 二 詰 メタル モノ ヲ其儘 数ケ月 ノ 

後 ニテモ 用ュル トキ ハ桶等 ヨリ 出シ、 少グモ 二週間 気 中二 置 テ用ュ ルナ リ、 若シ其 儘用ュ ル時ハ 後日 ニ至リ ヒ-、 ヮレヲ 生シ、 甚タ シキハ 

全グ 粉末 ニ帰ス ルコト アル ナリ、 故ニ此 ノ如キ セメント ヲべ トン ニ用ヒ 数年 ノ後風 モナ キ曰 家屋 ノ崩ル 、コト ァリ、 最モ 注意 ス へ キコト 

ナリ。 

故 二 粉末 トナシ 直 二 樽 ニ入レ タルモ ノハ (直 二 入 ルコト 常 ナリ、 故 二 用 ュル人 常 二 桶 ヨリ 出シ少 クモ三 昼夜 位ハ 中二 晒 シ用ュ ルナ リ J 

記号 ヲ付 ケ置ク ヘシ、 イン ヂニ I ルハ元 ヨリ 心得 居 ルコト ナリ、 譬へー 一週間 或 ハ 三 ヶ月 気 中 二 置 キ其後 樽 ニ入レ タルモ ノト 雖モ 用 ュル時 

必ス桶 ヨリ 出シ、 二 週 位 気 中二 置キ テ用ュ 少グモ 三日 ハ置 グヲ法 トス。 

は ノ如グ 「カルキ」 ノ水化 セサル モノ 部 ニ混シ アル ヲ以テ 焼 キテ直 二 用ュル ハ甚タ 危シ、 且 セメント ノ 上品 ト雖モ 下品 ノ名 ヲ得ル コ 

ト ァリ、 注意 ス へ シ。 

若 シ右ノ 理ヲ知 ラス シテ セメント ヲ用ュ ル時ハ 思ヒョ ラサル 不幸 ァリ、 注意 セサル へ カラス、 故 二 川ュル 人ニ悉 ク教ュ ルコト 肝要 ナリ 

4, 長竒 長倚ド ッグノ 意力) 其 外 セメント ヲ 用ュル 場所へ 送ル 二 ハ必ス 三 ヶ月 気 中二 晒 シ置キ 然ル後 樽 詰 シテ送 ルコト 肝要 ナ 

セメント 製造所 報告書  五三 三 


セメント 製造所 報告書  五三 二 

ス ロリ— ヲ 乾カシ タル モノ、 大サ ハ 当時 深 川 二 テ S ュル モノ  、大サ 二 テ 好シ。 此 ノ乾キ タル モノ ヲ 「ドライス 口 リ—」 r 註. Dried 

slurry) ト名ッ 7、 惣テ 「スロ リ—」 ヲ乾 カス ニハ迚 モコ— 7  ノ火ノ ミニ テハ乾 カス、 別 二 乾 力 シ場ヲ 造リ、 焚 物 ヲ費シ 乾 カス ナリ、 

今 深 川ノ乾 シ場ヲ 改正 スル 二 ハ乾シ 場 (在来) ヲ四 筋-一別 チ、 中二 筋ハ コ— グヲ 用ヒ、 両側 ノニ筋 ハ別ノ 焚 物ヲ費 シテハ 如何、 然 ル時ハ 

品 二 ヨリ 両側 二 筋ノミ 「チ ムネ」 二 火 ヲ引キ 、中心 ノニ筋 (コ I ン ヨリ 出 ル少、 ；？ 0 ハ 「チ ムネ」 ヨリ 引力 ヌ樣ナ ルコト 出 米 スルモ 計リ難 

シ. - (中略) 

第 六 セメント ヲ焼グ 

セメント ヲ焼グ 二 ハ 新発明 ノ蒸ニ テハ 乾シ場 (ベ— キ ング (： 註) •  Baking) ト続キ タルモ ノ故 二 工人 先 ッ乾キ タル 土  (ドライス 口 リ—) 

ヲ 一 輪 車 二 テ謹 ノ緣 (第 七 図 C)  ニ持チ 来リ、 此所 一一 テド ライス ロリ I ヲ：！ ^二 入 レ替へ テ (笊 一 1 紐 ァリ) 紐 ヲ以テ 下 二 サケル 、(議 ノ 内，) 

窯ノ内 ノー  人 請 取ル、 (深 川 製造 場ノ 如シ) コ I クハ別 ノロ ヨリ ニテ下 ケル、 段々 積 重 ネテ乾 シ場ノ 土！！^、 ルニ 至リ、 別 一一 三人 計リ 二 テ 

第 七 図 ノ上ノ  (k) 穴 ヨリス 口リ— ヲ乾シ 場 二 落ス、 別 二 一  人ス コ— ブ ヲ以テ 適宜 ノ厚サ ニナ ラス、 此乾シ 場ハ火 道ニッ 一一 分 レア ルヲ以 

テ、 例へ ハ先ッ 右 ノー  筋 ノ乾キ タル 土ヲ ベ— キング- 1 送リ 尸"、 シ タル 時、 上ノ穴 ヨリ 泥ヲ落 シ初ム ルナ リ、 此ノ如 グ右ノ 乾 シ場ニ 泥 ヲ詰メ 

終ル 比、 左 ノ方ノ 土ヲ窯 ニ送リ 終ル、 夫レ ヨリ 又 左ノ方 一一 泥ヲナ ラシ、 惣テノ 穴-一目 塗ヲ ナシ、 而シテ 火 ヲ点ス ルコト 深 川 製造 場 一 I 異ル 

n トナシ 0 

焼 工合 

一、 生マ垸 類 重 軽シ、 色 黄色。  . 

二、 中等 焼 類 重ャ、 重シ、 焼 過 ヨリ ハ軽シ 、鼠色。 

三、 焼過キ 類 重重 ク、 少シ黒 ヲ帯ヒ タル 鼠色。 

右ノ 三種 出来 ス、 生 マ 垸ハ取 除キ甚 シキ焼 過モ亦 取除グ ナリ、 中等 ノ モノ ハ類重 焼過キ ヨリ 軽シ、 然レ トモ 其 固 マルコ トハ 焼過キ ヨリ 

早シ、 イン ヂニ  I ル (註. Engineer) ハ類重 ノ重キ モノ ヲ良 シト 云フト 雖モ、 製造 場 二 テハ少 シ軽キ モノ ヲ良シ トス ト云フ 垸過キ ハ固マ 

ルコト 遅シ、 然レ トモ 固 マリ テ後 ハカ 強シ。 (中等 ヨリ) 

古製ノ 窯- 1 テ焼グ 時 ハ全ク 深川ノ 製造 場ト 異ル処 ナシ、 只 早グ. 焼 ケ終ル ヲ良シ トス、 故 一一 軽 キコ— クヲ 用ュ、 ガス パブリック (註. 


第 七図ハ 新発明 二 シテ フランシス 氏ノ 製造 場 ニ行キ 実物 ヲ見テ 大略 ノ図ヲ 造リ其 大意 ヲ ab  C 等ノ 記号 ヲ以 テ記ス コ ト左ノ 如シ、 rc) 

ハ セメント ヲ詰メ テ焼グ 場所、 b ハ 「チ ムネ」 へノ 出口、  d ハ上ノ 迫持 ノ処ニ 数個 ノ穴 ァリ、 之 ヨリ 火気 ノー  部 別レテ e  e ノ 空間 ヲ通リ 

図 ノ如グ 「チ ムネ」 へ 行グ、 (C) ヨリ (b) マテ ノ間ニ 泥 ヲ置キ 乾 カス、 此ノ  cb 間 ハ巾三 間 長 十五 間 余 ナリ、 此処 ヲ乾 シ場ト 云フ、 

泥ハ kk ノ穴 ヨリ 落シ、 (九 尺 ノ間ニ 穴 一 ッ位ノ 割合) 此穴ハ 右 ト左ノ 両側 ノ 上面 ユア リ径八 寸位ノ 者 ナリ、 此穴 ヨリ 落シ タル 泥ヲ cb 

ノ間 ニ在テ 二人 位 二 テ平ニ ナ ラス、 (厚 サ六寸 位 一一 泥ヲナ ラス) 焼 グ時ノ 前 二 此穴ヲ 閉ヅ、 又 f  f  ノ処ニ ハ厚サ 三寸 位 泥 ヲ拡ケ 乾 カシ不 = 止 

ヲ補フ ナリ、 然レ トモ 雨天 ノ時ハ 無用 トナ ル、 此泥 (ス D リ—) ヲ f f  二 楊 クル 二 ハ別 ニ引揚 ルノミ 二 テぷタ 十分 ナル 器械 出来 不致 由ナ 

リ、 何分 此焼ク 火気 ヲ以テ 乾 カス 仕方 ハ実ニ 好 キエ 夫ナレ トモ 泥 ヲ引上 クル 手間 并 一一 乾シ場 ヲ造ル 入費 等ヲ 考フレ ハ未タ 十分 ト ハ考へ 難 

ク、 尙之ニ 新 工夫 ヲ加 フレハ 十分 ノ モノ ヲ造 リ出ス ヘシ。 

第 八図ハ フランシス 氏 製造所 二 行 キ新タ 一一 発明 ノ乾シ 場ヲ見 タル 二 其 工夫 実 二 妙ナレ トモ 何分 此乾シ 場 ヲ造ル -ー夸 万弍、 参 千円- 1 費サ 

サレハ 決シテ 築造 スル コト 難シ。 且 工人 ノ働グ -I 甚タ 不便 二 シテ高 キ処ニ 一度 ス D リ ー ヲ上 ケ、 夫レ ヨリ 乾 シ場ニ 送 リ込ム 等 不便 且 入用 

モ 不少、 又 火気 ヲ別 チテ (第 七 図 d  e 等ノ 如シ) 不足 ヲ補 フ、 是モ学 文 上 ヨリ 出 サル考 へ ナリ。 火気 ヲ別 テハ (「チ ムネ. 一 ヨリ 前-一 テ) 

一方 ノカヲ 滅スル コト無 相違、 例へ ハ銅壺 ノア ル窯ハ 同量 ノ水ヲ 煮沸 スルニ 多 グノ時 ト焚物 ヲ費ス 力 如シ、 您テ 火気 ヲ別 チテ (用 ヒ方ニ 

ヨリ) 便 ナルコ トァレ 共、 利益 ノア ルコト ナシ、 故 二 今 第 八図ハ 小生 ノ考へ ヲ以テ 改正 シ タル モノ ナリ、 此！ n 的ハ 建築 ノ費ヲ 减シ、 an 

人 ヲシテ 働キ易 カラ シムル タメ ナリ、 此乾 シ場ハ 火気 ヲ別ッ コトナ グシテ a  a  ノ乾シ 場-! 厚 グ泥ヲ 置キテ (火気 ヲ分 タサル 故-一 第 七図ノ 

者 ヨリ a  a  ノ間 火気 強シ) 乾 カス 工夫 ナリ、 例へ ハ第 七図ノ モノ 五、 六 寸ノ厚 サナル トキ ハ第 八図ノ モノ ハ 八、 九す ノ厚サ 一一 置キ 同時-一 

乾 7 ナリ。 

(中略) 

之レ 二 因テ考 フレハ 今新タ 一 一 乾 シ場ヲ 建築 ス ル 二 ハ 英国 新発明 ノ 意味 ノミヲ 取リ、 全 キ形ヲ 取 ラサル コト 肝要 ナリ。 

新発明 ノ乾 シ場ノ 意味 ハ 実-一至 妙-一 シテ 此上ノ 発明 アル コトナ カル へ シ、 英国- 1 テモ未 タ昔ノ 乾シ場 ヲ用ュ ル 製造 場ノ ミナ リ。 

、コぃ 尸 Ik き 尸 4<ik 、ヲず 「ァ、 ス、 口い— ヲ乾 カス 仕方、 ハ 大略 深川ノ 如シ。 然レ トモ 火気 ヲ巾四 尺五寸 計リ、 火道ヲ 真直 二通 シテ チムネ ニ洩ラ 

スノミ -1 テ深川 ノ如グ 跡へ 火気 ノ帰 ルコト ナシ。 

(中略 ) 
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図解 (乾シ 場) 


セメ ント 製造所 報告書  ョ 

此，， - ノ場ハ セメント ヲ垸グ 蒸 (此 窯ヲ 英語 ニテ 「キルン」 Kiln ト 云フ) ノ 火気 ヲ横 二通 シ其先 二 第 七 図 ノ如グ 「チ ムネ」 (註) .Chi ョ ney ヲ 

立テ (b ン ヨリ (C) 迄ノ間 ニス ロリ— ヲ置キ セメント ノ焼ケ ル間ニ 乾 カス ナリ、 又 dd ノ穴 ヨリ 火気 ヲ分チ ee ノ間 ヨリ 火気 ノー  分 ヲチム 

ネー ー導キ f 迄ノ処 一一 モス ロリ —ヲ置 キ乾 カス、 此 ノ処ハ 屋根 ナグ シーア 雨 ノ時ハ 書 無用 トナル 、此 火気 ヲ分 ッハ 十分 ト思 ハレ ヌ、 此 法ヲ以 

テ 一度 セメント ヲ焼キ 製 スル間 一一 第ラ時 用ュル i 分-一 ハ少シ 不足 ナリ 上ず、 然レ トモ 利益 ノ多キ ハず俟 スト 云フ、 此ノ如 キ乾シ 

場ハ 英国 二 只ーケ 1^ アル ノ ミナ リ、 フランシス 氏 二 面会 シテ 種々 承リ 合スル ニ全ク 実験 上 ヨリ 出 タル モノ  ニシテ 決シテ 学問 上 ヨリ 出 タル 

モノ ユア ラスト 思 ハル、 其故ハ 風孔ト 「チ ムネ」 ノ 釣合、 火道ノ 大サ、 「チ ムネ」 ノ 長サ、 火気 ヲ別チ テノ 得失 等 您テ答 フル 所 一 トシ テ 

^二  4>.- タルコ ト ナシ、 故 二 今 此法ニ 基 キ尙之 レニエ 夫ヲ加 フル 時 ハ大ニ 費用 ヲ滅 シ、 且 工人 ノ為メ  二 働 キ易キ モノ ヲ造 リ出ス ヘシ、 第 

七 図、 実見 シ タル モノ、 図、 第 八図ハ 実物 ヲ 一見 シ別ニ 小生 ノエ 夫ヲ 加へ 一段 簡便 トシ タル モノ、 図 ナリ。 


此図ノ 如 7 一  旦 

火気 ヲ下 一一 サ ケ 

夫 ヨリ 乾 シ場ュ 

通シ 「チ ムネ」 

ト送ル へ シ然レ 

ト モ余リ 地中 二 

掘 込 ム-ー 及 ハス 


乾 場 巾 三 S£ 

長サ 十五 g 

高 サ五間 


第 四 泥水 ヲ汲上 ゲ練溜 ニ送ル 

泥水 ヲ吹 上ケ 器械 ヲ以テ 高ク汲 上ケル (深 川 製造 場ノ 如シ) 或ハ又 ポンプ ヲ以テ 楊 グル所 ァリ、 此如ク 汲上ケ タル 水 ヲ樋ヲ 以テ練 溜 二 

導キ (深 川ノ 如シ) 樋 ヨリ 泥水 (稀キ モノ ヲ良 トス、 深 川 泥水 位) ヲ溜ニ 落 スコト 滝ノ如 グス、 故 一一 其 落 ロノ 処ニ砂 ノミ多 7 集 リ好キ 調 

合ノモ ノ ハ落ロ ヨリ 四方 二流 レ広 カル、 (此 砂ハ セメント ノ W ヲ ナサ ス) 此ノ 如グ涵 ヨリ 泥水 ヲ滝ノ 如 グ落ス コト深 川 在来 位ノ者 (溜 ノ大 

^) 一、 ーハ M 四ケ所 位へ 落ス、 此樋ハ 作 リ付ニ シティ ツモ 落 チル処 ハ同シ 場所 ナリ、 此 ノ如グ 泥水 ヲ溜ニ 送リ八 分或ハ 九分 位 ニ至レ ハ之ヲ 

放置 シ 上水 透明 トナル 二 至テ上 ノ栓ヲ 抜グ、 此 ノ如グ 段々 下 二 及ヒ、 遂ニ 上水 ヲ流 シ去リ タル 時、 此泥ヲ 一輪車 ヲ以テ 乾 シ場ニ 送ル、 此 

泥ヲス ロリ—  (slurry) ト名ッ 7、 溜 ノ大サ ハ深川 在来 ノ モノ  二 少シ周 リノ 緣ヲ 高グシ 深サヲ 增セハ ーケ年 ニニ 万 蹲位ノ セメント ヲ製ス 

ル 二 差 支ナシ (此溜 ノ名ヲ 英語 一一 テバ ックス (註 •  Backs ト 云フ) 右ノ 如グス n リ I ヲ乾シ 場 二 送ル時 注意 シテ樋 ヨリ 滝 ノ如グ 落 チタ ル下ニ 

砂 計 リノ 山ヲ ナス 分 ヲ乾シ 場 二 送 ラサル 様 二 ス、 此砂多 キ分ハ 他方 ニ送リ セメント 二 不混様 二 ス、 此砂 ハ全ク 無用 ノ モノ ナ ルヲ以 テセメ 

ント 製造 場 ニテハ 此砂ヲ 「ボイ ゾン」 ト 云フ。 (poison ハ毒 ノ義) 

右 ノ如グ 砂 「ボイ ゾン」 ヲ 取除グ ヲ以テ セメント ノ 分量 二 変化 ヲ生ス ルナ リ、 又 混和 ノ時 金網 篩 ヲ以テ 「カルキ」 等ノ粗 キ分ヲ 除グ、 

之モ 分量 一一 変化 ヲ生 スルヲ 以テ夫 レ是レ 見込 ミ 調合 ノ 分量- 1 注意 ス へ キ ナリ。 

配合 ノ 分量 ハ セメント 百 分 中 カルキ 五十 ヨリ 六十 迄ヲ 適度 ノ 分量 トス、 故 二 其 中 ヲ取リ 百 分 中 「カルキ」 五十 五位 二 スレ ハ.： ：： 然ニ， U キ 

分量 一一 出合 フ ヘシ、 惣テ セメント ハ 焼キテ 後チ、 粉末 トナ シ、 其 後 分 柝シテ 其 配合 ノ量ヲ 知 ルノミ 一一 シテ、 前 ヨリ 算当 シテ 典ナキ 分量 

ノ モノ ヲ 製スル コト 難シ、 然レ トモ 数回 ノ 試験 二 因リテ 其用ュ ル所ノ チヨ I グト 粘土 ノ質ヲ ，u ラ知リ テ上好 ノセメ ント ヲ製シ £；： ルト- -ムフ „ 

第五 ス n リ— (泥) ヲ乾 カス 

ス ロリ— ヲ乾 カス 一一 ハ 英国 二 テモ大 二 工夫 ヲ ナスト 雖モ、 乾 カス 二 多分 ノ焚 物ヲ 費シ、 或ハ^^^キ時ヲ費スノミ 二 テ乾シ 方 卜分ナ ラサ リ 

シ 二、 当今 一 種ノ 装置 ヲ 発明 シ、 「アイ ル • オフ • ワイト (註) .Isle  of  Wight) ト名ッ グル地 (口 ン ドン ヨリ 百 SK ホア リ) 二 フラン シス 

氏 コンパ 二 ー ニ属ス ル セメント ノ大 製造 場 ァリ、 此処 二 テ右ノ 乾シ場 ヲ試ミ タル 由 ヲ以テ 其 所-一行 キ 灾物ヲ - 兄 シ且ッ 質問 シ タル 大略 ヲ 

左 二 記ス。 

セメント 製造所 報告書  五 二 九 
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五 二八 


e ハ外ノ ドブ、 i ハ 網ヲ斜 ニ置キ ター 

ル形、 ab C ハ泥流 スへキ 三 ケ所ノ 

はレ目  一 


V 


混和 ノ池 幷提和 器械 一 

称シ テ 

ヮッ シン グ ミルト 名ッ I 

(註) •  Washingmill 


ハ 深 川 ノー 一十 倍 位 ノ高ヲ 流 シ入ル 、 ナリ、 故 二 弍万五 千 樽位ノ セ メ ント ヲ製ス ル 二 ハ 是迄 在来 ノ (深 川) 器械 二 テ 差支ナ シ、 前 ノ如グ 水多グ 

シ テ稀キ ヲ好シ トス ルナ リ、 (是 マテ 深 川 二 テ 混和 シ タル モノ 位 ヲ稀キ モノ ト云フ ナリ、 余 リ濃キ モノ ハ水ト 別レ難 7 シテ 沈ム コト 遅シ) 

右ノ如 グ擺和 器械 ヲ 旋転 ス ル早キ ヲ以テ 池ノ. S:  二 大浪ヲ 生ス、 是レ ニ依テ 泥水 ノ流 レ出ス 口 三 ケ所ヲ 作リ且 其巾ヲ 三尺 位 二 ス、 第一 図 a 

b  C  ノ 如シ、 此 泥水 三ケ所 ヨリ 一 処 ニ集リ 汲上ケ 器械 ノ下ノ 溜 二 行グャ ゥ池ノ マハリ 二 巾 一 尺 三寸 位 ノドブ ヲ掘リ 其底ハ セメント 塗リ 二 

シテ 水ノ浸 ミ込マ ヌ様ニ ス、 則チ 第一 一 図 dd  ノ 如シ。 

dd ノ掘ノ 底 ハ蒲鉢 ナリニ 作ル 第三 図 e ノ如 シ、 abc  (第一 図) ヨリ 流 レ出テ dd ヲ流レ 汲 上 器械 ノ方ニ 向テ流 レル様 二流 シ、 下ヲ 

ャ 、深 グシ、 流レ易 カラ シム、 ab  C ヨリ 浪ノ飛 出 ス処ニ 金網 ノ篩 ヲ置キ 「カルキ」 等 ノ粗キ 部分 ノ池ノ 外へ 出 ス様ー 一 スル、 此 金網 ハ鉄 

ヲ以テ ft ヲ 造リ、 其 中心 二 鉄板 ヲ以テ 十 宇 二 線 ヲ入レ 強力 ラシ ム、 第 四図ノ 如シ。 

混和 器械 ヲ早グ 旋転 スル ヲ以テ 池ノ. C  ニ浪ヲ 生ス、 此泥 ノ浪三 ケ所ノ 切目 ヨリ 流 レ出ス 時 金網 ヲ斜 -1 置 キ浪ノ 越 シ易キ 様 一一 ス、 此時浪 

ノ タメ  二 泥水 ドブノ 処へ飛 ヒ出ス コト ァリ、 此ノ如 キ時ハ 木ノ板 ヲ以テ 防キ或 ハ此網 ノア ル処ノ ミヤ 、 ドブヲ 広 グス、 第五 図 ヲ作リ 金網 

ヲ斜 ニ置キ タル 形ヲ 記ス。 


き 方 

\%^^}^  J ~" Tcl  \ 

TV  W  ^7 


第三 混 


和 


お,^、 ハ i 疋、 マテ 深 川 二 テ仕来 タリ 通リ 二 テ好シ 、然レ トモ 多分 ノ品ヲ 混和 セン 二 ハ攪和 器械 ヲ少 シ早グ 旋転 ス ルナ リ (二 秒 二 一周 或 ハニ秒 

半 二 一  周 位) 水ハ 多分 二 用ュル ヲ好シ トス (泥 ノ稀キ ハ水ト 別レ易 クシ テ其沈 ムコト 早 キヲ以 テナ リ) 深 川 在来 ノネ リ池ト 同様 ノ大 サノ 池、 


I ュ？ 


, 川 製造 場ノ 十倍 位ヲ 混和 ス ルナ リ、 池 一 ッ 二 テ 二百 樽 分位ヲ 混和 ス、 是ハ 只 多分 ノ水ト 多分 ノ 粘土、 

ナリ、 ガナル 製造 場 一一 テ 深川ノ ネリ 池位ノ モノ ニッ ァリテ 一 曰 四百 撙分 ノ品ヲ 混和 ス、 是ハ十 人掛リ 


註 石灰) ヲ投 込ム迄 ノコ ト 

間ナグ 土ヲ投 込ム、 水 t 


出口  e 

ノ 形 


ォ 

で 


カナ ァ< 


V 


.1 ハ 金網 篩 ノ 全形、 h ハ 鉄板 

二 テ 金綱ノ 中心 一一 十字形 一一 張 

タル モノ、 此 金網 ノ飾ハ 粗末 

ナル撺 へ 方-一 シテ 決シテ 念 ノ 

入リ タル モノ  二 アラス。 
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T  \ 卜 =.w  tul  nR  t コ &1ョ へ 編 注. 宇都 宮三郞 が 明治 九 年 第二 回の 洋行 後、 政ノ 

セ メ シ ト il^  fS: 幸 tie  IP  U 付に 提出した セメント に関する 報告書、 傍点 は 編 注、 


第 li! 号 


第 


米 


土 


J 


粘土 ハ塩入 リノ 川 ヨリ 得ル モノ ァリ、 c; 深 川 製造所 粘土 ノ如シ ) 山 ヨリ 出ル モノ ァリ、 (川口 産 粘土 ノ如シ ) 当今 試験 二 ョレ ハ其川 ヨリ 

得ル モノ 山 ヨリ 出ル モノ  二 比スレ ハ セメント 二 製 シテ其 力強 シ、 然レト 

モ 其色ャ 、里 (色ヲ 带フ、 (則チ 深 川製ノ セメント ノ 如シ) 此川泥 ヲ以テ 製 

シ タル セメント ハ 家屋 等 ヲ塗リ 乾 キテ後 白色 塩様ノ モ ノ其 表面 二 吹キ出 

ス コト山 土ヲ以 テ製シ タル モノ ヨリ 甚シ、 然レ トモ 是ハ 別段 差 支 ナシト 

云フ。 

山 ヨリ 出ル 粘土 ハ セメント 二 製 シテ其 色美且 塩様ノ モノ ヲ吹 キ出ス コ 

ト少シ ト雖モ 其 力 ハ常ニ 川 泥ヲ以 テ製シ タル モノ  ニ不 及、 故 二 川 泥ヲ撰 

用 スト 云フ、 山 ヨリ 出ル 粘土 ヲ用ュ ル トキ ハ砂 ヲ含ム コ ト少キ モノ ヲ撰 

ム へ シ、 砂ハ セメント ヲ製 スル益 アル コト ナシ、 混和 ノ時 用ュル 水ハ塩 


入 リノ 川 ヨリ 汲ム モノ 最モ 好シ、 食塩 ヲ含ム ヲ以テ セメント 二 滴宣ノ 「アルカリ」 ヲ与 フル 故 ナリ。 (深 川 製造 場ノ 水量： B; ナリ) 

第二 コ— グ 

コ— グ ハ 瓦斯 製造 場 ヨリ 来ル モノ 最モ 好シ トス、 此コ— グ ハ燃ェ 易 グ価モ 鎔鉄場 ニ用ュ ル モノ  二 比スレ ハ甚タ 安 キヲ以 テナ リ、 惣テセ 

メン トヲ焼 キ製ス ル 一一 ハ少 シ早グ 燃ェテ 時間 ヲ不 費ヲ好 トス ル故 ナリ、 製鉄 場 ニ用ュ ルコ— 7 ハ固キ ニ過キ 少量 二 テハ燃 ヱ 難ク、 又 多量 

二 用 ユレ ハ火度 強 グシテ セメント 等 多 グハ 焼 ケ過キ 硝子 様ノ モノ トナル コト 多シ、 故 二 泥 ヲ乾ス タメ  二 製シ タル コ— クハ常 二 製鉄 場 一一 送 

リ セメント 二 用ュル モノ ハ 瓦斯 製造 場 ヨリ 求ム ルナ リ。 


三 河 セメント 株式 會社 

取締役 社長 出 內元平 @ 

三重 セメント 株式 會社 

取締役 社長 栗 原 善 太 郞 @ 

日出 セメント 株式 會社 

取締役 社長 根津嘉 一 郞 ® 

鈴 木 セメント 株式 會社 

取締役 會長 鈴 木 茂 助 @ 


五 二 五 


五 二 四 

取締役 社長 宇田 友 四 郞 @ 

東亞 セメント 株式 會社 

取締役 社長 鹿 島 房 次 郞 ® 

中央 セメント 株式 會社 

取締役 社長 玉 木 誠 次 郞 @ 

大分 セメント 株式 會社 

取締役 社長 楠 木武俊 @ 

小 野 田 セメン ト 製造 株式 會社 

取締役 社長 笠 井 眞 三 @ 

大阪 窯業 株式 會社 

取締役 社長 磯野 良 吉 ® 

帝國 セメント 株式 會社 

取締役 社長 桑原 馬 吉 @ 

電 氣化學 工業 株式 會社 

取締役 會長 大橋新 太 郞 @ 

愛知 セメント 株式 會杜 

取締役 會長 青木 鎌 太郞⑩ 

淺野 セメント 株式 會社 

取締役 社長 淺野總 一 郞 ® 

櫻 セメント 株式 會社 

取締役 社長 坂 木 己 之松⑩ 


該 積立金 ハ 最初 ノ 一  ケ 年分 及第 二 年度、 第三 年度 ノ半ケ 年分 ハ保證 金 トシ テ 聯合 會 一一 供託 シ置グ モノ トシ 第二 年 

度 及第 三年 度ノ殘 リ半ケ 年分 並 二 第 四 年度 以後 ノ 積立金 ハ 別 二 覺 書ヲ以 テ定メ タル 方法 一一 ョ リ之ヲ 各會社 一一 分配 

スル モノ トス 

各會社 ハ 前項 積 立ノ實 行ト共 一一 本 規約 成立 ノ際 後記 生產 能力 年產 樽數ノ 半額 二 對シ前 .，5^ ノ 割合 ヲ以テ 積算 セラ 

レ タル 金額 ヲ 額面 トシ 一 ケ年目 ヲ支拂 期日 トス ル 無利息 ノ 約束手形 ヲ 聯合 會ニ差 入 レ置グ へ シ 聯合 會ハ规 約 違 15{ 

ノ 行爲 ナカ リシ トキ 二 限 リー ケ 年後 二 於 テ之ヲ 返還 スル モノ トス 若シ 違反者 ァリ タル トキ ハ 積立金 及 右手 形 二 付 

次條ノ 規定 ヲ 適用 シ支拂 期日 ニ拘 ラス 聯合 會ハ其 手形 債權ヲ 行使 ス ル コ トヲ得 

第九條 以上 各條ノ 義務 ヲ 履行 セサル モノ ハ總 會ノ 決議 二 ヨリ 右 保 證金ヲ 沒收セ ラル 、 ト共 一一 積立金 分. S ノ 植利ヲ 

失フ モノ トス 

第十條 本 規約 ノ存續 期間 ヲ 規約 成立 後向フ 五ケ 年 トス 

W  貝 

本 協定 一一 關シテ ハ關東 州 及 満鐵附 屬地並 二 南洋 委任 統治 區域 ハ之ヲ 日本領 土內ニ アル モノ ト 看做 ス 

以上 協定 ヲ證 スル タメ 各社 左 二 署名捺印 シ 本書 正本 一 通ヲ 作成 シテ 聯合 會 一一 保存 シ 各社 ハ 謄本 一 通宛ヲ 保存 ス 

大正 十三 年 十月 五日 

磐 城 セメント 株式 會社 

取締役 社長 岩 崎 一.;^ ヒ @ 

日本 セメント 株式 會社 

專務 取締役 せ 根 茂 夫 @ 

豊國 セメント 株式 會社 

取締役 社長 福 澤桃介 @ 

土 佐 セメント 株式 會社 

五 二三 


五 ニニ 

セメント 聯ん ：1 會規  (参 考) セメント 聯合 會 規約 

約 

第一 條 後記 セメント 同業 會社ハ セメント 需給 ノ 調節 ヲ計リ 以テ其 價格ヲ 穩健ナ ル範圍 一一 維持 スル タメ セメント 聯 

合會ヲ 組織 シ次條 以下 ノ 事項 ヲ 實行ス ル モノ トス 

其 組織 方法 ハ覺書 ヲ以テ 別 一一 之 ヲ定ム 

第二 條 聯合 會ニ 加盟 シ タル モノ  (以下 各 會社ト 稱ス) ハ 毎月 ノ生產 高、 出荷 高、 輸出 高、 新 契約 高、 契約 殘高、 

在庫 高 (セメ ント及 クリン 力—) ヲ 聯合 會ニ 報告 スル ヲ要ス 

聯合 會 ハ 右二 關ス ル諸 帳簿 ヲ檢閱 スル權 限 ヲ有ス 

第三 條 各會社 ハ 聯合 會ノ 決定 シ タル 範圍內 一一 於 テ生產 及 出荷 ヲ ナス モ ノ トス 聯合 倉 ハ 需給 ノ狀 態ヲ 精査 シ其 認定 

シ タル 後記 各社 ノ生產 能力 二 比例 シ テ 二 ヶ月 毎 二 總倉ノ 決議 二 ョ リ 各社 ノ生產 及 出荷 數量 月額 ヲ 決定 ス 

各社 ノ 生產 能力 ノ 決定 方法 ハ 覺書 ヲ以テ 別 二 之 ヲ定ム 

第四條 後記 生產 能力 ノ變更 ハ 聯合 會ノ 承認 決議 ヲ要ス 

前項 生產 能力 ノ 變更 ハ少グ トモ 六 ヶ月 前 二 請求 ス ルコト ヲ要ス 

第 五條 一ヶ月 以上 休轉ヲ 希望 スル會 社 アルト キハ 總會ノ 決議 二 依 リ之ヲ 休 轉セシ メ該會 社 一一 對シテ ハ休轉 料ヲ支 

拂フ コト アル へ シ休 轉料ハ 分配 シ 得へ キ 積立金 中 ヨリ 之ヲ 支拂フ モノ トス 若シカ カル 積立金 ナキ 場合 又ハ 不足 ノ 

場合 ハ 聯合 會 各社 ョ リ別 二 之ヲ 醵出 セシ ムルコ トヲ得 

第六條 輸出 二 仕向 ケラ ル、 數量ハ 右 生產及 出荷 數量ノ 以外 トシ 輸出 ヲナシ タ ル會社 ハ 其 翌月 二 於テ 第三 條ノ 生產 

及 出荷 數量 ヲ該 輸出 數量 丈增 加スル コトヲ 得 

第七條 聯合 會ハ 總會ノ 決議 二 ヨリ 日本領 土內 共通 ノ 最低 價格 ヲ定メ 各會社 ハソレ 以上 一一 テ 販費ヲ ナス コト ヲ要ス 

但シ 聯合 會 二 於テ 必要 ト認 ムル 特殊 ノ 場合 ハ 最低 價格 以下 二 テ 販賣セ シム ルコト アル ヘシ 

將 來セメ ント ノ價格 暴騰 ノ虞 アル トキ ハ 聯合 會ハ 最高 價格ヲ 定メ以 テ之ヲ 抑制 ス ル コ ト アル へ シ 

第八條 各 會社ハ 毎月 其 出荷 博數 (輸出 樽数ヲ 除グ) ニ對シ 一 樽 一一 付 金 十錢宛 聯合 會ニ積 立 ツル 義務 アル モノ トス 


日本 ポ ルト ランド _ 

セメン ト輪出 協会 


日本 セメント 輸出 

組合 


日本 セメント 輸出 


の 出荷 協定 及び 輸出 各社の 出荷 比率の 設定 等 を 行った。 

次いで 昭和 八 年 十二月、 不正 競争の 防止、 販路 拡張、 宣伝、 引合の 割当、 価格の 協定 を 行うた め、 ^z主統制 

機関と して 「日本 ボルト ランド セメント 輸出 協会」 が 設立され、 ここに 初めて 輸出の 全地 域 を 含む 一元的な 団 

体が 成立した。 

日華 事変 勃発 後 は 輸出 団体 も 内地 品 団体と 同じく、 次第に 自主 活動の 分野 を せばめられ ていった。 昭和 十四 

年 九月、 政府 は 関満支 向け 輸出 を 商工 翁 指定の 団体の 承認の もとに 行う ことと したので、 業者 は 「日本 ポルト 

ランド セメント 輸出 協会」 を 改組し、 商工 省令に 基き、 十五 年 三月 「日本 セメント 輪 出 組合」 を 結成して 指定 

機関と した。 

その後、 本 組合 は、 戦時の 諸 法令に よって 次々 と 仕向 地の 拡大、 関満支 向け 以外の 輸出 セメントの 受け 及 

び 輸出 委託 を 行う 等、 輸出の 全面的な 統制 及び 指令 機関と 化した。 

十七 年、 政府 は 輸出の 最大 市場た る 東南アジア を 目して 援蔣路 の 温床で あると 断 じ、 大幅の 輪 出 制限 を 加え 

たので、 国内の 需要 逼迫と 相 まって 輸出 組合の 活動 も 大幅に 縮小され、 やがて .ra 然 消滅と なった。 

終戦後、 占領軍 並びに 政府の 輸出 貿易 推進 政策に 伴い、 業者 団体の 結成が 要請され てきた ので、 二十 三年 六 

月 「日本 セメント 輸出 協会」 が 設立され、 今日に 及んで いる。 (詳細 は 序 編 下 第 七 章 第 六 節 輸出 四 四 九 頁 参照 y 

なお、 最後に 同業者 団体 一 覧表を 掲げれば、 第 一 九 七 表のと おりで ある。 


第 七 節 輪 出 団体 
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m 


第 九 章 同業者 ra 休  五 二 〇 

しかし その 業務 始は、 石灰石 鉱業 会の 閉鎖 機関 指定の 内定と 歩調 を 合わせる ことに 中 八 = わせ、 翌 二十 三年 

三月 一 曰 を も つ て 発足した。 


セメン ト 稀<~;1 会と 一 


満 ：：^^ セ メ ン ト販壳 

協会  ， 


„w 印 向 セメン 

出 協会 


-俞 


第 七 節 輸出 団体 

わが国の セメント 輸出が 初めて 行われた の は 明治 二十 年 前後で あるが、 輸出に 対する 団体 的な 行動の 現われ 

は 極めて？^ く、 大正 十三 年 セメント 聯合 会規 約に おいて、 輸出 向け 数 S に対する 補充 生産が 認められ たのが 

初であろう。 

この 約 四十 年間に 及ぶ 輸出 団体の 空白 は、 次の 理由に 基く。 輸出 開始 以来 大正 末期に 至る わが国の セメント 

輸出 は、 ほとんど 浅 野 • 小 野 田の 両 社が 独占的な 比重 を 占めて いた 上に、 両社は 各々 独自の 輸出 機関 (代理) に 

よって、 独自の 輸出 を 行って いたので、 協調、 連絡の 必要がなかった。 

しかし 昭和 初頭から 両 社の ほか、 大分 • 豊 国. 宇 部 • 窯業 社 等、 輸出に 地の利 を 得た 業者の 輸出が 盛んと な 

り、 かつ セメント 聯合 会 は、 昭和 五 年生 産制 限 率 緩和の 方策と して、 輪 出 全数 S の 補充 生産 を 実施した ので、 

ここに 初めて 輸出に 関する 団体 的な 動きが 現われた。 

満州事変に 伴う 満州国 建国に よって、 満州 及び 満鉄 沿線に 膨大な 需要が 発生し、 同地 区に 工場 及び 大きな 輸 

出 実績 を もつ 小 野 田 社と 问 地区に 進出 を 試みよう とする 他社との 問に、 輸出 比率 をめ ぐる 確執 を 生ずる に 至 つ 

た。 そこで 比率 調整の ための 団体 結成の 必要が 痛感され、 昭和 七 年 三月、 満蒙 セメント 販売 協会が 設立され た。 

この ころ、 輸出の 枢要 市場た る 中国 地区に は 満州事変 • 上海 事変 をめ ぐる 曰貨 排斥、 フィリピン、 インド 地 

区に は ダンピング 税 賦課 問題が 発生し、 輸出の 前途 暗澹たる ところへ 更に 蘭 印の 輸入制限 問題が 発生して、 輸 

出 組合 結成の 機運 は 急激に 高まった。 昭和 八 年 九月 「蘭 印 向 セメント 輸出 協会」 が 設立され、 蘭 印 パダン 社と 


グリ— ト 技術の 向上 を 図る ために は， 需要 者と 相 提携し て 事業 を 行う べきで あると い う 意見が 協会 の 内外から 

起った。 これに 応えて 昭和 二十 七 年 四月、 定款 を 改正して、 セメント 及び コンク リ —卜に 理解、 熱意 を もつ 部 

外 者 を 特別会員 に加える ことと な つ た。 

機関誌に 「セメント. コ ングリ —ト」 (昭和 二十 二 年 三月 創刊) が あり、 また コ ングリ —ト に^する ハンフ レ 

ッ トシ リ— ズを 発行して いる。 

石灰石 鉱業 協会 セメント 統制 会 は 太平洋戦争の 中期、 石灰石の 需給 関係が 漸く 逼迫し、 増産が 国家的な 要請と なった ために 

需給 統制 を 図る 目的 の もとに 石灰石の 専管 部門 を 設け、 セメン ト 製造業 者 以外 の 石灰石 採掘 事業 経営者 を もす 

ベて 会員に 加え、 需給の 円滑 化に 努めた。 

終戦後、 統制 会が 解散、 セメント 工業 会が 設立され るに 当って、 同 会の 組織 は セメント を w:-!^ とする ことに 

なった ので、 石灰石 部門 は 所属 団体 を 失う 情勢と なった。 そこで、 二十 一年 三月 十八 日 会員 協議の 卜；、 業界 全 

般 に関する 技術の 進歩 を 図り、 統計 業務 を 継続し、 あわせて 業者の 連絡 斡旋 機関と して、 石灰石 鉱業 会 (任意 

組合) を 設立す る ことに 意見 一 致し、 全会 員が 発起人と なり、 浅 野. 磐 城. 曰 鉄鉱 業 • 電気化学 工業 • 関東 石 

灰 工業 組合の 五社 を 設立 準備 委員に 選任した。 準備 は 順調に 進み、 全会 員の 参加 を 得て、 昭和 二十 一年 四月 三 

十日の 創立 総会 を 経て 五月 一 曰 石灰石 鉱業 会が 設立され た。 会員 は Sf 独 独立 業 T 打 . 組合 • 兼業 者から 成り、 全 

国の 採掘、 販売 業者 を 網羅した。  • 

鉱業 会 は、 翌ニ 十二 年 秋に 至って、 閉鎖 機関に 指定され る 気配が 濃くな つたので、 その 改組に 関し、 当； ほ 

か 五社の 在京 有力 会員が 中心と なって 協議 を 進めた。 数次の 協議 を 経て 十二月 二十 六日 「石灰石 採掘 業者 相互 

の 親睦 を 図る と共に、 石灰石 採掘 業に 関する 諸般の 調査 研究 を 行い、 斯業の 公正 且 自由な 動 を 促進す る こと」 

を 目的と する 石灰石 鉱業 協会が 設立され た。 

第 六 節 戦後の 団体  五一 九 
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人と し 今日に 及んで いる。 機関誌に 「セメント」 C 昭和 二十 五 年 十月 創刊) が ある。 

日本 セメント 技術 セメント 統制 会の 解散と 共に その 技術 部門 も 消滅した が、 業界 技術 団体の 再編成 は 業界の 内外から 強く 要望 

され、 昭和 二十 一 年 八月 一 一十 日 セメン ト 製造業 者 十五 社 を 会員と する 日本 セ メ ン ト 技術 協会が 設立され た。 

その 主旨 は、 創立 披露 文の 一 節に 見られる。 

セメント 界に 於ても 生産技術の 高水準の 保持と 品質 向上 対策、 技術 関係 諸 懸案の 解決、 基礎的 応用 的 新 問題の 調 

査 研究、 其 他 内外 諸 機関との 連絡 提携 等、 急速なる 事業 着手 を 要する もの 勘から ざるに 至りし 為め、 セメント 業者 

も此際 恒久的 施策と して 強力なる 技術 団体 を 設立す る ことに 意見の 一 致 を 見 (中略) 系統的に は曩の 日本 ホル トラ 

ン ドセメ ン ト業 技術 会と は 関係な き 別個の 完全なる 自主 独立 の 新ら しき 会に 属し、 前者の 事業 を 其 儘 継承す る もの 

に 非ず 

翌ニ 十二 年 三月、 任意 組合から 社団法人に 改組され て 組織 は 鞏固と なり、 二十 六 年 二月、 赤 坂 台 町の 新 事務 

所 (業者の 共同出資 によって 建設) に 移った。 

前述の 設立 披露 文に 「系統的に は曩の 日本 ポルト ランド セメント 業 技術 会と は 関係な き 別個の もの」 と 謳つ 

ている の は、 主として 組織 卜： の 相違 を 指して いるので あって、 その 活動 分野から 見るならば、 新 組織 は 戦後の 

新時代に 即応す る 技術 団体で あり、 技術 を 通じて セメント 及び コ ングリ —ト 業の 健全なる 発達 を 目標と する 立 

場に おいて は、 日本 ポルト ランド セメント 業 技術 会と 軌をー にす る ものであろう。 

その 活動 分野 は (一) セメント 技術 会の 開催、 (二) セメント. コンク リ— ト に関する 科学的 産業 的 調査、 研究 

(三) セメント 及び コンク リ— トの 使用に 対する 指導、 奨励、 施工、 (四) 需要 促進 対策、 (五) セメント 及び コン 

グリ— ト に関する 諸般の 立案、 建議 その他に またがつ ている。 

技術 協会の 会員 は、 当初 セメント 製造業 者の みで あつたが、 活動 分野が 拡大す るに つれて セメント 及び コン 


年 夏 以来、 協議 を 進めつつ あつたが、 昭和 二十 一年 十二月、 セメント 業 経営者 連盟 を 設立し、 浅 野 社の 取締役 

社長 徳根 吉郎が 会長に 選ばれた。 

連盟 は 設立の 主旨に 則して、 労使 関係の 健全 化、 労働基準法の 普及 徹底、 会社と 組合との 意思の 辣通 につい 

て 活躍した。 

しかし 当時 セメント 工業の 労働運動に は、 他 業種の 一部に 見られた 労働組合 による 人民^判 や、 経営管理の 

ような 過激な 行為 も 見られず、 業者が 当初に 予想した 専管 組織の 存在理由 は 次第に 薄れて きた。 そこで、 設立 

後 約 一年 半 を 経た 昭和 二十 三年 二月、 折から 設立の 機運に あった セメント 協会が、 その 業務 を 引継ぐ ことと な 

り、 連盟 は 解散され た。 

セメント 協会  セメント 工業 会が 閉鎖 機関に 指定され てみ ると、 業者 相互の 連絡 協調の 中心 機関が なくなり、 一 方 セメント 

懇話会 は 応急の 組織で、 連絡 機関と して は 不充分であった。 また 懸念され た 労働攻勢 も、 激化の W れが なくな 

つたので、 労働 問題 専管の 部門 (セメント 業 経営者 連盟) を 存置して おく 意義 も 薄れて きた。 そこで、 これら 

の 機能 を 打って 一丸と する 新 団体 を 組織しょう という 要望が 業界に 起り、 二十 三年 二月、 セメント 製造業 者 十 

六 社 を 会員と する セメ ン ト 協会が 設立され た。 

その 目的 は 「会員 相互の 連絡 協調の もとに セメント 産業に 関する 諸般の 調査 研究 を 行い セメント 消費者の 便 

益 を 計り 併せて 会員の 親睦 を 図る と共に 民主主義に 基き セメント 産業の 健全なる 発達 を 促す」 ことにあった。 

その 活動 分野 は、 独禁法 及び 事業者 団体 法の 趣旨に 沿い、 会員の 自発的な 活動に よって (一) 生産 及び 需要に 

関する 調査 研究、 (二) 経営合理化の 研究、 (三) 啓発 宣伝、 (四) 労務 対策、 (五) 意見の 発表 及び 政府への 建議 等 

に 及んで いる。 かって 業界に は、 この種の 団体と して 「日本 ポルト ランド セメント ra: 業 会」 があった。 セメン 

ト 協会 は、 その 活動 分野から 見て、 同業 会の 後 身と 言える であろう。 二十 三年 十一月、 組織 を 強化して 社団 法 

第 六 節 戦後の 団体  五一 七 
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第八條 本會ハ 第一 條ノ 目的 ヲ 達成 スル 爲左ノ 事業 ヲ行フ 

一、 セメント 業 二 関スル 政府 ノ 計画 立案へ ノ 参画 二 関スル 事項  . 

一一、 セメント ノ 生産 計画 ノ 設定 及 遂行 二 関スル 事項 

三、 セメント ノ 価格 二 関スル 事項 

四、 セメン ト業 二 要 スル原 燃料 資材 及 労務者 ノ 調達 確保 二 関スル 事項 

五、 セメント 業-一関 スル 技術 ノ 向上、 能率 ノ 増進、 規格 ノ 統一 其 ノ他 経営 ノ 合理化 二 関スル 事項 

.  六、 其ノ他 本会ノ 目的 ヲ 達成 スルニ 必要 ナル 事項 

昭和 二十 二 年 夏 ごろから、 占領軍の 政策 は、 統制 的 性格 を 有する 団体 を 廃止す る 方針に 進んだ ので、 二十 三 

年、 セメント 工業 会 は 閉鎖 機関に 指定され、 同年 六月 解散され た。 資材 割当 事務 は 再び 政府 直轄に 還え つた。 

セメント 懇話会 二十 一一 年 二月、 セメント 販売 株式会社が 解散され、 セメントの 販売 は 業者の 直売と なった が、 配給 並びに 

価格 は 依然 国家の 統制 下にあった。 そこで 業者 は、 終戦の 混迷 期に おける 業者 間の 親睦 連絡 を 図る ため、 また 

配給 統制 下にお ける 流通の 円滑 化、 統制 価格の プ— ル 計算 事務 を 行うた め、 同年 四月 セメント 懇話会 を 結成し 

た。 

翌々 六月、 セメントが 価格 調整 公団 取扱 物資に 指定され たので、 懇話会 はプ— ル 計算 事務 を 公団に 移し、 流 

通の 円滑 化に 専念した。 翌 二十 三年 二月、 セメント 協会の 設立と 共に 同 会に 吸収され た。 (詳細 は 序 編 下 第 八 

章 第 一 節 販売価格 四 六 六 頁 参照) 

セメント 業 経営者 占領軍の 労働 政策 は、 戦時中の 産 報 組織 を 解散し、 労働 関係 を大 1^ に 民主化す る ことにあった。 したがって 

連盟  I 

戦後の 労働運動 は、 戦時中の 羅祥 に対する 反発 も 加わって、 過激と 思われる ほどの 労働運動 を 各方 面に 展開し 

た。 セメント 部門への 波及 を 懸念した 業者 は、 労働 問題 専管 団体 を 組織して これに 当る こと を 企図し、 二十 一 


(第 196 表) 
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:2 月) 


解 
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セメント 工業 会 は、 指定 生産 資材 割当の 政府 補助 機関と して 発足した が、 その 性格 はむしろ 統制 会の 衣鉢 ケ 

継ぐ ものの ようであった。 それ は 左の 同 会 定款 第 一 条 及び 第 八条に うかがわれる。 

第 一 條 本會 ハ 本邦 二 於ケ ルセ メ ン ト業ノ 適正 ナル 自主的 運營 ヲ圖ル ヲ以テ HI 的ト ス 

第 六 節 戦後の 団体  五一 五 


の 業界団体 として 設立され、 同年 九月に は、 臨時 物資 需給 調整 法に よって、 指定 生産 資材 割当 事務 捕 助 機関 一 

指定され た。 これ をキ ッカケ として、 業界に は、 再び 戦前の ような 自治 団体が 次々 に 結成され た。 

その 経過 を 図示 すれば 第 一 九 六 表のと おりで ある。 
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第 九 章 同業者 団体  五一 四 

省 は 「セメント ノ 製造 及 販売 二 関スル 事業 ノ 統制 会 ヲ 十二月 二十日 迄 二 設立 ス へ シ」 との 指令 を 発した。 

業者 は、 かねて 準備中の 草案に 修正 を 加えて 定款と し、 十二月 十八 曰釗 立、 即日 認可 を 受けて 発足した。 

統制 会の 指令 は、 企業 活動の 全般に わたり、 公定価格の 決定、 遊休 設備の 転用、 海外 移設、 企業の ベ 口 同、 買 

収、 操業 停止 等が 空前の 規模で 強力に 行われ、 業者 は 全く その 指令 下に 行動す る ほかなかった。 

他方、 統制 会の 事業 遂行 を 便なら しめる ため、 先の セメント 共販 は その 機構 を 拡充して 下部 機構と なり、 ェ 

業 組合 • 同業 会 • 技術 会 はこと ごとく 解散して、 統制 会に 合体した。 

統制 会の 活動が、 戦時下の セメント 工業の 拡充 強化 を 目標と する ものであった こと は 当然で あるが、 その 指 

令 は、 結果と して 国内 遊休 生産 設備の 大量 喪失 を 招き、 この ことが かえって 戦後の 業界 を 明朗 化した こと は 否 

定 できまい。 r 詳細 は 本 編 第 六 期 第一 章 統制 会の 事績 二 〇 八 頁 参照) 

第 六 節 戦後の 団体 

再編成への 動き 敗戦と 共に セメント 統制 会 は 全 機能 を 停止され、 政府 は 生産 及び 配給 統制 を 直轄に 移し、 製造業 者に 対して 

原料、 資材 を 割当てて 生産の 指示 を 行う と共に、 セメント 需要 者への 配給 割当 は、 戦時中に 設立され た セメン 

ト 配給 統制 株式会社 を 通じて 行 つ てきた。 

昭和 二十 一年 を 迎えて、 生産 活動 も 漸く 緒に つくに 従い、 業者 は 業界 共通の 問題 を 処理す るた めの 新たな 団 

体の 結成 を 希望した。 

政府 もまた 漸く 直轄 統制に 必要な 資料 を 作成し、 直接、 間接 これに 協力す る 補助 機関と しての 業者 団体の 結 

成 を 希望した。 

セメント 工業 会 セメント 工業 会 は、 このような 双方の 意向に 従い、 二十 一年 六月、 セメント 統制 会の 解散と 同時に 戦後 最初 


日本 セメン 

糾合 


セメント 統制 会 


また セメントの 自由市場 は、 取引の 便宜 を 主として 形成され ていたが、 共販 市場 は 道 府県 市町村と いう 行政 

域に よ つ て 形成した ので、 受渡しに 少なからぬ 不便 を 生じた。 

製造 会社の 販売部門が、 共販の 販売 実務 を 代行した こと は 前述した が、 これ は 一 一つの 理由から 発して いた。 

その 一 つ は、 セメントの 販売 実務 を 素人の 共販会社に 委 さず、 玄人の 業者の 手で やみう とした こと、 その 二 は 

共販会社の 存続 期間 は 戦時中の 暫定 期間で あるから、 戦後の 自由 販売 復帰に 備えて、 各社の 販売部門 を 温存し 

ようとし たこと である。 

共販 制度が 発足して から 一 年 九 力 月 を 経た 昭和 十六 年 十一 一月、 重要産業 団体 令に よ つて セメント 統制 会が 创 

. ル：^ される や、 共販会社 は 統制 会の 配給 統制 部門の もとに 業務 を 行い、 製造 会社の 代行 制の みはなお 存続した が 

これ も 十八 年 五月に 至って 廃止され、 製造 会社 は セメント 配給 面から も 完全に 締め出されて しまった r 共販 制 

度の 詳細 は 序 編 下 第 七 章 市場 及び 販売機 構 四 二 七 頁 参照) 

セメント 共販が 出現し、 補修 資材の 配給 権 を 同業 会に 握られて いる セメント 聯合 会 は、 生産力 ルテルの 形骸 

を 止めて いるに 過ぎなかった。 しかも、 補修 資材の 割当 は 漸く 逼迫し、 同業 会の ような 任意 休で は、 割当の 

確保 を 期しが たいので、 これ を 法的 団体に 改組し なければ ならなかった。 しかしながら、 適当な 法令が なかつ 

たので、 商工^ は、 とりあえず 中小企業の 助成 法で ある 「工業 組合 法」 によって 昭和 十五 年 九月 「日本 セメン 

ト 工業 組合」 を 設立した。 ここに 工業 組合 は、 セメント 同業 会の 資材 配給 相と セメント 聯合 会の 生産 指示 権と 

を 一手に 握った。 しかし 工業 組合 も翌 十六 年 十二月、 セメント 統制 会の 設立と 共に 解散、 吸収され た。 

日華 事変の 拡大に 伴い、 政府 は セメント 共販 を 設立して セメントの 重点 配給 を 行い、 続いて、 工業 組合 を設 

立して 資材の 重点 配給 を 行った が、 更に 統制 を 強化す る 目的の もとに、 いわゆる 「指導者 原理」 による 重要 産 

業 運営の 中枢 機関と して 産業 別 統制 会の 結成 を 企画した。 十六 年 八月、 重要産業 団体 令 を 公布し、 十二月 商工 

第五 節 戦時下の 団体  五一 三 


土 業 


第 九 章 问 業者 団体  五一 二 

第五 節 戦時下の 団体 

合 会の 昭和 九 年 卜 一月、 重要産業 統制 法の 発動 以来、 セメント 聯合 会に よる 自治 統制に は徐々 に 国家 統制 力が 加わ 

つてき たが、 十二 年 九月、 臨時 資金 調整 法の 施行に よって、 セメント 製造業が 「丙」 種に 指定され てから は、 

いよいよ その： が 強まって きた。 翌十 三年 七月に は、 セメント 2： 業 会が 鉄鋼の 指定 ffi 給 団体に 指定され、 セ 

メ ントの 生産力 ルテルた る セメント 聯合 会 は、 生産 統制の 自主性 を さえ 失うよう にな つ て、 生産 制限 率の 決定 

に 当 つ て も、 商工^の 内諾 を 得てから 正式に 公表す るよう にな つ た。 

翌 十四 年 十月、 石炭の 消费 割当が 突 施される と 同時に、 商 Hft は セメント 聯合 会に よる 自主的 配給に 終止符 

を 打ち、 セメント 配給 統制 規則に よる 道 点 配給 を 行う 機関と して、 セメント 共販 機関の 設立 を 指令した。 

セメントに ハ版抹 式 業 行 は、 商工 ^化学：：！' の 指-小の もとに 内地 听.； e の 全 製造業 者 二十 六 社 を もって、 セメント 共販 没 ケ-を nr:^ と 

会社  - I 

する 「セメント 協議会」 を 結成して 着々 準備 を 進め、 十五 年 二月 十二 日、 前記 二十 六 社 を 株主と する セメント 

共販 株式会社 を m- 立した。 当時 小 野 田 社 は 三 井 物産、 磐 城 社 は 三菱 商事に 販売 を 委託して いたので、 これらの 

販売機 関 を 共販会社の 株主に 加える かどう かにつ いて 論議が あ つ たが、 結： IF 株主の 資格 を 製造業 者に のみ 限定 

し、 委託販売 業者 は 製造業 者と 共に、 共販会社の 販売 実務 代行機関 とした。 

共販会社 は 三月 一 曰 開業、 同 十一 曰から 「セメ ン ト 配給 統制 規则」 (商工^ 令 第 十三 号、 三月 二日 公布、 同 

十一 曰 施行) によって、 セメント 工業 浏始 以来 C 収 初の 「配給 統制」 を： B めた。 . 

セメ ント 共販 制の 出現に よ つて、 セメ ントの 自由 価格と 自由市場に は 大きな 変化が 起つ た。 

セメントの 自由 価格に は、 古くから 西 低 東 高 型 (九州が 最低で 北海道が 最高) があった が、 共販 価格 は、 仕 

切 価格 (製造 会社からの n 取 価格) を！^ 価 主義に 則り、 販売価格 を 全国 均一 価格と した。 


一方、 重要産業 統制 法の 発動に 伴って、 商工 省に は セメント 工業 改善 委員会が 設置され、 セメントの 統制に 

関する 改善 案 を 検討して いたが、 昭和 十 年 五月 両 派の 紛争 調停に たち、 小 野 田 社に は 朝鮮 工場の 統制 服従 を、 

聯合 会に は 小 野 田 社の 主張た る 加重 制限 遡及 案の 承認 を 求めた。 小 野 田 社 は、 朝鮮 総督府の 諒解 を 条件と して 

賛成 を 保留した ので、 調停 は 成立せ ず、 販売 戦 は 更に 激烈の 度 を 加えた。 

九月 聯合 会 は、 朝鮮 出荷 プ— ルを 組織して 攻勢に 転じた ので、 鮮 内の 市価 は 惨落した が、 九州 • 中国 にも そ 

の 反動 は 少なくな か つ た。 

十一 年 を 迎え、 聯合 会 側の 攻勢 は、 朝鮮 出荷 プ— ル から 更に 進んで 宇 部. 浅 野両社 直系 子会社の 朝鮮 工場 新 

設計 画に 発展した。 朝鮮 セメント 株式会社 (宇 部 系) の 海 州 工場 • 朝鮮 浅 野 セメント 株式会社 (浅 野 系) の 鳳 

山 工場 建設が これで ある。 

これに 加えて、 重要産業 統制 法の 改正案 (企業の 新設、 拡張に 対する 許可制、 公益 規定の 強化、 外地 適用) 

は 商工 省に よ つ て 第 六十 九 議会 (十 一 年 五月) に 提出、 可決され たので、 一 年 半に わたる 大販光 戦 も、 十 一 年 

七月の 両者に よる 朝鮮 向け 出荷 協定の 成立に よ つ て 終 符を 打った。 

重要産業 統制 法 の 発動 及び セメント ェ 業 改善 委員会 の 設置 によって、 業界の 治 統制 に は 漸く 政 W の 干渉が 

加わって きた。 それ は、 満州事変 以来の いわゆる 準 戦時体制 を 基盤と する 国家 統制の 現われで もあった が、 同 

時に セメント 聯合 会に よる 生産 制限と 増産と を 併行して 実施して いる 自己 援着的 政策の 破 淀で も あ つ た。 

販売 戦の 終媳、 工場 新設、 増産 計画の 制限に よって、 業界 は 十二 年に 入って 久しぶりに 安定 をと り戾 した。 

この 年 七月、 満州、 上海 事変 2^ 来 危機 を はらんで いた 日華 両国 は、 北支に 戦火 を 交える ことと なって、 戦争 拡 

大気 構えに よる セメント 需要 は 次第に 増大し、 市価 も 年末に は、 九 年 当時の 順調な 価格に 復帰し、 聯合 会の 前 

途は 安泰の ごとく 見えた。 

第 四 節 セメント 聯合 会  五一 一 


第 九 章 同業者 団体  五一 〇 

^.cx^^ 統制 法の  しかし、 需要の 大幅 増進が あつたと は 首え、 増産 競争 は、 聯合 会 及び 販売 統制 会の 運営 を： 份糾に 導く 根元で 

発動 

あつたので、 増産 中止 協定の 締結 は、 昭和 九 年に 入って 聯合 会の 中心 課題と なって きた。 

この 年の 七月、 突然、 小 野 田 社から 自社の 鉄道 納め 一 袋 六 銭の 値下げと 共に、 一般 セメント 価格の 値下げが 

販売 統制 会に 提案され た： その 主張 は、 これによ つて 増産と 高率 制限と 高 収益の 矛盾 を 解き、 あわせて アウト 

サ イダ— の 出現 を ^ 止 するとい うこと にあ つ た-" 一 方 市況 は、 アウト サ イダ— 及び 増産の 影響 甚 しい 九州 • 中 

国から 崩れて きたのに 反し、 関東 • 東北. 北海道 は 依然 好況に あった こと も、 値下げ 提唱の 底流 をな していた 

こと はいな めない。 

各社 は ig 下げに 反対し、 増産 中止 協定の 推進 を もって これに 応じた-," 増産の 遅れた 小 野 田 • 大分 両社は 当然 

これに 反対した。 

聯合 会 • 統制 会 は、 こうした 極めて 険悪な 空気 を はらんだ まま、 昭和 九 年 十一月に 至って、 ついに 重要産業 

統制 法の 発動 を 卯いで、 増産 中止と 生産 制限 率の アウト サ イダ— 適用と に 成功した と 同時に、 小 野 田. 大分 • 

電化の 小 野 田 系 三 社の 聯合 会 脱退 を 招来した。 

三次 セメント 聯 昭和 九 年 十二月、 聯合 会 は、 各地 販売 協会 及び 販売 統制 会 を あわせた 生産. 販売 両 部門に わたる カルテル 機 

含 会と 販先戦 

構と なって 発足した， - 小 野 田. 大分 • 電化の 三社 はもち ろん 聯合 会に は 加盟せ ず、 別個に セメント 懇話会 を 組 

織して 独. nl の 行動に 出た： 内 地に おいて は 重要産業 統制 法の 拘束 を 免れる こと はでき なかった が、 朝鮮が 同 法 

の 法 域外で あるのに 乗じ、 小 野 田 社 は 在 鮮の平 壤 • 川 内 (元 山) 二 工場 を 独立 させて 別 会社と し、 全 運転 を 行 

つて 全鮮の 需要 を ほとんど 独占した のみ か、 余勢 を 駆って 九州、 中国 地区に ダンピング を 敢行した。 聯合 会 側 

も 朝鮮 向け 出荷に 対し、 補償 制 を 布いて これに 対抗し、 報復 的に 朝鮮に ダンピング を 行い、 業界に は 空前の 大 

販売 戦が 展開され た：  . 


て 各地 区別の 出荷 数量 を 決定し、 これ を 各地 区別の 協定 価格に よって 販売す るので ある。 この 運用の 正確 を 期 

する ため、 各社の 販売 担当者 は 連日 販売 協会に 会合して 引合 を 持 寄り、 生産、 出尙、 在庫 及び 市況 を 検討し つ 

つ 割当 を 行って、 出荷の 過不足 を 調整して 各社の 足 並 を そろえ、 かつ 出荷 工場に は 監査 員 を 駐在 させて、 出荷 

高 を 確認して 市価の-: 朋れ るの を 防いだ。 

比率 改訂 をめ ぐる しかし、 昭和 六 年 十月、 小 野 田 社 阿哲 工場 (岡山県) 完成に 伴う 販売 比率の 改訂に よつ て、 小 野 田 社の 比率 は 

抗争  ， 

増加し、 他社の 比率 は 減少した ので、 これが キ ッカケ となって、 各社 間に 数年に わたる 深刻な 増産 競争 を ひき 

起す ことと なった。 それ を 可能に したの は、 聯合 会 及び 販売 協会の 活動に よる 市価の 安定、 満州事変に 伴う 満 

州 国 需要の 台頭、 政 友 会 内閣に よる 時局 匿 救 土木 関係 需要の 増加に よって、 各社の 業績が 好転した からで ある 

聯合 会と 販売 協会と は、 元来 別個の 機能 を 持つ 二つの 団体で あり、 規約 上 は なんらの 関連 を 持たない ので あ 

るが、 会員 は 全く 同一であった から、 両者の 活動 は、 常に 表裏一体 となって セメント 市 飾 を 堅調に 保つ ことが 

できた。 

満州事変 以来、 満州国の 需要 は 急増した ので、 明治 末期 大 連に 工場 を 建設し、 満州に 広い 販路 をお する 小 野 

田 社と、 新たに 販路 を 開拓しょう とする <t 社との 間に は、 販売 比率 をめ ぐ つ て 毎年 鋭い 意兑の 対立 を 繰 返え し 

た。 対立 は 販売 比率に 止まらず、 ついに 小 野 田 社 を 除く 各社 共同出資の 大同 洋灰 股份^ 限 公司 設立 (満州国 吉 

林) にまで 発展した。 

一八 年の 中 ごろに なって、 内地に も 増産 分の 比率 をめ ぐる 小 野 田 社と 他社との 意見の 対，. ルが 起った。 六ハ牛 十月 

の 阿哲 工場 比率が 意に 反して 削減され たのに 対し、 今回の 増産 工場の 比率 は. B. 出 どおり 承認され る ことにな つ 

たからで ある。 それ は、 六 年の 需要が 前年 来 停頓 状態であった のに- k し、 八； 巾の 需要 は 年初 以来 次第に 進し 

増産 分 を 吸収した 上、 制限 率 を 引下げる 余裕 を さえ 生じた からであった。  - 
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に は 高率 を 課して、 牛： 産制 限の 公平 を 図った ので ある。 

大正 末期 以来の 不況 は、 昭和 二 年に 入って、 金融恐慌 を ひき 起し、 セメント 市況の 前途 容易なら ざる ものが 

予見され たので、 聯合 会 は、 会員 各社の 工場 及び 設備の 新 増設に 対して は、 加重 制限 率 (一般 制限 率に その 七 

割 を 加重した 率) を 課して、 増産 分の 市場へ の 流入 を 最小限度に 食い止める 一 方、 とみに 制限 率 を 高めて 生産 

を 制限し、 市価の 維持に 努めた。 

セメント 市価 は、 昭和 三、 四 年 小康 を 保ちつつ 推移した。 五 年 一月の 金 輸出 解禁に よって、 不況 は 更に 深刻 

の 度 を 加えた ので、 市価 は 月 を 追って 低落し、 九月に は 一 樽 三 円 を 割る に 至った。 (五 年 一月 は 四 円 二十 銭) 

第二次 セメント 聯 聯合 会 は 制限 率 を 年初の 三 八 ％ から、 八月に は 実に 五六 ％ まで 高める と共に、 従来の 全 工場 ー齊 休転 方法 

合 会 及び 販売 協会 

(横断 休転) を 改め、 回転 窯 二 基 以上の 場合に は 交互に 休転す る 方法 (縦断 休転、 合理化 運転と 称する) を 実 

施す るな ど 懸命の 努力 を 続けた が、 市価 は 回復せ ず、 生産 制限の みに よる 市価 維持 策 は、 もはや 限界に 達した 

感がぁ つ た、 

この ころ、 各社の 販売 担当者の 組織す る 懇親 団体 (例. 九州 十 曰 会) の 中から、 聯合 会と は 別個に、 しかし 

生産 制限の 裏付けと して 販売 統制 (： 出荷、 販路、 価格) を 行い、 市価の 維持 を 図ろうと する 運動が 現われた。 

この 運動 は、 たちまち のうちに、 全国の セメント 市場に 波及し、 六 年 一月に は 全国 七 地区 (九州. 近畿. 中京 • 

関東. 東北. 北陸 • 北海道) に セメント 販売 協会が 設立され、 市価 は 少しずつ 立直って きた。 六月に は、 更に 

この 地区 販売 協会の 連絡 統制 機関と して、 セメント 販売 協会 統制 会が 設立され て、 ここに 生産、 販売 両 部門に 

わたる 需給 調節の 体制が 完成した ので、 九月に は 市価 も ほぼ 前年 一月の 線に 漕ぎつ け、 業者 は 一年 半ぶ りに 愁 

眉 を 開いた。 

販売 統制の 運用 販売 協会の 実施した 市価 維持 方法 は、 まず 各社の 販売 比率 を 各地 区別に 定め、 これ を 各社の 生産 数量に 乗じ 


しかしながら 大戦に よる 好景気 は、 決して 長く は 続かなかった。 大正 九 年の 恐慌 を 境に、 財界 はたち まちに 

して 反動的 不況 期へ 転落した。 セメント 需給の 悪化 もまた 必然の 勢であった。 カルテル 的 運動ない し 統制 要望 

の 機運 は、 ちょうど そのころ から 再び 業界の 一部に 現われ 始めた。 九 年から 十 年に かけての セメント 会社 大合 

同の 計画な ども、 まさに その 現われの 一 つと も 言うべき ものであった。 しかし 結局、 これ は 声の みに 終って、 

実現にまで は 至らなかった。 たまたま 十二 年 九月の 関東大震災の 突発 を 見る に 至って、 一時 復興 関係の セメン 

ト 需要の 増加が 期待され たが、 復興 計画 そのものが、 資金 関係で 進涉 しなかった ために、 生産過剰、 ひいて 在 

庫 高の 急増 を もたらし、 翌十 三年 を 迎えて 著しく 市況 を 悪化させる に 至 つ た。 セメント カルテル 結成の 声 は、 

ここに 漸く 真剣に 叫ばれる ようにな つ た" かくて 十三 年 六月 ごろから 小 野 田 社 社長 笠 井眞三 • 浅 野 社 取締役 金 

子 喜 代 太の 両者が 中心と なり、 設立 準備に かかり、 同年 十月 五日の 協議会で 各社の 意見 は 全く 一致し、 セメン 

トカル テルの 結成、 すなわち セメント 聯ん II 会の 創設 を 見る ことと なった。 (最初の 規約 五 ニニ 頁 参照) 

セメント 聯合 会の 聯合 会 は 当社 ほか 十七 社、 当時に おける セメント 会社の ほとんど 全部 を 網羅す る もので、 総 年産 能力 は、 約 

fi  二、 七 五 〇、 二 四 〇 通 (一 五、 九九 六、 〇〇〇 樽) に 及んだ。 主たる 目的 は、 加盟 各社の 生産 及び 販売 数量 を その 

時の 需給 状態に 応じ、 能力に 比例して 調節し、 同時に 最低 販売価格 を 協定して 市価の 崩落 を 防止す る ことすな 

わち 生産、 販売 両分 野に わたる カルテル 的 統制 をニ兀 的に 実行しょう とする ことに あ. つた。 しかし 出荷 制限 及 

び 最低 価格 維持 は、 その 運用に 欠ける ところがあって、 所期の 効果 を举げ 得なかった ので、 一.； 牛 余りで 中止の 

やむな きに 至 つ た。 

そこで 聯合 会 は、 もっぱら 生産 制限に よって 市価の 維持 を 図る ため、 大正 十五 年 三月、 新たに 合理的な 制限 

方法 を 採用した。 それ は 従来までの 生産 制限 方法が、 工場 能力の 大小 を 無視して 一律 時 問 制^であった ために 

小 会社に 不利で、 大会 社に 有利で あるとの 非難に 応えて、 これ を 累進 率 制に 改め、 小 会社に は 低率 を、 大会 社 
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メント 工業 組合からの 委託) 

五、 規格 関係 

技術 会の 規格の 改正 及び 制定 (化学分析 を 含む) 案 を 当局へ 陳情 

六、 セメント 試験 用品の 頒布 

篩 網 • 標準 砂 • 耐圧 試験機の 共同 発注 

七、 戦時体制へ の 協力 

バ ッセ— 法 製 銑の 研究 • セメント 製造 用 物資の 配給 (ただし 昭和 十三 年から 十五 年まで) 

八、 満華 同業者との 提携 

客員と して 満州 及び 中国の 同業者 を 会員に 加え、 曰満 華の 連絡 を 緊密に した。 (ただし 昭和 十 一 年から 

十五 年まで) 

本 会 は、 日華 事変 中、 業界団体 として 活躍 を 続けた が、 セメント 統制 会の 設立に 伴って、 十七 年 一月 統制 会 

に 吸収され、 宣伝 部門 は 当然 消滅した が、 その他の 事業 は、 それぞれ 統制 会 内の 該当 部門に 引継がれた。 

第 四 節 セメント 聯合 会 

付. セメント 販売 協会 

カルテルへの 要望 共同 セメント 設立 失敗 後 も 業界の 不況 期に おいて は、 カルテル 的 運動が、 時々 業者の 一部に 唱えられ たこと 

と セメン ト聯. dn<fl4 

もあった が、 いずれも 地方 的 販売 協定の 域 を 脱せず、 全国的 カルテルの 結成 はついに その実 現 をみ ないで、 第 

一 次 世界大戦の 好況 期 を 迎えた ので ある。 


一 、 関税 改正 運動 

大正 初期の セメント 工業 隆盛 期の 輸出 増進 策と して 中国 を 始め、 ゥ ラジオ • フィリピン • 印度支那 *ォ —ス 

トラ リアに 対する 関税 改正 運動 を 行って 以来、 時宜に 応じて 関税 関係の 運動 (輸入税 存置 を 含む) を 行って きた _ 

一 一、 紙袋 使用 並びに 袋 入 容量 統 一 運動 

樽材の 欠乏と 割高 を 是正す るた め、 大正 七 年 厚紙 使用の 紙袋への 切換え を 研究す ると：！： 時に、 十 年 麻袋 入り 

容量 を  一二 七 ポンド (三分の ー禪 分) 及び 九十 五 ボンド (四 分の ー標 分) の 二 本 建 統一 運動 を 起した が、 十三 

年メ  — トル 法の 実施と 共に これ を 五十 近 一 本 建に 改め、 昭和 五 年 三月の 総会で この 採用 を 決定した。 

三、 業界 実情 調査 

本 会 設立 当時、 業界の 実情 (主として 製造、 販売 並びに 工場 設備) について は、 なんら 资 料. 統計の よるべ 

きものが なく、 臆測に 止まって いたので、 大正 三年、 まず 四十 二 年 以降の 製造 高調べ を 行った の を 手始めに、 

続いて 販売 高、 在庫 高 を 調査し、 大正 十 年に は 需給 状況 調査に 及んだ。 更に 十一 年に は、 各 工場の 回転？.：！ 及び 

主要 粉碎機 調べ を 完成して、 初めて 業界の 実情 を 計数 的に 明らかにした。 

四、 セメント、 コンク リ— ト 知識の 普及 

(a) 刊行物に よる もの 

セメント、 コンク リ— ト 使用に 関する 各種 特集 ハンフ レット、 機関誌 「セメント 界； 報」 の 発行 

(b) 会合に よる もの 

各種 講演会 • 講習会 • 座談会の 開催 

(C) 実践 運動に よる もの 

現場 コンク リ— ト 試験、 試験 道路建設、 コン グリ— ト 相談所 設置、 セメント 試験 所 設置 (ただし セ 
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進歩 発展に 貢献した 功績 は 大きい。 昭和 十六 年、 セメント 統 

部門と して 吸収され た。 

第三 節 日本 ボルト ランド 

セ メ ン ト 同業 会 

口 本 ポルト ランド  明治 四十 二 年 一月、 大阪 において 全国 同業者 大会が 開 

セメン ト 同業 会 

かれた 際、 重要 物産 同業組合 法 (明治 三十 三年/法律 第 一 

三十 五 号) によって、 同 業 組合 を 設立し、 業者 共通の 利 

益 を 保護 増進しょう という 議が 起った。 設立 準備 を 進め * 

るう ち、 同 法に よらず、 業者の 自由な 団体 を 組織す る こ I 

とに し、 同年 十月 大阪に 「日本 ボルト ランド セメント n: . 

業 会」 が 設立され た。 会員 は 当時の 有力 業者 を 網羅す る 一， 

.  十七 社 0 ^野. 北海道 • 日本 • 磐 城. 鈴 木. 三 河 • 愛知. 

大阪 • 中央 • 桜 • 東亜 • 小 野 田 • 佐 賀 • 土 佐 • 三重 • 木 

津川 • 吉川) であ つ た。  ™ 

本 会 は その 目的た る 「同業者 共通の 利益 を 保護 増進す 

る」 ため、 多， 方". m にわた る 事業 を 行って きたが、 その 内 ~ 

容は 時代の 推移に 伴う セメ ント界 の 事情 を 反映して いる。 


共同 セメント ムロ資 

会社  ， 


日本 ボルト ランド 

セメン ト業 技術 会 


明治 三十 年 を 迎え、 日清戦争 後の 反動的 不況 は 月 ごとに 漸く 深刻 を 加えた ので、 各社 は 三十 一年 五月 下 関に 

市況 建 直しの 会合 を 開き、 続いて 同年 七月 東京 (根 津紫明 館) に 主要 八 社の 最高 幹部が 会合して 協議 を 重ねた 

結果、 同年 十月 一 曰、 共同 セメント 合資会社 (資本金 五 万円、 各社 共同出資) を 設立して、 共同 販売 を 行う こ 

ととな つた" しかし、 またもや 意見 を 異にする 会社が 現われ、 登記 を 完了した まま、 営業 を 開始す るに 至らな 

いで、 解散の やむな きに 至った。 
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前述の 市況 対策 を 目的と する 団体 結成の 動きと は 別に、 技術 上の 共同研究 機関 設立の 計画 は、 有力 会社 を屮 

、心に、 明治 三十 年 ごろから 進められつつ あつたが、 三十 三年 二月、 高山 甚太郞 (農 商務省) *內 海三貞 (三 河 

社) • 笠 井眞三 (小 野 田 社) • 藤 井光 藏 (愛知 社) • 辻 可 省 (浅 野 社) らの 主唱に よって、 日本 ポルト ランド 

セメン ト業 技術 会が 東京に 創設され た。 創設 当時の 加盟 会社 は、 浅 野 • 北海道 • 大阪 • 愛知 • 小 野 田 • 佐賀 • 

九州 • 三 河 • 三重 • 鈴 木の 十 社で あ つ た。 

本 会が 設立の 使命に 鑑みて、 まず 採り上げた 問題 は、 セメント 試験 用 標準 砂の 選定 並びに セメントの 国家 規 

格の 制定であった。 その 努力 は 功 を 奏し、 三十 八 年 二月、 農 商務 翁 告示 第三 十五 号 を もって 初めて 「ホル トラ 

ンド セメント 試験 方法」 が 公布され た (序 編 下 第五 章 第一 節 規格 二 六 九 頁 参照)。 

本 会 は、 セメント 生産技術の 研究、 品質 改善の 方法と して、 毎年 あるいは 隔年 例会 を 開き、 会員の 研究発表 

にあわせて、 学会 及び 関係 専門家の 意見 を 聴取した 後、 これ を 報告 詹に 作成して 配布し、 会員の 技術 向 卜 一に 资 

した。 

セメント 試験 用 標準 砂の 選定、 セメント 規格の 研究 等 (改正、 制定 等)、 本 会が 技術. 助から セメント 工業の 

第二 節 日本 ポルト ランド セメント 業 技術 会  五 〇 三 


第 九 章 同業者 団体  五 〇 二 

第 九 章 同業者 団体 

第一 節 同業者 団体 結成の 胎動 期 

業界 最初の 会合 わが国に おいて、 セメント 製造業 者が 簇出す るに 至った の は、 明治 二十 三、 四 年 ごろで あるが、 同業者 団体 

結成の 機運が 動き 始めた の は、 明治 二十 七 年で、 同年 十二月 東京に 全国 同業者が 会合した のが 最初で ある。 

翌ニ 十八 年 二月、 第二 回 会合 を 京都に 開き、 浅 野. 日本 • 鈴 木. 愛知. 北海道. 大阪 • 川口 • 木津川 • 小 野 

田の 九 社 代表が 出席し、 主として 

一、 セメント 試験 方法 実施 運動  • 

一 、 共同 販売 制度の 実施 

について 協議した が、 結論 を 得る に 至らなかった。 

たまたま、 この 年 二月 横 浜 築港 用 セメント 購買 入札 規程が 改正 (亀裂 事件が 原因) された が、 これ は 業者に 

とって 極めて 背 酷 かつ 不合理な ものであった。 そこで 同業者 は、 結束して 条件の 修正 及び 撒 回 を 申入れ、 入札 

にも 随意 契約に も 応ぜず、 ついに その 目的 を 貫徹した。 

この 二回の 会合 及び 横 浜 築港 事件 は、 同業者 団体 結成の 素地 を 作る のに 大いに 役立 つ た。 

共和 俱楽 部の 結成 次いで 二十 九 年 五月、 全国の 同業 各社 は 東京に 会合して、 同業者 団体 結成に ついて 協議し、 「共和 倶楽部」 

を 結成した。 その 目的 は 相互の 連絡、 共同研究 調査、 市価 維持の ための 団体行動、 業界の 刷新 向上に あつたが 

設立 後 まもなく 中央 社と 各社 間に 意見の 食違い を 生じ、 解散の やむな きに 至 つ た。 


的 也 位に 前進した こと を 意味す る ものと 言えよう" 
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第 八 章 価  格  五 〇〇 

している I、 これ は 戦後 生活費の 昂騰、 労働 立法、 労働 情勢に よる 労務者の 賃金 及び 福利 費の 上界した ことに 起 

因す る。 
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セメント！ 価と 石  なお、 ここで セメント 原価と 石炭 価格との 関係に ついて 述べれば、 セメント 製造 価 中、 石炭 費の 占める 割 

炭 価格 

合 は、 原価 比較 表に 見る とおり、 四 〇.- 五 〇/=^ の 比率に 当る ので、 石炭 価格の 変動 は、 直ちに セメント 原価に 

大きな 影響を及ぼし、 ひいては、 それが セメント 価格 を 左右す る ことに もなる。 

前記 取材 三 工場の 原料 費のう ち、 石炭 費の 占める 割合 は、 工場 間にお いて は 立地の 影響に よって 相当の 高低 

は あるが、 同一 工場に ついて 年次 別に 見た 場合、 戦前と 最近と では 原料 費 全体の なかの 石炭 費の 割合 は、 微騰 

を 認める 程度で ほとんど 変って いない。 この こと は 石炭 価格の 昂騰 即 セメント 原料 費の" が騰 とな つてい ると も 

言える。 

セメント 売価と 石  セメントの 売価と 石炭 価格との 関係 は、 大正 年 問に おいて は 石炭 価格 一に 対し、 セメント 売価 二、 昭和 七）.. 

.fi;  八 年 ごろに おいても 一対一 • 五 ぐらいの 割合であった のが、 c;^ 近 は 石炭 一に 対し セメント  一 ニーぐ らいの 価格 

比率に 下って きている： このように 炭 価に 比べ セメント 売価の 上昇 率 は 低い が、 利益 は 量産に よって 補われて 

いると も 見られる。 言い かえれば、 セメントが 時代の 進 S と共に 漸次 普及され、 昔の 貴重品 的 地位から 大衆 品 
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原価の 推移 


の 他 費用の 相異 が， 消費 単価に 著しい 高低 を 生じ、 これが 原料 費 コスト 差の 主な 原因と なって いる。 要するに 

製造 原価の 六 〇％ ないし 六 五 ％ を 占める 原料 費の 高低、 換言すれば 原料 入手 面に おける 工場 立地の いかんが、 

製造 原価に 至大の 影響 を 持つ ので ある。 

しかし 工場 立地 は、 もとより 原料 関係の みから 断ず べきで ない。 当該 工場 製品の 消費 地までの 輸送費、 市場 

の 範囲、 市場価格 等 を 製造 原価と 相関的に 考察し、 結局 は 収益の 絶対 額の 多寡 を もって 優劣 を 判定すべき もの 

である。 

次に セメントの 原価が、 過去に おいてい かなる 推移 をた どった か、 これ を 前掲 原価 比較 表に よって 観察して 

みょう。 該 表に は 三 期の 原価 を 掲げた が、 原価の 上昇 率 は 第一 九 四 表のと おりで ある。 


右 表に 見る ように、 取材 三 工場の 製造 原価 は 昭和 十六 年上 期 を 一と すれば、 二十 七 年下 期 は 二八 五倍に 上昇 

している。 (ちなみに 売価の 倍率 も、 おおむね これに 見合って いる) 

次に 原価 要素の 構成比 率の 変化に ついて 観察しょう。 原価 構成比 率のう ち、 取 も 大きな 変化 を 示して いるの 

は 労務 費で ある。 すなわち 第一 九 五 表のと おり、 昭和 十六 年上 期に おいて 原価の 約 七 ％ を 占めて いた 賃金 手 

当 は、 二十 七 年下 期 は  一二ぶ に 上昇して いる。 更に 福利 費 を 含めた 労務 費の 合計で は、 八おから 二 〇％ に 上 H 升 

第二 節 販売 原価  四 九九 


第 八 価 


工場 立地から 見た 

原価 比較 


前掲 表 を もとにして、 工場 立地から 兄た 原価の 差異 を 考察して みょう。 

昭和 一 一十 七 年下 期 原価 比較 表  i 


四 九 八 


工場 別 

生産 数量  一 

製造 原価 

① 比例 費 (原料 費) 

石灰石 

石 炭 

その他 

計 

②固 定 費 

計 (製造 原価) 


A 


ェ 場 

、三 九 〇 瓲 


。工場 

七、 七 〇〇瓲 


C 

三 


ェ 場 

、四 〇〇 瓲 


二 四 一円  七三 三 円  三 八 三 円 

二、 七 五 五 円  二、 四 三 七 円  二、 一 一  五 円 

三 〇 八 円  二 九 六 円  二八 九 円 

三、 三 0 四 円  三、 四 六 六 円  II、 七 八 七 円 

一 、七 五 一円  二、 一一  五 円  一 、八 〇 六 円 

五、 〇 五 五 円  五、 五八 一円  四、 五 九 三 円 

(備考) ここに 固定費と して 計上した もののう ちに は、 たとえば、 労務 費の よう 一 

が、 ここで はこれ を 無視し、 比例 費 は 一応 原料 費の みとした。 

右 表に よれば、 製造 原価 は 原料 地 工場で ある C 工場が 四、 五 九 三 円で 最も 安く 

ある A 工場の 五、 〇 五 五 円で、 最も 高い のが、 消費 地 工場で ある B 工場の 五、 五八 一円で、 B 工場と C 工場の 

差 は 九 八 八 円に も 及んで いる。 その 原因 は、 生産高の 相 異によ る 固定費の 差 も 多少 関係 は あるが、 主な 原因 は 

原料 費で ある。 すなわち、 C 工場の 原料 費 は 二、 七 八 七 円で あるのに 対し、 B 工場の それ は 三、 四 六 六 円に 及 

び、 六 七 九 円 もの 差が ある。 そして、 その 高低の 原因 は 石灰石と 石炭に あり、 この 両者の 工場 着までの 運賃 そ 


部 比^ 费をも 含む もの も ある 


次が 原料 地 兼 消費 地 工場で 


この 方法に よる こと を 当局から 要請され、 これに 従った" しかし この 方法 は、 原価計算の 主 目的で ある 企業の 

能率 判定、 作業の 責任 管理に 役立てる に は 不充分な ところが あるので、 価格統制 のない 時代に は 後者、 すな わ 

ち 部門 費 別 原価計算 法 を 採る ものが 多く、 更に 最近で は、 この 両面からの 原価 把握 を 行うよう な 仕組が 採られ 

るまでに 発展して きている。 歴史的に これ を 見れば、 戦前の 製造 原価計算 は、 原料 費 • 燃料費 • 動力 費 • 作業 

費 (これ を 製造 • 修緩 . 営繕 • 試験 • 一  般の各 複合 費に 細分) • 総掛費 (償却 費 • 諸税 • 利息 • 本社 费に 細分) 

というよ うな 原価 構成の 方法 を 採った。 しかし 戦時、 戦後の 価格統制 時代に は、 原材料 费 (含 燃料費). 労務 費 • 

経費 • 総掛费 という 原価 構成の 方法 を 採用、 統制が 解けてから は、 また 昔に 戻 つ て、 i5§ 燃料 . 製造 部門 費 • 

補助 部門 費 (電気 • 修繕 • 営繕 • 検査 • 運搬の 各部 費) • 管理 部門 費 (倉庫 • 福利 • 一  般の 各部 €0  . 償却 費と 

いう 原価 構成に より 計算す ると 共に、 一方、 部門 費 を 更に 要素 別に 把握で きる ような 仕組 を 採る に 至ってい る „ 

企業の 経営管理の 方法が 発達し、 内部 統制 制度が 確立され つつ ある 今 曰、 1^俩-. ^竹 かの 方法 もまた このように 発 

展し、 企業の 能率 判定に 一 層 役立つ に 至った こと は 当然であろう。 

原価の 実例 第一 九 三 表に 掲げる 原価 比較 は、 比較の 便宜上、 簡単な 要素 別 原価に よった ものである。 

この 原価 表 は 立地条件 を 異にする A  -  B  .c の 三 工場 を 例と して、 これ を 年次 別に 分けて、 それぞれの. ぬ 価 

を 見る ようにした ものである。 

A 工場 は 原料 地 工場で、 しかも 近くに 消費 地 を 控えた 消費 地 工場。 

B 工場 は 原料 地に は 遠い が、 消费 地の 真中に ある 消費 地 工場。 

C 工場 は 消費 地に は 比較的 隔た つてい るが、 原料 入手に は 非常に 有利な 原料 地 工場。 

以上の 三 工場に ついて、 戦前の 昭和 十六 年上 期と、 戦後の 二十 三年 上期 及び 最近の 原価と して 二十 七 年下 期 

を 採った ものである-」 なおこの 三 工場 は、 それぞれ 建設 時期 は 異なる が、 いずれも 问ー 製造 方式の 工場で ある _ 

第二 節 販売 原価  四 九 七 
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運赁 諸掛 


一 般^ 理販壳 費 

支 仏 利子 

販売 原価 

比例 と 同 { 止 費 


お 価.^ 算の 方法 


運賃^t^掛 (注) と は、 製品 を 第一 次 輸送機関に 積 込んだ のち、 需要 者との 受渡 場所までの 鉄道、 または 船舶 

その他の 輪 送 機関の 運賃で、 ；^^掛とは、 その輸送に付带する八：；3^;|.料 • 荷扱料 . 積^保険料等の^^掛でぁる。 

^ 共 版 制度が とられて いた 時 代に は、 この 運賃 諸掛 は、 容器 費 同様 共販会社 負担と し、 製造業 者の 計算 外に あ 

つ た" 

一般 管理 販光 と は、 本社 経費と 営業所 経费 とで ある」 

支払 利 〈は、 借入金 • 社債 等の 利子で ある。 

造 原価に 容器 費 . 出荷 費 • 運賃 諸 掛の諸 費用 を 加算した ものが、 販売 原価で ある。 

以上 述べた 原価 要素のう ち、 原料 費 は 生産高に 応じて 総支出 金額が 上下し、 また 出荷 費 • 容器 費 及び 運賃^ 

掛は、 出荷 高に よって 同じく 上下 を 見る いわゆる 比例 費で ある。 その他の 要素、 すなわち 材料費. 労務 費. 経 

^ . 一  般 管理 販売 費 等 は 生産高 • 出荷 高に よ つ て 左右され る 度合が 比喊的 少なく、 史に 減価償却 費 • 支払 利子 

に 至って は、 生産高 • 出荷 高に 全く 無関係に 一定の 支出 を 要する もので、 これら は いわゆる 固定費で ある。 固 

定費は 生産高が 増大 すれば する ほど 瓲 当りが 安くな り、 それだけ-; 3§ 価 全体 を 安くす る ことになる 理 である。 し 

たがって；^ 一  工場に おいて 原価 を 安くす る 要諦 は、 固定費の 絶対 額 を 低下させる ことで、 絶対 額が 一定なら ば 

生産高 を，： 大して 瓲 当り を 低下 させ る ことで ある。 

セメント は、 主 原料で ある 石灰石の 採掘から 原料 粉末 • 焼成 • 仕上げに 至る 一 貫 作業に より 生産され る 単 

一 製品で あるから、 原価.^ 算も 比較的 単純な 工程 別 総合 計算 法が 採られて いる。 ただ 原価 費目 を 要素 別 (原 村 

料 費 • 労務 費 • 経費 • 総 掛^ 等」 に 採る か、 部門^ 別 (製造 部門 費 . 補助 部門 費 • 管理 部門 費 等) に 採る か、 

更に その 両者 を 兼ねる 方法 を 採る かによ つて 原価計算 手続に 精練の 差が ある。 前者、 すなわち 要素 別 計算 法 は 

原価 構成が 簡単に つかめて わかり 易く、 価格 形成 資料と して 使うよう な 場 八 n 便利な ので、 公定 面 格せ 代に よ、 


力 


減価償却 費 


容 


出 


造 原 

器 


荷 


費 • 通信費 . 事務用品 費 • 雑費 等が ある。 

費 工場の 動力 費に ついて 詳言 すれば、 セメント ー瓲 生産に 直接 要する 動力 は、 おおむね  一二 五 KWH である。 

工場の その他の 部門に 使用され る 電力 量 は、 工場に よって かなり 開きが あるので、 一般的に 数値で 示す こと は 

むずかしい。 セメント 工場の ほとんど 大部分 は、 主として 回転 黨の 廃熱 を 利用し、 または 火力 を もって 自家 発 

電を 行い、 これ を 工場 動力に 使用して おり、 買電は 回転 蜜の 起動時 及び 休転 時に 使用す るに 過ぎない。 前記 支 

払 電力 料 は買電 費で あるが、 この 購入 電力の 量 は 工場 使用 全 動力 量の 一 五ない し 二 〇 ぎ ^ に過ぎないので、 経費 

に加える のが 普通で ある。 しかして 自家発電 及び 配電に 要する 費用 は、 セメント 原価計算 上、 それぞれ 労務 

費 • 経費 等に 分けて 原価に 組 入れる。 また 原料 採掘 部 及び 出荷 部に 使用す る 動力 は、 自家発電 費に 電費を も 

加え、 複合 計算に より KWH 単価 を 計算して、 使用量に 応じ それぞれ 賦課され る。 

セメント 工場の 固定資産 は 土地 を 別と すれば、 機械と 建物 構築物との 金額 的 比率 は、 最近で はおお むね 五 五 

対 四 五で ある。 耐用年数 は、 現行法規 (注) によれば、 機械 は 平均 十八 年 (ただし 回転 ま は 二十 年)、 物 .si 

築 物 は 平均 四十 年で ある。 

注 現行法規 …… 法人税 法 施行規則 第二 十 一 条の 二に 基く 固定資産の 耐^年数 等に 関する 大蔵 雀 令 第五 〇 号 

C 

価 以上の 原価 要素 を 集計した ものが、 セメントの 製造 原価で ある。 

費 容器 費 は 紙袋 (注) の 費用で あるが、 これ は 普通、 製袋 会社から 購入して いる。 

注 この 容器 は、 セメント 共販会社 時 に は 共販会社の 負担と し、 製造業 者の 計算 外に 置かれた ことがある。 後掲 

C 

第一 九 三 表の 原価 表に、 容器 費の 計上され ていない 分 は そのため である。 容器の 変遷に ついては 第 六 章 容器 参照 

費 出荷 費 は、 セメント を 紙袋に 詰める 袋 詰 費と、 袋 詰 品 を 第一 次の 輸送機関に 積 込む 積込费 用で ある。 (バラ 

で 出荷す る 場合 は 積 込 費 だけ を 要する) 

第二 節 販売 原価  四 九 五 


径 


労 


材 


第 八 章 価  格  四 九 四 

石 炭  三 o〇i  二 五 〇 近 

料 ^ 材料 费 のうち 主要な もの は、 回転？. -の 内張りに 用いる 耐火煉瓦と、 原料 及び 焼 塊 粉末 機に 使 川す る 粉砕 媒休 

(鋼 球 及び シル べッブ 等) 並びに 補修に 必要な 鉄鋼 類の 費用であって、 ほかに 油^ • ゴム 製品 • 木材 • 電気 用 

品等の 費用が ある" これら 材料 は、 ほとんどが 購入に よってい るが、 主な 材料費の 原 単位 を 示せば 次のと おり 

である。 

耐火煉瓦  二. 五 ~ 四 • 〇 近 

粉砕 媒体  〇• 七） i.〇 近 

鉄 鋼  一 • 〇~ニ • 七 近 

務 费 労務 費と は、 工場 従業員の 諸給夸 一切で ある。 すなわち 工場 職員 及び 製造. 電気 • 修繕 • 営繕 • 検査 • 運 

搬 • 倉 寧 等の 工員に 対する 賃金 • 諸手 当 及び 賞夸 等で ある。 ただし、 工場 付属の 原料 採掘 場 (石灰石 • 粘土) 

の従業員の；^^^給与は原料費に、 出荷 係 • 容器 係の 諸 給夸は それぞれ 出荷 費 • 容器 費に 入る。 

セメント 一 瓲の 生産に 要する 工場 (採掘 場 を 除く) 従業員の 所要 人工 は、 工場の 規模 • 設備の 状況 • 稼働率. 

交替 勤務の 方法な どに より 一 概に 論じが たいが、 最近の 実績から 見れば、 一 曰 実働 七 時間 を 一 人工と して、 お 

おむ ね 〇. 五ない し 〇• 五 五 人工 を 要する のが 普通で ある。 この こと は、 一 人工で セメント 一 .八 瓲 ないし 二 

瓲が 生産され る こと を 意味す る。 

準 労務 費と して 福利 費が ある。 これ は 従業員に 対する 社会保険 関係の 法定 福利 費 • 退職 手当 引当金 • 厚生 費 

等で ある。 

費 経費の 主な もの は、 支払 電力 料 • 税金 (固定資産 税 • 事業税 等) • 外注 費 (修繕費) で、 このほかに 旅費 交通 


節 販売 原価 


原価 構成要素 


京 


費 


セメントの 原価 を 構成す る 要素 は、 大別 すれば 次のと おりで ある。 

原料 費 材料費 労務 費 絰 費 減価償却 費 

計 (製造 原価) 

容器 費 出荷 費 運賃 諸掛 一 般 管理 販売 費 支払 利子 

合 計 (販売 原価，) 

以下 原価 要素の 細目に ついて 述べよう。 

原料 費と は、 セメントの 原料で ある 石灰石. 粘土質、 珪酸質 原料. 酸化鉄 原料 (鉄 滓) • 石膏 及び 燃料の 石炭 

(最近、 重油 を もって 代用す る もの も ある) の费 用で ある。 このうち、 石灰石 • 粘土質 及び. 酸 原料 は 自家 

採掘す る ものが 多く、 他の 原料 は 購入に よってい る-」 これら 原 燃料の セメント ー瓲 当り 所要 量 (原 単位) は、 

工場に より、 湿式 • 乾式の 各 製法に より、 また 製品の 種類に より 相違 は あるが、 最近の 数値 はおお むね 次のと 

おりで ある。  - 

セメント 一 瓲 当り 原 燃料 所要 量 (原 単位) 

石灰石  一 、二 五 〇~ 一 、三 五 〇 瓧 

粘土質 原料 (珪酸 質 原料 を 含む)  二 〇〇~ 三 〇〇 近 . 

酸化鉄 原料  三 〇？^ 四 〇 近 

石 膏  三 五 ~四〇 瓧 

第二 節 販売 原価  四 九 三 


フロア ブライス 制 


P  •  R  •  S 


戦後の.： a 値 


第 八な 価格  四 九 二 

であった ので、 昭和 二十 三年 五月に 十八 ドルに 改. 汀され た： その後 政" 时が 一 部 商品に 対して フロアプライス 制 

度 (Floor  Price  system) を 採 川す るよう になって、 问年 十一月から 史に 十六 ドルに：^ ドげ て、 翌ニ 十四 年 十月 

：:!: 制度 廃止に 至る まで 約 一 年間、 これ を セメントの フ 口 アブ ライスと した」 以上の 国家 管理 期間 中 は 輸出 代金 

はすべ て 政府に 一 旦 入金され、 政府から 業者へ 支払われた-。 (二十 四 年 三月まで は、 輸出 も 価格. 湖 整 公団の 価 

格ブ— ルに はいって いたた め、 代金 は 公団 を 通じて 支払われ たが、 その後 は 政府から 直接 支払われる ことと な 

つた) 業者が 支払 を 受ける 代金 は 「国内 公定価格に 輸出. 掛を加 竹 した 額」 となって いたが、 二十 三年 十月 か 

ら P  .  R  .  S  . 制度 (price  Ratio  System 価格 比率 制度) が夾 施される に 及び、 セメント は 一 ドル 三 二 〇3: 替 

となった ため、 十一月 以降 は 3203X16=^5,120  ー_1 で 支払われる ことと なったり ところが 二十 四 年 四月 二十 五 

日に. 全って、 一木 レ— ト三六 〇 円が 設定され たので、 その後 フロア フライス 制度 廃止までの 期 ii; は、 3603  X 

1 ひ =  5,760  n とな つ た。 

フ 口 アブ ライス 制 撤廃に 伴って 輸出 価格 は. y 由 価格と な つ たが、 当時. C 外の が況 がかん ばし くな か つ たため 


i 乂 


^後のお v,^ 


価格 は e せ济 し、 一 一十 五 年 三月に は 十二 ド ル の 線にまで； e おした。 

ところが、 六月の 朝鮮 動乱 以後、 価格 は 持直し、 秋 ごろから 淅騰し 始め、 二十 六 年の 輸出 セメント ブ— ムに 

入って から は、 毎月 一 ドル 値 上げと いう 活況 を-小し、 一時 は 二十 四 ドルの 高値 すら 呼んだ。 二十 七 年度 は 引合 

もや ゃド 火と なった ので、 価格 も 漸^す るかに 兄え たが、 業者の 自南 によって たいした ド落も 兄ず、 二十 ード 

ル 五十 セントの 線で 食いと める ことができた-」 しかし、 二十 八 年に 入って やや 歩調が 乱れ、 中には 十九 ドル を 

割る もの も 散見され 始 ゆた。   I  1 


(第 192 表） 浅 野 社 輸出 セ メ ン ト 瓲当 り 工場 渡 し 裸 手 取 体格 推移 表 


\ 昭和 

月 \ 

7 年 

8 年 

9 年 

10 年 

11 年 

12 年 

13 年 

14 年 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

1 

5.10 

5.30 

7.20 

7.10 

6.50 

7.20 

6.40 

7.10 

2 

5.10 

5.10 

6.80 

6.80 

7.10 

6.40 

6.70 

7.60 

4.80 

5.25 

7.20 

7.10 

6.90 

6.40 

6.40 

7.80 

4 

5.20 

5.30 

7.40 

7.30 

7.00 

7.30 

7.70 

8.10 

4.40 

5.80 

7.60 

6.80 

6.90 

7.25 

6.80 

7.80 

6 

5.75 

5.60 

7.40 

6.40 

6.20 

7.35 

7.30 

7.90 

5.20 

4.90 

7.20 

6.70 

6.80 

6.40 

8.25 

8.90 

8 

5.10 

5.25 

7.25 

6.80 

7.30 

6.80 

7.90 

9.30 

9 

4.90 

5.60 

7.20 

6.70 

6.80 

6.30 

7.10 

0 

0 

10 

5.10 

5.80 

6.80 

6.80 

6.90 

7.80 

6.80 

11.40 

11 

5.70 

6.90 

7.10 

6.70 

7.30 

6.30 

6.75 

16.00 

12 

5.20 

7.20 

6.80 

6.60 

8.30 

6.10 

6.30 

16.80 

年 平均 

5.13 

5.67 

7.16 

6.82 

7.00 

6.80 

7.03 

9.92 

(備考） 浅 野セメ ソ ト 株式会社 支店長 工場 支配人 会議 資料に よる。 


第 八な 価 


格 


四 九 〇 


聯ん にム の^ 充生産 


戦前の 底脑 


^  印.. M セメ ン ト 

輪 八. ム I による 


国家 理 による 褕 

出 


第五 輪 出 価格 

次に 輪 出 価格の 変遷で あるが、 統計的に まとまった 資料がない ので、 詳細 を 知る よし もない が、 大： の 推移 

を 述べ ると 次のと おりで ある。 

すなわち、 輪 出 開始 以来 大正の 中 ごろまで は、 おおむね 国内の^ 場 価格と 大差 を 見なかった が、 第一 次 世 m 仆 

大戦 後に せって 他 国品 との 競争、 あるいは、 仕向 地の 輸入 関税 引上げ 等の ため 漸次 低 i 洛を： ： 几た リ 

次いで、 セメント 聯べ乂 T が 設立され るに 至り、 輸出 分に 対し 全数 補充 生産 を. がした ため、 各社 は 大量生産に 

ょる.；^倾^ドげをねらぃ輸出に，^^カしたので、 いきおい 値ド 競争 を 招き、 法外な 安敏 を もって ダン ヒング に 狂 

.i^ 斤す る ことと なり、 六 年から 八 年に かけて は、 F  -  0  .8瓲当り八~九円 (工場 渡し 裸 手 取 五 ~ 六 円) という 

底 敏 を-小し ている。 参考までに 浅 野 社の 七 年から 十四 年までの 工場 渡し 裸 手 取 価格 を 掲げる と 第一 九 二 表のと 

おりで ある。 

この 時期に 際し、 昭和 八 年に 蘭 印 向 セメント 輸出 協会が 設立され て 以後、 一応 輸出 協定に よる 価格 引上げ 

策が 講じられた にもかかわらず、 その 結果 は 思わし くなくて、 特に ソ連，： E けの 出荷に おいて は、 三 井 物産 ニニ 

菱 商事. 浅 野 物産の 乱戦に よって 価格競争 は 激烈 を 極め、 その 影響 は 他の 各市 場に も 波及し、 協定 は 全く：^ 名 

無実、 ぃたずらに乱^を^^とする状況で、 十四 年 秋に^る までの 長期 W にわたり、 全般的に；^ 迷の 中に 終始し 

ている。 十四 年末に 至って、 ようやく 国. 2： 相場に 鞘 寄せし、 十五 年 春の 国内 公定価格の 実施に 伴い ：！： 価格と な 

るまでの 低迷 朋は、 全く 悲観 そのもの であ つ たと i えよう。 

第一 一次 世界大戦 後の 輸出 はまず 国家 管理 貿易と して 始められ、 海外 需要 者との 取引 価格 も、 昭和 一 一十一 一年 八月 

貿易 庁に よって F  -  0  •  B 瓲 当り 二十 二 ドルと 決定され た。 ところが この 価格 は、 海外 市況に 比べて 1^ めて 割高 


参考までに、 統制 価格 時代に おける 品種 別 値鞘 を 示せば、 第一 九 一 表のと おりで、 普通 ボルト ランドに 比 

ベ、 0^ 強 セメント は 六 ~ 一七 ％ 高、 珪酸質 混合 セメント 及び 高炉 セメント はおお むね 一）.， 三 ％ 安であった。 
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高炉 セ メ ン ト 

価格 を 100 と し 
た 場合の 指数で 
ある。 

力 ッ コ 内の 数字 
は 普通 ポル ト ラ 
ンド セメントの 

m 

(二) マ— グ別 値鞘 

マ— グ別値 靴 統制 価格 時代に は 現出し なかった が、 自由競争 価格 時代に は、 セメントに ついても 他」 ゆ：； i と！ T 様、 製造 会社 

の マ— グ による 値鞘が 生じて いる." この マ— ク別 値鞘 は、 その 当時の 市況い かんに より 多少の 変動 は あるが、 

大体 一 流 銘柄 品 は 他の ものより 二一^ 三 ％ 高であった。 
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第 八 章 価  5£  四 八 八 

なお 国鉄 は、 現在までの ところ、 全 業者から 指名 入札に より^ 入して おり、 その 契約 価格 は 実質的に は、 そ 

の 時期に おける 取引 価格の ベ — ス たる 性格 を带 びて おり、 他の 大口 取引 価格の 基準と な つてい る。 

第 四 値  0 

(一)：： i 極 別敏鞘 

ni 沌 別 値 靴  わが国に おいて は 出来、 齊 通 ホルト ランド セメントの ほかに 早 強 ボルト ランド セメント. 建 酸 質 混合 セメン 

ト ：-:ri^ セメント 等が、 また ダム 用 特殊 セメント として 昭和 九 年 以来 (もっとも 統制 価格 当時に は 製造 を 中， y 

していた) 低 熱 ホルト ランド セメント (アサノ マスコ ン セメントが この 代表的な ものである) が、 また 建築物 

装飾 用 セメント として 大正 五 年 以来 白色 セメント (小 野 田 白色 セメントが 代表的な ものである) が 販売され て 

いる： このほか 昭和 二十 年 ごろまで は、 道路 舗装 専用の ネオ ソリヂ チット セメントが 販：： 冗され ていたし、 統制 

俩格 時代 (セメント 不足 時代と も 言える) に は、 水洋、 雑用 及び 塗装 用 等の 各 セメント も 販^され たこと も あ 

り、 また 一時 少量で は あるが、 アルミナ セメント も 販；^ ： 几され たこと もあった。 

これら 各種の セメン ト のうち、 現に 販売され てい る 普通 ボ ルト ランド セメ ント. 早 強 ポルトラ ンド セメント. 

酸 質 混合 セメント • 高炉 セメント • 低 熱 ホルト ランド セメント 等の 構造 用 セメントに ついては、 いかなる 品 

種別 値鞘が あるかと いうと、 時. 所に より 一定して いないが、 大体 左の 程度で ある。 

並 曰通ボ ルト ランド セメント に比べ 一般 こ 

早 強 ボルト ランド セメント は  一 〇％ 前後 高 

珪酸！ W 混 八 ロセメ ント 及び 高炉 セ メント は  一 〇％ 前後 安 

00 ホルト ランド セメント は  多少 高 


(第 190 表） 日本 国有鉄道 普通 ポル ト ラ ン ド セメン ト 契約 1ffi 格の 推移 （単位 ： 円） 


■(ffi 格 

""^お 別 
契約 時期" \_ 

契約 価格 （省線 レール 渡し， 三 層 紙袋 入り 瓲 当り） 

—し 

* サ 

閣南 ィぎ械 

审 Jfe サ降 

cb  m 

T  Ma 

ノし ノ  n 

昭和 25 年 
2 月 

5,130 

4,750〜 
4,890 

4，750〜 
4,800 

4，500〜 
4,700 

4,850〜 
5,050 

4，750〜 
4,950 

4,800 

4,750〜 
4,950 

/,          3 曰 

5,050 

4，750〜 
4,850 

4,800 

4,750〜 
4,780 

4,750〜 
4,900 

4,700 

„      4 曰 

4,750 

" つ 月 

5,300〜 
5,400 

4，850〜 
4,900 

4，700〜 
4,900 

4,700 

4,610 

4,600〜 
4,620 

4,650 

4,670 

" Z 月 

5，000〜 
5,050 

4，650〜 
4,700 

4,480〜 
4,500 

4,150〜 

4,300 

4,000〜 
4,100 

4,100〜 
4,120 

4,050 

4,070〜 
4,200 

" S 月 

4,590 

/, 丄り月 

5.500〜 
5,700 

„ 1 1 H 
" 丄丄闩 

5，200〜 
5,300 

5,000 

5,000 

4，700〜 
4,750 

4,750 

4,650〜 
4,750 

昭和 26 年 
2 月 

5,950〜 

5,980 

5,950 

5,500〜 
5,550 

5,250〜 
5,350 

5^400 

5,250〜 
5,400 

" コバ 

6,400 

6，300〜 
6,350 

5,950 

5，700〜 
5,800 

5，450〜 
5,530 

5,600 

5,350〜 
5,500 

7,250〜 
7,700 

6,950〜 
7,000 

6,800〜 
6,900 

6,600〜 
6.650 

6,400〜 
6,500 

6，100〜 
6,150 

6,200 

5，900〜 
6,100 

/,    8 月 

8,550〜 
8,900 

8, 個〜 
8,450 

8，300〜 
8,400 

8,100 

7,900〜 
7,950 

7,600〜 
7,700 

7，750 

7,500〜 
7,700 

1 0  口 

" 1 ノ月 

8，950〜 
9,300 

8.850 

8,700〜 

8,800 

8,500 

8，300〜 
8,400 

8,000〜 
8,100 

8,200 

7,900〜 
8,100 

昭和 27 年 
2 月 

8.850 

8  700 

8^500 

8,300〜 
8,400 

8,000〜 
8,100 

8,200 

7,900〜 
8,100 

2  口 

" "3 月 

8，950〜 
9,300 

8,800〜 
8,850 

8,700〜 
8,800 

8,500 

8,300〜 
8,400 

8,000〜 
8,100 

8,200 

7,900~ 
8,100 

" 5 月 

8,200 

" 6 月 

8.950〜 
9,300 

8,800〜 
8,850 

8,700〜 
8,800 

8,500 

8，300〜 
8,400 

8,000〜 
8,100 

8,200 

7,900〜 
8,100 

" 9 月 

9,200〜 
9,300 

8,800〜 
8,850 

8，700〜 
8,800 

8,500 

8,000〜 
8,100 

8,200 

" 10 月 

8,950〜 
9,300 

8,800〜 
8,850 

8,700〜 
8,800 

8,500 

8，300〜 
8,400 

8,000〜 
8,100 

8,200 

7，900〜 
8,000 

" 11 月 

8,850 

8,800 

昭和 28 年 
1 月 

8.950〜 
9,300 

8，800〜 
8,850 

8,700〜 
8,800 

8,500 

8, 删〜 
8,400 

8,000〜 
8,100 

8,200 

7,900〜 
8,100 

" 2 月 

8,850 

8,700 

8,500 

8,300〜 
8,400 

8,000 

8,200 

7，900〜 
8,100 

" 2 月 

9,300 

8,700 

8,500 

8，300〜 
8,400 

8,100 

8,200 

7,900 

" 3 月 

8,950〜 
9.300 

8,800〜 
8,850 

8,700 

8,500 

8,300〜 
8,400 

8,000~ 
8,100 

8:200 

7,900〜 
8,100 
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第 八 章 価  格  四 八 六 

なお 参考までに、 公定 販売価格の 基準と なって いた 製造業 者の 普通 ボルト ランド セメント 統制 額 (工場 仕切 

り 価格) の 変遷 を 掲げれば、 第一 八 九 表のと おりで ある。 


严 f い S00.  i ひー±$1!^^^^,ぉ3  5^5^1-^建|^,^^>?-。 

(二) 統制 撤廃 後の 自由 価格 時代 

価格統制 撤廃 以後、 すなわち 昭和 二十 五 年 一月 以降の 各地 区の 販売価格の 推移 を 示す に は、 購入が 全国的な 

広範囲に わた つ ており、 しかも 継続的に 購入して いる 特定 大口 需要 者の 購入 価格の 推移 を も つ てす るの が 適当 

であると 思われる ので、 この 意味に おいて 左に 曰 本 国有鉄道の 契約 価格の 変遷 を 掲げよう。 (第一 九 〇 表) 
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7 月 1 曰 物価 庁 告示 第 373 号 
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4 月 21 曰 物価 庁 告示 第 183 号 

3 月 3 曰 大蔵省 告示 第 87 号 

11 月 8 曰 商工 省 工務 局長 通牒 第 70S 
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第八^^ 価 


ゆ  四 八 四 

場 を それぞれ K 貸して、 全 運転の 態勢 を 整えた。 これにより 両者の 抗争 意識 は 益々 強まった が、 十 年初 頭の 鉄道 省 

！！: 九 年度 追加 引合 六 三、 五 〇〇 通を めぐって、 果然 聯合 会 加盟 業者と 小 野 田 社との 間に、 契約 獲得 戦が 演じられ、 

これ を 機と して 小 野 田 社 は 外地 工場 製品 を 内地に ダ ンピ ング し、 聯合 会 加盟 会社 は、 逆に 内地 製品 を 朝鮮. 満州に ダ 

ン ビングして、 互に 鎬を 削って 相 競った _」 これが ため 市価 は 一時に 引 緩み、 競争の 最も 激しかった 満州で は、 大連 

本船渡し 瓲 当り 十二 円 十 銭 (昭和 十 年度 南満 州 鉄道会社 納品、 当時の 內 地主 要港 本船 波し 価格 は 十八 円~ 二十 円) 

まで y ル 進み、 また 内地で は 九州 地区が 販売 戦の 屮心 地と なり、 九州 市場の 価格 は、 聯八 n 会 協定 価格よりも 瓲 当り 二 

円 ほど 低落した。 この 販売 戦 は 満州. 朝鮮 • 九 州から やがて 本土に 波及し、 ついに は 北海道. 台湾に も 拡大した。 

政府 も 事態 を 憂慮し、 ついに 重要産業 統制 法の 外地 適用 を 決する に 至った" ことこ こに 至って は、 両者 間の 抗争 も 

既に を 越え、 折から 商工 省 担当 官の 調停 も あり、 十一 年 七月 二十 八日、 聯合 会と 小 野 田 社 間に 協調が 成立した" 

この 販売 戦に より 十 年 ~ 十一 年 ごろの 市価 は、 全国的に 協定 価格 を瓲 当り 二 円 前後 下回った が、 日華 事変 勃発 後 は 

業者 間の 対立 感情 もやわら ぎ、 国家 統制と なる 前年、 すなわち 十四 年に は 大体 協定 価格の 線まで 市価の！ 1 復を 見た， 


(C 統 制 価格 時代 

普通 ボ ルト ランド セメントの 公定価格 の 変遷 は 第一 八 七 表のと おりで ある ( 


s^.. .. 1 さ) 
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" 17 年 7 月 

製造業 者 

窝 
み 
窗 

51.80 

34.25 

0 

共 贩機閲 

Oo 
\J\ 
N> 
Ul 

t-w 
O 

K) 
^\ 

m 

63.50         9 月 22 曰 軍需 省 告示 第 617 リ' 

09' ひ 

Oo 
OO 

； 平均  円 
「  J  29.20 

小 売 業 者 

ion  25 曰 商工 省 告示 第 1057 号 

7 月 20 日 商工 省 告示 第 794 サ 

m 

H 

识 I 

<43 

1 

3 年 5 月 

0 年 12 月 

9 年 12 月 

oo 

6 年 1 月 

5 年 12；] 

ほ 

K) 

KJ 
0 

K> 

OO 
O 

ON 

K) 
On 

に 

o 

O 

K> 
O 

に81 — 

小櫞 • 函館 

Ki 

19.20  1 

20.80 

21.20 

20.40 

19.40 

)p 
1^ 

塩签 • 船 川 

窗 

1 ~ ' 

oo 

1— ' 

ON 

I—' 

oo 
o 

K) 
1— ' 

O 

O 

O 

o 

o 

"■J 一 

によ 

東京 • 横 浜 

20.40 

or6T 

09'0 乙 

21.20 

21.20 

19.20 

19.20 

17.06 

新' 潟 • 敦賀 

本船 船 側 渡 

厂 

09'6T 

19.60 

21.40 

丄 

•ON 

19.00 

19.00 

一 上 

1 瓲 '遴 

0 ド 6T 

oo 
N> 

H- * 

21.00 

21.00 

00 ず 

V— » 

po 

大阪 • 祌戸 

容 器 付) 

— nj 

_J3 

19.60 

18.40 

19.60 

21.40 

21.40 

19.60 

19.60 

き 

•511 

' 紙袋 入 り 

a* 
湖 

ssiw  ホ 、乂  ホ、 乂！' 0^^^00$ 


セメント 販売 戦の 経緯 

昭和 六 年 九月 満州事変の 勃発 後、 大陸 方面に 新 需要が 抬 頭した。 これが ため セメントの 生産 は 逐年 異常な 増加 を 

続けた が、 これが 反面 工場の 新 増設 も 依然 旺盛 を 極めた ので、 セメント 聯合 会 は 需給 調節の ため、 高率の 生産 制限 

を； 仃 わざる を 得なかった。 ここにお いて、 業者 間に 増産 計画 中止の 議が持 上り、 重要産業 統制 法の 発動 を 受けて そ 

の 目的 を 達しよう とした。 しかし 小 野 田. 大分. 電化の 三 社 は 増産 中止に 反対し、 これに 応じない ので、 これら 三 

社 を 除く 業者 を もって 昭和 九 年 十二月、 第三 次 セメント 聯合 会 を 結成し、 重要産業 統制 法の 発動 を 受けて、 増産 計 

画 中止の 目的 を 達した。 ここにお いて、 アウト サ イダ— にな つ た 前記 三 社と 聯合 会 加盟 1 者との 間に 確執 を 生じ、 

小 野 田 社 は満鮮 所在 四 工場 (大連 • 鞍 山 . 平壤 . 川 内) に対する 重要産業 統制 法の 適用 を 避ける ため、 関^ 州 小 野 

田 セメント 製造 株式会社 及び 朝鮮 小 野 田 セメント 製造 株式会社 を 設立、 昭和 九 年 十二月 一 曰、 この 両 社に 前記 四ェ 

第一 節販 売 価 格  四 八 三 


(b) 阪神 市場  （単位 …… 1 瓲， 容器 付） 


年 別 

阪 祌沖着 渡 し 

高 値 i 低 値 

大正 3 

円 
16 

0 

E 一 

4 
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5 

18. 60 
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6 

37 

27 

7 

42 

38 

8 

39 

37 
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69 

47 

10 

40 

30 

11 

40 

36 

12 

38 

30 

13 

30 

21 

14 

33 

29 

昭和 元 

28 

28 

2 

29 

22 

3 

28 

24 

4 

28 

24 

22 

13.60 

摘  要 


(備考） 本 表 価格 は 昭和 11 年 1 月 発行の 小 野 田セメ ン ト 社内 

研究 叢書 第 8 号に よる。 
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(口) 協定 飾 格 時代 

次に、 協定 価格 時代に おける 各地 普通 ホルト ランド セメント 卸^ 価格の 推移 を、 れ準地 標準価格の 推移 を も 

つ て-" 小せば 第 一 八 六 表のと お， りで ある。 

なお 昭和 十 年から 十 一 年 卜； 期までの 期間に おいて は、 セメント 聯 八：： 会 加盟 会社と 非 加盟 会社との 間に 販売 戦 

が 展開され たため、 標準価格の 維持 は 困難であった。 この 販売 戦 は、 わが国 セメント 史上 特記すべき 重大 事件 

であるので、 以下 その 概， 赂を 述べよう。 
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^八 .n い 価格  四 八 〇  _ 

昭和 十 w ハ 巾の 価格 は、 明治 三十 三年 当時の 価格よりも かえって 低 してお り、 これ は 他 商品に 兄ら れ ない セメ 

ント 俩格报 移の 一大 特色で ある。 これ は 何に よる かと. ノ：： うと、 その：： 収大 原因 は セメント 製造 技術の 進歩と 大量 

生産に より 製造 原価が 著しく 低下した ことによ るので ある。  一 

さて 統制 価格 時代 (昭和 十五 年 ~ 二 十四 年) は 別と し、 セメントの 価格統制が 撒 廃され た 昭和 二十 五 年 以降 ニー 

十七 年まで 各 年の 動き を 見る と、 セメントの 価格 も 漸騰倾 向 を M 王して いるが、 その 騰貴 率 は 綿糸 • 石炭 • 普通 一 

鋼 鋼材 等 の レ： 要 商 の 騰貴 率に 比 ベ れば、 なお 低位 にある。 

(二) 価格の 変遷 

.^  ,^ の 亦久 pi 次に 代 を 追って、 主要 市場に おける 価格の 推移 を 掲げよう。 

(ィ) 自 由 競争 時代 

,n 由 競争 時代に おける 普通 ボルト ランド セメント 卸売 価格の 推移 は、 第一 八 五 表のと おりで ある。  j 
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27~28 年 曰淸 戦争 

29~30 年 小売 市価 35〜40 円 を唱ぅ 

16 年 小 野 田 セメント 工場 操業 開始 

8 年 深 川 セメント 工場 製品 出 市 10 年 西南 戦役 

3 年 輸入品の 価格 は 38 円 
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次に これと 反対に、 不況に 際会して 需給の 均衡が 破れ 生産過剰 となった 場合、 地区 的に 販売 価 i$ はいかに 変 

化する かと 一 ぼえば、 不均衡の 程度、 当時に おける 各社の 利害関係 等に より、 その 形態 は 必ずしも 一定した もの 

ではない。 過去の 歴史から 兑 ると、 競争が 激しく、 したがって 最も 価格が 崩れ 易かった 地区 は、 九州 • 中 国* 

及び 近畿で、 四国 • 東海 北陸 • 関東 信越が これに 次ぎ、 最も 安定して いた 地区 は、 東北 及び 北海道と なって い 

る。 すなわち 不況 時には、 主要 生産地 区た る 九州 及び 中国 地区の 価格が 崩れ 易く、 これに つれて、 これら" ゆ 地 

区に 最も 近接して いる 大 消費 地区の 近畿 地区が 九， 州、 中国 工場 品の ダン ビング 市場と なり、 次いで この 八 小波が 

東海 北陸 • 関東 信越へ と 漸次 東進 するとい う 傾向が 強いので ある。 

第三 セメント 販売価格の 推移  * 

(一) 概 況 

セメント 価格 推移  セメントの 販 ヒル 価格 は、 既述のと おり、 昭和 卜 五 年 三月から 国家 統制 を 受ける にぶ L つたが、 治 年 il から 国 

の 特色 

家 統制 開始の 前年、 すなわち 昭和 十四 年に 至る までの 約 五十 年間に おける 価格の 推移 を 兄る と、 他 商 ME に：： 几ら 

れ ない 一 つの 大きな 傾，： 1： が ある こと を 兄の がし ない。 それ は 昭和 十四 年 当時の 価格が、 明治. 大正、 ^に昭 

和 初期 当時 の 価格より も 低 いという ことで ある" 試みに、 曰 本 銀行 調査 局 調 に よる 戦前 基準 主要 商品 束お 卸売 

物価指数 を 摘記 すれば、 第一 八 四 表のと おりで ある： 

すなわち この 表に よって 明らかな ように、 セメントの 価格 は 明治 三十 三年から 大正 末 仰に 至る まで は、 他 商 

品と 同様 漸騰 傾， M を呈 している が、 その 騰貴 率 は 他 商品に 比べ て 比較的に 微弱で あ つ た， しかるに 昭和に 人り 

二 年から 十四 年までの 期間の 動き を 見る と、 景気変動 によって、 一般 物価 も 一張一弛 を：： 儿せ てはいる ものの、 

也 商品の 価格 は 漸騰領 向 を呈 している にもかかわらず、 ひとり セメント のみ 渐 落傾问 を している" この結果 
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(第 183 表）  曰 本 国有鉄道 に対する 販売価格 推移  （単位： 班 当り 円) 


地区 別 

納 地 

昭和 25 年度 
第 3.4 半期 

25 年度 
第 4.4 半期 

26 年度 
第 1.4 半期 

// 

26 年度 
第 2.4 半期 

26 年度 
第 3. 4 半期 

27 年度 
第 1.4 半期 

27 年度 
第 2.4 半期 

第。. 畔期 

27 年度 
第 4.4 半期 

m 路 

一 

7,700 

8,900 

9,300 

9,300 

9,300 

9,300 

北海道 

m 川 
札 幌 
函 館 

― 

7,550 
7,400 
/,250 

8,800 
8,700 
8,550 

9,200 
9,100 
8,950 

9,200 
9,100 
8,950 

9,200 
9,100 
8,950 

9,200 
9,100 
0,950 

青 森 

7,000 

8,850 

8,850 

8,850 

8,850 

東 北 

盛 岡 
仙 台 
秋 田 

5,250 
5,200 
-),300 

― 

一 
6,400 

6,950 
7,000 

8,450 
8,400 
8,450 

o,o50 

8,850 
8,800 

8,850 
8,800 
8  8^0 

8,850 
8,800 
g  g50 

東 京 

5,100 

5,980 

6,300 

6,800 

8,300 

8,700 

8,700 

8,700 

8,700 

水 戸 

5，100 

6,800 

8,300 

8,700 

8,700 

8,700 

8,700 

高 崎 

5，100 

6,300 

6,800 

8,300 

8,700 

8,700 

8,700 

8,700 

卞 葉 

― 

8,300 

8,/00 

8,/00 

o,/00 

関 東 

信 越 

静 岡 
長 野 

5,100 

5,950 
5  950 

― 

6,800 
5  850 

8,300 
8  ^00 

8,700 
8,700 

8,700 
8,700 

8,700 
8,700 

8,700 
8,700 

小 千 谷 

5 100 

6,350 

6,900 

8,800 

岩 i 尺 

5,100 

― 

6,350 

十 曰 町 

5,100 

6,350 

wr 潟 

g  gQQ 

g  700 

名古屋 

5,000 

5,950 

6,600 

8,100 

8,500 

8,500 

8,500 

8,500 

東 海 

北 陸 

金 沢 
疋 田 

5,950 
5,950 

6,650 
6,600 

8,100 

8,500 

8,500 
8,500 

8,500 
8,500 

8,500 
8,500 

批把島 

5,950 

大 阪 

5,500 

5,700 

6,400 

7,900 

8,300 

8,300 

8,300 

8,300 

近 

天 王 寺 

5,550 

6,500 

7,950 

8,400 

8,400 

8,400 

8,400 

京 都 

5,700 

福 知 山 

5.000 

5,550 

6,500 

7,950 

8,350 

8,350 

8,350 

8,350 

中 国 

米 子 
岡 山 

4,750 
4,700 

5,350 
5,300 

5,530 
5,480 

6,150 
6,100 

7,700 
7,600 

8,100 
8,000 

8.100 

8,100 
8,000 

8,100 

広 島 

4,700 

5,250 

5,450 

7,600 

8,000 

8,000 

8,000 

8,000 

四 国 

四 国 

4,750 

5,400 

5,600 

6,200 

7,750 

8,200 

8,200 

8,200 

8,200 

門 司 

4,650 

5,250 

5,350 

5,900 

7,500 

7,900 

7,900 

7,900 

7,900 

九 州 

士 

心 yt 

大 分 
熊 本 
鹿 児 島 

4,650 
4,650 
4,700 
4,750 

5,250 
5,250 

5,400 

5,350 
5,500 

5,900 
6,000 
6,000 
6,100 

7,500 
7,600 
7,600 
7,700 

7,900 
8,000 

8,100 

7,900 

8,000 
8,100 

7,900 

8,000 
8,100 

7,900 

8,000 
8,100 
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(備考) 本 表 価格 は 普通 ボルト ランド セメントの 価格で ある。 一 樽 は 一七 〇 瓧 入りで ある- 


0 一) 第二次世界大戦 後の 自由 価格 

既述のと おり、 昭和 二十 五 年 一月から 自由 価格 体系に 復帰した が、 同年 度に おいて は 年初 以降 同年 六月 朝鮮 

動乱 勃発までの 期間 は、 一般的な 景気 後退 及び 金融 梗塞、 地方税 法案の 成立 遅延、 見返 資金の 支出 緩慢 等の a 

理由に より、 需要 は 一向に 上 仲せ ず、 在庫 は逐月 累増し、 需給 はかなり の 不均衡 状態 を呈 した。 ところが、 朝 

鮮 動乱 を 契機と して 経済界 は 漸次 活発化し、 一般 土木 建築 工事の 増大 を 見た 上に、 公共事業 費 及び 見返 資金に 

基く 大量 買 付けが 続出した。 また、 世界的 戦争 気構えに よる 西欧諸国の 輸出 力 減退に 伴い、 ^方^^地域に対す 

る 輸出 も 増大し、 内外の 需要 は 上進、 生産力 もまた 向上し、 需給 はおお むね 均衡 を 保持す るに 至った。 昭和 二 

十六、 七 年度 も 逐年 需給と もに 大幅に 増進し、 需給 は 大体 均衡 状態 を呈 した。 したがって 二十 五 年下 期 以降 二 

十七 年末に 至る 期間 は、 需給 均衡 期で あるが、 この 期間に おける 各 主要 地 販売価格 を、 大口 需要 者た る 日本 国 

有 鉄道に 対する 普通 ボルト ランド セメントの 販売価格 (国鉄に 対する 販売価格 は、 実質的に その 時期に おける 

取引 価格の ベ ー ス となる) を もって 比較 すれば、 第一 八 三 表のと おりで、 端的に 西 低 東 高の 形態 を とっている- 
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第 八 章 価  格  四 七 四 

であると 首え る。 

統制に よって 価格が ゆがめられた 時代 は 論外と し、 以上の 理由に よって、 計算 どおりに は 値 開き を 見ない に 

しても、 市況が 平常な 場合に は、 次に 見る ように セメントの 価格 は、 おおむね 西 低 東 高の 形態 をと つてい るの 

であ つ て、 これ はわが 国 セメント 価格の 立地 的 特色で あると 言えよう。 

自由 価格の 動態 およそ 価格 本然の 姿 を 端的に 表示して いるもの は、 国家に よる 価格統制 もな く、 業者に よる 価格の 協定 も存 

しない. n 由 価格 体系 時代に おける 価格で あると 見なすべき である _ したがって、 価格の 立地 的 特色なる もの も 

各市 場 間に 関連性 を 持つ に 至 つ た 以後に おける 自由 価格の 動態 中に 表示され ている ベ きで あるから、 左に 自由 

価格の 動態 を 分析し、 右に 述べ た 立地 的 特色 を 明らかにしよう。 

(一) 第 一 一次 世界大戦 前の 自由 価格 

各地 区の セメント 市場が 孤立 化 を 脱し、 各市 場 間に 関連性 を 持つ に 至った の は、 需要が 漸く 増大した 関 東大 

震災 (大正 十二 年) 以後と 見て よいと 思う" しかして 販売 カルテルが 出現した の は、 既述の ように 大正 十三 年 

十月、 第一 次 セメント 聯合 会が 組織され てからで あるが、 セメント 聯合 会の 販売 カルテル は 一年 餘で その 機能 

を 失い、 昭和 五 年末、 新たに 販売 カルテル として セメント 販売 協会が 各地に 設立され た。 したがって、 近代的 

性格 を 帯びた 戦前の 自由 価格 体系 時代に おける 各 主要 市場価格の 比較 を 行う とすれば、 第一 次 セメント 聯合 会 

設立 一 一年 後から セメント 販売 協会 設立まで、 すなわち 昭和 元年から 同 四 年までの 期間に 限定され る ことと なる _ 

この における 販売価格 を 浅 野 社の 工場 別 平均 販売価格 によって 兄れば、 次のように、 おおむね 西 低 束 高の 

形態 をと つてい る。 


令、 運輸^ 令、 遞信 省令、 勞働 省令 第一 號) の 一 部 を 次のように 改正す る」 

附表 第五 を 次のように 改める。 

一 コー、 セメントの 項 を 削る。 

物價廳 告示 第二 十二 號 

昭和 二十 四 年 八月 一 日 物價廳 告示 第五 百 五十八 號 (セメントの 販賣價 格の 統制 額 5i 定の 件) 及び：！： 日 附物三 第 

六 百 十九 號 (セメントの 惯格 調整 公 圑買取 及び 賣戾價 格の 統制 額 指定の 件) は廢 止す る 

昭和 二十 五 年 一月 一日 

物價廳 長官 靑 木孝義 

物惯廳 告示 第二 十三 號 

昭和 二十 二 年 六月 十日 物價廳 告示 第二 百 八十 三號の 一 部 を 次のように 改める 

昭和 二十 五 年 一月 一日 

物價廳 長官 靑 木孝義 

一、 第一 (價 格調 整公圑 において 調整 をな す價格 等) 中 十一、 「セメント」 を 「削除」 に 改める。 

二、 第二  (價 格調 整 公 團の買 取 賣戾) 第一 項 及び 第二 項 中 「第 七號 から 第 十二 號 まで」 を 「第 七號 から 第 十 

號 まで、 第 十二 號」 に 改める。 

第一 一 わが国 セメ ン ト 価格の 立地 的 特色 

価格と 乞 係 セメント は 重量の 割合に 安価な 商品で あるた め、 輸送費 及び 諸掛の 負担 力 は 脆弱で あるから、 需給の 均衡が 

大体 保 たれて いる 場合に おける セメントの 販売価格 は、 生産地た る 九州、 中国 市場の 価格が 基準と なり、 他の 

市場の 価格 は 『九州 • 中国 市場価格』 プラス 『その 市場までの 輸送費』 となる、 いわゆる 西 低 東 高が 正常な 姿 

第一 節販 売 価 格  四 七三 


第 八 章 価  格  四 七 二 

(5  ,=  価格  . 

自 m 価格  和： ト四年 八月、 石炭の 配給 統制が 撒 廃され たので、 セメントの：^ 産 条件 は 好転し、 需給の 不均衡 は 大幅 

に 緩和され るに f 一った。 ここにお いて 日本 政府、 連へ n, 雄 間 並びに 日本 政」 肘、 セメント 製造業 者 問に セメントの 

統制 撒 廃に 関して 協議が 重ねられ たが、 ：： い 期 撒 廃に より 生ずる 市場の 混乱 を 防止す るた め、 漸進的に 進む こと 

に 意見の」 致 を 見、 同年 十月 十九 曰、 経济 安定 本部から 連合軍 総司令部に 対し、 左記 内容の 要請 書 を 提出し 

た。 

S  給 統制 は 十一月 一日から 撤廃す る。 

S 価格統制 は 当分 これ を 継続す べきで、 その 期 il は 少なくとも 二十 四 年末まで とする。 

しかし、 この 要請 書 は 連合 ポ 総司令部に 留保され、 統制 撤廃に 関する 日本 政府 あての メモランダムが 発せら 

れ たの は、 十二月 中旬の ことであった。 これに 基いて セメントの 価格 並びに 配給に 関する 統制 は、 二十 五 年 一 

月 一 日から 完全に 撒 廃され る ことと なり、 セメント は 再び ，31 由 価格に 復帰した。 

左 に 配給 統制、 価格統制 撤廃 に 関す る ^ 令 並び に 告示 を 掲げ よ う。 

通商 產 1^ 省令 第十號 

指定 生產 資材 割當 規則の 一 部 を 改正す る 雀 令 を 次のように 制定す る 

昭和 二十 四 年 十二月 二十 九日 

農林 大臣 森  幸太郞 

通商産業大臣 稻埴平 太 郞 

指定 生產 資材 割當 規則の 一 部 を 改正す る 件 

指定 生產 資材 割 當視則 (昭和 二十 三年 總埋廳 令、 法務 廳令、 大藏寄 令、 文部省 令、 厚生省 令、 農林 省令、 商工 省 
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地区 比率 改訂 

(昭和 24 年 8 月 1 曰） 


地 区 別 

新 

地区 
比率 

従来の 
地区 
比率 

北 海 道 

100 

102 

東 北 

110 

109 

関 東 

110 

111 

北 陸 

115 

115 

中 京 

110 

111 

近畿 一区 

110 

110 

近畿 二 区 

125 

126 

中 国 

110 

111 

九 州 

100 

100 

理事長 石 井 茂 樹 

供給者 

東京都 千代 田區丸 ノ內壹 丁目 拾 番地 五 

日本 セメント 株式 會社 

代表 專務 取締役 井上 英 熙 

(b) 昭和 二十 四 年 八月 一 曰から 同年 十二月 三十 一 曰までの 期間 

統制 撒 廃への 動き 昭和 二十 四 年 八月 一 曰から 統制 額 は、 工場 仕切 価格 • 販売価格 (製造業 者 販売価格 • 販売 業者 販売価格) の 

二 本 建と なり、 したがって 販売価格に は、 卸売と 小売との 区別が なくなった。 しかし 小売 業者の 強い 要望に よ 

つて、 卸売 業者が 小売 業者に 卸す 場合 は、 販売 業者 販売価格の 二. 七ぎ^ 引と する ことと なった。 このほか 重大 

な 変更 を晃 たこと は、 容器 プ— ルの 廃止 並びに 地区 比率の 改訂で ある。 すなわち 容器 费は、 公団の プ— ル から 

はずされて 製造業 者の 計算と なり、 また 運賃に ついては 引続き プ— ル する も、 平準 金額 (瓲 当り 五 〇〇 円) よ 

り 上回った 超過 分 は、 製造業 者の 負担に 帰す る ことと なった。 なお 地区 比率 は、 これまでの 七 地区 群 を 第一 八 

二 表のと おり 一 〇〇、 一一 〇、 一一 五、 一二 五の 四 地区 群に 整理され た。 


(備考) S 物価 庁 = "昭和 二十 一 年 八月 十三 日、 経済 安定 本部の 設置に 伴い、 

同日 大蔵省 物価 部 を 廃止して、 内閣の 外局と して 物価 庁が 設けられた。 

3: 価格 調整 公団 は 物资の 流通 配給に は 直接 閲夸 しないで、 重要 生産 

資材 の 物価統制 令 による 公定価格 を 維持す る に 必要な 操作 を 行う こと を 

目的と して、 昭和 二十 二 年 六月 価格 調整 公団 法 (昭和 二十 二 年 四月 十五 

日 法律 第 六十 二号) に 基き 設立、 二十 六 年 三月 解散した。 

第一 節 販売 価 ra^ ヒー 


第 八 章 価  挤  四 七 〇 

ものと する。 

本 協定 確認の 證 として 本書 貳通を 作成し 當事者 各自 その 壹通を 保有す る ものと する。 

昭和 二十 一一 年  月  日 

價 格調 整公圑 

理事長 石 井 茂 樹 

供給者 

東京都 千代 田區丸 ノ 內壹丁  ：n 拾 番地 五 

日本 セメント 株式 會社 

代表 專務 取締役 井上 英熙 

一、 基本 協定書の 別記 種目に 屬 する 物資と は セメント 

二、 買 取、 賣戾の 價格及 受渡 場所と は 昭和 二十 二 年 九月 十八 日 物 三 第 四 〇 六號 による 

但し 告示の 變更 のあった 場合 は それによ る 

覺  書 

價格 調整 公圑は セメントの 滅失、 毁損 等に よる 損失の 負 擔に關 して 供給者と 左の通り 協定す る 

第一 條 セメントの 取扱に 關 して は 包装 其の 他の 特異性に 鑑み 工場 積 出より 指定 仕向 地に 於て 受渡 を 完了す るまで 

に 生じた 滅失、 毁損其 の 他の 瑕疵に よ る 損害 にっき 公團に 於て これ を 認めた とき は 基本 協定書 第 五條の 規定 

に 拘らず 公 ffl に 於て 相 當と認 むる 金額 を負擔 する ものと する 

第二 條 本覺 書の 有効期間 は 基本 協定書の それと 同 一 とする 

本覺書 確認 の 證 として 本 誉貳通 を 作成し 當事者 各自 その 壹通を 保有す る ものと する 

昭 和 二十 一 一年  月日 

價 格調 整公圑 


られる ものであって 物價廳 長官が 承認した もの を 除く) を 總て公 圑に賣 渡した 上 又 これ を 買 戻す ことと し、 

公團 はこれ を 買 取った 上 又 これ を 賣戾す ものと する。 

第 一 一條 前條 により 公圑が 供給者に 對し買 取賣戾 をな すべき 當該 物資の 品種、 數量 及び 買取賣 戻の 時期 は それぞれ 

所定の 報告書に よって 定まる ものと し、 その 價格 及び 受渡 場所 は それぞれ 別表の 通りと する。 

第三 條 供給者 は 公 圑 に 對し賣 渡買戾 をな す ベ き當該 物資 に つ き 四半期 毎 に その 予定 數量を 公 ^に 通知す る ものと 

する。 

第四條 公園が その 買 取った 當該 物資に ついて 供給者に 對 しその 出荷、 輸送 等 を 委託 するとき は 供給者 はこれ をお 

受ける ものと する。 

第 五條 供給者が 出荷した 當該 物資に ついて 指定 仕向 地に おいて 受渡 を 完了す るまでに 生じた 滅失、 目減り、 毁拟、 

變質 その他の 危 險に關 して は 特別の 協定の ない 限り 公圑は その 責を負 はない ものと する。 

第六條 公 團が買 取、 賣戾 をな すべき 當該 物資の 代金 は 毎 旬 これ を締 り決濟 する ものと する。 

第七條 公圑は 第四條 による 供給者の 立替 運賃 諸掛 等に ついては 毎 旬 これ を 締切り 決濟 する ものと する、) 

第八條 公圑 がその 業務 執行 上 必要な 事項に つき 報告 を 要求し 又は 照 會を發 したと き は 供給者 はこれ に 對し連 滞な 

く囘 答す る ものと する。 

第九條 本 協定書に 規定せられ ない 事項に ついては 公圑の 定款、 業務 方法 その他の 諸 規程に 準據 して 處理 する もの 

とする。 

第十條 本 協定書に 規定 せられた 事項と 雖 もこれ と異 る經濟 安定 本部 總務 長官 又は 物债廳 長官の 八 ゆ 令 乂は處 分が あ 

つ たと き はこれ に從ぅ ものと する。 

第 十 一 條 本 協定の 有効期間 は 昭和 二十 一 一年 六月 十日から 昭和 一 一十三 年 三月 三十 一 日までと する。 

期間 満了の 際 相互の 間に 特別の 意思表示 のない とき は その ま 、 六 ヶ月 づっ 順次 有効な ものと する。 

但し 期間 満了 前と 雖も 公圑 において その 必要が あると 認めた とき はこれ を 解約し 义 は變. 史 する ことが 出来る 

第一 節 服 売 価 裕  四 六 九 
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仕切 体格 地区 比率 改訂 表 


地 区 別 

新 

地区 比率 

従来の 
地区 比率 

北 海 道 

102 

100 

東 北 

109 

106 

関 東 

111 

112 

北 陸 

115 

109 

中 京 

111 

112 

近畿 一区 

110 

112 

近畿 二 区 

126 

123 

中 国 

111 

109 

九 州 

100 

100 

第 八 si, 価格  四 六 八 

6 公団の 買 取 代金、 すなわち 製造業 者の 売 渡し 代金 は、 月末 締切 翌月 七 までに 製造業 者から 当該 地区の 

公団 支所、 または 出張所へ 所定 報告書 類 を 提出し、 その 月 十五 日に 公団 本部から 支払 を 受ける。 

^ 公団の 売戾し 代金、 すなわち 製造業 者の 買 取り代 金 は、 製造業 者が 需要 者に 売 渡した 後、 i: 十五 曰ない 

し 五十 曰 後に 製造業 者から 公団へ.^ 払い、 決济を 行う。 

6 運賃 諸掛 及び 容器 費に ついては、 製造業 者が 実質的に は 公団の 代理者と しての 立場に 立って、 その 费川 

は 製造業 者に おいて 立 "え、 その 精算 は 公団の 買 取り代 金 支払と：！ 1： 時に 行う という 方^で あ つ た。 

かくて この 時代に おいて は、 統制 額 は 従来と 同様、 工場 什 切 価格 • 卸売 販売価格 及び 小 先販光 価格の 三木述 

であ つ たリ 

なお 工場 仕切 価格 算定の 算 式に は 変更がなかった が、 計算に 使用す る 地区 比率 は、 昭和 二十 三年 七月から 第 

一 八 一 表の ように 改訂され た。 

次に 参考までに 製造業 者と 価格 調整 公団との 基本 協定書 並びに 付 屈 

覚書 を 掲げよう。 

基本 協定 書 

價格 調整 公國 (以下 公 圑と稱 する) は 憤 格調 整公圑 法の 定める とこ 

ろに より 別記 種目に 屬 する 物資 (以下 當該 物資と 稱 する) の 買 取 及び 

賣戻 並びに これに 附帶 する 業務に 關 して 當該 物資の 生產者 又は 輸入 者 

(以下 いづれ も 供給者と 稱 する) と 左の通り 協定す る 

第 一 條 供給者 は その 生產 又は 輸入に か 、 る當該 物資 (惯 格調 整公幽 その他の 公 ffl において 愤格 調整 をな す 物资の 

原 W 料と し て 自. * 豕^ 费 せられる ものであって、 銑鐵 以外の もの 及び その他 主務 官 廳 の 指示に よ り 自家 消^ せ 


る。 なお 地区 工場 仕切 価格の 算出 方式 は 従来と 変り なかった。 

注 Bulkline 計算 (telescopic  modificatiolv 方式 

各 工場の 生産 原価の 各 要素に ついて、 その 安い 順に 配列し、 安い ものから 高い 順に、 生産 数に おいて 一定 割合 ( 

たとえば 全 生産 数の 六 〇％) までとり、 それ以上の もの は、 その 限界と なった 工場と 问ー 原価に f は 換え、 全 工場に 

ついて 秤 量 平均 を 行う 計算 方式で、 占領軍 経済 科学 局 (Economic  and  Science  section」 価格 統帘 配給-.^  (price 

Control  and  Rationing  Division) が 採用した ものである。 

この バル グライン 計算 方式 は、 それ 以後 昭和 二十 四 年 十二月 末、 統制 価格が 撤廃され るまで、 工場 平均 仕切 

価格 算定 方式と して 引続き 使用され た。 

(ホ) 価格 調整 公団 時代 

価格 調整 公団 時代  (a) 昭和 二十 二 年 六月 十日から 二十 四 年 七月 三十 一 日までの 期間 

昭和 二十 二 年 四月 十五 曰、 価格 調整 公団 法が 公布され、 同 法に 基き 価格 調整 公団が 設立され た。 セメント は 

同年 六月 十日 付 物価 庁 告示 第二 百 八十 三 号 を もって 公団 取扱 物資に 指定され、 これまで 懇話会で 行って いた ブ 

1 ル 業ず 力 は、 同日から 公団 無機化学 部 セメント 課に おいて 担当す る ことと なった。 本 公団に よる 価格 調整 は 

二十 四 年 十二月 末まで 続いた。 公団に よる セメント 価格 調整、 すなわち 製品 価格. 運賃 • 容器の プ ー ルは 取 

り 売戾し 方式で 次のと おり 行われた。 

S 公団 は、 製造 工場から 第一 次 輸送機関へ 積 込 完了と 同時に、 物価 庁の 定めた 工場 仕切 価格で 製造業 者 か 

ら 製品 を 買 取る。 

S 公団 は 需要 者に 引渡される 貨車 乗、 もしくは 本船 乗 渡し 等、 統制 額 備考欄に 指定され た 受渡し 場所に お 

いて、 統制の 卸売 価格 を もって 製造業 者へ 売戾 し、 製造業 者 は その 統制 額で 需要 者に 販売す る。 

第一 節 販売 価 四 六- 


第 八 章 価  格  四 六 六 

(ハ) セメント 販売 会社 時代 

1-2- ント 販売 会社 国家 総動員 法の 廃止に 伴い、 昭和 二十 一年 九月、 セメント 配給 統制 株式会社 は、 商法に よる セメント 販売 株 

式 会社に 改組され、 セメント 販売 株式会社 は、 共販 機関と して 二十 二 年 二月まで 存続した。 この 期 問に おける 

統制 価格の 形態 はだ いたい 従来と 同じで、 製品 価格. 運賃. 容器に ついての プ— ル 葬 はセメ ント 販売 株式 会 

-.if で 行われた。 

(二) セメント 懇話会 時代 

セメント 懇！ _s 会 時  昭和 二十 二 年 二月、 セメント 販売 株式会社が 解散され、 これによ つて、 セメントの 販売 は 製造業 者の 直売 制 

じ 

となった が、 その 配給 並びに 価格に ついては 依然として 国家 統制 を 受けた。 すなわち 配給に ついては、 臨時 物 

資 需給 調整 法 (昭和 二十 一年 九月 三十日 法律 第三 十二 号) に 基く 指定 生産 資材 割当 規則 (従来の セメント 配給 

統制 規則 は、 指定 生産 資材 割当 規則の 施行と 同時に 失効) により、 また 価格に ついては 物価統制 令に よって そ 

れぞれ 統制され た。 そこで セメント 製造業 者 は、 昭和 二十 二 年 四月 セメント 懇話会 を 組織し、 終戦後の 混迷 期 

における 業者 間の 親睦 連絡 を 図り、 セメント 配給 切符 現物 化の 推進、 地区 間の 交流 計画、 輸送 計画の 立案 等 を 

行った ほか、 製品 価格 • 容器. 運賃 諸掛 に関する プ— ル 計算 事務 を も 行った。 セメント 懇話会に よる プ— ル計 

算 事務 は 四月に 始まった が、 セメント 販売 株式会社 解散 後の プ— ル 計算が 未済と なって いたので、 実際 は 懇話 

会 成立 前に さかのぼり、 三月 一日 以後の 出荷 品に ついて プ —ルを 行った。 その 関係で、 運賃：„.^^掛に つ ぃては四 

月 二十日 以後 ブ— ルに 入れ、 それ 2? 前の 分 は、 それぞれ 製造業 者の 負担と した。 

このように セメント 懇話会に おいて、 従来の セメント 販売 株式会社に 代り、 プ— ル 計算 を 行った ので あるが 

この間、 工場 仕切 価格 • 卸売 販売価格 • 小売 販売価格の 三本 建に よる 基本 形態に は 変更がなかった。 しかし ェ 

場 平均 仕切 価格の 算定に 当って、 新たに バル グライン 計算 方式 (注) が 採用され たこと は 特記すべき 事 頃で あ 


(第 180 表） 
仕切 価格 地区 比率 


地 区 別 

地区 比率 

北 海 道 

100 

東 北 

106 

関 東 

112 

北 陸 

109 

中 京 

112 

近畿 一区 

112 

近畿 二 区 

123 

中 国 

109 

九 州 

100 

至った。 しかし、 終戦後の 事態 は 物価の 安定 を 必要と したので、 政府 は 二十 一年 三月 三 曰、 価格 等 統制 令 を 廃 

止す ると 共に、 新たに ポツダム 勅令 (昭和 二十 年 勅令 第五 百 四十 二号) による 物価統制 令 を 公布して セメント 

の 価格 を 公定した。 

セメントの 統制 価格の 形態 は、 物価統制 令 公布 後、 いかに 変化した であろう か。 同日 付 を もって セメントの 

統制 額が 改訂され ると 共に、 これまで 工場 別に 指定され ていた 製造業 者の 共販 機関への 売 渡し 価格が、 地区 別 

工場 群 ごとに 指定され る ことと なり、 したがって、 地区 内 各 工場の 売 渡し 価格 は 均一 価格と なった。 

地区 別 工場 群 を 示せば、 第一 七 九 表のと おりで ある。 

工場 仕切 価格、 すなわち 共販 機関への 売 渡し 価格の 算定に 当って は、 まず 全 工場の 平均 工場 仕切 価格 (これ 

に 共同計算と なるべき 容器 • 運賃 等の 経費 及び 共販 機関の 経費 を 加えた ものが It 儿 価格と なる) が 竹ず： 疋 され、 

それ を 基本と して 左の 算式 により 算出され た。 

地区 工場 仕切 価格 (地区 内 工場の 共販 機関 へ の 売 渡し 価格) 算出 方式 

この場合の 地， 区 比率 は、 第， 一八 〇 表のと おりで ある。 ト I  1 


(備考) 昭和 二十 一 年 八月から 製造業 者の 販売 代行 制が 認められ たが、 これ は 統制 価格の 形態に は 影響が なか つ た „ 
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(第 1 79 表） セメント 統制 体格 地区 別 工場 群 表 
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地方 セメント 販光 株式会社 を 吸収合併した。 したがって、 それまで セメント 共販 株式会社 • 地方 セメント 販ひ： 儿 

株式会社の 二つに 分けて 指定され ていた 最高 販売価格 は、 セメント 配給 統制 株式会社 最高 販光 価格に 一 本 化さ 

れ たが、 炎に^ ハ牛 九月 二十 二日から、 セメント配給統制株式会-^^に対する製造業者の売渡し肺格は正味^^段と 

なり、 これに 伴って セメント 配給 統制 株式会社 において 行う プ— ル 計算に は、 従来からの 製品 価格 • 運 貸の ほ 

か、 新たに 容器が 加わる ことと なった。 

昭和 二十 年 八月 終戦と 共に、 統制 価格の 運営 形態に 新 事態 を 生じた-い すなわち、 これまで 価格統制の 根拠 法 

となって いた 価格 等 統制 令 は、 国家 総動員 法に 基く 委任 勅令であった 関係 上、 終戦に よりお 立の 根拠 を 失う に 


株式会社 一一 壳渡ス へ シ 

別表 (浅 野 社の 場合) 
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価 
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(備考) 一、 昭和 十五 年 四月 八日、 商工 省 告示 第 百 五十 号 を もって セメント 共販 株式会社 及び 卸売 業者の 販光価 

格 は、 買主 所在地の 最寄駅 貨車 乗 渡し、 または 最 寄港 船 乗 渡しの 指定 価格と する ことに 改訂され、 し 

たが つ て最寄 倉庫 渡しの 指定 価格 は 消滅した。 

二、 小売 価格 は 地方の 実情に 即して 決める 必要が あつたた めに、 当初 小 * 冗 価格の 指定 は、 地方 長官に 委 

ねられて いたが、 昭和 十七 年 七月から 政府に おいて 小売 業者 店頭、 置 場 渡し 価格 を 指定す る ことと な 

つ た。 

三、 昭和 十八 年 八月、 地方行政 地区 ごとに 地区 内 卸売 業者 を もって 地方 セメント 贩売 株式会社が、 また 

道 府県 内の セメン ト 小売 業者 を も つ て 道 府県 セメ ン ト 小売 商業組合が 設ケ された の で、 従来の 卸 光 業 

者 販売価格 は 地方 セ メ ン ト 販売 株式会社 最高 贩売 価格と 呼ばれる ことと な つ た。 

(口) セメント 配給 統制 会社 時代 

セメント ffi 給 統制 

会社 時代  昭和 十九 年 三月、 統制 会社 令に * き セメント 共販 株式会社 を セメント 配給 統制 株式会社に 改組す ると 共に 

第一 節販 売 価 格  四 六 三 


取締役 社長 金 子 ^  ^ 人 

昭和 十一 一年 法律 第 九十 一 一号 第一 一条 ノ 規定 二 依リ 左記 事項 ヲ 命令 ス 

^和 十五 年 七月 十八 日 

商工 大臣 藤 原 銀 次 郞 

1 ぼ 

セメン ト 製造業 者 二 対 シ其ノ 製造 ニ係ル セメント 二 付 別表 価格 一一 依リ 商工 人に ノ桁小 スル所 一一 従ヒ 口人 ノ 巾 込 ヲ 

為ス へ シ 

励 考 

(ィ) 本 表 価格 ハ 五十 瓱入三 紙袋 一 袋 S リノ 製造業 者 工場 構内 積 込： 波乂 ハ 製造業 者 工場-: 壁 船 来波ノ 価格 トス 

(口) 四 層 紙袋 詰ノ モノ ハニ 銭上ケ トス 

(編 注 • 別表 は 省略) 

一 五 化 第五 三 〇 三 号 

束 京都 深 川 区 清澄 町 11 〔ヒ丁  n 八桥地 

浅 野 セメント 株式会社 

取締役 社長 總ー郞 

昭和 十 1 一年 法律 第 九十 二号 第一 一条 ノ规定 二 依リ 左記 事項 ヲ 命令 ス 

^和 卜 五 年 七月 十八 日 

商工 大臣 藤 原 銀 次 郞 

記 

其 ノ社ノ 製造 ニ係ル セメント 一一 付 別表 価格 二 依 リセ メ ン ト 共販 株式会社 ヨリ 買 入ノ中 込ァリ タル トキ ハセ メン ト配 

給 統制^ 則 第 四条ノ 規定 一一 依 リ自ラ 使用 シ又ハ 第 五条 但書 ノ说定 二 依リ 讓渡ス ル モノ ヲ除ク ノ外 之ヲセ メ ン ト せハ販 


ら 1、 これが ために は、 製造業 者から 購入の 製品 価格 及び 製造業 者 工場から 買主 所在地の 最寄駅 *最 寄港 • ェ 

場最寄 倉庫までの 運賃 はブ ー ル された。 この 計算 事務 は、 配給 業務と 共に セメント 北 ハ販抹 式 会社の 最も 重要な 

業務であった。 小売 販売価格 は、 卸売 販売価格に 店頭、 ぁるぃは使用現場までの引取^^=掛及び小売店ロ銭を加 

算し たもの を もって 定められた。 参考までに、 当時 商工 省から 出された 告示 及び 命令書 を 左に 掲げよう。 

商工 省 告示 第 九十 四 号 

価格 等 統制 令 第 七条ノ 規定 二 依 リセ メ ブ トノ 販売価格 左 ノ通リ 指定 ス 

昭和 十五 年 三月 十 一 日 

商工 大臣 藤 原 銀次郞 

(単価 五十 瓧入三 層 紙袋 一 袋) 

品  名 ^メ  、ノ t 几 共販 i 式会滅 卸売 業者 (§ き ins" な) 販売価格 

円  円 

普通 ポ ルト ランド セメント  一二 一一  一二 ニノ 

混合 セメント (高炉 セメント ヲ 含ム) 一二 二  一二 ープ 

早強ボ ルト ランド セメント  一. 四 二  一  •  PI  J> 

ネオ ソリデ チット セメント  一. 九 八  二 •〇 三 

(イソ 本 表 価格 ハ 買主 所在地 ノ最寄 駅 貨車 乗 渡、 最 寄港 船 乗 渡 又 ハ最寄 倉庫 渡ノ 価格 トス 

(口) 四 層 紙袋 詰ノ モノ ハニ 銭上ケ トス 

(編 注) ネオ ソリデ チット セメント は、 日本 ソリデ チット 株式会社 によって 昭和 二十 年まで 製造され ていた G 

一 五 化 第五 三 〇 三 号 

東京都 麵町区 丸 ノ 内夸丁  H 六 番地 

セメント 共販 株式会社 

第一 節 販売価格  にす 一 


第 八 価  格  四 六 〇 

のの、 なお 純然たる 統制 価格と；： 几るべき ものではなかった" しかし、 セメントの. f ぬ 給 は 漸次^ 屈に なった ので 

ついに 政府 は 供給 不足に 対処して 重点 配給 を 実施す る ことと なり、 昭和 十五 年 三月、 輸出入 品等 臨時 措置 法 (昭 

和 十二 年 九月 十 曰 法律 第 九十 二号) に 基き、 セメント 配給 統制 規則 を 制定して、 セメントの 配給 統制 (セ メン 

ト 割当 証明書に よる いわゆる 切符 制) を 実施す ると 同時に、 価格の 統制 措置 を 一段と 強化す るた め、 価格 等統 

制令に 某-き セメ ントの 販売価格 を 公定した- - これによ つて、 セメ ントの 価 体系 は 協定 価格から 統制 価格へ と 

移行し、 この 統制 価格 体系 は 二 卜 四 年 十二月 三十 一 曰まで 卜 年間 続いた。 

このように 統制 価格 体系 は、 昭和. ^五 年から 二十 四 年まで 十 力 年の 長き にわたり 存 したが、 この^、 統制 

価格 速^ 形態に は 相当の 変化 を 生じて いるので、 左に その 概略 を 述べよう。 ただ 統制の 化.^ 方式 は 最後まで 変 

らず、 製造業 者 価格と 販売 業者 価格の 二 本 建と し、 製造業 者 価格 は、 原価 主義に より 工場 別に、 販売 業者 価格 

は 二次 製品 その他の 考慮から 仕向 地価 格 主義 を 採り、 かつ 全国 均一 価格 制 を もって 終始した" したがって その 

間、 共同. 叶算を 必要と し、 製造業 者 価格. 運賃 等をプ —ル した。 

(ィ： ) セメ ント 共販会社 時代 

セメント 共販 会 礼 政府 は、 昭和 卜 五 年 三月、 セメント 製造業 者 二十 六 社 をして、 資本金 五 百万 円の セメント： ハ販 ft 式 会社 を設 

立 させ、 セメント. ^ 給 統制 说则第 五条の 規定に より、 この 八ムれ を セメント 共販 機関に 指定した。 そして セメン 

ト 製造業 者に 対して は、 この 共販 機関への 売 渡し 価格 を、 セメント 共販 株式会社. 卸売 業者 (セメント 共販 ft 

式 会社から 直接購入して 販売す る もの) に対して は、 需要 者への 販売価格 を 指定した" セメント 製造業 者の 共 

販 機関への 売 渡し 価格 は、 製造業 者 工場の 構内 積 込 渡し、 または 本船 積 込 渡し を もって、 共販会社の 卸売 価格 

は 買主 所在地の 最寄駅 貨車 乗 渡し、 最 寄港 船 乗 渡し、 または 最寄 倉庫 渡し (最寄 倉 寧と は、 買主の セメント 使 

川 現 SI- に 近い 所に ある 造 業者 及び 共販会社の 倉庫 を 言う) を もって 指定され た。 卸売 価格 は 全国 均一 に 定め 


協定 価格と 最高 価 

格 


格 


価格 等 統制 令 


げの 目的 を もって nM 咼 価格 を 制定した。 しかし、 この 最高価格 は、 当時の 協定 価格に 基礎 を 置く もので、 した 

がって 当時の 実際 市価と 大差ない ものであった" セメント 聯合 会の 協定 価格 は、 その後 昭和 十五 年 三月 セメン 

ト 共販に よる 価格統制に 移行す るまでの 六 年間に、 二回に わたり 改訂され たが、 九 年 十二月の 協定 価格の 線 を 

上回る もので はな か つ た。 

注 重要 產業ノ 統制 ニ關ス ル 法律 (昭和 六 年 四月 一 日 法律 第 四十 號) 

第 一條 重要 ナル產 業 ヲ營ム 者 生產又 ハ 販賣 一一 關シ 命令 ノ 定ムル 統制 協定 ヲ爲シ タル 場合 ニ於テ 加盟者 ノ員 數ガ同 

業者 ノ 二分 ノ 一  以上 ナル トキ 又ハ 加盟者 ノ生產 高 若ハ販 賣高ガ 同業者 ノ生產 高 若ハ販 賣髙ノ 二分 ノ 一  以上 ナ 

ル トキ ハ 命令 ノ定ム ル 期間 內 ニ之ヲ 政府 二 届出 ヅべ シ之 ヲ變更 廢止シ タル トキ 亦同ジ 

前項 ノ產 業ノ 種類 ハ 統制 委員 會ノ議 ヲ經テ 政府 之ヲ 指定 ス 

前項 ノ 規定 二 依リ 指定 セラ レ タル 產業 ヲ營 ム者ハ 命令 ノ定ム ル 事項 ヲ 政府 二 屆出ヅ ベ シ 

第二 條 政府 前條 ノ 統制 協定 ノ 加盟者 三分 ノニ 以上 ニシ テ其ノ 生 產高又 ハ 販 賣高ガ 加盟者 ノ 生 產高又 ハ 販賣高 ノ三 

分ノニ 以上 ヲ占 ムル モノ  ノ 申請 ァリ タル 場合 二 於 テ當該 產業ノ 公正 ナル 利益 ヲ 保護 シ國民 經濟ノ 健全 ナル發 

達 ヲ圖ル 爲特ニ 必要 ァリト 認ムル トキ ハ 統制 委員 會 ノ議 ヲ經テ 當該 統制 協定 ノ 加盟者 又 ハ其ノ 協定 二 加盟 セ 

ザル 同業者 ニ對シ テ其ノ 協定 ノ 全部 又 ハ 一 部 二 依ルべ キ コトヲ 命ズル コトヲ 得 

(： 四) 統制 価格 

昭和 十四 年 九月 第二次 欧州 大戦が 勃発し、 物価騰貴 は 世界的 傾向 を带 びてきた。 そこで 政府 は 同年.^ 月 4" 八 

日、 国家 総動員 法 第 十九 条を 発動して 価格 等 統制 令 (勅令 第 七 〇 三 号) を 公布し、 公定価格 を， ゆ ま 光す るまでの 

暫定措置 として、 九月 十八 日当 時に おける 価格 を こえて 契約し、 支払い、 または iC 久領 する こと を 禁じ、 倾 格の 

騰貴 を 法的に 停止し、 物価の 安定 を 図った。 したがって、 当日 以降 セメントの 販売価格 は 釘付けされ たので あ 

るが、 この 釘付け された セメントの 販売価格 は、 元来 協定 価格であった ので、 法的に 拘束 を 受けた とはいう も 

第一 節 販売価格  四. ん九 
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四 五八 


セメント 聯 八；： 会と 


二 決 {^i- ス 

注 統制 会と は 昭和 六 年 五月 設立され たセ メ ン ト販壳 協会 統制 会 を-ぎう" セメン ト販充 協会 統制 会 は 各地 販売 

協会 間の 連絡 並びに 各 協会 指導の 中央 機関と して、 各 協会 加盟 各社 を もつ て 組織され たもので ある" 


セメント 協会 標準価格 並びに 申 合 値段 (昭和 九 年 三月 現在) 


(単位： 五十 瓧 入り 紙袋 一 袋 so 
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に 形成され ていたであろう か。 標準価格の 決定に 当って は、 まず 全国 を 北海道. 東北. 関東. 北陸. 中京. 大阪. 屮 

国 及び 九州の 八 地区に 分ち、 各地 区 ごとに 基準 地 を 定め、 その 地の 本船々 側 渡し 価格 を もって その 基準 地の 標 

準 価格と し、 これ を 基本に 運賃 諸掛 その他、 その 地方に おける 特殊事情 を 考慮して、 区域 内 各地の 標準価格 を 

決定した ので ある。 更に その 価格 は、 原則として 省線 貨車 乗 または 本船 乗 渡し を もって 決められ たが、 必^ こ 

応じて は 工場 渡し、 倉庫 渡し、 本船々 側 渡し 価格 も 併用され た。 なお 各 区域の 基準 地 は 第一 七 七 表のと おりで 

あった。 

セメント 価格の 基準 地 


(備考) 朝鮮. 台湾. 満州 関係 は 省略 

次に、 申 合 値段と は、 先行 市況 を 見越しての 実行 値段で ある。 標準価格と 申 合 値段との 値 開き は、 五十 瓧ー 

袋に ついて だいたい 五 銭 を 限度と していた。 参考までに 標準価格と 申 合 値段に 関する 決議と、 昭和 九 年 三月 現 

在の 基準 地に おける 標準価格 及び 申 合 値段と を 左に 掲げよう。 

標準価格 ト申合 値段 二 関 スル件 

(昭和 八 年 三月 三十 一 日 第 八十 七 回 関朿セ メ ン ト 販売 協会 決議) 

第 十七 回 統制 会 二 於テ各 協会 ノ標淮 価格 ト申合 値段 トノ値 11 キ ハ 五十 瓧 一 袋 二 付キ金 五銭ヲ 限度 トス ル コトヲ 適 

当ト 認ムル コ トニ 決議 セラ レ タル 旨 統制 会 (注) ヨリ 通知 ァリ タル ヲ以テ 当 協会 二 於テモ コ ノ趣ヒ ：1  ニ淮 i. 拠スル コト 

第一 節 販売価格  四 五 七 


第 八 価格  四 五六 

での wil の阪ぃ •： 几 価格が これ に^する。 すなわち 第一 次 セメント 聯八ロ 会 は、 既述のと おり、 卞： 産、 販に几 カルテル 

として 結成され た" したがって、 聯合 会 結成 後の 価格 体系 は 一時、 自由 価格から 協定 価格に 移行した が、 セメ 

ント 聯合 会の 販売 カルテル としての 機能 は 一年 余で 自然 消滅した ので、 価格 は 再び 自由 体系に 復 し、 セメン 

ト販 几 協会の 設立 (昭和 五 年末) を 見る まで 存続した。 

(三) 協定 価：；：^ 

^  W  ^  セメント 販光 協会 結成に 伴って、 価格 体系 は 自由 価格から 協定 価格に 移 t: し、 協定 価.？^ 休 系よ、 おおむ c<昭 

和 卜 五 年 二月まで 約 十 年間 存続した。 セメント 販売 協会に よる 協定 価格に は、 標準価格と 巾へ：： ig 段との 二つが 

あった。 標準価格 は 重要産業 統制 法 (昭和 六 年 四月 一 日 公布、 问年 八月 4- 一  曰 施行) の 規定 (四 五 九 頁 注 参照) 

に 基き 、当時の 所管 官庁た る 商工 省に 届出て いたが、 一般に は 公表され なかった。 この 標準価格の 意義ない し 

性格に ついては、 若 U- 説明す る 必要が あるので、 左に 昭和 七 年 四月 4" 五日 関東 セメント 販壳 協会 第五.^ 六 回 決 

議を げる。 

^に^ ョ リ 標準価格 発表 可否 照会 回答 ノ件 

某官〕 h ヨリえ 竹 一一 対シ 届出 価格 ノ問合 セァリ タル ニッキ 商.， ヨリ 「奠 一一 届出 テ タル 標準価格 ノ 発表 差支ナ キ 

ャ」 ノ 照会 ァリ 大要 左記 事情 ヲ 附記 シ 発表 セラ レ タキ 11" 申出 ヅル コ トニ 決定 ス 

標準価格 ハ 取引 価格 決定 ノ 目安 二 シ テ 実際 取引 二 於テ ハ 取引 数量、 取引 条件、 先行 見込 等ヲ考 盧シ標 it 価格 一一 コ レ 

等 特殊事情 及 商況 ヲ 加味 シ 取引 価格 ヲ 決定 ス 従ッテ 両 価格 ハ 必スシ モー 致セス 多少 ノ 差異 アル ヲ免 レサ ル モノ ナリ 

尙 商工 省-一対 シ 今後 モ 標準価格 ハ 可成 発表 ヲ差控 へ ラレ タキ モ 発表 ノ 必要 アル 場合 ハ 一 般 需要 先 力 標準価格 ノ意 

義ニ ツキ 誤解 ヲ抱カ サル樣 右ノ趣 ヲ附ケ 加 へ 発表 セ ラレ タキ 併 セテ中 出 ツル コ トニ 決.： 止ス 

右に よって 明らかな ように、 標準価格 は 取引に 際し 標準と なる 目安 価格で あるが、 この！. l^er 而：^ よ、，' かよう 


第 八 章 価  格 

第一 節販 壳 価 格， 

第一 セメント 価格 体系の 変更 

既述のと おり、 わが国 セメ ント 工業 は 官営 時代 ！ > 民営 揺籃 時代 —I > 群生 時代 —1 >自 、王統 制 時代 —I ,>{:2 治統 

制 時代 を 経て、 昭和 一 一十 五 年 一 月から 再び セメント 聯合 会 結成 前の ような，：：： 由 態勢に 立ち W つたが、 これに 伴つ 

て セメン トの 価格 体系 も專 売価 格 —ー > 自由 価格 ！ > 協定 価格 n ふ 統制 価格 ！ > 自由 価格と い う 変遷 をた ど つ た。 

(一) 専 売 価 格 

專売 価格  一般に 亩 H 冗と は、 国家の 法律 的 独占の 形態で、 ある 種の 財貨の 生産 及び 販売の 全部 または 一部 を 独.^ する こ 

と を 言い、 専売品の 販売価格 を亩 H 冗 価格と 呼んで いる。  — 

官営 時代に おいて は、 既に 述べた ように、 東京 深 川の 官営 工場が 唯一 の もので あり、 もちろん 法律 的專 売で 

はな か つ たが、 その 販売価格 は 定価 払 下げ 価格で あつ たので、 価格 休 系と して は W マ^ 価格に 屈する ものと 言え 

よう。 

(二) 自 由 価 格 

自由 価格 自由 価格と は、 いわゆる 競争価格 である。 大正 十三 年 第一 次 セメント 聯合 会が 結成され るまでの 民営 揺籃期、 

群生 期 時代の 販売価格 及び 第一 次 セメント 聯合 会 結成 約 一 年後から 昭和 五 年 セメント 販売 協会の 結成に 至る ま 

第 八 章 価  格  四 五 五 


第 七 章 市場 及び 販売機 構  叫...^四 

いて、 二；^ 以 卜-がー つの 製品 をめ ぐって 不当 競争 を 行う 弊 を 防止す るた めに 役立つ 方式と 首 えよう。 

委^ 販 K ル制^  にこの 方式が 進展して 委託販売 制度が 採られた。 これ は、 そのつどの^ 況に とらわれる ことなく、 毎月 一 

定の 数量 を 総 代理店へ 出荷して 置き、 その 時々 の 市価に よって 自由に 販充 させる 方式で、 ここまで くれば 全く 

本 支店の 阅 係に 近い 取引と 云 つ てよ かろう。 

戦前に おける 浅 野 輪 出 創始 以来、 各社 ともおお むね 以上の 販売機 構に よって 市場 を 開拓して きたが、 野 社 も 第二次世界大戦 

1  前にお いて は、 総 代理店 方式 を 原則と すると 共に、 日本 商社に 対して は 更に 一社  一^ 場 主義 をと り、 Jt£ 躍 すべ 

き 市場 を 各 代理店 ごとに 割当てて いた 点に 特色が 見られる。 


輸出の 取引 形態 


代理店 方式 


輸出の 建値 


総 代理店 方式 


ら 完全な 資料がない ので、 ここに は、 信ずる に 足る 昭和 六 年から 十四 年までの 実績 (第一 七 五 表) を 掲げる に 

止め、 大戦 後の 実績 (第 一 七 六 表) と 比較して 市場の 変転 をう かがう 資料と しょう。 

四、 輸出の 販売機 構 

輸出 取引 は、 国 を 異にする 取引で あるた め、 国内の 取引に 比べて はるかに 複雑な 形態 をと る ことが 多い。 す 

なわち 生産者と 最終 需要 者と が 直結す る 場合 は ほとんど 稀で、 通例、 生産者 側に は 輸出 業者、 需要 者 側に は輸 

入 業者が 介在す る。 しかも、 一 つの 商談 をめ ぐって それらの 輸出入 業者が 数多く 活躍して、 そのために 商談 そ 

の ものが 紛糾す る 場合が 極めて 多い" セメントの 場合 もこの 例に 漏れず、 特殊の 取引 を 除いて、 大部分の 取引 

を 輸出 業者の 活動に まつの が 普通で あるが、 輸出 業者の 数 を 制限して 取引の 紛糾 を 避ける ために、 由来、 代埋 

店 方式 (agency  system) が 採られて きた。 

これ は、 海外の 輸入業者との 商談、 契約、 船 積、 代金 回収 等の 貿易 手続 一切 を、 輸出 代理店と して 指定した 

少数の^ 力な 日本 商社に 任せる 方式で ある。 第二次世界大戦 前、 三菱 商事 株式会社が 磐 城； 品 を 扱い、 三 井 物 

産 株式会社が 小 野 田 社 品 を 取扱った 事例 はこれ に 当てはまる わけで ある。 

この 代理店 方式に よる 場合に は 普通、 セメント 業者 は 代理店に F  •  0  •  B  (本船 乗 渡し) の 什 価格 を 与え 

代理店 はこれ に 運賃、 保険料 を 加えて、 C  .1  .F  (保険料 運賃 込み) 価格に^：；直し、 海外 商社と 商談 を 進め 

るので ある。 

このほか 特殊な 取引と して、 総 代理店 制度 (sole  agency  system) が 採られて きた。 これ は 海外の 特定 輸入 業 

者 を その 地域の 総 代理店と して 指定し、 需要 者に 販売させる 方式で ある。 この 方式で は、 総 代理店 は 指定 者の 

製品 以外の 製品の 輸入 は 一切 行わない し、 反対に 指定した セメント 業者 は、 総 代理店 以外の 商社に 対して は 全 

然 輸出で きないと いうお 互に 一社 対 一社の 信義に 基礎 を 置いた 友好的、 紳士的な 取引であって、 一お 地域に お 
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(第 174 表）  セメ ン ト 輸出 高  （単位 瓲） 


出 


四 
五 


年 度 別 

全社 輸出 高 

浅 野 社 輸出 高 

年 度 別 

全社 輪 出 高 

浅 野 社 輪 出 高 

U 月/ HZ ソ牛 

1,391 

个 

大正 14 

1925 

142,877 

123,865 

30 
_><J 

1897 

562 

ノし 

1926 

238,147 

188.843 

21 
J 丄 

1,262 

2 

1927 

302,433 

205,652 

J ム 

18Q9 

2,738 

不 

3 

1928 

299,254 

192,053 

^3 

1900 

9,034 

4 

1929 

389,966 

234,863 

1 QQl 

10,666 

1930 

589.645 

266,200 

2,5 

1 902 

13,676 

詳 

6 

1931 

449,877 

194,377 

ス 6 

1 QQ3 

24,996 

1932 

394,453 

177,983 

XI 

1 Q04 

23,401 

8 

1933 

386.339 

141,261 

ス 8 

1 Q05 

18,928 

9 

1934 

247,513 

105,039 

39 

1 Q06 

59,428 

3.447 

10 

1935 

550,386 

193,325 

40 

1 Q07 

32,844 

11 

1936 

497,348 

169,261 

41 

1 908 

33,616 

12 

1937 

596,605 

237,199 

4 フ 

1 Q09 

43,795 

13 

1938 

397,750 

157,821 

43 

1910 

53,093 

14 

1939 

318,248 

160,228 

44 

1911 

12,151 

不 

15 

1940 

219,286 

73,473 

大正 元 

1912 

8,750 

16 

1941 

79,820 

76.864 

2 

1913 

26,776 

17 

1942 

15,030 

5,033 

3 

1914 

44,829 

詳 

18 

1943 

15,665 

4,425 

4 

1915 

120,093 

19 

1944 

170 

1916 

115,811 

20 

1945 

6 

1917 

90,204 

21 

1946 

1918 

154,915 

22 

1947 

4,000 

500 

8 

1919 

171,498 

47,416 

23 

1948 

140,046 

29,664 

9 

1920 

198,149 

70,776 

24 

1949 

485,638 

81,928 

10 

1921 

169,982 

64,013 

25 

1950 

575,239 

119.244 

11 

1922 

104,059 

51,086 

26 

1951 

1,075,384 

288,197 

12 

1923 

53,943 

32,499 

27 

1952 

950,626 

214,400 

13 

1924 

78,655 

74,057 

1=1  ST 

1 11,040,990 

(備考 ） （1) 全社 輸出 高の 中 1896 年〜 1908 年 大蔵省 外国 貿易 年表に よる。 

1909 年〜 1939 年 「浅 野セメ ン ト 沿革' 史」 による。 
1940 年  曰 本セメ ン ト 輸出 組 介の 調査に よる。 

1941 年〜 1944 年 小 野 田セメ ン ト株式 会お: の 調査に よる。 
1947 年〜 1952 年 日本 セ メ ン ト 輪 出 協会の 調査に よる。 

(2)  浅 野 社 輪 出 高の 中 1919 年〜 1952 年 日本 セメント 株式会社の 調査に よる。 

(3)  浅野ネ t は 上 iii の ほか 1892 年 626 瓲 （^400 ボン ド 入り 3,450 櫸） ゥ ラ ジォ 向け。 

1896 年 1,270 瓲〜 1,452 旌 M00 ポンド 入り 7,000〜8,000 樽） ゥ 
ラ ジ才 向け 輸出 を 行って いる。 


第 七 11:- 市場 及び 販売機 構  四 五 〇 

ての^ 場が 売手 市場と 化する に 至った。 このため 昭和 二十 六 年 は、 輸出 m 始 以来 空前の 輪 出 セメント ブ —ムを 

現出し、 価 挤も逐 月 h 界 して 実に 年間 百万 瓲を こえる 驚異的な 記録 を 樹立した ので ある。 

英領 地域の 輪 入 制  更に 翌ニ 十七 年 は、 この 余勢 を 駆って 一段と 上 仲す るかに 兄え たが、 世界情勢 はまた また 反転し、 この 5 兄 

も 次第に 崩壞 しはじめた。 すなわち 世界 各国の 採って きた 準 戦時体制 は、 必然的に 戦略 物資の 過 剌輪人 を 見、 

その 結？ 4 としてな 易 卜-の ァ ンバ ラ ン ス から 為替の 危機 を 招来した。 特に イギリス を 始めと する ボ ンド 葡^ S こ 

おいて は、 二十 六 年後 半から その 危機 は 深刻 を 極めてき た。 そこで、 危機 打開 策と して 輪 人 制限、 あるいは 物 

資 によって は 輸入 禁止の 措置 を 採らなければ なら なくなり、 ついに イギリス 本国に おいて は 二十 六 年末に、 ま 

た イギリス 連邦 諸国に おいて は 二十 七 年に 入 つ て 輸入制限 措置 を 発表した。 

二十 八 年度の 輸出 は、 この 落 調 を 見込んで、 世界の 政治 経済 情勢に 変化がない 限り、 約 八十 万瓲と S1, 想され 

ている。 

^  需  ここに、 戦後の 特殊 取引と して、 いわゆる 「特需」 を举げ なければ ならない。 これ は、 アメリカ 占領軍 (講 

和 後 は アメリカ 駐留軍) の 付に よる ものである。 すなわち、 朝鮮 動乱 以後の 対 共産 国 軍備 州と しての セメン 

トの買 付で、 朝鮮 戦線 並びに 沖繩 基地 用と して 大量の もの を 買 付けて いる。 その 買 付 方式 は、 すべて 入札 制度 

を 採り、 これに 対して は、 各社が 代理店 を 使わず 直接 入札に 参加し、 毎月 恒常的に 納品 を 続けて いる。 この 買 

w は？ 5^ 備を 背景と している ものであるから、 、水久 に 続く という もので はなく、 国際 間の 微妙な 政： &农； ^こよつ 

て 左右され る ものであるが、 ここ 当分の 間 は 続く ものと 見られて いる。 

三、 実 繽 

輸出 開始 以来 今日までの 輸出 実績の 記録 は、 年度の 取り 方に よって. 区々 の ものが 見受けられ るが、 その 中の 

一 つ を 示す と、 第一 七 四 表のと おりで ある。 また 仕向 地 別の 実績に ついては、 昭和 初期 以前の もの は 残念な が 


ので、 昭和 二十 三年 六月 一 曰、 製造業 者 及び 輸出 業者 を 会員と する 「日本 セメント 輸出 協 八. ム」 が 生れた。 この 

協会 は 輸出 振興の ための 調査 研究、 官庁 諸 団体へ の 意見 具申 並びに 業者の 親睦 を 図る 機関で ある。 

自由 贸 易の 再建  二十 四 年に 入って、 イギリス 本国の ボンド 三 割 切- トげと イギリス 属領の 平価切下げ によって、 前途 を 憂盧さ 

れ たが、 輸出 手続の 簡素化、 諸 法規の 改廃な ど 一連の 貿易 振興 政策が 採られた ため、 ようやく IS 況を 取り もど 

し、 輸出 量 は 前年度の 三倍 以上と なった。 (二十 三年 度 一四 〇、〇 四 六瓲に 対し、 二十 四 年度 四 八 五、 六 三 八瓲) 

しかし 市況 は 必ずしも 良好で はなく、 世界的な ドル 不足、 ボ ンド 切ドげ による イギリス：： i の 進出 等に よ つ て、 

輸出 価格 は 漸落の 一途 をた どった。 この セメント 輸出の 不振 は、 とりもなおさず 日本の 輸出 全般の 不振 を 物語 

る もので、 ついに 抜本的な 貿易 振興 策が 要請され るに 至った。 連合軍 総司令部 は、 九 に才 —モンド • フリ ー 

ル (ormond  Frelle) を 団長と する 国際 貿易 顧問団、 及び 西独 合同 輸入 機関 理事長 ウイリアム •  口 ー ガン (William 

T.  Logan) を 招き、 日本 贸 易の 診断 を 求めた 結果、 「官吏 統制の 排除、 ，31 由 民 問 貿易へ の 移行」 を： ^取 良の 解決 

策と するとの 断定 を 下した。 その 結果、 政府 は 世界 物価の 変動に 即応す るよう、 まず フロアプライス 制度 (序 

編 下 第 八 章 価格 四 五 五 頁 参照) を 廃， し、 輸出 は 二十 四 年 十二月 一 日から、 輪 人 は 二十 五 年 一月 一 日から 全く 

の 自由貿易 とする ことと な つ た。 

セメント において は、 一一 十五 年 一月 一日 統制 撤廃と 共に 自由貿易に 転換す る ことと なった が . ^外の け：？^ 力 

んば しからず、 三月に は 輸出 価格 も ついに 十二 ドルと い う 戦後 の 底値 を 出した。 朝鮮 動乱 後 価格 は 漸騰 したが 

年末に 至る もな お 十四 ドルの 線で 低迷した。 二十 五 年度の 実績 は、 幸に して 前年 度を越え る ことができ たが、 

採算 的に は 全く 問題と ならず、 出血 輸出の 一 歩 手前にまで 追 込まれて いたと い つても 過. 一 n ではなかろう。 

朝鮮 動乱と 輸出 二十 五 年 六月の 朝鮮 動乱 を 契機と して、 世界 各国 は大 軍拡 景気に 突入し、 欧米 セメント 生産 国に 輸出 抑制の 

傾向が 現われて きたので、 セメント 市場 は、 きそって 曰 木に 給源 を 求めた 結果、 二十 六 ハヤに 人り ほとんど すべ 
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に 基き、 輪 出の 数：： M  • 価格. 輪 出 手続 等 全般に わたる 業 5^ 統制の 権限 を 付 年され、 ：^,:^ 地 も、 関満 支の ほか、 

is 印 • い にまで 統制 権 を 持つ にせ つ たい 

これに 加えて、 昭和 十三 年 七月 以来 企画 院が 行って きた 物資 動員 計画が、 十五 年 四月に 至り セメント も その 

対象と して 包含す る ことにな つたた め、 組 八 II の 統制 は史に 一 段と 強化され る ことにな つた。 

かくして、 セメントの 輸出 も、 ついに 国家の 統制経済の 枠の 中にはい る ことと なった が、 ^に 輸出品の 援蔣 

路 への .ぉ 輪 出 を 防. する 政府の 方針に 従い、 南？^ 方面 向け 輸出が 大幅に 制限され る ことと なり、 い ヒハ屮 以降 は 

渗擔 たる 実績に 終った" もっとも、 この 制限 措置が 仮り になかった としても、 既に 昭和 十二 年の 曰 華 事変 以来 

国家 絰济は 漸次 戦時 休 制へ と 移行し、 軍需産業の 増進と 共に、 セメント は 资村難 • 輸送 難から して 生産が 漸減 

し、 国内需要 にさえ 事欠く ようになって いたので、 輪 出 突 緒が 举ら なかった の は 当然であろう まして 十六 年 

の 太平洋戦争 突入 後 は、 輸出 は 全く 考慮の ほかにお かれなければ なら なくなり、 大戦 末期に おいて は 国內生 

産 自休も ほとんど 窒息 状態と な つ て、 二 卜 年の 終戦 を 迎える 運命と な つ た。 

戦後の 輪 出 終戦後の 経济界 は、 非常な 大；^ 乱 を 極めた が、 アメリカの 積極的な 援助と 国民の n 家 再興の 強 籾なな^ 欲と に 

よって、 混迷の 虚脱 状態から 想 外に 早く 脱却し、 昭和 二十 二 年 四月に 政府 間 貿易が 再開され、 絞いて 八 n: に 

は 国家 統制に よる 民間 貿易 も 開かれる に 至って、 セメントの 輸出 も 再び 陽の 目 を 見る ことと なった" これより 

. 先、 業者 間に は 輸出 振興 を 図る ために、 業者の 研究 団体 を 設立す る 機運が 高まった が、 かっての 「曰 木 セメン 

ト 輸出 組合」 は 既に 自然 解消して いたた め、 二十 一年 末、 新たに 「セメント 輸出 協会」 を 結成した C しかし、 

これ は 曰なら ずして 解消し、 なんらの 実効 を 収め 得なかった。 こえて 二十 二 年、 連合軍 総司令部 並びに 日本 政 

府の 輸出 貿易 推進の 政策に 伴い、 セメント 輸出 も 次第に 活発と なった。 二十 三年に は、 輸出 工場の 指定、 輸入 

オイル コ —ダスの 兄 返品と しての セメントの 輸出 計画の 発表 等に より、 再び 業者 団体の 結成が 要請され てきた 
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ところが、 当時の 「日本 ポルト ランド セメント 輸出 協会」 は、 自主 統制 機関であった ために、 商工 省の 指定 

すると ころと ならな か つ た。 

そこで セメント 業者と して は、 新 機構に よる セメント 業者の 組合 を 設」： 一す るた め、 「日本 ポルトラ ン ドセメ 

ント 輸出 協会」 を 発展 解消し、 昭和 十五 年 三月 二十 五日、 「日本 セメント 輸出 組合」 を 結成して 商工 省の 指定 

機関と なった。 この 組合 は 当初、 関満支 向け 輸出の 承認の み を 権限と する もので あつたが、 もに ド五年 並びに 

十六 年の 商工 省 告示 (昭和 十五 年 七月 十日 商工 省 告示 第三 五三 号、 昭和 卜 六 年 七月 九 口 商に^ 告ボ第 六 〇〇 号) 
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八；.^ に は、 滴 州 国 承認 をめ ぐる 日本の 国際 聯 §r 脱退^ 題、 熱：！： 進出 等の, 件が 相次いで： 1^ り、 卞 国の 排 

日 は 一段と 強くな つた これに 加えて、 アメリカの 金 輸出 禁止 措置、 日印 通商 条約の 廃棄、 フ イリ ヒン. ハ 

ワイ • インド 等の フラッグ . 口—  (Flag  Law すなわち 「自国の 旗の ひるがえる ところ はすべ て，： H 国 製品で」 

という 捉， } による 外国 品 排斥 並びに ダン ヒン グ税 賦課 問題、 屮 国の 関税 引上げな ど、 極めて 多くの 悲， 觀村 料が 

跡 を 絶たず、 前途 全く 暗澹たる ところへ、 史に蘭 印の 輸入制限の 影響が 意外に 大きく、 輪 出 は  一.^ 後退 をお 隨 

なくされる 状態に 立 至った。 これら 排日 货の 原因 は、 曰. 4 の 3 略 政策に 対する 政治的- もあった が、 しばし 

ば 述べ たと おり、 什 向 地の 市価 を 無視した 日本 品の ダン ビ ン. ス から 国. k: 工業 を 防禦しょう とする 経済的 報復の 

意 同 も あ つ た。 

^メ ノト 輪 出の 統  ここにお いて、 まず この 藺印 問題に 対処す るた め、 セメント 業者の 間に 輸出 組合 結成の 機 〔迚が 起った が、 た 

また ま 日本 政府と 蘭 印 政府との 仲介に より、 蘭 印 パダン 社との 間に 出荷 協定 をし なければ ならぬ 必要に 迫られ 

たため、 昭和 八 年 九月 「蘭 印 向 セメント 輸出 協会」 を 結成して 各- tl^ の 出荷 比率 を 定めた •」 これが わが 国 セメン 

ト 輸出 統制の 創始であろう。 最初に 定めた 出荷 比率 はつ まびら かで ない が、 十二 年から 十六 年までの 比率の. お 

録は 第一 七三 表のと おりと なって いるり 

次いで 昭和 八 年 十二月、 全般的な 輸出の 自主 統制 を 目的と する 「日本 ボルト ランド セメント 輸出 協会」 が設 

立され た。 この 協会の 結成 は、 これまでの ダン ヒング の 惨禍に かんがみ、 各社 間の 不当 競争 を 排除し、 適正な 

輪 出 価格 を も つ て 海外市場の 維持 を 図る にあつ たこと は 言うまでもない。 

戦 ゆ 統制 日華 事変 勃発 以来、 国内経済 は 戦備 拡充の ため 戦時体制 を 採る の やむな きに 至り、 昭和 十四 年に 人って、 日 

本 政府 は 関東 州 • 満州国 • 中華民国 向け 貿易の 調整 を 図る 必要に 迫られ、 同地 域 向け 輸出 は 商工^の 指定 団体 

の 承認 を 要する ことと した。 (昭和 十四 年 九月 一 一十 二日 商工 省令 第五 三 号 「関東 州 満州国 及 中華民国 向 輸出 調 


元来、 セメント 聯合 会 は 満州 向け 出荷に 対して は 特例 を 設け、 「南満 州 鉄道 付属 地」 は 日本 内地 扱いと し、 そ 

れ 以外の 地区 は 輸出 扱いと していた ので、 七 尾 社の 一手販売 をして いた 三菱 商事 株式会社 は、 吉会線 工事 用と 

して 満 鉄から 一 一、 五 〇〇 瓲の買 付が 出る こと を 探知し、 七 尾 社と はかり、 安 を もって 全数 を 内々 に 受注し 

た。 この こと は 満州に 最大の シェャ —を もつ 小 野 田 社 をいた く 刺激し、 二月 十五 曰の セメント 聯合 会 総会に お 

いて 大 問題と なった。 論議の 結果 は、 小 野 田 社の 主張 を 容れ、 係争の 問題 は 別途 解決す る ことと し、 以後 満州 

全地 域 (南満 州 鉄道 付属 地 を 含む) を 内地 扱いと する ことに 申 合わせ、 話が まとまった" 

ここにお いて、 七 尾 社 は 契約 取 極め 済の 事実 を 告げて 除外例 を 求めた 結果、 三月 三日 以前の 既成事実 につい 

て は 不問に付す ことに 決定し、 補充 生産 を 承認して 一応 この 問題 を 打 切った。 一方、 満州..： 1： け 出^ 取扱 機関と 

して 「満蒙 セメント 販売 協会」 を 設立し、 三月から 十一月に 至る 九 力 月間の 満州，： 1： けの ものに ついては、 地 

扱いと する ことに 一応 決議した が、 問題 はむし 返え され、 最終 決定に おいて 輸出 扱と なった U 次いで 各 补の輸 

出 比率の 策定 を 行う に 当り、 小 野 田 社 は、 出荷 比率 九 〇％ を 主張し、 他-化 はき そって 反 意 を 表わした ので、 小 

野 田 社 は 論点 を 変え、 「満州国 所在の 大連 工場 は 外地 工場と して 聯合 会の 統制 外に あ つ て， ii: 山 操業 を 行 つ て も 

よい」 と 主張し、 八月 十六 曰に 大連 工場の 脱退 届 を 聯合 会に 提出した。 聯合 会 はこの 届餘： の 受理 を 拒-めし、 妥 

協 策と して 満州 向け 輸出の 補充 生産 は、 特に 各社と も 三 〇 い 1 とする ことに 決定 を 見た U 第三 次 セメント 聯合 会 

の 成立に 際し、 小 野 田 社 は 増産 中止 措置に 反対 を 表明して 脱退した が、 その 衷に は、 これらの 満州 ^題に 対す 

る 不満が 遠因と な つていた。 

満州事変の 影響 これより 先、 昭和 六 年 九月に は 満州事変、 更に 翌年 一月に は 上海 事変が 勃発した。 この 二つの ^変によ つて 

排日 貨の 傾向 は 益々 強くな り、 ついに 上海. 香港 • 広 東方 面との 貿易 は 杜絶の やむな きに. やり、 輸出 C ぼ はユ激 

に 低下した。 
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本^^輪出セメ ントが海外にぉぃて乱ぃ.兀競争をするので、 輸入 国 は 自国の セメント 会社 を 保護す るた めに、 本邦 セ 

メント に 対し、 渐次 高率な 輪 人 関税 を 重 加しょう としてい る- ただ セメント のみに 重 加す る わけに はいかず、 本邦 

輪 出：： i 全体に 対しても 陚 しょうと している セメント 会社 は 国策の 上から みて、 海外！ 打ちの p^」 兀 競争 を 慎し 

むた めに、 輪 出に 統制 を 実施せ よ： 

?i  ^ 印度  この， 告に对 しても 業お は 了 M に 反せの 色な く、 ダン ヒング は 依然として 継続され た" 昭和.：. 1:,^」 ハ =： に ザ-り 

C 収 人の 輪 出； 地で ある is 領束 印度 (現^の インドネシアで、 当時 この 地域に は 全 輸出 量の 三分の 一 を 輸出し 

ていた) の 取 wx.^ から 次の 飛電に 接し、 さすがの 業者 も 愕然として 色 を 失った、 

^< 戒來 印度 唯一 の セメント 会社で ある バ ダン 社 は、 日本 品の ダンピングに 会い、 ii 鎖せ ざる を 3^ ない ほどの 悲境 

に 追 込まれた 結果、 蘭 印 政府 はこれ を救济 する ために、 全 輸入業者 を 招集して 政府 員 立 会の もとに パダン 社と 輸入 

業者との 間で、 曰 本 品の 輪 入 制限の 協定案 を 作成 中 

続いて 印 政府 は、 次の 対案 を 可決し、 即日 実行に 移した。 

一、 六月 二十 八日から 九月 二十 七日までの 三 力 月間の 日本 国 セメントの 輸入 許可 欽量を  一 二、 七 五 〇 瓲 までとす る。 

(編 注— この 数量 は 従来の §： 分の 一 に過ぎない。) 

二、  .^.^.F される 輸入 は、 七月 七日 以前の 積 荷に 限る。 

三、 輸入 ライセンス ド付 手数料 は、 2 取 高 従 価 二分 五 厘と する。 

かくして、 南方 方面への 輸出 は 激減して いった。 

満  州 補充 生産 制 は、 更に 市場 を 転じ、 七 年に 至って 新たな 波紋 を 業界に 投げ かける ことと なった。 それ は、 同年 

一月に 出た 南満 州 鉄道 株式会社の 吉会線 (吉林 ~ 会 寧 間) 工事 用 セメントの 引合 をめ ぐって、 この 出荷 は 輸出 

として 扱う ベ きで はない と 主張す る 小 野 田 社と、 輸出で あると して 補充 生産 を 要求す る 七 尾 社との 問に 意見の 

衝突 をき たし、 これに 端 を 発して、 業界に 空前の 大波 乱 を まき 起した" 


補充 生産と ダ ン ピ 

ング 


フ 


外務 • 商工 両 省の 

警告 


高に よる ブ— ム もやが て 解消し、 その 反動に よる 大 暴落 は 奉 天 票 の 惨落 を 招き、 セメントの .ぉ 要 は 激減し て 憂 

慮すべき 事態に 直面す るかに 兌え たが、 昭和 二 年、 関東庁 • 満鉄にょる大連上水道 • 奥地；^^鉄道等の大ロ需要 

が 起り、 五 年まで は 一応の 好調 を 収め 得た。 しかしながら この間、 中国の 動乱 は 依然として 続き、 ^に 济南事 

件 勃発に 基く 曰貨 排斥、 北 軍 敗退に よる 北満 市場の 混乱 等に より、 幾多の 苦汁 をな めながら、 相当の 輸出 量 を 

確保した こと は 銘記し なければ ならない。 

昭和 五 年、 海外市場 における ダンピングの 問題が 発生した。 すなわち 棠界の 生産 を つかさどった 聯合 会が、 

輸出 興 策と して 生産 制限 外の 特別 生産 (補充 生産と 称した」 を 認めて きた 站果、 輸出 振興 上 大いに 益す ると 

ころが あつたが、 反面、 輸出 競争の 激化 を 見、 昭和 五 年に は甚 しい ダン ヒング によって 価格の 惨落 を 来した „ 

当時の 主な 輸出 市場 は、 北支 •  ^支の ほか、 マレ—. 英領 印度 • 蘭領 東印度. フ イリ ヒン 等であって、 各市 場 

とも 外国 品との 競争 も 激烈で あつたが、 それに も^して、 日本 品 相互の 競合 はまこと に 深刻 を 1$ め、 各^ 場 か 

ら 次第に 排斥 を 受ける に 至 つ た。 

すなわちまず この 年 (昭和 五 年 )、■ フ イリ ヒン において、 日本 品の ダン ヒング に わざわいされた リザ— ル 及び 

セブ の 両セメ ント 工場が 非常な 苦況 におち いり、 フ ィ リピ ン 政府に 救援 を 求めた- セブ 工場 は 官営の 工場で あ 

つたた め、 政府 は 直ちに これ をと り 上げ、 保護 政策と して 卜 H から セメント 輸入税 を 一 举に三 *| 口 方 引上げた。 

この 措置 は、 その後 セメント 以外の 商品に も 付随 的に 逐次 適用され たため、 わが 1; の セメント 業者 は 他の 輸出 

業者から 猛烈な 非難 を 受ける に 至った。 次いで 六 ~ 七 年 ごろに なって、 南方 諸国 も 漸次 日本の セメントに 対す 

る絰济 鎖国主義 を 採り 始めた が、 日本の 業者 はこれ に対して も、 依然 競合 を 繰 返え し、 み どろの 進出 を 行つ 

た。 

よって、 外務. 商工 両 おは 次の ような 趣旨の 通牒 を 出して、 業者の反^を促すに；^^ つ た-. 

第 六 節 輪  出  1: 四 三 


ピ ン 


日^^戦争の影響 


第 七お 市場 及び 販充 機栴  M 四 二 

=に-^戦卞の^^顿： 日 f;^ 戦争に よって、 船 股 は^ 迫 を 告げ、 運賃の 暴騰 をき たし、 ー举 にして 曰清贸 易は頓 f,- した この を 

ぬって、 ダリ —ン. アイ ランド 社 品と 欧州 品と は 漸次 勢力 を 得て、 曰.； ^品 を 駆逐し 始めた」 戦後 は、 ：e 内の 好 

況 による； 3： 繰り W 難の ため 輸出 削減と なり、 低調 を 続け、 その後 新たに 膠 州 湾 方面のお E 島 築港 ェ_ ？.、 韓国の」：： 小 

ハ乂^^鉄道ェ事の需要に加ぇて、 旅 順 方面の 口 シァ 海軍の 需要が 起り、 逐次 実績 は 向 k してい つ た。 

日露 開戦の 結果、 国. S: の 軍 関係： 外の 諸事 業が 縮小され、 セメントの 国内需要 は 激減した。 ここにお いて、 

販路お 換策 としての 輸出 興 策が 講じられ たが、 その かい もな く、 明治三卜八，4^.度にはもに低ドするに.4:： つ た。 

しかるに 三 卜 九 年に 入って、 清国 *満. 韓の 諸事 業が にわかに 復興し、 八" が 殺到す るに 及んで 1^ 況を 取り 

もどし、 これに 加えて サンフランシスコ 大震災の 特報 は 一抹の 刺激剤と なって か況は 堅調と なり、 M: 年度の 灾 

結 は 実に 前年度の 三倍 以 卜-に 卜-仲した。 (三十 八 年度 一 八、 九 二八 瓲に对 し、 三十 九 年度 五 九、 二八 瓲)。 特に 

満鉄 関係の 需要 は 膨大で、 長期 問の 納入が 約乘 され、 前途 極めて 明るい ものが あった。 四.^ 年から 四 卜 三年に 

かけて 国内 市況が 沈滞 W に 入った にもかかわらず、 こうした 好材料の ため、 輸出 量 は 著しい 変動 もな く 推移し 

た。 が 他面、 明治 四 卜 一年の 銀 為替 急落に よる 香港 • 上海 方面からの 引合 低下、 グリ— ン. アイ ランド 社 並び 

に 海防 セメントれ との 競争 等に わざわいされた 苦難の 時代で も あ つ た。 

欧州 大戦 勃発 後 は、 新たに スラ バヤ • カル カツ タ 等への 新 契約 もで き、 大正 四 年に 至って 初めて 卜万瓲 台の 

記録 を 樹，. 仏した 「- その後 市場の 変転 も 八ホり られ ず、 実績 もたいした 高低な く 経過した。 

大正 十二 年に は、 中国に 国. r 動乱が 発生して 有力 銀行の 倒産 相次ぎ、 市場 はとみ に 悪化し、 十三 年まで 数量 

的に は： i: び ん だが、 同年 は 国 内的に 兄ても、 関東大震災 により 財界 は大 打撃 をこう むって 需要 は 仲び ず、 

況維 持の ため セメント 聯ん W 会 を 設置して 操短 措置 を 講ずるな ど、 まことに 危<^ 存. ：」 のハ 巾で も あ つ た-」 しかし 卜 

四 年？^ 十五 年に はまた 銀塊 相場が S 印騰 したので、 需要 増が 起り、 ® 勢 は 次第に 挽回され た。 しかし、 この 銀？ ^ 


^ 一  次 世界大戦と 

ぎ 1^ 場 


初期の 屮 Mwsr 


また、 セメント は 嵩高 品で あるた めに、 南方からの 食！！： 及び 工業 原料 輸入の 輸送に 当る 船舶の：； W えり を 高度 

に 利用で きる ものであるから、 船舶 界 に対する 貢献 も 大きく、 その 意味から、 セメント 輸出が、 わが国の 産業 

上に 占める 地位 は、 企業 的に も、 国民経済 的に も 重要な 意義 を もってい ると. 一一 さえよう。 

一一、 市 場 

中国 及び 南方 地域 日本に おける セメント 輸出の 統計的， 紀録 として は、 大蔵省 外国 貿易 年表に よる 明治 二十 九 年 (一八 九 六 年) 

の 一、 三 九ー瓲 がその 最初の ものと して 残されて いるが、 実際の 輸出 は遙 かに IE トく、 既に 明治 二十 一年 ごろ、 

浅 野 社に よって マニラの 築港 工事 用と して 出荷され たの を 皮切りに、 二十 三年に は、 小 野 田 社から 清国に 三十 

七瓲が 出荷され た 記録が ある。 以来、 天津. 上海 • 香港 二 之 I 不の 各地 方に^ 場 を 開拓し、 二十 四 年 ごろに は、 

浅 野 社と 小 野 田 社 並びに 香港の グリ— ン • アイ ランド 社が 三つ どもえ となって！！^ 烈な 価格競争 を 演じて、 市場 

の 獲得に 抂奔 している。 このほか 当時の^ 場と して は、 シン ガボ— ル • ォー スト ラ リア • アメリカ • ハワイ • 

セィ ロン. インド. シャム 等が 举 げられ るが、 著しくめ だった 実績 は 収めて いない。 その後 二 卜 七、 八 年の 日 

.  清 戦争の ころまで は、 年 ごとに 幾 変転が 繰 返え された が、 一応 これらの 市場が 主な 取引先であった。 

ゥ ラ ジ ォ 露領 アジア r ゥ ラジオ ：} への 輸出 もこの ころで ある。 明治 二十 四 年 ごろから ゥ ラジオ 軍港の 建設、 ウス リ I 

鉄道の 敷設、 ニコライ 船渠の 構築 等、 ロシアの 極東 経営が 始められ たが、 当時 ロシア 政府と して は、 鉄道に は 

自国 製品、 船 堤に は イギリス 製品の み を 使用す る 方針であった-」 たまたま？^^野社が浅野商店 (浅野物産株式会 

社の 前身) 代理 主任 寺 見 機 一 をして 提出 させた 見本が、 品質 優秀との 折紙 をつ けられ、 ゥ ラジオ 港 監督、 王 任 陸 

軍 大佐 イワノフの 署名 官印 付の 品質 優秀 証明書 を 下付され た ほどで あ つ た" かくして ロシアへ の 輸出の 道 は 開 

かれ、 二十 五 年 四月 以降 二十 九 年まで 数千 瓲に 達する 実績 を 挙げたが、 まもなく ロシア 政府の 国産品 使用の 政 

策が 強くな つたた め、 約 二 年余で 漸次 実績 は 減退して いった。 
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^七な 市場 及び 販 f 几 機構  四 四 〇 

セメント 輪 出の 意 セメントに， i は 輸出 産業で はない。 七十 年に 近い 輸出の 跡 を 顧みても、 輸出 高 は 全 生産高の 一割 前後で あり 

^及び 方針 

最高の 場合で も 二割 を 越える ことはなかった- しかし セメントの 輸出 は、 それが 純 国産品に よる 外 W 獲得 力と 

国内 か況の 調節 力と を かね 備えて いる ことによ つ て、 企業 上に 重要な 意義 を 持ち続け てきた。 

わが国の セメント 二 場の 分布 は、 立地条件の 関係から 東 曰.^ の 1^ 而 要地に 少なく、 比較的に 需 要の 少ない 四日 

本に 能力が 集中して いる- したがって" セ而 給の 均衡 をうる ために、 国内市場 に対して は 《！ e に 「•€ 品 莱進」 の M 動 

きがあり、 ^外 に対して は 「西 品^ 進」 の 荷動きが 現われる。 特に 「^進」 の 場 八：： に は、 い £ 方方. 曲からの 

鉱石 その他の 輪 送 船の W えり を 利 川す る ことができ るので、 ここに 決定的な 「南進 M」 が 形成され てきた わけ 

である。 

したがって 輸出 を 行う 製造業 者 は、 セメント 輸出が 本格的と なった 昭和 初頭 以来、 曰.； 4 に 工場 を もつ 日.^ 

(浅 野). 小 野 田 • 宇 部. 産業 • 豊 国. 大阪黨 業 等、 数 社に 限定され る ことと なった， • もし、 これらの^ 工場が 

輸出 を 行わない とすると、 工場 は 在 摩 過剰と なり、 これ を 無理に 国内^場に 振，： 1： ける 時 は、 供給 過 刺から^. 2： 

価格 を 低落させる ことにな つ たであろう。 

しかし 海外の. 小 は、 必ずしも HI 内の^ 況と 歩調 を 一にす る もので はない から、 不況 切 抜 策と して 輸出 を 強 

化すれば、 往年の 補充 生産に よる ダン ビングの ような 惨禍 を^く ことと なる" また 反対に、 国内の 好況に 没頭 

して 輸出 を おろそかに すれば、 やがて は 輸出 市場 を 喪失す る ことと なる ので、 輸出 数量 は 国. s: の 好況、 不況 を 

通じて、 ほぼ 一定の 範囲 を 持続す る ことが 望ましい。 

セメントの 輸出が、 国産品に よって 外貨 を 獲得 するとい う 役割に ついて、 初代 浅 野 総 一郎が、 「セメントの 

輸出 は、 曰.^ のにと 外国の 金貨との 交換で ある」 と宣 一一 一 K した こと は、 セメント 輸出の 性格 を 端的に 表現した 金 

言と いっていい であろう。 


第 六 節 輸  出 

一、 概 説 

一 

輸出の 歴史 わが国の セメント 輸出 は、 明治 二十 年代の 初期に 始められ、 以来 既に 七十 ハ 巾に 近い ハ巾月 を 経てい る。 一 

明治 二十 年代から 昭和 八 年に 至る 約 四十 五 年間 は、 業者の 自主的な 自由 輸出が 行われ、 浅 野 • 小 野 W の両 朴- 

が 主力 をな していた。 その後、 大正 十三 年 セメント 聯合 会が 成立して 以来、 地 市場の 不況 打開 策と して 生産 一 

制限 を 実施し、 輸出 数量に 対して は、 補充 生産 を 認める ことにな つた」 その 結果、 加盟 各- .iii は 輸出に 狂奔し、 _ 

さいわいに 輸出 高 は 上昇した が、 その反面 輸出 競争 は 次第に 激化し、 ついに は 不当 競争に よる ダ ンヒ ングに ま 一 

で 発展した.^ これ は 海外市場に 非常な ショ ッグを 与え、 まず 蘭 印との 問に 出荷 協定 を 結ばねば ならぬ ことと な 

り、 昭和 八 年 秋) J ろから セメ ント 輸出に 自主 統制 を 行う ことと な つ た。 

昭和 十二 年の 日華 事変 以来、 国家経済 は 次第に 戦時体制に 移行し、 セメント 輸出に 対しても、 十四 年 秋から！ 

政府に よって 関満支 向けの 輸出 統制が 行われる に 至って、 国家 統制 時代と なった が、 戦争 激 列-: を.^ える と共に 

輸出 は 事実上 不可能と なった。 この 体制 も 昭和 二十 年の 終戦に よって 幕 を 閉じた が、 戦後、 一般 産業が 虚脱 状！ 

態に おちいる と共に、 セメント 輪 出 も 一時 全く 杜絶す るに 至った。 

戦後の 貿易 は、 まず 政府 間の 貿易に よって 再開され、 セメント 輸出 も 昭和 二十 二 年 秋から M 家 管理 貿易と し 一 

て 開始され た。 しかし この 体制 は 実情に 適応し ない 点が 多く、 種々 の 批判 をこう むった ので、 政 W は いわゆる- 

口 ー ガン 構想に よって 二十 四 年末 国家 管理 体制 を 打 切った。 二十 五 年 一月 セメントの 配給 統制 撒^に 伴い、 セー 

メント の 輸出 は 11： 月 以降 完全な 民間 貿易に 移った。 このように セメントの 輸出 は、 発祥 以来 五つの 段階 を 経て. 

現在に 及んで いるが、 この 激しい 移り 変り の W 間 を 通じて 輸出の 意義 及び 輸出 数量に ついて 述べ てみ よう 
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第 七 ii^ 市場 及び 販 K 儿 機構  四 三 八 

ぞれの 需要 部門の 主務 官庁 (需要 者の 事業 を 所管す る {に 庁) へ 配当 数 を 通知し、 "お 要 部門の、 王務 {nn 庁 はこの 配 

当 数に 基いて、 需要 者へ 割当 証明書 を 発行、 需要 者 は 割当 証明書 を セメント 製造業 者、 または 販 K 儿業 者に 提示 

して セメ ントを 購入す る ことと なり、 したが つ て 需要 者 団体の 割当 権限 はなくな つ た。 

なお 小売 業者 も 商工 組合 法の 失効に 伴って、 先に 結成した 都道府県 別 小^商 業 組べ ：！ を 逐次 解 休し、 卸売 業者 

のド. W として 復活した」 かくして 製造業 者の 販売部門 • 卸売 業者 • 小売業者は昭和十五ハ巾以米ヒ3^ぶりに販せ儿 

機関と して：^ 場に 再び 登場す るに 至 つ た。 しかし 三 井 物産 株式会社 . 三菱 商 株式会社 等の 一 手 販売 業者 は 占 

領： 車の 独占 禁止 政策に より 排除され、 再 登場 は 不可能と なった ので、 統制 前まで これらの^, 化に 品の 販ぃ： 儿を 

委託して いた 製造 会社 はすべ て 直売 制 を 採る に 至 つ た I」 

(ホ： ) 現 況 (昭和 二十 五 年 一月 以降) 

セメントの 配給 統制 及び 価格統制 は 昭和 一 一十 四 年 十一 一月 末日 を もって 終り、 一 一十 五 年 一 月から は 完全な 自由 

轻济に 人った ので、 製造業 者の 販売部門. 卸売 業者. 小売 業者 等の 販売機 関 は、 これまで のように 煩雑な 手続に 

わずらわされる ことなく、 本来の 機能 を 自由に 発揮し うる 態勢と なった。 かくて 各 製造業 者 • 卸充 業者 はこれ 

まで 空白と な つ ていた 地 K に、 また 新たに 販路の 開拓 を 必要と する 地域に 特約 販売店 及び その ド店 を設 gf^ した。 

さて 一八. ム补 がー 地区に 設ける 販.^ 一 几 店の 数 は、 その 地の 需要 及び 他 会社の 進出 状況 を 考慮 外にお いても、 その 

会社の 営業 方針に より 必ずしも 同一 ではない すなわち 大 販売店 制 を 採って いる 会； と、 小販. ：； 儿店制 を 採って 

いる 八.. t 让と では その 数に 相当 の 開き が ある，」 卸売 販売店 は 更に 下 店と して、 それぞれ 数 店の 小：：； 儿 販売店 を 持 つ 

ており、 いわゆる 販光網 は 地方の 小 都市に S るまで、 毛細管の ようによ く発违 している したがって、 需要 者 

はいつ、 どこでも セメントの 入手に 闲る こと はなく、 サ— ヒス は 人 戦前より 一段と 行 屈いて いる。 

各； ii セメント 販ぃ： 儿 網の 現況 は 第 一 七 二 表のと おりで ある。 


された が、 販売 会社の 概要 は 左のと おりであった。 

資本金 七 二 五 万円 

株 主 セメント 製造業 者 及び 卸売 販^ 業者 

事業 ー セメント 業に 関する 政府の 計画 立案への 参画 

2 セメン ト 割当 証明書の 発行 

3 セメント 配給の 実務 

4 製品 価格、 運賃 及び 容器に 関する プ— ル 計算 

この 業務に ついて 概略 説明す ると、 セメントの 用途 別 割当、 すなわち 配給 計画 は 商工^に おいて、 経济 安定 

本部 開 庁 (昭和 二十 一年 八月) 後 は 同 本部に おいて 決定し、 これ を それぞれの- ャ？. かべ 部門 別の 主務 {= ^庁に 通知し、 

主務 官庁 は 枠内の 配当 案 を 需要 者 団体 (産業 団体) に 通告、 需要 者団休 はこれ により 配当 を 決定して 販.^ 冗 会社 

に 通知す る。 需要 者 団体から 配当 通知 を 受けた 販 光 会社 は、 これ を販 K 儿会社 支店. K: に 設けられた セメント 製造 

業者 を もって 構成す る 地方 評議 委員会に 諮り、 引受 会社 を 定めて 割当 証明書 を 発行し、 需要 者に これ を 送付す 

る。 需要 者 は 割当 証明書に 記載され ている 受注 会社、 または 受注 会社の 販売店 (卸売 業者) に提- "小して 契約し 

品物 を 購入す る。 以上の 方式に より 配給され たが、 セメント 販売 会社が 直売す る もの は、 進駐軍 関係の ものの 

みで、 その他 は 製造業 者が 代行した。 (なお プ— ル 計算に ついては 次章 参照) 

昭和 二十 二 年 二月、 セメント 販売 株式会社 は、 占領軍の 独占 禁止 政策に より 解散 を 命じられ たので、 同月 以 

降 は セメント 製造業 者の 直売 態勢と なった が、 配給 統制 及び 価格統制 は 引続き 存続した。 配給 統制に ついては 

昭和 一 一十一 一年 一 月 二十四日 臨時 物資 需給 調整 法に 基く 指定 生産 資材 割当 規训 (内閣 及 共同^ 令 第 一 号) が 制定 

され、 同日 以後 は 経済 安定 本部に おいて 四节期 ごとに， ふ 需要 部門 別、 地方 別、 品 稀 別 配当..^ 画を樹 てて、 それ 

第五 節 贩売 及び 販売機 構  四 三 七 


セメント 小 K?-^ 業 

糾合 


給 統制 会；^ の 解 


セメン ト阪 い. 几 ヘム； i 

と： ゆ 業 機関の； g^, でん 


第 七 fi:- 市場 及び 販 T1- 機構  四 三 六 

a  給灾務 

ゆ 製造業 者 から セメント を 買 取り、 , J れを 需要 者 に 引渡す ま での 製品 価格 • 運 貸 及び 容器の プ— ル 計算 事務 

なお、 セ メ ント. i 給 n^rs 画 は 軍需 省で 策定し、 割当 証明書の 発行 は 軍需 大臣 • 軍需 監理 部長 • 軍 • 地方 長官 及 

び セメント 統制 八. ム において 担当した が、 これらの 発券 機関 は 割当 証明耋 を 需要 者に 1- 父 w すると 化に、 地 K 別、 

需要 者 別 配当 明細書 を セメント 配給 統制 会社に 送付し、 配給 実務に ついては、 配給 統制 会社 社長の 独裁的 運営 

に 委ねられた。 

さて 小売 業者 は どのよう にな つ たか。 割当 数量 三 卜 逸 以卩の もの (ただし 御料 品 • -竹都 道 県 川 品 •  ¥mMr 

輪 出：： i  • 移出 品 を 除く) は 原則として、 都道府県 セメント 小に 几 商業 組人门 において 販 い.： 几す る ことと なり、 小 光^ 

業 組べ 门は 共同 購入、 共同 販売 方式に よ つ て 地区. r: 所要の 個所に 配給所 を 設置した。』 

かくして セ メ ン ト 販売機 構 は 配給 統制 会社 • 小売 商業組合の 一 一本 建と なり、 明治 中期から セメ ン ト^ 場に 重 

要な 役割 を 演じて きた 卸せ 儿 業者 は、 さきに 地方 セメント 販売 会社の 設立に よりその 機能の 大ゃ を^い、 もに セ 

メ ント 配給 統制 会社の 設立に よ つ て^ 場から 全面的に 退場す るに 至り、 セ メ ント の販壳 機構 はこ こに 极.^ 的な 

変革 を：：： 几た ので ある。 

S 後 期 (si 和 二十 一年 八月. （二十 四 年 十二月) 

昭和 二十 年 八月 第二次世界大戦 終結と 共に、 製造業 者 は 自由 販売 復元への 第一歩と して、 ，：= 治 統制に よる 配 

給 制度 を 政府に 希望した が、 需給， はこれ を 許さず、 ^かに 二十 一年 八月から 共販 機関の 販ぃ： 几 代行 を 認めら 

れ たに. 4- まり、 配給 並びに 価格の 統制 は 二十 四 年 十二月 三十 一 曰まで 続いた。 しかしながら、 製造業 者の 販ひ： 儿 

代行 制 再開に 伴って、 卸売 業者 は 再び 商業 機關 として^ 場に 姿 を 現わす に 至った。 二十 一年 六月、 セメント 統 

制八ム は， 杯 散し、 これに wig き ：！： ハ巾九 H、 セメント. y 給 統制 株^会社 は 商法に よる セメント 販光 株式会社に 改組 
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資本金 はこの 後 若干 増減され たもの も あ つ た。 

香 川 • 徳^ • 高 知 三 県 は 関西 セメン ト贩売 株式 会 

社に、 愛媛県 は 中国 セメント 贩売 株式会社に 加入 

した。 


g 中 期 (昭和 十九 年 四月 ~ 二十 一年 七月) 

共販 機関の 改組 戦局 はいよ いよ 激烈 化し、 行政 機構の 改組に よって、 商工 省 は 昭和 十八 年 十一月 軍需 街と なった" 軍需^ は 

閣議 決定に よる 『現状 勢 下 二 於ケル 国政 運営 要綱』 『統制 会社 整備 二 関スル 件』 に 基き、 最も 簡素 強力な 配給 機 

関 を 新たに 設立す る こと を 決意し、 十九 年 一 月 化学 局長 名 を も つて セメン ト 統制 八 ム • セメン ト 共販 抹式 八. ム； • 

地方 セメント 販売 株式会社に 対し、 セメント 配給 機関 整備 要綱 を 通牒した。 本 通牒に 基いて セメント 統制 会理 

事 長 を 委員長に、 セメン ト 統制 会 • セメン ト 共販会社 • 地方 セメ ゾ ト 販売 会社の 役員 を 委員と して、 セメント 

配給 機関 設立 準備委員会 を 設け、 軍需 省 指導の もとに 新 配給 機関の 設立 準備 を 進め、 同年 三月、 セメント 共販 

株式会社と 八 地方 セメント 販売 株式会社と を 統合 整理して、 統制 会社 令に よる セメント. S 給 統制 株式 八ム化 (資 

本 金 七 二 五 万円) を 設立した 「- これによ つて 卸売 業者 は 完全に 配給 面から 締め出された.」 セメント ft 給 統制 会 

社の 業務 は 左のと おりで あ つ た。 

第五 節 販売 及び 販売機 構  四 三 五 


七 Is, 市場 及び 販 K 儿機栴  四三ョ 

二 支店 义ハ 出張所 ヲ、 其 ノ他ノ 必要 ナル 市町 二 営業所 ヲ置 クコト 

(十 一 ) セメント 統^ 会 二 セメント 販売， 整備 実施 委員会 ヲ 設置 シ 地方 販壳 会社 ノ 設立 一一 閲 スル靈 要ナル 事項 ヲ 

審議 セシム ルコト 

前項 ノ 委員会 ハセ メン ト 統制 会 理事長 ヲ 委員長 ト シ 商工 省ノ承 認ヲ 受ケ セメン ト 統制 会々 ノ 委嘱 ス ル委： W 

十 名 以内 ヲ以 テ之ヲ 組織 スル コト 

三、 セメント 卸売 業者 ノ 団体 ノ 整理 

道府 3ie セメ ン ト卸 商業組合 及 曰本セ メ ン ト卸 商業組合 聯ん "会 ハ 之ヲ 解散 ス ルコト 

四、 小壳 業者 ノ 整備 

(一) セメント ノ小光 商業 者 二 シ テ 昭和 十二 年 七月 乃至 昭和 十六 年 六月 ノ 期間 二 於テ 継続 シテ セメント ノ小光 業 

ヲ営ミ タルモ ノヲ シ テ道 府県 ヲ 地区 ト ス ルセ メン ト 小売 商業組合 ヲ 設立 セシ ム ルコト 

(二) セメン ト 小売 業者 ノ 業者 別 取扱 数量 ノ 決定 ハ 道 府県 ノ径済 部長 又 ハ 主務 課長 ヲ 会長 トシ 小に 5- 商業組合 ノ役 

員、 地方 販充 4« 社ノ 役員 又 ハ 職員 及セメ ン ト 共販 株式会社 ノ 役員 乂 ハ 職 へ ヲ以テ 組織 ス ルセ メン トト： .-y 協 

会 二 於 テ行フ コ ト 

五、 新 機構 ニ依ル セメント ノ 配給 ハ 昭和 十八 年 一 月 一 日 ヨリ 之ヲ 実施 スル コト 


テ 当該 販売 業者 ノ 資本 ノ 半額 以上 ヲ 所有 スル 場合 二 在 リテハ 地方 販売 会社 ノ 株主 タリ 得 ザ ルコト 

(五) 地方 販売 会社 ノ 株式 ハ 昭和 十一 一年 七月 乃至 昭和 十四 年 六月 ノ 期間 及 昭和 十五 年 七月 乃 昭和 十六 年 六月 ノ 

期間 ニ於テ セメント 製造業 者 又 ハ セメント 共販 株式会社 ヨリ 直接購入 シ タル セメント ノ 数量- ブ 基準 トシ テ之 

ヲ 前号 ノ 株主 資格 者 二割 当 ツル コト 

(六) 地方 販売 会社 ノ 株式 ノ 割当 ヲ受ケ タル 者其ノ 持分ヲ 他人 二 讓渡セ ン トス ル トキ ハ セメント 共販 株式会社 ノ 

承認 ヲ受 グル コ ト 

(七) 地方 販売 会社 ノ 設立 手続 ハ左ノ 各 庁 及 団体 之ヲ 担当 シ、 関係 府県 ノ 係官 及セメ ン ト！. 商業組合 ノ 理事長 並 

二 セメント 共販 株式会社 ノ 役員 又ハ 職員 ヲ以テ 組織 スル 委員会 ヲ 設置 シ 地 万 版 〈几 会社 ノ 設立 二 関スル 直 要 ナ 

ル 事項 ヲ之 一一 付議 ス ルコト 

北海道 地区 

束 北 地区 

北陸 地区 

関東 地区 

中京 地区 

大阪 地区 

中国 地区 

九州 地区 

( 八) 地方 販売 会社 ノ 役員 ハ 商工 省ノ 定ムル 範囲. k:  ニ於テ 委員会 之 ヲ 指名 ス ルコト 

(九) 地方 販壳 会社 ノ 設立 手続 ハ 昭和 十七 年 十 一 月末 日 迄 二 完了 シ、 完了 シ タル トキ ハ 遅滞 ナク之 ヲ^ ェせニ 調 

告ス ルコト 

(十) 地方 販売 会社 ハ札 幌、 仙 台、 東京、 名 古屋、 新 潟、 大阪、 広 島 及 福！；  二人々 本店 ヲ其 ノ他ノ  hsll- 庁 所在地 

第五 節 販売 及び 販売機 構  四 三 三 


北海道 庁 

宮城県 

新潟県 

東京 府 

愛知県 

大阪府 

広島県 

福岡県 一 


セメン ト 共販 株式会社 

セメン ト 共販 株式会社 

セメント 共販 株式会社 

セメン ト 共販 株式会社 

セメント 共販 株式会社 

セメント 共販 株式会社 

セメン ト 共販 株式会社 

セメント 共販 株式会社. 


北海道 セメ ン- 

宮城県 セ メン， 

新潟県 セメン 

束 京府セ メ ン 

愛知県 セメン 

大阪府 セメン 

広島県 セメ ン- 

福！： 県 セ ノン- 


-卸 商業組合 

-卸 商業組合 

-卸 商業組合 

-卸 商業組合 

-1. 商業組合 

-卸 商業組合 

- 卸 商業組合 

-卸 商業組合 


七 


市場 及び 販充 機栴  四 三 二 

( 一 ) 販売 事務 ノ 製造業 者 代行 制度 ヲ 廃止 ス ルコト 

(一 一) 地方 販充 会社 ノ 設立 一一 伴ヒ 現在 ノ 販売店 制度 ヲ 廃止 ス ルコト 

(三) 地方 販売 会社 ノ 検査 及 セメント ノ 消費 状況 ノ 調査 ヲ 目的 トス ル 機構 ヲ 整備 ス ルコト 

二、 地方 販売 会社 ノ 設立 

地方 販売機 構 ノ 単純化 ヲ図ル 為 セメント ノ 卸売 業者 ヲシテ 左 ノ各号 一一 ヨリ 地方 販売 会社 ヲ 設立 セ シムル モノ 

トス 

( 一 ) 地方 販売 会社 ハ 概 ネ左ノ 地区 毎 一一 設立 スル コ ト 

(ィ) 北海道 地区 

( 口 ) 東北 地区 青森県 • 岩手県 • 秋田県 • 山形県 • 宮城県 • 福島県 

( ハ ) 関東 地区 茨城県 • 栃木県 • 群馬県 • 培 玉 県 • 千葉県 • 東京 府 • 神奈川県 • 山梨県 • 静岡県 • 長野県 

( 二 ) 中京 地区 愛知県 • 三重県 • 岐阜県 

(ホ) 北陸 地区 新潟県 • 富山県， 石川県 • 福井県 

( へ ) 大阪 地区 京都府 • 大阪府 • 奈良県 • 和歌山県 • 滋賀県 • 兵車 県 • 岡山県 •  ^^川県 • 徳島県 • 高知県 

(ト) 中国 地区 広島県 • 山口県. 鳥取県 • 島根県 • 愛媛？ 1- 

(チ) 九州 地区 福岡県 • 大分県 • 佐賀県 • 長崎県 • 熊本県 • 宮崎県 • 鹿児島県 • 沖繩県 

( 一 一 ) 地方 販売 会社 ノ行フ 業務 ハ 原則 トシ テ セメント 配給 統制 規則 第 八 条 但書 第 一号 一一 掲グル モノ ヲ除 グノ 外、 

当該 地区. e: ニ於テ 使用 セラ ルル 一 切ノ セメント ノ 販売 トス ル コト 

(三) 地方 販売 会社 ノ 資本金 ハ セメント ノ 取扱 予定 数量 ヲ 基準 トシ 適宜 之 ヲ定ム ルコト 

(四) 地方 販売 会社 ノ 株主 タルコ ト ヲ得ル モノ ハ セメント ヲ 従来 セメント ノ 製造業 者 又 ハ セメント 共販 株式会社 

ヨリ 直接購入 シ居リ タル モノ  二 シテ現 二 セメント 販売 業 ヲ営ム 者 ニ限ル コト 

前項 一一 該当 スル者 ト雖モ 昭和 十七 年 八月 三十 一 曰 現在 ニ於テ セメント ノ 製造業 者 又 ハ其ノ 役員 若ハ 職員 二 於 


三、 小売 業者の 整備 

セメントの 小売商 業者に して、 昭和 十二 年 七月ない し 十六 年 六月の 期間に おいて 継続して セメントの 小 

売 業 を 営んだ もの をして、 道 府県 を 地区と する セメント 小売 商業組合 を 設立させる こと 

本 通牒に 基いて 昭和 十八 年 五月 一日から、 ついに 製造業 者の 代行 制 は 廃止され て、 共販 社の 直売 制と なり、 

製造業 者の 販売部門 は 配給 面から 締め出される と共に、 三 井 物産 株式会社 • 三菱 商事 株式会社 等の 一 手 販売 商 

社 もまた 市場から 姿 を 没す るに 至 つ た。 

また 卸売 業者の 整備 は 右 通牒に 基いて 全国 を 八 地区に 分ち、 各地 区内の 卸売 業者 を 廃止し、 これら 卸売 業者 

を 株主と して、 各地 区に 一 つの 販売 会社 を 設立 させ、 その 労働力と 資本と を 集中 結合させる という 形態で 進め 

られ た。 卸売 業者 を もってする 八 地方 販売 会社、 及び 小売 業者 を もってする 道 府県 小売 商業組合 は、 それぞれ 

昭和 十八 年 八月までに 設立 を 完了し、 道 府県 セメント 卸 商業組合 及び 日本 セメント 卸 商業組合 聯合 会 は 解散し 

た。 ここに 販売機 構の 整備 は 一応 終了した が、 これによ つて、 セメント 共販会社 は 製造業 者から 工場 波し の 仕 

切，.^ で冓 入し、 面 格 及び 運賃の プ— ル額を 加えた 公定価格 によって、 直接 消費者に 配給す ると 共に、 一部 を 

各地 方 販売 会社に 卸売し、 共販会社 指図の もとに 配給させる ことと なり、 卸売 業者 も その 機能の 大半 を 失い 

セメント 販売機 構 は 大きな 変動 を 見た。 参考までに セメント 販売機 構 整備 要綱の 全文 並びに 八 地方 販売 会社の 

概要 を 掲げよう (注) 

注セメ ゾ ト 販売機 構 整備 要綱 

セメントの 供給 数量の 減少 並に 輸送力の 不足に 対処し セメントの 配給の 円滑 を 図る 為本 要綱に 依り セメント 阪 

壳 業者の 整備 統合 を 行 ひ 以て セメントの 販売機 構 を 整備す る ものと す。 

一、 セメント 共販 株式会社 ノ 改革 

第五 節 販売 及び 販売機 構  四 三 一 


第 七 市場 及び 販先機 四 三 〇 

なお セメント 小売 業者に ついては、 小売業^^も卸売業者の整備機運と併行して、 地方 庁 指 ゆの もとに 逐次 配 

給 機 の：^ ん術を 行い、 自主的に 数 店が 一団と なって 共 问 販 ？冗 を 行って いたと ころも あつたが、 昭和 卜 六 年 六月 

に 至り、 全国 セメント 資材 小売 商業組合 聯盟 (本部 を 東京に 置く) の 結成 を 見、 小売 業者の 整備 も 第一 準備 段 

階に 入った 感 があった。 

(注 一) Si 和 十五 年 三月 十一 日から セメントの 価格 は 公定価格 となり、 引続き 二十 四 年 十二月 末日まで 価格の 統制 

を 行 つ た。 

(注 二) 曰 本 セメント 工業 組合 は、 昭和 十五 年 九月 第三 次 セメント 聯合 会 解散と 共に 工業 組合 法に より、 セメント 

製造業 者 を 組合員と して 設立され たもので、 主要 業務 は 製造業 者に 対する 生産 指-. 小と 資材の 割当で あつたが 

この 指示 及び 割当 はすべ て 政府の 方針に 基いて 行われた。 

(注 三) 総 販売 量の. s:、 一般 民需の 占める 割当 比率 は 昭和 十六 年度  一 一 二 ー％、 十七 年度 七 • 三％ 、十八 年度 三 • 

九 ％ であった。 

商業 機^の^ 術 さて 政 W は 時：：？' に 即応して 戦時 労力 捻出 を かね、 いよいよ 商業 機関の 企業整備 を 行う ことに 決し、 十七^ 九 

月 商工 次 {== 名 を もって、 セメント 販壳 機構 整備 要綱 を 各地 方 長官 及び 業界 各団体に 通牒した" 本 要綱 を 要約す 

れば 左のと おりで ある" 

I, J 一 P 叮 販売機 構 一、 セメント 共販 株式会社 の 改革 

1 販売 事務 の 製造業 者 代行 制度 を 廃 止す る こと 

2 地方 販売 会社 の 設立 に 伴い 現在の 販売店 制度 を 廃止す る ， J と 

3 地方 販売 会社 の 検査 及 び セメントの 消費 状況 の 調査 を 目的と す る 機構 を 整備す る こと 

二、 地方 販売 会社の 設立 

地方 販売機 構の 単純化 を 図る ために、 卸売 業者 をして 左の 各 号に より 地方 販売 会社 を 設立させる こと 


する ことに 規定され ていた) を もって 存立 期間と する 暫定的 会社であった ので、 共販会社 では 直^ をせ ず、 配 

給 実務 は 製造業 者の 販売部門 及び 三 井 物産 • 三菱 商事 等の 一 手 販売 商社に 代行 させた。 ただし 陸海 軍との 売買 

契約 は 共販会社が 直接 行い、 代行機関 は 製品の 受渡しから 代金 回収に 至る までの 実務 を 担当した。 

製造業 者 及び 一 手 販売 商社 は、 共販会社の 設立に より 販売の 自主権 を 喪失し、 共販 社の 販売 代行機関 として 

共販 社の 命ずる ところに 従い、 公定価格 G 汪ー) による 配給 事務 を 行う のみと なった。 

カメ ント 卸商 業耝 次に 共販会社の 設立に 伴って、 各社の 特約 販売店 はどうな つた か。 特約 販売店 は 親会社との 関 1^ を そのまま 

合 

継続して 共販に 引継がれた。 しかし 共販 制に より 配給の 流れ は 原則として 地元 工場 主義と なった ので、 販売店 

の 扱う 製品 は 在来の 親会社の ものに 限られず、 他社 品の 場合 も 生じた。 

昭和 十六 年に 入る と共に、 卸売 業者 (特約 販売店) に対して も 整備の 手が 仲び た。 すなわち、 商工^ はセメ 

ント 卸売 業者に 対し、 道 府県 を 単位と する 卸 商業組合の 結成 を慫慂 し、 これに 基き 十六 年 二月までに 道 府県 別 

卸 商業組合 並びに 曰 本 セメント 卸 商業組合 聯合 会が 結成され た。 次いで 同年 六月 商工^ は 各地 方 長 {：：1 に 対し、 

, J れら卸 商業組合 を 単位と して 共同 仕 入、 共同 販売 を 行わ せようと する セメント 配給 機構 整備 案 を 通牒 して 諮 

問した が、 この 整備 案 は 卸売 業者の 全面的 反対に 会って、 ついに 実現 を 見る に 至らなかった。 

しかしながら 曰 華 事変 は、 ついに 十六 年 十二月 太平洋戦争に 進展し、 政府 は 同月 曰 本 セメント 工業 組合 (注 

二) の 解散 を 命ずる と共に、 国家 総動員 法に 基き 公布され た 重要産業 団体 令に より、 セメント 業者に 対し セメ 

ント 統制 会 を 設立 させた。 セメント 統制 会 は、 当時 喧伝され たいわ ゆる 指導者 原理に 基き 生産、 配給 両面 を統 

制した が、 戦局の 進展に 伴い、 原材料の 入手難から セメントの 生産 は逐月 減少の 一途 をた どり、 十七 年に 入り 

直接 軍需 並びに 軍需産業 以外に は ほとんど 配給が でき なくなり (注 三)、 卸売 業者 は 事実上 営業 休止の 状態と な 

つ た。 

第五 節 贩壳 及び 販売機 構  四 二 九 


第 七&" 市場 及び 販売機 栴  四 二八 

^  M 期 (昭和 十五 年 三月 ~ 十九 年 三月) 

共 阪機閱 の 設立 昭和 十二 年 七月、 日華 事変 勃発 後、 セメント は 直接 軍需 及び 軍需産業 面に 著しく 需要が^ 加し、 一方 セメン 

ト 製造 用 原材料 は 曰 々入手 困難と なり、 小 料の 大宗で ある 石炭 は、 十四 年 十 W からつ いに 割当 制と なった。 こ 

れが ため セメントの 増産 は 頭打ちと なり、 十五 年に 人って 全 M 的に 不足 を 見る に 至った。 ここにお いて、 政府 

は セメント 供給の 国家 統制の 要 を 認め、 輸出 人品 等 臨時 措置 法 (昭和 4 "二 年 九月 卜 曰 法律 第 九十 二号) に 基い 

て、 十五 年 三月 セメント 配給 統制 規则 (商工 省令 第 十三 号) を 制定して セメントの 配給 統制 を 行う ことと なり 

一元的 « 給 機関と して セメント 製造業 者 二十 六 社の 出資に よって、 セメント 共販 株式会社の 設立と なった。 セ 

メント 共販 ft 式 会社 は 十五 年 三月 資本金 五 百万 円 を もって 発足し C 二月 十二 日创 立、 三月 一 日 業務 il 始、 十一 

日 ffi 給 統制 ii 始)、 当時 浅 野 社の 専務取締役であった 金子 喜 代 太 を 社長、 各社の 代表.^ を 取締役 または 監査役 

とし、 本店 を 東京に、 支店 を 東京 . 大阪 • 門 司に、 出張所 を小櫞 • 仙 台 • 新 潟 . 名 古尾に それぞれ 設置した。 

セメント 共販 株式会社 は、 セメント 配給 統制 規則 第 五条の 規定に よって セメント 共販 機 is に 指定され、 セメン 

.  ト 製造業 者 は その 製造す る セメント を 少量の 自家用 (工場 補修 用) を 除き、 すべて セメント 共販 侏 式 会社に 壳 

渡し を 命じられ、 三月 十一 口 以降 は、 すべて 共販会社の 手 を 経なければ セメント のい.： 儿 はでき なくなった" セ 

メント 共販会社の 業務 を 大別 すれば、 左のと おりで ある。 

W 商工^に おいて 重点主義 により 策定した セメント 配給 計画に 基き、 配給 先に 対する セメント 割当 証明書 

の 発行 (セメント 割当 証明書の 発行 は、 二 力 月の 準備期間 を 経て 昭和 十五 年 五月 一 曰から 実施され た) 

② 配給 実務  . 

^ 製造業 者から セメント を 口取り、 これ を 需要 者に 引渡す までの 製品 価格 及び 運賃の プ— ル 計算 事務 

なお セメント 共販会社 は、 元来、 輸出入 品等 臨時 措置 法の 存続 期 問 (同 法 は 日華 事変 終了後 一年以内に 廃止 一 
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三菱 商事 株式会社 さきに 記した とおり、 三 井 物産 は 明治 三十 四 年 以降、 小 野 田 社の 一手販売 商社と なった が 更に 昭和 五 年に 

の 登場 

は 大分 社、 九 年に は 太平 社との 間に 一手販売 契約 を 結んだ。 一方 三菱 商事 も 昭和 三年 磐 城 社との 問に、 また 六 

年に は豊国 社との 間に それぞれ 一 手 販売 契約 を 結び、 ここに 当時の わが国 一 一大 商社た る 三 井 • 三菱 は 昭和 三年 

以降く つ わ を 並べ、 有力 セメ ント 会社の 一 手 販売 商社と して 国内市場に 登場す るに 至 つ た。 

なおこの 期間、 三菱 商事 • 三 井 物産に 製品の 一 手 販売 を 委託して いた セメント 製造 会社 を列举 すれば 第 一 七 

〇 表のと おりで ある。 


(二) 官治 統制 時代 (昭和 十五 年. H 一十 四 年) 

この 時代に は、 販売機 構 は 激しい 変遷 をした ので あるが、 記述の 便宜上、 これ を 前期. 屮期 • 後^の 三 期！ L 

分ける。 

第五 節 販売 及び 販売機 構  四 二 七 


第 七な 市場 及び 販 K 儿 機構  四 二 六 

の 調節 を 図 つ て 市価の 維持に 努めた。 

昭和 五 年に 人って、 i^:- 口 内閣に よる 金解禁、 デフレ— シ ヨン 政策の 強行 を：：： ル るに. 4^ つて、 業界 は 端な 沈 

状態に おちいり、 需要 減退の 結 来 は^ 場の 混乱と なり、 セメント 聯へロ 会に よる 生産 制限の み を もってして は 

ポ価を 維持す る ことが 闲難 となった。 ここにお いて 業者 は 市況 建 直しの ため、 昭和 五 年末から 翌年に かけて 九 

州 • 近 幾. 屮 ••：： 小 •  is お • 北^.  ^北 及び 北海道の 各地 区 ごとに、 順次 セメント 販 K 儿協 会と 称する 販光 カルテル 

を 結成し、 引合 割当、 出荷 及び 価格の 協定 を 行った。 この セメント 販 K 几 協会 は、 昭和 九 年 第三 次 セメント 聯 八：： 

会 結成に 当つ てこれ に 統合され た。 

しかしながら、 次章に 述べる ように セメント 増産 画 中止 問題に 端 を 発して、 小 野 山 . 人分 •  ^！屯化の三社は 

第三 次 セメント 聯合 会に 加盟せ ず、 聯合 会 加盟 会社と これら アウト サ イダ— 会社との？ 1 に、 昭和 ト 年から 十 一 

年上 期までの 期 問、 大規模な 販売 戦が 展開され たため、 第三 次 セメント 聯 ベ n 会の 販ぃ冗 カルテル 機能 はかなり の 

支障 を 生じた。 しかし、 この 販売 戦 終了と 共に 聯合 会の 販売 カルテル 機能 は 回復し、 また 小 野 山 •  ： ^北. -中迅 化 

の. ^加盟 三 社 (大分 社 は 昭和 十三 年 小 野 田 社に ベ 口 併、 東北 社 は 十二 年 十月から 操業 開始，) は セメント 懇^会な 

る 団体 を 組織し、 これら-. 1： 団体 は 十五 年 三月 官治 統制 (セメ ント共販^^式会社) 開始まで それぞれ.：： 治 的な 販 

壳 統制 を 行った。 

注 セメン ト 聯合 会の 存続 期 問 及び 機能 

C 

第 一 次 セメント 聯合 会 (大正 十三 年 十月 五日 ~ 昭和 四 年 十 一 月 三十日) I 生産力 ルテル ただし 一 時 生産 

カルテル • 販売 力 ルテル の両 機能 を 有した。 

第二次 セメント 聯合 会 (昭和 四 年 十二月 一 日？ 昭和 九 年 十 一 月 三十日) _ 生産力 ルテル 

第三 次 セメント 聯合 会 (昭和 九 年 十二月 一 日 ~ 昭和 十五 年 九月 二十日) ：= 生産力 ルテル . 販売 カルテル 


り、 会社 直接の 販売 組織 はすべ て 閉鎖した ので ある。 

注 一、 明 冶 三十 四 年、 三 井 物産が 小 野 田 社との 間に 一手販売 契約 を 結んだ 当時 は 三 井 物産 合名会社で あつたが、 

(  ， ， 

四十 一 一年 三 井 物産 合名会社 は 改組して 三 井 物産 株式会社 とな つ た。 

二、 三 井 物産 株式会社 は 特定の 大口 需要 者の み 直接 取引し、 その他 は 三 井 傘下の 販売店 を 通じて 売り さばいた。 

(ハ) 民間の 自主 統制 時代 (大正 十三 年. （昭和 十四 年) 

この 期間に おいて は、 販売機 構に は 基本的な 変化はなかった が、 創業 以来の 自由 販売 制度に 制限 を 加える 事 

象が 発生した。 それ は 製造業 者の 販売 カルテルの 誕生であった。 また 三 井 物産に 対抗して、 三菱 商事 株式会社 

の 登場した の もこの 時代で あ つ た。 

製造業 者の 販売 力 共同 販売 会社の 不成功に ついては、 前述した とおりで あるが、 業界の 不況 期に おいて は、 その後 も カルテル 

レモ^ 

的 運動が しばしば 業者の 一部に 唱えられ たこと もあった。 しかし、 それ はいずれ も 地方 的 販売 協定の 域 を 脱せ 

ず、 全国的 カルテルの 結成 はついに 実現 を 見ないで 大正 十二 年に 至った" たまたま 同年 九月の 関東大震災 は 空 

前の 破壊 を ほしいままに したので、 その 復興 事業 遂行に よる セメントの 需要 増加が 期待され たが、 資金 関係で 

事業 は進拔 しなかった ので、 復興 需要 見込の 思惑 はは ずれ、 輸入 及び 増産の ため^ 場 は 供給 過剰に おちいり、 

十三 年に は 極度に 市価の 崩落 を 見、 業者 中には 倒産に ひんする もの も 現われた。 そのため カルテル 結成の 声 は 

漸く 真剣と なり、 同年 十月 セメント 製造 会社 十八 社 (当時に おける セメント 八ム； の ほとんど 全部 は、 生産 過 

剰 を 克服す るた め セメント 聯合 会 (注) という 生産、 販売 両面に わたる カルテル を 組織し、 各社の 製造 及び 販 

売 数量 を 需給 状態に 応じ 能力に 比例して 調節し、 最低 販光 価格 を 協定して^ 価の 崩落 を 防止す る ことと な つ た „ 

しかし、 セメント 聯合 会に よる 出荷 並びに 価格の 統制 は その 運用に 欠ける ところが あり、 一 ；，^ ベ.^ にして 自然 消 

滅の 形と なつ たので、 セメント 聯合 会 は 販売 カルテル としての 機能 を 失い、 もっぱら 生産力 ルテルと して 需給 
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している e^野社及び小野w社の当時の定款を見ると次のょぅにしるされてぃる。 

(浅 野 セメント 合資 會社 契約書 第 四條) 1= 明治 三十 一 年當時 

當會社 ノ營業 所 ハ 其 本店 ヲ 東京 市 深 川區淸 住町壹 番地 一一 、 支店 ヲ福岡 縣豐前 國企救 郡 門 司 町 二 設置 ス。 £1： ホ 業務 ノ 

都合 一一 ヨリ 更ニ 各地 便宜 ノ 場所 一一 支店 ヲ增 設スル コト アル ヘシ 

(有限責任 小 野田セ メ ン ト 製造 株式 會社 定款 第三 條) 1= 明治 二十 四 年當時 

當會社 は 小 野 田 セメント 製造 株式 會 社と 稱し、 山ロ縣 長門國 1^ 狭 郡 須惠村 宇 小 野 田 第 六 百 五十 三番 屋敷に 設置す 

a:、 時 により 束 京 • 大阪 ♦ 長 崎 •  iit 關其 他の 要地に 支店 又は 用達 所 を 設け 販賫の 擴張を 謀る こと あるべし 

右の ように、 当時 既に 各社 は 会社 直接の 販売機 関と して、 工場 (すなわち 当時の 本社) の ほかに 支店. 出張 

所 等 を 設置し、 自社 販売機 関の 拡張 を 図る と共に、 販売網の 一環と して 有力 商社ない し 販売店 を 設けた ので あ 

る。 この 販売店 は 年代の 進む と共に、 漸次 卸売 商と 小売商と に 分化した が、 当時の 販売機 構と 今日の 販売機 構 

と を 比較 すれば、 その 整備の 度合 はおの ずから 異なる にしても、 基本 形態に おいて は 異なる ところ はない。 

なお、 この 期間に おける 変動と して 記録され ねばならない 事項が 若干 ある： その 一 つ は 共同 販売 会社の 設立 

である。 すなわち 日清戦争 後の 財界の 好況 は、 明治 三十 年下 期 ごろから 反動的 不況 期に 入り、 各社の 乱売 甚し 

く、 市価 は 一路 漸落の 歩調 をた どり、 市況 は 極度に 悪化す るに 至った。 ここにお いて 各社 首脳部 は、 あるいは 

下 関に、 あるいは 大阪 に、 東京に しばしば 会合して、 局面 打開 策に ついて 協議 を 重ねた 結果、 共同 セメント 合 

資 会社 (資本金 五 万円) と 称する 共同 販売 会社 を 設立し、 三十 一 年 十月 一 曰から 業務 開始の 予定 を もって 準備 

を 進めた が、 加盟 各社 間の 意見の 対立と 組織の 不完全と から、 ついに この 共販会社 は 仕事 を 始める までに 至ら 

ないで、 翌年 五月 解散した ので ある。 いま 一 つ は、 小 野 田 社の 一手販売 商社と して 三 井 物産が 登場した ことで 

ある。 すなわち、 小 野 田 社 は 三十 四 年から 同社 製品の 販売 をす ベ て 三 井 物産 合名会社 (注) に 委託す る ことと な 


共！ I： セメ ント 合資 

会社の 流産 ， 


三 井物^§- の 登場 


(明治 十三 年 五月 一日） 
(中外 工業 新報） 


販売店の 誕生 


セメン ト 代価 改正 

、英 三百 斤 入 一 樽 二 付 金 四 円 六十 銭 

、 英 四百 斤 入 同  金 六 円 

右 者 一 樽 以下 二 テ モ望ミ ノ モノへ ハ 払下グ 

ベ シ 

十三 年 四月 

深 川 工作 分局 


(編 注、 英 斤と は ボンドの こと) 

(口) 揺 藍 期から 蔟生 期に 至る 時代 (明治 十六 年. （大正 十二 年) 

東京 深 川の 官営 セメント 工場 は 収支 償わず、 明治 十六 年 淺野總 一郎に 貸 下げられ、 翌ハ 小払ド げられ、 ここに 

官営 時代 は 終焉した。 明治 十七、 八 年 当時、 わが国に おいて セメント を 製造 販ぉ儿 していた もの は、 束 曰 本で は 

東京 深 川の 浅 野 工場 (曰 本社の 前身) • 西日本で は 山口県 小 野 田の セメント 製造 会社 (現在の 小 野 m セメント 抹 

式 会社の 前身) 及び 愛知県の 東洋 組 セメント 工場ぐ らいの ものであった" 十九 年 ごろから 財政 事情が 好転し、 

皇居 造営 事業の 進涉、 各省 官衙の 建築、 各地 方 鉄道の 敷設、 東京湾 要塞の 構築 等に より k: 木^ 築 市 業が 活発化 

し、 セメント 需要 も 漸く 増進の 一途 をた どり 始め、 これに 伴って 東で は 旧 日本 セメント G^f:; 小) • 北： 道 セメン 

ト • 西で は 愛知 セメント • 大阪 セメント • その他 小規模の セメント 製造所が 続出す るに 至 つ た。 一 一十 四 年に は 

セメント 工場 は 十一 一 を 数える に 至り、 販売 競争 は 漸く 激化して きたが、 この ころから 各社 は 工場 を屮 心と する 

販売機 構の 整備 を 図る に 至った。 すなわち 浅 野 社に おいて は、 二十 年 前後に 主要 地に 販売店 を 設けて いるが、 

小 野 田 社で は 同年 ごろ 下 関 及び 神 戸 等に 用達 所 (出張店) を 設置し、 また 長 崎 • 祌 戸 • 束 京 等に 販売店 を is. ル W 

第五 節 販売 及び 販売機 構  四 二三 


(明治 十 年 七月 二十 八日） 
(中外 工業 新報） 
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(明治 十 年 九月 二十 一日） 
(中外 工業 新報） 


第 七 章 

セメント 販充 機構 

の 変遷 


官営 時代の 販売機 


市場 及び 販売機 構  四 ニニ 

五、 セメント 販売機 構の 変遷 

(ィ) 官営 時代 (明治 八 年 ~ 十五 年) 

わが国で 初めて セメントが 製造され、 市場に 出された の は 明治 八 年後 半期で ある。 その後 明治 十五 年までの 

期 問に おいて、 セメント 工場と して は 東京 深 川の 官営 工場が 唯一 の もので あり、 生産高 も 僅少な 上に、 販売 価 

格 も 当時と して は 極めて 高価で、 一般 民間 工事に は ほとんど 使用され ず、 主に 官営 工事に 用いられて いたにす 

ぎなかった。 官営 時代に おける 販 K 儿は 「定価に よるお ドげ」 という 形式で あり、 新聞紙 上に 代価 を 広告す ると 

共に、 博覧会に も 出品して 一般の 需要 喚起に 努めていた 状態で、 販売機 関と して は 製造業 者、 すなわち 政府が 

存す るに すぎな か つ た。 

参考までに 左に 新聞紙 上に 広告され た 販売 広告の 代表的な もの を 掲げよう。 


英名 (ボ ルト ランド. セメント) 

仏名 (シ マン . ボルト ラ ン ド) 

杳樽 代価 

上 金 三 円 七十 五 銭 

下 金 三 円 三十 銭 

但 両品 目方 撙共四 拾 貫目 

右 者 一 樽 以上 払 下 候 条望ノ 者 ハ誰 ニテモ 

直 二 当局 へ 可 被 申出 事 

深 川 工作 分局 
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製造業 者の 営業所 


下 店 （小売商） 


製造業 者の 営業所 


(図表 8) セメ ン トの贩 売 径 路 


(B) の 場合の 販売 径路 図 


製造業 者の 営業所 


(D 見②引 ® 発⑦受 ^ 
精 合 注 注 ® 
ま 


ネ 

リ％ も ^® 


大口 需要 者 一発送 


及び 出荷 案内 


(一 般 図 > 


製造業 者の 営業所 


卸売 商 


大口 需要 者 —- 下 店 （小売商) 


(官公 事業 会社） 
(土木 建築 請負業者） 


小口 需要 者 


(C) の 場合の 販売 径路 図 


(A) の 場合の 販売 g 路図 


小 口 需要 者 


® 

§mA び 一 
出荷 案内 


大 口 需 要 者 


I > 需要 者」 • 「製造業 者 1 . 卸売 商 I > 小売商 .！ > 小口 需要 者」 の 三 径路で ある 

これ を 図示 すれば 図表 八のと おりで ある。 


販売 及び 販売機 構 


①. 


へ； 1 


発送 3? び 出荷 案内 

K  ® 


商 


② 

-発： w 丄 売 TSJt^.a 


① III- 販売け 


四 二 一 
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して 卸 光 商 • 小売商に 分離して きている。 

販売機 関の 活動 分  販売機 関の 活動 分野 を 兄る と、 製造業 者が 直接 販売す る ものと、 卸売 商 を 通ず る ものとの 割合 は、 会社に よ 

野 

り、 また 時、 所の いかんに より 多少 異なる が、 大体 半々、 もしくは、 やや 直売 分が 少ない 程度で ある。 製造業 

者が 従来 直接 取引 を 行って きた もの は、 たとえば 日本 国有鉄道 (旧 鉄道 省) • 建設省 (旧 内務省) 等の 大口 需要 

官公庁 及び 電力. 私鉄 等の 大口 需要 者 並びに 大口 工事 請負 者 等で、 その他の もの は 信用、 その他の 関係から 卸 

壳商を 通じて 取引して おり、 卸売 商に 対して は 製造業 者から 口銭 を 支払って いる。 

なお、 かっての 三 井 物産. 三菱 商事 等の 一手販売 商社 は、 大口 需要 者に 対して は 自ら 直接 取引 を 行い、 その 

他の もの は、 傘下の 卸売 商 を 通じて 受託 品の 売り さばきに 当った。 

三、 商業 機関と しての セメント 卸売 商の 性格 

卸売 商の 性格 商品と しての セメントに は、 前述の ような 欠点が あるた めに、 生産から 消費に 至る 流れの 過程に おいて、 商 

業 機関が 保管 —ストックの 保有— という 商業 機能 を 充分に 発揮す る 余地 は 少なく、 セメント は 製造 後、 直ちに 

工場から 消費者に 向けて 直送され るの が 取引の 常態と な つてい る。 古くから 製造業 者と 需要 者の 間に 介在して 

いる 卸売 商の 性格 は、 需給の 媒介 • 製造業 者 及び 需要 者に 対する 信用 供与 • 市場調査 等 を 主要 機能と する 限定 

機能 卸売 商 に 属す る ものである" 

なお、 セメント 卸売 商 は 専業の もの は 至って 少なく、 多くの場合 他の もの を 兼営して いる。 いかなる 業種 を 

兼営して いるか は 一 概には 首えない が、 建築 材料. 金物. 薬種 等が 割合に 多い。 これ は セメントが 商品の 性質 

上 利益が 薄い のと、 一 店と しての 取引高が 比較的 少ないた めで ある。 

四、 セメントの 販売 径路 

販 壳 径 路 先に 述べた ように、 セメントの 販売 径路 は 大別す ると、 「製造業 者 I > 大口 需要 者」 • 「製造業 者 —1 > 卸売 商 


販売の 分化と 統合 


セメントの 販売機 
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販売機 構 は 社会経済 制度の 一 つで あるから、 政治 絰济と 社会 情勢との 変遷に 伴って 変化して おり、 セメント 

の 販売機 構 もまた この 例外で はなく、 分化と 統合の 歴史 を 繰 返え している。 

すなわち 分化と は、 卸売 商と 小売商との 分離で ある。 明治 中葉 ごろまで は、 卸売 商 及び 小売商 は 兼業で あつ 

たもの が、 その 提供す るサ— ビスの 種類が 専門化す るに つれ 分化し、 卸売商と小4^-商とに分離してきてぃる。 

また、 統合と して は 製造業 者に よる 直接 販売、 卸売 店と 小売店の 合併、 戦時から 戦後に かけての 家 統制 中に 

行われた セメン ト 共販 機関 (セ メン ト 共販 株式会社 • セ メ ント 配給 統制 株式会社 • セメン ト 販売 株式会社) 等 

に 現われて いる。 

一一、 セメントの 販売機 関 

国家 統制に よって、 ゆがめられた 時代 を 除けば、 セメントの 販売機 関 は 大別して 次の 三つで ある。 

製造業 者 = 製造業 者 直接の 販売 (旧 三 井 物産 . 旧 三菱 商事 等の 製造業 者 製品の 一 手 販売 商社 を， む。 ただし 

現在で は、 このような 一手 販壳 商社 は存 しない) 

卸 売 商 = 卸売 商 は 特約 販売店、 または 代理店と も 呼ばれて いる。 

小 売 商 = 下 店と も 呼ばれて いる。 卸売 商に 隸 属して いる。 

これら 販売機 関の 発生 過程 を 見る と、 市場が 狭小であった 明治 十六 年 ごろまで は、 製造業 者 直営で あつたが 

その後 市場が 漸次 拡大す るに 伴い、 地域的に 市場 確保の 必要から、 製造業 者 は 直接の 販売機 関と して 本店の ほ 

かに 支店. 出張所 等 を 設ける と共に、 更に 商業 機関と して 販売店 を 設置し、 その 販売店 は 時と 共に 次第に 分化 

節 販売 及び 販売機 構  四ープ 


(第 169 表） 

昭和 元年 以降 セメン ト 体格 中に 占める セメ ン ト 鉄道 運賃の 割合 


4E      »||     ' セメン ト迹当 り 

^        平均 輸送 軒 

セメント 述当 り 
平均 運贷 

瓲 当り 
セメント 価格 

セメント 価格 中 

i  -  J--        -2.        V^-  ,r\ 
な、 t5 める Jl£  Wl の 

割合 

昭和 元年 

134.7 轩 

1 へ 

5.7  % 

2 

122.0 

2.016 

33.45 

6.0 

3 

123.5 

2.021 

33.10 

6.1 

4 

127.4 

2.061 

32.33 

6.4 

125.5 

2.069 

23.31 

8.9 

6 

122.0 

2.042 

24.49 

8.3 

7 

123.3 

2.062 

25.37 

8.1 

8 

118.9 

z.u 丄 丄 

26.55 

7.6 

9 

114.2 

1.949 

25.84 

7.5 

10 

110.2 

1.919 

25.08 

7.7 

11 

116.0 

1.996 

21.48 

9.3 

12 

133.9 

2.222 

T 

OO 

12.2〜11.9 

13 

143.0 

2.317 

OO 

o 

t— I 

11.9~11.7 

14 

164.1 

2.495 

19.40〜19.80 

12.9~12.6 

15 

146.3 

2.236 

3 月 25.20 

8.9 

16 

145.2 

2.269 

25.20 

9.0 

17 

166.6 

2.690 

7 月 31.00 

8.7 

18 

174.2 

2.713 

10 月 35.25 

7.7 

19 

157.9 

2.652 

9 月 51.80 

5.1 

20 

不 明 

不 明 

in] 
0 

21 

167.6 

8.767 

3 月 300.00 

2.9 

22 

185.3 

52.906 

4 月 495.00 
8 月 1,649.25 

23 

162.1 

168.382 

7 月 3，903.70 

4.3 

24 

り 1  、1 

00 一 

242.444 

8 月 4,357.00 

5.6 

25 

360.65 

CO  \】' 

o  o 
•o  o 
o  o 

7.7 
5.3 

26 

151.0 

397.89 

p  p: 
o  o; 

5.6 
4.5 
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(備考) s 昭和 元年から 二十 一年までの 数字 は、 運輸省 鉄道 総 局 発行の 『貨物 経済 図表』 による。 

S 昭和 二十 二 年 以降 は、 価格に ついては 曰 本社 調査、 その他の 数字 は 日本 国有鉄道 発行の 配車 統計に よ 

る。 

^ 本 表の 価格 は 東京 地区 省線 レ— ル 渡し 卸売 価格で ある。 

V. 年度 は 官庁 年度で ある。 


S 本 表の 船. s: 荷役 料 は 昭和 七 年から 二十 四 年まで、 門 司 商工会議所 発行 資料 及び 來京港 運 組合 発行 資料に より 

二十 五 年 以降 は 日本 社 調査に よる。 

s: 積 卸 料 

昭和 七 年の 積 卸 料 は 自粛 料金に よる (自粛 料金と は 当時の 業者の 申合せ 料金で ある) 

昭和 八 年から 認可 料金と なる。 認可 料金の 改正 は 左のと おりで ある。 

昭和 十四 年 九月 料金 改正 

十五 年 十月 ガ 

十九 年 九月 ガ 

二十 一年 一月 ガ 

二十 一年 三月 ガ 

二十 二 年 七月 タ 

二十 三年 六月 ガ 

二十 六 年 五月 タ 

なお 参考までに、 昭和 元年 以降 一 一十 六 年間の セメント 価格 中に 占める セメント 鉄道 運賃の 割合 を 示せば 第 一 

六 九 表のと おりで ある。 
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(第 168 表） 昭和 7 年 以降 門 司〜 東京 間 海陸 セ メ ン ト 運賃 比較 


、、 

年 、 
別 \ 

海             送 （1 瓲 当り） 

陸             送 （1 旌 当り） 

汽船 運賃 

積 揚船内 料 

計 

貨車 運賃 

積 卸 料 

計 

昭和 つ 年 

円 

1.17 

円 

.80 

円 

1.97 

円 
10.16 

円 
.60 

円 
10.76 

ノ,    8 年 

1.35 

•80 

2.15 

10.16 

.64 

10.80 

ノノ    9 年 

1.76 

.80 

2.56 

10.16 

.64 

10.80 

n 10 年 

1.90 

.80 

2.70 

10.16 

.64 

10.80 

» 11 年 

2.00 

.80 

2.80 

10.16 

.64 

10.80 

» 12 年 

2.20 

.80 

3.00 

10.16 

.64 

10.80 

,, 13 年 

5.00 

1.04 

6.04 

10.16 

.64 

10.80 

U 14 年 

5.00 

1.04 

6.04 

10.16 

.60 

10.76 

» 15 年 

6.00 

1.04 

7.04 

10.16 

.95 

11.11 

1> 16 年 

6.60 

1.04 

7.64 

10.16 

.95 

11.11 

,, 17 年 

6.60 

1.04 

7.64 

10.07 

.95 

11.02 

» 18 年 

6.60 

1.04 

7.64 

10.07 

.95 

11.02 

1, 19 年 

6.60 

1.04 

7.64 

11.90 

1.25 

13.15 

1)  20 年 

12.00 

6.85 

18.85 

11.90 

1.25 

13.15 

II  21 年 

12.00 

10.00 

22.00 

36.10 

5.10 
6.60 

41.20 
42.70 

1,  22 年 

148.00 

700.00 

848.00 

259.00 

24.00 

283.00 

ノノ  23 年 

444.00 

890.00 

1,334.00 

912.00 

64.00 

976.00 

>, 24 年 

588.00 

800.00 

1,388.00 

1,640.00 

64.00 

1,704.00 

»  25 年 

530.00 

240.00 

770.00 

1,640.00 

64.00 

1,704.00 

>' 26 年 

850.00 

240.00 

1,090.00 

2,132.00 

110.00 

2,242.00 

»  27 年 

800.00 

240.00 

1,040.00 

2,132.00 

110.00 

2,242.00 

第 七 市場 及び 販売機 構  四 一 六 


(備考) S 本 表の 汽船 運賃 は 昭和 七 年から 二十 四 年まで、 海運 集会所 発行の 「海運」 資料に より、 

二十 五 年 以降 は 日本 社 調査に よる。 


東 信越へ、 四国 地区から は 東海 北陸へ、 九州 地. 区から は 四国 • 中国 • 近畿 • 東海 北陸 • 関東 信越 • 北海道へ 主 

として 流れて いる。 

その 流れ は 関東 信越 以東 は 隣接地 区の みで あるが、 近畿 以西 は 隣接地 区 以外の 地区まで、 殊に 九州 地区な ど 一 

は 全国 各地に 流れて いる。  一 

この 現象 は、 西日本 地区が、 地区 的に は 生産過剰 にある こと を 示す ものである。 輸出 も M 一  の 理由に 基き 近 一 

畿 以西の 地区に 多い。 北海道、 東北 地区からの 輪 出 はこの 事情と は 異なり、 冬期 不 需要 期の 在庫 処理の ため 行 一 

われて いるもの である。 

五、 セメントの 海陸 運賃の 推移 

セメントの 海陸 運 セメント 工業の 経済 立地に ついては 前節に おいて 述べ たが、 その 立地条件 は 時代に よ つ て 変化 を 見て いる。 

賃の 推移 

すなわち 海陸 運賃の 変化 • 輸送機関の 変化. 需給の 変化な どに より 影響 を 受け、 ある 時代に おいて は、 す こぶ； 

る 有利な 立地条件の もとに 建設され た 工場 も、 時代の 変化に よりその 優位が 低下 するとい う 場合 も あり、 また 

これと 反対に 余り 有利で なか つ た 条件の もとにあった 工場が、 時代の 脚光 を 浴びる という s^" 八：： も 絶無で はない- 

これら 変化す る 条件のう ち、 セメント 工業に 最も 大きい 影響を及ぼす もの は 輸送費 (原料 輸送 も 含めて) であ 一 

り、 殊に 海 送 費の いかん は、 他 地区の 需要に 依存す る 度合の 高い 中国、 九州 地区の 工場に は、 ゆるがせ になら 一 

ない 問題で ある。 

今、 門 司 ~ 東京 間 を 例に とり、 昭和 七 年 以降 二十 一 力 年間の 海陸 運賃の 推移 を 示せば 第一 六 八 表のと おりで 一 

ある。 
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三 地区) と、 生産 不足 地区 (関東 信越 • 近畿. 東海 北陸 • 北海道 • 四 国の 各地 区) とが 存 している ので、 セメ 

ント は、 絶えず 生産 余剰 地区から 生産 不足 地区に 向って 流れて いるので ある" また 量的に は 少ない が、 各社の 

得意先 関係、 または 採算 関係から、 これと 反対に 生産 不足 地区から 逆に 生産 余剰 地区に 向って 流れて いるもの 

も ある。 このような 地区 間の セメントの 流れ をセメ ントの 地区 交流と 呼んで いる。 

これらの 交流 状態 を 昭和 二十 七 年度 (暦年) について 見る と 第一 六 七 表のと おりで ある、」 すなわち 北海道 地 

区から は 東北へ、 東北 地区から は 北海道 • 関東 信越へ、 関東 信越 地区から は 東北 • 東海 北陸へ、 東海 北陸 地区 

から は 関東 信越 ，近畿へ、 近畿 地区から は 東海 北陸 • 関東 信越へ、 中国 地区から は 近畿 • 四国 • 東海 北陸. 関 
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(第 166 表） 曰 本社 陸上 バラ 輸送の 現状 


輪 送 区 間 

輪 送 機関 

備 考 

番春 工場〜 

門 司 工場 

貨 車 

ェ き 間 

西 多厚ェ 場〜 

アサノ コンクリート 社 
田 端 工場 

貨 車 

製品 用 

西 多摩ェ 場〜 
東京都 小 河内 ダム 現場 

貨 車 

ダム 工事 

X    V'X ェ 場〜 

浅野ス レート 社 

大阪 工場 

自動車 

製 品 用 

土 佐 工場〜 
高知県 物 部 川 
永 瀬 ダム 現場 

自動車 

ダム 工事 

門 司 工場〜 

門 司 関門 国道 現場 

自動車 

海底 ト ン ネ ル 

ェ 事 

八 代 工場〜 
熊本県 球 磨 川 
荒 瀬 ダム 現場 

自動車 

ダム 工事 

横 浜 包装 所〜 

運輸省 第二 港湾 
逮設局 現場 

自動車 

港湾 工事 

名古屋 包装 所〜 
浅野ス レート 社 
名古屋 工場 

自動車 

製 品 用 

セメントの 陸上 バラ 輸送機関 は、 貨車と 自動車で、 日本 社 関係で は 現在 第一 六 六 表の ように 実施され ている" 


なお 自動車に よる 陸上 バラ 輪 送の 一変 態で あるが、 近時 大都市に おいて は、 生 コンク リ— ト (ready  mosi 

concrete」 を アジ テ— タ  ^ラ ッ グ (agitater  truck,) または トラ ッ クミ キサ— (truck  mixer) によつ て 輪 送す る 

方法が 採られて いる。 昭和 二十 四 年 十二月、 磐 城 社が 初めて これ を 東京で 実施した が、 現お では アサノ コンク 

リ— ト社 (東京) • 東京 コンク リ— ト社 (東京) も 実施して おり、 今後 大都市に は 発展 増加す る 傾向が 兄え る。 

四、 セメントの 地区 間 交流 

前節で 述べた とおり、 セメントの 需給 関係 を 地区 別に 見る と、 生産 余剰 地区 (九州 • 中国、 最近で は 東北の 


(第 165 表） 各社 タ ンカ —— 覧表 

(昭和 28 年 3 月 現在） 


i-l. タ 

^  ク' 

m  Bit 粉 

1W   iHs,  stX. 

モ ナ、 ス —'ゆ ffir ぼ 問 

土  1 W  'D  /Mj 肌 に 1 

*li wu  tTTl ヌロ  /] 

曰 本 

豊城丸 

約 

3，100 瓲 

門 司〜 横 浜 

昭和 25 年 6 月 

喜 多 方 丸 

約 

3,400 旌 

佐 伯〜 農 古 5 

昭和 28 年 5 月 
(就航 予定） 

小 野 田 

堇 丸 

約 

400 瓲 

津久 見〜 神 戸 

昭和 24 年 10 月 

賢洋丸 

約 

3，000 瓲 

津久 見〜 5  P 

昭和 26 年 6 月 

龍洋丸 

約 

3,000 瓲 

大船 渡〜^ 海纖 

昭和 27 年 5 月 

宇 部 

清 忠 丸 

約 

3,500 瓲 

大 阪 
宇 部〜 名古屋 

昭和 11 年 5 月 

辰 清 丸 

約 

3,500 瓲 

昭和 28 年 4 月 
(就航 予定） 

第 七 章 市場 及び 販売機 構  四  一 二 

セメントの 海上 バラ 輸送 は 現在 第一 六 五 表のと おり、 主として 大型 汽船 (三千 喷級) によって 行われて いる。 

宇 部 社の 淸忠丸 は、 昭和 十一 年の 建造で ずばぬけて 古く、 わが国 パラ 輸送の 創始であろう。 


陸上 パ ラ 輸送 また、 セメントの 陸上 バラ 輸送 も 海上 バラ 輸送と 同様、 輸送 合理化の 有効な 手段で、 海上 バラ 輸送が 生産地 

から 需要 地への 大量 輸送に 主眼点が あるのに 対し、 陸上 バラ 輸送 は 工場と 需要 先と を 直結して、 たとえば、 .i?^ 

ムの 建設な ど 大量の セメント を 長期 連続 使用す る 現場に 対し、 あるいは セメント 製品 工場の ように、 恒久的 d 

セメント を 使用す る 事業 場 等に 対して 需給の 直結 を 図る もので、 各方 面で 将来 益々 積極的に 採用され るで あろ 


ラ 輸送 


ラ 輸送の 利 点 


海上 パラ 輸送 


輸送で あるのに 対し、 近畿 以西 は 船舶 輸送が 二八 ％ ないし 六 八艿を 占めて いる、 いわゆる 「西 船 東 車」 型で ある。 

三、 バ ラ 輸送 

紙袋に 包装され た セメント を 汽船で 輸送す る 場合、 積 地 及び 揚地 事情に よって 差異 は あるが、 大体 積 込 及び 

荷揚 費と して 現在 瓲 当り 七 百 円ない し 一千 円の 出費 を 要する。 かかる 出費 を 極力 引下げ、 輸送の 合理化 を 図ろ 

うと すれば、 セメントの バラ 輪 送 を 行う のが 最も 有効な 方法で ある。 

バラ 輸送の 利点 は、 まず 第一 に 荷役 費が 節約で きる こと、 第二に 容器 費の 節約 (包装 品 汽船 積 送の 場合 は、 

積 楊 荷役の 際、 通常 積載 数の 七 ％ 程度の 乱 袋 を 生ずる)、 第三に 荷役が 天候に 関係な くで きる こと、 第 四に セメ 

ントの 減損がない ことな ど 直接、 間接に 出荷 経費の 節約が 可能と なる。 アメリカ において は 海陸 送 を 合わせ、 

約 五 〇％ が バラ 輸送され ている が (注)、 わが国で は、 総出 荷 量 中に 占める 海陸 バラ 輸送量の 割合 は 一 〇；. 々程度 

に過ぎない。 

(注) " Bureau  of  Mines  minerals  Yearbook  1949  " によれば、 最近 三 力 年間の 容器 詰と パラ 積との 割合 は 第一 

六 四 表のと おりで ある。 
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汽船に よる バ ラ 輸送 実施の ために は、 タ ン 力— を 建造す ると 共に、 積 地の セメント 工場に バ ラ積設 備を 設け 

る ほか、 着地に は バラ セメント 受 入れの ため セメント 包装 工場 を 設置し なければ ならない。 

第 四 節 輪  送  四 一一. 


第 七 章 市場 及び 販売機 構  四 一 〇 

るので あるが、 戦前 • 戦後の 機関 別 輸送 状況 を 掲げれば、 第一 六 二 表のと おりで ある。 

この 表の ように 昭和 二十 三年 当時に おいて は、 戦前に 比べて 鉄道輸送の 比率が 増加し、 反面 船舶 輸送の 比率 

がかな り 低-下して いるが、 これ は 敗戦に より 船舶 そのものが 減少した 上に、 港湾の 荷役 能力が 充分でなかった 

ためで ある。 今後 船舶の 増加、 港湾 荷役 能力の 増加、 または 機械化の 進む に 従い、 その 利用 率 は 一段と 高まる 

ものと 考えられる。 

次に 機関 別 輸送 状況 を 地区 別に 見れば、 第一 六 三 表のと おりであって、 東海 北陸 以東 は ほとんど 全部が 鉄道 
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機関 別 輸送 


したがって セメント 工場 は、 この 二つの 輸送機関 のうち、 少なくとも 一 つ を 直接 利用し うる ことが 極めて 重 

要であって、 現に 稼動 中の 三十 五 工場の 両 輸送機関 利用 状態 を 示せば、 左のと おりで ある。 

鉄道 引込線 及び 船舶 積 出 設備 の 双方 を 有する も の 十八 工場 

鉄道 引込線の み を 有する もの  十二 工場 

船舶 積 出 設備 の み を 有す る もの  五 工場 

合 計  三十 五 工場 

しかし、 大都市に 存在す る 工場に あって は、 トラッグの 利用 率が すこぶる 高く、 鉄道 • 船舶と ならんで セメ 

ン トの 重要 輸送機関 として 利用され てい る。 

二、 機関 別 輸送 状況 

右に 述べた ように、 セメントの 輸送機関 は 鉄道と 船舶 を 主と し、 その他の 輸送機関 は 補助 的に 利用され てい 
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第 四 節 輸  送 

一、 概 説 

セメント は、 先に 述べた ように 重量の 割合に 価格が 廉く、 輸送費の 負担 力が 極めて 弱い 商品で ある。 ゆえに 

これ を 輸送す る 輸送機関 は、 原則として 運賃の 低廉な もので なければ ならない。 また セメント は 工業製品 とし 

て 戴 量 品で あり、 かつ 大量生産 品で ある。 したがって セメント 工場の 第一 次 輸送機関 は、 常に 大量 輸送に 応じ 

うる もので なければ ならない。 この 二つの 要求 を 満足させる 輸送機関 は、 現在のところ、 鉄道と 船舶 (汽船. 

機^船) で、 その他の 險送 機関 は補叻 的に 利用され るに 止まる。 
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(2) せ^  一 ±顿 せ. 

需要 地、 すなわち 需要の 地理 的 分布に ついては、 本章 第一 節に おいて 既に 述べた とおりで、 その 需要 分布に 

対し 前記 生産 分布 状況 を 対比 すれば、 第一 六 一 表のと おりで ある。 

この 表に より 地区 別に 需給 関係 を 見る と、 昭和 六 年ない し 八 年の 間で は セメントの 需要に 比べ、 供給 力が 不 

足して いた 地区 は 関東 信越 . 近畿 . 東海 北陸の 三 地区の みで あ つ たが、 近年 北海道 及び 四国の 需要が 加した 

ため、 これら 両 地区 も 供給 力不足と なり、 現在 九州. 中国 • 東北の 三 地区が これら 供給 力不足 五 地区に 対する 

補給 源と なって いる。 この 詳細 は 第 四 節で 述べよう。 
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第 七 章 市場 及び 販売機 構  四 〇 六 

する わけに はいかない。 

セメントの 製造 原価 中、 最も 大きな 要素 をな している もの は、 石灰石 費 • 石炭 費 及び 労務 費で あるが、 この 

內、 労務 費 は 所に より 差異 は あるに しても、 大した 高低 はない ので、 工場 位置 決定の 重要 要素と はなり 得ない。 

これに 対し、 石灰石と 石炭と は、 鉱 産物で 産地が 限られて いるので、 工場 位置の いかんに より、 この 入手 価格 

に 大きな 開きが でき、 しかも セメント ー瓲を 生産す るた めに、 これら 原 燃料 は 合計 ニ瓲 近く を 要する ので、 原 

価 中に 占める 地位 は 大きい。 

したがって、 この 入手 価格の 相異も 結局 輸送費に あるので、 セメント 工場の 建設 地 選定に 当って は、 原 燃料 

及び 製品の 輸送費い かんが 最も 大きい 要素と なり、 他の 立地条件が 同一で ある 限り、 原 燃料 及び 製品の 輸送費 

の 総和が 最小になる 位置に 建設され るべき ものな ので ある。 

しからば セメント 工場 は、 現にい かなる 地区に 建設され ている か、 セメント 生産の 地理 的 分布 状況 を 示せば 

第 一 六 〇 表のと おりで ある。 

この 表に よって 明らかな ように、 九州 地区の 生産が 断然 多く、 関東 信越 • 中国 • 近 幾が これに 次いでい るが 

九州と これに 隣接す る 中国 を 合して 見る と、 これら 両 地区の 生産 量 は、 全国 生産 量の 四五艿 ないし 四 七 i1 を 占 

めて おり、 工場 数に おいても 四 九 ％ を 占めて いる。 現存 三十 五 工場の 大部分 は、 戦前の 自由経済 時代に 建設 さ 

れ たもので あるが、 なにゆえに 九州. 中国 地区に このように 集中 建設され たかと いうと、 まず 第一に、 両 地区 

とも 良質 石灰石と 石炭に 恵まれて おり、 製造 原価が 廉 いこと、 第二に 戦前に おいて は、 次 節 (五) 「セメントの 

海陸 運賃の 推移」 中の 昭和 七 年 以降 門 司？. 東京 間 海陸 セメント 運賃 比較に 見る とおり、 陸上 運賃に 比べ 海上 運 

賃が 著しく 低廉であった ため、 九州、 中国 地区の 海岸に 工場 を 建設し、 製品 を 船舶に より 近畿 • 中京 丄 C 小 浜 等 

の大 消費 地に 輸送しても、 現地の 工場と 採算 的に 充分 対抗で きたた めで ある。 


け 
る 


ゆ 


2^ 


m  I  、耀チ ゆ^ゆ I  tfr 『4 棚 

f#  □  ^i-  ^  ^ 
m  E お 

J?]       ^  4J>  ^  » 

•WilfflS ぼ ^ist》t^^ 海 nil 


m 
Ait 


第三 節 生産地と 需要. 地 

立地条件と 製造 原  セメント 工業 は、 著しく 機械化され ている ので、 生産 工程に 労働 的 要素 は 比較的 少ない。 

一方、 その 製品た る セメント は、 重量の 割合に 価格が 廉ぃ 商品で あるから、 輸送費の 負担 力が 極めて 弱い。 

したがつ てこの 面からの み 見れば、 市場に 近く 工場 を 建設す る 方が 有利で あるが、 他面 工場の 製造 価 を 無視 
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戦時中の 需要 者 別 

配当 


な 

業 


い 用途 別 需要 一 

£ げれ ば、 第 


： ついては 明らかで ない が、 参考までに 昭和 十五 年、 

五 九 表のと おりで ある。 

摆 B# せ S 麯 湖^せ j  i、 


一十 年の 期間に お 


§ 15 せ |g 


368,398 

1,901,588 

1,369,022 

289,729 

ひ 02,086 

37,241 


572,115 


,140,179 


11 


100 


16 せ 蹄 


1,294,397 

531,700 

1,155,125 

217,384 

549,956 

416,055 


527,147 


.4,691,764 


11 


100 


17 せ两 


1,506,537 

ぶ 1,872 

852,221 

317,219 

±4,353 

312,331 


297,855 


4,072,388 


100 
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1,867,198 

250,018 

598,088 

169,115 

193,463 

132,036 

ム56 

25,912 

3,372,896 
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18 
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830,235 

17,373 

248,094 

227,605 


204,597 


1,527,904 


14 


100 


お、 今次 大戦 中 ( 

者 別 配当 実績 を 5 

東) 


(第 158 表）  大戦 後 配給 統制 撤廃 後の 用途 別 需要  （単位 瓲） 


用 途 

別 

昭和 25 年度 

26 年度 

27 年度 

25 年〜 27 年 
平  均 

出荷 数量 

% 

出荷 重 

出荷 数 量 

% 

山 -ifc  ♦A- 

出荷 数量 

O  ノ 

鉄 

這 

162,629 

4 

152,736 

1/2,924 

16z,76j 

電 

力 

208,784 

300,100 

6 

473,548 

8 

327,477 

6 

港 

湾 

81,174 

2 

137,807 

2 

135,704 

2 

118,228 

2 

道路橋 

梁 

165,272 

4 

214,853 

4 

247,680 

4 

209,267 

4 

土木工事 

一 般 

722,015 

19 

1,212,602 

22 

1,227,080 

20 

1,053,899 

21 

建築 一 

913,478 

24 

1,789,482 

33 

1,60-4,953 

27 

1,435,971 

28 

鉱 

業 

166,436 

4 

183,944 

3 

174,404 

174,928 

3 

セメント 

製 品 

220,271 

6 

346,731 

6 

425,369 

7 

330,790 

そ  の 

他 

1,253,810 

32 

1,147,200 

21 

1,583,648 

26 

1,328,219 

26 

合 

計 

3,893,869 

100 

5,485,455 

100 

6,045,310 

100 

5,141,542 

100 

(備考 ） （1) 本 表の 数 宇 は セメント 協会の 統計に よる。 

C2-) 年度 は 暦年。 


第 七 章 市場 及び 贩充 機構 


四 

〇 
1^ 


(第 157 表）  大戦 後 配給 統制 時代の 用途 別 需要  （単位 瓲） 


用 

途 

別 

昭和 22 年度 

23 年 

度 

24 年 

度 

22 年〜 24 年 
平  均 

配当 数量 

% 

配当 数量 

% 

配当 数量 

% 

配当 数量 

% 

進 

駐 

軍 

UOZ>jZ< リク 

J 上 

0 
0 

ひ 

f— 1 

7 

55,000 

2 

288  7^7 

14 

鉄 

道 

63,070 

107,550 

5 

108,290 

3 

92,970 

4 

電 

力 

85,215 

7 

186,000 

9 

205,000 

6 

158,738 

港 

湾 

18,750 

1 

54,668 

3 

58,565 

2 

43,994 

2 

道 

路 橋 

梁 

68,637 

71,150 

4 

84,230 

3 

267,533 

13 

土 

木 一 

240,088 

13 

338,493 

11 

建 

築 一 

般 

96,892 

8 

345,482 

17 

627,960 

20 

356,778 

17 

鉱 

業 精 

鍊 

118,885 

9 

175,238 

7 

148,868 

147,664 

7 

X 

業 

67,980 

216,943 

11 

286,446 

9 

190,456 

9 

セメント 製品 

23,824 

2 

105,888 

207,000 

7 

112,237 

農 

林 水 

産 

96,524 

7 

342,575 

17 

610,963 

20 

350,021 

16 

そ 

の 

他 

4,473 

0 

40,214 

2 

361,626 

12 

135,438 

6 

計 

1,326,459 

100 

2,014,796 

100 

3,092,441 

100 

2,144,566 

100 

im 

出 

11,500 

328,033 

617,000 

318,844 

計 

1,337,959 

2,342,829 

3,709,441 

2,463,410 

(備考） （1) 本 表の 数字 は 経済 安定 本部 産業 局 化学 課 発行の 「統制経済の 回顧」 から 取 


材 した。 

(2)  配給 統制 中の 配当 分類 は、 60 部門に 分れて いるが、 これ を 昭和 25 年 1 月 配 
給 統制 撒 廃に 際し、 経済 安定 本部 • 通商産業省' セメ ン ト 協会 三者 打 合の 上 
決定した 配当 分類 整理 基準に 基き、 本 表の よ う に 13 部門に 縮小 整理した。 

(3)  年度 は 官庁 年度で ある。 

(4)  昭和 24 年度 第 4/4 半期から 配給 統制が 撤廃され たので、 本 表の 24 年の 数字 
は 第 3/4 半期までの 合計 数で ある。 


第二 節 用 途 別 需要 


四 C 


(第 156 表）  曰 華 事変 前 配給 統制の なかった 時代の 用途 別 需要  （単位 Hi) 


用 途 別 

昭和 10 年 

» 11 年 

ガ 12 年 

10 年〜 12 年 平均 

出荷 数量 

% 

出荷 数量 

%  \ 出荷 数量 

% 

出荷 数量 

% 

鉄  道 

365,229 

8 

391,243 

8 

433,516 

8 

396,663 

8 

電  力 

396,225 

8 

342,899  7 

530,689 

10 

42:5,271 

8 

港  湾 

170  746 

121,036 

121,465 

2 

121 082 

2 

道路橋 梁 

342,905 

7 

334,497 

7 

302,065 

6 

326,489 

6 

土木 一般 

463,952 

10 

548,862 

11 

471,329 

9 

494,714 

10 

建築 一般 

1,324,515 

27 

1,430,785 

28 

1,500,571 

28 

1,418,624 

28 

鉱  業 

88,093 

2 

77,093 

2 

111,377 

2 

92,188 

2 

セメ ント 製品 

167,162 

175,314 

233,032 

4 

191,836 

4 

販売店 • 小口 需要 

1,530,701 

32 

1,633,922 

32 

1,651,086 

31 

1,605,236 

31 

雑 

19,403 

26,939 

40,109 

28,817 

1 

八  ^ 
n                        口 厂 

4,818,931 

100 

5,082,590 

100 

5,395,239 

100 

5,098,920 

100 

(備考） （1) 昭和 10 年ない し 12 年 を 代表 年と して 取材した。 

(2)  本 表の 数字 は 井上 英熙著 「セメント」 により 朝鮮' 台湾 • 樺 太' 関 
東 州 • 南洋 委任 統治 領 向け 出荷 を 含む。 

(3)  年度 は 暦年。 
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用途 別 需要 


戦前の 用途 別 需要 


戦後の 用途 別 需要 


統制 撤廃 以後の 用 

途別 需要 


の 進行に 半って 需要が 特に 激増す ると 予想され る 地区 は 東北. 東海 北陸で、 これらの 地区 は、 近く 近 幾 地区に 

匹敵す る 主力 市場と して 登場す る ものと 思われる。 


第二 節 用途 別 


要 


セメントの 用途 は、 セメントの 進歩と 相 まって 年と 共に 分化し、 かつ、 その 需要 量に も 相当の 消長が ある。 

古い 時代の 事情 は 資料 を 欠き 不明で あるが、 日華 事変 前 及び 太平洋 戦争後の 用途 別 需要 を 掲げれば、 第一 五六 

表，^ 第 一 五八 表のと おりで ある。 

すなわち 戦前に おける 用途 別 需要 を 見る と、 販売店 • 小口 需要 は、 実は 建築 土木 及び セメント 製品に 消費 さ 

れ ている ので、 これ を 考慮 すれば 需要の 筆頭 は 建築 一般で、 土木工事 一般 • 電力. 鉄道. 道路橋 梁が これに 次 

いでいる。 

戦後に おける 配給 統制 中の 用途 別 需要 は、 重点 配給に よる いわゆる ゆがめられた 需要で、 真の 需要 を 示す も 

ので はない C 進駐軍 需要 は、 主として 軍事施設の 整備 拡充に 充当され ており、 また 農林 水産 需要の 大半 は 農地 

開発であって、 これら はいずれ も 土木に 属する ものである。 また 諸 工業の 需要の 大半が、 工場の 復旧ない し拡 

充に 当てられて いるので、 これら を 考慮 すれば、 需要の 大宗 は 土木 及び 建築で あり、 電力. 鉱業 精鍊. セメン 

ト 製品 • 鉄道が これに 次いでい る。 

なお 鉱業 精鍊 部門の 需要の 大半 は 炭鉱の 需要で あり、 産業の 原動力 をな す 石炭の 増産に 当時 国策の 重点 を 置 

いた 結果、 この 部門の 需要が 増加した ので ある" 

次に 配給 統制 撤廃 以後に おける 用途 別 需要 を 見る と、 需要の 筆頭 は 戦前と 1^ じく 連 築 一 般で、 土木 工事 一 般. 

セメント 製品 • 電力 • 道路橋 梁 • 鉄道が これに 次いでい る。 
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全般的に 見て 農 山 漁村と 都市との 懸隔 は 相当 縮小され てきて いる。 需要の ゆがめられた 統制 時代 を 除き、 最近 

の セメント 需要の 地理 的 分布 状態 を 掲げれば 第 一 五 五 表のと おりで ある" 

要 地 すなわち 現在 需要の 最も 多い 府県 は、 大都市の ある 東京都 • 大阪府 • 福岡県 • 愛知県 • 兵嘛県 • 神奈川県で 
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別に：！ ル ると 関東 cin®  • 近畿の 両 地方が 最も 多く、 四国. 北海道 地方が 最も 少ない しかし、 今後 電源開発 工事 
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254,230 

57,728 


564,703 


38,756 

30,172 

30,045 

115,377 

550,269 

46,843 

308,655 


1,120,117 


51,656 

44,911 

58,603 

41,997 

48,739 

116,139 


362,045 


281,915 


155,055 


633 


,639,611 


三 九九 
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£5 


ム 25 


74,788 

427,701 
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(第 1 54 表） 主要 各国 人 口 1 人 当り セメント 生産高 


年 次 

国 

名 

tX-.      ^X. 耳 
生 度 重 

(a) 

人口  （b) 

1 人 当り 生産 

且 3 

里 17 

C 瓲） 

(千 瓲） 

(千 人） 

ァ メ 

ヮ 

力 合衆国 

34,620 

146,621 

0.236("4.72 袋） 

西 

ト- 

ィ 

ッ 

5,580 

46,33 フ 

へ 
ォ 

o 

ィ 

キ 

ス 

1 ."tl リ 

50,065 

0.149(2.98  //) 

1948 年 
(昭和 23 年） 

フ 

ベ 
_. 

ル 
ノ 

ン 
ギ 
マ ― 

ス 
ク 

5,352 
3,336 
763 

0          t、  0 
0          1 ハ  ひ 

—        ズ  す 

0.130(2.6  //) 
0.390(7.8  ノノ） 
0.182(3.6-1 ガ） 

ィ 

ン 

ト' 

1,572 

342,120 

0 

0 
0 

南 

阿 

連 

邦 

1,308 

11,890 

0 
0 

曰 

本 

1,843 

80,217 

0.023(0.46  »  ) 

ァ メ 

力 合衆国 

41,243 

154,353 

0.267(5.34 り 

西 

F 

ィ 

ッ 

12,235 

48,117 

0.254(5.08  //) 

ィ 

ギ 

ス 

10,385 

50,287 

0.207(4.14/') 

1951 年 
(昭和 26 年） 

フ 
ぺ 

ラ 
ル 

ン 
ギ 

ス 

8,3-10 
4,396 

42,239 
8,678 

0.197(3.94  ノノ） 
0.506  10.12  //) 

ン 

ク 

988 

4,304 

0.230(4.6  ノノ） 

ィ 

ン 

K 

3,269 

356,829 

0.009(0.18  ,>  ) 

南 

阿 

連 

邦 

1,953 

12,683 

0.154(3.08  //) 

曰 

本 

6,532 

84,300 

0.077(1.54  //) 

第 七^ 市場 及び 販光 機構  三 九 八 


(備考) 本 表の 各国 生産 量 は 日本 セメント 輸出 協会 調査、 人口 は 総理府 統計 局 調 推計 人口。 

消 e ；」： r における 都  この こと は ^寺に、 都市と 農 山 漁村との セメント 消費量の 多寡に ついても 一一 一 ほえる のであって、 セメントの 消 

比較  費 は 都市に 多く、 農 山 漁村に 少ない のが 常则 である。 しかし 農 山 漁村の 消費 は 大正 年代まで は 非常に 少なく、 

都市との 間に 大幅な 開き を兑 せて いたが、 昭和に 入り 農事 改良が 普及され るに 及び、 河川 改修工事の ほか、 貯 

水 池 • 用水路 • 肥槽 等の 農業 土木 諸 工事に 盛んに セメントが 使 川され るよう になり、 消費量 は 漸次 増進した。 

また、 一 部の ^山 漁村 他. K において は 電源開発. 河水 調整 等の 工事に より 消費量が 激^して いるもの も あり、 


[ 

年次 

荷 量 
(a) 

総人口 
(b) 

1 人 当り 

消 費 量： 

(a)  i 

(b)  1 

明治 

45 年 

615,505 

50,577,000 

0.012  ； 
(O.24 袋 )i 

大正 
6 年 

887,409 

54,134,000 

0.016 
(0.32 袋） 

大正 
11 年 

* 

1,642,042 

57,655,000, 

0.028 
(0.56 袋） 

昭和 
2 年 

3,235,357 

61,317,000 

0.053 
(1.06 袋） 

昭和 
7 年 

2,711,525 

66,296,000 

0.041 
に u,o/>:jte ソ 

1 生産 量 
！ 換 算 
1 0.052, 
1(1.04 袋),' 

昭和 
12 年 

4,901,809 

71,253,000 

0.069 
(1.38 袋） 

昭和 
17 年 

3,965,713 

75,114,000 

0.053 
1    (1.06 袋） 

昭和 
22 年 

1,230,50 

Lj  78,101,00( 

0.016 
((U2 袋) 

昭和 
27 年 

6,087,11 

1 

B,  85,500,00( 

0.071 

) 

1 (1.42 袋) 

第 七 章 市場 及び 販売機 構 


第一 節 需要の 地理 的 分布 


セメント は 文化の 

尺度 


由来、 セメント は 鉄と 共に その 消費の 多寡 は 文化の 尺度で あると. 一目 われて いるが、 事実 明治 四十 五 年 以降の 

各国 民 一人 当り セメント 消費量の 推移 を 掲げれば、 第一 五三、 一 五 四 表のと おりであって、 明らかに セメント 

消費量の 増減 は 国力の 増減、 すなわち 文化 水準の 変動に 並行して おり、 また 各国の セメント 消費 統計 を 兄ても 

文明国 ほど 消費量 は 多くな つてい る 


赌| 

肖 単 


セ 

人 


表 国 

3  '\ 

5 力 

^ わ 


—^ほ り * よ HI 荷 量 不明に つき、 生産 量 を もって 代える。 生産 量 は 日本 社の 調査に よる 

^ 昭和 七 年、 十二 年 及び 十七 年の 出荷 量 は 通産省、 二十 二 年 及び 二十 七 年の 出荷 量 2 セ 

荷 統計に よる。 

,^ 人口 は 総理府 統計 局 調に よる。 


メ ン ト 協会の 出： 


第 七 章 市場 及び 瓶 fi< 機構 


三 九 七 


第 六 章 容  器  三 九 六 

が、 容器 費 節減に ある こと はもち ろんで あるが、 このほかに、 工事現場 における 取扱 管理 上の 必要から 考えら 

れ たこと も、 一つの 大きな 理由であった。 

紙袋との 比較  紙^：：八とコ ンテナ—との容器費の比較にっぃては、 コンテナ— の 消却 年数の 見方に よって 違う ので、 一概に は 

言えない が、 いかに 高く 見 積っても、 袋の 半額 以下で ある こと は 明らかで ある (注)。 したがって、 e 八に 比くて 

コンテナ— が 利益で ある こと はわ かっていても、 これ は c 取 初の 容器 代の 負担の 大きい ことと、 積 卸しに 特別の 

, ル. ぱ備を 要する ことのた めに、 ある 特定 工事現場 以外に はこれ を 実施す るに は 無理が あり、 現在で は 一般に 普及 

する 傾向 は 見えない。 

g 北 日本 機械 社の 運賃 計算に よれば、 小 野 田 社 大船 渡 工場から 猿ケ石 ダムへの 輸送費 は、 袋の 場合 は瓲 当り 

一、 五 四 七 円、 コンテナ— の 場合 は 八 八 一円、 差 引 六 六 六 円の 利益と なって いる (同社 カタログ 参照)。 また セメ 

ント 協会 調査に よれば、 コンテナ ー の 輸送費 は 袋の 場合の 一 七. 五 ％ となって いる (セメント 協会 編 「調査 時報」 

一 九 五 二 年 十月 号)。 


常に クラフト 紙袋 部門の 全 需要の 五 〇％ 以上 を 占めて いる。 

第 四 節 その他の 容器 

その他の 容 器 セメントの 容器 は、 前述した とおり、 樽. 麻袋. 紙袋の 順で 進歩 変遷して きた もので あり、 現在で は ほ とん 

ど 紙袋 一本と なって しまって いるが、 しかし 紙袋 以外の 容器が 全然 使用され ない という わけで はなく、 セメン 

トの 輸送. 保管 その他 取扱の 管理 上、 紙袋 以外の 容器が 用いられる こと も ある たとえば、 小型の もので はド 

ラム 罐、 更に 大型の もので は コンテナ— が ある。 

ドラム 罐 ドラム 罐は、 量的に は ほとんど 問題に はならない が、 過去に おいて 用いられた 例 も あり、 古く は 明治の 初年 

一 部 ドラム 纏 入りの セメントが 輸入され たという 話 も 伝えられ ている。 

また 終戦後に は、 アメリカ 占領軍が セメント を ドラム 罐に 入れて， お 蔵して いた こと もあった り もちろん、 紙 

袋に 比べて、 セメントの 長期 貯蔵に は 適する が、 取扱が 不便で あると いう 欠点 を 持って いる 

コンテナ ー  セメント コンテナ—  (cement  container) は 北 日本 機械 社の 考案 製作に かかる もので、 材料 は 鉄板 を 使用し、 

形 は 円筒形の 胴体 を 上部で 円錐形に 絞り、 上部 周辺 を 山形 鋼の 枠 を もって 保護した ものである。 寸法 は 直径 

一、 三 〇〇 粍、 総高 さ 二、 〇ニ〇 粍、 口径 三 八 〇 粍で、 自重 は 四 二 〇 瓧、 容積 は 一、 三 四 〇 立方 糖、 これに セ 

メン トニ、 〇〇〇 瓧を 入れる" これ を 輸送す るに は、 トキ 車 (三十 五瓲 無蓋車) を 使用し、 二列に 八^ず つ、 

計 十六 個 を 積む ので ある」 積 込み、 積 卸し はむ ろん 起重機 または ホイ ストに よらなければ ならない。 

. わが国に おいて は、 岩手県 北上 川の 支流 猿ケ石 川、 田 瀬 ダム 建設工事に 要する セメント 輪 送に 使 川され たの 

が 最初で、 これ は、 小 野 田 社 大船 渡 工場 及び 磐 城 社 八 戸 工場から 前記 ダム 工事現場へ 送る セメントに 実施され 

ている もの である (実施の 期間 は 昭和 二十 六 年 八月から 二十 八 年 工事 完成まで)。 これ を 使用す る H 的の 一 つ 
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第六^^ぃ 容器  三 九 s: 

入の 必要 を 認めない までにな り、 昭和 六 年 ごろに は、 一部 紙幅の 問題 を 除き、 おおむね 富士 製紙 社 製品で まに 

八 ：！ うこと になった. 現在で は、 セメント 用紙 袋 はすべ て 国産品 を もって 賄われ、 なお 余裕 を.. 小して いる 状態で 

ある」 最近 三 力 年間の クラフト紙 生産 実績 を 示せば 第 一 五 一 表のと おりで ある、、 

(^151 栅)  J  =~  J  第 ^陳» 鏃 


(塞 誠-) Isc^iil- ス， CE"3S¥*S ゅ蹦略 S が 3。 せ 湖せ。 

また 製袋 業者 は 昭和 二十 七 年 十月 現在で 約 三十 六 社、 それに 備付 けられた 製袋 機 は 七 41 機 を こえ、 そのうち 

セメント 川の 製袋 業者と して は 林 商会 • 関東 紙 業 • 九州 紙袋が 三 大メ  — 力— として， 5 られ、 この 三 社に よ つ て 

セメント 用紙 袋 全 生産の 約 五 〇％ が 供給され、 禅 谷 • 原 町. 昭和. 束 海. Sti: • 来 京大 和 ほか 一 一 卜 数- til が 残り 

を 供給して いる。 最近 三 力 年 問の クラフト紙 生産に 対する セメ ント 紙袋 部門の 币而 要は 第 一 五 二 表のと おりで、 


^惑 ゆ 駕^ st.s。 せ せ。 


関ク 

連ラ 


(第 150 表） 
セメン ト 紙袋 体格 推移 表 


n ザ  期 

慣 TO- 

円 

昭和 2 年 5 月 

； 150 

4 11 

095 

8  6 

110 

16 

151 

20 11 

440 

21 5 

150 

22  6 

667 

22 11 

9:25 

23  7 

17：00 

25  3 

1935 

25 11 

21:20 

26  4 

33:00 

26  5 

3550 

26 11 

34  00 

27  2 

3300 

27  3 

31:50 

27  5 

3050 

27  6 

27:00 

27  9 

26:00 

(備 考） 

昭和 2 年 5  jj は 42.5  kg 

入り 五 層 袋の 価格で あ り 

同 4 年 11 月 以降 は 50  kg 

入り 三 層 袋の 価格で ある 

一 トンに 要する 枚数 
ート ン 分の 袋 代 
五 枚 合 50  32 との 比 較 
百分率 

一 樽に 要する 袋 
単  価 
ー撙 分の 袋 代 
五 枚 合 5  0 瓧 との 比 較 

百分率 

― 紙の 枚数 

、\ 容 - 

摘 要 

v-n 

%  L  + 
T9Z0*  + 
H) ド 
TOT" 

V 

®s 'ひ 

e1 

2  0 
2.220 

in' 

o 

\j\ 
lii 

%Z\  + 
OOS マ 

+  + 

• . . 产 

ho     o    4^     一  K) 
\p     4^            O  v-n 
。\ リ V_/l c 

O 

趣 

2  0 
2.540 
+  .320 

+ 14% 

7" ト S'  + 

1, "C 

o 

ON 
籲 

K> 
Ul 

4^ 

oo    -       • ' 

\p     O    Oo  O 
0\     tsj     4i.  CX) 
\0     OO  ^ 

42.5 瓧 

ム 

錮 

%f 一 

OZO' - 

4.25 
.086 
•  365 丄 
一 .011 丄 

O 

mi 

ト紙 業との わが国に おいて、 S 初に クラフト紙の 抄 造に 成功した の は 昭和 元年 六月、 富士 製紙 樺 太 落 合 工場で 抄 かれた 

もので あつたが、 最初の セメント 紙袋 は、 日本の 紙に よって 作られず、 スェ— デン からの 輸入品に よって 作ら 

れた。 しかしながら、 その後、 わが国の 製紙業 は 急速に 進歩 発達し、 まもなく！ S においても、 量に おいても 輪 
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第 六 章 容 器  三 九 二 

格 は ミシン 縫に 比べて、 ^に 糸 代 だけ， 女く、 破損 率 は ミシン 縫よりか えって 低かった： ただ 手 貼りで あるた 

め、 大量の 需要に は 応ずる こと はでき なかった。 それから 糊 貼 袋に はま だ 標準 規格がない また 日本 こおいて 

糊 貼 袋が 発達 しないの は 再製に 困難が あるから である こ 

K: 製袋 なお、 このほかに- 冉製 袋が あった。 ：： 収初は 新 袋に 比べて 価格が. 女かった から 使 m された が、 その後、 グラフ 

ト 紙の 逼迫 時には、 セメントの 古 袋が 他に 流れぬ ために、 セメント 業者 は 積極的に これ を 集めて 再製した。 こ 

の 再製 は、 早くから^ 谷 商店 等に よって 始められ ていたが、 のち セメント 各社 は專属 の 製袋 工場 を恃 つよう 

になった。 戦時中 は、 再製 袋 も 新 袋 逼迫に つれて、 消費 割当が 実施され ていた。 現在、 セメント 用と しての 再 

il^ 袋 は 各社と もに 利 S している が、 その 数 は 新 袋の 約 一割で ある。 種類 は 普通 古紙の みの 五 卜瓧 入り 四 冒 と 

外層 を 新品で 包んだ 新装 四 層と 称する ものとの 二種で あるが、 市場に 出て いるもの は 主として 後者で、 その 価 

格 は 三 層の 新 とほ ぼ 同 一 である。 

紙 t: 人の 滴 格 現在で は、 セメント 容器の 容量が 五十 近 一本で あるから、 容器 費の 計算 は 楽で あるが、 樽と 袋との？^ 用 時代 

は 実に 複雑であった。 容器の 樽に 対する 割合 及び 容器の 大小に より 起る 容器 費の 比較に ついて、 当時の 人達 は 

第一 四 八 表の ように 計算して いた。 r 昭和 四 年 十月 九日 浅 野 社 作成 資料に よる。) 

最近の 価格 は 三 層 五十 近 入りが 基準で、 四 層の 場合 は 紙 代 だけの 値雜が 加わり、 輸出 用 六 層の 場合 は 製造 能 

率が 下がる ので、 紙 代の 値鞘と 更に 幾分の 加工 手間賃と が 加わる ことになる。 

紙袋が、 セメント 市場に 出てから 今 rn までの 全国の 紙袋の 平均 価格 (三 層 基準) は、 第一 五 〇 表のと おりで 

ある。 


糊 


は 五十 近 五 層 袋 を 使用した。 結果 は、 最初に 考えた ほど 悪く はなかった。 そこで 更に 一歩 進めて、 これ を 四 層 

にした ところ、 当時の 紙の 質で は少々 無理な ように も 思われた。 (注) 

注 浅 野 社の 調査に よれば、 当時 (昭和 六 年 九月から 七 年 五月までの 平均) の 紙袋の 破 损率は 左のと おりで あつ 

C 

た。 

ミシン 式 五 〇 近 五 層 紙袋  破損 率 〇 丄ハ六 ％ 

糊阽式  ガ  ク 〇 • 四 九 ％ 

ミシン 式 五 〇 瓧四層 紙袋  ガ  一 • 一  六 ％ 

糊 貼 式 タ  ク 〇• 九 三 ％ 

しかるに 一方、 クラフト紙の 質の 向上と 共に、 製袋 技術 も 進歩し、 四 層 以下に 屑 数 を 減らしても、 どうにか 

耐えられ るので はない かとい うこと が 考えられる ようにな つ た。 そして 積 替えの ない 仕向 地に は 三 屑 袋が 使 川 

された。 最初の 使用 は 昭和 八 年 以後の ことで あるが、 これ を 三 層に しなければ 数量 的に まにあわぬ ようになつ 

たの は、 戦時体制の 浸透した 十六 年 三月、 紙袋の 消費 割当が 実施され てからの ことであった。 現在で は、 內地 

用に は 三 層 五十 近が 基準と なって おり、 破損 率 も 五 層 袋 常用 当時よりも 低くな つてい る。 (注) 

注 曰 本社の 調査に よれば、 最近 (昭和 二十 七 年 九月 ~ 二十 八 年 二月までの 平均) の 紙袋の 破損 率 はおのと おり 

である。 

五 〇K 四 層 紙袋  破損 率 〇 • 一  三 ％ 

五 〇 近 三 層 紙袋  , 〇• 四 二 ％ 

袋 以上 述べた もの は、 両端 ミシン 縫の 紙袋で あつたが、 なおこの ほかに 糊 貼 C 八が あった。 ミシン を かける 部分 

を 糊付けに した もので、 別名 「茶袋 式」 とも 称し、 林 商会が 昭和 六 年 ごろから 製造し 始めた ものであった。 価 
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第 六 章 容  器 

四 〇 近 紙袋  五 層  四 層 

四 ニ瓧半 紙袋  五 層  四 層 

五 〇 近 紙袋  六 層  五 層 


三 九 〇 


五十 近 袋への 統 


右のう ち、 四十 ニ瓧半 入り 紙袋 は、 一七 〇 瓧 入り 樽 を 基準に 採用され たもので あつたから、 樽の 消： とと も 

に 姿を消すべき 運命 を もっていた。 そこで、 四十 近 入りと 五十 近 入 袋の 併用 を 続ける か、 または そのい ずれ を 

捨て、 いずれ を 取る かの 問題に ついて 盛んに 論議され たが、 結局 五十 K 一本に 落ちついた _t 理由 は瓲建 計算の 

場合、 五十 瓧の 方が 便利であった のと、 四卜瓧 に比べ、 割安と なる：： K 込みが あつたから である しかし 必ずし 

も、 ：：• 取， S から 五十 近の 方が 割安で あ 


ると は r ムぇ なかった-一 というの は、 

四十 近なら 四 層で 充分で ある ものが 

五十 近なら 五 層で も 不安で あり、 ま 

た 破損 も 多 か つ たからで ある。 

ところが、 五十 瓧を五 層に すれば 

袋 だけの 価格に ついては、 四十 近 四 

層と ほとんど 同じと なる が、 (第 一 

叫 九 表 「容器の 大小に より 起る 容器 

費の 比較」 参照，) これが 詰賃、 運搬 

諸 掛等を 考慮 すれば、 かえって 安く 

なる ので、 特別の 場合を除き、 各社 


紙袋の 改良 


袋 


第 


Z 一  五 〇 五 を も つ て 改正され、 現在 

に 及んで いる。 現在の 標準 規格に よ 

れば、 紙袋の 種類 は 五十 瓧 入り、 四 

十二. 五瓧 人り、 四十 瓧 入りの 三種 

であるが、 灾際使 川され ている の は 

五十 近 入り 一. 14 で、 他の 二種 は ほと 

んど使 川され ていない。 層 数 は、 五 

ト瓧 人り 及び 四十 瓧 入り は 三 層、 四 

十一 一 . 五 近 入り は 六 層が 標準で ある。 

原紙 及び 縫 糸に も、 それぞれ 一 定の 

標準が 定 めら れ ている が、 紙袋 その 

ものに 対する 試験法 はま だ 確定され ていない。 最近、 関係者の 間で この 点が 注 ほされ、 紙お の 突 際 的な 強度 試 

験 方法と し て、 落下 試験と 縫目の 強サ の 試験 方法が 研究され て い る。 

最初の 紙袋 は 四十 二 近 半 入りの 五 層 袋で、 これ は 一七 〇 近 入り 大搏 四の 分の 一 (九 卜 五 ボンド) に 相当した。 

次いで、 昭和 二 年に セメント 標準 規格 (IES  二八) が 制定され、 搏 建から 瓲 建に 移る に 従い 五十.！^ 人り (一 

瓲ニ 〇 袋) となり、 また 輸出 その他 特別の 場合に は 四十 二  K 半 入り 及び 四十 近 入り も 川 いられた。 紙袋の 大き 

さの 変遷 は 以上のと おりで あるが、 別に 層 数の 変化が 伴う ので、 大きさと 層 数と を糾八 I： わせる と、 袋の 稱類は 

多岐に わたって くる。 昭和 四 年の 調査 (紙袋 使用の 初期：) によれば、 当時 市場に 出て いた 紙 e 人の^ 数 は 左のと 

おりであった。 
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ま 

の 文 一 部に 左の ように 記載され ている。 

我ガ国 ニ於テ 度量衡 ノ 改正 カラ、 従来 聞キ 慣レ、 又書キ 馴レタ 尺、 貫、 升、 ト云フ 様 ナ字ヲ 忘 レナ ケレ 

バナ ラナ ィコ トハ、 吾人 ノ何カ 苦痛 ノ様ナ 気ガシ マス、 又 セメント 界 ニ於テ 五十 年来 用ヒ ラレ タ尊ヲ 廃 

シテ、 瓲 (袋) ヲ ffl ヒル コトト ナリ、 現今 デハ 五十 瓧入 ー袋ヲ 以テ、 セメント ノ 建値 トス ル様ニ ナッタ 

ノモ、 時代 ノ 変遷 デ アリマ セゥ、 之 レモ玆 数年 前 二 生レタ セメント 容器 界ノ 寵児 紙袋 ナル モノ ガ 現下 ノ 

斯 m 仆 ヲ 風靡 シ テ居ル 為デ アリマ ス。 

特ニ 当社 ノ如キ セメント ノ 元祖 二 取 ッテ、 櫞ハ 最モ、 水キ 親ミガ アル ヮケデ アリマ ス カラ、 之レヲ 廃スル 

ト云フ $ ハ何ン トナシ ニ残リ 惜シサ ヲ感ズ ルノデ アリマ ス、 ズ ガマ タ、 先 キ行キ 色 マソ レガ 便利 デ アル 

ト云 フ事デ アルカラ 止 ムヲ得 ナイ 事デ アリマ セゥ。 (「襟 カラ 瓲へ」 から 抜粋 ソ 

紙袋の 鋭 格 わが W における セメント 包装 用紙 袋の 標準 規格の 制定 は、 比較的お 近の ことで、 その S 初 は 昭和 二十 四 年 六 

月 十五 日、 JES 窯業 五 九 〇 二 及び IES 包装 二八 〇 一 を もって 制定され、 その後 二十 六 年 七月 三. U 日、 II S 


^  ^  Pt  R 


II  II 

II  II 

m 第 

雜 ^ 

pt  PI 

X  + 

+ 

O  • 

+ 

の 兄弟が 生れて 居た 事 だ 11 

二、 前記 林 統一 談 によれば、 林 商会が 最初 浅 野 社から 原紙の 支給 を 受けた の は、 大正 十二 年 九月 (編 注— 八月の 誤 

りか) であった が、 〔編 注— 当時 これ を 取扱った 浅 野 社の 大川 六郞 (現在 会 Si 鉱業 社 業務 部長) の^に よれば、 

富士 洋紙 店から 胖で 送った という〕 これ は 大震災の ため 焼失した ので、 再び 原紙の 配送 を 受けて 試作した ので あ 

つた。 最初 は 手 貼りに て、 ミシン は 家庭 用の もの を 使用した。 

三、 この 紙袋 を 本格的に 使用し 始めた の は 佚 父 社で、 時期 は 大正 十四 年 十一月であった。 (注) 

£ 林 商会の 帳簿 記録に よれば、 大正 十四 年 十一月に 秩父 社へ 四、 九九 四 袋 を 納入して いる。 それ 以前に、 浅 野 

C 

社 は 三 〇~ 五 〇 袋 程度 を 度々 試用して いたが、 樽 及び 麻袋との 関係 上、 全面的 切換え が 早急に はでき な 力、 た 

紙袋の 普及 その後、 昭和 五 年に 浅 野 社の 淺野總 一郎 は、 小 松隆. 宮川 總三郞 (当時 浅 野 社 東京 工場 工務 課長) の 両人 を 

同伴して 世界 漫遊の 旅に 上った。 ちょうど その 時、 ベルリン でべ— ッの 紙袋 製造業 者の 国際会議が 開 かれた の 

で、 日本から も 代表と して 淺野. 小 松： K 川の 三人が 出席した。 会議に は 二十 九 力 国の 人々 が 集まった が、 こ 

れを もって みても、 ベ— ッの 紙袋が、 既に 当時い かに 広く 普及して いたかが わかる" かように して、 セメント 

の 容器 は 樽から 麻袋、 麻袋から 紙袋へ と 移行した が、 紙袋 一本 建と なる までに は その 間 六、 七 年 を 要したり こ 

の 間の 事情 を 物語る ものに、 浅 野 社 発行の 「搏 カラ 瓲へ」 という ハンフ レット (昭和 六 年 八月 二十 五 口 作.！^、 

が あり、 その 中に 当時 使用され ていた 各種 容器の 換算表が ある 「- 当時 は、 セメントの 1  芥 器と 容量の 閱係 につい 

て、 このように 多様であった。 (第一 四 七 表， 一第 一四 八 表) 

IS  m  (  5  0  g  A  ) 

s  ^  (  5  0  Hi  A  ) 
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(第 68 図） 東洋 紙袋 社から 浅 野 社 あて 新 紙袋の fe' 介 状 
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- 一、 この 袋 は、 ベ— ッの 紙袋から ヒ 

ントを 得て、 日本人 自ら 考案した 

ものであった。 すなわち、 大正 十 

二 年の 春に、 浅 野 社の 中 川 博が 当 

時 浅 野 物産 二 ュ— ョ —ク 支店の 中 

元 好 助に 依頼して、 ベ— ッ 紙袋の 

見本 を 取り寄せ、 この 袋の バルブ 

に 新 考案 を 加えて、 最初、 林 商会 

に 試作 を 依頼した ものであった。 

(注) 

注 一、 林 商会の 林 統一 (現在 林 商会 

C 

：  ：  *  |.<  勤務、 当時 この 紙袋の 試作に 携 

わった 人) によれば、 大正 十二 年 (月日 不明) 浅 野 社から ベ ー ッの 紙袋の 見本 を 持参し、 これと 同様の 袋 (編 

注 —パルプ を 別の 紙で つけた はずで ある) を 試作せ よと 言われ、 初めて 多層 紙袋 を 作った という ことで ある。 

二、 バルブ (不還 A 井) に 新 考案 を 加えた この 紙袋 は、 その後 林友吉 名義で 実用新案に 登録され た。 

二、 したがって、 この種の 紙袋 を わが国で 最初に 作った の は 林 商会であった。 (注) 

®  一  、  S 和 三年 十 一 月 号 「土木 建築 材料 商 報」 (一 一 一 一 頁) に傣田 勝彥は 「吾輩 は 紙袋で あ る」 とい う 題で、 林 商会と 

C 

最初の 日本製 多層 紙袋に ついて 次のように 書いて いる。 —— 話せば 長い こと だが、 吾輩の 出生地 は 米国 シカゴと 

云い」 -、」 か、 驚ハた 事に は、 だいぶん 前に 日本で も 東京 は 隅 田 川の 畔、 向島 土手の 先、 あの 水神の 森の 前で 吾輩 


わが国に おいて、 セメント 容器に 紙袋が 使用され たの は、 これが n 取 初で ある。 

注 ト身田 社が 大連 支社に おいて、 アメリカ 製の ォ ー ブン マウス , ;/ ッグを ^ 川した の は、 明治 四十 二、 三年から 大正 

C 

七 年 ごろまでの 間で ある。 また 同 本社 工場で は、 大正 十五 年 六月から 昭和 二 年 八月 ごろまで 使用した。 袋 詰め は 旧 袋 

詰 機 を 川い、 一時間の 包装 能力 は、 一台 三 入掛り 五十 七 袋. S: 外に 過ぎなかった。 (间社 「創業 五十 年史」 四 七 六 

七 七 頁) 

ベ— ッ式 多層 紙袋 はべ— ッが 発明した もので、 大正 十一 一年の 初め ごろから 作り出され、 広く 世界 主要国の 特 

許 を 得た ものであった" わが国で は、 昭和 二 年 二月、 横 浜に この 袋 を 製造す る柬 洋紙 袋诛式 会社が 設立され た U 

この 会社で 製品が 出る ようにな つたの は 同年 四月の ことであって、 これに 先 だつ 一 力 月 前に、 同社 は 写真 第 六 

八 図のと おり、 浅 野 社 へ 公式に ベ —ッ式 紙袋の 製造 開始と 売 込みの 挨拨状 を 送 つ てきた。 

ベ ー ッ式 袋の 初 使 そこで、 昭和 二 年 四月 五日、 浅 野 社 初代 社長 淺野總 一郎 は、 S  .H  • ベ— ッ と.. S 八. ムし、 かれから セメント 容 

器と しての 紙袋の 効用 を 聞いて、 即座に その 採用 を 決心した" このよう にして、 來洋 紙袋 社で できた 紙袋が、 

まず 最初に 浅 野 社の 川 崎 工場に 納入され、 同年 五月、 この 紙袋に よって 関東 水力 社 渋 川 工場， M け、 七、 九 五 〇 

袋が 初出 荷され た。 これが、 わが国に おける 東洋 紙袋 社で 作った 紙袋の 初 使用であった。 

日本製 紙袋の 出現 当時、 ベ— ッの 紙袋 は、 わが国に おいても 特許 を 持って いた。 したがって、 ベ— ッの紙 ^：: 人と 问 一の 品が 他の 

会社で 作られて いる はずがなかった。 しかるに、 実際 は それより 約 一年 半 前に、 ベ— ッ式 類似の 紙袋が 使 川 さ 

れ ていた。 

むろん、 これらの 紙袋が ベ— ッの 製品で ない こと は 明らかで あるが、 それにしても、 不思議な の は、 その 紙 

袋が ベ— ッの 製品より 先に わが国に 現われた その 動機と 径路と である この §1： 題に ついては、 今日な お 称々 の 

説が 伝えられて いるが、 現在 残つ ている 資料 を 総合 すれば 左のと おりで ある。 
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つて、 セメントの 行 先により、 あるいは 数量に よって 売 切りと した。 しかし 数量が 相当に まとまり、 かつ 返却 

にも 便利な ところでは、 消費者の 容器 代の 負担 を 更に 軽く する ために 戾り 袋の 制度 を 設け、 戻り 品に 対して は 

一定の 価格に よって H 戻した。 (注) 

注 一 、 戾り 袋に 関し 「セメント 界 彙報」 (昭和 四 年 第二 〇 八 号) に 左の 記事が ある。 

C 

完全なる 空 袋 は 一 袋 (五 〇 瓧入) で 十七 銭の 買 戻し をな し 得らる る 利が あり、 修緩 すれば 度々 反復 使用に 耐えら 

るる、 従って それ 丈け セメントの 価格 も 低廉に ついて 使用者 側の 利益 も 少なから ざる ものが ある。 

二、 浅 野 社 門 司 工場の 記録 を 例に とれば、 昭和 五 年 二月に 購入した 麻袋が 一枚 二十 五 銭であった。 これ を 基準に 樽 

の 場合と 比較 すれば、 仮り に 樽の 代金が ー撙 一円 二十 銭であった としても * 麻袋の 場合 は、 一 袋 二十-立 銭で 使用 

済の 上 は、 これ を 十七 銭で 戾せ るから、 これ だけで 一円ば かりの 差が 出た わけで ある、」 

三、 買戾 値段 は 同業 各社 申合せの 上、 昭和 五 年 四月から 一枚 十五 銭と し、 更に 同年 十二月から 十二 銭に 値下げした。 

なお" このほかに 賃貸 袋の 制度 もあった。 浅 野 社 は、 明治 三十 七、 八 年 ごろに この 制度 を 採^した。 (「浅 野 

セメント 沿革 史」 二 五 〇 頁) 現在で も、 スレ— ト その他 セメント 製品 工場 あたりへ 送られる セメントに、 この 

制度が 採 川され ている ところ も ある。 

第三 節 紙  袋 

紙 代人の 出現  ^と 麻袋が 並行して 使用され ている 時、 そこへ 新しく 現われた のが 紙袋であった。 もちろん、 紙袋に も 麻袋 

と il: じょうに、 形の 上から は 二種 類あって、 その 一 つ は才— プン マウス. バッグと 称し、 他 はべ— ッ式 多層 紙 

袋と 称する 袋であった。 前者 は 口 開きの 袋で、 小 野 田 社が 同社の 大 連と 本社の 両 工場で 使用した ものであるが 

これ は 破損が 多かった のと、 包装に 能率が 上らなかった ために 多く は 使用され なかった。 (注) しかしながら 


(第 146 表） 
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通 換算 (参考) 
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袋入り を 正味 五 〇 瓲 一本 建と する ことに 定め、 これ を 大正 十四 年 一月から 施行す る こと を 決議した。 続いて、 

昭和 二 年 四月、 商工 省 は ポルト ランド セメントの 標準 規格 (JES 二八) を 定めて、 袋入り は 正味 五 〇 瓧 入い 

とする こと を 発表した ので、 麻袋 は 漸次 五 〇 瓧統ー への 方向に 進んだ。 

前述の 麻袋の 種類 を 一 覧 表に すれば 第 一 四 六 表のと おりで ある。 


11 の 価格と 販売 麻袋 は、 新品と 一 空き を 改造した ものが 使用され た。 

新品 は、 主として 当時の 麻 業界の 大手筋であった 小 泉 製麻. 大阪 製麻 等で 製造され たもので あり、 一空き は 輪 

入 食糧 品 • 肥料 等に 一度 使用した ものの 改造 品であった。 しかも、 それら 麻袋の 質 は 多種多様であった ので、 

各社の 購入 価格 もまち まちであった。 ただ、 麻袋の 価格が 樽に 比較して、 常に 割安であった こと は 事実で あつ 

た。 (注) 

注 「セメント 界 彙報」 (セメント 同業 会 機関誌、 大正 十二 年 三月 第 八十 六 号 四 九 頁) に 左の 一文が ある。 

C 

樽 は 一 個に 付 製造 原価 は 平均 高低 は ある も 約 一 円 三十 銭 見当 を 要する ものである。 然るに 麻袋 はと-ぶ うに 一 袋 

原価 二十 五 銭 見当と 高く 仕入れても 今 三分の 一 の 袋 を 使用す ると すれば  一 •  称 分で 五十 五 銭の 値 靴 を 生み出せ るの 

である。 

このように、 麻袋 は 袋と も 売 切りに しても、 樽の 場合より 消費者側に とって 心 利で ある ことで ある。 したが 
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明治 十八 年 

同 三十 年 二月 

同 三十 五 年 八 月 

同  年 十月 

昭和 二 年 四月 


四 八 貫の 三分の 一 

一 七ニ瓧 の 三分の 一 

一 七ニ瓧 の 四 分の 一 

特別の 場合 は so 瓧 入り も 使用 
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野 田 社が、 明治 三十 一年に 正味 一 五 二 ボンド 入り、 三十 

五 年 八月に  一 ニ七ポ ン ド 入り (三分の 一 袋)、 更に 同年 

十月に 九十 五 ボンド 入り (四 分の 一 袋」 を 使用した。 (同 

社 「創業 五十 年史」 二 九 四 ~ 二 九 六 頁) 

前記 一 一社 以外の 同業 会社が、 いつごろから 麻袋 を 使用 

し 始め たかは 明らかで はない が、 いずれにしても 明治 年 

間にお ける 麻袋の 使用 は 総出 荷の  一 --ー 一 ％ 程度 以上に は 

仲び ず、 これが 本格的に 使用され だした の は、 大正 十 年 

以後の ことで、 同年から 十五 年の 間にお いて、 各社と も 

その 三 〇~ 五 〇％ は 麻袋 を 使用した と みられる" なお、 

各社が 使用した 麻袋の 量目に ついては、 袋の 量目に 標準 

規格がなかった 時代の ことで あるから、 各社、 各 工場と 

もに、 それぞれ 有利な もの を 使 川して いた こと は 想像で 

きる。 しか し 前記  一 二 七 ボンド 入り 及び 九十 五 ボ ン ド 入 

りが 計算 上 便利であった ため、 各社が これに 統一しょう 

とする 意向が あり、 また 事実、 この 二種 を 使用して いた 

ものと 考えて まちがい なかろう。 この 推定の 誤りで ない こと を 明らかにする もの は、 大正 十 年 十月、 大阪で 開 

かれた 同業 会社 会合の 際の 決議 (同業 会 第二 十四 回 定時 総会 決議) に は、 袋入り セメントの 正味重量 は  一 二 七 

ボンド 入りと 九 卜 五 ホン ド 入りの 二 極と する ことに 決めて いる。 その後、 十三 年 十月、 更に 同業 各社 は 大阪で 


JHL 
里 


と 称し、 袋の 上部 は 開けた ままで、 底 は 全部 縫いつ けられて おり、 セメン 

トを 詰める 場合 は、 上部から 一定量の セメント を 入れて、 袋の 口 を ロ締機 

を もって 針金で 締めて 括った。 包装 能力 は 三人 掛 りで、 一時間 六十 袋 (三 

瓲) 程度であった。 しかるに、 前記べ— ッ式袋 詰 機 を 使用 すれば、 その 袋 

詰 方法 は 全く 違い、 能率的に も 比較に ならない ほどよく なった。 これ は 無 

弁 式と 異なり、 さきに 袋の 上部 を 針金で 括って しまい、 これ を 下にして バ 

ルブの あると ころ を 袋 詰 機の 吹 込 口  (ノズル) に 差し込む と、 圧摔 空気と 

ともに 一定量の セメントが 充 境され、 袋 を 機械から はずせば、 あと は その 

ままで セメント は こぼれなくなる。 その 能力 は、 袋 を ノズルに 差込めば 一 

袋  一一、 二 秒で 詰まり、 これ を 一時間 当りに すれば、 二 管 式なら 約 四 〇〇 

袋 (二 〇 瓲)、 四 管 式なら その 倍の 八 〇〇 袋 (四 〇 瓲) で、 所要 人員 は 二 

管 式で 一人、 四 管 式で 二人であった。 (注) 

注 その後、 袋 詰 機 は 紙袋 使用と 共に 進歩し、 更に 優秀な ものが 用いられ 

C 

た。 昭和 八 年 四月、 小 野 田 社 藤 原 工場に 据 付けられた フラグ ソ —パ ッカ 

(F1UXO  packer) がその 一 つで あり、 能力 は 一 時間 一 、 四 〇〇 袋、 作業 者 

一 名が 新しい 袋 を 順次 挿入して いけば、 あと は 積 込み 場所へ 次々 に 運搬し 

ていく ので ある。 

セメント 容器と しての 麻袋の 使用 は、 明治 十八 年、 浅 野 社が 「ズックの 三分の 一 袋」 を 使用した ことに 始ま 

る。 すなわち、 当時の 樽の 単位 は 正味 四十 八 貫 r 一八 〇 瓧) であった から、 一 袋 六十 近 入りであった。 次に 小 
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巨 


ベ ー ッ 麻袋の わが 

国への 紹介 


ベ— ッ袋詰 機の 輪 

フ 


袋 詰 方法 
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からで ある。 

第一 に、 荷造りに 手間が かかる こと。 

第二に、 戾り 袋の 取扱 及び 修理が 厄介で ある こと。 

第三に、 運搬 取扱 者が 習慣 上 手鉤 を 使って 損傷す る こと。 

第 四に、 商品 保存 上 漏洩、 吸湿 等の 事故 を 発生して 好ましくな いこと 等。 

しかるに その後、 大正 九 年 (一九二 〇 年) に 至って、 一 アメリカ人 によって 新 容器が わが国に 紹介され た。 

それ は 弟べ— ッ (S.H.Bates) が アメリカから 持参した 新 考案の セメント 容器であった。 かれは 日本に 来朝す る 

や、 すぐに 淺野總 一郎 C 初代 浅 野 社 社長) に 面会 を 求めた が、 そのと き 東京 三 田 田 町の 「紫雲 閣」 において 開 

催のお 茶の 会で、 かれは この 新 容器 を 披露した のであった。 この 新 容器 は、 従来の 麻袋と は 質に おいて 変り は 

なかった が、 ただ 特殊の 詰め 口の ある ことが 違って いて、 この 袋に セメント を 詰める と、 あと を 括らなくても 

セメントが 漏出し ない 仕掛に なって いた。 したがって、 麻袋の 大きな 欠陥で ある 荷造りの 手 問が 大いにお ける 

ので ある。 これが 日本へ 初めて 紹介され た 兄べ ー ッ (A.M.Bates) の 発明に かかる ベ —ツバ ルブ式 麻袋であった。 

もちろん、 この 袋 を 使用す るに はべ— ッ袋詰 機 (Bates  packer) が 必要な ので、 その後 アメリカから 輪 入 さ 

れ たもの を 特許 関係から 借用の 形式で 購入し、 大正 十一 年 (一九二 二 年) 四月、 浅 野 社が 初めて これ を 一台 東京 

工場に 据 付けた。 次いで 同年 六月、 同社 川 崎 工場に も 貨車 積 用 • 船 積 用 各 一台 を据 付けた が、 これら 機械の 据 

付け 指導に 当った の は、 浅 野 社の 嘱託 技師 バン ザント CP.  C.  Vanzandt 大正 六 年 十二月から 十一 年 九月まで 浅 

野 社 技師と して 日本に 滞在) であった。 なお、 この 機械 は 引続き 同業 各社に よって 輸入され たが、 これら もま 

た、 すべて 借用の 形式で 買い取った ものであった。 

さて、 セメントの 袋 詰 方法 はべ— ッ式袋 詰 機 使用 以前と、 それ 以後と により 異なる ので ある。 前者 は 無 弁 式 


麻袋 使用の 得失 


以上の 事実 を 総合 すれば、 セメントが 麻袋に 詰められて 

市場に 出た の は、 おそらく これが 最初で はない かと 推断 さ 

れる。 

さて、 樽 を 麻袋に 代えた 利点 を举げ ると 左のと おりで あ 

る。 

第一 に、 樽に 比べて 麻袋 は、 容器 代が 常に 安い ことで 

あった。 この こと は、 セメント 業者に とって 利益で ある 

ばかりでなく、 消費者側 にも 包装 費の 負担が 軽くなる こ 

とであった。 

第二に、 禅の 使用が 一度 限りで、 用 済の 上 は 薪に され 

るぐ らいで あるのに、 麻袋 は 反復 数回 使用され るから 経 

济 的であった。 

第三に、 運搬の 能率が 举 がる ことであった。 すな わ 

ち、 樽 は 二人の 仲仕が 肩に 棒 を あてて 担がなければ なら 

なかった が、 麻袋 は 中味が、 ちょうど 一人の 仲仕が 肩で 

荷なう に 手ごろな 重量に できて いたから である。 

このように 考えれば、 当然 麻袋 は搏に 代るべき 性質の ものであった。 小 野 田 社に おいても、 セメント 容器と 

しての 麻袋の 優秀 性 を 認め、 明治 三十 一年から これが 転換に 大いに 努めた ので あつたが、 その 使 川 は 量的に 期 

待され た ほど 急速に は： あびなかった。 それ は、 麻袋に は 前記の 利点が あると 時に、 次の ような 欠点が あった 
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円 

B/Ji 口  ■■^J 午 

25 

37 
Dl 

26 

？ 9 

28 

40 

29 

41 

315 

42 

3185 

43 

32 

44 

32 

大正 元年 

32 

2 

32 

3 

325 

4 

35 

375 

0 上 

40 

下 

445 

1 

70 

° 上 

97 

下 

915 

y 上 

19 

下 

82 

10 上 

58 

下 

37 

11 上 

50 

下 

64 

12 

43 

13 

30 

14 

35 

昭和 元年 

28 

2 

275 

3 

00 

4 

00 

95 

6 

95 

8 

95 

10 

95 
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三 七 八 


(備考) 明治 二十 五 年 以前 は 資料な し。 二十 五 年から 大正 十二 年まで は 小 野 田 社 「創業 五十 年史」 の 資料に よ 

の は 浅 野 社 門 司 工場の 資料 を 基礎と して 成した。 


-、 それ 以後の も 


最初の 使用 
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袋 


セメント 容器と して、 襟の 次に 現われた のが 麻袋であった こと は、 セメント 業界で も 既によ く 知られて いる。 

しかし、 これが 最初に 使用され たの はいつ ごろであった ろうか。 これ を 知る 手がかりに 以下のような 資料が あ 

る。 それ は 前記 石 田 豊太郎 の 「回顧 漫録」 であって、 かれは その 中で、 最初に 麻袋が 使用され たの は 「確か 明 

治 十八 年 (一八 八 五 年) からだと 思います。 ズックの 三分の 一入で 東海道線の 馬 入 川、 大 井川の 鉄橋 工事 用に 送 

りました。 無論 浅 野 社 品が 最初の ものでした」 (「土木 建築 材料 商 報」 昭和 四 年 五月 号 一 〇 頁。 編 注. 浅 野 社で は 

麻袋の こと をズ ッ クと 称し、 「ズ ッ クの 三分の 一 」 とは大 樽の 三分の 一 の 意) と 言 つてい る。 

ここで 検討 を 要する こと は、 前記 石 田の 言で あるが、 これ は、 かれが 浅 野 社へ 入社して まもなく のこと を 語 

つてい るので あるから、 この 点に 信頼性 を 認めねば ならない。 と 同時に、 大 井川の 架橋 工事 は、 「鉄道 八十 年 

史」 の 橋梁 史の 記録に よって 証明され るし、 また 浅 野 社が、 右の 工事 用に セメント を 納入した ことで も 証拠 づ 

ける ことができる。 
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項 

目 

金 

額 

円 

お 

料  費 

大 

搏 

代 

487  6 

蓋 

底 

148 上 

乾 

燥 

費 

024i4 

棧 

木 

008 上 

胴 

竹 

063i2 

P 

竹 

084  00 

洋 

釘 

007^ 

商 

標 

005 丄 

樽 

紙 

022  44_ 

(小計） 

mil) 

貧 

正 

直 

突 

Oil 上 

正 

直 

手 モ 

h 

004 丄 

組 

004 丄 

樽 

较 

000 ヨ 

両 

切 

omji 

底 

入 

005 丄 

胴 

輪 

及 口輪 

巻 

014 上 

胴 

輪 

及 口輪 

締 

叫 

0 

仕 

上 

006 丄 

打 

004 丄 

底 

作 

002 上 

底 

打 

付 

003 J. 

底 

切 

001 上 

雑 

ェ 

004 上 

(小計） 

0 

職 ェ 

賞 

与 及 積 

立 金 

018J£ 

(小計） 

(0183 

動 

力 

004JL 

修 

綣 

費 

0l7i£ 

消 

耗 

费 

012 丄 

(小計） 

： 0 

な 

計 

970i£ 

的な 搏の 価格 を 知る こと は 極めて 困難な ことで ある。 理由の 一 つ は、 樽材 取得の 地理 的 条件に よって、 樽の 価 

格に 咱 当の 違いが あり、 いま 一 つの 理由 は、 樽の 製造が それぞれの 工場に いる 専属の 製 樽 請負 者に よってな さ 

れ、 その 請負 条件が すべて 異なって いたから でもあった。 しかし、 製橄 原価の 内容 及び 価格 推移の 大勢 は 第一 

四 gT、 一四 五 表の ような ものであった。 


第一 節樓 


(備考) 本 表 は 浅 野 社川峙 工場に おける 昭和 二 年 十二月の 大撙の 原価 表で ある 


三七ヒ 
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g 価格の 推移 搏 製造 費の 構成 は、 衬料 代と 手 問 貸との 二つから なり、 材料 代 は榑. 蓋 底. 竹輪 (または 金輪). 釘に 分け、 

また 手間賃 は 正直、 組立、 輪掛、 口 打に 分ける ことができる」 しかし、 これらの 要素 を 一 々調査しても、 全国 


.1 


商標の 表示 


撙の 使用 期間 


中へ 落し 入れる ことにな つた。 更に また、 振動 樽 詰 機 を 用 

いるよう になった ので、 従来の ように 樫 棒で たたく 必要 は 

なくなった。 このよう にして、 原始的な 手 詰 方法から 能率 

のよ い 機械 詰 方法に 進歩した のであった。 (注) 

注 小 野 田 社 は 昭和 五 年 三月、 振動 式の ほかに 旋圧式 樽 

詰 機 を 使用した。 包装 能力 は 一 台 一 時間 十五 樽 (振 

動 式 は 十四 樽) であった。 (「創業 五十 年史」 四 七 九 

頁) 

セメントが 詰まる と、 蓋 をし なければ ならない が、 これ 

は 栂詰ェ によって 釘で 打ちつ けられ、 最後の 仕上げと して 

製造者の マ— グを つける のであった。 最初 は 樽の 横腹に 

「東京 深 川 セメント 製造所 工作 分局」 と 刷って あつ たが、 

(「浅 野 セメント 沿革 史」 三 六 頁 第二、 三 図 参照) それ を 浅 野 社の 坂 内 冬 蔵 (明治 十九 年 九月 入社) が 明治 二十 一年 

に 外国から 帰朝して、 「搏に は レッテル を阽 るが よい」 という こと をし きりに 説いた ので、 それから レッテル 

が 貼： ：！： けられる ようになった。 レッテル は 普通 八角形の ザラ 紙に 二色 四 色で マ— グが 印刷され、 これ を 樽の 

蓋に 一 枚ず つ 糊で 貼りつ けたので あつ た。 

なお、 搏が 使用され た 期間 は、 セメントの 製造が 開始され てから 大正 末期まで は、 量的に は ほとんど 全部 使 

用され た。 しかし、 櫞は 麻袋 及び 紙袋の 出現で、 大都会で は 昭和 六、 七 年の ころから 漸減の 方向に 進んだ が、 

海外 向け または 地方に よって は、 なお 昭和 十一、 二 年 ごろまで 搏の 姿が 市場に 見られた。 
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機 


手 
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行と 並行して 機械 詰めに 移行した のであった。 

手詰め、 機械 詰めの いずれにしても、 樽 詰めの 予備 行為 は 襟の 内部へ^ 紙 を 当てる ことであった。 これ は 熟 

練 工員に よって、 榑 紙が 樽の 内部へ うまく 沿うよう に 入れられ、 セメント を 詰める まで は、 上部の 余った 部分 

が 外側へ 折り曲げられ、 セメントが 詰まる と セメント を 包む ように これ を 折りた たんだ。 樽 紙 を 用いる 主な 目 

的 は セメントの 防湿で あり、 いま 一 つの 目的 は、 セメントが 樽の 隙間から 漏出し ないた めであった。 初期の こ 

ろの 禅 紙 は、 日本紙 一枚 を 当てる のが 普通で、 輸出， w け または 特別の 什 向 地に 対して は、 防湿 を 更に 完全に す 

るた め 外面 コ— ルタ— ル 引の ものが 用いられた。 小 野 田 社で は 大正 十二 年 九月から クラフト紙 を 用い、 (「創業 

五十 年史」 四 六 五 頁) 各社 も その後、 順次 和紙 をグ ラフト 紙に 代えた。 なお、 浅 野 社で は 扇 印の マ— ク漉 込の 

筋 入り ハ ト 口 ン紙を 使用した 時代 も あ つ た。 (昭和 四 年 前後) 

詰 め セメントの 手 詰 方法に ついては、 浅 野 社 門 司 工場が セメント 製造 を 開始した ころ へ 明治 二十 七 年) の 搏詰法 は、 

「先ヅ セメント ノ山ニ 樽 ヲ突込 ミス コ ップデ 掬ヒ入 レル、 ソシ テ樽ノ 中二 空隙 ガ 出来 ナイ 様 二 ト 丸太 ン棒デ 樽 

ノ 周囲 ヲ強グ 擲キッ ケタ」 のであった。 樽の 周囲 を 強く たたかねば ならなかった 理由 は、 手詰めの 場合、 セメ 

ン トの容 重が 重 装の 場合に 比べ て、 軽装の 場合 は 約半分し か 入らなかった からで ある。 (注) 

注 一、 一般的な 調査で は、 軽装の 場合 は、 一 立方 米 約ー瓲 であり、 重 装の 場合 は、 一 立方 米 二通に さえ 達する 

ことがある。 

二、 浅 野 社 使用の 樽の 内容 積 は 一 〇 七 • 三 立で あり、 (昭和 六 年 同社 川 崎 工場に て 調査) これに 一 七 〇 瓧の 

■  セメント を 詰めた ので あるから、 この場合 は 一 立米 約 一 丄ハ 瓲の容 重で 詰めた わけで ある。 

械 詰 め  セメントの 製造 法が 進歩す るに つれて、 従来の 撒布 場と 称する セメント 風化 場 は セメント サイロと なり、 セ 

メント は 引出 口から 引出される ことにな つたので、 樽 詰め は 引出 口の 下へ 樽 を 置いて、 そこで セメント を 樽の 
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(Kit) (1) S^^^S§M^^^^S^ 厂 ひが s  d  A  ？ -。 


間、 明治 四十 三年に、 樽榑 及び 蓋の 寸法 は 左のと おり 改正され ている。 

榑 長さ 二 尺五寸 厚さ 四 分 三 厘 ~ 四 分 八 厘、 幅 一寸 八 分~ ニ寸 

蓋 径 一尺 三寸. （一尺 四寸 五分 厚さ 五分 七厘 ~ 六 分 五 厘  一 

(「創業 五十 年史」 二八 六- - 二八 九 頁)  一 

、、-  一 

以上の 榑と 蓋と を 組合わせて、 胴 を 締める ので あるが、 そのたが は 普通に 竹が 用いられた。 (小 野 田 社で は： 

蔓を 使用した こと も ある) 竹た がの 中央の もの は 大輪と 言い、 長さ 二十 六尺 目通り (立って 目の 高さ) 五分 五： 

厘ない し 六 分、 蓋の 付近の 中央に 近いた が を 中 輪と 言い、 長さ 二十 一尺 目通り 四 分ない し 四 分 五 厘、 その外 側 一 

の もの は 小 輪と 言い、 長さ 十八 尺 目通り 四 分ない し 四 分 五 厘の たが を 用いた。 このような 材料 を 使って セメン 

ト 樽が 作られた ので あるが、 これに は 正直 機 • 輪締機 • 製輪械 • 溝 切 機 • 底 削 機 等の 製栂用 機械が 用いられた „ 

金輪 樽 以上 述べた もの は、 国. e 向けの 普通 樽で あるが、 なおこの ほかに 口金 輪 樽と 称する ものが あった。 これ は 前 一 

記 小 輪 を 帯 鉄に 代えた もので、 主として 朝鮮 • 台湾. 北海道 向けに 用いられた。 また、 海外への 輸出 川に は 竹 

輪 全部 を 帯 鉄に した 総 金輪 撙 もあった。 金輪 は、 一般に 十九ない し 三十 ミリ メ ー トルの 带 鉄が 使用され たが、 

これ も 会社に より、 また 時期に より 同一 でな く、 その 使用 本数 も 相違した。 (写真 第 六 二 図 参照)  一 

1= ^仮 セメント 撙の  セメント 尊 は、 大体 以上の 規格に よってで きた ものであるが、 しからば 市販 セメント の^として は、 突 際に 一 

比較  _ 

は どんな ものが 市場に 出て いたか。 浅 野 社 調査に よれば、 第一 四 二 表 「各 セメント 会社 使用 櫞 調査 表」 のよう 一 

な ものであった。 また 外国 品と 浅 野. 小 野田両 社の 樽との 比較 は、 第一 四 三 表 「外国製 及び わが国 輸出 大櫞比 一 

較表」 のとお りで、 各社 製品 は 材料に おいて 多少の 相異 はあって も、 大きさに は 大した 違いはなかった。 一 

樽 詰 包装 樽 詰めの 方法 は、 時代に よって 同一で はなく、 最初 は 手詰めに より、 のち 機械：^. i めに 変った。 手詰めから 機 一 

械 詰めへの 転換期に 厳格な 一線 を 引く こと は 困難で あるが、 大体に おいて 竪黨 時代に は 手；^ i め、 回転 塞への 移 一 

第一 節 擦  三 七 一 


Lo 


が il  ,1 も 1 

浅 野 社 

松 または 杉材の こと。 

榑の 寸法 

長さ 二 尺五寸 

厚さ 正 四 分 

幅 一寸 八 分 乃至 二 寸八分 

之 を 内 周 五 尺 三寸と する。 


(注) 


底 蓋 及び 上 蓋 

松 または 杉 村の こと。 

径 一 尺四寸 

厚さ 正 五分 

はぎ は 一 一枚 又は 三枚の こと。 


野 田 社 


松 或は 杉に 限る。 尤も セメント 会社の 承諾 を 得て 其 

の 幾分 を 山 毛櫸に 変換す る は 妨げな し。 

長さ 二 尺五寸 

厚さ 四 分 五 厘 乃至 四 分 八 厘 

幅 一寸 八 分 乃至 二 寸八分 

搏榑ー 一寸 七 分 及び ニ寸八 分の 幅広 もの 多 過ぐ る 時 は 

幅 狭 ものと 取 納入せ しむる こと あるべ し。 


松材に 限る。 

径 一 尺四寸 五分 

厚さ 五分 七厘 乃至 六 分 五 厘 

はぎ は 三枚 を 限度と す、 且つ 左右の 板 は 幅 三寸 以下 

の もの を 用う ベ からず。 

g 一 、 浅 野 社の 規格 は、 大正 十二 年 十 一 月から 十三 年 四月までの 同社 門 司 工場に おける 製 樽 契約に よる。 

二、 小 野 田 社の 規格 は、 明治 三十 七 年 四月から 大正 六 年 四月まで、 同社に おいて 実施の もの。 なお、 この 


も 樽で、 その 形 も 今 (昭和 四 年) と 変り なか つ たという ことで ある。 

二、 小 野 田 社に おいても、 明治 二十 五 年 ごろ 使用の 樽 は、 創業 当時 (明治 十六 年) の ものと 大差なかった とい 

うこと である。 (小 野 田 社 「創業. A 十 年史」 一 五 〇 頁) 


この ことから して、 ある 一定 時代の  一、 二の セメント 

樽に ついての 規格 を 調査 すれば、 大体 セメント 搏が、 い 

かなる もので あつ たかを 知る ことができる。 ところが、 

セメント^に は、 S 後まで 全国的な 公の 標準 規格が なか 

つたので、 久：： 社 は それぞれ 相似 通った 規格 を 定めて、 こ 

れを 社内 規格、 あるいはに 場 規格と して 川いて いた" し 

かしながら、 それら 规格 によって できた^の 形 • 材料 

及び 寸法 も、 大体：！： じで 大 i.^」 はなかった。 

セメント 禅 は、 今日 市 S| 'では 兄ら れな いが、 その 形 は 

現在の ビ— ル^に 似た もので、 それよりも 丈 は 少し 高く 

また 删もビ —ル摊 より やや 太 か つ たと グノ えて 違いない „ 

すなわち、 胴の 中央が 太く、 両端 は 中央より やや 細 = で 

上下に は 蓋が あり、 胴 は^ 通 竹た がで 締められ てあつた „ 

胴 及び 蓋の 材質 はむ ろん 木で あつたが、 この 彬材 につい 

て 浅 野 社 及び 小 野 田 社 は 次の ような 规格を 定めて い た。 
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第 六 章 容  器  三 六 八 

しかるに 大正 十 年 四月、 度量衡 法が 改正され てメ— トル 法の 実施が 公布され たので、 他の 多くの 資材の よう 

に、 セメント もメ— トル 法 採用の 準備 を 進めた。 大正 十三 年 十月、 大阪に 当時の セメント 業者 十五 社の 代表者 

が 会合して、 樽 入り セメント を 正味 一 七 〇 瓧 (特別の 場合 は 正味 八 五 近の 半 樽) として 十四 年 一 月から 実施、 

旧 包装 は 大正 十六 年 (昭和 二 年) 三月 三十 一 日限り 廃止す る こと を 決議した こ 続いて 昭和 二 年 四月、 商工 省はボ 

ルト ランド セメントの 標準 規格 (商工 省 告示 第 九 号 JES 二八) を 定め、 樽 入り は 正味 一 七 〇 近と する こと を 

発表した ので、 各社 はこれ に 協力し、 樽の 量目 はついに a 建と なった。 

以上 述べた 傅 入り セメントの 量目の 変遷 を 一 覧 表に すれば、 第一 四 一 表のと おりで ある。 


製搏の 特技が、 古くから わが国に 存在して いた こと は 想像す るに かたくない- したがって 最初の セメント 

博 も 外国 品 を まねて 作った こと は 充分に 想像され る- - また その 形 も、 当初の 樽の 形 そのままが 後年まで 伝わつ 

たと 想像して 大きな 誤り はなかろう。 (注) 

g 一、 浅 野 社の 機関誌 「土木 建築 材料 商 報」 (昭和 四 年 五月 号 一 〇 頁) に 掲載され た 「浅 野 セメント 回顧 漫 

録」 中の 石 田 豊太郎 (明治 十七 年 七月 十四日 浅 野 社 入社) の 説明に よれば、 明治 十八 年 以前の セメント 容器 


第 六 章 容  器 

第一 節檸 

最初の 容 器 明治の 初年、 わが国に 輸入され た セメントが 搏詰 であった こと は、 当時の セメント に関する 文献に よって 容 

易に 推断で きる し、 また その後、 わが国で 製造され た セメント も、 その 容器に 樽 を 用いた こと は、 当が の^ 会 

情勢から 考えても、 ほぼ 想像で きる ところで ある。 したがって、 わが国 最初の セメント 容器 は、 ^であった と 

断定して まず 間違い は あるまい。 

量目の 変 遷 その 樽に どれほどの セメントが 入って いたか。 セメントが 樽 詰 品と なって 売出され たこと を 知りうる：： 取 初の 

文献と して、 明治 十 年 七月 二十 八日 付 発行の 「中外 工業 新報」 に 掲載され た 深 川 工作 分局の セメントの 広告が 

ある。 これに よれば 「目方 樽 共 四十 貫」 となって いたが、 これで は セメントの 正味 目方が わからな いので、 中 

味 を 正確に 表わす ために、 同年 九月 二十 一 日、 これ を 改正して 「正味 三十 六 貫目」 とした。 ところが 翌十 一年 

五月に 右の ほかに 「正味 四十 八 貫目」 入りの 栂が できて、 ここに 大 樽. 小搏の 二種 類の 措が 使用され る ことに 

なり、 更に 十三 年 四月に 至って ボンド 建が 採用され て、 大榫の 方は英 四百 斤 (ボンド) 入り、 小 搏の方 は英三 

百 斤 入りと なった。 次いで 三十 年 三月、 三 八 〇 封 度 入りに 改正 統一 され、 これ は 当時の 各 新聞 (三月 二十 七： n 付) 

に 各社 連名で 掲げた 広告 「セメント 荷 作 一定 広告」 により 「自今 欧米諸国 ト 同一 重量 トス」 る 旨 発表され た。 

しかしながら、 実際に は 小口 需要 者の ために 必要に応じて、 このほかに 中 慰 (一 九 〇 ホン ド.^ りン 及び 小 樽 

(九 五 ボンド 入り) が 用いられた。 

第 六 章 容  器  三，， 、七 


第五 章 品種 及び 品質  三 六 六 

緻 になる に 従い、 従来の 万能 的 セメント では 不充分と なって、 特殊の 要求に 応じうる 特殊 セメントが 必要と な 

つてき て、 これが 導火線と なり、 ボルト ランド セメント も 普通. 早 強. 中庸 熱に 分化し、 また 高炉. シリカ 等 

の 混合 セメ ン トの 誕生 も 見た。 

いかなる セメント を 選ぶべき か は、 需要 者の セメント に対する 理解の 程度に よる ことで あり、 いかなる セメ 

ントを 製造す るか は、 セメント 業者の 研究の 進展と 工事に 対する 認識の 深さと によって、 おのずから 決定す る 

ことであろう。 


ンド セメント 成分の 定型が できた の は、 昭和 初期で ある。 セメントの 歴史 は 成分 的に 見れば、 酸化 カルシウム 

増量に 対する 努力の 跡であって、 これに 配す るに シリカ を もってし、 時に 消長 はあった が、 概して 高 石灰、 高 

珪酸型 を 目標と して、 進んで きた ことが わかる。 

次に 明治 中葉から 現在に 至る 化学 成分 変遷の 一 資料 を 掲げて 参考と しょう。 
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日本の セメン トの 品質 は、 セメン ト 工業 創始 以来 各 時代の 需要 量から 見て 官需に よ つ て 改良 進歩の 示唆 を夸 

えられた ことが 多かった の は 見逃がせない。 また 明治 末期 以降 は、 外国 セメントの 輪 人がなかった にも かかわ 

らず、 欧米諸国の セメント 理論 及び 技術に ついて 不断の 研究 を 続け、 一方 国. e: 同業者 間の 激しい競争と 相 まつ 

て、 独自の 進歩 を とげ、 戦前 既に 質、 量と もに 世界 水準に 到達した こと は 特筆され なければ ならない。 

品質の 将来  将来の セメントの 品質に ついて まず 考えられ るの は、 万能 セメントが ありうる かどう かの？！ 题 である。 まだ 

工事の 種類 も 少なく、 その 規模 も 大きくなかった 時代に は、 普通 ボルト ランド セメントが 一応 万能 セメント 的 

役割 を果 した。 しかし、 工事の 種類 も 多く、 次第に その 規模 を大 にし、 これに 伴って 要求 事項 も 多く、 漸次 精 

第三 節 品  質  三 六 r 
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期の それに 比べ て 格段の 向上 をみ たこと は、 異論の ない ところで ある。 

次に 掲げる 資料 は、 東京都 庁が、 新庁舎の 基礎工事に 際して 掘り出した 明治 二十 二 年の 旧 庁舎 基礎 コンク リ 

—ト から 「コア」 を 切り取り、 圧縮 強度 を 試験して 得た デ— タ 及び 新庁舎 基礎 コンク リ— トの 圧縮 強度 (地上 

八 階、 地 ドニ 階、 総 重量 三 万瓲を 八十 六本の 基礎で 支持す るに 必要な 強度) の 双方 を 一 表に まとめた もので あ 

る。 

セメント は 新旧と もに 「アサノ セメント」 を W いている ので、 六十 余 年間の 強度の 向上 を 知る ことができる。 


化学 成分 


(備考) 

明治 二十 二 年 六月 三日 付の 「セメント 貨入 命令書」 に は セメントの 耐 引力 試験に ついて、 左のと おり-小^ してい 

る 0 

一、 セメント ノ 品位 ハ 一英 寸 平方 二 付 四百 五十 英斤 以上 ノ耐 引力 ヲ有ス ルコト (編 注、 当時の 慣行から 推測 すれば 

右の 数値 は 純 セメントの 七日 強度で 450^Jf/^42 は 3L639kg/cm2 に 当る) 

一 、 セメント ノ 試験法 ハ百樽 ヲ以テ  一 口 トシ 二十 樽ヲ 選抜 シテ 少量 ノ セメント ヲ採リ 混和 シテ 六個ノ 材料 ヲ作リ 試 

験ヲ 施シ、 其 結果 六 個 ノ内三 個 以上 示定ノ 重量 ニ耐 へザル トキ ハ右 百撙共 請取ラ ザルコ ト 

物理： ^±1 赏と问 様、 初期に おいて は、 各 成分の 変動が すこぶる 大きかった が、 おおよそ、 わが国の ポルトラ 
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して は、 パット を 一時間 三十 分 煮沸す るか、 二十 七日 間 水中に 静置 する 方法 を 採って いる。 セメント：；；^ 格 公布 

以前にお いて は 「容積の 固定 または 一 定」 という 項目の もとに、 試験 その他の 方法が 行われ、 当時の 製：^ i に 

対して はかなり 苛酷であった ようで ある。 今日に おいて は、 亀裂の 発生 は その 跡 を 絶った と. ム つても 過." n では 

なく、 したが つ て 項目と して は往々 軽視され るが、 セメントの 品質と して は 以前と 少しも 変らず 重要 条件で あ 

る 0 

サ  強サは 初期に おいて は、 純 セメント 抗 張力が 主として 試験され たが、 モルタル による 試験 方法が 紹介され る 

に 及んで、 モルタル による 試験法が 次第に その 主位 を 占め、 純 セメント による 試験 は 並行 的に 行われて、 促進 

法的 意義 を 持つ に 止まり、 ついに 昭和 四 年 廃止された。 

昭和 十五 年末の 規格 改正に より、 試験 方法 は いわゆる 軟練 モルタル 試験 方法と なり、 強サの 発現 状況が ％ 、練 

モルタルと 異なり、 強 ザの 種類 も 圧縮 強 ザと 曲 ゲ強サ となった- したがって、 それぞれの 試験 方法に よる 強サ 

の 比較 は、 両者 を 同時に 行わない 限り 困難と なった" しかしながら、 総 休 的に：： 几て 今日の セメントの 強度が 初 
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品 稀 及び 品 貧 

さの 品質に 夸 える 影響が 漸次 判明し、 粉末 度 は セメントの 本質、 用途 (使用 目的. 工法 • 使用 時期 等) 等に よ 

つ て 適当に 選ばれる ベ きで あると いう 観念に 到達し つ つ ある。 

左に 明治 中葉から 現在に 至る 粉末 度 向上の 一 資料 を 掲げて、 参考と しょう。 


セメントの 凝結 時間 測定に 爪 や 小 万 を 用いた 時代 以後 は、 今日に 至る まで ビカ I 装置 を 用い、 検定 針に は 変 

化が あつたが、 根本的な 変革はなかった、 したがって、 既往の 資料と 現在の 資料と を 比較 対照し 得られる。 初 

期に は 始発 五 時間 以上、 終結 十 時間に なんなん とする セメント もあった が、 概して 時代 を 経る と共に 凝結 時 問 

が 短くな つてい る。 

次に 明治 中葉から 現在に 至る 凝結 時間の 変遷の 一 資料 を 掲げて、 参考と しょう。 (第 一 三 八 表) 

古い 時代に あって は、 製造に 関する 学術 並びに 技術が 幼稚な ため、 膨張 性 亀裂の 発生 は 必ずしも 珍ら しくな 

かった ので、 セメントの 具備すべき 要件の 第一 に 採り上げられた 項目で ある： そこで セメント 粉末 度の 粗 かつ 

た 明治 期に は、 <<3 工場に 撒布 場と 称する セメント 風化 設晴 があって、 安定性の 向上 を 図った J 現在 試験 方法と 


粉 


比 


物の 有無に よって 色が 異なり、 粉末の 細 粗に よって 明度が 異なって くる。 まだ 焼成 理論 並びに 設備 不充分の 時 

代に あって は、 色が 焼成 程度 を、 したがって 品質 を 示す と 考える こと は 是非ない ことで ある" 製造 技術の 発達 

した 今日に おいて は、 時に 外装 を 施さない コンク リ— ト、 いわゆる 打ち 放し コンク リ— ト等 において、 セメン 

トの 色が 問題と される こと は あるが、 これ は 全く 商品と しての 外観の 問題であって、 セメントの 本質の 問題で 

はない。 

重 セメントの 比重 は、 概括 的に は 焼成 程度の 一 つの 指標と もなる ので、 古くから 測定され ていた" しかし 正式 

に 規格に 定 された の は、 大正 八 年で ある。 これ は ボル トラ ン ドセメ ントの 定義 を 補う こと を 本 匕 口と した もの 

であるが、 同時に、 換言すれば、 混和物の 添加 を 数値 上から 禁止した ものである。 今日、 セメントの 焼成 はお 

おむ ね 良好で あり、 この 規定に 不合格の もの は ほとんどない" したがって セメントの 種類の 識別に 使用され る 

程度であって、 従来 しばしば 廃止が 提案され た。 

卞 度 明治時代、 殊に、 その 前半の 時代に おいて は、 需給 両者と もに セメントが 細かく ある こと を 望んだ。 これ は 

焼 4^ 程 変が 低く、 グ リンカ 中に 遊離 石灰が 多く 存 する 場合、 微粉 であると 比較的 く 風化す る ことができ るが 

粗 粒の 場合 は、 水 和 作用が 徐々 かつ 継続的に 行われる ので、 かなり 後まで 品質の 安定が 得られない 懸念が ある" 

また 微粒子 ほど 水 和 作用が 速やかで あるから、 焼成 程度の 余り 高くな く、 組成 化 八 = 物 として 珪酸ニ 石灰の 含有 

量の 多い 一般の セメント では、 硬化 促進の ために 微 粉砕 はまこと に 当 を 得た 方法であった， - しかし 粉末 機の 幼 

稚な 時代に あって は、 微 粉砕 は 容易な 業ではなかった。 したがって セメントが 細かい こと は、 品哲の 優良、 ョぉ 

備、 技術の 卓越と 一脈相通ずる ものが あった。 大正の 末葉から 昭和の 初期に かけて、 セメントの 粉末 度 は 上昇 

した。 これ は 概して 初期 強度の 上昇 を 目的と した ものであった。 このような 事実 は 一部の 人々 の 問に 「細かい 

セメントが 良質」 であると いう 観念 を 植えつ け、 この 観念 は 極く 近来まで 残って いた。 近時、 セメントの 細か 
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本 資料 は、 上述の 理由に より 行った 全国 各社 各 工場の 製造に かかる 多数の 試験 成 緒で ある" 

なお、 建設 雀 土木 研究所 山 田 順 治 は、 次の ような 結論 を 下して いる。 

昭和 二十 二 ~ 二 十三 年に おいて は、 比重で 日本 規格に 不合格の もの、 粉末 度 はや や 粗い ものが あつたが、 凝 

結 及び 強度に 関する 限り は、 昭和 十一？ 十三 年の 成績と ほぼ 同等と なった。 その後、 年と 共に 品質 は 上昇した „ 

す び 本 期の セメント 品質の 推移 を 考察す ると、 敗戦に よって どん底に おちいった 品質 を 戦前の 世界的 水準に 復帰 

させよう とする 業者の 強い 意欲の あらわれが 看取され る。 進駐軍 向け セメント は、 特別に 資材の 配給が あった 

ためいち 早く 立直り、 次いで 一般 情勢の 好転と 符節 を 合する ように 国内 セメント は 向上し、 昭和 二十 五 年に は 

戦前の 品質に 復旧し、 わが国の セメント 技術の 健在で ある こと を 世界に- 不 した" また 昭和 十三 年 以来 中絶して 

いた 中庸 熱 (低 熱) セメントが 時代の 要求に よって 再 登場し、 セメント 界に その 地位 を 確保した こと は 特記 さ 

れ なければ ならない。 

むすび 

+ 以上で、 わが国 セメント 工業 創始 以来 八十 年に わたる 各 時代の 代表的 資料と 考えられる もの を 35 げ、 セメン 

ト 品質の 変遷 を 記述した。 これらの 資料 は セメント 規格 公布 前 は、 おおむね 当時 最も 多く 行われて いた 慣例に 

より、 セメント 規格 公布 後 は、 それぞれの 規格 試験 方法に 準拠して 試験され た 成績で ある。 これらの 試験 方法 

によって、 セメントの 重要な 性質の 大部分が 判明す るが、 必ずしも セメントの 性質の 全部 を 捉えた もので ない 

こと は雾 うまで もない。 以ド、 品質の 各項 目について 結論 をつ けて みょう。 

セメント 工業 创始 時代から 規格 公布 当時まで、 セメントの 色が 一つの 重要な 項目と なって いた。 セメントの 

色 は、 先天的に は 原料の 性贾に 基因す るが、 なお 焼成 方法 及び その 温度に 影響され ると ころ 大きく、 また 混和 
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試験 所 を 調査した 結果、 昭和 二十 二 年初 頭から 第 八 軍 直轄 工事 用 セメントの 試験 を 浅 野 社 研究所に 依頼す る こ 

とに 決定した。 
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^ 進駐軍 向け セメント 試験 成績 (浅 野 社 研究所) 

昭和 二十 年 秋、 進駐した アメリカ 軍 は、 翌年から 各地に 土木 • 建築の 工事 を 起して 基地の 整備 を 開始した。 

既述の ように 当時の セメント は、 アメリカ 本国から 輸入して きた もの を 使用して いた" その 品 を 例-小 すれば 

第 一 三 四 表のと おりで ある。 

当時 わが国の セメント 品 は、 前項に 示した とおり 極度に 低下して いたので、 遺憾ながら かれに 一歩 を讓っ 

たが、 ぉ般の 状態が 整う に 従い、 次第に 品質 は 上昇し、 っぃにかれを凌駕したことは^.5記録の-.小すとぉりでぁ 

る。 

進駐軍 関係 工事の 増大と 共に、 わが国 セメント を 使 ffl する ことと なり、 この結果 当局 は セメント 試験の 必要 

に 迫られた。 昭和 二十 一年 八月 ごろから 随時 進駐軍から 浅 野 社 研究所に 試験の 依頼が あつたが、 当局 は 全国 各 
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た。 二十 四 年 以後 は 試料 数が 少なかった が、 おおむね 品質 は 優良であった。 


S 雑用 セメント 

終戦後、 堂々 と 工事現場に 出現し、 品質 上しば しば 問題 を 起した。 そこで 著者 は、 試験 成縝 発表 ごとに 必ず 

使用 前に 試験 をす る よ う 警告 を 発した。 
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-P 珪酸質 混合 セメント 

昭和 二十 二 ~ 二 十三 年の 試験で は、 比重が 意外に 高い ものが あった。 不合格 は 強度で 一例の みで、 ポルトラ 

ンド セメント に比べて 良好の 成績であった。 しかし、 二十 三 ~ 二 十四 年の 成績 は 強度で 著しく 不合格 を 出した ( 

二十 四 年 以後 は 試料 数が 少ない ので、 全般 を 判断す る こと は 正鵠 を 失する 虞な しと しないが、 試験の 範囲で は 

大体 良好な 成績 を 示した。 

(«131 激)  ？ i 驟 Kil ゅォ 、ヾ 7  (，v  _J  * ホ 乂ヾ 10  £s^s^m^w^s 


s 高炉 セ/ ント 

昭和 二十 二. 一 二十 三年の 試料 中には、 凝結 時間が 著しく 長い ものが あつたが、 その 成^ は 概して 優良で あつ 


(第 130 表）  中庸 熱 及び 低 熱 セメン ト 試験 成績 


昭和 26 年度  （昭和 26 年〜 28 年度） 


試 

比重 

粉末 度 

凝 

結 

フロー 

曲 ゲ強サ kg/cm2 

圧縮 強サ kg/cm2 

料 

% 

始発 
時分 

終結 
時分 

3 曰 

7 曰 

28 日 

91 日 

3 曰 

7 曰 

28 曰 

91 曰 

中セ 

1 

3.13 

1.4 

5-21 

7-09 

235 

21 

36 

59 

70 

127 

339 

庸 i 

2 

3.13 

0.6 

4-00 

5-40 

249 

13 

27 

60 

40 

108 

284 

熱 ト 

平均 

3.13 

1.0 

4-41 

6-25 

242 

17 

32 

60 

55 

118 

312 

昭和 27 年度 

試 

比重 

粉末 度 

凝 

結 

曲 ゲ強サ kg/cm2 

圧縮 強サ kg/cm2 

料 

% 

始発 
時分 

終結 
時分 

3 曰 

7 曰 

28 日 

91 日 

3 曰 

7 曰 

28 曰 

91 曰 

中 
庸 

1 

3.21 

1.4 

2-20 

3-31 

236 

17 

24 

45 

49 

75 

208 

2 

3.16 

1.1 

1-44 

3-52 

237 

9 

19 

40 

56 

23 

66 

165 

269 

セ 

3.17 

0.5 

2-34 

3-56 

245 

22 

38 

56 

62 

65 

145 

213 

424 

メ 

4 

3.17 

0.3 

3-48 

5-44 

240 

24 

36 

64 

68 

81 

154 

288 

447 

ン 

3.17 

1.4 

1-34 

3-24 

331 

8 

24 

38 

50 

27 

65 

165 

268 

平均 

3.18 

1.1 

2-24 

4-05 

258 

16 

28 

49 

59 

49 

101 

208 

352 

1 

3.18 

0.9 

3-02 

4-38 

250 

8 

17 

33 

58 

21 

46 

148 

294 

低 

2 

3.17 

0.9 

1-54 

3-16 

244 

10 

20 

45 

69 

27 

65 

235 

414 

熱 

3 

3.17 

1.8 

2-12 

3-01 

223 

15 

22 

59 

72 

42 

75 

266 

455 

セ 

4 

3.21 

1.4 

3-22 

4-42 

•  260 

13 

25 

54 

70 

35 

80 

316 

470 

メ 

3.17 

1.1 

1-58 

3-21 

237 

11 

18 

37 

57 

30 

50 

116 

365 

ン 

6 

3.17 

1.4 

3-44 

6-16 

244 

20 

37 

50 

52 

60 

98 

224 

383 

ト 

3.17 

0.5 

3-20 

4-55 

254 

11 

22 

46 

59 

34 

63 

194 

421 

平均 

3.18 

1.1 

2-47 

4-18 

245 

13 

23 

46 

64 

36 

68 

214 

400 

昭和 28 年度 


試 

比重 

粉末 度 

凝 

結 

曲 ゲ強サ kg/cm2 

圧縮 強サ kg/cm2 

料 

% 

始発 
時分 

一 i^— 

時分 

3 曰 

7 曰 

28 日 

91 日 

3 曰 

7 曰 

28 曰 

91 曰 

中 セ 

1 

3.18 

1.4 

2-11 

3-36 

211 

17 

37 

58 

53 

131 

298 

2 

3.21 

2.2 

2-42 

4-04 

219 

17 

36 

67 

56 

149 

411 

庸メノ 

3.21 

1.9 

2  -  25 

3-35 

225 

21 

32 

51 

68 

108 

216 

熱 ト 

4 

3.18 

1.4 

2-17 

4  -  21 

230 

18 

32 

60 

57 

83 

310 

平均 

3.20 

1.7 

2-24 

4-24 

221 

18 

34 

59 

59 

118 

309 
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また における 現場 依頼 中庸 熱 及び 低 熱 セメントの 試験 成績 (山 田 順 治 - セメント 技術 年報」 昭和 二十 六 

年、 二十 七 年。 山 ra 順 治 • 清 水道 貞 「セメント 技術 年報」 昭和 二十 八 年) を 掲げれば、 第一 三 〇 表のと おりで 

ある。 
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b. 水  和  熱 


\ 材 

、、 felJ 

試料 \ 

食 "7  \\ 

和 熱 実 

測 値 

cal/g 

3 曰 

7 曰 

14 曰 

28 曰 

90 曰 

180 日 

360 日 

1 

48.1 

66.9 

73.5 

78.7 

88.7 

92.5 

96.2 

2 

56.2 

66.8 

81.4 

84.6 

94.5 

97.2 

97.9 

3 

45.3 

56.5 

70.6 

71.1 

79.8 

83.7 

86.7 

4 

43.2 

59.7 

64.9 

75.4 

75.7 

76.7 

82.9 

45.9 

56.6 

リ 

70.6 

80.5 

91.3 

94.8 

6 

53.2 

6-1.5 

76.9 

82.5 

87.1 

89.4 

90.1 

37.2 

51.2 

72.9 

79.8 

88.0 

89.6 

(85.8) 

8 

43.4 

58.1 

64.7 

73.0 

80.2 

80.4 

88.9 

9 

40.3 

47.9 

63.9 

69.3 

78.5 

79.3 

(82.0) 

10 

48.8 

58.4 

66.5 

78.6 

80.2 

84.0 

87.3 

11 

42.7 

54.1 

64.1 

68.4 

75.3 

77.9 

78.7 

12 

30.5 

51.3 

63.2 

70.8 

81.7 

81.9 

82.4 

13 

34.4 

50.1 

63.4 

(62.1) 

75.6 

80.7 

82.8 

14 

32.1 

51.4 

59.0 

68.3 

70.9 

71.4 

72.7 

カツ コ 内 は 再試験 を 要する も の。 


C. 圧縮 強度 発熱 比  （kg/cal) 


材 

試料 

番号 \ 

3 曰 

7 曰 

28 曰 

90 曰 

180 日 

1 

0.48 

0.99 

2.12 

3.03 

3.28 

2 

1.07 

1.47 

2.65 

4.06 

4.90 

1.80 

2.72 

4.05 

5.96 

6.10 

4 

0.92 

1.81 

3.77 

5.34 

5.60 

1.52 

2.24 

4.80 

5.40 

5.06 

6 

0.51 

1.01 

2.00 

3.11 

3.82 

0.49 

1.56 

3.96 

5.40 

5.95 

9 

0.60 

0.94 

2.80 

5.36 

6.06 

10 

1.33 

2.48 

2.71 

5.35 

5.35 

11 

0.49 

0.85 

2.16 

3.90 

4.65 

12 

0.88 

1.27 

3.32 

5.07 

5.90 

13 

1.22 

1.50 

4.28 

6.00 

6.40 

14 

0.93 

0.97 

1.83 

5.15 

5.70 
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^ 早 強 セメント 

石炭の 品位 も 向上した ので、 昭和 二十 四 年 ごろから 早 強 セメントが 製造され、 その 成 結 は 優良な ものと なつ 

た。 

5 中庸 熱 及び 低 熱 ホルト ランド セメント 

左記 資料 (有 泉 昌* 小 松原 正 夫 「セメント 技術 年報」 昭和 二十 七 年) は、 著者 等が、 ダム 用 セメント 研究の 

一 環と して 国産 特殊 セメントの 一 般 品質 を 示す ために 行った 「低 発熱 型 セメントの 性質に ついて」 から その 一 

部 を 抜粋した ものである" 

なお 試料 は、 あらかじめ 建設省 土木 研究所から 各 工場に 送付して おいた 容器に 密封され て 送られた もので あ 

る。 

試料 番号 二 は 試 製品、 一 〇 及び 一四 は 試験 炉 によって 造った ものである，^ また 分類 型 は、 著者が 化学 成分 か 

ら A  •  S  •  T  •  M の 規格に あてはめて 分類した ものである。  . 

本 資料に よ つ て、 当時の 中庸 熱 及び 低 熱 セメントの 品赏の 状況 を 知る ことができる。 
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, に 品質 不良で あつたかが わかる = この 成績 を 昭和 十一 ~十 三年の 成績に 比較 すれば、 扰折カ は 四 五） H ハ 〇％ に 

耐圧力で は 三五內 外に 低下した： 二十 二 年 以後 はや や 上昇した が、 まだ 正常の 強度 増進 を 示さない もの も あつ 

た： 二十 三 二十 四 年に 至って 試料の 平均 強度が 初めて 規格 値 以上に 達し、 最大値と 最小値との 開き も 縮まり 

最小値が 上昇した ことが 認められた。 しかしな お 規格に 不合格の もの、 並びに 正常の 強度 増進 を 示さない もの 

があった。 二十 四-^ 二十 五 年に 至って、 初めて 昭和 十一？. 十三 年の 成績に 復 した。 
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第五 章 品種 及び 品質  三 四 六 

かつ 国内需要の 増進と 輸出の 好況と によって いよいよ 向上の 一 途を たどった。 

殊に 電源開発 工事が 各所に 起り、 戦争に よって 製造が 中絶して いた 中庸 熱 ボルト ランド セメントが、 時局の 

脚光 を 浴びて 再び 登場す るに 至った。 しかも 需要の 増加に つれ、 曰 本社の ほか 二、 三の 会社に おいても、 この 

種 セメントの 製造に 着手す るに 至 つ たこと は 注目され る。 

以下、 各 セメント 品種 別に 本 期の セメント 品質 を 考察しょう。 

資料^ 普通 ポルト ランド セメント 

第二 一六 表 は 建設省 土木 研究所に おいて、 管下 並びに 関係 土木 現場からの 依頼に よって、 規格 試験 を 行った 

成績で ある。 終戦から 昭和 二十 八 年 三月に 至る 八 年間の セメント 品質の 推移 を 示した もので、 好個の 資料と 考 

える。 著者 は 本 期の 品質 を 左の ように 述べて いる。 

比 重 終戦から 昭和 二十 二 年まで、 セメント 試料の 約 半数が 規格 値の 三 •〇 五に 達しなかった が、 年と 共に 

不合格 数が 減じ、 大体 二十 四 年 以後 は 不合格の 跡 を 絶った。 

粉末 度 終戦後 著しく 粗い ものが あって、 戦前の 成績 (ー％ 程度) に 比すべく もなかつ たが、 漸次 上界し、 二 

十四 年 ごろに はかなり 細かくな り、 二十 五 年に は 大体 戦前に 復 した。 以後 は 残 分  一 ％ 以下のような 細かい も 

の も 散見す るに 至った。 

凝 結 終戦 直後 は 戦前に 比べて 遅くな り、 殊に 終結が 著しく 遅い ものが あつたが、 これ は 焼成 不充分に よる 

垤酸三 石灰の 生成 不充分に 基く と 考える" 二十 三年 以後 漸く 早くな り、 二十 四 年に は 昭和 十一. （十三 年 当時 

の 凝結 時間に 近づいた。 

強 サ 終戦後 抗折カ (曲ゲ 強サ) は材 齢に より 一 四. -三六 ％ の 不合格が あり、 耐圧力 (圧縮 強サ) に 至って 

は、 試料の ほとんどが 不合格で、 殊に 試料に よって は 粉末 度が 細い にもかかわらず、 初期 強度が 低く、 いか 


む す び  本 期の セメントの 品質 は、 曰 準 事変から 太平？ i 戦争 を 経て 敗戦に 至る 戦 ^：? の 推移 を そのまま 反映して、^ 下 

の 度合が 次第に 深まり、 殊に 変動の 大きい ことが 目立 つてい る。 

、  今、 セメントの、 王 流 をな す 普通 ホルト ランド セメント について、 昭和 十七 年 ~ 十九 年 セメント 統制 会の 行つ 

た 試験 成績と、 昭和 十四 年 当時、 日本 ポルト ランド セメント 業 技術 会の 行った 任意 試料 (第一 回軟練 モルタル 

試験 方法に よる セメント 共同 試験) の 試験 成 結と を 比較す ると、 抗折 力に おいて 約 一 〇％、 耐圧力に おいて 約 

一 五 ％ の 低下が 兄ら れ、 にさ かの ぼって、 昭和 十 年 ごろの 強度に 比較す ると 大体 二 〇％ は 低下し、 殊に 早期 

強度の 低下が 著しい。 

また 化学 成分 も 水 硬 率で 二 を 割る もの 多く、 酸化 カルシウムの 量 は 著しく 減少し、 多くの 試料 中には、 から 

くも 六 〇％ の 線 を 保って いるもの さえ 散見した" したがって セメント 構成 化合物 中、 珪酸三 石灰 量 は 珪酸ニ 石 

灰 量に 比べて 僅かに 多い か、 同等 程度の ものが 多く、 時には 両者の 比率が 逆と なった もの もあった，」 物理的 性 

質と 化学 成分と を 問わず、 総 じて 変化 範囲 r むら) が 広くな り、 むらの 状態が セメント 規格 公布 以前に 逆戻り 

している" 

第 三 期 

本 期 は 昭和 一 一十 一 年から 今日に 至る までの 期間 を 指す ことにする。 

終戦に より、 セメント 工業 も 一般 産業界の 例に もれず、 昭和 二十 年 八月 以降の 生産 は 非常に 少なく、 品質 も 

また 異常な 急 低下 を 示した。 戦後 物資の 不足に 加え、 流通の 不 円滑 は、 戦時中に まさる 石炭 及び 各 稀 修用資 

材の 入手難 を もたらし たつ この 状態 は 年と ともに 次第に 緩和され、 二十 四 年 ごろから 漸く 常態に 復帰した >  そ 

れは セメント 品質に も 反映し、 どん底から 徐々 に 上昇し、 後述の 進駐軍 向け セメント とともに、 二十 三年から 

著しい 回復の 徴を 示し、 二十 五 年に は 大体 戦前の 水準に 近づいた と考えられる" 以後 大休 順調な 歩み を 続け、 
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^和 第三 期の セメ 
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(図表7) 髙炉 及び 佳 酸 質 セメ ン ト の 品 貧 
粉末  度 
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(図表6) 普通 及び 早 強セメ ン ト の 品質 
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本 資料 は 各回の 平均値 を 表わした ものであるが、 その 変動 は 著しく 一貫した 傾向が 認められない。 これ は 当 

該 試料 採取 直前の 配給 重要 物質、 主として 石炭の 質と 量と によ つ て セメント 品質が 著しい 影響 を 受けた ためで 

ある。 臾に 各回の 個々 の 成績に は 変動が すこぶる 大きく、 早 強 ポルト ランド セメント を 除く 各種 セメントに は 

毎回 相当数の 不合格 試料が あった。 したがって 本 試料の 成績に 表われた 数値 を 通して、 品質の 変動と 戦時 F の 

セ メ ント 工業の 苦闘の 跡 を^ぶ ことができる。 

雑用 セメント は、 全く 戦時下の 苦悩の 所産であって、 その 品質 は 平均値に おいて は 規格に 合格して いるが、 

その 内容 は 区々 であった。 しかし、 きわ 物的な いかがわしい 品質の セメントの 排除に 効果が あつたと 考えられ 

る。 前掲 (E) セメント 統制 会 試験に よる 雑用 セメント 品質の 推移 表に より、 品質の 大要 を 把握す る ことができ 

よ、 つ。 
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(図表 5) 焼成 用 炭 発熱量と セメ ン トの強 ザとの 関係 
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強- 

'If 

IE 数 
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上下 ヒ 下 上下 上下 I： 下 上 下 上下 上下 i 
(浅 野? i.W 究所 調お） 

(備考） 強サ 評価 数お よ び 焼成 用 炭の 発熱量 は 全 工場 平均 


商工 省 当局 並びに セメント 統制 会に よる セメント 生産 増強の ための 懸命の 施策 にもかかわらず、 生産 量と 品質 

は 更に 5 下した。 

说成用 炭と 強サの  この間の 消息 は、 次に 掲げた 焼成 用 炭の 品質と セメントの 強サ との 関係に 現われて いる。 

関係 

本 期の 品質 関係の 資料と し 

て、 昭和 十六 年の セメント 統 

制 会 施行 の 定期試験 成績 を掲 

げ よう。 

資料 セメント 統制 会に よ 

る セメント 品質 試験 成績 

以下の 各 品質 表 は、 昭和 十 

六 年 七月、 日本 ポルト ランド 

セメン ト 同業 会が セメント ェ 

業組合と連！^し、 品質 試験 を 

施行した の を 最初と し、 同年 

十二月 以降 は セメント 統制 会 

で 引続き 施行した 試験 成績で ある。 

本試験の 試料 は 会員 各社の 工場で 採取した もので (輪 送に 多くの 日時 を 要した ものが ある)、 お 時の 品 赞を知 

る 上に 好個の 資料で ある。 なおこの 資料 は、 新 試験法 (臨 IES 一四 九 号— 砍練 モルタル) によって いる。 (平 

野生 三郎 「セメント 統制 会 技術 報告」 第一 巻 第一 号 昭和 十八 年 四月 及び 同 会 「試験 成^ 報告」) 
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第五 品 稀 及び 品質  三 三 八 

く は 常時 製造 を 行わず、 したがって その 数量 も 少なかった。 その 成績 は 全く 区区であって、 著しく 微細な もの 

が あり、 凝結 も かなり いものが あった。 また 昭和 八 年 ごろまで は、 普通 セメントと 差異の ない 製品 もあった 

が、 その後 は 大体 旧称の 「高級」、 当時の 「a ^強」 に ふさわしい 成績 を 示す ものが 現われた。 

化学 成分に おいても また 同様であって、 昭和 八？ 年 ごろから 大体 シリカ ニー  ％ 前後、 アルミナ 五 ~五* 五 

X 酸化 第二 鉄 二  • 五 三 ％、 酸化 カルシウム 六 五？ 六 六 ％ 程度に 落ちつい たように 看取され る。 

低 熱 (中庸 熱) セメント は 今期 初めて 出現した セメントであって、 わが国 低 熱 (中庸 熱) ボルト ランド セメ 

ントの 一基 準 を 決定した ものであった。 

高炉 セメントの 製造 は、 長く 日 鉄 社の 独 歩で あつたが、 昭和 三年から 浅 野 社に おいて 製造 を 開始し、 最も そ 

の 製造が 盛んにな つたの は、 十 年 以後で ある。 高炉 セメント は、 普通 セメント に比べて その 性質 上 粉末 度が 著 

しく 細かく、 凝結 はかなり 遅くな つてい る。 強さ は 初期に おいて、 普通 ボルト ランド セメント に比べて やや 低 

位に あるが、 材齢 二十 八日に おいて は、 なんら 遜色 を 示して いない。 これ は 後述の シリカ セメントに ついても 

同様で あるが、 硬 練 モルタル 試験法が この種 セメントに かなり 有利に 働く ことが 一因と 考える。 化学 成分に お 

いて は、 ス ラグの 成分 及び 混合 量が 区区で あるた め、 かなり 広い 範囲に わたって いる。 

第二 期 

和 第二 期の セメ 昭和 第一 一期と して、 昭和 十三 年から 一 一十 年に 至る 戦時中 を 指す ことにする。 

昭和 十二 年 七月、 日華 事変の 勃発 以来 戦力 増強の ため 重点 生産が 行われ、 セメント 工業に おいても 焼成 用 炭 • 

各種 補修 用 資材 は、 次第に 逼迫の 度 を 加える に 至った。 

この間に 処し、 品質の 保持、 増産の ため、 全 努力が 傾倒され た にもかかわらず、 生産高 は 昭和 十四 年 を 頂上 

として 次第に 減少し、 品質 も 十三 年 ごろから 次第に 低 1^ し 始めた。 十六 年 十二月、 太平洋戦争に 突入して 以来 


にも 及ぶ ものが あつたが、 大体 一？^ 四 ％ の 間に あり、 逐年 細かくな つて、 本 期 中期 以後 は、 大体 二 ~三％ 程度 

となった。 

凝結 時間 は、 本 期 初頭 は 大正 期に 引続き 長かった が、 年と 共に 若干ず つ 短くな つてい る。 本 期 中期 以後 は、 

おおむね 始発 三時 間 前後、 終結 四.^ 五 時間 程度と な つてい る。 

強 変 は、 漸次 上昇し、 この 進歩の 跡 は 大体 第一 二 四 表の ように 考えて よいよう である。 
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化学 成分に おいて は、 シリカ ニー-^  二三 艿、 アルミナ 五？ H ハ ％、 酸化 第二 鉄 二  .五~ 三 酸化 力 A シ 

ゥムは 六 四？ 六 五 ％ を 示し、 わが国 現在の セメントの 平均 定型が この 時代に 決定した と 云っても 過 〈：〕 ではない ( 

グ リンカ 構成 化合物 を 計算す ると、 珪酸 石灰 塩の 合計 は 七 五 ~ 七六艿 であって、 初期で は tit 一 酸 三 石灰 はおお 

むね 四 四.^ 四 五 ％、 珪酸ニ 石灰 三 〇？^ 三  一 ot、 末期で は 珪酸三 石灰 は 培 加して ヒ）， 八艿、 Itt^ 酸 二 石灰 二八 

二 九お で、 アル ミン 酸 三 石灰 は 全 期 を 通じて 九 ~ 一  〇％、 同じく 鉄 アル ミン 酸 四 石灰 もまた 九 ~ 一  〇％ 程度 

と てよ いようで ある 

rl 強 セメント を 兄る と、 木 において は 大体 五 ~ 六 社が Is- 強 セメントの 製造 を 行って いたが、 ^野补 以外 多 
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以上に より わが国 低 熱 セメントが、 アメリカ 低 熱 セメント に比べて 強度 及び 強度 発熱 比 上 優秀で ある ことが 

わかる。 

以上、 本 期の セメント 品質 を 考察す ると、 普通 ボルト ランド セメント では、 粉末 度 は 大正 期に 比べて いよい 

よ 細かくな つた。 本 期の 初期に あって は、 四、 九 〇〇 孔篩 (八 八 ミクロ ン) で、 残 分  一 ％ 以下の ものから 九 ％ 


：: い 品種 及び 品質 
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この 低 熱 セメントが 塚 原 ダムに おいて 好結果 を 現わした こと は、 わが国に おける 戦後の 低 熱 セメントの？ 

に 大きな； 激を 与え ^ お、 されて いた I セメントに ついて、 浅 野 社 研究所に おいて 行った 試験成核 

なお 当.^ アメリカ にお レ て仗ル され マレ ズ廿声 4  . 

を 記載 すれば 第一 二三 表のと おりで ある。 
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ものなる こと。 


一四 


ィ、 強 度 

口、 水 和 熱 

ハ、 化学 成分 

二、 追加 協定 一 


硬化 熱大 ならず。 早期 高 強度なら ず。 村 令の 進む に 従い 強度 は 漸次 増大す る こと。 

七日 八 〇cal/g 以下、 二八 日 九 五 cal/g 以ド、 仉し 試験 は 溶解熱 熱量計に より 測定し、 セメン 

混揑 水量 四 〇％、 硬化 体 密閉 瓶 内 養生 温度 摂氏 一 八 度と す。 

逢 酸 二三 *五％ 以上 

アルミナ  五 •〇％ 以下 

石灰 六 四. 〇％ 以下 


一い^-^ い i:。 

この セメント は 化学 成分から 見れば、 低 熱 セメントに 近い 中庸 熱 セメント である。 浅 野 社 香 春 工場が この セ 

メント の 製造に 当り、 昭和 十 年 十一月から 十三 年 七月に 至る 期間に 約 九 万瓲を 供給した。 この 期間に おける 三 

十回に わたる 試験の 平均 成績 は 第一 ニニ 表のと おりであった。 
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資料 (三) 低 熱 r 中庸 熱) ポルト ランド セメントの 試験 成績 

わが国に おける 低 熱 (中庸 熱) ポルト ランド セメント として は、 昭和 九 年 七月 浅 野 社が 「アサノ マスコ ンセ 

メ ント」 と 称して 市販した もの を！； とする。 発売 後 最も 大量に 使用され たの は、 九州 送電 株式会社の 塚 原；^ 

堤 工事 (宮崎県 東 臼 杵郡諸 塚 村 字 塚 原、 堤 高 八十 七 米、 天 端 長 一八  一 • 五 米、 コンク リ I ト 総量 三十 五 万 立方 

米) であった。 その 仕様書の 概要 は 次のと おりで ある。 

仕様 特に 記載せ る ほか、 日本 ボルト ランド セメント 規格に 拠る ものと し、 高 堰堤 用と して 左記の 条件に 適合す る 
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b. 復興 局の セメ ン ト 試験 成績 


試 

料 

1 灼熱 減量 

不 溶解 残 
分 

シ リ 力 

アル ミ ナ 

酸化 第二 

鉄 

酸化 カル 
シゥム 

マグネ シ 
ァ 

酸化 ナ ト 
リウ ム 

酸化 力 リ 
ゥム 

無水 硫酸 

1 

i  2.00 

17.05 

17.35 

5.47 

3.21 

51.40 

1.09 

0.44 

0.34 

1.32 

2 

2.50 

0.34 

21.74 

4.50 

3.25 

64.61 

1.38 

0.12 

0.18 

0.95 

3 

0.94 

0.58 

22.30 

5.21 

3.50 

64.04 

1.26 

0.32 

0.56 

1.17 

4 

' 0.74 

0.28 

22.40 

5.34 

3.14 

64.30 

1.48 

0.62 

0.11 

1.54 

5 

1.95 

0.50 

20.80 

5.47 

2.97 

64.46 

2.85 

0.40 

0.25 

1.29 

6 

1.32 

0.66 

22.38 

5.52 

3.42 

63.30 

1.47 

0.15 

0.61 

1.20 

7 

1.52 

0.49 

21.15 

6.52 

2.82 

64.63 

1.45 

0.31 

0.27 

1.03 

8 

2.02 

0.55 

21.79 

4.47 

3.34 

65.46 

1.41 

0.22 

0.38 

1.08 

9 

1.16 

0.71 

21.79 

4.47 

3.34 

65.46 

1.41 

0.22 

0.38 

1.08 

10 

1.30 

0.40 

21.22 

5.10 

3.60 

64.10 

1.93 

0.37 

0.29 

1.34 

11 

0.98 

0.23 

21.16 

6.13 

3.24 

65.25 

1.24 

0.35 

0.43 

1.06 

12 

0.74 

0.14 

22.90 

4.60 

2.90 

64.70 

2.27 

0.26 

0.29 

1.15 

13 

1.02 

0.18 

23.02 

4.70 

3.46 

64.52 

1.33 

0.15 

0.35 

1.26 

14 

1.52 

0.20 

22.55 

4.50 

3.00 

65.25 

1.29 

0.24 

0.36 

1.13 

15 

1.02 

0.57 

22.49 

5.12 

4.10 

64.20 

1.04 

0.17 

0.29 

1.31 

16 

1.H 

0.41 

22.16 

5.32 

2.88 

65.36 

1.20 

0.18 

0.21 

1.09 

17 

1.18 

0.61 

22.21 

5.85 

3.10 

65.36 

1.56 

0.35 

0.27 

1.40 

18 

0.25 

0.32 

28.78 

9.56 

1.06 

53.32 

1.99 

0.28 

0.32 

0.91 

19 

1.80 

0.40 

23.70 

5.50 

3.25 

62.95 

0.98 

0.15 

0.34 

0.88 

20 

1.20 

0.50 

22.20 

5.70 

3.25 

64.25 

1.75 

0.18 

0.28 

0.97 

21 

0.57 

0.40 

22.29 

5.25 

2.95 

64.82 

1.59 

0.65 

0.16 

1.24 

22 

0.86 

0.73 

22.60 

6.28 

2.88 

64.05 

1.12 

0.42 

0.26 

1.24 

23 

1.68 

0.44 

21.50 

7.33 

4.00 

62.20 

1.38 

0.38 

0.43 

1.20 

24 

1.78 

0.20 

22.90 

5.12 

3.11 

63.45 

1.12 

0.12 

0.35 

1.61 

25 

1.12 

0.40 

22.35 

5.69 

3.29 

64.19 

1.08 

0.24 

0,58 

1.10 

26 

2.27 

0.80 

22.08 

5.76 

2.64 

63.60 

1.14 

0.29 

0.48 

1.30 

27 

1.40 

0.41 

21.77 

5.75 

2.75 

64.48 

1.20 

0.37 

0.18 

1.16 

28 

0.96 

0.31 

21.03 

5.52 

3.19 

66.24 

1.25 

0.32 

0.22 

1.13 

29 

1.44 

0.18 

22.55 

4.87 

2.63 

64.34 

1.9,3 

0.13 

0.39 

1.14 

30 

1.28 

0.50 

21.54 

5.42 

3.36 

65.28 

1.28 

0.54 

0.28 

1.11 

31 

1.23 

0.30 

21.85 

6.15 

3.00 

64.67 

1.29 

0.26 

0.12 

1.16 

32 

1.20 

0.54 

21.12 

6.16 

3.00 

64.74 

1.23 

0.49 

0.34 

1.26 

33 

1.16 

0.07 

22.47 

5.14 

2.67 

65.50 

1.35 

0.64 

0.22 

1.10 

^酸化， 
j ガン 


'i 酸化 第- 

I 鉄 


硫 黄 


0.08 


0.98 


1.40 


0.52 


復興 局 技術 試験 所 編 「技術 試験 所 報告」 第二 部 第 十 編 昭和 二 年 版 
(編 注） 1 はソ リヂチ ット、 18 は 高炉 セメントと 推定され る。 


(第 117 表）  a. 復興 局の セメント 試験 成績 


試 
料 

比 

重 

粉末 度お 

凝 

耐 伸 

強 

耐 圧 

強 

kg/cin2 

900 JL 

4，900 孔 

気 

水 
0C 

水 

里 
% 

始 

発 

終 
結 

相 馬 標準 砂 

東京 標準 砂 

相 馬 標準 砂 

東京 標準 砂 

0 月 

1  7 曰 

フ R  口 
ム。 P 

7 曰 

ム 0  □ 

3 曰 

1  7 曰 

28  B 

/ 曰 

28 曰 

1 

2.9^ 

0.33 

3.25 

14〜 
18 

18 

28.3 

3-35 

6-07 

25 ズ 

31.2 

38.5 

27.5 

27； 

m 

49€ 

lit 

235 

3.0^ 

0.23 

9.00 

〃 

// 

24.5 

6-27 

8-05 

25.5 

30.5 

SHA 

24.S 

30メ 

25S 

36_ 

498 

15C 

178 

3.1o 

0.15 

7.63 

// 

// 

27./ 

4-55 

7-05 

26,3 

32.5 

AOA 

28. € 

30.0 

222 

342 

496 

155 

202 

4 

3. い 

0.01 

ん 00 

// 

ノ / 

二  6./ 

4-49 

6-09 

27.6 

32.^ 

41.4 

29.S 

38.8 

llA 

41C 

481 

188 

292 

3.1( 

0.05 

2.13 

// 

// 

26./ 

3-35 

5-05 

32.1 

33.9 

40.1 

30. G 

36.5 

302 

447 

417 

191 

265 

6 

3.13 

0.04 

3.75 

// 

// 

24.  ？ 

5-12 

7-18 

27.8 

31.5 

45.0 

29.0 

38.5 

263 

371 

5H 

155 

236 

， 

3.11 

0.05 

0.50 

// 

// 

26.  C 

2-44 

3-29 

31.1 

31.8 

40.5 

30.8 

40.4 

492 

483 

548 

255 

318 

8 

3.0o 

0.25 

0.50 

// 

// 

27./ 

4-32 

6-33 

34.9 

43.1 

45.3 

33.5 

42.3 

483 

560 

614 

310 

347 

9 

3.13 

0.04 

3.25 

// 

// 

27./ 

6-13 

7-52 

28.1 

41.9 

48.6 

29.8 

34.3 

294 

374 

506 

211 

252 

10 

3.09 

0.01 

《80 

// 

// 

2o.O 

2-24 

3-59 

31.0 

38.0 

39.9 

31.0 

36.0 

450 

475 

546 

244 

291 

1 1 

3.15 

0.01 

一 

// 

// 

27.7 

5-15 

6-21 

32.0 

35.2 

40.8 

29.8 

36.5 

328 

412 

520 

231 

254 

3.19 

0.04 

― 

// 

// 

16.1 

4-05 

5-26 

28.4 

32.5 

40.8 

30.5 

36.8 

345 

423 

546 

240 

30oj 

13 

3.17 

0.03 

― 

// 

// 

26.8 

4-41 

6-27 

29.5 

33.8 

39.9 

28.8 

36.0 

312 

414 

567 

203 

268 

14 

3.17 

0.05 

― 

// 

// 

26.7 

3-16 

4-45 

32.8 

36.0 

39.3 

29.3 

37.5 

407 

506 

618 

233 

278 

3.17 

0.13 

// 

// 

27.3 

2-28 

4-31 

29.8 

31.5 

42.1 

29,3 

40.7 

266 

382 

526 

150 

238 

16 

3.15 

0.01 

一 

ノ / 

// 

26.7 

2-53 

4-00 

27.0 

32.6 

39.0 

28.0 

32.1 

311 

411 

655 

211 

299 

3.15 

0.05 

2.63 

// 

// 

24.7 

1-53 

2-34 

28.0 

" 5 

？ 8.0 

-? 7. 6 

37  0 

->75 

30=： 

404 

Igg 

18 

2.98 

0.10 

3.13 

// 

// 

29.0 

4-36 

6  -  26 

25.0 

28.5 

42.4 

24.6 

38.1 

215 

266 

439 

168 

273 

19 

3.11 

0.01 

2.28 

// 

// 

25.7 

5-13 

6-54 

23.5 

24.4 

35.3 

20.5 

30.3 

197 

262 

412 

113 

169 

20 

3.14 

0.15 

4.75 

// 

// 

25.3 

3-29 

5-21 

27.8 

29.5 

40.0 

29.5 

34.3 

311 

378 

549 

191 

216 

21 

3.12 

0.05 

4.75 

// 

// 

26.9 

3-15 

4-43 

27.5 

32.5 

41.5 

27.5 

36.5 

300 

433 

504 

211 

250 

22 

3.18 

0.01 

4.75 

// 

// 

24.3 

3-29 

4-33 

23.0 

27.0 

42.4 

30.5 

38.5 

170 

255 

403 

106 

148 

23 

3.14 

0.05 

2.25 

// 

// 

25.2 

3-35 

4-21 

31.3 

34.5 

41.9 

31.0 

39.4 

270 

364 

559 

171 

238 

24 

3,12 

0.10 

6.60 

// 

// 

24.8 

3-04 

4-19 

29.0 

31.0 

42.0 

28.5 

36.5 

396 

357 

520 

179 

225 

25 

3.15 

0.05 

〃 

// 

24.7 

3-01 

4-15 

33.3 

40.0 

48.5 

31.5 

39.6 

447 

437 

614 

242 

267 

26 

3.17 

0.05 

4.38 

// 

26.0 

3-11 

4-54 

30.1 

30.5 

41.6 

24.3 

36.8 

327 

375 

549 

186 

216 

27 

3.12 

0.04 

0.63 

// 

// 

26.3 

2-59 

4-26 

35.3 

42.0 

44.4 

33.5 

39.6 

437 

573 

666 

307 

330 

28 

3.13 

0.05 

1.38 

// 

// 

25.2 

2-39 

4-13 

33.9 

43.5 

46.4 

35.6 

42.3 

453 

596 

670 

330 

326 

29 

3.16 

0.10 

1.50 

〃 

25.3 

3-01 

4-36 

29.0 

39.5 

46.0 

33.0 

33.3 

265 

555 

647 

215 

240 

30 

3.11 

0.10 

4.00 

// 

// 

26.0 

2-45 

4-19 

33.8 

34.5 

40.5 

30.1 

39.6 

438 

497 

612 

283 

309 

31 

3.13 

0.03 

// 

// 

27.0 

4-20' 

5 - 31 

28.8 

34.9 

40.6 

32.0 

40.0 

355 

633 

237 

270 

32 

3.14 

0.04 

1.38 

// 

// 

26.0 

2-47 

3-56 

31.6 

39.0 

43.6 

31.9 

38.6 

431 

535 

628 

269 

281 

33 

3.12 

0.10 

1.88 

// 

// 

24.1 

1-57 

3-40 

35.1 

40.0 

46.8 

32.8 

38.5 

471 

493 

568 

250 

297 

八 


昭和 第 一期の セメ 

ン ト 品質 


新種 セメント 出現 


資 


第三 節 


しかし 大正 十三 年 復興 局に おける 試験で は、 外国 品に 風化して いるものが あ つ たと は 言え、 おおむね 国産品が 

優秀であった。 この 時代から わが国 セメント は、 その 産額と 共に 品質 は m ノに 上昇した ので ある。 

昭和 期 

セメント 工業の 発達、 新種 セメントの 出現、 セメント 規格の 変遷 等 各種の 事情から 見て、 本 期 を 第一 • 第二 

及び 第三の 三 期に 分けて 考察す る ことにする。 

第 I 期 

第 一 期 は、 昭和 一 一年から 十一 一年に 至る 約 十 一 年間 を 指す ことにする。 大正期2^来向上の 一 途を たど つ た わが 

国 セメント 工業 は、 昭和 期に 入る とともに その 躍進 著しく、 年と ともに その 生産高 を 増し、 品質 もまた，； 1： 丄の 

一 途を たどった。 

本 期 はまた、 わが国 セメント 工業 史上 特筆すべき 時代であって、 数 種の 新しい セメント —— 早 強 ボルト ラン 

ド セメント. 低 熱 及び 中庸 熱 ポルト ランド セメント • 混合 セメントの 一 稀で ある ネオ ソリ ヂチ ッ ト . 現在の シ 

リカ セメント (当時の1^^^酸質混合セメ ント) ——— が 出現して いる。 (第一 節 品種 参照) 

本 期に おける 各種 セメントの 品質 試験の 成績 を 掲げれば 次のと おりで ある。 

資料 ( I  )、 復興 局の セメント 試験 成績 

大峡興 次 • 笠 原 ニ郎. 佐川栄 による 「日本製 ボルト ランド セメント 試験 成 緒」 から 当時の セメント 試験 成績 

を抆粋 すれば、 次のと おりで ある-」 

ちなみに、 この 試験 試料 は 「日本 内地 及 植民地に ある 操業 中の 各 工場から 提出され たもの」 で、 新規 格 (昭 

和 二 年 改訂) によって 試験 を 行って いる。 また 本試験 試料 は 工場 名 を 表わさず、 試料 中には ポルト ランド セメ 

ント でない セメント も あるが、 これ を 区別せ ず、 各 試料に 一連 番号が つけて ある。 

品  質  ， 


第五 .i^- 品 稀 及び 品質 


三 二 六 


化学 成分 


外 HI セメ ント との 

比較  . 
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右 第一 一六 表 は 前掲 資料 (一) ないし (四) の ほか 二、 三の 資料 を 加え、 それぞれ 平均値 を 一覧表に した もので 

ある" この 表の 数缠は 試験 所. 試料 数 • 試験 日時 等 を 異にする から、 これ を もって 直ちに 本 期 セメントの 化学 

成分の 変遷 を 正確に 論ずる こと はで きないが、 大勢 をう かがう ことができる- すなわち、 シリカ は、 大正 十 年 

以後 はおお よそ 現在 程度 (ニー  ~  ニニ  ％ 台) となり、 アルミナ は 概して 七） パの 問に あった ものが 漸次 収傲 

し、 大正 十五 年に は 大体 今日 程度 (五 ~六％ 台) に 落着き、 酸化鉄 もまた 変化 を 次第に 狭めて きた。 酸化 カル 

シゥム は 本 期の 初頭に は 五八 ％ 台、 時には 五 七 ％ 台の ものを 散見し、 最大 六 一鬼 台であった が、 次第に 増 3 し 

て 六  一./ H ハ三 ％ となり、 大正 十五 年に は、 ついに 六 四）， H ハ五. i,^ に 達し、 その 範囲 は 狭くな つた。 水 硬 率 もまた 

木朋の 初頭に は  一 • 八 台の ものが 多かった が、 年と 共に 上昇し、 大正 十五 年に は 二 以上 二. 一に もなん なんと 

する ようになった， セメント 構成 化合物 を 計算す ると、 鉄 アル ミン 酸 四 石灰 PAF は 八 ~ 一  〇％、 アル ミン 

酸 三 石灰 C3A は 九？ 一  六 ％ 程度で ある 3 また ti^ 酸 三 石灰 C3S は 三 〇~ 四 五 ％、  ^酸 二 石灰 PS は 二 五？ 四 五 ％ 

その 合計 は 七 〇~ 七 四 ％ 程度と 考えて よいよう である。 

当時の わが国の セメント 品質 を 外国製 セメントの それと 比較す ると、 大正 十 年 マ ユラ 市場に おける 外国 セメ 

ント は、 おおむね 日本 品に 勝り、 十一 年 ハワイに おける アメリカ 製 セメント も 日本 品に まさる 成！， 5 を 示した。 


強 


安 


九 八 七 六 五 


六 一九 七 〇 


〇 三 三 〇 三 


(第 11 5 表） 

大正 期セメ ン トの 

歪曲， 亀裂 


年 次 試料 数 一 歪曲 を 生じた 試料 数 亀裂 を 生じた 試料 数 


定 性 


サ 


ドイツ 及び アメリカの 影響 を 受けて、 各種の フ ルイが 用いられ ている。 この こと は、 当時の セメントの 粒 組成 

を検 する 上に 好個の 資料 を 提供して いる。 当時の 規格に よれば、 九 〇〇 孔フ ルイの 残 分 は 四 下、 後に 改正 

されて 三 ％ 以下と 規定され ていたが、 実情 は遙 かに 細かく、 多く は  一 ％ 以下であって、 時に 消長 はあった が、 

年と 共に 細かくな つてい る。 

規格で は 浸水 法と 沸 煮 法と を 規定して いるが、 海水 用に は、 淡水 練り 海水 浸漬、 海水 練り 海水 浸漬の 方法が 

行われた。 一部に は イギリス 規格に よる ル • シャ テリエ 法が 併用され た。 しかしながら、 本 期の セメントに は 

時として 歪曲. 亀裂 を 生ずる ものが あった。 この 例 は 前掲の 各 表に も 散見す るが、 歪曲、 亀裂 を 一 まとめに し 

た 適例が あるので、 これ を 掲げよう。 


右 第 

いる。 


(浅 野 社 試験 神 谷爲ー 「セメント 工業」 昭和 十三 年 二月) 

五 表 は 各 年次の 東京 市販 セメント について 行った 試験 結果であって、 本 期の 品質の 一 面 を 現わして 


規格で は、 強サ 試験と して 純 セメント 耐仲強 七日、 一対 三 モルタル 耐仲強 七日、 二十 八日、 同 耐圧 強 二十 八 

日 を 規定 (東京 標準 砂 使用) している。 前掲 諸 例に ついて 見る と、 強サは 大正 八 ~ 十 年 ごろの 足 踏 傾向 を 除い 

て は、 逐年 上昇の 一 途を たどって いる。 

第三 節 品質 


第五な 品種 及び 品質  三 二 四 

輪 入 セメント ヲ 復興 工事 二 使用 スル 可否  ， 

マ ン モス 印 及スパ ラト 印 ノ如グ 劣等 二 シテ 日本 ポ— ト ランド セメント 試 驗法ニ スラ 不合格 ナル セメント ヲ 輸入 ス 

ル當 業者 ノ 不注意 モ驚グ ベ キ事 ナレド モ斯ル セメント ヲ單ニ 舶来品 ナルノ 故 ヲ以テ 充分 ナル 調査 モナ サズ 使用 スル 

モノ アル ハ 曰 本國ノ タメ 遣 憾ニ堪 へ ザ ル所ナ リ我國 セメント 製造 ノ 技術 ハ斯ル 劣等 ナル セメント ヲ輪入 セザル ベ 力 

ラザル 程 幼稚 ナルモ ノ  二 ァラズ 

セ メ ントヲ 重要 ナル 工事 二 多量 一一 使用 スル 場合 其 購入 スべ キ セ メ ントヲ 決定 スル 二 當リ單 二 數 1: ノ試驗 成績 ノ ミ 

二 信頼 スル ハ愼マ ザル可 ラザル 事ニシ テ必ズ 一、 品質 優良 二 シテ且 均等 ナルャ 二、 製造業 者 及 其販賣 業者 ノ信 

用ノ 程度 三、 製造 能力 四、 工場 ノ 設備 五、 作業 ノ狀況 六、 輸送 ノ 難易 及 之-一 要スル 時日 等 ヲ顧盧 セザル 可 

ラズ 

(中略) 而シテ 日本 ノセ メン ト 製造 技術 ハ 近時 長足 ノ 進歩 ヲナ シ其ノ 品質 モ 一 般 二 外國品 二 比 シ テ 遜色 ナ グ 且 

製造 能力 モ增 大シ 日本 ノ 需要 ヲ滿 シテ餘 アル 二 至 レリ 以上 ノ 理由 二 ヨリ 國產 獎勵ノ 意義 ニ於テ 復興 工事 一一 ハ 輸入 

セメント ヲ用 ヒズ日 本 製 セメント ヲ 使用 スルヲ 可 トス 

大正 期の 品質 槪觀 上掲 資料 は、 国内 有数の 官庁 及び 学校の 試験になる ものであって、 しかも 同時に 多数の 試料に ついて 試験 を 

行って いるので、 当時の セメント 品質 を 考察す るのに 好都合で ある" よって 前掲 資料に より、 本 期の セメント 

品赏に つ い て 概観して みょう。 

比  重 比重 は 大正 八 年に 初めて 規格に 規定され たもので ある。 これ 以前に は 住々 にして 三 •〇 五 を 下回る ものが あ 

つたが、 規格 公布 以来 規格 値 を 割る ものが なくなった。 

凝  結 前掲 資料に よれば 大正 初期 は 始発が 三？^ 四時 間、 終結が 五？ 七 時間 を 示して いるが、 本 期末 葉に は 始発 は 二 

時 11; 台と なって、 今日の セメントに 近づいて きている。 

粉末 度 本 期に おいて は、 規格で は 九 〇〇 孔フ ルイ によって 粉末 度 を 定める ことに 規定され ている。 しかし 问フ ルイ 

の ほかに、 一 、 六 〇〇 孔 • 一 一、 五 〇〇 孔 • 三、 六 〇〇 孔 • 四、 九 〇〇 孔 . 一 〇、 〇〇〇 孔 • 四 〇、 〇〇〇 孔等 
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第三 節 品  質 


第 s 章 品 稀 及び 品 貧  三 ニニ 

資料 (四) 輸入 セメントの 品質 

次に 大： i 興 次 著 「輸入 ホルト ランド セメント 試験 報告」 (復興 局 技術 試験 所 報告 第二 部 第二 編 大正 十 

三年) によって 震災 直後の 輸入 セメントの 品質 をう かがう。 

「輸入 ポ ー トラ ン ドセメ ン ト試驗 報告」 

震災 後、 復興 事業 二 供給 ノ 0 的 二 テ外 國製ボ ー ト ランド セメント ノ 輸入 セラ ル 、 モノ 增加シ タレ パ其ノ 品質 ヲ調 

査シ置 グモ亦 必要 ナル 事柄 ナ ラント 思考 シ其 二、 三 二 ツキ 日. ¥-ホ —ト ランド セメント 試 驗法ニ ヨリ テ試 驗シ タルモ 

ノナリ 

尙參考 二 供スル タメ 日本製 ボ— トラ ン ドセメ ン トノ 數種ヲ モ 並 記 ス ルコト トセ リ 

試驗 成績 一一 ツキ テ 

マ ン モス 印ハ 四十 餘 會社ノ 製品 二 同 一 商標 ヲ附シ 輸出 スル モノ ナ レバ 成績表 一一-小 ス ガ如グ 試料 二 ヨリ 其 成績 ヲ異 

二 スル ハ免 カレ 難グ其 品質 モ 一 般ニ 劣等 一一 シテ 比重 及 凝結 等 ニ於テ 不合格 ナル モノ ァリ 且又 各社 ノ 製品 ヲ區 別セズ 

シテ 数種ノ セメ ントヲ 相 混ジテ 輸入 スル タメ 问時ニ 入荷 シ タルモ ノノ中 一一 テ モ！^  二 ヨリ テ ハ其色 合著 シグ 相違 セル 

モノ ァリ斯 グ色合 ヲ異ニ スル ハ 其試驗 大差 ナシ トス ルモ 外部 一一 露出 スル コ ングリ —ト 工事 二 使用 スル 場合 ニ其コ ン 

グリ— トノ色 合不均  一 ノ 原因 ト ナリ甚 不都合 ヲ來ス 場合 アル 可シ 

ス パ ラト 印 ハ 比靈 二 於テ 不合格 二 シテ 其他ノ 成績 モ餘リ 良好 ナラズ 

アルゼン 印 &ィ— グ ， ノレ 印 ハ共ニ 其 成績 優良 一一 シテ 二十 八 日間 後 ノ耐壓 强ガ耐 仲强ノ 十倍 以上 ナル ハ特ニ 注意 ス ベ 

キ 點ナリ 外國ノ セメント ハ 一般 ニ此比 十倍 以上 ナレ ドモ 日本製 セメント ハ 一般 二 此比約 八 倍ナリ 

之ヲ 日本 ノ セメン ト 製造業 者 ハ 外國ノ 標準 砂 ハ 天然 珪砂 二 シ テ 日本 標準 砂 ハ珪石 ヲ碎キ テック リ タル モノ ナレパ 

砂 ノ異レ ル爲ニ シテ 日本製 セメント ノ 品質 劣レル タメ  二 非 ズト辯 明スル 所ナリ 然レド モ斯ク ノ如グ 日本 標準 砂ヲ 

使用 シテ モ此比 十倍 以上 ノ外國 製 セメント アル ヲ見 レバ 日本製 セメント ハ尙 改良 ノ餘地 アル コ ト 明ナリ 
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資料 (三) 大正 十五 年 春季 セメント 試験 成績 

(«113^)  w 15  ^ 嘶悱ホ 


V  1-  lit  It  ;t  I* 


J (ネオ 

ソ リ ヂ チ 

0 

ザリ 

0 

〇 

> 

り 

お 

3.08 一 

3.14 

3.16 一 

3.14 一 

3.06; 

3.05  . 

2.97 

3.10 

2.96 


A 

C 

D 

G 

H 

I  (»  3 


64.78 

65.38 

64.63 

65.23 

64.67 一 

64.60 

64. ミ 

r4. ゾし 

50.27 

53.60 


42  5.55 

50 11.32 

58  5.57 


(第 112 表）  大正 13 〜 15 年の セメ ン ト 試験 成績 


粉末 度 

凝 

結 

耐仲強 kg/cm2 

耐圧 強 
kg/cm*' 

苦 土 

硫 

灼 熱 

減 量 

年 次 

会 社 

比 重 

% 

900 孔 

始 発 

終 結 

7 日 

28 日 

28 日 

% 

% 

% 

A 

3.14 

0.39 

2-48 

6-34 

23.6 

28.6 

198 

1.27 

1.45 

2.09 

0 

3.1b 

0.52 

2-31 

6-58 

21.9 

27.5 

238 

1.31 

1.34 

1.94 

H 

3.10 

0.19 

2-17 

6-30 

22.7 

30.3 

208 

1.48 

1.27 

1.97 

C 

3.l3 

0.9i 

3-38 

8-38 

21.8 

26.4 

178 

1.92 

1.26 

2.63 

大正 13 

N 

3.07 

0.j>t) 

1-/3 

4-15 

23.3 

28.2 

2oz 

1.17 

1.13 

3.22 

TS 

3.13 

O./i 

2-14 

6-07 

24.9 

30.1 

z50 

1.38 

1.25 

2.49 

OE 

3.15 

0.09 

2-08 

6-41 

23.9 

30.5 

218 

0.98 

1.16 

2.39 

3.14 

0.38 

2-48 

6-59 

19.0 

26.6 

163 

1.37 

1.12 

2.67 

■3,H 

053 

2—0 フ 

6. 化 

24.8 

30.6 

1 on 
丄メ  u 

1 OQ 
X.Z.O 

1 97 

1 Q4 
丄， プ， 

平 均 

3.14 

0.46 

2-25 

6-36 

22.9 

28.8 

212 

1.35 

1.25 

2.37 

A 

3.12 

0.03 

2-32 

6-33 

31.6 

36.0 

321 

1.19 

1.54 

2.14 

0 

3.16 

0.08 

2-34 

6-22 

27.3 

32.5 

277 

1.42 

1.14 

1.83 

H 

3.10 

0.07 

2-01 

6-16 

23.2 

28.5 

276 

1.33 

1.12 

1.65 

C 

3.15 

0.12 

2-18 

5-54 

28.3 

32.3 

277 

1.88 

1.12 

2.08 

N 

3.08 

0.28 

1-56 

5-10 

28.6 

32,6 

283 

1.15 

1.46 

2.97 

TS 

3.14 

0.76 

2-09 

6-10 

25.7 

30.8 

263 

1.31 

1.30 

2.28 

大正 14 

OE 

3.13 

0.28 

2-28 

6-22 

24.5 

32.4 

245 

1.14 

1.20 

2.13 

I 

3.12 

0.37 

2-50 

5-57 

24.7 

29.3 

230 

1.36 

1.39 

2.90 

O  Y 

3.16 

0.59 

2-31 

6-34 

27.1 

32.6 

222 

1.36 

1.32 

1.45 

HT 

3.13 

0.79 

2-17 

5-03 

26.8 

31.5 

258 

1.39 

1.54 

2.74 

M 

3.14 

0.10 

2-25 

6-02 

24.4 

30.6 

230 

1.02 

1.19 

2.47 

HN 

3.11 

0.48 

2-36 

6_04 

23.31  29.4 

201 

丄 ，10 

1 =：(： 

平 均 

3.13 

0.33 

2-23 

6-02 

26.3 

31.5 

257 

1.33 

1.32 

2.05 

A 

3.12 

0.02 

2-29 

6-33 

33.5 

37.7 

378 

1.21 

1.61 

1.08 

O 

3.15 

0.05 

2-25 

6-17 

29.5 

35.4 

325 

1.37 

1.10 

1.07 

H 

3.16 

0.02 

2-08 

6-04 

29.8 

35.6 

312 

1.38 

1.20 

1.01 

C 

3.14 

0.14 

2-47 

6-58 

27.8 

33.4 

269 

1.73 

1.22 

1.05 

N 

3.13 

0.14 

2-16 

6  -  02 

26.0 

33.0 

251 

1.07 

1.14 

1.48 

TS 

3.13 

0.08 

2-09 

5-50 

29.8 

34.8 

280 

1.55 

1.35 

1.48 

大正 15 

OE 

3.16 

0.05 

3-28 

7-24 

25.9 

35.8 

252 

1.02 

1.22 

0.97 

I 

3.11 

0.06 

2-28 

6-08 

30.0 

35.5!  298 

1.46 

1.46 

1.30 

NT 

3.14 

0.12 

2-42 

5-55 

30.0 

35.1 

318 

1.45 

1.4-1 

0.80 

N 

3.15 

0.13 

2-39 

5-54 

21.2  28.1 

186 

0.94 

1.28 

1.43 

O 

3.12 

0.15 

2-29 

6-17 

30.4 

34.9 

324 

1.40 

1.29 

1.18 

c.c 

3.15 

0.06 

2-44 

6-36 

27.8 

34.5 

307 

1.43 

1.18 

0.84 

平 均 

3.14 

0.10 

2-35 

6-20 

28.5 

34.5 

283 

1.33 

1.29 

1.15 

復興 局 土木 課 試験 （昭和 6 年 技術 試験 所 報告 第二 部 第 十四 編） 
大正 八 年 六月 二十日 公布の 規格に よる 各社 別 平均 


第五 章 品 稀 及び 品質  三 二 〇 

資料 (一一」 大正 十三、 十四、 十五 年の セメント 試験 成 緩 


(第 111 表） 

大正 四 年の 試験 成績 


粉 

末 ノ 

細 度 

耐仲強 

kg/cm^ 

耐圧 強 
ks/cm' 

試 料 

900 
孔篩 
% 

2500 
孔简 
% 

4900 
孔篩 
% 

9700 
孔篩 
% 

純 

モ ル 

:3 

タ ノレ 

モ ル 

3 

タ ル 

7 曰 

28 日 

7 曰 

28 日 

7 曰 

28 日 

A 

0.49 

9.97 

18.13 

26.42 

58.9 

67.6 

22.4 

29.6 

141 

257 

A  I 

0.17 

4.24 

13.16 

29.03 

49.3 

56.7 

20.7 

26.7 

144 

200 

C 

0.24 

6.00 

12.60 

27.69 

44.8 

53.5 

18.3 

24.8 

126 

189 

H 

0.63 

11.68 

19.87 

34.95 

45.5 

57.0 

11.9 

16.8 

80 

119 

N 

0.32 

8.70 

16.70 

32.37 

78.9 

65.9 

25.8 

31.2 

193 

288 

O 

0.93 

8.45 

17.43 

29.00 

58.7 

63.4 

23.3 

28.8 

172 

263 

s 

0.07 

5.56 

16.05 

30.80 

74.6 

74.1 

23.5 

27.0 

182 

276 

T 

0.22 

4.50 

12.31 

24.95 

48.8 

49.9 

18.3 

24.3 

105 

145 

平 均 

0.38 

7.39 

15.78 

29.40 

57.4 

60.1 

20.5 

26.2 

143 

217 

試 料 

t 勿 熱 減量 

不 溶解 残 
分 

シ リ 力 

アルミナ 

酸化 第 
一鉄 

酸化 第二 
鉄 

酸化 力 
ル シゥム 

マグネ 
シァ 

無水 硫 

A 

2.00 

0.17 

22.79 

8.76 

0.22 

1.58 

60.90 

1.31 

0.83 

A  I 

2.61 

0.93 

23.00 

8.67 

0.21 

2.83 

58.02 

1.21 

1.66 

C 

3.61 

0.96 

21.43 

9.29 

0.53 

1.48 

57.60 

2.01 

2.04 

H 

4.98 

0.45 

23.83 

5.86 

0.22 

1.00 

60.07 

1.97 

0.83 

N 

2.65 

0.41 

21.41 

8.63 

0.26 

1.51 

60.78 

1.48 

1.34 

O 

15.3 

0.42 

23.76 

6.97 

0.11 

1.58 

61.10 

1.95 

1.46 

s 

2.17 

0.26 

21.83 

7.50 

0.21 

2.10 

61.84 

1.77 

0.95 

T 

2.04 

0.80 

22.96 

9.52 

0.30 

1.81 

58.22 

1.54 

2.09 

平 均 

2.70 

0.55 

22.63 

8.15 

0.26 

1.74 

59.82 

1.66 

1.40 

服 部武彥 「ボル ト ランド セメント の 凝結 検査に 関する 研究」 
(台湾 総督府 研究所 報告 第 四 回） 

(編 注 ： 試料 符号 は 会社 名） 


強度 を、 相 馬 標準 砂 (昭和 二 年 公布、 改正 規格) 使用 強度に 換算した ものが あり， 相当に 混沌としている パこ 

こに 掲げた 資料 は、 全部 東京 標準 砂 を 使用した ものである 一) なお 本 期末 葉の 資料 中に、 昭和 初頭の 高級 セメン 

ト 1, 後の 早 強 セメント 11 出現の 素地が 散見され るの は、 品質 発達 史上 極めて 興味が 深い。 

次に 本 期の 品質 を 考察す るた め 一 一、 三の 資料 を 掲げよう。 

資料 (1) 大正 四 年の セメント 試験 成績 


第五 章 品种 及び 品質 

大正 期 

設備の 近代化 本 期 は、 わが国の セメント 界が、 

近代 工業化の 緒に ついた 時期で ある 

が、 その 道 は 必ずしも 平 5. ではな か 

つた： すなわち、 業界 は 大正 三年 第 

一 次 世界大戦の 勃発に よ つ て、 非常 

な-ぼ 況を呈 し、 工場の 新 増設が 行わ 

れ、 品質の 向上と 生産高の 増加と を 

目指して 五 〇米~ 六 〇 米 級の 大回転 

窯、 コンペ ッ ブ ミ ル のよう な 高 能率 

の 粉末 機、 熱効率の 画期的な 向ヒを 

同る 廃熱 汽罐 等が 相次 い で 設置され た 


三 一 八 


申 


/ 

0 


品質の 向上 


資 


第一次世界大戦 後、 業界に 不況が 訪れ、 生産過剰に なると 期せず して 品質 競争が 起った。 大正 十二 年の 関東 

大震災 は、 更に これに 拍車 を かける 結果と なった。 大震災 は 鉄筋 コンク リ— ト 建築の 真価 を 実地に 証明した の 

で、 耐震 耐火 構造 村 料と しての セメントの 声価 はとみ に 高まり、 復興 局の 誕生 を 契機と して セメントの 品 は 

一段と 向上した。 当時、 復興 事業 用 を 目指して セメントの 輸入が 行われた が、 国産品の 品質 は 輸入品に 比べて 

少しも 遜色な く、 むしろ まさる ものが あり、 かつ 需要 も 予想に 反して 急進せ ず、 その後 輸入品 は 完全に 跡 を 絶 

つた。  . 

本 期の 資料 は、 年代の 新ら しい 割合に は 少ない 上に、 昭和 期の 品質と 関連 を 持たせる ため、 東京 標準 砂 使用 


I 
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第三 節 品 
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三 一 七 


強 
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第五 章 品 稀 及び 品質  三 一 六 

定 性 本 期に おいて は、 安定性の こと を 硬化 後 その 表面に 裂 罅 を 生ずる の 有無、 容積の 固定、 膨張 性 亀裂 等と 称し 

試験 方法と して、 浸水 法 (海水 浸漬を 含む) • 沸 煮 法 • 乾燥 法 • 場 試験法 (純 セメント を 泥状と し て^子 場に 入 

れ、 二 週 または 四 週 後場 を 破損し ない こと) 等 を 規定して いた" 浸水 法 は 練りた てパ ットを 直ちに 海水 中に 浸 

漬 する 方法 を も 含んで いたが、 成形 後 二十 四時 間で 真水に 浸漬 する 方法 や、 沸 煮 法 (今日の 煮沸 法) は 今日の 

方法と 異なって いない： しかし 成形 後 二十 四時 間 を 経て、 120。c に パット を乾垛 する 乾燥 法ゃ壜 試験 は 非常に 

背 酷の ものであった。 当時の セメント 品質 を もって、 これらの 規格に 合格す る こと は 非常に 困難であった。 

安定性 を 高める 唯一の 方法 は 風化であった： 当時の セメント 工場に は、 必ず 撒布 場と 称する セメント 風化 施 

設 があって、 広い 床に セメント を 五 寸~ 一尺の 厚さに 撒布し、 時 々スコップで 3- り l^z えして、 化 を 促進して 

安定性 を 高めた-」 この 方法 は、 大正 初期まで 広く 全国に 行われた- 

サ 本 期に おける セメントの 強サ は、 もっぱら 引 張り 強サ (耐仲 力. 耐仲 強) で、 圧縮 強サ (耐圧力 • 耐圧 強) 

は ほとんど 試験され ていない： 明治 三十 年 以後 小樓 築港 工事に おいて 試験され た 記録 は あるが、 仕様書 はもつ 

ばら 引 張り 強サ、 しかも 純 セメント 試験が 多い： 

セメントの 強サ は、 成形 水量、 供 試 体の 形状、 成形 方法 等に よって 著しく 相違す る。 特に モルタル において 

は、 試験 用 砂の 粒度、 粒 形、 性質に 支配され る： しかるに 当時の 記録 は、 多く は 前記 各項の 明示 を 欠き、 また 

たとえ 明示が あっても、 試験 用 砂の 相違が 強 ザに 及ぼす 影響 は 不明で ある： したがって 上記 資料から 品質の 変 

遷、 進歩の 跡 をた どる こと は闲 難で ある C 

しかし、 幸い 小^ 築港 工事に おける 明治 一 一十 九 年 以後 五 年 ごとの 浅 野 社 品の 品質 記録 並びに 同社が 同 工事 事 

務 所に 提出した 記録が あるので、 これによ つて 当時の 品質 をう かがう ことができる： 当時の 品質 を 前掲 小 樽 築 

港 納入 品 試験 成績表に よ つ て グラフに すれば 図表 三、 四のと おりで ある。 


(第 1 1 0 表） 明治 期 セメント の 凝結 時間 


/ 項 

/ 百 
時始 

凝 

分 発 結 
時 終 時 
間 

分 結 


備 


考 


三 四 三 〇 一 

I  I  I  I  I 

二 〇 四 一四 

八 一  > 、五 i 


五 


大体 平均値で は、 今日の 規格に 規定され ている 始発 一時間 以後、 終結 十 時 11 以内の 範囲 内に 人る が リには 

始発 〇 時 十五 分、 終結 十六 時 五十六 分 等の 結果 も あ つ て 非常に バ ラ ツキが 多い。 これ は 当時の セメン トの 調合 

京 料 4% 分、 焼成 法 並びに 石膏 を 使用し なかったり、 あるいは 使 川した こと 等に よると 考えられ るが、 特に セメ 

ント 製造 後の 風化の 程度の 差異に よる こと も 大きい と考えられる。 

第三 節 品  質  三 一 五 


終りと する。 

(ホ) 日本 帝国 ボ ルト ランド セメン ト 試験法 は 前記 同様の 試験 方法 を 規定した が、 同時に 簡易 法と して 小刀 を 

パ ットの 中央に 徐々 に 降し、 やや 抵抗 を 覚える ようになった 時 を 凝結の 始めと する 等 

今、 本 期の 試験 結果 を 見る と、 第一 一 〇 表のと おりで ある。 


一十 六 

一十 八 


三、 


五 ~ 五 四 

三 ~ 五 四 


三十 二  i  二十 八 


二，， 一三六 

三 .一〇 八 


五 ~ 一  七 

六 三 四 


三. 一 «~ 三十 九 


〇 • 二 〇~ 三 


始発 (一. 四 〇~ 五 • 〇〇) 終結 (四 . 四 〇~八 . 〇〇) 

始発 (〇 • 三 〇~ 四 • 三 〇) 終結 (一. 〇〇~ 五 • 〇〇) 


愛知 セメ ン ト 試料 数 一 〇〇 始発 (一 .01 一 ~ 四 • 一 六) 終結 (一一 一 .0六~ 七 丄 一 一七) 

浅 野 セメント 試料 数 二、 九 八 一 始発 (一 .00~ャ 四 0) 終結 (一一 一 .0?~ 二  .一 一一) 


浅野セ 

北海道 セ 


数回の 平均値 


明治 十五 年 以前 

十八 

二十 四 ~  二 十五 

二十 五 

二十 五？  二十 六 


深 川 工作 分局 製 

浅 野 工場 製 

三 銘柄 平均値 〇• 四 〇~ 一六 

三 銘柄 平均値  一 • 三 八 ~ 六 

(五丄 一) 


凝 


第五 章 品種 及び 品質  三 一 四 

明治 二十 年 ごろまで は、 3,600さ/ 二. x;l$^^324:fccmM) という 祖ぃ篩 を 用いて いたよう であるが、 その後、 もつ 

ばら 900.fL/cm" 篩が 一 般に 用いられ たし そして 二十 五、 六 年 ごろから 2,500.nvc ョ" と 4,900さ/。ョ に が 用いられ 

るよう になった 八， 900,fL/cm" 篩の 残 分に ついて 兄 ると、 二十 一年 以後 逐年 粉末 度が 上昇し、 殊に 二十 四、 五 

年から 格段に 細かくな つてい る。 

明治 二十 九 年 発表の 「帝国 日本 ポルト ランド セメント 試験法」 並びに 三十 一年 提案され た 「日本 帝国 ボルト 

ランド セメント 試験法」 は、 いずれも 実施 を 見る に 至らなかった が、 これらに は、 粉末 度が 900.fL/cm ぶ 師で六 

% 以下と 規定して いる" もちろん 当時の セメント 試験の 結果 を 充分 参照して、 しかるべきお 裕 をと つ た 値で あ 

つたが、 当時の セメント 粉末 度の 指標と 考える ことができる。 事実、 当時の セメント は 900.fL/cm "篩で  一？ 三 

ぶの 残 分と 兌て よいよう である」 

明治 三十 八 年 二月 初旬 公布の ボルト ランド セメントの 規格に おいて は、 試験 は 900 さ/ cm ぶ 師で残 分 一 〇％ 以 

下と 規定して いる。 実情 は 前述のと おり、 規格 値より 遙 かに 細かくな つてい る。 チュ j ブ ミル • ボ —ル ミル 等 

の 近代的 ミ ル が 設備され た ことが， J れを 裏書きす る。 

結 凝結 時 問に ついては、 次の ような 種々 の 仕様書 並びに 試験 方法が 実施され た。 

(ィ) セメントべ— スト を 小皿に 詰め、 三十 分，. - 一 時間 後に その上 面 を 摩擦して 痕跡 を 止めない こと。 

(口) セメント へ— スト を 練り 混ぜ 後 六 時間 以内に 固 結し ない こと。 

(ハ) ビカ— 試験 器に より 針 頭の 直径 2  mm の 針で 標準 指 目 六に 止まる を 適度と し、 硬化の 初め 三十 分 以内、 

硬化の 終り 十 時間 以内。 

(二) 帝国 日本 ボル トラ ン ドセメ ント 試験法で は、 ほぼ 今日と 同様の 試験 方法 を 規定し、 また 簡易 法と して 一 一 

五 ~ 三 〇％ の 水量 を もって 練り 混ぜた ハ ットの 表面 を 爪で 軽く 圧し、 やや 抵抗 を 覚えた 時 を もって 凝結の 


(第 109 表） 

明治 期セメ ン トの 粉末 度 


明治 期 

現 在 


连酸三 石灰 ％ 

ニ〇~ 四 〇 

四  一 ~ 五 五 


tl^-酸ニ石灰％ 

三 四 ~五〇 

二 〇.- 三 四 


アル 


ン酸三 石灰 ％ 

ニ丄八 

八丄ニ 


鉄 アル ミン 酸 四 石灰 ％ 

九丄 一 

九丄ニ 


|基隆築港 工事 用と して 納入され た セメント は、 平均、 鏖碧灰 一一 一一， 蠢 ニ石璧 四。 ぺ アルミい 

酸 三 石灰  一 i、 鉄ァ ル ミ ン酸四 石灰 一 一 U さな つてい る」 すなわち 当時の セメント は、 現在の セメントに 上 

較す ると 蠢碧 灰と 同 二 石灰の I 逆であって、 そ 2 昼 も 当時の 六 干 七 ニ=^ に比べ、 現在 七 7 七 i 

きってお り、 fnK また、 アル ミン 酸 碧 f 当時の セメント は 三人 多くな つてい る。 セ 

メント 成分の 推移 は 一面に おいて、 石灰 霊の 歴史で あり、 アル ミン 酸の 8 は、 その後の I 研究の 成果で 

あって、 現在と 四 Gy^ 七 〇 年の 時の 隔りを 如実に 示して いる。  '  


年次 


^ 一 


四 00  A 

孔 


九 00  ,^ 


一一、 go  A 

孔 


四、 九 00  ^ 

孔 


考 


明治 十五 年 以前 

十八 

二十 

二十 四 

二十 四一 Ml 十五 

二十 五 

二十 五 ~ 二 十六 

二十 六 

二十 八 

三十 二？ -三 十八 


二  • 五 

三 • 五 


三.^ 三十 九 一 


六 • 三 

七 • 三 

三 • 七 

一 . 八 

二  • 九 

〇 • 九 


〇 . 六 


二 七 • 九 


深 川 工作 分 a? 製セ メント 

浅 野 工場 製セメ ン ト 

七 銘柄 平均値 (五 • 八 ミ三五 • 五 ％) 

三 銘柄 平均値 (一 五 ~ 一  九 ％) 

三 銘柄 平均値 ( 一 • 八 ^九％) 

一一 一 銘柄 平均値 ((一一 一：  一 n  一一 一 

{ 二お ぼ 8S0 八丄 I 九. 八 野 H 場.， 製品 ，.野 • 

/一一 銘柄 平均値、 横 浜 港 防波堤 用 セメント • 浅 S  • 

一 愛知 製品 

一 五 横 浜 税関 海面 埋立 工事 用 セメント 


八 


三 


浅 野 工場 製 

北^道 セ メ I 


■0 


(，考 ) ^の 換算 は線怪 を考盧 しない 


第五 章 品種 及び 品質  三  一二 

また 概して 多い。 無水 硫酸 は 概して 少なく、  一  ％以ド の ものが 少なくない。 これ は 今日の ように、 セメントの 

緩結剂 として 石膏 を 使 川す る ことなく、 も つ ぱら 風化に よ つ て 遊離 石灰 を 消化す ると 共に、 ァ ル ミ ン酸 石灰 塩 

を徐々 に 水 和 物に 変えて 緩 結の 目的 を 達した ためで あると 考える，" 

なお 藤 井光 藏は 明治 三十 六 年 前後の ボ ル ト ラ ン ドセメ ン トの 成分 を 次 のように 述べて いる。 

小 樽 築港に 納められた 浅 野 セメントの 平均 分析 は、 tj^ 酸 二  一  • 九 四 ％、 錄土七 • 五 九 ％、 酸化鉄 三 • 〇 八 ％、 石 

灰 六  一 • 四 九 ％、 苦土 一  ニニ 九 ％ となって おり、 私の 記憶から しても 礬土量 は 一般に 八 ％ 内外が 並：； 通であった。 面 

C い 録は 明治 三十 六 年に 基隆 築港 工事 参考資料に 用いられた セメント 分析 結果で、 多数 セメント 中 成分の： 取 大は取 

小 を 示す と 次の 通りで ある。 


最大  最小 

珪 酸  ニー. 九 八 ％  一  九 • 四 六 ％ 

0  土  九： バ六  六 ニニ 六 

酸化鉄  四. 四 三  三 •  一  二 

石 灰  六 三. 八 八  六 〇• 四 二 

苦 土  一. 四 六  〇• 九 二 

硫 酸  一二 一六  〇 • 八 二 


(「コンク リ I ト 叢書」 第二 四 巻、 三 一 頁、 一 〇 二 頁、 日本 ボルト ランド セメント！ 1： 業 会 編 幕) 

以トの 資料から セメント 構成 化合物の 量 を 計算す ると、 资 料の 不備 も あり、 また 多少の 遊離 石灰の 存在 (今 

:= より 多い と考えられる) も あるので、 計算の 結果が、 当時の セメント 構成 化合物の 量 を 適当に 示す か 否かに 

ついては 疑問で あるが、 一応 その 結果 を 掲げれば 次のと おりで ある。 


化 学 成 分  化学 成分 を 取りまとめれば、 第一 〇 八 表の ようになる _ 
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これ は、 明治 初年から 三十 九 年に 至る ほぼ 三十 年間の 品質 を 一 表に まとめた ためで も あるが 各 成分が、 力な 
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当期 セ メント の 

品赏 総合  以上の 資料に よって、 明治 期の セメント 品 1^ を 考察 すれば、 次のと おりで ある。 
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報 文 後編から 抜粋 すれば、 納入 会社 及び その 数量 は 第 一 〇 六 表のと おりで あ つ た 


「 … … 就中 浅 野 セメント ハ年々 ソノ 供給 缺 グコ トナグ 品質 亦 良好 ニシテ 大正 六 年 以後 二 於 テハ該 品 ノミヲ 使用 セリ」 

なお 当局 は 浅 野 セメント について、 納入 品 一、 〇〇〇 樽 毎の 試料に つき 砂 入り セメント 抗 張力 試験の 結果 を 

次表のと おり 発表して いる。 


大正 5 

4^ 

明治 29 年 

17.97 

89'ST 
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8.31  kg/cm2 
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この 成績に つ いて、 当局 は 「淺 野セメ ント五 年毎 ノ 成績 二 シ テ其ノ 品質 ガ 漸次 改良 進歩 セル ヲ. ぬスル 二 足ル」 

と 評して いる。 

なお、 浅 野 社 (東京 工場) から 小^ 築港 所に 大正 五 年 八月に 提出した 報告に よれば、 その 成^ は 第一 〇 七 表 

のとお りで あつ た。 
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なお 三十 五 年に 至って、 耐久性の 付 年と 費用 節減との ため、 火山灰の 添加が 行われた。 

第二 期 

本 期の セメント 使用量 は 二三 〇、 五 七 五 樽 (約 三 九、 四 二八 瓲) で、 総 工事費の 五分の 一 を 占めた。 同 工事 


第五 章 品 稗 及び 品質  三 OJ, 

また 浅 野 及び 北海道 セメント 会社の 製品に ついての 長期 試験の 結果 は、 第 一 〇 五 表のと おりであった。 


m 

攝 

m 

翁 

cv 

m 

m 

お 

紫 

攝 

ゆ 

ゆ 

O 

as 

\o 

OO 

リ 

ム 

1— • 

XL 

On 

；<! 

o 

Ni 

to 

き 

"1 

bo 

to 

OO 

bo 
NJ 

o 

せ 

せ 

69 

bo 

o\ 

yj 

ON 

Lo 

Oo 

i 

On 

せ 

耐 

=1： 

ひ 

OO 

OO 

73. 

as 

.02 

o 

k) 

3 

第三 節 品" 
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浅 野 及び 北海道 セメントの 成分 は、 数年間の 分析の 結果 を 平均 すれば、 第一 〇 三 表のと おりであった _ 


同 工事に 使用の セメント に関して は、 実に 綿密な 調査 研究が 行われ、 浅 野 セメントに ついては 木工 事に 川い 

た 配合に よって、 数年に わたって 強度の 試験が 行われた が、 その 結果 は 第一 〇 四 表のと おりであった。 


(第 1 02 表） 小 樽 築港 工事 用 セメント の 平均 成績 


項  目 

仕 様 

浅 野 

北海道 

粉末の 度 （900 孔） 

<  Vio 

1.81 

3.13 

礬 土の 量 

<  s/ioo 

7.59 

7.82 

不 溶解 物の 量 

<  VlOO 

1.14 

0.82 

凝結 時間 

> 1 時間 

1〜4 

0.20-3.00 

抗 張力 1 週 

>  9kg/cm2 

10.87 

11.52 

(1:3)           4 週 

> 12 

14.42 

12.29 

(備考） 砂 は 60 網目 （線径 0.38mm ：)〜 220 綱目 （線径 （U2mm) 


の もので、 函館、 大森浜 産 


第五 章 品 稀 及び 品質  三 〇 四 

(三) 小^ 築港 工事 用 セメント 

小^ 築^ 川 セメン 小^ 築港 工事 は、 十 カハ巾 継続 事業と して 明治 三十 年 五月に 着手し、 第一 期 工事 は 明治 三十 九 年 終了し、 第二 

ト 

期 工事と して 四十 一年 四月、 八 力 年 継続 事業と して 着手、 大正 十 年 七月に 竣工した。 第一 期 工事 はもち ろん、 

第二 期 工事 も 明治 中葉から 大正の 中葉に かけての 大工 事であって、 ここに 使用され た セメント 関係の 諸 記録 は 

当時の セメン 卜の 品質 を 知る 上に 貴重な 資料で ある。 

大正 十三 年 三月、 北海道 庁 編 「小 樽 築港 工事 報 文」 によれば、 第 

一期 工事に 使用した セメント は、 一三 二、  二 七 〇 樽 (三 八 〇 ボンド 

入り、 約 ニニ、 七 九 八瓲」 で、 価格 は 総 工費の 十分の 三 を 占めた。 

内 明治 三十 三年まで は、 国 製 セメント 払底の ため、 九、 二 〇〇 余 

^ r 約 一 、 五八 六瓲) は 外国製で、 主として ドイツの アルゼン セメ 

ントを 使 ffl したが、 以後 は內国 製で 充当した。 内 国 製 セメント につ 

いて 数年に わたって 試験の 結果、 浅 野 工場 製の ものが 本 工事に 適す 

る ことが 認められ、 主として 同 セメント を 使用し、 その 数 一 〇 六、 

〇〇〇 余樽 (約 一八、 二八 ー瓲， } に 達した。 その他 は、 時時の 必要 

に応じて 北海道 セメント 会社の 製品 を 使用した I」 約 一三、 〇〇〇 樽 

(約 二、  二 四 一 瓲.) と 記載され ている。 

第 一 期 

本 工事に 使用され た 浅 野 及び 北海道 セメント 会社 製 セメントの 品 

は、 第 一 〇一 一 表のと おりで あ つ た。 
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ビ g 国 製品 ひ ： ョ 

第 1 号 5.4kg/cin2 

第 2 号 
第 3 号 
第 4 号 も 


裂 罅 ヲ 出 
壞攝セ リ 

3.0 


外国製 品 
第 S 号 5.2 
第 9 号 
第 10 号 
第 11 号 
第 12 号 


3.0 
4.0 
3.4 
3.6 


ル抗張 強） 
第 5 号 4.6 

第 6 号 3.6 
第 7 号 


2.4 


第 13 号 未定 
第 14 号 4,0 
第 15 号 3.6 
第 16 号 6.2 


三 〇 二 

第五 荤 品 稻 及び 品質 

ぇテ is ノ 「セメント」 ユー 二倍 ノ 砂粒 ヲ 密和シ 之-一 一定 ノ水ヲ 注入 混和 シーア (「セメント」 二百 五十 「グラム」 

少ヒ 1 十 「グラム」 及 水 百 立方 「センチ メ —トル」 ノ 割合) 前 法 ノ如グ 処理 シ四濯 ノ後 其 I 強ヲ 検定 セリ但 

ヒー ー比ハ W スル砂 S 浄 一一 シーア 原 来 尖鋭 ナル 石英 質 ノラ ヲ以テ 可 トス レ トモ I 近傍 一一 テハ絶 エーア 之ヲ奮 セサル 

プ女 一一 通常 水 I ノト 称 シ主ト シーア 火山礫、 安山 石、 凝灰岩 ノ碎粉 二 些少 ノ 石英 ヲ i シーア 成 レル相 州 地方 ザラ 

ヲ 購入 シ水 ニーア 能 グ蠢シ I スルノ 後 毎 平方 「センチ メ— トル」 ノ 表面上 六十 や 百 二十 個 トノ孔 眼ヲ具 フルー 一 

？飾 子ヲ用 ヒテ之 ヲ靈シ 以テ其 所含ノ 細微 分ト ■ 分 トヲ蠲 除 シ大低 同 フ状ニ 撰取シ タル 粒 トス 


欧州 製 「セメント- ノ適 良ナル モノ ュ在 リテハ 此等ノ 試験 一一 附 スルー 一 大抵 十 「キロ」 ノ重量 一一 抗セサ ルナ キヲ常 


-ス 


第三 試 玻璃 板ノ 小片 上ュ 供試ノ 「セメント」 ヲ展延 シテ片 薄トナ シ之ヲ 水中 ュ 靈シテ 検視 セシュ 第二 号ヲ除 

グ， ノ外ハ 一 モ 歪曲 若シ グハ 蠢 ヲ生ス ルカ 如キ 悪徴ヲ呈 セサ リキ。 而シ テ独リ 第二 号ノ他 ト異リ S ヲ生 セシラ 

ハ蓋 シ未タ 充分 風化 ノ 操作 ヲ經サ ルー 一由 リ本試 一一 於 テ斯ル 不満足 ノ 成績 ヲ 得シナ ルべシ 

第 四 試 二 オケ ル化學 的 分析 ノ 成果 ハ左ノ 如シ (第一 〇〇、 第一 〇 一 表) 


內国 製品 （純 セメ 

第 1 号 462ib/ 寸 2 
第 2 号 468 
第 3 号 508 
第 4 号 469 

外国製 品 
第 8 号 482ib/ 寸 2 
第 9 号 460 
第 10 号 506 
第 11 号 365 
第 12 号 348 


ン ト 抗張 強) 
第 5 号 468 
第 6 号 462 
第 7 号 208 


第 13 号 560 
第 14 号 530 
第 15 号 318 
第 16 号 504 


900 孔篩 品質 善 J 
内国 製品 （篩 底」 
百分率 数） 
第 1 号 16.34% 
第 2 号 33.80 
第 3 号 33.00 
第 4 号 35.32 

外国製 品 
第 8 号 34.90% 
第 9 号 24.41 
第 10 号 26.68 
第 11 号 38.22 
第 12 号 36.45 


ハ原 質25/ 100 以下 

遺 残 セル 残津ノ 

第 5 号 24.27% 
第 6 号 35.45 
第 7 号 5.80 


第 13 号 35.37% 
第 14 号 14.82 
第 15 号 11.32 
第 16 号 24.42 


第二 試 抗張強 

第二 試 二 係 ル抗張 強 ハ先ヅ 各 供 試 品 一 千分 ニニ 百 乃至 二百 七十 五ノ 割合 ヲ以 テ水ヲ 加へ 能ク 混和 シ之ヲ  一 ノ爐紙 

上 二 安置 セル 横 型 中二 装塡シ 重量 略々 一 五 〇 乃至 二 〇〇 「グラム」 許ノ 鉄篦ヲ 用ヒテ 之ヲ敲 圧シ既 ニシテ 表面 二 水 

分ノ 浸出 ス ル 二 至 リ悉グ 其 横 型 上 二-^ 出 スル剰 分ヲ； S リ去テ 平滑 ナ ラシ メ以テ 成形 スル 所ノ供 試塊ノ 稍々 硬化 ス ル 

ヲ俟 テ之ヲ 横 型 ョ リ 取 出 シ 一 曰 間 蔭 所 - 一 静置 シ更 一一 水中 二 浸漬 シテ 六日 間ヲ 経過 スルノ 後 其 ノ 強度 ヲ 検定 セシ モノ 

二 シテ之 二 因リ得 タル 所ノ 結果 左 ノ如シ 


第五 章 品 稀 及び 品質  三 〇o 

内外 5i 「セ メン  (二) 内 外国製 「セメント」 試験 

-f」 ； IB  , 

(CK 商務^. 明治 二十 一年 一月 二十 八日 官報 抜粋) 

頃 者 農 商務 翁 二 於テ. s: 外国製 「セメント」 即チ束 京 府下 並大阪 山口^！: 新 潟等ノ 地方 二 於 ケル製 品 ト 外国製 品即 

チ 現今 英国 及 独乙 ョ リ 輸入 シ 坊間 二 鬻グ 所ノモ ノト ヲ比 試験 定シ タル ヲ以テ 左 ニ其ノ 成蹟ヲ 報告 シ併 セテ 「セ メン 

ト」 ノ試 験法ヲ 一定 スルノ 必要 ナル a= ヲ説 示シテ 製造者 ノ 参考 一 一充 テン トス (農 商務^ )o 

本試験 二 供 セル 内 外国製 「セメント」 ハ渾テ 十六 種 ニシテ 左表 ノ如シ 

第 一 号 束 京 府下 深 川 浅 野 工場 製品 

第二 号 東京 府下 深 川 橋 本 工場 製品 

第三 号 東京 府下 深 川 田 村半輔 工場 製品 

第 四 号 大阪府 下 「セメント」 会社 工場 製品 

第五 号 出 ロ^ド 小 野 田 「セメント」 会社 工場 製品 

第 六 号 ^岡 県下 清水 港 一 瀬 寛 治 製品 

第 七 号 新潟県 ド 糸魚 川 八 木 藤 左衛門 製品 

第 八 乃至 十一 号 英国 製品 

第 十二 乃至 十六 号 独乙 製品 

以上 「セメント」 ノ各 優劣 ヲ 判定 セン ガ 為メ特 ニ左ノ 試験 ヲ 施行 セリ 

(一) 粉末 細粗ノ 査定 (二) 抗 張強ノ 検定 (三) 硬化 ノ後其 表面 二 裂 據ヲ生 ズルノ 有無 (四) 化学的 分析 

以下 この 報告の 要項 を 抜粋 すれば、 左のと おりで ある。 

第一 試 セメント 末 ノ細粗 
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延 シ随テ 凝結 カモ 増加 可 致 儀 -ー 有 之 候。 

右 品等 比較 致候処 三種 共 各 質 異同 得失 相償ヒ 使用 ノ望ミ 有 之候モ 

略 上申 仕 候 也。 

明治 十八 年 五月 十三 日 
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第五 章 品 稀 及び 品質  二 九 八 

を 加えて いる この間の 事情 をう かがう に 足る 資料のう ちから、 この 時代の 代表的 資料と して、 明治 初期 二 例 

末期 一 例 を 掲げよう。 

れメン ト 試験 上 巾  (一) セメン ト 試験 上申書 (皇居 御 造営 事務局長 宛 提出) 

楚 m 

試験 品 甲 深 川 浅 野 工場 製 

試験 品 乙 ロンドン. ナイ トビ ー バン 社 製 

試験 品 丙 深 川 ェ 作 分局 製 貯蓄 品 

右三 種ノ セ メ ント ヲ取リ 精密 試験 致候処 別紙 試験 比較 表 ノ通リ 二 有 之 候。 試験 用ノ セメント ハ何 レモ 方 一寸 二 九 

百孔ヲ 有スル 篩ニテ 最初 二 振 置キ、 而シテ 方 ニ寸八 分深サ 九分 ノ树 ニテ 割合 ニ応ジ 毎回 斜量 致シ、 浄水 モ 同様 二 

量 シ泥鰻 ヲ以テ 精練 シ直チ 二 真餘ノ 模型 二 詰メ  二十 四時 間 依然 トシ テ据置 キ型ヲ 放チ、 水中 二 没スル コト百 八十 四 

時間 (七日 余リ) 然ル 後耐カ 試験 器 一一 懸ケテ 凝結 カヲ試 ミ候処 試験 毎 二 其 力 異同 有 之 候 二 付 二、 三ノ 試験 ニテ ハカ 

ヲ 確定 シ難キ 二 依リ 数回 試験 候 上 終 二 平均 割 二 依テ 三種 ノカヲ 区別 致 候。 該 平均 一一 テハ 純セメ ントノ カ殆ン ド 四百 

ボ ン ド 内外 二 有 之 候 へ 共 表 中 朱点 ノ所 一一 テ ハ五百 ボン ド 内外 ノカァ ル モ ノ有之 候。 又純セ メ ントノ カー 一 テハ甲 ナホ 

乙 二お リ. 內ハ甲 ニ劣リ 候へ 共 砂ヲ混 川セシ 二 至 リテハ 却テ丙 ハ 甲乙 二 優リ 候。 又 粉末 粗密 ヲ 比較 候 時 ハ丙ハ 二 優 

レ、 W ハ亦乙 一一 優レ 候。 重量 ノ 比較 一一 於 テハ、 甲 ヲ以テ 第一 等ト致 候。 然レ トモ 凝結 時間 ノ遲速 ニ就テ 品等 ヲ論ジ 

候 トキ ハ" 内 ヲ以テ 第 一 等 品 トシ、 甲 ヲ以テ 第三 等 品ト致 候。 

分析 比較 一一 依 テ考ェ 候へ ハ甲ハ 乙 一一 略 等シク 候へ 共 粘土 ノ質異 リ候故 哉 乙 ハ青キ 鼠色 ヲ呈シ 候。 ト トハ 同質 

ノ 粘土 ヲ用ヒ 候ト雖 モ甲ハ 製造 法ヲ 改良 セシ趣 二 テ 少シグ 石灰 ノ量ヲ 減ジ候 二 付濃キ 鼠色 ヲ呈 シ丙ハ 旧製 ノ石 灰分 

量 ニ付自 ラ淡キ 鼠色 ヲ呈シ 候。 色 ヲ以テ 品等 ヲ 区別 致 候 時ハ乙 ヲ以テ 第一 品等 ト致 候。 右三 種ノ 凝結 時間 一一 大差 有 

之 候。 理由 ハ蓋シ 曰月ヲ 多グ歴 タルモ ノト 未 ダ多グ 歴ザル モノ トノ 差別 二 テ丙 ハ凡テ 三年 ヲ径 過セシ モノ。 乙 ハ航 

海 屮モ凡 ソヒ、 八 力 S ヲ径其 前後 ヲ 合計 致 候得ハ 一 力 年 乃至 一 ケ 年半モ 経過 セント 想像 致 候。 甲ハ 製造 後未ダ 散布 

ノ 日数 四 ヶ月 一一 充タ ズ随テ 凝結 時間 甚タ 迅速 ナ ル モ亦理 ァリ。 依ッテ 凡ソ， M 後 十 ヶ月 モ 貯蓄 致 置 候へ パ該 時間 ヲ遷 


コンク リ— ト各々 その 趣 を 異にする 上に、 成形 水量、 使用 砂、 セメント 骨材 比、 成形 方法、 供 試 体の 形状、 大 

きさに よっても、 また それぞれ 與 なった 数値 を 表わす。 

その上 数回に わたる 規格 改正に よって、 昭和 二 年に は 標準 砂が、 昭和 十五 年に は軟練 モルタル 法が 採用され 

たため、 強サの 数値 は、 そのつど 一変し、 比較 考量 上 最も 必要な 一貫性 を 失って しまった" したがって 品質 比 

較の 指標に は 加えない。 

第二の 方法 第二の 方法 は、 製造 設備、 様式 及び 技術の 発達、 規格の 改正、 需要 者の 指问の 影響で ある" 需要 者の 指，； 1: は 

これ を 資料 的に 例示す る こと は 困難で あるが、 他の 二者 はたし かな 「ん銶 が あるので、 品質の 向上と 照合す る こ 

とが できる。 

三つの 時期 よって、 品質 並びに その 変遷 を 考察す るに 当り、 前記の 事情 を 経緯と して、 明：^, H . 大正. 昭和の 三 期に 分け 

て 記述した。 三 期に 分けた の は、 これらの 各 期が 年号 を 異にして いるば かりで なく、 セメント 工業 発達の h か 

ら 見て、 それぞれ 特異な 時期 を 形成して いる ことに 意義 を 認めた からで ある。 

明治 期 

明治 期 本 期 は、 いわゆる 舶来 セメントの 時期から、 わが国 最初の セメントの 生産、 民営 セメント 会社の 誕. i^.、 セメ 

ントの 品質 を 規定す る 規格 制定の 胎動 期、 そして 規格 公布、 その後の 数年 を 包含す る。 しかしながら、 明；^^^卜 

八 年まで は 品質に 関する 記録 は 残されて いない。 

明治 二十 年から 三十 年代の 初めに かけて、 各所に 大口の 建築、 土木 事業が 営まれた ので、 品 に関する 资料 

も 残されて いる。 しかし、 当時 まだ 一定の 規格が なく、 統一 を 欠いた ために、 せっかくの 贵 重な 資料 も 資料 ii: 

の 連絡 を 欠いて いる。 既に 前項で ふれた とおり、 強度 試験に は 標準 砂がなかった ので、 たとえ 使 川 砂に 関し^ 

ら かな 記述が あっても、 強度 換算に 多大の 不便が ある 上に、 更に 明瞭な お 被の ない 資料が 多い ので、 一層 困難 

第三 節 品質，  二 九 七 


第五 章 品种 及び 品 m  二 九 六 

第三 節 品  質 

はしがき 

品質の 尺度の 求め わが国の セメントが、 英、 仏 流の 湿式 を 手本と して、 明治 八 年 五月、 初めて 生産され て 以来、 品！^ は 明治. 

方  3 

大正 • 昭和の 各 時代 を 通じ、 著しい 向 トー をと げた 

セメントの 品赏 は、 セメントの 特性 値を究 わめる ことによって 知られる 場合が 多い。 しかし、 特性 値と 品質 

を-. 小す 数値と は、 元来 全く 別個の 範疇に 属して いるので あるが、 たまたま 比重. 扮末度 • 凝結 • 安定性 • 化学 

成分 等 は、 両者 を かねる ものであるから、 これらの 永年に わたる 数値 を 比較 検討す る ことによって、 品質の 向 

上 を 知る ことができる。 

お 一 の 方法 この 目的に かなう 第一の 方法 は 、明治. 大正 • 昭和の 各 時期に 行われた セメントの 試験 成績 値の 比較で ある „ 

しかし、 この 成績 値に は、 規格 制定 以前の ものと、 以後の ものと が あり、 かつ 規格 も 制定 以来、 数回 改正され 

ている ので、 終始 一 貫した 資料 を 求める こと はかなり 困難で ある" 

幸い、 前記の 各項 目 は、 各 年代に わたって ほぼ 同一 線 上 を 歩んで きたと 考えられ るので、 これ を 品質 比較の 

指標と した。 

強サ は、 セメントの 典型的な 特性で あり、 あらゆる 時代 を 通じて 需要 者の 指向が 強く 集中され、 製造業 者 も 

また、 きそって その 向と に 肝胆 を碎 いたので あるが、 明治. 大正. 昭和の 三 期 を 通ず る 一貫した 数値 を 得る こ 

とがで きないので、 、水 年に わたる 品質の 考察に は 適さない。 それ は 次に 述べる ような 理由に： S く。 

セメントが 加水され、 化学反応 を 起して 凝結し、 硬化す る 特性の 発現 状況 は、 セメントべ ー スト、 モルタル 


規格に、 あるいは イギリス 規格 等に よる ことと なった。 

規格の 性格 わが国 セメント 規格 は、 その 成立の 事情から 見れば、 セメントの 請 渡しの 公正 単純化 並びに 品質の 最低 基準 

と、 品質の 試験 方法と を 明示す る こと を 目的と した もので あつたが、 明治 三十 八 年 公布の セメント 規格 は、 そ 

の 前文が 示す ように、 単に 政府の 購入 基準と して 発足した ものである，」 しかしながら、 政府の 権 成に おいて 定 

めた 基準で あり、 また セメント 業者 も その 普及に 尽力した ため、 次第に 国家的 基準た る 性格 を 帯びて きたい 殊 

に 大正 末期、 工業 品 規格 統一 調査 会が、 規格 関係 事項 を 管掌す るに 及んで 国家 規格と なり、 昭和 二十 二 年、 エー 

業 標準 調査 会が 同事 業 を 継承した が、 依然 同様の 性格 を 維持して いた。 

しかしながら、 セメント は 鉄筋 や 煉瓦な どと 異なり、 そのまま 使用す る もので なく、 かつ 風化に よる 品質の 

変化が あるので、 従来 並びに 現在の ように、 製造業 者の 販売 時に おける 規格で ない 限り、 品質に ついては 最低 _ 

基準 を. 不す ほかな く、 したがって 実際の 品質 は、 はるかに 規格 値 を 上回る 高い 水準に あって、 規格 値から 全く _ 

遊離す る こと は 免 かれない。 したがって セメント 規格 は、 セメント 品質の 最低 基準 を-:. 小す のみであって、 ただ 

試験 方法の みが 忠実に 守られた に 過ぎな か つ た。  一 

昭和 二十 四 年 六月、 工業 標準化 法が 公布され、 冋 法に 基いて 規格が 制定され るに 及んで、 規格 は 法的根拠 を 一 

もつ に 至った。 しかし セメント は 同 法 第 十九 条 による 指定 商品と なって いないので、 n: 下 は 単に 国家的 標準た 一 

るに 止まり、 前述の ような 性格 を 依然 持ち続けて いるので ある。 

、  なお、 明治 三十 八 年 二月 十日 初めて 規格が 制定され て 以来の ボルト ランド セメント 及び セメント 規格の 変遷 一 

を 一覧表に すれば、 第 九 七、 九 八 表のと おりで ある。 
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第五 章 品 稀 及び 品&;  二 九 四 

N 型 早 強 ポルト ランド セメント (早期 高 強度が 要求され る 場合に 使用) 

F 型 低 熟 ホルト ランド セメント (低い 水 和 熱が 要求され る 場合に 使用) 

三、 化学的 要件 (第 九 五 表) 

四、 物理的 要件 (第 九 六 表) 

圧縮 強度 

成形 型 二 インチ 立方体 

標準 砂 相 馬 砂 

水 セメント 比 五 二 ％ 

配  合 セメント 一、 標準 砂 一 一 . 七 五 (重量) 

五、 検査 —— 買主が 品質 試験 を 行う 場合 は、 次の 期間 内に 完了し なければ ならない。 

一 日 強度  七日 

三日 強度 九日 

七日 強度 一三 日 

二八 日 強度 三 三日 

本 規格 は 昭和 二十 四 年 十 一 月 一 日から 実施され た。 

昭和 二十 五 年 十月 三十日、 アメリカ 第 八 軍当局 は、 セメント 各社の 参集 を 求め、 「今後 朝鮮，： E け 輸出が 増大 

する から、 この 機会に 従来の 八 軍規 格 を 廃して、 アメリカ 連邦 規格に 拠りたい」 匕：： の 申し渡しが あり、 十一月 

十三 曰 を もって 廃止され、 その後 二十 七 年 四月 (講和条約 発効) に 至る 十七 力 月間 は、 アメリカ 連邦 規格 を 強 

制された。 以後、 輸出 及び 米軍 向けの セメント 取お について は 需給 両者の 協定に より、 あるいは アメリカ 連邦 


(第 95 表）  第 八 軍 技術 部 規格に おける 化学的 要件 
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項 

巨 

I 

n 

1 

w 

Si02 

最 小 % 

21.0 

AI2O3 

最 大 

6.0 

FeA 

最 大 

6.0 

6.5 

丄 Ylg リ 

最 大 

5.0 

5.0 

C  A 

-?. u 

SOg 

最 大 

2.0 

2.0 

2.5 

2.0 

Ig loss 

最 大 

3.0 

3.0 

3.0 

2.3 

Ig loss  (熱帯） 

最 大 

4.0 

4.0 

4.0 

3.3 

Ins  Res 

最 大 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

C3S 

最 大 

50 

35 

最 小 

40 

C3A 

最 大 

8 

15 

7 

L.  S.R 

最 大 

1.02 

1.02 

L.  S.R 

最 小 

0.06 

0.66 

AloOo/FeaO, 

最 小 

0.66 

0.66 

(第 96 表） 

第 八 軍 技術 部 規格に おける 物理的 要件 

項 
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度 

4,900 孔 

篩 

残 分 最 大 ％ 

12 
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45 
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45 
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10 

10 

10 

10 
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10 

30 
10 

30 
10 

30 
10 

ギルモア一 

始発 分 以 上 

60 

60 

60 

60 

試験 

終結 時 以 下 

10 

10 

10 

10 

圧縮 強 

度 

lb/in2 以上 

1 曰 湿 空中 

1,250 

1 曰 湿 空中 

水中 2 曰 

900 

750 

2,500 

1 曰 湿 空中 

水 巾 6 曰 

1,800 

1,500 

800 

1 曰 湿 空中 

水 巾 28 曰 

3,000 

3,000 

2,000 

第二 節 


第五 章 品^ 及び 品質  二 九 二 

配 合 -—— セメント 一、 標準 砂 二  • 七 五 (重量) 

標準 砂 11 相 馬 産 旧 標準 砂 

水 セメント 比 1—— 容積比で 〇. 八 (ただし セメント 一 リットルの 重量 を 一 、 五 〇〇 グラムと す) 

アメリカ 规 格と 本 アメリカ 軍当局 は、 アメリカ 規格の 全面的 採用 を 企図した が、 わが国の セメント 界の実 清に 合致し ないた め 

邦 規格 

支障の ない 限り、 本邦 規格 を 採り 入れる ことと なり、 結局、 右の ような 日米の 混血 的 規格と なった- しかしな 

がら、 立案者に セメント 知識が 乏しかった ため、 暖昧、 矛盾の 個所が 多く、 アメリカ 規格に も 兌ない 厳格な 条 

項が 加えられ、 特に 資材 難の この 時代に おいて I 型の 規定 は 酷であった C それ にもかかわらず、 進駐軍に 納 

入す る セメント は、 すべて 本 規格に 拠る ことと なった。 

昭和 二十 四 年 二月、 アメリカ 第 八 軍当局から 軍用 セメント 試験 を 日本 政府に 委讓 する ため、 セメント 業者に 

おいて、 これに 対して 準備す るよう 指示が あった- そこで、 アメリカ 第 八 軍当局と、 セメント 協会 及び 日本 セ 

メント 技術 協会との 間に、 意見の 交換、 折衝、 打合せが 行われ、 同年 八月 十八 曰、 いわゆる ⑩ セメントに 適用 

される 規格が 決定され た、 「ポルト ランド セメント に対する 第 八 軍 技術 部 規格」 が、 すなわち これで ある" そ 

の 概要 は 左のと おりで ある。 

一、 適用 範囲 ！ 輸出、 進駐軍 向け 並びに 本 規格の 適用 を 買主が 希望す る 場合 

二、 規格 範囲 

I 型 普通 ボルト ランド セメント r_=r  m 及び F 型に 対し、 規定され ている 特殊の 性質 を 要求し ない 場合 

の 一般 コ ングリ —ト 構造 用) 

I 型 屮庸熱 ポルト ランド セメント (中等 度の 硫酸 塩の 作用に 曝され、 あるいは 中庸 度の 水 和 熱が 要求 さ 

れる 一 般 コンク リ j ト 構造 用) 


シリカ  一九 .〇？^  二 五 •〇  マグネシア 最高 五 •〇 

アルミナ  五 *〇？^ 九 •〇  無水 硫酸 ガ 二. 七 五 

酸化 第二 鉄  二 *〇~ 四 •〇  灼熱 減量 " 三 •〇 

酸化 カルシウム 六 六 六 •〇 . 不 溶解 残渣 "  一 *五〇 

三、 粉末 度 —— アメリカ 標準 篩 二 〇〇 番の残 分が ニニ ％ 以下、 または 四 九 〇〇 孔の残 分が  一二 ％以ド である 

こと。 

四、 凝結 時間 i ビカ— 針 を 使用す る 場合、 始発 は 四十 五分 以上、 ギルモア ー 針 使用の 場合 は 六十 分 以上、 

終結 は 両者 共 十 時間 以内の， ^ と。 

五、 安定 度 試験 —— 直径 三 インチ、 高さ IT インチ、 円錐形 純 セメント パ ットを 湿 空中に 二十 四時 間 養生 後 

五 時間 蒸気 加熱す る こと。 

六、 強度 11 必要 最低 強度 は 第 九 四 表のと おりと する。 
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成形 型 —— 一 一 ィ ン チ 立方体 (七 セ ン チ 立方体 代用 ) 


第五 章 品 稀 及び 品 貧  二 九 〇 

雑用 セメント 及び 石灰 ス ラグ セメント は、 ほとんど 改訂され る ことなく、 それぞれ 日本工業規格 雑用 セメン 

ト {S  R 五 ニニ 一  及び 同 石灰 ス ラグ セメント ！ S  R 五 ニニ  二と して、 昭和 一 一十 六 年 一 月 三十 一 日 決定 

同 三月 十七 日 公示され た。 

セメント 化学分析 方法 もまた、 昭和 二十 五 年 二月 二十 一 曰 以来 専門 委員会に おいて 審議され た。 そして 若干 

の 改訂、 文章、 語句、 文字、 送り仮名の 訂正が あつたが、 内容 的に は 格別の 変化な く、 同年 七月 十七 日、 日本 

工業規格 {S  R 五 二 〇 二と して 決定され た。 

iJJ 日本 工業 規 工業 標準化 法に 基き、 昭和 二十 八 年 は、 ちょうど 前記 五 規格が 制定され て 以来 満三 年になる ので、 同 法に 基 

招. fb 正 

き 審議 をす る ことにな り、 目下 審議 中で ある。 

進 撮ー_ ^関係 セメン 昭和 二十 年 八月 十五 曰、 わが国 は 降伏し、 連合軍 は翌 九月から 続々 わが 本土に 進駐し、 同年 木までに はかな 

り 多数の 軍隊が 駐留す る ことと な つ た。 

アメリカ 軍 は 直ちに 某 地の 整備の ため、 地に 種々 の h 木 建築 工事 を 起した。 当初 は、 UJ として、 アメリカ 木 

土から 輸送され た セメントが 使 川され たが、 工事 計画の 拡大と 共に、 次第に 本邦 産 セメント を 使 川す る ことに 

なった。 これが いわゆる ® セメントであって、 その 品質 を 規定し、 試験 方法 を 明示した ものが {§) セメント 規格 

であり、 冋 規格 はまた LD— 二 四 規格と 呼ばれた。 この 規格 は、 アメリカ 第 八 軍の 購入 規準で あると 问 時に、 

わが国 セメント 界 管理の ために、 同 第 八 軍 技術 部 (Engineer  Section  Head  Quarters  of  8th  Army) で 制定した も 

ので、 正式に は 「占領軍 用と して 造した セメント 試験 規定」 と 称する ものである。 

この 大要 は 次のと おりで ある。 

一 、 五 〇〇 瓲、 または その 端数 ごとに Lot  No. を 付ける。 

二、 化学 成分の 許容範囲 00 


一、 従来、 普通 及び 早 強 ボルト ランド セメント 丄 n£ 炉 セメント 並びに シリカ セメント を  一^ 包含して，^ たセ 

メ ン ト 規格が、 ポ ルト ランド セメント (普通 及び 早 強) 丄 n| 炉 セメント. シリカ セメント の 三 規格に 分かれ 

た。 前記 三 規格の ほかに 雑用 セメント 規格 • 石 灰ス ラグ セメント 規格 を 加えて、 品赏 及び 受渡しに 関する 

規格が 五 種に なった。 試験 方法に 関する 規格と して は、 「日本 窯業 規格 セメント」 から セメント 物现 試験 

方法が 分れて 独立して 新規 格と なり、 これに 従来の セメ トン 化学分析 方法 規格 を 加えて 二 規格と なった。 

二、 粉末 度に 関して は、 風 篩 法 及び ブレ— ン 方法の 採用 等の 提案が あつたが、 網フ ルイ 方法の みに とどめ、 

残 分 を 一 一 ー艿 から 一 〇％ に 変更した。 

三、 凝結 試験に おける 温度 は、 従来 15~25。c であった が、 20±3。c を 標準と した。 

四、 膨脹 ヒビ ヮレを 安定 度と 改めた。 

強度 試験 方法に 関して は、 水 セメント 比 を 六 〇％ 程度に する よう 提案が あり、 また 現行 強度 俯の IL^ か 

要望され たが、 そのまま 据置きと し、 早 強 セメント に対して は、 その 性質 を 端的に 表示す るた め、 新たに 

一 日 強度が 設けられ、 圧縮 強サさ kg/cm\ 曲 ゲ強サ 10  kg/cm "と 規定され た。 なお 試験 温度 は 凝結と 同様 

^o^^oo を 標準と した。 

かくして、 昭和 二十 五 年 七月 十七 曰、 日本工業規格 ボルト ランド セメント II S  R 五 ニー  〇 が 決定され た _ 

同時に、 日本工業規格 セメント 物理 試験 方法 JIS  R 五 二 〇 一が 新たに 誕生した のであった 

JIS 制定と 高炉 高炉 セメント 及び シリカ セメント 規格 は、 ポルト ランド セメント 規格より 早く 決定され、 二十 五 年 三月 十六 

叉ゾ ノリ ウセ メン 

2§ 规格  日に それぞれ 別 マに 独立し、 日本工業規格 高炉 セメント！  S  R 五 ニニ 及び 同 シリカ セメント！  S  P 

五 ニニ 一とな つた。 この 際、 両 セメント とも、 昭和 十八 年に 引. T げられ た 規格 強度 を L 界し て、 ホルト ランド 

セメントと 同 一 に 規定され た。 

第二 節 規  格  一一 八.^ 
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セメントの 化学分析 法に 関して は、 くから 日本 ボルト ランド セメント 業 技術 会に おいて 研究され、 日本 ボ 

ルト ランド セメント 業 技術 会 化学分析 方法と して 一般に 実施され ていたが、 昭和 十 年 六月、 冋会 はこの 方法 を 

規格 案と して 商工^に 申請し、 十一 年 十二月 十四日 決定、 十三 年 七月 十九 曰、 日本工業規格 第三 四 一号と して 

公布され た。 次いで 十五 年 二月 七日、 用語の 改正が 行われた _」 戦後 規格の^ 編成が 行われ、 二十 三年 四月 三十 

日、 文章 は 若干 改訂され たが、 内容 は ほとんど 改訂され る ことなく、 曰 本 窯業 規格 JES 窗業 五一 〇 二と なつ 

た。 

雑用 セメント 並びに 塗装 用 セメントに ついては、 昭和 二十 二 年 九月 五日、 黨業 •  土木. 建築 三部 合同 セメン 

ト 委員会に おいて 審議され、 以後 数回 慎重 審議の 結果、 塗装 用 セメント を 廃止して、 雑用 セメント 一種と する 

ことにな り、 二十 三年 四月 三十日、 日本 寇業 規格 雑用 セメント IE S 窯業 五一 一 一として 公表され た。 

昭和 二十 四 年 六月 一 曰、 法律 第一 八 五 号 を もって 工業 標準化 法が 公布され た。 同 法 は 適正で 合理的な 工業 標 

準の 制定と、 その 普及に よって 工業 標準化 を 促進し、 鉱 工業 品の 品質の 改善、 生産 能率の 増進、 生産の 合理化 

取引の 単純 公正、 使用 または 消費の 合理化 を 図り、 あわせて 公共の 福祉の 増進に 寄与す る こと を HI 的と した。 

そして 具体的に は 生産者 • 使用者 • 取扱 業者 及び 学識経験者の 各 分野から 代表者 を 出して 委員と し、 公正 妥当 

な 基準 を 設定し、 関係者から 特に 改正、 追加の 意見の 申. 出が なくと も、 三年 ごとに 同 規格 を 審議す る ことにな 

つてい る。 

日本 工業 標準 調査 会 は 同 法に 基き、 二十 四 年後 半から 審議 を 開始し、 まず 高炉 セメント 及び シリカ セメント 

の 規格 を 決定し、 ついで ボルト ランド セメントに ついては 二十 五 年 四月 二十 二日、 規格 審議の ため 委員会 を 招 

集した。 

新規 格と 従来 の 規格と の 主な 相違点 は 


越えて、 昭和 二十 二 年 八月、 工業 標準 調査 会 は 窯業. 土木 • 建築 三部 合同 第一 回 委員会 を 招集して、 セメント 

関係の 諸 規格 を 審議し、 続いて 同年 九月、 十月、 十一月 及び 二十 三年 一月、 三月と 前後 六 回の 委員会で 審議 を 

重ね、 普通 ポ ルト ランド セメント • 早強ポ ルト ランド セメント • 高炉 セメ ント • シリカ セメン ト 及び 雑用 セメ 

ントの 規格 並び に セメン ト 化学分析 方法 の 規格 を 決定 した。 

この 改正のう ち、 ポルト ランド セメント • 高炉 セメント 及び シリカ セメント 関係の み を 取り出して、 その 要 

点 を 述べれば  • 

一、 右 記 三種 類の セメント を 一括して 水 硬性 セメントと 称し、 日本 煮 業 規格 JES 五一 〇 一とした。 

二、 従来 ポルト ランド セメント を 分けて 普通と 早 強と していた が、 これに は 普通 • 早 強 丄咼炉 及び シリカの 

四 種 を 並列 させた。 

三、 石膏の 品質に 鑑み、 その 添加 量 三 ％ 以下と いう 制限 を 撤廃した。 

四、 比重 試験 は 購入者の 要求が あった 時の み 行う ことと した。 

五、 膨脹 亀裂 は 膨脹 ヒビ ヮレに 改めた。 

六、 従来の 九 味 浦 標準 砂 を 廃して、 豊浦 標準 砂 を 採用した。  ，1 

七、 マグネシアの 限度 を 四 ％ から 五 ％ に 変更した。 

八、 無水 硫酸の 限度 を 二  ％ から それぞれ 普通 セメント は 二  .五％ に、 早 強 セメント は 二  • 七 五 ％ に 上げた。 

九、 従来 海水 工事に 用いる セメントの 試験に は、 海水 を 使用す る ことにな つていた が、 この 改正から すべて 

淡水 を 用いる ことにな つ た。 

十、 文語体 及び 片仮名 を 廃し、 口語体、 平仮名と し、 当用漢字 を 採用した。 

かくして 昭和 二十 二 年 十二月 十六 曰の 決定に より、 日本 窯業 規格 セメント IE S— 業 五 一 〇 一 が 公表され た。 

第二 節 規  格  二八 七 
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こうして 昭和 十八 年 十一月 二十 五日、 セメント 統制 会 は 技術 院 工業 品 規格 統一 調査 会に 対して、 セメント 中 

の マグネシア 含有量 を 三 ％ から 四 ％ に 改正す るよう 申請した。 同 会 はこれ を 審議し、 十九 年 二月 十五 曰 申請 ど 

おりに 決定 を 見た。 

戦時 態勢の 強化と 共に セメント は 減産の 一路 をた どり、 生産と 需要との 懸隔 は 次第に 大きくな つた。 よって 

セメント 使 川の 合理化が 唱えられ、 余り 強度 を 要しない 用途に は、 低 強度 セメント (いわゆる 雑用 セメント • 

水 滓 セメント) を 使用す る ことと し、 既に 出回って いた いわゆる 代用 セメント を 整理す る 目的 を もって、 昭和 

十七 年 十月 六日 臨時 日本 標準 規格 第二 七 一 号 雑用 セメントが 公表され た。 

しかしながら、 時局 はなお も 防火 改修 用 セメント を 多量に 要求した ので、 ついに この 方面に 使用す る セメン 

ト として、 更に 低 品位の 塗装 用 セメント を 規定す る ことと し、 十八 年 八月 二十 三日 雑用 セメント 規格 を 改正し 

て、 臨時 日本 標準 規格 第二 七 一 号 雑用 セメント 及び 塗装 用 セメント を 公表した。 

第二次世界大戦 前から 戦争 中に かけて、 非常に 多くの 規格が 公表され た。 これらの 規格の 中には 従来の 規格 

を 合理的に 改訂し、 規格 限度 を 上げた もの もあった が、 多く は 戦時 態勢に 即応して、 従来の 規格 を 簡素化し、 

規格 限度 を 下げ、 量産 を 目的と する ものであった" しかし、 いずれも 一様に 規格 改訂、 または 新設に 要する 手 

続 を 簡易 化する ために、 臨時 規格と い う 名称 の もとに 公表され て い た。 

これら 戦時中の 諸 規格 は 終戦の 混乱が 収る につれ、 整理 改廃の 必要が 痛感され、 政府 は 二十 二 年 二月 二十 二 

日、 新たに 工業 標準 調査 会に 関する 官制 を 公布し、 工業 標準 調査 会 を 設置す る ことと なった。 同 会 は 右 趣旨に 

より、 従来 乱立して いた^ 規格 を 整理 改廃し、 新生 日本に ふさわしい 理想と 希望と を 規格に 盛り込む ことと し 

また 従来 種類 別で なく、 公表 順に 番号 を 付けた ため、 不便が 少なくなかった ことに 鑑み、 種類 別に 規格 を 配列 

する ことと した。 かくして 同年 六月 調査 会 は、 窯業 関係の 規格 を 整理す るた め、 委員 を 招集して 審議 を 行った。 


第二次 改正 


強度 セメント を 確保し、 他の 余り 靈を 要しない 用途に は 雑用 (仮称) セメント を 充当して、 セメントの 質と 

量と を 稼したい I 言した。  同 会 は 前述の 情勢 を 検討し、 品質の 維持 並びに 

3£ 卜 六 年 十二月、 セメント 統^ 会 力 倉 立され .  M  /卜 

高炉 セメント 及び 珪酸質 混合 セメントの 強度 力 低^し 力 そこて、、 牛 的^.?. -  {  ,  ^taf 

,  :3  、 ：き|--、サっ1、 ；^曰^sボルトランドセメン の強度はぉ来 

会に 規格 改訂 方 を 申請した。 十七 年 八月 同 会に お、 審議 カ行 われ i^^f え. 

どおりと し、 高炉 セメント 及び II 合 セメント のみ 第九囊 のように 規格が 改訂され 

leg/cm" 

28  m 


^^v^u,  011 1 ノン ト渔養 s …ト ilfu 

し： irt 進んで 増産 I たが、 更に 進ん if 観し、 i 一  ー うため" n.:" 

JprI した。 元来、 Ii^lJHHU. 
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一、 強度 試験法に 軟練 モルタル 試験法 を 採用し、 従来の 抗 張力の 代りに 抗折カ を 定め、 耐圧力と ともに 強度 

を 前の ように 規定した。 

そして、 供 試 体 は 4  x4x16  cm の 長方体 一種と し、 抗折カ を 試験した 折片を 用いて 耐圧力 試験 をす るの 

で、 供 試 体 数 は 抗折カ 三 個、 耐圧力 六 個と なり、 従来の 成形 法 は 一 律に 一 五 〇 回 連打した が、 本 規格 は、 

フロ— 試験で 定めた 軟 かさに より、 成形の 際の 捣き数 を 変える ことにした」 また 従来、 養生 温度 は 十五 度 

以上と 規定され ていたが、 これに は 十五）^ 三十 度と 定められた。 

一 一、 標準 砂と して 九 味 浦 砂 (〇 • 三 粍 以下) を 採用した。 

ニー、 従来の 規格に おいて は、 試験 用 機器の 規定が すこぶる 不完全の ため 不便であった ので、 この 不滅 を 除き 

また 機器の 不統一 による 試験 操作の 乱れ を 防ぐ ために、 各種 機器に ついて 詳細に 規定した。 

四、 川 語と して 膨脹 性 亀裂が 膨脹 亀裂に、 ひびわれが 亀裂に 改められた。 

五、 なお 本試験 を 行えない 場合に は、 当分の 間、 従来の 日本 標準 規格 第二 八 号 ポルト ランド セメント. 同 二 

九 号 高炉 セメント • 臨時 日本 標準 規格 第 九 一 一号 . 珪酸質 混合 セメント を 適用で きる ことにした。 これらの 

規格 は、 表面上 は 規格と して 存続し、 並列の 形に なった が、 事実上 は 廃止されたと 同様であった。 

臨時 日本！； L 小 ゆ 規格 わが国の セメント 界は、 昭和の 初頭から 躍進に 躍進 を 重ねてき たが、 昭和 十二 年 以来、 国 を 举げて 戦時 態勢 

の i9 一  次 改正 

に 突入した ため、 生産 用 資材 は 漸次 逼 迫 の 度 を 加え、 セメント 品質 並び に 生産 量 に 好ま しからぬ 影響 を 与え る 

に 至った。 十五 年下 期 を 境と して 質 及び 量の 低下 著しく、 強度 は 昭和 十三 年上 期から 約 二 〇％ 余の 低下 を 示し 

た。 セメント 界は、 この類 勢 を 挽回す るた め 懸命の 努力 を 傾注した が、 石炭. 耐火煉瓦の 品質 低下 及び 補修 用 

質材の 不足に よる 影響 はいかん とする こと もで きな か つ た。 これに 対して 関係 各界の 関心と 憂慮 は 深く、 十六 

年 十一月 建築学 会 は 商工 大臣 及び 企画 院 総裁に 対し、 セメント 品質に 関する 意見書 を 提出し、 構造 用と して 高 


れを 普及す る ことに 努めた。 また 昭和 十三 年 四月 両会 協力の もとに、 試験 用 機器の 標準型 案 を 決定し， 更に 同 

年 及び 翌 十四 年に は セメント 業者 • 官庁 . 学校 等 を 含めて 共同 試験 を 行い、 規格 制定の 素地 を 固めた。 かくして 

十 四 年 十 一月、 日本 ボルト ランド セメン ト業 技術 会 第一 一 十五 回 例会に お い て 「軟練 モルタル 強度 試験 標準 方法」 

を 決定し、 続いて これ を 基と して 規格の 成文 化に ついて 審議 を 重ね、 十五 年 六月 二十四日、 強度 値 は 後に 追加 

する ことと して、 試験 方法 を 規格 案と して 商工 省 当局に 提出した。 続いて 同年 七月 二十 二日、 「钦練 モルタル 二 

依ル 試験 用 機械 器具」 を 臨時 規格と して 制定 方 を 当局に 申請した。 十五 年 八月 八日、 大阪 において 開催の 臨時 

規格 案に 関する 技術 会 臨時 総会で 審議し、 普通 セメント • 早 強 セメント 丄 t 炉 セメント 及び 1?^ 酸赏 混合 セメン 

トの四 種 を 一括して 一規 格に 収め、 各種 セメントの 強度 値 その他 を 決定して、 十五 年 九月 二十四日 追加 申請し 

た。 当局に おいて は 慎重 審議の 結果、 速やかに この 規格 を 実施す るた め、 同年 十二月 二十 三日、 臨時 日本 標準 

規格 セメント (臨 JES 一  四 九) として 決定し、 翌年 八月 十三 曰 公表され た。 本 規格の 制定 は、 セメント 試験 

史上 特 第すべき 変革であって、 明治 三十 八 年初め て ポルト ランド セメント 規格が 公布され て 以来、 満三 十六 年 

間 こもって いた 殼を 脱し、 従来の 試験法に 比べ 一層 合理的な 試験法と して 登場した ものである。 改正の 要点 は 
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第二 節 規  格  二八 三 


第五 章 品種 及び 品 貧  二八 二 

ト 強度と 密接な 関連 ある 強度 を 簡単に うるた め、 コ ングリ —卜と 同様の 水 セメント 比の 大きい：^ い モルタル 

(軟練 モルタル) を 使用す る セメント 試験法 を 研究す る ことが 必要と な つ た。 

この 研究 は 今世紀の 初め、 スイスに おいて 開始され、 続いて ドイツで も 着手され たが、 一九二 五 年 (大正 十 

四 年) から 両国に おける 研究 は 急速に 進められた。 わが国で はこの 機運に 刺激され、 昭和 四 五 年の ころ 提唱 

され、 年と ともに 次第に 盛んになった" この 軟練 モルタル は 多量の 水 を 用いる ので、 セメント. 砂 及び 水の 分 

離 を 防ぐ ため、 微砂を 用いる 必要 を 生じた。 本 研究の 初期に は、 相 馬 標準 砂 二、 微砂ー (重量 比) の 割合で 混 

合した 砂 を 使用して いたが、 後に は 相 馬 標準 砂 を 廃して、 セメント 一、 微砂 二の 割合の モルタルが 使 川され る 

ようになった。 この 微砂 に関して は、 当時 わが国の 各地に 産す る珪砂 はもち ろん、 遠く 印度支那の カムラン湾 

のコ アン ラン 島の 珪砂も 試験され た。 しかし 昭和 八 年 五月、 朝鮮 黄海 道 大救面 九 味 浦に 産す る珪 砂が 質、 粒度 

ともに 好適と 認められ、 以来 同 砂が 試験 用 砂と して 使用され る ことにな つ た。 

このように 軟練 モルタルの 研究が 進み、 次第に 研究 範囲が 広くな つたので、 研究者 間で 意見の 交換 や 連絡 を 

図る ことが 必要と なった。 昭和 八 年 九月、 日本 工学 会. s: に、 セメント 強度 試験法 改正の 目的 を もって 「セ メン 

ト 試験に 関する 調査 委員会」 が 設けられ、 次いで 九 年 四月、 日本 ポルト ランド セメント 業 技術 会に おいても 飮 

練 モルタル 委員 を 設置し、 試験法の 研究 を 行う ことにな つ た。 

セメン ト 強度 試験法 研究の ため、 相 前後して 設けられた 工学 会セメ ン ト 試験法 調査 委員会 及び セメン ト 技術 

会軟練 モルタル 委員 は、 しばらく 独自の 立場で 研究 を 行った が、 十一 年末から、 両会は 互に 連絡 を 取りながら 

研究 を 進める ことと な つ た。 

gf 曰 本 標準 規格 昭和 十二 年 七月、 日本 工学 会 委員会 は、 試験法の 成案 を 得て、 規格 案 を 添え 規格 改正 方 を 商工 省 当局に 申請 

第 一 四 九 号 セメン 

トの 定  した。 技術 会 委員 は 当時 既に 工学 会 案と 大同小異の 成案 を 得て いたが、 まず セメント 関 3^ 者の 理解 を 深め、 こ 


高炉 セメントの 規格 は、 大正 十四 年 八月 二十 二日、 農 商務省 告示 第五 号 を もって 初めて 公布され たが、 その 

変遷 は 左のと おりで ある。 

一、 昭和 二 年 四月 商工 省 告示 第一 〇 号 を もって 改正、 日本 標準 規格 第二 九 号 (IE  S  二 九) となる。 

一、 同 五 年 八月 二十日 商工 省 告示 第 四 二号に より 改正 

と 規格 公布 以来 二回の 改正 を 経た が、 同 規格 は 常に ボルト ランド セメント 規格と その 歩み を 共に し、 その 規 

定 すると ころ は 製造 法、 比重、 化学 成分 等 を 異にする のみで ある。 したがって 改正の 動機 も ボルト ランド セメ 

ントの 規格と 全く 同じで ある。 

珪酸質 混合 セメン  珪酸 1^ 混合 セメント— 現在の シリカ セメント— に関する 研究 は、 昭和 五 ~ 六 年 ごろから 次第に 盛んになり、 

トの 規格 

十 年 ごろから 市販され るよう になった。 この セメント は 長所 も 認められ ていたが、 短所 も 指摘され ている。 特 

に 珪酸質 混合 材 について は、 必ずしも 明快な 学術 的 説明が 現在で も 与えられ ていない。 しかしながら、 次第に 

各方 面に 使用され るよう になり、 特に 日華 事変 以来 ポルト ランド セメント 不足に 刺激され、 生産 は沾況 を呈す 

るに 至った。 これに 対し、 なんら 拠るべき ところがなかった ので、 需給 両者と も 不便が 少なくなかった。 日本 

ポルトラ ンド セメント 同業 会 は、 当時の ボル トラ ンド セメント 規格に 準じて 技術 会が 作成した 規格 案 を 商工 省 

,  当局に 申請した。 昭和 十五 年 五月 十三 日 工業 品 規格 統一 調査 会に おいて 決定 をみ、 十六 年 二月 二十 二日 臨時 日 

本 標準 規格 第 九 二号 (臨 IES 九 二) として 新たに 規格が 制定 公布され たので ある。 

軟練 モルタルの 研 ポルト ランド セメント 規格 は、 明治 三十 八 年 二月の 公布 以来 数次の 改正に より、 次第に 精密と なった が、 規 

究 

格 強度 試験法に よる セメント 強度 試験 は、 成形 水量 六 ~八％  (水 セメント 比に して 二 四 三 二  で、 ボロボ 

口の 硬い モルタル を 機械的に 成形した ものであった ので、 セメントの 突 際の 用途で ある コン グリ I ト 強度と 必 

ずし も 並行せ ず、 コンク リ— ト 強度の 指標と なし 得ない ことが 指摘され るよう になった。 そこで、 コンク リ ー 

第二 節 規  格  二八 一 


第五 章 品种 及び 品質  二八 〇 

日本 ポルト ランド セメント 業 技術 会に おいて は、 昭和 二 年から しばしば 関係 方面の 意見 を 求め、 あるいは 例 

会に おいて これが 討議 をな し、 七 年 十一月 規袼 準備 案 を 作成し、 同 会 例会に 提出した" さらに 九 年 同 会 例会に 

規格 案 を 付議し、 十 年、 同 会規 格 委員が 調査 検討 を 重ね、 翌年 三月、 強 ボルト ランド セメントの 規格 制定 方 

を 商工 省 当局に 請願した。 当局 は 慎重 審議の 結果、 十一 年 十二月 四日 付 を もって これ を 決定し、 十三 年 七月 二 

十九 曰、 商工 雀 告示 第二 一  八 号 を もって 新規 格 を 公布した。 この 改正の 要点 は、 

一 、 新た に ポルト ランド セメントの 一 種と して 早強ボ ルト ランド セメン トを 認め、 従来の ボ ルト ランド セメ 

ントを 並 曰通ボ ルト ランド セメ ントと 呼称し、 

一 一、 早 強 ホル トラ ン ドセメ ント 関係 事項 を それぞれ 従来の JES 一 一八の 関係 条文に 織り こみ、 

三、 強度 は 第 九 一 表の ように 定めた。 
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四、 全条に 資源 局 化学 用語 を 採用した。 

かくして 全 十九 条、 一 付則の 規格と なった。 

高炉 セメントの 規  わが国の 高炉 セメント は、 古く は 明治 末年 釜 石 製鉄所で 製造され たと 伝えられて いるが、 つまびら かで はな 

格  い。 明治 四十 三年 ごろ、 八幡 製鉄所に おいて 鉄淳 利用に 関する 研究が 進められ、 大正 二 年 七月 高炉 セメントと 

言う 名称 の もとに 製造 を 始 した。 


第 四 次 規格 改正 


第五 次 規格 改正 

(早 強 ポルト ラン 

ド セメントの 規格 

制定 他) 


第十條 從來の 標準 砂を廢 して、 新たに 福 島 縣相馬 郡產の 天然 珪砂 (64~144 孔 /cmO を 規定 

第 十 一條 第 六 ~ 九條の 試驗を 行う 日時の ない 時 は、 單純 セメント 七日 抗 張力 試 驗 によって 强度を 定める こ 

と を 認めた。 

第 十二 條 苦土 は 三 _%以卩、 硫酸 は 二 ％ 以下、 新たに 灼熱 減量 を 設けて 四 ％ 以下と した。 

昭和 二 年の 改正に よって、 規格 は 面目 を 一新した が、 その 原案 は 大正 十四 年 三月に 成案 を 得た もので、 公布 

までに 既に 四 年 以上 を 経過して いたから、 公布の 時、 既に 改正 を 要する 点が 認められ ていた。 同時に セメント 

工業の 進歩に 伴い、 品質の 向上が 著しかった ので、 業界から 当局に 対し 規格 改訂 方 を 申請し、 昭和 五 年 八月 二 

十日 商工 省 告示 第 四 一 号 を もって 新規 格が 公布され た。 

この 改正の 要点 は、 試験 操作の 各項に わたり かなり 詳細に 規定した。 凝結の 終結の 検定 法 を 改めて 現行法— 

針 頭の 跡 を 止める が、 付属 環の 跡 を 残さない— と 同一 にし、 膨脹 性 亀裂 試験に おいて 試験 温度 を 十五 度 以上と 

し、 強度に 関して は 耐圧力 を抗 張力より 優位に おき、 また 単純 セメント 七日 試験 を 廃止し、 供 試 体 製作 法に お 

いて 手工 法 を 廃した。 新たに モルタル 耐圧力 三日 及び 七日 を 設け、 養生 温度 を 十五 度 以上と 規定した。 強度 は 

耐圧力 3 尸 150  kg/cm "以上、 7 尸 220  kg/cm" 以上、 28 尸 300  kg/cm" 以上、 抗 張力 7 尸 20  kg/cm" 以上、 

2813,  25  kg/cm "以上と した。 

右の ような、 改正に よって、 規格 は 全く 体裁 を 整えた のであった。 

大正 末期から 昭和の 初期に かけて、 外国に おいて 早 強 セメントが 提 され、 その 影響 を 受け、 わが国に おい 

て も、 昭和 四 年 浅 野 社に より 本格的な 製品が 初めて 生産され るに 至った〕 以来 次第に 生産高が 増加した にも か 

かわらず、 これに 関する 規定が なく、 製造業 者 及び 需要 者と も 不便が 少なくなかった。 したがって、 つとに 規 

格 を 設けて、 これ を 規定す る 必要が あると 提唱され ていた。 

第二 節 規  格  二 七 九 


第五 ほ  1 品 稀 及び 品質  二 七 八 

第三 次 規格な-:^  則述 のように 規格 は、 試験法の 改正に よって 漸次 精細 かつ 高度 化した が、 セメント 工業の 進歩 発達 は 止まる 

ところ を 知らず、 加える に、 従来の 標準 砂 (東京 標準 砂) は耐仲 強に は 相当 優秀な 成績 を 示す が、 耐圧 強に 対 

して は、 その 成站が これに 伴わず、 セメント 品 〈検定 上 好ましくな いので、 新 標準 砂 を 求めて いたが、 福島県 

相馬邵 産の 天然 珪 砂が 好適で あると 認められ たので、 第三 次 セメント 規格 改正の 議が 起った。 よって 大正 十四 

年 三月、 曰 木 ボル トラ ンド セメント 業 技術 会に おいて 改正案が 作成され、 _ 叱に 十五 年 一 一月 臨時 総会 を il いて 改 

正 案 を 決定し、 商工 大臣に 改訂 方 を 請願す る ことにな つた。 当時 既に 政^に おいて は、 各種 工業 ui について 資 

源 を 愛護し、 品！： ：2； 及び 取引の 墓 準 を 定めて 消費の 合理化 を 図り、 取引の 単純 公正 を 期す るた め、 ：：： 制に より ェ 

業 品 規格 統一 調査 会と 称する 常設 機関 を 設置して いたが、 十五 年 六月、 冋会 において 改訂の 決定 をみ、 昭和 二 

年 四月 卜 四日、 商工 省 告示 第 九 号 を もって 新規 格 (曰 本 標準 規格 第二 八 号) が 公布され た。 

この 改正 は 従来の 改正に 比べ て 最も 大幅で あり、 その 主な 改正 点 は 次のと おりで ある。 

第三 fe 粉末の 程度 九 〇〇 孔 篩を廢 して 四 九 〇〇孔 篩 を 採用、 殘滓を 一七 ％以ド とした。 

第四條 凝結 試驗 温度 を 一 五 ~ 二 五 度、 混 練 時間 を 約 三分と 定め、 凝結 針の 針 頭が 供^^ぶ に 深さお よ 

そ 〇 ニー 五 m  m の 跡 を 止める に 至 つ た 時 を 終結と した。 

旧 第 六 條を六 カ條に 細別し、 耐忡 强を抗 張力、 耐. 離强 を耐壓 力と 改めた。 すなわち、 

第六條 強度、 抗 張力 7S,  Hkg/cmw 以上、 28B,  21kg/cm,」 以上、 耐壓カ 28  210kg/cm" 以上、 單純セ 

メ ン ト抗 張力 7  HU  40  kg/cmw 以上 

第七條 供 試體の 大きさ 形狀を 示し、 抗 張力 試 驗機を 規定 

第八條 成形 法 を 規定 (なお 手工 法を認 む) 

第九條 養生 法 を 明示し、 池. 温 は 一 〇 度 以上と 定めた。 


第 五條 苦土 及 硫酸 ノ定限 

「ポルト ランド セメント」 中二 現在 スル 苦土 ハ百 分ノ三 硫酸 (S03) ハ百分 ノニヲ 超過 ス へ カラス 但 海水 工事 二 使 

用スル 「ホルト ランド、 セメント」 ハ其ノ 百 分 ノー  • 五 以上 ノ 硫酸 (S03) ヲ 含有 セサル ヲ要ス 

附 則. 海水 工事 用 「ポルト ランド、 セメント」 ノ試驗 二 ハ凡テ 海水 ヲ用 フル モノ トス 

第一 次 規格 改正 次いで 明治 四十 一 一年 十一 一月 十日、 農 商務 翁 告示 第 四 八 五 号 を もって 改正が 行われた」 この 改正 は、 新たに 第 一 

条 として セメントの 定義 を 設け、 以下 順次 一条ず つ 繰り下げ、 新 第二 条 粉末 度 は 九 〇〇 孔フ ルイで 70 一」 以ドと 

なし、 新 第四条 膨脹 性龜 裂の 項で は 乾燥 法 を 削除 e 第 五条 強度で は 耐仲強 7 ラ 8kg/cm" 以上、 28B,  16kg/cm 。- 

以上と 上昇し、 新 第六条 では 硫酸 を 一 律に， 以下と 改正した。 

時代 は 明治から 大正へ と 改まる と共に、 セメントの 製造 技術 並びに 品質の 向上 著しく、 ために 規格が その実 

情に そわ なくなった。 そこで 大正 六 年 十月 二十四日、 日本 ボルト ランド セメント 業 技術 会の 大阪 会合の 際、 「規 

格 改正 ノ件」 が 協議され た。 

日本 ポルト ランド セメント 同業 会 は、 前記の 大会で 決定 をみ た 原案に 基いて、 大正 七 年 一月 農 商務^に 試験 

法の 改正 を 請願した。 政府 は 八 年 二月、 各 翁 及び 鉄道 院の 技師 を 集めて、 該案 並びに 工業 試験 所に おける 各社 

製品の 試験 結果 を 討議した。 審議の 結果、 該案の 妥当な こと を 認め、 八 年 六月 二十日、 農 商務^ 告示 第一 七 七 

号 を も つ て 新規 格 を 公布した。  ■ 

第二次 規格 改正 その 改正の 要点 は、 第二 条 粉末の 程度， TJO- 以下に、 新たに 第三 条 として セメント グ リンカ 焼成 程度の 指標 並 

びに 他物 混和 防止の ため、 比重の 規定 を 設け、 (： これ は 定義 を 補う 目的で ある) 以下 順次 繰り下げ、 新 第 六条強 

度 は 耐仲強 7  EU lokg/cm" 以上、 28B, 18  kg/cm" 以上、 二十 八日の 強度 は 七日 強度より 大 なること を 要すと 

規定し、 耐圧 強 140kg/cm.k 以上と し、 単純 セメント 耐仲強 七日 を 30  kg/cm" 以卜 とした。 

第二 節 規  格  二 七 七 


第五 章 品種 及び 品 貧  二 七 六 

ム 「グラ 又 ハ 鐵 槌ヲ以 テ敲扛 シ其ノ 表面 二 少シ 7 水分 ノ浸 水ス ル 一一 至リ テ止ム 模型 上 二 ，^*出ス ル刺分 ハ 之 ヲ削リ 

去 リ其ノ 上面 ヲ 平滑 ニス ヘシ 

耐壓强 供試體 ヲ作ル 方法 左 ノ如シ 

「セメント」 一 分ト 標準 砂 三分 ヲ枰量 シ 充分 二 混和 シ 之 二 適量 ノ水ヲ 加へ 能 グ揑？ ^シ タル 後 標準 鐵槌器 二 附屬 

スル 模型^ 麵；1ゅ5| グー 填 充シ鐵 l!g ヲ筘入 シテ敲 打スル コト百 五十 2 トス 

前 各項 二 記載 スル 供試體 ヲ作ル ニ要ス ル水ノ 分量 ハ 鐵槌 ヲ以テ 敲打ス ル コ ト百囘 乃至 百十囘 二 至リ供 試體ノ 裏面 

二 水ノ 少シグ 浸出 ス ル ヲ以テ 適度 トス 

揑混及 模型 塡充 ハ 常 二 室内 若 ハ 日蔭 二 於テ 施行 シ 乾燥 ヲ 予防 シ 成形 ノ後 ハ之 ヲ濕氣 アル 箱內 二 靜置 シ蓋ヲ 以テ蔽 

ヒ 溫度 ノ 變更及 空 氣ノ 流通 ヲ 防止 シ 二十 四時 間 ヲ經テ 叮嚀 二 模型 ヨリ 取外シ 水中 二つ K 清ス ヘシ 但相當 ノ裝 置ヲ施 

ス ニ於テ ハ直ニ 模型 ヨリ 取 外 スモ妨 ケナシ 

浸水 前 二十 四時 間 ハ 空 氣ノ溫 度 攝氏五 度 以下 二 降 ラサル 樣 注意 ス へ シ 供試體 ハ 固 結 中全グ 水中 二 浸漬セ シ ム但其 

ノ水ノ 溫度ハ 攝氏五 度 以下 一一 降 ラサル 樣 注意 ス へ シ 

標準 砂ハ 石英 ヲ粉碎 シ之ヲ 充分 二 洗 維シ且 乾燥 セシ後 一 號ニ號 及 三號ノ 三種 ノ飾 ヲ以テ 順次 之ヲ 飾別シ ニ號ト 

三號ト ノ旆底 ニ殘留 セル 粒ヲ各 等分 二 混淆 シ タルモ ノト ス但ー 號ハ毎 平方 「センチ メ I トル」 二 六十 四 ノ孔眼 

三號ハ 二百 二十 五ノ 孔眼ヲ 有スル モノ トス 又 一 號ノ 針金 ノ太 サハ 〇 • 四 「ミ リメ  I トル」 ニ號ハ 〇 丄 一一 「ミリ 

メ  — トル」 三號ハ 〇 •  二 「ミ リメ ー トル」 ナル モノ トス 

前方 法 二 依 リ撿へ 止 時日 ヲ 猶豫シ 得サル 場合 二 於テ ハ單純 「セ メン ト」 供試體 二 就キ 强度ヲ 撿定シ 七日 間 f f gu;^ 

時 固 結セシ メタル 後 二 於テ其 ノ耐仲 强ハ毎 平方 「センチ メ ー トル」 二 付 二十 五 「キログラム」 Jfff ガ！ 增 お 

上ナル ヲ要ス 

供試體 成形 ノ 方法 及 之 一一 關ス ル 注意 强度ノ 算定 方法 等 ハ砂 入セメ ント ノ條項 二 準ス 


裂ヲ生 セサル ヲ要ス 

沸 煮 法 浸水 法 二 記載 セ ル 方法 ヲ以テ 作 リタ ル謾 頭形體 ヲ少グ モ 二十 四時 間 ヲ經テ 適宜 ノ鍋中 一一 靜置 シ更ニ 水ヲ 

注加シ タル 後徐々 二 熱 シ水ノ 沸騰 ヲ凡ソ 一 時世 分 間保續 セシメ 漸次 冷却 シ タル 後 歪曲 又ハ龜 裂ヲ生 セサル ヲ要ス 

第四條 强 度 

「ボルト ランド、 セメント」 ノ 强度ハ 「セメント」 一分 二 標準 砂 三分 ヲ 混和 シ タル モノ 二 就キ耐 仲强及 

耐 壓强ヲ 檢定ス 

耐 仲强ハ 七日 間 龍 I® た 叶 I 固 結 ノ後ニ 於テ毎 平方 「センチメートル」 二 付 七 「キ。 グラム」 {fll^lif 二十 A 

日晶 纏？ 謂 I  ノ後 一一 於 テハ毎 平方 「センチ メ ー トル」 一一 付 十五 「キログラム」 gaf ホ ニン ほ >2 タルへ シ 

但ニ 十八 日間 後ノ耐 仲强ハ 七日 間 後 ノ强度 二 比 シテニ 「キログラム」 Jf^iiJ>J£ ^一 以上 ノ增加 ヲ要ス 

耐 壓强ハ 二十 八日 間 後 二 於テ毎 平方 「センチ メ ー トル」 二 付 百 二十 「キ ログラム」 逸^^^！^ーーン^^以上タル へ シ 

耐伸强 ノ供試 體ハ其 切 斷部ニ 於ケル 面積 五平 方 「センチ メ— トル」 ノ モノ タルへ シ而 シテ試 驗器ハ 二重 槓杆 式ノ 

モノ ヲ以テ 標準 トス 耐壓 强ノ供 試體ハ 五十 平方 「センチ メ— トル」 ノ 平面 ヲ 有スル 正立 方體 タル へ シ 各種 供試體 

ハ六箇 ヲ作リ 其 ノ內强 度 ノ高キ モノ 四箇ノ 平均 數ヲ以 テ供試 「セメント」 ノ强度 トス 

耐仲强 供 試體ハ 標準 鐵極器 ヲ以テ 成形 セシ モノ ヲ 標準 トス 

但 便宜上 手工 二 依リテ 成形 スルモ 妨ケナ シ其ノ 方法 左 ノ如シ 

機械 法 機械 二 依 リテ砂 入 「セメント」 供 試體ヲ 作ルニ ハ先ッ 模型. ヲ取リ 其 ノ內部 二 少シク 礪油ヲ 塗リ附 屬ノ螺 

旋 ヲ以テ 堅グ緊 メ置キ 而シテ 「セメント」 一 分ト 標準 砂 三分 ヲ 充分 二 混和 シ更ニ 適量 ノ水ヲ 加へ 錫 ヲ以テ 桓混シ 

テ之ヲ 右 模型 中 二 堪充 シ タル 後鐵砧 ヲ箱入 シ尙ホ 螺旋 ヲ扭 入シテ 模型 ノ 位置 ヲ 安固 ナ ラシ メ而 シ テ 標準 鐵槌器 

ノニ 「キログラム」 ノ槌ヲ 以テ百 五十 囘之ヲ 敲打シ 其 模型 上 出ス ル剩分 ハ之ヲ 削 リまリ 其 上面 ヲ 平滑 二 ス へ シ 

手工 法 手工 二 テ供試 體ヲ作 ルー 一 ハ 模型 ノ內部 一一 少グ礦 油ヲ塗 リ之レ ヲ金屬 板或ハ 硝子 板 上 一一 置キ 次-一前 法ノ 

如 グー 一 シーア 作 リタ ル砂人 「セメント」 ヲ 模型 中二 塡充シ If 翻 知き fnr パは 57S き 里 Jtlrl^f 

第二 節 規 格  二 七 五 


シ其レ ョ リ 漸次 凝結 シテ针 頭全ク 「セメント」 二 入 ルコト 能 ハサ ルニ 至リ 始メテ 凝結 ヲ終リ タル モノ トス 

本檢定 二 用 フル 调度計 及 標準 針 左 ノ如シ 

调度計 ハ長サ 五 「センチ メ ー トル」 ノ金屬 棒 ト糊狀 「セメント」 ヲ容ル へ キ高サ 四 「センチ メ— トル」 直徑 

八 「センチ メ— トル」 ノ 圓筒ト 「ミ リメ ー トル」 二分 劃サレ タル 計 尺 ニ指滅 ヲ付シ タル モノ ヨリ 成立 シ而シ 

テ此金 屬棒及 之 ト共ニ 降下 スへキ モノ ノ全 重量 ヲ 三百 「グラム」 トス 

標準 針 ハ長サ 四、 五 「セ ンチメ ー トル」 截面 一 平方 「ミ リメ— トル」 ノ金屬 針 二 シテ其 ノ頭ヲ 平 二 切リ タル 

モノ トス 

第三 條 膨脹 性龜裂 

「ボルト ランド、 セメント」 ハ 膨脹 性 龜裂ヲ 生 セサル ヲ要ス 其ノ檢 定法 左 ノ如シ 

浸水 法 「セメント」 百 「グラム」 二 適量 ノ水ヲ 加へ 能ク 揑混シ テ糊狀 體ト爲 シ之ヲ 硝子 板 上 二直 徑大約 十 「セン 

チメ— トル」 二 展延シ 中央 二 於 テ較々 薄キ 饅頭 形 體ニ個 以上 ヲ作 リ凡ソ 二十 四時 間 ヲ經テ 水中 二 浸漬シ 二十 七日 

間 ニ於テ 歪曲 又ハ龜 裂ヲ生 セサル ヲ要ス 

浸水 法 ニ於テ 糊狀體 ヲ作ル 二 用 フル 水量 ハ 「セメント」 ノ 重量 二 對シテ 大約ー 一割 五分 乃至 三 割 トシ 右 糊 狀體ヲ 載 

セ タル 硝子 板ヲ輕 グ敲グ ニ始 メテ漸 グ周邊 二流 出 スルヲ 適度 トス 斯グシ テ作リ タル 饅頭 形體ハ 凝結 結了 二 至ルマ 

テ 濕氣ァ ル箱 一一 入レ若 ハ 濕 布ヲ以 テ覆ヒ a 空氣ノ 流通 及ヒ 日光 ヲ遮 斷シ 以テ收 縮ノ爲 一一 裂 罅ヲ發 生セシ メ サル樣 

注意 ス へ シ但收 縮 ニ因リ 生スル 裂！； ハ多グ 饅頭 形體ノ 中央 ニ起ル モノ  二 シ テ顏" 據 f 搬キ 「れ S 、ソ Si  jtr,^ 裂膨 

脹性龜 裂 トハ毫 モ相關 係 セサル 別 象ナリ 

浸水 法 二 依ル檢 定時 日ヲ 猶豫シ 得サル 場合 二 於テ ハ 左ノ 方法 ヲ 施行 ス 

乾燥 法 浸水 法 一一 記載 セル 方法 ヲ以 テ作リ タル 饅頭 形體ヲ 少グモ 二十 四時 間ヲ經 ルノ後 硝子 板 ヨリ 剝取 リ之ヲ 

空氣 乾燥器 中 二 装置 シ テ 漸次 二 乾燥 シ凡ソ 一 一時間 乃至 三時 間 攝氏百 二 十 度 ノ熱ニ 曝露 ス但 乾燥 時間 ノ 如何 二 關 

セ ス 水蒸氣 ノ發生 シ終リ タル 後半 時間 ハ 該 熱度 ヲ 保續セ シムル モノ トス 斯グ 乾燥 シ タル 後 供試體 ハ 歪曲 若 ハ 龜 


f 單純 セメント ノ 耐仲强 七日、 25kg/cm "以上 

第 五條 苦土 及ビ 硫酸 ノ定限 苦土！!^ 以下、 硫酸 1^ 以下、 但シ 海水 工事 用 セメント ハ 硫酸 1^ 以下 

附 则 海水 工事 用 ボルト ランド セメント ノ試 驗ニハ 海水 ヲ 使用 ス。 

以上が 規格の 大要で ある。 

胜 明治 三十 八 年 二月 「 日本 ボルト ランド セメント」 試驗 方法 

第 一條 粉末 ノ 程度 

「ポルト ランド、 セメント」 ハ毎 平方 「センチ メ  — トル」 二 九 百 孔ヲ有 スル飾 ヲ以テ 飾 別 スルニ 其 ノ殘： #ハ 百分ノ 

十ヲ 超過 セサル ヲ要ス 但飾ノ 針金 ノ太 サハ 〇 • 一  「ミ リメ  — トル」 タル ヘシ 

本 撿定ハ 百 「グラム」 ノ 「セメント」 ヲ 祥 取 シニ囘 以上 之 ヲ行フ モノ トス 

第二 條 凝 結 

緩 結 性 「ボルト ランド、 セメント」 ハ 注水 後一 時間 後 二 凝結 ヲ始メ 十 時間 以內ニ 凝結 ヲ終ル ヲ要ス 

凝結 時間 檢定用 「セメント」 ノ 標準 稠度ニ 適スル 水量 ヲ定 ムルニ ハ 「セメント」 四百 「グラム」 ヲ秤 取シ適 (ュ 

ノ水ヲ 加へ 較々 固 キ糊狀 體ヲ作 リ能グ 揑混シ タル 後 直 二 之 ヲ圓筒 二 填充シ 剩餘ハ 之ヲ除 キ去ル へ シ但圓 筒ハ豫 

メ 硝子 板 ノ如キ 水 ヲ吸收 セサル モノ ノ上ニ 安置 ス へ シ而シ テ稞度 計 ノ金屬 棒 ヲ指鉞 四十 「ミリ メ ー トル」 ノ劃 

點ノ處 迄 引 上 ケ徐々 二 「セメント」 中二 降下 セシメ 其 指 誠 六 「ミ リメ— トル」 ノ劃點 二 止 マルト キハ則 チ其ノ 

水量 ハ 標準 调度 1ー 適スル モノ トス 

凝結 ノ初發 及 終結 ヲ檢定 スルー 一 ハ 標準 針 ヲ稠度 計 ノ金屬 棒 一一 換川シ 尙ホ全 重量 ヲ 三百 「グラム」 トシ 而シ テ標 

準 稠度ノ 水量 ヲ 加へ 揑混 シテ作 リタ ル糊狀 「セメント」 ヲ圓筒 ニ塌充 シ之ヲ 標準 針ノ下  一丁 安置 シ此 針ヲ 「セメ 

ント」 ノ 中二 降下 スルニ 其 ノ指誠 凡ソー 「ミ リメ— トル」 ノ劃點 二 止 マレ ハ則チ 此ノ時 ヲ以テ 凝結 ノ初 發トナ 


第五 章 品 稗 及び 品質  二 七 二 

が正式に採り上げられるに！^.^ つ た。 このよう にして 作成され た 業者の 原案が 明治 三十 七 年- E、 各 官庁 技術 官会 

議で 承認され、 问年 八月 告示 案 を も つ て セメント 業者に 示され、 当局 はこれ に対する 答申 を 業者に 求め、 翌 三十 

八 年 一 一月.^ 曰、 農 商務省 公告 第三 十五 号 を も つ て、 ホル トラ ンド セメント 試験 方法と して 規格が 公布され た。 

この 規格 は、 政府が ホルト ランド セメント を 購入す る 時の 品質と 試験 方法と を 明示した もので、 決して 法律 

でも 規則で もない。 単なる 政府の 購入 基準で あるが、 政府の 権威に おいて 定めた 基準で あるので、 セメント 業 

者の 努力と 相 まって 次第に 需用 者に 普及し、 一般の セメント 請 渡しの 基準と なった"」 この 試験 方法の 性格 は、 

今日のに 業 規格の それと は 異なる が、 今日の 工業規格の 濫勝 である。 その 前文に 「政府 ニ於テ 需要 スル ポルト 

ランド セメント ノ 試験 ハ特ニ 指定 シ タル 場合 ヲ除グ 外、 左ノ 方法 一一 ヨリ 行フ」 と げた。 

第 一 條 粉末 ノ 程度 900 孔 /c ョぶ師 二 ョ リ殘 分- 1 ^『以上 

第二 條 凝結 始發 一時間 後、 終結 一 〇 時間 以內 

第三 條 膨脹 性龜 裂、 浸水 法、 乾燥 法 

第四條 強度 

a 1 ： 3  ^  71 ^力んで 

耐仲强 七日、 7kg/cnV 、以上、 二八 曰、 15kg/cm2 以上 

b 耐壓强 二八 曰、 llokg/cmK 以上 

C 成形 法、 機械 法 トシ テベ— メ鐵槌 器ヲ、 手工 法 ハ鐵蓖 マタハ 鐵槌デ 表面 二 水ガ溶 ミ出ス マデタ 

タグ。 

d 成形 養生 溫度 ハ 五 度 以上 

e 標準 砂ハ 石英 粉碎 砂、 ソ レゾレ 64?i4  .ifL/cmw, 及ビ H4)..225.fL/c ョ.」 篩間ノ 殘分ヲ 等量 二 混 
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第二 節 


されて、 試験法に 関する 関心が 次第に 高められ るに 至った が、 明治 二十 七 年 ごろまで は 前述の ように 統一が な 

く、 各自 各 様の 試験法に よって 品質の 格付け を 行って いた。 同年 十二月 東お において、 全国 セメント 同業者の 

初 会合が 行われ、 セメント 試験法の 統一 と 実施と が 議題と して 举 げられ ている。 

明治 二十 九 年 ごろ 「帝国 日本 ボルト ランド セメント 試験法 附請渡 方」 という 小冊子が 公け にされ た。 編者 は 

詳らかでな いが (北 村 鏡 太郎と いう 説 あり)、 これが 今日まで 知られて いるものの 内で、 取 古 かつ 完全に まとま 

つてい る 規格 案で ある。 しかしながら、 この 試験法 はついに 実施に 至らなかった。 

明治 三十 一年 七月 セメント 同業者が 東京で 会合し、 セメントの 共同 販売に ついて 協議した。 各社が 共同 販売 

を 実施す るに は、 まず 各社の セメント 品質の 統一が 前提条件 であると し、 ここに 統一 ある 試験法 並びに 請 渡 法 

として 原案が 提出され た。 これが 「日本 帝国 ボルト ランド セメント 試験法」 と 称される ものである" その 内容 

は 次のと おりで ある 「- 

定義、 第一条 粉末 ノ 程度、 第二 条 凝結、 第三 条 膨脹 性龜 裂、 第四条 強度 

しかしながら、 本案 もまた 試案に 終り、 ついに 実施に 至らなかった。 

このように 試験法の 不統一 は、 セメント 製造 技術の 発達に 支障が あつたば かりで なく、 また 需要 者に おいて 

も 不便であった ので、 いよいよ 本格的に 研究す る ことにな つた。 すなわち、 明治 三十 三年 二月、 当時の 工業 試 

験 所の 高山 甚太郞 ほか、 セメント 会社の 技術者 六 名 (注) が 集って 日本 ポルト ランド セメント 業 技術 会 を 創立 

し、 規格 設定に ついて 研究 を 開始した。 

注 浅 野 セメント (辻 可 省)、 小 野 田 セメント (笠 井眞 三)、 三 河 セメント (內海 三 貞)、 北海道 セメント (篠 

崎 友 三)、 愛知 セメント (藤 井光 藏)、 鈴 木 セメント (吉井 友 志) 

明治 三十 六 年 秋、 東京に おいて 商務省 当局と 業者との 規格 制定に 関する 懇談が 行われ、 いよいよ 規格 問題 

規  格  二 七 一 


セメン ト 性質 夹験 

ノ説 


„ ひ」 ゆ， お^ h 外 H 製 

セメン ト 試験 


伤^ 地赏 調査 

斤 式.^ 


第五 章 品 稀 及び 品 貪  二 七 〇 

、  にいの み 

ィ、 セメント 性質 実験 ノ説 (新 家 孝 正、 明治 二十 年 三月 二十 八日 建築 雑誌， } によれば、 セメント は 一般に かな 

. り 細密なる を 良！ W; とし、 一寸平 方 三千 六 百 孔の篩 を 使用し 容重を 求め、 色調 は 木灰 色に して 少しく 縁 色を带 

びる を 良品と なし、 i^£l色、 土気色 を 帯びる は 粘土 分 多し となし、 藍色 を带 びる は 膨脹 性が 多い とした： 耐カ 

(引 張リ 強サ) は 純 セメントべ— ストで ブリケ ツチ— (供 試 体) を 作って 試験し、 焼成 良好の グ リンカ を扮 

木に し、 数 力 H: 湿：，.^ を 防いだ 室で 撒：^ し、 晒ら し 試験に 合格した 後発. C 儿 すべきで ある と 説き 

口、  商務^、 明治 二十 一年 一月 二十 八日 報、 内 外国製 セメント 試験で は、 31 産品と との 品！ ：- 比較 を 

行い、 あわせて 試験法 統一 の 必要な 旨 を 説いて いる。 

すなわち 粉末 細 粗の 査定で は、 900  ^/cm" の 残 分 を 二  • 五 以下と し、 抗張強 サの検 杏で は、 セメント を 二 

〇~ 二 七 • 五" ^ の 水で 練り 混ぜ、 イギリス 法と 同様と 推定され る 方法で 成形し、 七 曰 強度 を 試験し、 また 1 ： 3 

モルタルの 二十 八日 強度 を 検査す る ことと し、 また 浸水 法に よる 安定性 試験 • 化学分析 等 を 掲げて いる。 

ハ、 農 商務省 地質調査 所 試験 (明ュ 〔二十 六 年) によれば、 化学 成分と して 石灰 .驟 土. 第二 酸化鉄. 苦土. 加 

里. 曹達. 硫酸 • 珪 酸 • 不溶物 • 灼熱 減量 を、 凝結 試験 は 硬化 始めと 硬化 終りと を 測定し、 扮末 程度 は 九 〇 

〇 孔衞、 二 五 〇〇 孔篩、 四 九 〇〇 孔篩を 使用し、 安定性 試験 は 浸水 法. 沸点 法 • 乾燥 法 を 規定し、 耐：^？；カ供 

試 休 製作に はべ—  メ 鉄槌 器 を 用い、 純 セメント は 水量 一 五？ 一六 • 五 ^ 代 モルタル は 一 〇.u バ (式 根 島 産の 砂 

使用) の 水量 を 用いる こと を 規定して いる。 

二、 その他  . 

以 h の ほか、 皇居 御 造営 事務局 • 航路標識 管理 所 • 陸軍 砲 工兵 方面 • 鉄道 局 • 文部お 建築 課 • 裁判所 及び 

巣 鴨 監獄 署 納入の 各 建築 工事 等々、 それぞれの 規格 を 定めて いたが^ 略す る。 

明治 二十 年 以降、 セメント 研究者の 海外から 帰朝す る 者が 多く、 かの 地の 規格 並びに セメント 事情が 紹介 
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第二 節 規  格 

規格 以前 わが国に おいて、 セメントが 初めて 使用され たの は 元 治. 慶応の ころで ある" その後 明治 六 年末、 深 川 清 住 

町に 摂綿篤 製造所が 創設され 国産 セメントが 出回る まで は、 当時の 大口 需要 者で ある 政府 は、 舶来の セメント 

を 使用して いたわけ である。 創業 当時、 国産 セメントの 品赏の 目標 を 何に おい たかは 明らかで はない が、 当時 

の 輸入 セメントの 品 か 基準に なった こと は 想像に かたくない" 明治 十四 年から 十七 年に かけて、 浅 野 工場 • 

小 野 W の セメント 製造 会社 • 東洋 組 等 民間の セメント 会社が 設立され、 セメント 生産高 も 加した.〕 他方、 官 

民の 土木、 建築 事業が 次第に 盛んにな るに 従い、 セメント 品質の 基準と 受渡しに 関する 取り決めの 一般的 基準 

が 必要と なった。 しかしながら、 大口 需要 者で ある 政府の 購入 基準が 非公開であって、 工事、 または 購入の 責 

任 者が 欧州 留学 中、 親しく 見聞した 国の 試験法に よると か、 あるいは、 その 流れ を 汲んで、 独自の 基準と 試験 

法と を 設けた ため、 各 官庁の 品質 基準と 試験法と に 統一が なく、 製造業 者 は 多大の 困難に 遭遇した。 

今、 当時 公開され た セメント 試験法に 関する 論説の 一端 を 掲げれば、 次のと おりで ある。 

第二 節 規  格  二 广プ 


終戦後、 占領軍が 基地の 新設、 拡張 その他に 使用す るた めに 製造 させた ホルト ランド セメント である C この セメ、 ノ 

トを 規定す る 规格は 昭和 二十 一年 十月から 実施され、 二十 四 年 八月 改正 (十一月 施行)、 二十 五 年 十一月 廃止された。 

同規 5^ に 規定され て いる セメ ントの 種類 は 第 九 〇 表のと おりで ある」 


第五 章 品種 及び 品質  二，、、 

一 一 ブ  ーノ 

普通 ホルト ランド セメント グ リンカ を 特に 微粉碎 し、 水 和 反応 を 早めて、 早期に 高 強度 を 発揮す るよう にした セ 

メ ント である. - 

(注 六) アサノ マスコ ン セメント 

. マス コンク リ— ト 構築 川 セメントの 意 を 表わす。 曰 本社 製品の 商品名で ある。 

ホルト ランド セメント の 内、 中 * 熱 及び 低熱ボ ルト ランド セメン トに 属する」 その 成分 は、 i^〕 通ホ ルト ランド セ 

メント に ：！：； へて 比較的 シリカが 多く、 酸化 カルシウム 及び アルミナ は 少ない。 した かって 構成 化合物と してよ、 珪 

酸 二 石灰が 多く、  .^^酸三石灰とァ ル ミ ン酸三 石灰と が 少なくな つてい る-」 すなわち 水 和 熱 を 小なら しめる よう 成分 

を 考慮した ものである。 

(注 七) シリカ セメント 

ホルト ランド セメント クリン 力 七 〇_ 七 五 ％ に 対し、 珪酸白 土. 火山灰. 頁岩 灰 等の 可溶性 シリカ. 同 アルミナ 

を 含む 物質 一 一 五丄ニ 〇％ を 湿 合粉碎 して 造 つた セメン ト である。 (昭和 二十 一 一年 十一 一月 以前 は 连酸質 混合 セメ ン ト) 

, (注 八) 雑用 セメント 

壁 塗装 用 その他 雑 州に 供す る こと を 目的と して 製造され た 非 構造 用 セメント である。 ボルト ランド セメント グリ 

ンカ . 高炉 急冷ス ラグ • セメント 焼成 窯 粉塵 • 珪酸質 混合 材 . 石膏 • 石灰 及び その他 これらに 準ずる 性質 を 有する 

物質 を 二つ 以上 適当に 混合 粉碎 して 製造す る。 強サは 圧縮 強サ (kg/cmo 七 H 三 〇 以上、 二十 八 曰 八十 以上、 曲ゲ 

強サ (kg/cm2) 七日 十 以上、 二十 八日 十八 以上と なって いる。 

(注 九) 塗装 用 セメント 

第二次世界大戦 中、 主として 防火 改修 用 (壁 塗装) として 昭和 十八 年 八月 规定 された 非 構造 用 セメント である。 

すべて 雑 川 セメントに 淮ぃ ずるが、 強サは 更に 小さく、 圧縮 強サ (kg/cm2) 七日 二十 以上、 ニ十八ョ五十7^上、 曲ゲ 

強サ (kg/cm2) 七日 六 以上、 二十 八日 十四 以上と なって いる。 

(注 十) 占領軍 規格 セメント 


以上に 述べた ように、 わが国に おける セメント 品種の 分化 は、 昭和 初期から 漸く 活発と なって きた。 しかし 

最も 歴史 も 古く、 かつ 大量に 生産され ている 高炉 セメント、 歴史、 実 結と もに これに 次ぐ 早 強 セメントの 双方 

を 合わせても、 昭和 二十 七 年度に おいて すら 普通 ポルト ランド セメントの 五ぶ 程度に 過ぎない。 品種 分化の 進 

化 は、 今後に 残された 課題であろう。 

(注 一 ) 高炉 セメント 

き 5 冷碎 した 高炉 ス ラグと ボ ル トラ ンド セメント クリン 力と を 混ぜ、 適量の 石膏 を 加え 粉碎 して 粉末と した もので 

ある。 ポ ル トラ ンド セメント グ リンカ の 分量 は、 重量で 高炉 セメ ントの 三 〇％ 以上で ある こと を 要する。 

ス ラグの 塩基度 (，1^^) は 一 以上で なければ ならない。 

(注 二) 白色 ボルト ランド セメント 

ボルト ランド セメントの 成分 中、 特に 酸化鉄の 含有量 を 極度に 減じた ものである-〕 したがって 原料、 特に 粘土に 

は 酸化鉄 含有量の 少ない もの を 用い、 焼成、 粉碎 過程に おいても、 酸化鉄の 棍入を 防ぐ ため、 焼成に は 重油 • ガス 

等 を 用い、 粉砕に は フリント ボ ー ルを 用いる ことがある。 

(注 三) ソリヂ チット 

花崗岩 • 閃 緣岩等 を 摂氏 約 一 、 〇〇〇 度に 一 一時間 位煆 焼した もの をホ ルト ランド セメント グ リンカに 二 五 ~三〇 

% ぐらい 混合して 粉碎 する ことによ つ て 製造され た セメント である。 

なお、 煆焼 岩石 分の 一 部 を 可溶性 シリカに 富む 白 土 類で 置換した もの を ネオ ソリヂ チット と言う。 

(注 ra) アサノべ 口 セメント 

早 強 ポルト ランド セメントの 一種で、 製造 法 は 原料 を 精選し、 調合 を均齊 化する ため 湿式 法 を 川い、 ァ リット 分 

に 富む 焼 塊 を 作り、 早期に 高 強度 を 発揮させる ようにした セメント である。 日本 社 製品の 〔：^ 品名で ある。 

(注 五) 微細 セメント 

第一 節 品種  二 六 七 


m • 大阪黨 業 • 宇 部 • 秩父 及び 七 尾の 各社 は、 それぞれ 微細 (注 五) または 高級 ホル トラ ンド セメントの 製造 を 

始めた」 昭和 七 年、 浅 野 社 は 更に 進んで、 低 熱 及び 中庸 熱 ポルト ランド セメント 「アサノ マスコ ン セメント」 

(注 六) の 製造に 成功した。 

各種の 混合 セメントの 製造 も 昭和 期に なって 本格 化した。 前述の ソリヂ チット は、 昭和 五 年 大阪寇 業 社が 受 

^製造に 乗 出し、 また 高炉 セメント は、 新たに 浅 野 社が 傍系の 鶴 見 製鉄 社と 提携して 昭和 三年から 製造 を 開始 

した。 

また、 現在の シリカ セメント は (注 七)、 昭和 六、 七 年 ごろから、 ポルト ランド セメントの 性 K 改善 及び 他ェ 

業の 副 製品の 利用の H 的で 研究され ていたが、 十一 年に 至って、 大阪 窯業 • 磐 城*秩 父 • 宇 部 *豊 国の 各社が 

シリカ セメント •  tit! 酸 セメント、 あるいは 金剛 セメント 等の 商品名 を もって 製造、 販売 を 始めた。 

日華 事変 及び 太平洋戦争 は、 品種 分化に 戦時色 を 加えた。 すなわち、 早 強 及び 中庸 熱 セメント は 石炭 品位の 

低下 及び 製造 用 資材 欠乏の ため 製造 不能に おちいり、 反対に 石炭 及び 資材 を 節約し うる 高炉 セメント • シリカ 

セメントが 産され、 一時 は 全 生産高の 三分の 一 に 達した。 

また セメント 使用の 合理化 (適 品 適所) が 要請され たために、 雑 川 セメント (注 八) •  〉M 装 m セメント (注 九) 

等の 非 構造 用 セメントが 出現した。 

終戦後 は、 占領軍が 占領軍 用 セメントの 製造に ついて 二十 一年 秋から 占領軍 規格 を、 二十 五 年 十二月から は 

アメリカ 連邦 規格 を 適用した ため、 在来 品と 並んで、 I 型 •  _=1 型. m 型 •  F 型 等 (注 十) の セメントが 製造され _ 

二十 七 年まで 絞いた。 

昭和 二十 四 年 八月 石炭 統制の 解除、 続いて 翌年から は、 セメントの 自由 製造 販売 休 制が 整備され たので、 早 

強 セメント 及び 屮庸 熟セメ ントの 製造 も 復活し、 高炉 セメ ント 及び シリカ セメ ントも 引続き 造され ている" 


昭 


大 明 


第五 章 品種 及び 品質 

第一 節 品  種 

わが国の セメント 工業が、 明治 • 大正 • 昭和の 各 期に おいて、 各々 独自の 発達 を とげて きた こと は、 前述し 

たが、 品種の 分化に ついても 例外で はない。 

治 期 この 時期 は、 英、 仏 流の ボルト ランド セメント 製造 方法に 改良 を 加えつつ、 ひたすら 品質の 向上に 没頭した 

時期であって、 品種の 分化 はま だ 見られない。 

正 期 大正 期に 入って、 二 年に は 八幡 製鉄所が 高炉 セメント を (注 一)、 五 年に は 小 野 田 社 (小 野 田 工場) が 白色 ボ 

ルト ランド セメント を (注 二)、 十三 年に は 日本 ソリデ チット 株式会社 (月 島 工場) が ソリヂ チット を (注 三)、 

昭和 二 年に は 浅 野 社 (川 崎 工場) が 多 摩 御陵 造営 用の 高級 セメント を 製造し、 品種の 分化が 漸く 現われ 始めた 

が、 普及 度 は 低かった。 これらの 新品 種 は、 いずれも 時流に 投じて 製造され たもので は あるが、 他 大正 中 

期 以降 セメント 製造 理論 及び 技術の 進歩と 並んで、 製造 設備の 近代化、 大量生産 方式が 緒に つき、 新品 種 製造 

の 基盤が 確立され たこと を 看過して はならない。 

和 期 昭和 期 を 迎え、 セメント 工業 は 発祥 以来 約 半世紀 を 経て 漸く 隆盛 期に 達し、 本格的な 湿式 焼成 法 を 始めと し 

て 各種の 新式 設備が 相次いで 導入され、 また セメント 化学 及び 理論 はいよ いよ 進み、 かつ 需要 面に おいても、 

用途に 適応した セメントの 出現 を 要求す る 声が 高まり、 品種の 分化に 拍車 を かけた 「 すなわち、 昭和 四 年 浅 野 

社 はわが 国 最初の 本格的な 早 強 (高級) ポルト ランド セメント 「アサノべ 口 セメント」 を (注 四)、 続いて 小 野 
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労働生産性と 賃金 戦後に おける 労働生産性の 向上と、 賃金の 上昇との 関係 を 同じく 労働省 発表の 彭字 によつ て 一" 小す と 第 八, 

表のと おりで ある。 


一人 一力 月 当 り 生産 量 
指  数 

一人 一力 月 当り 実質 貧 金 
指  数 

時間 当り 生産 量 指数 

時間 当り 実質賃金 指数 

一時間 当 り 貧 金額 
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すなわち、 時間 当り 生産 量と 実質賃金 (賞夸 及び 臨時 給夸を 含む) との 関係 は、 昭和 二十 三年 度に は- 実赏 

賃金の 方が かなり 上回り、： 二十 六 年度に は、 逆に 生産 量の 方が 著しく 仲び たが、 その他の 年度に おいて は、 ほ 

ぼ 並行 的に 上昇 を 示して い る。 

次に 労働省 調査に よる 硫安 • 鉄鋼 • 綿妨の 三業 種に おける 生産性と 実質賃金との 拖移を セメント 業の それと 

比較して みると、 第 八 九 表のと おりと なる。 
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"ま i 量 I において は、 一人 一力 月 当|働 時間が 戦前 水準に 対し、 六 割 五分と 大幅に 減少した ため、 

七 八 ％ に 止まって いる こと は、 特に 注目 を 要する ところであろう 

昭和 二十 七 年度, - おける I 生産性の 概況 を、 じく  II 表の 数字に よって，. 小せば、 第 八 五 表 及び， 

六 表のと おりで ある" 

すなわち、 I り 所 i 働 時間 は 回転 讓 別に 見ても、 また 崖 8 別に^も、 産量が 大きくな るに， 化 

つて 少なくな つてい る 「 これ は 第 八 五 表 中段に 示す とおり、 唐 量が 大きい ほど 概して 時間 当り 焼 崖が 多く 

したが つ て 能力 当り 人員が 相対的に 減少す るた めと みられる- なお 第 八 六 表に おけ I 力 f 金に お 、 て、 

最大 生産 量の 一二 十五 S 以上の 場合が 逆に 若干 増加して いるが、 これ は同囊 下段、 一人 一力 月 当ぶ i 時 g 
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また 第 八 七 表に 見る とおり、 回麵の 能力に よ I 当り 所要 労働時間の 霧 (焼 崖が 火き くなる に， て 

所雰働 時間 は 減少す る) が 明らかに 現われて いる こと は、 セメント HII 生舊 における 著しい I で 
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における 生産 施設の 荒廃に 加えて、 戦後 極端な 石炭の 不足に より、 操業 度が 甚 しく 制約され たこと に 基因す る 

ものである。 

昭和 二十 四 年 八月、 石炭の 統制、 また 二十 五 年 一月に は、 セメントの 統制が 全面的に 撤廃され、 同年 六月 朝 

鮮 動乱の 1^ 発に 伴い、 わが国の 経済界 は 一転 好況に，： 1： い、 二十 六 年度に は 輪 出の 増進と も 相 まって、 セメント 

の 生産 は 急激に 増加し、 ついに 戦前 をし のぐ に 至った こ 前述した とおり、 セメント 工業の 労務 は 操業 度に 対し 

非 弾力 的で ある 特徴 を もった めに、 動乱 後の 需要 増大に 対応し、 二十 六 年度 以降 はしき りに 工場 設備の 改修 及 

び 増設が 行われた にもかかわらず、 就労 人員 はさして 増加 を 兄ず、 その 結果、 時間 当り 生産 指数 は、 二十 六 年 

度に おいて  一二 艿、 同じく 二十 七 年度 は 一 五 ％ と、 いずれも 戦前 を 上回る 数値 を 見せて いる。 

なお 二十 七 年度に は、 瓲 当り 労働時間 数に おいて 戦前 対比 八 六. 九に 低下して いるが、 製造 部門の 九 二  .八 


労 働 生産性 


労 働 省の 調査 


戦後に おける 労働 

生産性の 推移 


前 二 節に おいて、 セメント 工業の 労務の 特徴に ついて、 労働 態 様と 賃金との 両面から 概括 的な 紹介 を 試みた 

ので あるが、 次に 戦後 急速に 研究の 進んで いる 労働生産性の 問題に 若干 ふれて おく 必要が あろう」 同時に それ 

によって、 更に セメ ント 工業に おける 労務の 特色 を 肉 づけす る ことと したい。 

セメント 工業の 労働生産性に ついては、 最近 労働省から 公式な 調査結果が 報告 (注 一) された この 調査に 

は、 原料 採掘 部門が 含まれて いない。 思う に、 前述のと おり、 採掘 部門 は 企業 形態. 採掘 方式が おりに 多岐 多 

^こわた るた め、 普遍性と 適確 性 を 期し 得ない という 統計 上の 困難に 基く ものであろう。 また 同調 查 による 生 

産 性 は、 セメント ー瓲 当り 労働時間 数 (注 二)、 すなわち 生産 品の 単位 量 当り 労働 時 問 数の 形で 示されて おり、 

いわゆる 物的 生産性 (注 三) を 把握す る 方式の 一 つが 採用され ている。 

(注 一) . 昭和 二十 八 年 十一 一月 労働省 統計 調査 部 発表、 統計 資料 N?58 『労働生産性 調査報告 「セ メン ト 製造業」 

昭和 二十 七 年』 

(注 二) 調査 対象 は、 直接 製造 部門 及び その 補助 部門 いわゆる 生産 労働者に 限定され、 一般 现部 門 の それ は 

除外され ている。 

(注 三) 物的 生産性に 対応す る ものと して 価値 的 生産性が ある。 生産に 要する 投下 価値と、 生" M 品のう み 出す 付 

加 価値との 関係 を 求める (いわゆる 付加価値 生産性 …… 二 四 七 頁 参照) 等 は、 価値 的 生産性 把 操の 一方 式で ある。 

戦後に おける セメント 工業の 労働生産性の 推移 を、 前述した 労働お 発表の 数 宇に よ つ て：：： ル ると 第 八 四 表のと 

おりで ある- U 

すなわち、 終戦 直後に おいて は 戦前 (昭和 九 ~ 十一 年 平均) の 三分の 一 程度に 低ド している が、 これ は 戦時中 

第三 節 労働生産性  一一 五" - 


第 四 章 労  務  二 五八 

第三に、 「生活 補助 給」 の 割合 も 一 四 と、 化学工業に 次いで 大きい が、 その 大邰分 をい！： める もの は 家族 

手当で ある。 家族手当の 比率 は、 製造業 平均 五 • 六％ に 対し、 セメント 工業 は 約 一 〇％ と 著しく 高い が、 これ 

はさきに 述べた ように、 セメント 工業の 労働 構成の 高さ (女子が 少なく、 かつ 平均 年令が 高いた め、 扶養家族 

が 多い) を 反映した ものである。 

第 四に、 セメント 工業に おける 「超過勤務 給」 の 所定 時間 内 賃金に 対する 割合 は、 一 八. 三 おと 製造業 平均 一 

rr": 一  ％ を 著しく 上回り 最高の 数字 を 示して いる。 これ は 平均 所定 労働時間が 他 産業に 比べ て 少ない こと、 夜 

勤 手当：" 父 1^ 勤務 手当が 多い こと 等の 理由に よる もので、 実 労働時間 数に おいても、 他 産業に 比べ 著しく 多い 

と 即断す る こと は 当ら な い。 

は 取 後に、 セメント 工業 賃金体系 中に 占める 特殊 作業 手当の 比重 は、 極めて 小さい。 特殊 作業 手当の 内容 を 兄 

れば、 その 産業の 実態が わかる と言われて いるが、 セメント 工業に おいて、 特殊 作業 手当が つけられ ている 主 

な 要素と して は、 高熱、 危険、 有害、 粉塵、 汚染 等が 挙げられる。 しかし、 その 程度 は 比較的 軽微で、 鉄鋼、 

化学工業 等に おける ような 重要性 を もたない こと は、 戦時中 賃金 統制 令に 定められた 階級 別 特殊 作業 中、 高位 

作業に 含まれる ものが、 ほとんどなかった ことから も 推察され るであろう。 , 

以上、 工場 部門の 賃金体系の 概要 を 述べた が、 次に 原料 採掘 部門に ついて 簡単に ふれて おきたい。 

W  ^  ^  ^  ^ n  .15^ 料 採掘 部門 は、 近時 著しく 機械化され てきた と は 一- ムぇ、 なお 筋肉労働が 主 休 をな している こと は、 ^に述 

ベた とおりで あるが、 かかる^ 働 態 様の 相違から、 大部分が 工場 部門と 体系 を 異にし、 能率給 を 採用して いる- 

し かし 採掘 技術の 進歩、  設備の 近代化に かかわらず、 能率給の 形態 は、 古い 型の 個人 または グル— プの 出来高 

払 制 を 採 川して いると ころが 多く、 科学的な 標準 作業 量 を 基礎に した 近代的 能率給 を 実施して いるの は、 僅か 

一 社に 過ぎない 状況で ある。 
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新体 系の 形成 を 促進せ ずに はいなかった。 昭和 二十 一年 末、 電産 労組に よって 打ち出された 生活 給 中心の 新体 

系、 いわゆる 電産型 賃金体系 は その 代表的な もので あり、 当時の 賃金 制度に 夸 えた 影響 は 極めて 大きい ものが 

あった， リ セメント 工業 も その 埒外で はあり 得ず、 業界 各社の 賃金体系 は、 大半 電産 型の 流れ を 汲む 「型」 によ 

つて 占められ るに 至った. - しかも 今日な お、 その 形式が 踏襲され ている 会社が 少なくな いこと は —— 実質的に 

は 漸次 応能的 に 変化 しつつ あるが —— そ の 影響が いかに 深い か を 物語る ものである" 

いま 一 つ、 当時の 賃金体系の 上に 大きな 影響を及ぼし たもの は、 労働組合 による、 いわゆる 社 工員 一元化の 

運動であった •」 戦後 民主化 万能の 風潮に 乗じた この 運動 は、 労働 界 一般の 傾向で あつたが、 セメント 業の 賃金 

体系に 年え た 影響 は 著しい ものが あった。 すなわち 構成 形態の.. S では、 大部分の 会社が、 社 工員 ほぼ 同一 の 形 

態 をと るよう になった- また 終戦まで、 社員 は 月給、 工員 は 日給と 判然と 区分され ていた 支払 形態の 面で も、 

一部 または 全部の 工員に 対し、 月給 制 あるいは 月給 待遇 制 (日給 月給 制) を 適用す るに 至った 会社が 少なくな 

、 0 

レ 

朝， 5^ 乱 以後 朝鮮 動乱の 幼 発 は、 生産の 上昇、 企業 経理の 好転、 ひいては 実質賃金の，： 1： 上 を もたらし、 賃金体系の 面に お 

いても、 . ^^給 偏重から 応能 化へ と 漸次 正常化の 方向 をた どった。 この 問に おける セメント 工業の 賃金 構成比 

率 を、 他 産業との 比較に おいて 観察 すれば、 第 八 三 表のと おりで ある。 

この 表から 次の 事項が わかる。 

賃金体系の 特徴 第一 に、 所定 時間. e 賃金 中に 占める 奨励 給の 割合 は 五 • 一  艿 (二十 七 年度の 数 宇以ド 同じ，) と 化学工業の 四 • 

七 ％ に 次いで 極めて 少ない： この こと は、 前述した 労働 態 様に 基く もので あり、 セメント 工業 賃金体系の 最も 

著し い 特色 をな す ものである。 

 第二 は、 「基本給」 の 賃金 中に 占める 割合 は 八 〇• 四お と、 化学工業に 次いで 大きい。  . 
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その後、 戦時体制の 進展と 共に、 生計費 は 次第に 昂騰 を 告げ、 労働者の 生活が 逼迫す るに 至った ので、 セメ 

ント 業に おいても、 他 産業 同様、 家族手当 等の 生活 補助 給の 新設、 増額が 相次いで 行われ、 貸金 構成 上の 重要 

な 一環 を 形成した。 更に 「重要 事業 場 労務管理 令」 の 適用 を 受ける に 及び、 セメント 工業の 賃金体系 も 他の 重 

要 産業 同様、 同 令に よる 定型に よって 規制され、 戦後の 賃金体系の 上に も、 かなり 長く その 影響を及ぼした。 

敗戦 I > 窮乏 インフレ l > 実質賃金の 極端な 低下 は、 労働組合の 生活 保障 要求と 相 まって、 货金 構成 中に 占め 

る 生活 補助 的 要素の 圧倒的 増大 を もたらし、 いわゆる 「生活 給 時代」 を 現出した。 したがって、 生！ S 給 的 要素 

のみが、 王 体 的 地位 を 占め、 各 産業の 特質 を 反映す る 余地 は ほとんどなかった。 当時に おける (昭和 二十 一年 六月) 

セメント 工業 男子の 賃金 構成比 率 を 見れば、 第 八 二 表のと おりで、 他 産業 同様、 物価 手当. 家族手当 等の 生活 

補助 給が 大きな 割合 を 占め、 基本給 は 約 三 割 程度に 過ぎな か つ た。 (昭和 一 一十 一 年 七月 厚生省 「臨時 勤労者 給与 

調査」 によれば、 男子 平均 月収 中に 占める 基本給の 割合 は、 製造業 平均 労務者 三 五 ％、 職員 三ニ艿 であった) 
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また、 かような 実質賃金の 低下 は、 必然的に 戦前、 基本給 一木に. されて いた  ：稱 は 余-構成. か ス^の 分解- 
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次いで 低く、 したがって 倍率 は、 僅か  一 • 四 倍と 最低の 数字 を 示して いる 「」 この こと は、 セメント 工業の 賃金 

体系 中 に 占め る 能率給 の 比率が、 極めて 少ない こと を 賃金 額 の 面 か ら 裏書きす る ものであろう。 
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程 部分に は 全然 採用の 余地が なく、 一部、 運搬 • 容器. 出荷 関係 等、 いわば 主体 作業 以外の で 採 川し うるに 

過ぎない ためで ある" - かかる 支 仏 形態 上の 差異が、 賃金 額に 影響 を夸 えてい る こと は 兌 逃し 得ない 点であろう „ 

すなわち、 昭和 十四 年 五月の 厚生省 労働 局 「労働者 賃金 調査報告」 によれば、 請負 給 適 川.^ の 収入 は、 製造業 

平均で 一 時間 当り 三 〇 • 九 銭で あり、 定額 給 適用 者の ニニ  • 三 銭に 比べ 約 四 割 も 高い (焦 業 及び ト .，；=ェ 業で は 

約 一割 高)。 もちろん この 開き は、 作業 内容の 相違、 労働 構成の 差異 等に 墓 因す る ..m も 少なくな いから、 すべ 

てが 支払 形態の 相違に よる ものと は 言えない が、 支払 形態の 相違が、 賃金 額の 卜 • にかな りの 影 を 及ぼして い 

る こと はいな みがたい。 第 八 〇 表 は、 男子 労務者の 定額 日給 (： いわゆる 辞令 給) に対する 卞 、収入の 倍率 を 産業 

別に 比較した ものであるが、 セメント 工業 は、 定額 日給 は 最高 位に ある にもかかわらず、 灾収人 は 化学工業に 

第二 節 金  二 五三 
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セメント 工業 賃金体系の 推移 を 他 産業との 比較に おいて、 統. 汁 的、 実証的に 把握、 分析す る こと は 困難で ある 

が、 以ド、 散 M 几す る 若干の 資料に よって、 断片的、 抽象的ながら、 「体系」 面に おける セメント 工業 賃金の 大 

まかな 輪郭 をう かが つ て ：3^ たい。 

大正 末期 大正 十 年 福 田徳三 博士の 行った 賃金 制度 調査に よれば、 当時の セメント 工業 賃金体系 はおお むね 次のと おり 

であった。 

基本 賃金 11 おとして 日給 制り 一 部 (原材料 運搬、 容器 関係 等) 個人 または 団体 請負 制 (工場に よ つ て は、 

日給の ほかに 役 付 または 資格 手当 を 支給) 

奨 励 給 —— 出勤 $3! 夸 (半月 単位 • 月 単位 • 半期 単位 等、 工場に よつ て 区々 であり、 名称 も 皆勤 • 精勤 • 勉 

励 等に 分れて いる) 

工場に よって は、 他に 奨励 加給 (「品質 並びに 出来高 奨励の 意味で、 ある 重要な 工程に 従事す る 者に 対し、 

一 人 一 日 二十 五 銭ない し 三十 銭」 程度 支給す る もの、 工賃に 比例して 支給す る もの 等) を 支給。 

超過勤務 給 -—— 早出 • 残業 . 休 曰 出勤 及び 夜勤 手当 (歩 増 率 は 所定 労働時間の 相違 11 八 時 問ない し 十一 一時 

間 —— も あり、 各 工場 区々 である) 

日華 事変から 終 1^ 曰 華 事変の 勃発に 伴い、 昭和 十四 年 九月、 政府 は 賃金 統制 上の 基礎 资料 とする ため、 大規模 企業に ついて 賃 

まで  金 支払 形態の 実態調査 を 行った。 その 結果 報告 (厚生省 労働 局 「賃金 形態 調査」) によれば、 セメント 工業 を 

含む 焦 業 及び 土石 工業の 賃金 支払 形態 別 労働者 数の 割合 は、 第 七 九 表のと おりであった。 

すなわち、 窯業 及び 土石 工業 11 セメント 工業の 賃金 形態 は 化学工業 男子 労働者に 次いで、 定額 制 (特に 日 

給 制 ；} が 圧倒的に 多く 能率給が 少ない。 出来高 私 制 は 約 二三 ％ に 過ぎず (そのうち 素朴な 純 出来高 給が 大部 

分 を 占めて いる)、 比較的 複雑な 時間 請負 制 は 皆無で ある。 これ は 装置 産業で ある 性質 上、 能率給 は、 基幹 H, 


かように 現在、 セメント 工業の 労務 費 率 は 相対的に は、 すなわち 他 産業との 比較に おいて は 低位に あるが (絶 

対 的に は、 戦前より かなり 増大して いる こと は 第 八 章 第一 一節 販売 原価で 述べ ると おりで ある)、 この ことが、 セ 

メ ント 工業の 賃金 を 相対的に 高位なら しめる 重要な 要因と な つ ている こと は 否定し がたい。 更に 厳密に 言えば- 

賃金の 源資 は、 純 売上高から 労務 費 以外の コスト を 差 引いた 残額、 すなわち 付加価値の 中から まかなう ほかな 

いので あるから、 賃金水準の 高さ は、 付加価値 比率の 大きさ —— 正確に 言えば、 労働者 一人 当り 付加価値 額 = 

付加価値 生産性の 大きさに よって 規制され ざる を 得ない から、 付加価値 生産性が 大 である ほど、 また、 その 屮 

に 占める 労務 費の 割合の 小で ある ほど、 賃金の 引上げ を 容易に する 傾向 を もっている" 前 52； 第 七 八 表に よれば 

セメント 工業の 付加価値 比率 (約 ニニ？  二三 艿) は、 製造業 平均 (約 一七 ~ 一八 ％) を かなり 上回り、 電気 機 

械 製造業 (約 二 六 _%) に 次いで 高い。 また 一人 一力 月 当り 付加価値 額に おいて は、 他 産業の おおむね 二  ~ 三 万 

円 台 (製造業 平均 約 ニ丄ハ 万円) であるのに 対し、 セメント 工業 は 約 六 万円と 格段の 開き を 兄せ、 かつ、 その 

. 中に 占める 労務 費の 割合 (約 四 一 ぎ ご は、 製造業 平均 (約 六 二一 H ハ 五お) を 著しく ド冋 り、 n 収 低の 比率 を-小し 

ている。 このような 付加価値 生産性の 高位 は、 後述す る 物的 生産性の 他 産業に あまり 類のない ほど 顿 著な 上：： 升 

と、 需給の 均衡に よる セメント 価格の 堅調に よって 維持され ている ので あり、 お 近に おける セメント 工業 賃金 

水準 向上の 経済的 基盤 をな している ものである" 

二、 賃金体系 

賃金体系 という 用語 は、 広い 意味で は、 賃金の 構成 形態 (どういう 要素から 組立 てられて いるか) ま、 支 

払 形態 (どういう 方法で 支払われて いるか) の 両面 を 総合した もの をい うのが 通例で ある" かかる^ 味での 「体 

系」 の 分析 研究が 進められ たの は、 主として 太平洋戦争 以後の ことで あり、 戦前 は 支払 形態に 関する 若干の 文 

献 • 資料が 存在す るの みで、 構成 形態に 関する 理論的、 実証的 研究 は ほとんど 行われなかった I したがって、 

第二 節 赏金  ，  二 五一 
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つて 規制され ざる を 得ない。 しかしながら、 企業の 収益 力 は、 前述の 諸 要因の ように セメント 工業に 内在的、 

本赏 的な ものと は 、なり、 ときどきの 市況 その他の 外的 条件に よって 左右され る 変動 的な ものであるから、 常 

に 一 定の 方向に 作用す る もので はない。 第 七 八 表に 掲げる セメント 工業の 収益 力の 分析— 他 産業との 比較に お 

ける 賃金 支払 能力の 分析— は、 たまたま、 セメント 市況が 好調であった 昭和 二十 七 年度の 数字 を 示す に 過ぎず- 

恒常的な 傾，： 1: を 物語る もので ない こと を 念頭に 置いて 観察す る 要が ある。 

第 七 八 表に よって 兒 ると、 セメント 工業の 製造 原価 中に 占める 労務 費の 割合 = 労務 費 率 (職員の 給夸を 含ま 

ず、 福利 費 を 含む 点に 注意) は、 上期 一三 ニニ  ％、 下期 一 三 • 五 七 ％ となり、 製造業 平均の 一 三 • 三 一  一 ％ 及 

び 一三. 七  一 ％ に比べて ほとんど 差がない。 一 般に 労務 費 率 は 資本の 有機的 構成が 高まる につれ て、 低 T する 

傾向 を もっから、 巨大な 固定 設備 を 擁する セメント 工業の 労務 費 率 は、 軽工業 を 含めた 全 製造業 平均より かな 

りド 回って しかるべきで あるのに、 ほぼ 平均に 等しい という こと は 一見 奇異に 感じられる。 しかしながら 綿密 

に 分析して 兄る と、 労務 費 率が 低い 産業 は、 セメント 工業に 比べ、 いずれも 村 料费の 占める 割 八：！ が 高い" すな 

わち、 材料 费が 大きいた めに、 相対的に 労務 費 率が 低くな つてい るに 過ぎない ことが わかる。 したがって、 村 

料 費 を 除いた、 いわゆる 加工費 中に 占める 労務 費の 割合につ いて 兌れば、 セメント 工業 は 製造業 平均の 約 TO: 四 

~ 四 七 ％ を 著しく 下回り、 三 六. -三 七， と 最低の 数値 を 示して いる" この こと は、 セメントの 製造工程 におけ 

る 労働の 比重の 相対的 軽 さ を 物語る ものに ほかなら ない。 純 売上高に 対する 労務 費 率に ついて れば、 セメン 

ト 工業 は 製造業 平均の 約 一 一ぎ ^ に 対し、 約 九），^ 一  〇％ と 製造 原価に おける 場合と 異なり、 若干 低くな つてい る 

が、 これ は、 、王と して セメント 工業の 利益率 (約 一三？ 一四 ％.) が、 製造業 平均 (約 六 七 ％) の 約 二倍に な 

つてい る ことによ る ものである。 更に 製造 原価に おける 場合と 同様、 材料費 を 除いた、 いわば 加工 販売 費と も 

いうべき ものの 屮に 占める 労務 費の 割合 を 見る と、 約 ニニ ~ 一 一 五ぎ 4 と、 これ また 最低の 比率 を 示して いる。 


産業 別 収益率， 製造 原価 

(第 78 表） 
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項 

\  目 

\     \\  別 
産 業 別 \、 期 -、 

\ 別 \ 

企 業 
収益率 

製造 原価 分析 100 

加工費 中 

対 純 売上 

材料費 

労務 費 
(ィ） 

経 費 
(口） 

71 '177  ^  XL  -t- 

(ィ） 
(ィ )+ (口） 

4-J-  J^-]  rf*r 
材料費 

~Vr 曲— 

7 務費 
(ハ） 

全 産業 

27 年上 期 

% 
10.60 

% 
62  45 

% 
Y]  29 

% 
20.26 

% 

46.04 

% 
10  01 

" 下期 

9.18 

62.69 

17.05 

-70.26 

45.69 

37.19 

10.12 

製 造 業 

27 年上 期 

13.55 

71." 

13  ？ 2 

14  <35 

43.57 

61 ぺ 8 

11 40 

» 下期 

12.24 

70 つつ 

13.71 

15.52 

46.90 

59.27 

11 48 

ガラス 及び 土石 
製品 製造業 

27 年上 期 

20.53 

61.89 

15.78 

22.33 

41.41 

47.98 

12.23 

» 下期 

17.85 

61.23 

16.26 

22.51 

41.94 

43.89 

11.65 

セメ ン ト 製造業 

27 年上 期 

23.56 

62.97 

13.21 

23.82 

35.67 

47.03 

9.87 

" 下期 

20.81 

63.36 

13.57 

23.07 

37.04 

43.74 

9.37 

第一 次 金属 産業 

27 年上 期 

11.25 

75.14 

12.59 

12.27 

49.16 

75.27 

12.61 

ノノ 下期 

8.17 

75.18 

13.09 

11.73 

50.64 

77.62 

13.52 

電気 機械 器具 製造業 

27 年上 期 

19.26 

68.38 

19.03 

12.59 

60.18 

53.41 

14.87 

» 下期 

16.54 

65.35 

20.59 

14.06 

59.42 

49.01 

15.44 

化学工業 

27 年上 期 

12.15 

71.11 

16.171  12.72 

55.97  57.99 

13.19 

» 下期 

12.12 

69.39 

17.10  13.51 

55.86    j  52.98 

13.05 

(備考） （1) 資料 一一 日本銀行 統計 局 「本邦 主要 企業 経営 分析 調査」 による 

(当期 純利 益 + 支払 利 息， 割引 料 + 社債 発行 差金 償却 + 社債 利息 )x  2 
は） 企業 収益率 =  前期 末 負債 資本 合計 + 当期 末 負債 資本 合計 

2 

(3)  材料費 中には 補助 付 料?!？ を、 ヌ -fS 费 中には 福利 費 を、 $ る费 中には 外注 加工費 を 含 

(4)  製造 経費 及び 一般 管 P1! '2!? (版' ん! を 含む） 中には 職风 給料、 重役 報酬、 税 利子 
費と 純利 益の 合計 を もって 付加価値と して 計^した。 


率 

一 般 
管理 費 
(ホ） 

純益 率 

(へ） 

+n  -T*  HFf      典 rh 
刀 H 丄 MTC 贊甲 

労 務 費 比 率 

(ハ） 

(ハ (二 •）  + (ホ ■) 
、ノ  1  \  J  1  、'J  、ノ 

付加価値 比率 
(ト） 

(所 得 率） 
(ハ） +  (へ） 

付 加 価 値 中 
労務 費 比 率 
(チ） 

(分 配 率） 

(ハ） 
(ト） 

ポ， FTT  -、 ；'' 也 キ 
lYi 川 Jj  W  % 

一人 当り 
純 売上高 

(リ） 

一人 一力 月 当り 
付加価値 額 

(i;)x(h)H-  6 

37.59 

% 
4.54 

16.87 

《 

in 
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0 

00 

千円 

974 

千円 
23.6 

12.02 

36.77 

3.90 

17.18 

14.02 

72.18 

997 

23.3 

12.79 

7.57 

6.86 

35.89 

18.26 

62.43 

840 

25.6 

13.00 

10.18 

6.07 

33.12 

17.55 

65.41 

891 

26.1 

17.31 

10.39 

12.09 

30.63 

24.32 

50.29 

880 

35.7 

16.13 

17.26 

11.07 

25.87 

11.11 

51.28 

975 

36.9 

17.79 

11.31 

14.00 

25.33 

23.87 

41.34 

1,435 

57.1 

15.93 

1—1 

21.90 

22.85 

41.01 

1,573 

59.9 

6. 

75 

5.37 

65.13 

17.98 

70.13 

990 

29.7 

26 

3.60 

71.99 

17.12 

78.97 

989 

28.2 

9.83 

9.83 

12.06 

43.06 

26.93 

55.22 

651 

29.2 

10.54 

14.42 

10.59 

38.22 

26.03 

59.32 

686 

29.8 

10.37 

12.72 

5.73 

36.36 

18.92 

69.71 

730 

23.0 

10.31 

18.28 

5.38 

31.34 

18.43 

70.81 

791 

24.3 

四 
八 

む。 

等、 付加価値 所得 分 を 包含して いるが、 抽出 困難な ため、 Wifi 上 これら は 使用者 費用と 見なし ツナ 務 
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付加価値 産 生 性 


あるた め、 経営 形態 はすべ て 株式会社 組織に よる 工場 生産で あり、 中小企業 は 全然 存在の 余地がない こと、 ま 

た 製造工程 において、 機械 装置の 占める 割合が 大 であるた め、 規模に 比べて、 労働者の 数が 極めて 少なくて す 

むから、 従業員 数に あまり 開きが なく  (二 〇〇 人 未満 は 全然な く、 大部分の 工場が 二 〇〇~ 五 〇〇 人で あり、 

五 〇〇 人 を 越える 工場 は 数 工場に 過ぎない)、 一 般 産業 を 対象と した 人員 区分に よる 規模 別 分類 は、 セメント 

H 業に あって は あまり 意味がない (実質的に すべて 規模 五 〇〇 人 以上に 相当す る) こと を 物語る ものである。 

かように、 大企業の みに よって 経営され ている という こと は、 他 産業に あまり 類例 を 兄ない ところで あり、 セ 

メント 業の 賃金水準 を 高く している 大きな 原因で ある。  - 

賃金 は 経営 面から 見れば、 価 を 構成す る 重要な 要素で ある。 資本主義 経済： 卜に あって は、 コストと しての 

賃金 = 労務 費 は、 究極 的に は 企業の 収益 力 I 厳密に 言うならば、 いわゆる 付加価値 生産性 = 賃金 支払 能力に よ 

第二 節 賃  金  二 四 七 


霞 労務  二 四 六 

減少しつつ ある) したがって、 男女 それぞれ について 見れば、 労働力の 質の 面で は、 一般より 賃金の 高 かるべ 

き 根拠に 乏しい が、 現状で は 種々 の 事情から 年齢. 勤続 等、 労働の 身分 的 構成が 高まって おり、 それが 賃金 水 

準 を 高く する 作用 をな している と：： 几る ベ きであろう。 

(II) 経営 面の 要因 

業の 規模が 大き  一般に 賃金水準 は、 企業の 規模が 大きく なるほど 高い。 その 原因 は、 基本的に は 大企業 ほど 生産 設備 その他 

の 点で 近代化が 進んで いるから である。 資本 蓄積の 少ない わが国で は、 中小企業と 大企業 間の 貨金 較差 は、 

特に 顕著で あり、 したがって 中小企業の 少ない 産業 ほど、 全体としての 賃金水準 は 高くなる わけで ある。 もつ 

とも、 終戦後の 乏 インフレ 時代に は、 設備の 荒廃、 原材料の 不足 等の ために、 大規模 工場 も 操業 度が 極端に 

低ド し、 ほとんど その 生産力 を 発揮す る 余地がなかった。 したがって、 企業 規模の 差に よる 賃金 較差 も、 あま 

り 目立たなかった が、 経済 情勢が 正常化す るに つれ、 較差 は 漸次 拡大し、 更に 朝鮮 動乱 ブ— ム によって、 この 

傾向 は 一層 激化した。 試みに 前掲 労働^ 「毎月 勤労 統計 調査」 による 昭和 二十 八 年 二月の 賃金 額 を 規模 別に 分 

柝 して 見る と、 第 七 七 表に 示す とおりで ある 「- 

第 七 七 表の ように 製造業 全体で は、 規模 五 〇〇 人 以上に 対し、 四 九九. （一 〇〇 人 は 八 三 鬼、 同じく 九九... 三 

〇 人 は 六 五 ％ に過ぎない。 これ を r 力. 職別に 兌れば、 右の 比率が 労務者に あって は、 それぞれ 七 九 ％ と 六  一 ％ 

職員に あって は、 それぞれ 八 九" 1 と 七三 ％ と になり、 規模 別 較差 は 労務者に ついて 特に 著しい ことが わかる。 

(その 原因 は、 小規模 企業 ほど 女子 労務者の 割合が 多いた めと 忍 われる) しかるに、 セメント 工業に おいて は、 

このような 一般的 傾， M と は 逆に、 全体として 見ても、 規模 別 四 九九 ~ 一  〇〇 人の 方が、 五 〇〇 人 以上より 僅か 

ながら 上回る 比率 を 示し、 一 〇〇 人 未満の 規模の ものが、 全く 存在 しないと いう 事実と 共に、 極めて 注目す ベ 

き 現象 を呈 している： この こと は、 セメント 工業の 特質、 すなわち 大規模な 固定 設備 を 要する 大量生産 工業で， 


職 間の 賃金 I が 小さい ことで ある」 セメント 工業 は、 その 技術的 特まら して、 生産 労務者 は 他 産業に 比べ、 

少数です むのに 対し、 管理、 事務 職員 は 一般と 大差ない 人員 を 必要と する，」 したがって 職員の 比率 は 相対 ft 

こ大 となる 必然的 傾向 を 持って いる。 そして 労 • 職の 賃金 較差 は、 戦後 労働組合 運動の 影響 を 受け、 戦前より 

著しく i 呢 小した と は 云え、 なお 製造業 全体で は 一 • 五 三倍と いう 数字 を 示して いる。 したがって、 職員の 比率 

が 大きい ほど、 その 産業の 賃金 は、 全体として 高くなる わけで ある。 特に セメント 業に おいて は、 ^. 職の 賃 

金 較差が 小さい という 特徴 (既述の 社 工員 一元化 傾向の ほか、 労務者 屮に 占める 女， -の 割合が 少ない ことが 一 

っゥ である ことに 注意) と 相 まって、 賃金水準 を 高める 作用 を 果してい る こと は、 注意 を 要する 点で ある。 
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以上 を 要約 すれば、 労働 面の 要因のう ち、 セメント 工業の 労働 態 様に 甚因 する 基本的 涼闪 として は、 女户労 

務 者の 少ない という ことが 主で ある。 (近時 セメント 工場 機械 設備の 高度 化に 伴い、 労働力の K 的 向上が 要請 

されつつ あるが、 現状で は 高度の 知識、 熟練 を 要する 職種 はま だ 比較的 少なく、 また 意 筋 労働 職 稀 もます ます 
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第 四 章 労務  二 四 四 

以上、 セメント 業の 賃金 変遷の 概要 を 述べた が、 次に セメント 業の 賃金水準 を 規制して いる 主な 要因に つい 

て、 いままでの 記述と 多少 重複す るき らい は あるが、 労働、 経営の 両 -S から、 ^^^に集約的に分析を試みょぅ。 

(I) 労働 面の 要因 

しばしば 述べた ように、 セメント 業に おいて は、 作業の 性質 上、 女子 労務者の 使用 割合が 他 産業に 比べて 極 

めて 少ない。 戦前 三 • 九％ にまで 減少した 女，.^ の 比率 は、 戦時 屮、 一時 増加の 傾向 を 示した が、 戦後-. m: び 漸減 

した。 セメント 協会 資料に よれば、 昭和 二十 一年 六月 約 一 〇％ であった ものが、 ニナ 八 年 一一三月に は、 約 五 

% にまで 低ド している- (製造 工業 平均 は、 約 四 八 二十 八 年 三月、 日経 連給夸 調査 資料から 推^,) また、 

女子の 男子に 対する 賃金 較差 は、 戦後 労働基準法の 施行 (性別に よる 老別 賃金 禁 40、 女，. ^つ 力 務& の.：.^ 齢 構成 

の， M 上等に 伴い、 幾分 縮小した が、 労働 白書 (二十 八 年度 分 第 七十 八 表) によれば、 なお 二十 七 年 平均 全 製造 

業 四 〇 • 六 ぎ^に 止って いる。 セメント 業で は、 約 五 四ぎ^ = セメント 協会 各社 交換 資料 二十 八 年 二月 分から 推 

算) したがって、 女子 労働の 割合の 少ない 産業 ほど、 全体としての 賃金水準が 高くなる こと は 当然で あり、 セ 

メ ント 業の 賃金が 全 産業 平均に 比べ て 著しく 高 いのは、 このような 性別 構成の 特異性に！ すると ころが 極め 

て 大きい。 

また 現在、 セメント 業 労働者の 平均 年齢 • 平均 勤続 年数が 髙 いこと は、 さきに 述べた とおりで あるが それが 

セメント 工業の 労働 態 様に 1^.^ く.^ 的な もので はなく、 むしろ 企業の 歴史の 古さ r セメント 業 全 従業員の 過半 

数 を 占める 大手 三 社の 歴史が 古い こと、 及び 戦時中から 戦後に かけ、 新設 会社の 出現 を 見なかった ため、 企業 

の 存続 年数が 平均して 長くな つてい る こと) や、 労務の 給源が、 主として 農 山 漁村に あるた めの 定着 性の 強さ 

等に 基く ものである にせよ、 賃金水準 を 高く している W 力な 一 因で ある こと は 疑いない" 

いま 一 っ兑 逃し 得ない 原因 は、 第 七 六 表に 見る とおり、 労務者に 対する 職員の 人員 比が 比較的 大きく、 労. 
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のぐ 数字 を 示して いる。 現在 (昭和 二十 八 年 二月) において は、 セメント 生産の 季節的 影響 (冬期 生産 減に 伴 


う 一部 会社の 能率給 • 超過 労働 給の 減少 等) も あり、 他 産業との 較差 は 若干 縮小 (全 製造業 平均に 対し、 

六 六 倍) している が、 依然 最高 水準に ある ことに は 変り ない。 
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戦争 被害が 軽微であった ため、 比較的 復興が 早かった こと、 及び いわゆる 社 工員 一元化の 傾向が 特に 強く、 賃 

金 面に おいても、 労 . 職の 鞘 寄せが 顕著で あ つ たこと に 基因す る ものと 忍 われる。 

インフレの 収束と 共に、 賃金 は 一般に 頭打ちの 傾向に あつたが、 二十 五 年 六月、 朝鮮 動乱：^ 発に 伴う 特需 景 

気 は、 生産 増大— i 企業 収益の { ^上 を もたらし、 賃金 額 は 急激に 上：； 开カ— ブを 描き、 二十 七 年に はついに 灾赏 

的に 戦 i 刖の 水準 をし のぐ に 至った。 r 労働省 発表の 昭和 九.^ 十一 年 基準、 製造 工業 実質賃金 指数 は、 二十 七 年 

度 年 問 平均 一 〇 ニニ 一一  艿 となって いる。) この間、 セメント 業界 は 幾多の 好 条件に 恵まれ、 空前の vt 兄. を呈 し、 

従業員の 賃金 も、 第 七 五 表のと おり 他 産業に ぬきんでて 格段の 上昇 を-; 小した。 

すなわち、 朝鮮 動乱 以後に おける セメント 業の 賃金 は、 製造 工業 屮の トップ . レベルに 躍進、 逐年 上 异を続 

け、 二十 七 年 七月に は 全 製造業 平均に 対し 職員 は  一 • 五倍、 労務者 は  一 • 九 一倍、 全体として  一 • 七 六. y  口 こ 達 

し、 な， V か 少なく、 高！ W 金 職種の 多い 第一 次 金属 製造業 労務者 (全 製造業 平均に 対し、 一 . ^六き， - を さえし 
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たもので あるが、 各 産業と も、 ほとんど 同じ 傾向の 較差 を 示して いるの は、 これ を 裏書きす る ものである。 

この 期間に おける セメント 業の 男子 賃金 額 は、 前半 は 全 工業 平均と ほぼ 同程度で あるが、 昭和 二十 三年から 

二十 四 年に かけて、 かなり 上回って きて おり、 その 安 合 は、 職員よりも 労務^に おいて 著しい。 1 これ は 業界の 
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とに S 因す る ものと 思われる。 

(備考) 戦前の 労務者 賃金 は、 地域に よって かなりの 開きが 見られた。 したがって、 産業 間の 賃金 比較の ために 

は、 地域 別の 工場 分布 及び 賃金 較差の 状況 を 明らかにしなければ ならない。 第 七 二 表 は、 昭和 十四 年に おける 三 

階級 府県 別の 工場 数 及び 一 曰 平均 賃金の 調査で あるが、 セメント 工業 は 分布 状況 及び 男子 賃金 較差に おいても、 

全 ェ 場 平均と 大差な い 数字 を 示して い る。 
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終戦から 朝鮮 動乱 終戦後の インフレ 昂進 期から、 いわゆる ドッジ • ラインに よる その 収束に 至る までの 賃金 額の 推移 は、 第 七 

まで 

三 表に 示す とおりで ある。  , 

言うまでもなく、 ィ ン フレの 昂進 期に おける 賃金 は、 労働者の 生活 保障 を 主眼と して 決定 せざるを得ないた 

め、 主として 年齢 ニ豕族 数等の 生活 面の 要素に よって 左右され、 企業 本来の 労働 態 様の 差異 を 反映す る 余地 は 

ほとんどなかった。 第 七 四 表 は、 インフレの 激化した 時期に おける 男子 労務者の 賃金 を、 年齢 階層 別に 分析し 
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男子 労務者 平均  一 〇 時間 一 八 分 

セメント 製造 ェ  一 〇 時間 ニニ 分 

金属工業  一 〇 時間 四 九分 

機械 器具 製造 ェ  一 一時間 〇 八 分 

二、 なお 企業の 収益 力の 差異が、 賃金水準に 影響を及ぼす こと は 後述のと おりで あるが、 参考までに 昭和 十一 年 

下期に おける 各 産業の 収益率 (税 引) を 比較 すれば、 第 七 〇 表のと おりで セメント 業 は 製造業 平均より かなり 低い。 


戦時 統制 時代  日華 事変の 勃発に 伴い、 昭和 十四 年 「賃金 統制 令」 が 公布され てから 終戦に 至る までの 賃金 額の 推移 は、 第 

七 一 表に 示す とおりで あるが、 この 期 問 は、 いわば 戦時 賃金 統制 時代と も 言うべき 時期で あり、 企業 自体の 特 

性に 基く 因子よりも、 外的な 事情に よつ て 影響され ると ころが 大 であった こと を 念頭に おいて 観察す る 必要が 

ある。 

すなわち、 この 期 問に おける セメント 業 (セメント 製品 等 を 含む) 労務者の 賃金 は、 全体として は 全 産業 平 

均より 高い が、 その 開き は、 事変 前よりか なり 縮小して いる 反面、 男子 労務者の 賃金 は、 年 を 追って 相対的に 

高くな り、 十七 年に 至り、 全 産業 平均 を 上回る 数字 を 示して いる。 この こと は、 時局の 進展に 伴う セメント ェ 

業の 労務者 充足 難 11 特に 青 壮年 男子の 採用 難 11 による 女子 使用 割合の 培 加と、 男子 労務者の 労働 構成 上昇 


会社の 新設 は 極めて 少なく、 ひいて 新 採用 者 も 少な か つ たという 事情に よる ものと 思われる。 

第二に、 年令 階層 別 賃金 額に ついて 見れば、 未成年者 層 は、 全 産業 平均と ほぼ 同程度で あるが、 成年者 層で 

は、 年令 階層が 高くなる につれ、 低くな つてい る。 したがって 年令 階層 別 賃金 較差 は、 大正 十三 年度に は、 最 

高 一 七三 ％  (一六？ 一七 歳 一 〇〇) と、 化学工業の 一 七 〇％ に 次いで 低く、 昭和 八 年度に おいても 一四 ー艿 

(二 〇？^ 二 九歲、 一 〇〇) と、 窯業 土石 工業 全体 (セメント を 含む) の 一 三 五 ％ に 次いで 低くな つてい る。 こ 

れを セメント 業 内部に おける 職種 別に 見る と、 機械 動力 ェが 最高 ニー  七 ％ と、 かなり 大きな 較差 を 示して いる 

点が 目立つ のみで、 他 はセメ ント業 全体と ほぼ 同様の 傾向 を 示して いる。 

第三に、 勤続 階層 別 賃金 額に ついて 見ても、 五 年 未満で は、 全 産業 平均より かなり 高い が、 五. （九 年 以上 は 

勤続 階層が 高くなる につれ て、 低くな つてお り、 勤続 階層 別 賃金 較差 は 最高 一 六九艿 (五 年 未満、 一 〇〇) に 

過ぎず、 最低の 数字 を 示して いる。 

かように、 戦前に おける セメント 業 労務者の 賃金 は、 年令. 勤続の 要素に よる 開きが 極めて 小さい という 特 

色 を もっている。 男子 労務者の 賃金が、 年令 構成 • 勤続 構成と も 比較的 高い にもかかわらず、 全 産業 平均より 

僅かながら 下回って いるの は そのため であり、 この こと は、 職種 間の 賃金の 開きが 小さい という ことと 相 まつ 

て、 セメント 工業に おける 労働力の 質が 一部の 職種 を 除いて、 全般的に は、 さほど 高度の 熟練 や、 強度の 休 力 

を 要しない こと を 物語る ものである。 重 筋 労働の 多い 金属工業 や、 熟練 労働 を 主と する 機械 器具 製造業に 比べ 

年令 別 • 勤続 別の 各階 層に ついて 見ても、 賃金 額に かなりの 差異が あるの は、 このような 職種 構成の 相 異に 基 

くと ころが 少なくな いと 思われる。 

(備考) 一、 賃金 額の 正確な 比較 を 行う に は、 同時に 労働時間の 比較 を 行う 必要が ある。 商工 省 統計に よれば、 

昭和 十 年度に おける 年間 平均 一 曰 労働時間 は、 左のと おりで、 セメント 製造 ェは 男子 労務者の 平均に ほぼ 等しい- 

第二 節 賃  金  二三 七 


乂 


to  I— * 


へ 


八 


Oo 


OO  Ul 


及び これに 対応す る 階層 別 賃金 額に ついて、 観察し なければ ならない。 第 六 六 表 ~ 第 六 九 表 は、 大正 十三 年 及 

び 昭和 八 年 当時に おける 男子 労務者に つ い ての 数字で あるが、 も つ て 大体の 傾，； 1: をう かがう に 足りる であろ 
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以上の 各 表から、 次の ことが わかる。 

第一 に、 セメント 業 労務者の 年令 構成 を 見る と、 未成年 労務者の 割合が 少なく、 平均 年令が 比較的 高い。 こ 

の 傾向 は、 昭和 八 年度に おいて 特に 著しい。 また 勤続 構成に ついて 見れば、 大正 十三 年度に は、 五 年 未満が 全 

休の 五 二  .六％ を 占め、 全 産業 平均の 四 五. 五 ％ に比べ かなり 多く、 平均 勤続 年数 はむしろ 低い 方であった。 

しかるに 昭和 八 年度に は、 五 年 未満が 二八 • 四％ となり、 全 産業 平均 三 八 ％ に比べ 著しく 少なく、 平均 勤続 年 

数 はかなり せ M くな つてい る- この 理由 は、 第一次世界大戦 時の ブ— 厶 により、 工場の 新 増設が 簇出して からま 

もない ころで、 したがって 勤続の 短い 者が かなりの 割べ n を 占めて いたが、 その後 不況 期に 際会して、 セメント 
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一方、 比較的 女子 労務者の 少ない 金属工業 • 機械 器具 製造業と 対比して 見る と、 全 休 的に も 男子 • 女子 それ 

ぞれ についても、 かなり 低位に ある ことが 看取され る。 

かように、 わが国の 賃金 は —— 特に 戦前に おいて は S— 性別 構成の 差異に よって、 著しい 影響 を 受けた が、 

性 を 同じく する 労務者 間に あっても、 職種に よる 差異ば かりで はなく、 年令. 勤続 年数の 差異に よって 左右 さ 

れる ところが 大 であった。 - したがって その実 態 を 把握す るた めに は、 更に 進んで 年令 別 • 勤続 別の 労務者 構成 


SM^  ,难*4 —— ^s^^^ 「，？ wiI!^ti-3JS±lilii 略 排湘— 


すなわち、 セメント 業 労務者の 賃金 は、 この 期間 を 通じて 全 産業 平均に 比べ、 男子 はいく ぶん 低く、 女子 は 

若干 高めで あるが、 低め 高めの 開き は、 さほど 変らない にもかかわらず、 全体として 見れば、 三 割前 後 も 高く 

なって いる。 これ は、 前述の ように、 セメント 工業に おいて は、 女子 労務者 (女子の 賃金 は、 全 産業 を 通じて 

男子の 半ばに も 及ばない。 昭和 九？ 一年 製造業 平均で は、 僅かに 三  一 *五％) の 占める 割合が、 極めて 少な 

いという 特色 を 反映した ものに ほかなら ない。 
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初年まで は 浅 野 社 (曰 本社) においても、 十二時 間 二 交替が 本則であった。 その後 同社 西 多 摩 工場 (昭和 四 年 

建設) を 始めと し、 逐次 三 交替 制に 転換して きたが、 その 過程に あって、 戦時中 労働力の 不足の ため 二 交替 制 

に復 した こと もあった。 いずれにしても、 この 交替 勤務 を 常道と する ことのた め、 作業員の 居住 関係、 特に 社 

宅に ついては、 配置、 構造に 至る まで 特別の 管理が 要求され る わけで ある。 

これら 以外の 職種 は、 出荷に 二 交替 制 を 採る 若干の 特例 を 除けば、 勤務 も 一般に 常 昼 勤で あり、 格別に 特徴 

ありと 見られる もの はない。 

作業 環境 運転 部門に は、 回転 窯 周り 及び ボイ ラ— 室の 高熱、 湿式 工場に 見られる スラリ —フィルタ— 室に おける 高温 

多湿 下の 作業が ある こと は、 一つの 特徴で ある。 

原料. 石炭. 仕上げ 等、 数 基ない し 十数 基に 及ぶ 粉末 機の 運転され る 所では、 かなりの 騒音 を 伴い、 また 让 

時 は 粉塵の 飛散が 甚 しい 職場が あった。 更に 製品 出荷 作業に は、 セメント 粉末の 飛散が 伴い、 かつ 多少 熱気 を 

のこした セメント を 取扱う ことの あるた め、 作業員の 手. 腕 等、 露出部位に皮膚炎を起す特^；^な事例が見られ 

たが、 集塵 設備 及び 保護 具の 整備 等に より、 現在に おいて は 著しく 改善され ている。 

第二 節賃  金  ，— 

賃金の 本質的 内容 を 形成して いるもの は、 いうまでもなく 賃金 額と 賃金体系 である。 現実に は、 両者 は 一体 

をな し、 切 離して 考え 得ない が、 ここで は 分析の 便宜上、 一応 区別して 述べる ことと する。 

I 、賃金 額 

日華 事変 以前 近代的 セメント 工業の 成立 時期た る 大正 末期から、 日華 事変に 至る までの 貸金 額の 推移 を 示せば、 第 六 五 表 

のとお りで ある。 
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この 部門に おいても、 初期 は もっぱら 労力に 依存した 作業が 主で あり、 その上、 多 かれ 少な かれ、 雑作 業の 

付随す る、 単 能 化しない、 いわゆる 混合 職種で もあった， - しかし、 各種 機械の 採用、 その他 各般に わたり 急速 

に 作業の 合理化が 試みられ るに 従い、 次第に 労力 依存 を はなれる と共に 雑作 業 も 整理され、 近年に 至って は、 

作業の 大部分が 知的 監視 労働に よって 占められる ようになった。 特に 運転 部門の 作業な ど は、 その ほとんどが 

各種 機械の 運転 を 正常に 保持 管理し つ つ、 流れ作業 による 自働 生産 を 要所に おいて 監視 • 統御 . 調節 するとい 

う 形態の ものであって、 往時の 面目 はこ こに 全く 一新され ている。 関連 作業の 中、 自家発電 関係 は、 知的 監視 

労働で あり、 また 検査 作業 も、 精神労働が 主で あり、 比較的 純 筋肉労働と 見られる 修理、 倉庫 及び 製品 出荷 関 

係 作業 も 機械 力 利用の 進涉 度合に よって、 往時と かなりの 差異が 認められる。 

以上の ように、 工場 部門の 作業の 主体が 知的 監視 労働に ある こと は、 原料 採掘 部門と 対踱 的で ある。 その 職 

}^ の 大要 を 紹介す ると、 次のと おりで ある。 

製 造 ェ 11 原料 受 入. 乾燥 • 粗 碎* 粉砕 • 調合. 調整 • 焼成 等の 作業 

検 查 ェ 11 原料. 製品. 諸 材料の 試験. 分析 等の 作業 

機 械 丄 11 機械 修理 • 旋盤. 仕上 • 火 造. 縛 造 • 製 罐* 溶接 .鳶 等の 作業 

. 電 気 ェ 11 廃熱 発電 • 電気 諸 設備 運転、 修理 等の 作業 

営 繕 ェ —— 営造 建築物 関係の 作業 

出 荷 ェ 11 包装 • 出荷 等の 作業 

そ の 他 —— 物品 受 払. 自動車 • トラッグ. 機関車 運転 等、 主として 倉庫 関係の 作業 

運転 部門 (自家発電 • 検査 を 含む) は 回転 窯 を 中核と する ので、 その 昼夜 連続 運転に 対応して、 運転 中 は、 

交替 勤務 制 を 採って いる。 戦後 は 極めて 一部 少数の 会社 を 除いて、 八 時間 三 交替が 原則と なって いるが、 昭和 
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運 搬 夫 —— 玄能小 割 • 積 込 (貨車 積 • 船 積 を 除く)  • 運搬 (手 押 . H ン ドレス • 索道 等) 等の 作業 

そ の 他 —— 修理. 保線. 機械 運転. 試 錐 • 表土 除 ま. 落石 監視 等の 作業 


原料 採掘 場 は、 寒暑 • 風雨 • 落石の 危険に さらされる 露天 作業と、 多湿で 照明 度の 低い 坑内 作業と がその 大 

部分で ある。 特に 危険 度の 高い 高所に おける さく 岩 系統の 作業、 多湿で 粉 魔の 多い 坑内 さく 岩 作業 及び 積 込 作 

業 等、 作業 環境 は 概して 不良で あり、 また 天候に よって 主 作業が 左右され る 弱点 を 持って いる。 

し. かしながら、 手 積、 手 押 作業 を 主と した 過 まに 比較 すれば、 採掘、 運搬 作業の 機械化に より、 今日で は 作 

業 環境 も 安全 度 も 著しく 向上し、 また 雨天の 積 込、 運搬 作業 も 容易と なった。 しかし、 さく 岩 系統に ついては 

主として わが国の 自然 的 条件の 特質 上、 なお 旧来の 様式に よってお り、 今後の 改善に まつ ものが 多い。 

勤務 は 作業の 性質 上、 当然 常 昼 勤で あるが、 最近で は 前述の ような 種々 の 改善に より、 特に 運搬 系統に あつ 

て は、 必要に応じて 交替 勤務 (たとえば 第 一 勤 = 午前 七 時. （午後 三時、 第二 勤 = 午後 三時？. 午後 十 一 時) を 採 

る こと も 可能と な つ た。 

なお 曰 本社 糸 崎 • 佐 伯の ように、 機帆船 等に よって 原料の 海上 輸送 を 行って いる 工場で は、 船員 を 雇用して 

いるもの も ある。 その 大部分 は、 船員 法 その他 船舶 乗組員 関係の 特別法の 適用 を 受け、 かつ 特 ffi- な 勤務 態 様に 

ある。 また 曰 本社 上 磯 工場に あって は、 原料 山から 工場まで 電気 鉄道に よって 鉱石 を 輸送して いるので、 電車 

運転 関係の 職種が あり、 これ また 特別の 勤務 態 様に ある。 

一一、 工場 部門 

まず 主流と 見られる 運転 部門 は、 原料の 受 入れ • 調合 • 粉砕 • 調整 • グ リンカの 焼成. セメントの 粉砕. 製 

品の タン グ 送りまでの 一貫 流れ作業 であり、 直接 関連 部門と して 廃熱 利用に よる 自家発電 及び 検杏 • 作業、 ほか 

に 機械 • 電気 • 営繕の 各 修理 関係 作業と 倉庫 (諸 原材料の 受 払い 及び 輸送) 及び 製品 出荷 作業が 含まれて いる。 
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うな ヒ— スヮ— グで なく、 機械の 監視に 主力が ある ことと 関連して いるし、 また このような 労働の 内容の ゆえ 

に、 操業 度の 増減に 対する 労務の 弾力性が 極めて 乏しい こと も 特徴 的で ある。 

以下 二部 門に 分けて、 それぞれ 詳述して みょう。 

1、 原料 採掘 部門 

労働の 進化 さきに 一 まふれ たと おり、 原料 部門 は、 長く 買鉱 または 請負. に 頼って いたし、 それらの 経営 主 休 はまた 至つ 

て 小規税 で、 t 封 的な 労働 関係に あつたた め、 時流から 取 残され、 安易な 人力 依存に 走り、 採掘 方式の 改善 

も 機械化 も、 ほとんど 行われなかった のが 実 であった" したがって、 もともと 大企業の 直営で 出発し、 発達 

した 工場 部門に 比較す ると、 万事 格段に 遅れて おり、 直営 化の 進んだ 近年に 至っても なお、 その 一部 作業に は 

強度の 重 筋肉労働の 旧態 をの こして いた G 

しかるに 近時、 グロ— リホ— ル法 • トンネル 法の 採用、 パヮ— ショベルの 使用 等、 採掘 方式 そのものの 改良 

普及、 エンドレス • トラッグ. 電気 及び ヂィ— ゼル 機関車な ど 運搬 系統の 機械化 等に より、 その 労働 内容の 改 

善 は 大いに n 几るべき ものが あり、 過去に おいて 採掘 作業の 常態と なって いた 鉱石の 手 積、 手 押 運搬の 重労働 は 

主要 原料 山から 漸次 影 を 消す に 至った- - また ヒ述 のように、 長く 原始的 形態の まま 残されて いた 歴史から：： 儿て 

今後な お 全般に 改良の 余地が 残されて いると 考えられ るので、 労働 量の 水平 化、 作業 安全 度の， M: 上 は、 更に 将 

来に 期して 待つ ことができよう" 

m  種 前述のと おり、 原料 採掘 部門 は 採掘 技術の 発達、 機械化の 促進に よって、 部分的に は 大きな 飛躍 を とげて い 

る。 しかし、 その 作業の 性質 上、 大規模の 機械化が 阻まれる ので、 なお 全般的に 見れば、 筋肉労働が 主体と な 

つてい る こと は、 その 大きな 特徴と 見られる。 以下、 職種の 概要 を 紹介しょう。 

採 鉱 夫 —— さく 岩 • 火薬 装塡 等の 作業 
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すなわち、 第 六 四 表 はこの 事実 を 示して いる 
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；し、 右の まから、 セメント 工業の 労務が、 囊の菌 を 要する ものと 解釈す るの は 当"：：；； る"；；" 

し 力し ま f 力  I んで 大きい 数字 を 示して いる ことに 原因が あるの て は 

同業のう ち、 企業 経歴の 古い 曰 本社 及 ひ d 野 田 社 カネまん てチ VI. 

がって、 |者は付 近 |村|びそ| が 主 i き S;i^、t1 が ri あるが、 I 

ナて、 機械. 電気 等の 菌ェ が、 より 囊 金の 籠に 流れ、 5 と 転職して レ f 力 務 給源 こ、 

；ぃ U 械 セメント H 業の 労務が、 一 謹 造 工業に 比べて、 定 I の 強いの はこうした I ある、 iff 

その 一半の 理由が ある ものと 考えられる。  S, 、は I 戎士 2M 一、  M% り 立って いるが、 その 規模 

セメント 工場の 生産 工程 は、 巨大 な醫を 主体と す t^l 械 百 人 F る もの は 数指 

の 大きさに 比べ て、 労務者の 数 は 極めて ou。  、(！ 国 一； ふ： U ；  ， と は 作業が 機械工業 のよ 

を 屈する に 止まり、 千 人 以上 を 擁する もの は 僅？ ーェ おのみず  ニニ 七 

第一 節 労働の 態 様 


第 四 章 労務  ニニ 六 

業 を 指す。 もともと 原料の 供給 は、 その 発展 過程 を 歴史的に 見る と、 别 企業からの 供給 (買 鉱)、 または 下請 

業者に よる 請負 採掘に 依存して いた 時代が 極めて 長かった。 今日で は 一般に 作業 は 直営 化され、 かつ N は理 化、 

機械化され てきた が、 しかしな お 依然として、 その 一部に 当初の 特徴 ある 労務. s: 容を 残して いるの を 見る こと 

がで きる。 

工場 部門 工場 部門に おける 労務と は、 原料の 受 入れから、 セメントの 仕上げ、 貯蔵に 至る セメント 製造の 主流 作業と 

自家発電 • 修理 • 検査. 倉 車 等の 関連 もしくは 補助 作業 及び 製品 出荷 作業 を 言う。 その 労務 は、 極めて 広範 多 

にわた つてい る。 この 部門で は、 創業 時代から 日進月歩の 改善 (機械化」 が 行われて おり、 近年まで 多く 作 

業 請負 形式の 採られて きた 単純 肉体労働に 属する 倉 車、 出荷 作業の 一 部 を 除けば、 労務 面に おいても 一 段と 近 

代 化の 足 並 は 早 か つ た。 

一 般的 徴 両 部門 を 通じての 特徴の 一 つと 見られる の は、 女子 労働の 割込みの 余地が 少ない ことで ある. - 

日本 社の 労働 関係 諸 統計に 現われて いる 女子 労務者の 数 は、 管理 部門 ( その 補助 部門 を 含む)、 または 副業 

邰門 (曰 本社 過 まの 実^と して スレ— ト 製造、 容器の 製造、 補修 等) の それ を， 小す のであって、 直接の 現業 部 

門に ついて 兑れ ば、 比 t= 無に 近い。 もっとも、 戦時中に は、 たとえば 試験 室 • 鋒 物 場な ど 二、 三の 職場に おいて 

若干の 女子 使用の 記録が 見られる が、 それ とても、 男子 労働 人口の 減少 を 浦うた めの 戦時体制 下の 一時的 現象 

に過ぎない。 

原始 段階に おいて は 利用の 少なくなかった 女子 労働が、 近年 ほとんど 皆無に なった こと は、 一面 機械化の 進 

涉 と共に、 作業 面に おいても 合理化が 行われ、 女子に 適合した 軽 運搬、 選別 作業 等の 雑作 業が 次第に 排除され 

るに 至った 事実 を 物語る。 また 同時に、 他面 戦後の 画期的 立法と 言われた 労働基準法の 中に、 女子 労働者の 厳 

格な 保護 規定 (時間外労働の 制限、 深夜 業 及び 休 曰 労働の 禁止 等) が 盛られる に 及んで、 一段と この 傾向に 拍 


第 四 章 労  務 

第 一 節 労 働の 態 様 

今日、 近代 工業と 称される もので あっても、 その 草創期に さかのぼって みると、 労務の 実態 はすべ て 手工業 

的 原始 形態の 範囲 を 出ない のであって、 主として 単純 肉体労働、 または、 い わ ゆる 「器用 さ」 「勘」 が 物 を 云 

つ た 時代で あり、 そこに 業態 別の 特色 を 見出す こと は 困難で ある。 

したがって、 ここに セメント 工業に おける 労務の 特色 を 紹介す るに は、 当然 原始 竪窯 時代 を 経て、 回転 黨を 

備え、 自家発電 設備 を 有し、 一 応 近代化 された 大正 末期、 または 昭和 初年 以降の 作業 実態 を 主な 対象と して 分 

析 する ことが 適当で はない かと 思われる また 一般的に 見て、 管理 部門ない しその 補助 部門 (本社. 事務所 • 

工場の 事務所 関係 及び 厚生施設 関係の 労務」 (注) に は、 他 産業の それと 比較し、 別段の 特色 も 発見で きない 

ので、 分析の 対象から 除外す る ことと した。 

® 管理 部門 及び その 補助 部門の 対 全 従業員 比 は、 おおむね 二 六 • 五％ 程度で あるが、 この 比率 は 第二 節 賃金 

(二 四 五 頁 参照) の 項に おいて 指摘 するとお り、 労務者 対 職員の 人員 比の 高い 特色から 兑て、 全 製造業との 比較に 

おいて は、 高位に ある ことが 推定され る。 

以上の 見地に 立って、 セメント 生産の 工程 を 見る と、 労働の 質、 環境、 勤務 態 様の 諸 観点から、 原料 採掘 部 

門と 工場 部門と に 大別す る ことができよう。 

ここにい う 京 料 採掘 部門の 労務と は、 主要 原料 を 採掘、 運搬、 粗 砕し、 製造 工場に 搬送す るまでの 一連の 作 


セメント 養! 


プ レ 一 ポ ン ド 


発電 部 


石炭 乾燥 及び 粉末 部 


i 


仕上 部 


出荷 部 
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た 諸 原料の 運搬が、 起重機. エンドレス . その他の 設備に よる 機械 力に 転換され、 労力の 増加 を 行わずに、 ェ 

場 設備の 拡充が 行われた。 

また セメント 工場 は 粉塵が 多くて、 汚ない ところの ように 考えられて いるが、 現在で は 防塵 設備が 発達し、 

煙突からの ダスト はもち ろん、 工場 内の 粉塵 も 排除され て、 快適な 明るい 安全な 作業場と する ことに 努力が 払 

われて いる。 

最後に 現在 一 般に 採用され ている ポルト ランド セメ ント 製造の 工程 図 を 掲げよう。 


いられて いる シ ヱ— キング コ ン ベ ァ—、 粉末 物の 輸送に おける フ— ラ— 社の キニ ョ ン ポンプ、 ス ミス 社の フラ 

グソ トラ ン スボ— タ— のよう な 空気 輸送 方法が 採用され るよう にな つ た。 また 従来 主として 人力に たよ つ てい 


(第 63 表） 


大正 15 年 以降の 国内 回 窯の 推移 （昭和 28 年 3 月 現在） 


大正 15 年 昭和 3 年 昭和 6 年 
(1931) 


(1926、 


(1928) 


(1934、 


昭和 9 年 昭和 12 年 昭和 15 年 昭和 23 年 昭和 28 年 


(1937) 


(1940)  (1948、 


(1953) 


会社 数 1) 
工場 数 1) 


18 
29 


17 

28 


17 
30 


21 
35 


29 
43 


23 
40 


16 
36 


16 
36 


1) 

焼 窯 数 


1) 


冷 
却 
機 
数 


乾 


式 

1 式 
レボー ル式 


70 
2 


74 
2 


79 
8 


91 
12 


105 
17 
4 


96 
19 
4 


計 


72 


直立 式 
円筒 式 
多 筒 式 
急 冷 式 


12 
54 


76 
8 

58 
4 


87 


103 


126 


119 


計 


66 


70 


能力、 実 生産高、 工員 
数に 対する 調査 2) 

調査 工場 数 


26 


24 


8 
61 
12 


6 
55 
40 


1 

59 
56 
2 


0 
53 
55 

4 


81 


101 


118 


112 


28 


66 
243,270 


調査 垸窯数 

月産 能力 （瓲） 3) 

、ム 

3,771 

実 生産高 （月 平均 瓲） ！  241,805 


70  81 
297,270  415,120 


22 

81 
581,490 


30 
95 


64 
16 
3 


83 


0 
32 
46 

4 


82 


28 


96 


(276,514)  (337,896)  (471,850)'  (660,960)  (875,170)  (908,880) 


対 能力 比 

一 工場 当り 工員 数 

工員 一人 当 り 月産 
高 （1^/ 人./ 月 ) 


99.1 


4,344  j  5,242 
280,754  259,437 


91. 


62.5 
人 
295 

31.4' 


7,344 
303,882 

52.2 

人 

233.5 


769,940  i  799,600 
'5,170)  (908,880 

8,291 1 8,329 


34 
60 


67 
22 
3 


92 
0 
35 
46 
10 


91 


36 
96 


397,000  i  855,200 


394,688  343,628 


59.2 


51.3 

人 
182.4 

72.11 


37.8^ 

人 ' 
198.3, 

61.91 


6,600 
142,967 

36.0 

人 

259.0 


8,900 

722,008 

84.4 
人 

293.6 


16.21 


68.3 


備 


考 


(1)  本欄の 数 宇 は 主と して、 セメン ト 聯合 会 年鑑、 セメン ト 工業 組合 工場 表 （昭和 15 
年）、 セメ ン ト 協会 諸 統計 及び セメ ン ト 生産 統計の 資料に よった。 

(2)  本攔は 大正 15 年から 昭和 15 年まで は、 セメン ト 聯合 会 加盟 会社 （外地 を 除く） に 
ついての みの 調査で ある。 ただし、 昭和 15 年の 能力 は、 昭和 14 年 聯合 会 年鑑の 数 
宇 を 用いた が、 昭和 15 年に 生産 を 行って いない 工場 は 除いた。 昭和 23,28 年に つ 
いて はセメ ン ト 協会 統計 資料に よる。 

(3)  本欄の 力 ッ コ 内の 数字 は、 セメ ン ト 聯合 会の 月産 能力で、 1 力 月 運転 時間 682 時間 
とした もので、 現在で は 1 力 月 600 時間 を 標準の 稼働時間と している ので、 比較 
のために 600/682 を 乗じた もの を 上欄に 記入した。 1 基 当り 月産 能力 も 600 時間と 
した ものから 求めた。 


四 〇〇~ 五 〇〇  二 〇 

五 〇〇~ 六 〇〇  一 六 

六 〇〇~ 七 〇〇  一 八 

七 〇〇 以上  一 〇 


iifS  力 一 

(二十 八 年度 セメント 協会 調査 「工場 表」 による)  一 

次に、 昭和 初期からの わが国 セメント 工業の 発達 を、 回転 窯の 数 及び その 製造 様式、 グ— ラ— の 型式、 その 一 

他の 点に ついて、 表に して 見る と、 第 六 三 表のと おりで ある。  i 

第 六 三 表に 示す ように、 大正 十五 年 ごろ は、 窯 一基の 月産 能力の 平均が 三、 七 七ー瓲 程度で あつたが、 昭和； 

十五 年に は 八、 三 二 九瓲と 二倍 以上に 増加して いる。 大きな^；^としては、 月産 能力 一 五、 〇〇〇 瓲の もの も あ 一 

る。 すなわち セメント 工業が、 いかに 大量生産 という 点に 重点 を 向けて き たかを 知る ことができる。 

工場 動力 工場 用の 動力と して 電力が 使用され 始めた の は、 明治 末年 ごろから であって、 浅 野 社 門 司 工場で は、 明治 四 一 

十四 年 四月 全部 電力に 切替えて いる。 当時 は 主として 電力 は 購入され たもので あるが、 大正 八 年 小 野 田 本社 エー 

場に 廃熱 汽缶が 設置され 自家発電が 始められてから、 わが国の ほとんど 全部の 工場で 採用され た。 、王 要 機械が 

大型 化される と共に、 工場の 所要 動力 も 益々 増加して、 粉末 機な ど は、 一基 一、 五 〇〇 馬力の もの も あるよう 

になった。  .  一 

輸 送 設 備 工場 規模の 拡大 は、 必然的に 輸送 設備に 大きな 変動 を もたらした。 初期に 使用され た 輸送機と. ぼえば、 ス クー 

リュ— コン ベア—. ベルト コン ベア—. エレべ— タ— の 類で あ つ て、 あまり 新しい もの は 見られな か つ たが、 

昭和 三、 四 年 ごろ、 ス ミス 社 等の 外国 技術の 導入が 盛んになる と共に、 現在 多くの 工場で、 グ リンカ 輸送に 用 一 
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容積 (立方 米） 

徳山社 

* 

U 

ノノ 川 崎 • 台湾 

浅 野 社 門 司 

せ 

薪 

(旧） 曰 本社 八 代 工場 

—in 

31 

# 
in ト 

設置 工場 

現在の 最大 容積 窯 

この間に 各社の 増産に よ り 500~700 立方 米 程度 
の 窯が 多く 建設され た。 

当時 わが国 最長 最大の 回 1£'：1^ 

昭和 一 一十 八 年 三月に おいて、 稼働して いる 回転 窯の 内容 積 別の 分布 は 次のと おりで ある _ 

内容 積 (立方 米)  基数 

二 〇〇 以下  四 

二 〇〇~ 三 〇〇  八 

三 〇〇~ 四 〇〇  一 五 


回転 窯 登場 以後 


工場) に 設置され たが、 労力に 比べて 生産高が 少なく、 かつ 製品に も 不良品が 多く、 操作に は 非常な 苦心 を 要 

した ものの ようで、 小 野 田 社で は まもなく 中止して、 ディ— チ 焦に 転換した。 小 野 田 社 は、 大正 二 年回 転窯設 

置までに 堅 窯 十四 基、 ディ— チ窯ニ 基 を もって 操業し、 月 平均 生産高 はなお 五 千瓲に 過ぎず、 しかも 当時の 労 

務 者の 数 は 一千 名 近い ものであった。 このように 回転 塞 登場 以前の セメント 工業 は、 労力 を 主と した 中規模の 

工業に 過ぎな か つ た。 

しかるに 明治 三十 六 年、 浅 野 社 東京 工場に わが国 最初の 回転 窯 (径六 X 長さ 六 〇 呎) が据 付けられて、 セメ 

ント 工業の 近代化が 始められ たので ある。 回転 窯に よる 製造 は、 方式の 簡易な ことと、 大量生産の 可能な ため 

逐次 大型の ものが 建設され るよう になった。 回転 窯の 拡大され た 経過 を 調べて 見る と、 第 六 二 表の ようになる。 

すなわち 回転 窯の 内容 積で 見る と、 明治 年間 は 一 〇〇 立方 米 以下、 大正 年間 は 四 〇〇 立方 米までで、 昭和 年 

間に 急激に 発展した ものである。 

窯の 直径の 最大な もの は 四 米で あるが、 機械的 強度の 点な どから 見て 限界であって、 三. 六 米 内外の ものが 

最も 適した 大きさと 考えられる。 長さの 方 は、 外国で は いわゆる ロング キルン (long  kiln) の 経済 として、 

一 五 〇 米に 達する もの も あるが、 わが国で は、 電力 自給の 関係から 廃熱 汽缶 を 持った ものが 多い ので、 現在で 

は徳山 社の 八 五 • 六 米が 最長で ある。 
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明治 十四 年に は、 竪窯八 基、 月産 八 〇〇 樽 (約 一 四 五瓲) となり、 初代 浅 野 総 一郎が 官営 工場の 私 下げ を受 

けた ころ は、 

豎窯 八 基、 フレット ミル 二 基、 乾燥機 二 基、 蒸汽 汽罐 二 基 

工員 数 三十 七 名 

月産  一、 二 〇〇 樽 (約 ニー  八 通) 

に 過ぎなかった が、 その後 漸次 増設され、 明治 二十 三年 第二 回の 増設 後 は 左のと おりと なった。 

竪窯 十四 基、 石灰 窯 五 基、 乾燥 場 五 力 所、 挽 白 機 一基、 

砕石 機 一基、 フレット ミル 三 基、 蒸汽 汽罐 三 基 (総 馬力 四十 三 馬力) 

樽 製造 諸 機械 一 組 

工員 数 セメント 部 一 五 〇 名、 石灰 製造 部 二十 三 名、 樽 製造 部 十八 名 

月産 四、 〇〇〇 樽 (約 七 二 六 通) 

となり、 その後 も 漸次 生産高 は 増加して、 明治 三十 六 年回 転 窯が 設置され る 直前に は、 月産 七 千 樽 (一、 二 

〇 七瓲) となった。 

明治 二十 六 年、 浅 野 社 門 司 工場が 創設され たが、 これ は 原石 法 を 最初 採用した ので、 粉碎に 要する 動力が 多 

く、 一  五 〇 馬力の 蒸気 エンジン を 設置して いた。 この 工場 も 漸次 諸 設備が 増設され、 三十 二 年に は竪窯 十三 基 

となり、 また、 わが国 最初の チュ— ブ ミル (径ー • 五 X 長さ 五 米) 一基が 据 付けられ たこと は、 セメント 工業 

の 近代化への 第一歩であった。 同 工場 は、 その後 粉 灰 焼成 法に 転換した が、 回転 窯据付 前の 月産 高 は 平均 九、 

六 〇〇 樽 (約 一 、 六 五 五瓲) であ つ た。 

リング キルン 

普通の 竪 窯の ほかに、 明治 二十 二 年 ごろ ホフマン 式 輪黨 が 小 野 田 本社と 北海道 セメント 社 (現 曰 本社 上 磯 


直径と 長さとの 関係 や、 容積の 大小に よって 多少 違う ので、 内容 積の みで 判断す る こと は 当 を 得ない が、 同 

形、 同大の もので も 二 〇％ ぐらいの 差が あって、 その 原因が どこに あるか、 また どの 点が 最も 経济 的に 有利で 

あるか は、 今後 研究され なければ ならない 問題で ある。 窯 内の 通風 をよ く すれば、 石炭の 燃焼 量が 増加し、 焼 

成 量 も 漸次 増加す るが、 同時に 熱 交換が 悪くな つて、 廃ガス 温度が 上昇して、 燃料 消費量が 増加す る。 廃熱 汽 

罐を 付属して いる であれば、 それ は 発電 量の 增加 となって 回収され るが、 工場で 使用す る 電力 量 以上 を 発電 

して、 電力会社に 逆 送す るよう な こと は、 工場 全体として 不経済な 話で ある。 

計測 運転の 発達 昭和 初期まで は、 回転 焦に 取 付けられた 計器と 言えば、 窯 尻の 通風 計ぐ らいの もので あつたが、 浅 野 社 西 多 

摩 工場に 湿式 窯 を 設置した 時、 廃ガスの 温度計 *0:>2  メ —タ， I  .CO  +  HS  メ ー タ ー • 一  次 空気の 風 量 計 等が 取 

付けられた。 これらの 計器が、 操作に 有効に 利用され るよう になる までに は、 幾多の 困難が あつたが、 第二 

次 世界大戦 後、 計測 技術の 発達と 共に セメント 界 においても、 焼成 技術の 計測 化に 多くの 努力が 払われる よう 

になった。 現在で は、 原料、 石炭 給養 機 または 回転 窯の 回転 計 または その 記録 計 を 取 付け、 焼成 带の 温度まで 

記録す るよう になった。 これらの 計器 を 駆使して、 複雑な 黨 操作の 性質 をし つかり 把握 すれば、 自働 操作の 理 

想に 到達で きょうし、 現に 曰 本社の 香 春 工場で は 着々 その実 現に 向つ ている。 

第五 節 機械 設備 

回転 窯 登場 以前 明治 六 年、 深 川に 摂綿篤 製造所が 設立され て 以来、 工場の 機械 設備の 規模が どう 変遷して き たかを、 日本 社 

の 工場 を 主体と して 調べて 見る と、 左のと おりで ある。 

明治 八 年 ごろ 竪窯 二 基、 フレット ミル 一基、 蒸汽 汽罐 一基 (二十 五 馬力) 

明治 十二 年 竪窯 四 基、 月産 能力 四 〇〇 樽 (約 七十 ニ瓲) 
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位が 著しく 減少した という 報告 も 見ない。 要するに 重油 

と 石炭との 単位 熱量 当りの 単価 1 1 乾燥、 粉碎 等の 経費 

を 含めた —— がいずれ が 低い かが 選択の 標準と なる"〕 し 

かし U 社の ように、 近くに 産す る 低 品位 炭 を 活用す る 目 

的で 混 焼す る 場合に は、 大いに 価値の ある 問題で ある。 

回転 黨は その 機構 は 簡単で あるが、 その 操作 は 逆に 色 

々な 条件に よって 左右され、 同一の 大きさの 窯で も、 そ 

の 作業 状況 は 各種 各 様で あるた め、 その実 体 はっかみ が 

たい ものである。 寇の 能力 は、 内容 積 一 立方 米 当りの 毎 

時 生産高で 比較す るの が 一般に 用いられて いるが、 現在 

の 窯に ついて 計算した もの は、 大体 次の 範囲に 入って い 

る。 

窯 種別  毎時 生産 能力 (立方 米 当り) 

乾 式  二 四. （三 六. 八瓧 

レポ— ル式  三 六. （五 五 ク 

湿 式 (フィルタ ー なし) 二 五）^ 二八 / 

/  (フィルタ— 付) 二 六？ M  ニー  ガ 

生 灰 式  五 五 ~六〇 / 

(生 灰 式 以外 は セメント 協会 昭和 二十 七 年 第二 • 四半期 

調査 資料に よる) 


石 
炭 

の 

品 


--- ^品 出口 
(風車へ） 


--- 粉石华 ' 
—— 粉砕 ' 

 回転 £3 

•I 送風 入 □ 
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重油に よる 焼成 


ュ ー ブ ミル が 採用 されて いるが、 今後 新設 

LJ 場で ま、 この 方法に よって 空気に より 分 

離された 微 粉炭 を、 その 空気と 共に 直接 回 

転 窯に 吹き込む 直接 燃焼 法が 採用され ると 

思われる。 これに よれば、 微 粉炭 製造 中に 

おこる 粉塵 除去の 困難が 除かれ、 爆発 等の 

危険 も 大いに 軽減され る。 

石炭の 品質に ついては、 かなり 広範囲の 

ものが 使用され るが、 石炭 屮の 灰分の 半分 

ぐら、， よ、 ^^成中にグリ ン カに直接混入す 

る ものであるから、 灰分の 多い もの はグリ 

ンカ 成分に 変化 を 与え、 品赏の 不良化 は 免 

れ ない。 第二次世界大戦 中 及び 戦後に 石炭 不足の ため、 5,icf  g 以下の 石炭 を 使用した 際に は、 1 メン d 

f レ 穿 二、/^  :-。  V3 き、 iaium" 吸 氏 乂 として 5,500  kcal/kg を 主 

よ 規格 こかろう じて 合格す る 程度まで 品質が 低下した 当時 業界 は 石炭の 最 {pf 

；  njm-  く ま,. こ りこよ、 少なくとも ひ," 50 

張し、 そ g 確保 を 要望した ものであるが、 現在の 向上した セメント 品質 を 維持す る" 

Iccal/kg 以上の 石炭が 必要で ある。  、 ョ.. つ tc, こ 一く 

S! 1 こ、.， fv -、、  si 勺 Q 昆 也よ としても 石炭の ように 灰 

i わが国の 数 工場で、 重油が 燃料と して 使用され てレま 的の 見—.^  戈、 ノ する も. > 

分 こ i 原料 成分の 変動 もない ので、 セメント 品質の 向上 も 期待し 得られる し、 また ダス U  rtlu 

實られ る。 しかし 熱 蒙の 向上に よる 利益 は あまり 期待で きない- また 藤に 実施した ェ f  II 

二 一  五 
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成 付^ 設簡 及び 

in 理 技術の 変遷 ， 


石炭 粉碎 
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と 同時に ダスト を 捕捉す るので、 

ダスト 飛散 量 は  一 ~ニ％ に 減ずる 

， J とがで きる と言う。 

アメリカで 最初に 回転 窯が 使用 

された 時 は、 重油 燃焼で あつたが 

その後 微 粉炭 燃焼が 発達した。 わ 

が 国で は、 もちろんお 初から 微粉 

炭が 川 いられた。 当初 はグ リツ フ 

イン ミル. フ— ラ— ミル • ぺ ン デ 

ル ミルの ような 型 の もの を 用 い て 

微 粉炭と したが、 チュ— ブ ミルの 

発達に つれて 漸次 それに 移行した。 

微 粉炭の 細か さは、 八 八 ミグ ロン 

篩で 一 〇~ 一八 鬼ぐ らい、 セメント や 原料の ように 細かくす る 必要が なく、 微粉 はむしろ 爆発 等の 事故 を 起し 

易いた め、 余り 望ましくな いので、 欧米に おける 最近の 傾向で は、 粉砕され たもの を 風 篩に よって 分離して、 

粒子の 大きさ をなる ベく 狭い 範囲に する ようになり、 ロッシュ ミル (Loesche  mill) . レイモ ン ドボ ウル ミ ル 

(Raymond  WOW1  mill)、 または ス ミス 社の タイ ラッグ ス ミル (Tyrax  mill) が 採用され ている。 これら は、 い 

ずれ も 乾燥と 粉砕と を 同時に 行い、 サイクロンで 粗 粒 を 分離し 元に 戾す 循環 粉砕 を 行って いる。 わが国で この 

型の エア ー ス ウェブ トミ ル (air  swept  mill) を 採用して いるの は、 磐 城 社の 小 倉 工場 だけで、 他 は ほとんど チ 


ダ ス 


問 題 


コ ッ トレ ル 電気 集 

塵 装置 


の 試用に 次いで、 わが国の 耐火 物 工業に グロ マグ 系の 煉瓦が 大きく 浮び 上って きている 

第 四に 問題と なる の は、 回転 黨 から 出る ダスト (粉塵) である」 回転 窯 は 煙突 を 横にした ような もので あり 

原料 も 燃料 も 粉末で、 しかも これ を 回転 させて いるので あるから、 ダスト を 飛散させる こと は 当然で ある。 浅 

野 社の 東京 工場が、 その 回転 窯 設置 当初から ダスト 問題に 悩み、 工場 閉鎖の 瀬戸際まで いった こと は、 本 編 第 

三 期で 詳述す るが、 大正 六 年 十二月 コッ トレ ル 電気 集塵 装置の 設置に よって 一応の 解決が 与えられ、 対外 的に 

は 問題が 少なくな つた。 コッ トレ ル 電気 集塵 装置と いうの は、 煙道の 中間に 五 万 ボルト 程度の 直流 電圧 を 持た 

した 電極 (通常 負 は 鋼線、 正 は 鋼板 または 鉄筋 コンク リ— ト板) を 設け、 その 間に 廃ガス を 通じ、 ダストに 荷 

電を 与え、 極 板 上に 集塵す る ものである"」 焼成 技術の 点から 見る と、 ダスト は 石炭 灰が 多量 混入す るた め、 成 

.  分が 原料 調合 物と 著しく 異なり、 殊に コッ トレ ル审： の 


置 

気 


第 


第 四 節 焼成 技 


最後の 室から 採れる もの は、 アルカリ 分が 多い。 通常 

ダスト は、 これ を 原料に 平均に 混 人して 使 川して いる 

が、 特殊な 低 アルカリ セメント を 要求され る 場合に は 

多少 使用 を 制限し なければ ならない。 しかし わが国で 

は、 粘 七 分 中の アルカリが 比較的 少ない ので、 ダリン 

力 中の アルカリ 分 は、 一 ％ を 越す もの は ほとんどない 

ので、 今まで は ほとんど 問題と なった ことがない。 

通常、 ダストと して 回転 から 飛ぶ 量 は、 原料の 一 

〇~ 一  五 ％ であるが、 ス ミス 社の スラリ —プ レヒ— タ 

1 では、 ガス を スラリ ー 中に 通して、 スラリ ー の予熱 

ニニ 二 
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う 


二 一 二 

瓦と グリ ン 力 層との 屮 


張 

火 


に で き る i ぬ 融点 の 低い 部分 を 低温 度 

の 個所に あるよう にしなければ なら 

ない。 第二次大戦 前 焼成 带用 煉瓦と 

して は、 ほとんど すべて 大連？ ^、業 株 

式 会社の 三十 ra:^ ないし 三 ャ 五番の 

ものが 使 m されて いたが、 戦争 末期 

から 終戦後 一 、 一 一年 は 国内 耐火 粘土 

の 不足と 不，： ^のた め、 煉瓦 寧 故の 発 

生に 悩んだ。 この こと は、 耐火煉瓦 

の 焼締 不充分 に よ る 強度 の 不足と 耐 

火 度の 低ド のた めで も あるが、 同時 

に 戦争 中の 回転 黨の 酷使に よる 胴体の 弱体化 も 大いに 影響され ている。 その後、 -の 補修の 進拨と 耐火 物 業者 

の 努力と 相 まつ て 事故 は 著しく 減少した。 - 殊に 旭 硝子 社の コ ル ハ ルト ホワイト や 東海 社の G1 などの 耐火 度 三 

十八，^ 三十 九番 程度の ムラ イト 系 耐火煉瓦の 発展 は 大いに 力が あった。 

欧米で は 焼成 带用 煉瓦と して、 ほとんど AI2O3 七 〇％ 程度の 高 アルミナ 質 煉瓦 か、 マグネ サイト 系の 耐火 

度の 高い 煉瓦 を 使用して おり、 わが国で も 漸次 この 傾向に， M つ ている。 殊に ェ ァ— グ ェ ン チン ググ— ラ ー の 普 

及 は、 当然 燃焼 温度 を 上昇させる ので、 高 耐火 度の 煉瓦が 必要と なり、 マグネ サイト 系の 耐火 物 も、 小 野 田 社 

の 阿哲 工場に おける アメリカの ライ テツ グス (Ritex) 煉瓦の 試用、 日本 社大阪 工場に おける 国産 グロ マグ 煉瓦 


第 


コン スタンへ ノ ド 


(第 53 図） フ ン ボ ル ト 法 


機械的 困難 


全 溶接 窯 


窯 用 耐火 谏瓦 


芽 四 Jim 


させる こと は、 粉塵の ため 汽罐の 消耗 も 多く、 長期の 連続 運転が 阻害され るお それが 多い。 

欠点の 第二 は、 回転 窯の 機械的 構造から くる 困難で ある。 初期の 細く 短い 窯で は、 たいした 問題 は 起ら なか 

つたが、 現在の ように 長くな り、 四、 五 力 所の タイヤで 

支える ようにな ると、 自重の ため 多少 灣 曲し、 断面が 楕 

円形と なる ため、 内 張 耐火煉瓦が 破損し 易くなる。 最近 

日本 社 上 磯 工場に 新設され た 三 号 窯 は、 ス ミス 社の 設計 

により、 胴体の 組立 は 全然 無 を 用いず、 電気溶接 とし、 

最も 荷重の 大きい タイヤ 受 部分に は 七 五耗の 鋼板 を 用い 

かつ 変形 を 防止す るた めに、 リング 板 を 外側に 溶接して 

いる。 これが わが国 最初の 全 溶接 窯で、 今後の 成 緒が 期 

待され る。 

欠点の 第三 は、 高温の 炉体を 回転させる ために、 その 

■e: 張 煉瓦に 制約 を 受ける， J とで ある。 

回転 窯の 内 張 煉瓦に は、 普通 シャ モット 質の 煉瓦が 使 

用され ている が、 この 煉瓦 はグ リンカ 成分の 化学的 侵蝕 

をう け、 その 化合物 は 溶融 点が 摂氏  一、 二 〇〇 度？ -ー、 

三 〇〇 度と なる。 したがって 内 張 煉瓦が 窯. k: の 高温に 耐 

える ために は、 煉瓦の 表面に グ リンカ 成分と 同じ 成分の 

I  層 を 数 権の 厚さに 付着 させ —— これ を 普通 コ ー チン グと 

焼成 技術  . ニニ 
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に 及ぶ ものが 使 m されて いる。 湿式 工場で は、 乾燥 带に鎖 を 下げる 等の 方法で、 窯 尻 ガス 温度 は 摂氏 二 五 〇~ 

三 〇〇 度と なり、 熱効率 はずつ とよくなる" また 最近 紹介され たス ミス 社の スラ リ— プレヒ —タ— (slurry  pre- 

heater) によれば、 廃ガス 温度が 摂氏  一 二 〇 度まで 下り、 1,300  kcal/kg 程度の 熟 CM で 焼成 可能と 言われて いる。 

レポ ー ル窯 乾式 法で は、 回転 窯 内で 窯 尻 温度 を 下げる ことが 困難で、 窯 を 出た 廃ガス を 適当な 設備 内 を 通して、 その 熱 

量 を 利用す る 方法に よらなければ ならない。 前述の 廃熱 汽罐 も その 一例で は あるが、 直接 クリン 力 焼成に 役立 

たせる 方法と して 代表的な もの は レポ— ル黨 で、 発明者 レ レップ (Lellep) と 製作者 ポリ ジ ュ— ス社 (polysius) 

とから 命名され たもので ある。 すなわち、 寵 尻に 移動す る グレ— トを 設け、 その上に 水分 一 四 ％ 程度 を 加えて 

粒状と した 原料 を 二十 糖ぐ らいの 厚さに 敷き、 廃ガス を その上 面から グレ I トを 通して 吸引し、 ガスが 原料 層 

を 通過す る 間に 熱 交換 を 行わす もので、 窯に 給養され る 原料 は 摂氏 九 〇〇 度 以上と なり、 廃ガス 温度 は 摂氏 二 

〇〇 度ぐ らいに 下り、 燃料 消費量 も 1,000  kcal/kg 程度で ある。 回転 窯 も 短 かく、 長さ は 直径の 一 一  三倍 

ぐらいで 足りる。 これが わが国で 初めて 設置され たの は、 昭和 九 年 三 河 社 田 原 工場 (現 小 野 田 社 工場) で、 次 

いで 八幡 製鉄 社の 洞 岡 工場に も 採用され た。 最近の 文献に よれば、 レポ— ル^の ダレ— ト室を 二分し、 最初の 

部分 を 通過した 廃ガス を 次の 部分に 通す ことによって、 廃ガス 温度 を 低下させる 改造 型で は、 860  kcal/kg ま 

で 減少 させ 得た と 述べ られ ている。 

フンボルト 法  最近 粉末の ままで 熱 交換 を 行わせる フンボルト (Humbolt) 法が ドイツで 発明され た。 黨 尻に サイ グ ロン 型 

の 熱交換器 を 数個 直列に 並べ 、 その 中で 熱 交換 を 行わせる もので、 1,000  kcal/kg クリン 力 程度で 焼成で きる が 

まだ わが国で は 採用され ていない。  - 

現在の 回転 窯の 熱 経済に 対する 考え方の 一般の 趨勢 は、 廃熱 を 発電に 利用す る 間接的 利用よりも、 廃ガス 温 

度 を 下げて 熱効率 を 上げ、 電力 は 別に 買電 なり、 自家発電に 頼る 方向に 進んで いる。 汽罐な ど を 回転 窯に 直結 


スラリ —フィルタ 


カルシ ネ— タ 1 


の 廃熱 発電 も 可能であった。 しかし、 500  kcal/kg 内外の 蒸発熱 を 要する というむ だは 無視で きないので、 そ 

の 対策と して 二つの 方法が 採られた。 その 一は、 昭和 八 年 三月 西 多 摩 工場で 採用され た スラリ —フィルタ— 方 

式で ある。 これ は、 原料 水分 を 濾過して、 二 〇％ まで 減少 させ、 燃料 消費量の 減少と 生産 能力の 増加と を 図る 

方法で ある。 同 工場の 実績に よれば、 燃料費 一 五い ュ即 減、 生産高 二 〇％ 上昇、 また 発電 量 も 二 〇％ 増加した。 

その後 わが国で、 この 方法に よる 湿式 工場が 多く 建設され た。 

第二の 方法 は、 廃ガス 温度 を 一層 低下 させて、 その 拟失を 減少 させ、 蒸発 用 熱量 を 補おうと する もので、 廃 

熱 汽罐の ない 七 尾 工場に 設置され た ボリ ジ ュ ー ス 社の カルシ ネ —タ ー が これに 属する ものである。 この 方法 は 

緩 かに 回転す る ドラム 中に、 つづみ 型の 鉄製 媒体 を 入れ、 その上に スラリ —を 流し込み、 媒体 問 を 通過す る 問 

に、 一方で は、 その 中に 廃ガス を 通過 させて 熱 交換 を 行わせる もので、 同 工場の 原料が 濾過し がたいた め、 こ 

の 方法が 採用され たもので ある。 後 

に 宇 部 社 • 徳山杜 でも 採 ffl された が 

ダストの 多い ことと、 機械的 障害、 

電力 事情 等の ため か、 現在で はフィ 

ルタ—方式に変^„<されてしまっ た。 

廃ガス 温度 を 低下 させて、 効率 を 

高める 簡単な 方法と して は、 回転 衆 

を 長く する ことで、 わが国で は大低 

六 〇~ 八 〇 米ぐ らいの 長さで あるが 

アメリカ では 一 〇〇 米から 一 五 〇 米 

二 〇 九 
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している わが： E において、 その 廃ガス 熱量 を 利用す る 

廃熱 汽 嫌が 据付 けられた の は、 大正 八 年 小 野 田 社 小 野 m 

工場が 最初で、 浅野让 でも 十 年 台湾 工場に 初めて 設置し 

その後 ほとんど 全国の 工場に 実施され るよう にな つ た。 

これによ つて、 廃ガス 熱量の 六 〇， 九 程度が 発電 用と して 

冋収 され、 全 所要 電力 の 九 〇 it 内外が 自給され る ことに 

なった グリ ン 力 焼成に 1,750  kcal/kg 必要と する うち、 

電力と して 1； 収 される 熱量 550  kcal/kg とすれば、 灾際 

にグ リンカ 焼成 用の 熱量 は 1,200  kcal/kg となり、 熱 効 

率 は、 相当よ くな つてい る わけで ある- 1" 第二次世界大戦 

中 及び 戦後の 電力 不足の 時代に あっても、 セメント 生産 

に対して は、 石炭 不足に こそ ん だが、 電力の 点で は ほ 

とん ど問题 なく、 順調な生産が^^<施できたのは、 この 廃 

熱 発電のお かげであった 

わが国に おける 湿式 法の 近代的な もの は、 昭和 四 年、 

浅 野. tiiwi 多 摩 工場 並びに 七 尾 社 七 尾 工場が ほとんど 问時 

に 発足して いるが、 いずれも 1£小 科と して、 水分 三 六 ~四 

〇％ を 含む スラリ —を そのまま 回転 窯に 給養す る もので、 前述の ように、 廃ガス 温度が 摂氏 五 〇〇 度 程度に 低 

下す るた めに、 全：^ の 熱量 消費 は 乾式 法と 大差な く、 また 浅 野 社 西多擎 工場の ように、 き 当り 80~100  ICWH 


右 表の I、  E、  m 欄で：： 几る ように、 乾式 法と 湿式 法と では、 水分 蒸発 用 熱量が 著しく s< なって いる， • これ だ 

け 考えれば、 湿式 法 は、 乾式 法よりも 遙 かに 多くの 熱量が 必要と なる わけで あるが、 卞、 際に は、 ガス 熱量 欄 

で 見る ように I と I とで は 差異が なく、  m の 水分の 多い もので は、 かえって 非常に 少ない I これは^ ガス；；！ 度 

の 差から くるので、 それぞれ 摂氏 九 五 〇 度、 八 〇〇 度、 二八 〇 度と なって いる， - すなわち、 たとえ 水分 蒸発に 

熱量が 多くと も、 水の 伝 熱 割合が 原料よりも よいた めに、 廃ガス 温度が 低下で き、 7 リンカ 焼成 川の 全 熱量 は 

比較的 少なくて 济 むこと になり、 原料 調整 や 粉末 作業の 簡易な 点で 湿式 法が すぐれて いるので、 アメリカ など 

では 多く 湿式 法が 採用され ている。 

初期の 回転 窯で は、 製品 を 順調に 焼成す る ことが fffll 点で、 まだ 燃料 経 济等は 第二の^ 题 であった ろうから、 

焦の 大きさ も 直径 六 ~ 七呎、 長さ 六 〇~八〇 呎で、 熱効率 も 悪い ものであった ■■• しかし 漸次. 良人な ものと なり 

大正 年代に 入る と、 長さ 六 卜 米ぐ らいと なって いる。 また わが国で は、 石灰-石の：：？ 位 もよ く、 拈トも 山 粘 卜 を 

多く 使用した ので、 主として 乾式 焼成 法が 採用され た。 ただ 浅 野 社 門 司 工場で は、 . お： や  1 時代 吠と 粘に とに 

よる 粉 灰 焼成 法が 用いられて いたので、 回転 黨に なっても、 この 方法が C 联初 行われた。 次いで？ の 代りに 

生石灰 を 用いた 生 灰 焼成 法が 坂 内冬藏 によって 考案され、 わが国の 特許 (明治 四十 年) を 5^ 浅 野 社の 多数のに 

場で は、 この 方法が 採用され た" これに よれば、 同一 容積の 窯で 生産 量が 加し、 む-吠 焼成 川の 燃料 を 除けば 

燃料 消費量 も 減少で き、 当時の わが国の セメント 生産に 多大の 貢献 をす る ことができた，， これ は、 .5^ 料 調 八：： の 

変動が 多少 大きい のと、 石灰 を 焼く 作業が、 労力と 骸 炭と を 必要と するとい う 欠点が あつたので、 昭和 年 に 

建設され た 工場 は、 石灰石 を そのまま 使 m する 原石 焼成 法と なり、 生 灰 焼成 法 は 第二次世界大戦 後 (昭和 二十 二 

年)、 曰 本社 上 磯 第一 一 工場の 湿式 転換と 共に 完全に 姿を消した。 

廃熱 汽罐の 出現 前述の ように、 乾式 回転 窯の 廃ガス 温度 は、 摂氏 八 〇〇~ 九 〇〇 度で、 全 所要 熱量の £〇％ に 近い 熱 ほ を^ 
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山：： ii その他で アリス チヤ— マ— ズ 式が 採用され た (昭和 二十 八 年) 

この 型式の 特徴 は、 前述の グ リンカ 品質 向 K の ほかに、 冷却 機 全体が 耐大 i« 瓦で 蔽 われて いるから、 冷却 機- 

の 幅 射熱损 失が 少なく、  二次 空気が 摂氏 五 〇〇 度 以上に 予 熱される ため、 燃焼 温度が 高くな り、 燃焼 状態が 著 

しく 改善され る ことで ある。 現在、 グ リンカ 熱の 利用の 点に ついては、 C 戕 良の 段階に 達して いるものと 思われ i 

る。  ， 

回転 窯の 熱 経済 次に、 回転 から 出る 排 ガス 損失 を 減少させる ために、 どんな 方法が 採られた かにつ いて ふれる 前に、 湿式 j 

法と 乾式 法に おける 熱経济 的な 相 異につ いて 述べる と、 第 六 一 表の ようになる：  ^ 
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(一一) エア— グェン チン ググ— ラ— 時代 

エア ー グェン チン  グ リンカと 空気との 熱 交換 は、 どうしても 直接 伝導に よらねば ならない ので、 グ リンカの-卜から 空気 を 吹き 

ググ— ラ ー 時代 

込んで、 グ リンカの 間 を 通過す る 間に、 グ リンカの 冷却と 空気の 予熱を 行う 方法に よらなければ 完全に 行われ 

ない： わが国で 初めて この 型式が 採用され たの は、 昭和 十二 年に 建設され た 朝鮮 浅 野 社と 徳山 社に おける スミ 

ス 社の グレ— トグ— ラ— である" これ は、 窯から 出た クリン 力 を スリット を する グレ— ト 上に 落し、 ^の 外 

側に 取 付けられた スグレ —パ— によって、 グレ— ト上を 順次に グ リンカ を 落 口に 送る ようにな つていて、 その 

間に、 グレ j トの 下から スリット を 通して、 高圧の 空気 を 吹き込み 冷却す る もので、 グ リンカ 温度 は 摂氏 一 五 

〇 度ぐ らいになる。 

そのころ アメリカ では、 八 マ 日 多く 使用され ている エア— グェン チン グ. グ— ラ—  (一 air  quenching  cooler) が 

発達して きた- これ は、 窯と 独立に 運転され る もので、 現在 フ— ラ— 式. アリス チヤ— マ— ズ式 及び ス ミス 社 

フ オラ ッ グス 等が ある。 この 特徴 は、 グ リン 力 を 移動させる グレ— トのド から 空気 を 吹き込み クリ ン 力 を 冷却 

する ものである。 そうして、 摂氏  一、 二 〇〇 度ぐ らいで 冷却 機に 人る グ リンカが、 直接 常温の 空気と 接触す る 

ために 急 冷され、 グ リンカ 成分 中に ガラス 質 を 増加 させ、 製品の 品質 を 上昇させる と 同時に、 ず 気の 予 熱が 完 

全に 行われ、 かつ 7 リンカ 温度 を 摂氏 一 〇〇 度 以下まで 低ド できる。 この場合、 冷却 用 空気 は、 必要な 二次 空 

気より 多くなる から、 温度の 低い 部分の グ リンカ 層 を 通過す る 空気 は、 外部に 放出され るので、 摂氏 一 〇〇 度 

までの グ リンカの 熱量が、 全部 焼成 用に 回収され る わけで はない。 前記の 各 型式 は、 ただ クリン 力の 移動 方法 

が 異な つ ている のみで ある， • 

第二次世界大戦 後、 わが国で もこの 方法が 採り上げられ、 昭和 二十 六 年 秋、 まず 曰 本社 (浅 野 社) 西 多摩ェ 

場 三 号 黑にフ —ラ ー 式 冷却 機が 据 付けられ、 続いて 同社 上 磯 工場 及び 佚 父 社に ス ミス 礼の フ才 ラッグ ス、 小 野 
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せんない 

の 川 内 工場 も 三年に ュ ナ ッグス 窯 を 設置した。 その後に 続く わが国 

セメント 工業の 大 飛躍 時代に 新設され た Hsr は、 ほとんど この 刑 h 卜，^ 

で、 ュ ナツ グス 型の ほかに、 コ— ベック ス型 • 窯業 社 型な どが ある „ 

いずれも 冷却 機.^ に鎮を 張る 等の いろいろな 方法に よつ て、 グ リン 

力と 空気の 接触 面積 は 増加され、 通風 も 円滑に 行われて 熱効率 は改 

善され た。 ただ、 この 方式 は 熱効率の 問題と 共に、 回転？^の低位置 

据 W によつ て、 拔礎費 • 建築費 等の 節減が 主要な 目的と 考えられる „ 


窯と 冷却 機の 単独 

設置 時代 


回転 円筒 式 冷却 機 

を 直列 させた ゆ 


多 筒 式 冷却 機 時 代 


初期の 回転 黨に は、 冷却 機が なく、 その後 高温の グ リンカ を 冷 

却す るた めに、 その 傍に 冷却 機 を 設けた のであって、 グ リンカの 

廃熱 は ほとんど 利用され なかった。 冷却 機と して は、 直立 式の 塔 

形の ものと、 回転 円筒 式と が 使用され ていた。 (大正 五 ~ 六 年) 

(： 口  ) 回転 円筒 式 冷却 機 を 直列 させた 時代 

この 時代に は、 回転.？^ 一 を 高位 置に 据えて、 窯から 出た 高温 グリ 

ン 力 を その 下に 設置した 冷却 機に 落し 込み、 空気 は 冷却 機 を 通つ 

て、 グ リン 力 を 冷却しながら， 一 内に 吸引され るよう にした もので 

二次 空気が 豫 熱される ようになり、 熱効率 は 向上した-" しかし 単 

一な 円筒 型で、 しかも 熱 交換が 余りよ くないので、 冷却 クリン 力 

の 温度 はま だ 摂氏 三 〇〇 度 程度であった。 大正 五、 六 年 ごろから 

大正 末期までに 建設され たもの は、 この 方法 を 採 m している。 そ 

の 後 も、 この 方法 を 採用した ものが 建設され ている し、 現在で も 

多数 使用され ている。 

(： ハ) 多 筒 式 冷却 機 時代 

これに 次いで、 多数の 小型の 円筒 冷却 機 を 回転 黨のグ リンカ 落 

口の 周囲に 直接 取 付け、 回転 窯と 共に 回転す る 多 筒 式 冷却 機が 出 

現した。 昭和 二 年、 浅 野 社 東京 工場の 窯 をデン マ— グ. ス ミス 社 

のュ ナック ス 窯に 改造した のが、 わが国 最初の もので、 小 野 田 社 
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グ リンカ 熱の 回収  グ リンカの 熱量 利 W を 歴史的に：：： 几る と、 次のと おりで ある 

r ィ) と 冷却 機の 単独 設置 時代 


回お の. K 占 w とそ 

の 改善 策 


間 生成 物た るグ リンカになる ので ある- ■ そしてで きた グ 

リンカ は、 一外に 連続 的に 排出され る ま： の 下端 は、 も 

ち ろん 一 部 火蓋で 蔽 われて いるが、 そこ の^き 穴から 窯 

内の ちょうど 焰の 最高点の ところ を：： ながら、 グ リンカ 

の 焼成 状態 を 管理し、 作業す る ものである.^  (口絵 原色版 

参照) したが つて 第一 節 (一 八 九 頁) で 述べ たように、 

回転 黨 焼成 は 四大 特徴 を 持って いるが、 而 欠点 も 多い ハ 

その 欠点 克服への 努力が、 セメント 製造 技術の 近代 発達 

史を なして い ると-; 一- n つ て も 過言で はない。 

欠点の 第一 は、 熱効率の 悪い 点で ある。 wi^?^ 一は その 

底 部 を 流 下す る^ 料と、 その 卜-側 を 流れる 燃焼 ガスとの 

間 で 熱 交換 を さ せる ので あるから、 熱伝逮 の 大部分 は 輻 

射に より、 伝導に よる もの は 作 かで ある。 したがって 窯 

の 奥の 温度の 低い ガスで は、 熱 交換 率が 低ド する ので、 

黨 から 出る ガス 温度 はどうしても 高くな り、 熱 欠が 多 

くなる。 また 焼成され たグ リンカに ついて、 その 冷^ は 

一 一次 空気と して 人る 空気に よるので あるが、 空気に は輻 

射 能がないから、 グリ ン 力からの 輻射に よ つ て豫 熱される ことが 少ないた め、 グリ ンカは 高温 度で や-から 出る 

ので この 熱 損失 も 大きい。 
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を 調 水； - したので あるが、 当時 まだ 実験の 域 を 脱せず、 工業 的に 成功して いなかつ たので、 題と ならなかった。 

その後、 アメリカで 灾 H 化され、 発：^ してきた ので、 明治 三十 五 年 三月、 坂內は；^^、§にょり渡米、 調査の 結 £^ 

アリス • チヤ— マ— ズ会仕 から 径六呎 (一 • 八 二 九 米)、 長さ 六 〇 呎 (一八. 二八 八 米) の 回転 蜜 を 輸入し、 -ま 

野 礼： 3^:;: 小 工場に 据 付けた のが、 わが^に おける^ 初の 回転 窯で ある。 その後、 束 京 工場 は三ャ 九ハ 巾までに 四 基 

設置し、 全部 回転 窯に 転換、 同社 門 司 工場 も 四十 一年 回転 窯 (径ニ  • 一三 四 X 長さ 二 四 ニニ 八 四 米) 二 基、 四 

十二 年 小 野 山 社大連 工場に 回転 窯 (径ニ  • 〇〇〇>< 長さ 三 〇 • 〇〇〇 米) 二 基 を 設置す る 等、 回転 や^ 時代に 人 

つ た。 

回転 焦と いうの は、 鋼鉄 の大煙 

突 を 僅かに 傾斜 r 三 •  五ぎ 0 を 

つけて！ W たえた ような もので、 内则 

を耐大 煉^で 内. = ^し、 毎分 一 冋ぉ" -则 

後の 速度で ゆるやかに！：^ させて い 

る 機械で、 端から 抖を^ 人し、 

下端から 微 粉炭 等の 燃料 を 吹き込ん 

で 燃焼 させ、 料が 蜜の 回転に つれ 

て、 ド 方に 流れて くる 間に 漸次 あた 

ためられ、 ド 端の 焰 温度の 最高のと 

ころに くるまでに 摂氏 一、 四 

一 、 五 〇〇 度に なり、 セメントの 屮 


二 

養子 力 

機 給 格ン機 

粒 動転 

せ ロー  自回ク 送 

①② ③④⑤ 


窯 


近 
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回の 焼成 を 行い、 焼 出 量 は 十三 瓲程 度であった」 燃料と して 無煙炭 を五瓲 ぐらい 使 川して レる ，屮- しさ.^ 力 

グ リンカ は、 不良品が 混って いるので、 最初の 中 は、 良品 は 四、 五瓲 しかで きなかった という ことで ある。 

(本 編 第 一 期 第一 一章 浅 野 工場の 誕生 一 五 頁 参照) 

現在の 竪 窯 現在、 ドイツで 使われて いる 竪黑は 連続 的 作業で、 煮の 大きさ は、 高さ 九 ~ 十二 米、 直径 二  *五丄 一一 米、 一 

日の 生産高 は  一 二 〇.-^ 一  五 〇 瓲で あって、 燃料 消費量 も 1>1§  kcal/kg グ リンカ、 すなわち 6,500  kcal の 石 

炭 こ 換算して、 通 当り 一八 五 近ぐ らいに 相当して いる。 竪窯は 現在 日本で は 実施され ていないので、 ここで は 

主として 回転 黑 による 焼成 技術の 変遷に ついて 述べ よう。 

回転 窯の はじまり 回転 窯が、 セメント 焼成に 実用に な 

つたの は、 一八 九 六 年 (明治 二十 九 年)、 

ハ リ —  ( E.  H.  Harry) 及び シ—  メン (J. 

H.  seamen) によって、 アメリカの 

アトラス 社の セメント 工場で 行われた 

のが 最初で、 当時の 窯 は 長さ 十六 米、 

重油 燃焼で 日産 三〇~ 三五瓲 であつ 

た。 ィ ギリ ス人、 フ レ デリ ッグ. ラン 

サム (p-rederick  Hansom) によって、 

一 八 八 五 年 (明治 十八 年) 回転 窒 一の 特許 

が 得られた ころ、 浅 野 社の 技師 長坂內 

冬藏が 明治 十九 年 ドイツ 留学 中、 これ 

第 四 節 焼成 _ 技. 術，.  ： 
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近、 乾燥と 粉 碎とを 2M の 機械で 行う 方式の ものが 次第に 発 連して きた- わが：^ でも、 石炭 粉^: 

ごろ 現在の 盤 城；^ 小 倉 工場で、 エア— ス ウェブ ト (air  swept) 式の 粉末 機 及び 朝鮮 セメント： で." 

シ ユミル (Loeschc  mill) を 設置した が、 余り 成功せ ず 

iswi 煉機を 別に 彻付 けたよう である しかしながら、 外国 

では 一 般 化して きて、 特に .6 炭の 粉砕に 対して は 水分の 

変動 も 少なく、 また 細か さも 大して 要求され ない ので、 

新 1^:^ される もの は ほとんど この 方法が 採用され ている。 

ス ミス 社の タイ ラッグ ス ミル (Tyrax  mill) や レイモン 

ド. ボウル ミ ル (Raymond  Bowl  mill) 等が これに 属する： 

ボルト ランド セメント 一 瓲の 生産に 必要な 電力 量 は、 

約  一 二 OKWH  くらいで あるが、 その 中、 八 〇％ は 粉砕 

に 使 m される もので、 その 能率の 増進に ついては 不断の 

努力が 仏 われて いる」 

® 四 節 焼成 技術 

ポルト ランド セメントの 焼成 に 最初 竪^が 用いられた 

こと は、 前述のと おりで あるが、 明治 初期 設置され た竪 

窯 は、 高さ 八 間 ( 一 S> 五 米)、 中央部の 直径 二 間 (三 • 

六 五 米)、 連続 的 作業で なく、 四日ない し 七日で 一窯 一 


閉 跻粉&  closed 一 

circuit  grinding 


コン セン トラ 型ミ 

レ 

ノ 


粉末 機と 乾燥機 


乾式 法で は、 微 粉の 増加と 共に 粉砕 能力の 低下が 著しい ので、 微粉を 分離す る 選 粉 機 (separator) が 採用 さ 

れ、 粉碎 動力の 節減 を 図った (明治 四十 三年. 浅 野 社 門 司 工場)。 現在 乾式 工場で、 原料 粉末に 選 粉 機 を 使用 

しない 工場 は ほとんどない-」 しかし 湿式 法の 場合に は、 微 粉の 増加に よる 能力 低下が 著しくない のみならず、 

なお その 分離に は、 鉱山で 使用され るグ ラシ フ アイ ァ (classifier) ゃシッ グナ—  (thickener) による 循環 粉碎方 

法に よらなければ ならない ため、 設備費が かさむ ので、 わが国で はま だ 行われて いないが、 アメリカ では 多く 

の 工場で 実施され ている。 

また 今まで は、 作業の 簡素化の ため、 一本の 長大な ミルに より 粗粉碎 から 微粉碎 まで 行う 傾， 1： にあった が、 

粗 粒の 粉碎 は、 王と して 衝撃に よる ものであるのに 対し、 微 粉の 粉 碎は 摩擦に よるす りつぶ しで あるから、 粉碎 

機構が 異なる この 二 稀の 粉碎 を、 一基の 機械に よって 行う ことに 矛盾が あると されて いる。 したがって CJ. 取 近の 

アメリカの 5? 〈向で は、 粗扮碎 に対して は、 ブレ— キグラ ッシャ —ふ コ — ングラ ッ シャ— 广 または ボ— ルミ ル) 

i 振動 衞 という 系統で、 チュ ー ブ ミル へ の 給養 原料 を 細かくす る ことが 行われて いるが、 最も 合理的な 方法で 

わが国で もこの 傾向に 移りつ つ ある。 

少し 変 つた チュ， ー ブ ミルと して、 グ ルップ グ ルツ ソン (Krupp-Grusson) 社の コンセント ラ (concentra」 ミ ル 

が ある。 微粉碎 部分の 内部 を 五 室に 分割した もので、 粉 碎ボ— ルの 摩擦 力 を 加し、 かつ ミル 全 休の 荷重 を 平 

均させ、 所要 動力の 節減 を 図った もので、 朝鮮 浅 野 社で 採用され (昭和 十二 年) 、現在 小 野 田 社 大船 渡 工場 及び 

磐 城 社 栃木 工場に も 使用され てい る" 

次に 乾式 粉砕で は、 粉砕に 先立ち、 水分 を 一ぎ j 以下と なる よう 燥し なければ ならない。 現在、 王と して S い 

られる 円筒 回転 型 乾燥機 は、 明治 三十 二 年 ごろから 使用され 始めた もので、 石灰石 • 粘土 等 は 直 火 式が 多く、 

石炭 は ラグ ルス コ— ルス 刑. -の 二重 円筒の ものと、 カンマ— 型の 煙道 内で 冋転 する ものと が 川 いられて いる。 S 
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チ ュ —ブ ミルの 登 


チ 


ブ ミ ル 
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ル. ケンプ 社から ジョ ー グラッシ ャ—. 口— ル グラッシ ャ— を 購入して いる。 動力源と して は、 一. 五 〇 馬. f 

汽罐 を 設けて いる： また 二十 九 年、 同社に ベン デル ミルが 設置され たが、 全 休と して 粉砕 工程に 大きな 変ル 

なかった。 

しかるに 明治 三十 一 一年、 浅 野 社の 門 司 工場に わが国 最初の ボ— 

ル ミル 及び チュ— ブ ミル r 径ー • 五 X 長さ 五 米) が ドイツ、 ナ— 

ゲル • ケ ンプ- 仕から 輸入され るに 及んで、 現代 セメント 工業 誕生 

の 第 一 歩が 印され たので あるし 

ボ— ル ミル . チュ —ブ ミルと いうの は、 第 四 〇 図に 示す ように、 

鋼板 製の ドラムが 横に 支えられ、 毎分 一 一十 回転 前後の 速さで 回転 

している 機械で、 その内 容積の 三 〇~ 四 〇％ 程度の 鋼 球 を 入れて、 

回転す るに つれて 鋼 球の 衝突、 または 摩擦に よつ て 粉砕 を 行う も 

ので、 普通 ボ— ルミ ルは 直径と 長さが、 あまり i^」 のない もの を 言 

い、 チ ュ —ブ ミ ル は 直径に 対して 長さの 大きい もの を 言う-」 

この 型の 粉末 機の 特徴 は、 その 構造 及び 保持の 簡単な ことと、 

大規模 の ものが 製作 できる ことで ある- 次いで 両者 を 結合 したよ 

うな コン べッブ ミルが 採用され (大正 九 年)、 次第に 大型の ものと 

なり、 直径 一 一 . 六 米、 長さ 十五 米、 動力 一 、 五 〇〇 馬力の もの ま 

でが 出現し、 伝導 装置 も センタ— ドライブ (ccntcr-drivc) の もの 

さえ 現われる に 至 つ た。 


セメント だけが、 フ レツ 


して 主として フレット ミルが 用いられた。 当初 原料に は 消石灰と 川 泥と が 使用され たので、 粉 なの、 ふ 要よ なく 

ルで 毎時 一 一 五 〇- 瓧 から 五 〇〇 近ぐ らい 粉碎 され、 動力源と して 約 一 一十 馬力 程度の 

汽罐が 使用され ていた-, その 

当時の セメントの 細か さは、 

明治 十 八 年の 虔居御 造営 事務 

局の 試験 表に よれば、 方才に 

三、 六 〇〇 孔の II (約 二十 メ 

ッ シ ュ) で 三 • 五 と 記載 さ 

れ ている。 大体、 現在の 規格 

の 八 八 ミグ 口 ン衞で 四 五 ％程 

度であろう。 小 野 出社 「創業 

五十 年史」 によれば、 明治 二 

十五 年 ごろ、 八 八 ミグ 口 ン銜 

で 四 三 •  ^"？ と. つ. ^政され てい 

る。 

小 野 では、 叨：^>^ニ十ニ 

年 f 出む. 吹の 代りに、 直接 石灰 

石 を 粉 ゆして.； 料と する 乾式 

法 を 採 川し、 ドイツ、 ナ— ゲ 

一 九 五 


第 


第 
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反応に よって 行われる ので あるから、 その 表面積の 多少が、 その 製品の 品質の 一部 を 左右して いる。 従来の I ぼ 

によって 細か さ を 定める 方法で は、 篩 上に 残った 粗い 粒子の 量の 多少 を 基準に している ので、 大部分 を 占める 

微粒子の 状態 はわから ない。 粉末 方法の 相 異によ つて、 その 拉 子の 分布 状況 は、 かなりの 相違が あるので、 現 

在で は、 その 微粒子の 分布 状態と 関係が あると されて い 

る セメント 粒子の 持つ 比 表面積 を 測定す る 方法に よ つ て 

その 細か さ を 表わす 方法が 採られて いる" リツ チン ゲル 

(Rlttlnger) の 法則に よれば、 粉ぶ 物の 表面積 は.、 大体 

仕事量に 比例す ると 考えられて いるから、 セメント 粉砕 

に 必要な 仕事量 は、 ある 比 表面積 を 目標と した 時、 大差 

ない ものと 言える。 

しかるに、 調合 原料に ついては、 焼成 工程で 半 溶融 状 

態に して： 2;」 めさせる ので、 その 粒 f の 大きさが 反応に 適 

する 細か さに なり さえ すれば よいので あって、 極微 粉末 

の 部分 は、 ただ 0^ く 液 相に なって しまう だけで あるから 

そういう 微粉 部分 は あまり 必要で はない。 したが つ て 原 

料の 比 表面積 を 小さく すれば、 仕事量 はかなり 圧縮す る 

ことができる はずで、 その 点で、 セメント 粉末と 意った 

管理が 採られる ことになる。 

叨ュん 初期の 粉砕 技術の 発達し ない 時代に は、 粉砕 機と 


ク 


の 特許 


つて、 調合 原料の 均齊 度が 最も 重要視され るべ 口 セメントの ような 早 強 セメント を 造る 場合に は、 湿式 法に よ 

ら なければ ならない。 原料 ミルの 粉末 能率 もよ く、 また 輸送 等 も 簡単で あるから 労務 费も 少ない" ただ 料が 

スラリ —であるた めに、 ミルの 胴体 . 裏板 • 粉砕 ボ— ル . 輸送機 等の 消耗が 大きい ことが， 入 点で ある。 しかし 

焼成 関係に なると、 乾式 法が 有利で、 湿式 法で は 燃料 消費量が 一 五 ％ ぐらい 多く、 廃熱 ボ イラ— による 発電 は 

少ない。 湿式 法で も、 フィルタ— により 水分 を 二 〇％ 程度に 減少させる 時 は、 燃料 もや や 減少し、 発電 量 も W 

加す るが、 それでも 乾式 法に 比べれば、 同一 大きさの 回転 窯で も 焼成 量 は 約 一 〇％ 小で ある しかし、 溝が 

均齊 であるから、 均 齊なグ リンカ を 生産で き、 土手 発生 等に よる 困難 は 少ない。 - また 通 •  C い 強 • 屮 席 熱 等 各 

種の セメント を 同 一 の 設備で 製造しょう とすれば、 その 成分 を 自由に 調節し うる 湿式 法が すぐれて いると 言わ 

なければ ならない。 

最近 輸入され た アメリカ 誌 (； Witt;  Pit  &  Quarry,  Jan.  1953,  p.  100) によれば、 水の 代りに.，^ 汕 製：； i を 使 川 

して 原料 を 調整し、 焼成 前に これ を 濾過し、 なお 残余の 石油 製品 を 蒸溜、 冋 収し、 その 乾燥^ 料 を^に 給養す 

る 特許が 発表され ている が、 湿式、 乾式 法の 両長 1^ を ねらった もので、 面白い 考え方で ある。 


原料 粉碎と セメン 

ト 粉砕の ちがい 
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粉碎 工程に は、 原料 を 化学反応させる ため 均一な 粉末 原料と する！ 3§ 料粉碎 工程と、 焼成され たグ リンカに 少 

量 9 石膏 を 加えて、 最終 製品た る セメントに する セメント 粉砕 工程と が ある" この 二つ は 同じ 粉砕 工程で は あ 

るが、 近 ごろの 考え方で は、 多少 違った 内容 を 持たせて いるよう である なお、 このほかに 焼成 用 炭の 粉碎 H 

程が ある。  .： 

セメントの 粉末に ついて 考えて みると、 セメントの 凝結-硬化 は、 セメント 粒， J と 水との 接触. における 化 c.^ 

第三 節. 粉碎 技術  一 九 三 、 


調 八：： 料の 均齊度 


めに 式法 • 湿式 法の 

比較 
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は 三 〇％ ぐらい • の もので、 なお 七 〇％ は 固 相で ある、、 したがって、 その 化学反応 を 完成させる ために は、 原料 

を 細かくし なければ ならない- 品 1^ を，： 1: 上させよう とすれば、 その 細か さ を 益々 小さく しなければ ならない。 

明治時代の 原料の 細か さは、 八 八 ミクロン 篩で 二三 おぐらいで あつたが、 現在で は 五 以下と なって いる そ 

れ によって 原料の 反応性 を 高め、 また 均一 性 も 助けてい る」 粉碎 法の 変遷に ついては 後述す る 

次に 重要な こと は、 調合 原料の 均齊 度で ある C 明治 初期の 竪黨 では、 消石灰と 川 泥と を 川いた 湿式 法に よつ 

たので、 原料が 割合に 均齊 であった と 思われる が、 セメント 工業の 原料 は 天然 物で あるから、 その 品質 は 一定 

ではない こ 石-灰 石 でも、 一 =4 から 一 〇％ ぐらいの 粘土 を 含む ものが あり、 これ を 川いて 調へ：： すれば、 調合 原料 

の 成分の 変動 は 免れない 調合の 割合 を 正確に したと しても、 できた もの は 一定の 成分 を 持つ と は 限らない の 

で、 多数の 貯蔵 タンダに 入れ、 これから 平均に 抽出して、 ほぼ 一定の 成分と なる ようにし なければ ならない- 

これが 乾式 工場の 原料 タンクの 任務で あるが、 石灰石の 品 Iw- の 変動が 多い 時には、 充分に 均一 にす る こと は 困 

難で ある- しかるに、 湿式 工場で は 四 〇％ 前後の 水 を 含む スラリ —とされる から、 これ を 機械的に； ^人口 澄^し 

て 均一 にす る ことができ、 場合によって は、 他の 成分 割合の もの を 加えて 修正す る ことができる また、 石灰 

石の 粘土 分の 変動が 人き くても、 一定の 成分に 補正で きる： これが 湿式 法の 特徴で ある n 取 近、 せ： A による 粉 

体の 流動 化の 技術が 発達した ので、 乾式 法で も、 流動 化された .：5^ 料 を 機械的に 攪禅 混合して、 均齊 にす る 方法 

が 行われ 始めて いる。 昭和 四 年、 浅 野 社 川 崎 工場で ス ミス-.^ の i^,?..^ により、 その 試験 を 行った ことがある" 当 

時 は、 粉体の 流動 化の 技術が 今日の ように 発達して いなかつ たので、 機械的 故障が 多くて 成功し なかった が、 

原料の 均齊 化の 目的 は果 したよう である" 

乾式 法と 湿式 法との 優劣に ついては、 色々 述べられて いるが、 原料 関係に ついて 言えば、 湿式 法の 方が すぐ 

れた 点が 多い。 まず 京 料の 選択 範囲が 広く、 しかも その 調合 は、 容易で 自由に 補正す る ことができる。 したが 


して、 セメント を 以て 造りました。 当時 セメントに は 石膏 を 入れて なかった のです が、 硬化が？^ いので 新しい セ 

メント に 石膏 を 入れた ものが、 一番 良い 様に 思 ひました" 出来 上った もの は、 明治 二十 三年 上野に 開 かれた 第三 

回 内国 勧業博覧会へ 出品 致しました。 多分 浅 野 セメント 会社に 今でも 残って 居る で せう。 (si 和 十二 年 八月 号 雑 

誌 「セメント 工業」 中の 「明治 初期 独逸 留学 当時の 思 出」 九 頁) 

(編 注) 「浅 野 社に 残って 居る でしよう」 と あるが、 これ は 大正 十二 年 関東大震災で 焼失 

(注 二) 風化の 方法に ついては、 宇都 宮三郎 の 書いた 「セメント 製造 ノ説」 (明治 二十 年 六月 二十 八日 付 発行 

「建築 雑誌」 第 六 号) の 中に 出て おり、 内容 は 次のと おりであった。 

セメント ヲ 風化 ス ル 一一 ハ 厚サノ 厚薄 二 ヨリ テ 時間 二 遅速 ヲ生 スル モノ ナレハ 厚サ 一 、 一 一寸 位 二 散布 スルゅ ハ 凡ソ 

一 週 ヲ以テ 足 レリ トス レ トモ、 若シ之 ヨリ 厚ケレ ハ尙 数日 ヲ要ス へ シ〕 製造 家 ハ早グ 之 ヲ壳リ 出 サン ト欲 シテ未 

タ 風化 セサル モノ ヲ樽詰 ト為ス コト ァリ。 是等ハ 最モ： li- 意ス へ キコト ナリ。 若シ セメント ヲ 風化 スル 二 場所 時間 

等 ノ乏シ キ時ハ 先 ッセメ ン ト ヲ詰メ タル 樽 ノ蓋ヲ 開 キ細キ 棒 二 テ セメン ト中 二 穴 ヲ穿チ 其間ヲ 空気 ノ 流通 スル様 

二 為 シ置グ 時 ハ 自ラ 風化 シ 使用 スル時 二 於 テ差支 ヲ生ス ル コ トナ カル へ シ。 

.  第二 節 原料 調整 

原料の 調整  セメント 工業 は 化学工業で あるから、 製品の 成分い かんに よって、 品 Igu の 良否が 左右され る こと は 論 を また 

ない。 水 硬 石灰から 出発した ボ ルト； フ ン ドセメ ント は、 理論より もまず 現場から 発達した ものであるから、 

最初 は 余り 成分の 基準 も 厳密で なく、 石灰 分と 粘土 分との 比率の みに よ つ て管埋 された ものである. しかしな 

がら、 化学的 研究の 進む につれ て、 粘 上 成分の 割合が 重要な こと も わかり、 次第に 化学 成分に ついて 精密な 管 

理が 必要と なって きた。 

•  中間 製品の グ リンカ 4^ 成の 化学反応 は 固体 反応であって、 一部が 溶融して 液 相 を 生成す るが、 その 液 相の 量 
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を 脱せず、 製品の：： gwl; も 満足され 

る 状態に は违 していな いようで あ 

る。 

その他-中，.^ がに よる 焼成が 実験 

された こと も あるが、 灾 用に は 至 

ら なか つ た。 

第三の セメ ン ト粉碎 過程に おい 

て は、 -说. ^的な 変化 はなく、 要す 

るに 粉碎 機の 発 述 によって、 セメ 

ントの 細か さが 変化して きたの み 

である ただ 初 W の セメント は、 

石膏 (注 一 ) を 添加し なか つ たた 

めと、 遊離 石-次が 多かった ために、 

凝結と 安定性と を 風化 r 注 二) こ 

よって 調節した が、 現在で は その 操作が 不要と なった U セメント 工場の 古い 人達が、 出荷 場 を 「サン プ」 とい 

つたが、 これ は i- 口、 セメント を 床に 撒布し、 風化して から 出 is した 名残りで ある： 

(注 一) 佐々 木 林 蔵 (大工 職、 建築 技術 養成の ための ドイツ . ベ ッグ マン 留学生) は、 中， 1 時の 模様に つ ひて、 ， 尺 

のように 語 つて、，' る。 

•  ト イリで は 室 內装资 の 「ォ— ナメ ント」 を 作る こと を 習いました。 帰国して から 深 W の 浅 Mir ェ昜 の；^ 内 氏と 相お 


に 一 回ず つ 窯 詰めす る もので なく、 自動 連続 式で、 作業 方法と して は、 焼成 带の 位置が 窯の 上部になる ように 

して、 グ リンカと なる までの 原料 層 を 薄く している。 この こと は、 当然 廃ガス 温度 を 上 n 升 させ、 熱絰济 的に は 

不利になる が、 原料 層が 薄い から、 成形され た 原料が 圧力に よって 破& される ことが 少なく、 通風が^ W され 

ないから 品質の 均齊が 得られる ものと 思われる" グ リンカの 顕熱 による 燃焼 用 空気の 予 熱に 重点 をお いた もの 

である。 したがって 廃ガス は、 原料の 乾燥 等に 利用して、 極力 燃料の 節約 を 図って いるので、 黨の 所要 カロ リ 

—として は、 レポ— ル 窯の 瓧 当り 1,000  kcal と 大差ない-い 要するに 現在の 堅 窯に よれば、 投下資本が 少なくて 

すむ とうい ことが 一 番 主要な ねらいで はなかろう か。 品質に ついては 遜色ない と言われ るが、 回転 窗グ リンカ 

に比べて、 やや 低位に ある こと は 免れない。 

回転 窯に よる 焼成  回転 黨に ついては、 後 節で 詳細に その 発達 を 述べる が、 回転 窯 焼成の 特徴 を举げ ると、 山 原料 を 成形す る必 

要がない から、 原料の 選択が 0 由で、 ただ 化学 成分 だけ を 考えれば よい こと、 ②微 粉炭 • 重油. ガス 等い かな 

る 種類 の 燃料 も 使用 できる こと、 殊に 微 粉炭の 使用 は 燃焼の 管理 を 容易 に し 、 熱 効 率 を 高 める ことができる， ン 

焼 手が 黨の 中の 製品 を 直接 兄ながら 焼成す るから、 品質 を 自由に 管理す る ことができる "め 生産 工程が 簡単 

かつ 大量生産が 可能と なり、 労働生産性が 非常に 高い ことで ある。 もちろん 熱 経济の 立場、 または 機械的 構造 

の 立場から 種々 の 困難 は あるが、 上記の 四大 特徴の 故に 圧倒的な 支持 を 受け、 欠点 も 漸次 克服され て 今日に 至 

つてい る。 

ルル ギ 式 焼成 第三の ジン タ— バ ンド (sintcrband) による ルル ギ (Lurgi) 式 焼成 は、 鉄鉱石 等の 焼結に m いられた ジン タ 

1 バンド を 利用した もので、 昭和 十四、 五 年 ごろから 研究され 始め、 現在 ドイツで 二、 三の 工場が 設立され て 

いるが、 まだ 今後 どのような 発展 をす るか 不明で ある」 詳細に ついては^ 略す るが、 この 方法の 特徴 は、 製作 

者の 言に よれば、 黨の 運転 休止が 簡単で、 設備 も 小さく、 燃料 消費量 も 比較的 少ない というが、 まだ 試験の 域 
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ドイツで は、 回転 索と 並行して 竪黨 についての 研究 も 怠らず、 その 欠点 を 補って 今日 益々 発展しつつ ある こと 

よ、 ドイツ、 乃 技術，： T 熱意と 信念の 現われと して 驚嘆すべき ものが ある、 今日の 竪黨 (，isf"  i は iini のよう 


れ るよう になった。 すなわち、 これが 竪窯 時代の 乾式 法で ある。 

回転 窯 (rotary  kiln) による 焼成 法が 登場す るに 及んで、 原料 を 成形す る 必要が なくなり、 粉状の まま？ に 

送 入す る ことができ るので、 熱 経済的に 見て 乾燥した もの を 送 入す る 方が 合理的で ある。 したがって、 原料 を 

乾燥、 調合、 粉碎 し、 乾燥した ままの 粉末 原料 を 直接 回転 窯に 装 入す る 乾式 法が、 として S いられた。 しかし 

ながら、 欧米の ように 石灰 源と して マ— ル のよう な 泥状の 原料 を 使用した 地方で は、 乾燥す るのに 多くの 燃料 

を 要する ので、 むしろ 逆に 水 を 加えて、 粉砕、 調合 操作の 簡単な 原料 スラ リ— (水分 四 〇％ 内外；) として^に 

送 入す る 方法が 用いられ ていて、 これ を 回転 窗の 湿式 法と 言って いる。 

セメント 化学の 発達に より、 成分に 対する 要求が きびしく なり、 早 強 セメントの 登場に よって、 湿式 法 は 原 

料の 均齊 度と 調合の 正確度の よいた めに、 わが国で も、 昭和 四 年 建設され た 浅 野 社 西 多 摩 工場 • 七 尾 社 七尾ェ 

場 (現在の 磐 城 社 七 尾 工場) で 採用され るに 至った。 現在 湿式 工場 数 は 全国 工場の 二 七 ％ である。 

次に、 焼成 過程から 分類す ると、 大体 次の 三種と なる。 すなわち 竪窯 焼成. 回転 煮 焼成 及び ルル ギ式 ジン タ 

1 バ ンド による 焼成で ある。 

ポルトラ ンド セメントが、 石灰から 発達した ものである こと は 前述のと おりで ある" わが国で も 回転 黨の導 

入 以前 は、 ほとんど 石灰 窯に 類似した セメント 寇が 用いられ、 他に は 小 野 m 社の ディ I チ黨、 小 野 山 社と 北海 

道 社の 輪 窯 (ring  kiln) があった のみで ある。 竪 窯の 燃料 消費量 は 比較的 少なくて すむ が、 ^料 を 成形して 窯 

に 詰める 作業に 人手 を 多く 要する" また 一度 粉末に した もの を 固める ので、 石灰 窓の 場合の-,;^ 灰 石の ように 硬 

くないた めに、 窄ー 内で くずれて？^ 一の 通風 を 不平 均に する ので、 焼成の 均一 を 期し 得ない。 また 原料と して 粘土 

の 可塑性の 強い もの、 すなわち 粘 遣 力が 強く、 成形した ものが、 くずれな いような もの を ii^ 川し なければ なら 

ない という 制限 も あるた めに、 回転黨 の 発達と 共に わが国で は ほ とんで 函 みられ なくなった， - しかし、 ひとり 
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ネ れ W  f 1 0*.: 力ら 

I ノカ おも iH 


s^; や 一^代の 湿式 法 

と 乾式 法 


ポルト ランド セメント は、 石灰から 発展した ものであるから、 当初 は 石灰 窯に 似た 設備が W いられて いるが 

根本的に 違う ところ は、 ポルトラ ンド セメント は 原料 成分 を 人為的に 調整す る 点で ある" 成分の s< なる 数 種の 

原料 を 用いて 希望す る 成分と する ために は、 粉碎 して 細かくし、 よく；^ ベ：： して、 均齊 化しなければ 化学反応 を 

完成させる こと はでき ない。 したがって 製造工程 として、 第一 段に 原料 粉砕 過程が あり、 第二 段に これ を 高温 

に 熱して 化学変化 を 起させて、 水 硬性 物 に 転換させる 焼成 過程が あり、 第三 段に これ を 再び 粉 ゆして、 いわ 

ゆる セメントが でき h るので ある。 故に セメント 製造 様式の 変遷 を 考える 場合に は、 主として 第一 及び 第二 段 

の 過程の 変遷が 主題と なる。 

イギリス における ポルトラ ン ドセメ ント 製造の 初期に は、 石灰 源と して チ ョ —グ (chalkj という 泥状の 原料 

が 使 川され、 これに 粘 L と 水と を 加えて 攪伴 混合して 調整 原料と なし、 これ を乾爍 成形して、 竪^に 人れ て 焼 

成した ものであるから、 明治 初年、 わが国に おいて、 官営で セメントの 製造が 開始され た 際に も、 ！：！： 様に 水で 

混合す る 方法が 採られた" しかし、 わが国に は 泥状の 石灰石が ないから、 石灰 を 消化 させて 石灰乳と した。 こ 

れと坫 卜と を 混ぜて スラリ —として 均一 混合した もので、 竪窯 時代に はこれ を 湿式 法と 称した。 しかし 一方、 

石灰 源と して 硬質の 石灰石 を そのまま 粘土と 混合 粉砕す る 方法が、 ドイツ 系統の 技術に よ つ て 導入され るよう 

になり、 .，：； 小 料 を スラリ —としないで、 is-, 姝粉碎 し、 これに 適量の 水量 を 加えて、 煉瓦 刑. -に 成形す る 方法が 採ら 


セメント 業者 は 石炭 入手に 齟齬 をき たし、 これに. k して 重油 事情 は 益々 好転し、 その 入手 安定の 見通し 力つ レ 

たので、 一 つ は 価格 及び 給油 操作の 面と、 他 は 石炭 入手 困難 時の 安全弁と なる 理由の もとに、 業界 は 重油 焼成 

こ 関、 レを 持ち、 まず 小 野 田. 宇 部の 両社 において 実施され た。 続いて 磐 城 社 も 実施し、 他の 数 社 もこれ を 計画 

している が、 重油 焼成が どこまで 仲び るか は、 今後の 国際情勢 及び 重油 価格が 決めて いくので あり、 なお 引^ 

き セメント 工業に、 ある 程度の 重油 転換が 進展して いくので はない かと 想像され？ 


m 

^         ^         ^  vu 

せ 

hO     to  K> 

^    On    ^  4^ 

せ せ せ 4^ 

)^  )^  M 

frl 

% 

37 
49 
42 

M 

CC つ _tu> 
OC     Uo  ^ 
-^、  I     CTs  OO 

m  ■: 
厂 

> 

3- 

<t 

"V. 

1,037 
1,363 
2,097 
2,044 

V 

a 

4i  Oo 
bo    NJ    On  h— 

> 

^   ^   ^  ^ 

lis! 油^ 換 への 似， M  更に セメント 焼成 用 燃料と して 注意 を 向けなければ ならない こと は、 重油の 進出で ある" 浅 野 社で は、 昭和 

四 年 十一月 川 崎 工場に おいて 重油 焼成 を 試みた が、 これ は 重油 価格の 関係から 数 力 月で 屮.： y した。 その後 二十 

余 年間、 業界に は 重油 焼成の 実績 はない。 ところが 昭和 二十 六、 七 年に おける 数度の 炭労 スト その他の ために、 
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十二月  三 一 六 近  六、 三 五 四 

また クリン カー 瓲を 焼成す るに 要する 熱量に ついては、 前！：^ 数卞を 基礎に して 水 <^ヒ=0 と 仮定す. L ば、 およ 

そ  一 A〇 万力 ロリ— 前後で はない かと 考えられる、 なおこ こに 注意すべき こと は、 わが国に おける 回転 窯 法に 

よる 工場 運転が、 その 動力源 を 回転 窯の 廃熱 利用に よる 自家発電 によって 自給して いる ことで ある-,」 右の 原 単 

位の 中には、 実は 発電 用の 石炭 も 含まれて いるので あって、 もし ここに、 低廉な 電力が 豊富に 供給され、 自家 

発電の 必要が なくなれば、 あるいは 買電 によ つ て 動力 を まかなう 方法に 切換 えられ、 ひいては 石炭 使用 原 単位 

も 更に 著しく 低下す る ことが 考えられ るが、 わが国の 電源開発の 現状から ：3^ て、 全面的な 買電 依存に は、 なお 

多くの 闲 難な 11： 題が 伴う であろう。 

ともあれ、 現状で は セメント 用と して 消費され る 石炭の 量 は、 大体 右の 原 単位 を 基礎と して 消费 される もの 

で、 その 量 は 全国 石炭 荷 渡 数量の 三 ~ 五 程度で、 大口 石炭 使用者 順位で は、 ガス 企業に 次いで 第五 位 を 占め 

ている" C 取 近 四 力 年の 全国 石炭 総 荷 渡 量 を 示せば 第 六 〇 表のと おりで ある。 


石 

(第 58 表）  1ffi 格統 制 後の 炭 体の 推移 


年  次 

消費者 
価  格 

特定 産業 向け 
価  格 

備  考 

昭和 is/i —— 27n 

セメント に は 2l/i2 か ら 23/6 ま 

で 特定 産業 向け 価格 を 適用 

20/12 —— 20/11 

85.00 

21/3 —— 21/„ 

150.00 

21/12 —— 22/6 

401.70 

0 

EZo 

22/7   ―  23/6 

1,200.00 

600.00 

23/7 —— 24 ん 

3,345.00 

1,000.00 

(第 59 表）  辆格 統制 廃止 後の 購入 炭 価の 推移 


八 


月 

昭 和 2  4 年 

昭 和 2  5 年 

昭 和 2  6 年 

一般 炭 平均 

粉 炭 

一般 炭 平均 

粉 炭 

一般 炭 平均 

粉  炭 

1 

円 
3,552 

円 
3,897 

円 
3,965 

2 

3,499 

3,515 

3,990 

3 

3,433 

3,331 

4,353 

4 

3,706 

3,804 

4,599 

3,596 

3,849 

4,762 

6 

3,545 

3,661 

4,495 

3,441 

4,984 

8 

3,315 

4,990 

9 

3,368 

4,941 

10 

円 
3,619 

円 
3,367 

3,553 

11 

3,552 

3,763 

3,595 

12 

3,284 

3,822 

.3,442 

(備考） （1) 本 資料 は 物価 庁 調査に よる。 

(2)  粉炭 は 6,000  cal 基準。 

(3)  粉炭 は 25 年 7 月 以降、 一般 炭 平 川 は 26 年 10月 以降 調査 資料な し。 


第五 節 


(第 57 表）  im 格 統制 前の 炭 体の 推移 


年  次 

九            州  炭 
(塊 炭 門 司 市場） 

九州 一種 炭 

東 京 卸 値 

磐 城 炭 

/ 1 山 袖 Mi\ 

/  A.  lU  *M  m  ] 

に 隅 田 川ノ 

夕 張 炭 

ん塊  炭、 
、小 « 市 場ノ 

~ *  崔 

明治 39 年 

お 

円 

9.02 

11.08 

5.24 

I— 1 

40 

3 . つム 

8. お 

10.77 

5.52 

10,69 

41 

8.z5 

11.12 

6.59 

10  ^2 

42 

ソ. Ut 

8.09 

10.55 

6.25 

-7.00 

43 

Q 1 0 
ソ. 丄ソ 

10.19 

5.72 

フ. /  u 

44 

Q  C  3 

8.42 

10.14 

6.15 

丄リ. リ 0 

大正 元年 

7.11 

O.30 

10.41 

5.94 

2 

8.34 

7.72 

10.82 

7.22 

7  88 

3 

8.85 

11.60 

8.00 

g  22 

4 

8.19 

10.55 

7.42 

7  26 

5 

9.11 

7.87 

11.73 

7.47 

O.J 上 

6 

15.67 

13.50 

22.86 

13.53 

丄 o. 丄 z 

7 

21.31 

19.11 

31.27 

26.32 

Zv./ 1 

8 

28.33 

25.85 

34.00 

31.65 

丄ソ 

9 

28.56 

33.87 

28.33 

25.21 

10 

18.70 

15.83 

25.63 

20.67 

18.71 

11 

16.51 

丄 《3-80 

24.86 

19.62 

14.37 

12 

16.57 

24.72 

19.34 

13.68 

13 

15.75 

13.68 

26.59 

17.71 

13.09 

14 

15.93 

13.83 

23.90 

15.56 

12.72 

昭和 元年 

15.81 

13.76 

22.88 

16.04 

12.87 

2 

16.42 

14.45 

24.59 

16.47 

14.43 

3 

16.83 

14.65 

23.98 

16.13 

14.38 

4 

16.73 

14.35 

23.31 

15.25 

14.53 

14.95 

' 12.96 

20.93 

13.38 

13.57 

6 

13.23 

11.54 

19.13 

11.42 

10.34 

12.82 

11.13 

17.93 

11.21 

8.56 

8 

14.39 

12.72 

20.88 

13.46 

11.52 

9 

15.33 

13.63 

22.80 

15.33 

12.63 

10 

15.78 

14.08 

23.18 

15.80 

1270 

11 

16.28 

14.58 

23.37 

16.43 

13.03 

12 

18.58 

16.88 

26.94 

18.73 

14.63 

13 

34.27 

22.80 

16.77 

14 

15 

(備考） 年次 は 暦年、 炭 価の 推移 は 「本邦 鉱業の 趨勢」 による。 


石炭の 価格 は、 全般的に 見ても 非常に 複雑で、 簡単に 取扱う こと はでき ない。 セメント 用 炭の みに ついて 考 

えても、 各社 使用 炭の 正確な 価格 を 求める こと は 不可能で ある。 しかし 市価と しての 石炭 価格 は、 第五 七./ 

九 表 炭 価の 推移に よ つ て、 大体の 見当 をつ ける ことができ るので はない かと 思う。 

竪窯 時代に おける セメント 焼成の 燃料 消費量に ついては、 宇都 宮三郞 は 「セメント 製造 ノ説」 の屮で 左の よ 

うに 述べ ている。 

先ズ セメント 凡ソ 八十 樽 ヲ容ル ベ キ窯ニ 対 シ 瓦斯 局 ヨリ 出 ル所ノ 「コ— グ」 ヲ使 ffl スル 時ハ凡 ソ六噸 ヨリ 六 嚼半ヲ 

適度 トス。 又 紀州熊 野 産ノ無 烟炭ナ レバ 四顺 ヨリ 四嚷 半ニテ 可ナリ C  . 

これ を 基礎に して、 セメント ー瓲を 生産す るに 要する 燃料 消費量 を 計算す ると、 コ— グス のみの 使用で あれ 

ば 約 五六 〇- 瓧、 無煙炭の みで は 三 七 〇 瓧、 したがって 両者 混用 すれば、 その 中 問の 四 七五瓧 程度ではなかった 

かと 想像され る。 その 所要 熱量 は、 現在の 天草 系 無煙炭 (灰分 八？  一  ニ艿) から 想定して 当時の 無 烦炭を 七、 

〇〇〇 カロ リ— と 仮定 すれば、 セメント ー瓲 に対して 約 二 四 〇 万力 ロリ ー を 要した ことと なる (水分 七艿 とし 

て)。 当時の 竪窯 における 熱効率が 回転 窯の それよりも 悪 いのは、 回転 焦が 長期 連続 一お する のに 比べ、 堅 窯 

は 一 焼成 ごとに 原料 を 詰 替える ので、 熱 損失が 多 か つ たからであろう- U 

次に 回転 窯 時代に なって からの 消費 原 単位で あるが、 S 近に おける 実績 は、 焼成の みに 使用す る 石炭が 瓲当 

り 約 三 一 〇 近と なり、 原料 乾燥 炭 を 加えて 三 三 〇 近 程度で ある。 参考までに、 C 取 近 三 力 月 (昭和 二十 七 年 十. （ 

十二月) の 全国 平均 使用 実績 を 示せば 左のと おりで ある。 

g  消費 原 単位へ ー瓲 当り ン 吏 有お ゥコ， .1 

月  焼成 用 炭 (生 炭), セメント」 使用 炭 力 。リ I 

十 月  三 〇 六瓧  六、 五八 〇 


(第 56 表）  セメ ン ト用炭 品位の 推移 


年 月 

カロリー 

灰 分 

備  考 

年 月 

カロリー 

灰 分 

備  考 

昭 知 91 7 

5  446 

26.38 

n し TP 不ゾし ni リ *T" 

24.11 

6.161 

20.13 

5  ？ 94 

26.11 

12 

6  220 

20.04 

Q 
ソ 

C フ!^  4 

ジ, • ^ジ ~t 

28.58 

フ=? 1 
ム） • 丄 

g  227 

20.15 

iU 

5  Q32 

30.56 

6.291 

19.69 

丄 丄 

5  038 

0 

3 

6,218 

19.82 

1 7 

30.73 

4 

6  279 

19.41 

LL. 丄 

27.53 

5  ？ 80 

18.48 

28.32 

g  370 

18.50 

27.44 

7 

5  409 

mT  hK ，リリ ノ  J  ilstu. 

A 
-+ 

27.26 

8 

6  270 

17.76 

26.96 

0 

g  433 

17.72 

6 

25.74 

1 0 
i  W 

6  506 

17.46 

， 

25.34 

丄 丄 

g  506 

17.64 

8 

26  35 

丄ム 

0，〕 么 -f 

17.69 

ソ 

25.08 

> ム o， 丄 

6  354 

16.97 

貯炭 150 万瓲程 
度に 減少 

10 

r  27 1 

77  V) 

9 

g  494 

18.23 

1 1 

27.91 

17.92 

1 ゥ 

！ /丄 

28.10 

d 

18.26 

ゥ X 1 

ズ フ 4 ん 

28.79 

0,  JOO 

18.72 

Z 

資料 欠く 

0 

19.10 

3 

5,316 

/ 

6,339 

18.74 

4 

5,248 

P 
0 

6,339 

00 

^ 

5,372 

9 

6,320 

19.23 

6 

1 A 

iU 

19.11 

7 

5.543 

11 

6,292 

19.88 

8 

5,503 

ノメ 

12 

6,261 

20.14 

9 

5,501 

27. 1 

6,277 

20.00 

10 

5,509 

2 

6,365 

19.14 

11 

5,497 

ff 

3 

6,417 

18.63 

12 

5,508 

4 

6,4-19 

18.64 

24.  I 

5,500 

26.63 

6,457 

18.06 

2 

5,595 

25.75 

6 

6,494 

17.69 

3 

5,603 

25.95 

7 

6,529 

17.29 

4 

5,712 

24.81 

8 

6,550 

16.83 

5,664 

25.06 

9 

6,576 

17.07 

6 

5,719 

23.63 

10 

6,580 

17.63 

7 

5,796 

23.37 

11 

6,433 

18.55 

炭労 ス ト 影響す 

8 

5,919 

21-84 

12 

6,354 

19.19 

9 

6,044 

21.13 

石炭 自壳 開始 

28. 1 

6,517 

17.73 

10 

6,144 

料 


八 

〇 


(備考） 上記 数 宇 は セメント 協会 調査 資料に よ る。 


このような 低 品位 炭が、 セメントの 耐圧 強度に どのような 悪影響 を 与え たかは、 第五 五 表に 示す とおり、 昭 

和 十三 年の 四 週 耐圧 強度 最高 六 二 六 近 ~ 最低 五 七三 近が、 十六 年に は、 最高 四 九 四 近 ~ 最低 三 七 〇 近に 低下し、 

最高で は 一三 ニ瓧、 最低で は 二 〇 ー瓧の 開きと なって 現われ、 石炭 品位の 低下が、 セメント 品位 をより 急激に 

低下 させた ことが わかる。 

終戦後に おける 石炭 品位の 推移 は、 セメント 協会 調査の 資料に よれば、 およそ 第五 六 表のと おりで ある。 

このように、 石炭が 配給 統制 下にあった ころの 使用 炭の 品位 はすべ て 五、 〇〇〇 カロ リ— 台の ものの みで、 

六、 〇〇〇 カロ リ— を 上回った こと は 一度 もなかった」 その 最も 大きな 原因 は、 セメント 業者 側に 品位 選択の 

自由が 許されな か つ たからで ある。 

石炭の 自由 販売が 復活した 昭和 二十 四 年 八月 以降、 各 炭坑 は 復活し、 その 品位 は 急速 度に 上昇し、 同時に 需 

要 者に 品位 選択の 自由が 得られた。 セメント 部門で も 統制 廃止と 同時に、 その 品位 は 六、 〇〇〇 カロ リ— 台に 

上昇した。 しかし 石炭の 需給 関係の ために、 品位 は 急速に は 仲び ず、 六、 五 〇〇 カロ リ— 台に 達する までに は、 

およそ 一 力 年 を 要して いる。 (第五 六 表 昭和 二十 五 年 十？ 十二月の 品位 参照) その後、 炭労 ストな どのた めに 石 

炭が 逼迫して、 一時 品位の 低下 を-小し たが、 それが 解消す るに 従い、 また 六、 五 〇〇 カロ リ— 台に 上界し、 現 

在 も 大体 この 線に 落ちつ いている ようで ある。 

産地 別の 石炭の 種  セメントに 使用す る 石炭 を 産地 別に 見る と、 平常 時には 品質 並びに 輸送 上 九州 炭が 最も 多く、 北海道？ 灰が こ 

れに 次ぎ、 常 磐 炭. 宇 部 炭 は 工場 立地 上 (たとえば 福島県の 四 倉 工場、 山口県の 宇 部 工場) その他の 特別 事情 

がなければ、 これ を 主力に は 使用 しないの が 普通で ある。 しかし、 石炭の 逼迫 時には この 状態 はく ずれ、 輸入 

炭 も 使用した" また 品種 的に も、 原料 炭と 一般 炭の ほかに、 無煙炭. 塌石 • オイル コ— グス など 混^ 使用した 

こと も あつ た。 

第五 節 石炭  一七 九 


第二 章 原料  一七 八 

の 状態で は^ 料 乾煉 川に 約^ 瓧、 焼成 炭 乾燥 用に 約 五瓧、 計十瓧 前後で ある。 使用 炭 種 は、 一般 炭の 中 塊 また 

は 粉炭で、 品位 は 六、 五 〇〇 カロ リ— 程度の ものが 適当と されて いるし 

セメント 用 火 品位  わが a における セメント 工場 は、 過去に おいて、 セメント 焼成 用に どの 程度の 品位の 石炭 を 使用し たかを、 

の 推移  „ 

戦前 • 戦時中 • 戦後の 各 期に わた つ て 掲げる と、 次のと おりで ある 

第五 五 表に-. 小す とおり、 日華 事変 直後の 昭和 十三 年 (戦前 同様 高 品位 炭が 自由に 買えた 時期で、 戦争の 影響 _ 

はま だ 出て いない) は、 六、 五 〇〇 カロ リ— 以上の ものが 全体の 八 六 ％ を 占め、 平均 六、 八 八 三 カロ リ— であ 

るが、 戦争の 進展に 伴い、 消費 規制が 強化され るに つれて、 配給 順位の 比較的 低かった セメント 1^ への 配 炭 は 一 

質量と もに 低ド する ばかりであって、 太平洋戦争 勃発の 昭和 十六 年に は、 六、 五 〇〇 カロ リ— 以ドの ものが 八 一 

. 二 ％ を 占め、 五、 五 〇〇 カロ リ— 以ドの もの さえ 一 四ぎ 4 も あり、 平均 は 五、 八 八 九 カロ リ— となり、 ^マ 三年 一 

に 約 一、 〇〇〇 カロ リ— の低ド となって いる。 このように 急激な 品位の 低下 は 空前の ことであった。  一 
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使用方法に おいても 全く 異なって いる。 

竪窯 時代の 燃料 竪窯 時代に おける セメント 焼成 用 燃料 は、 一般に は 無煙炭と コ— グス とが 使用され た。 深 川の セメント 工場 

(ェ部 省 寺^) で 最初に 使用され た 無煙炭 は、 和歌山県 熊 野 産の もので、 (宇都 宮三郞 「セメント 製造 ノ説」 に 

よる) これ は、 浅 野 社の 経営に なつてから も 変らなかった ようで ある。 (「浅 野 セメント 沿革 史」 一 〇 二 頁) -.^ 

野 田 社で も、 最初 は 和歌山県 産と 熊本県 天草 産の 無煙炭と を 使用した が、 価格の 関係で、 のち 普通 炭に 代えた 

(小 野 田 社 「創業 五十 年史」 七 五 ~ 七 六 頁) いずれも 通風 をよ くす るた めに、 中 塊 程度の もの を 使用した。 一 

方、 コ ー グスは 最初 ガスコ— グスを 使用した が、 のちに は 原料 乾燥の ために、 原料 炭 を 焚いて できた コ ー グス 

も 使用した-い 無煙炭と コ— グス との 使用法に ついては、 S 初 は これら を 別々 に 使った が、 後年に おいて は、 必 

ずし も *e に 別々 に は 使用せ ず、 工場に よ つ て は 両者 を 混用す ると ころも あ つ た。 

回 転 窯 用 石炭 その後、 セメントの 製造 方法が、 竪黨 から 回転 に 移り、 そのため 使用 石炭の 種類 は 著しく 拡大し、 その 使 

用量 及び 使用方法 も 全く 一変した。 使用方法の 最も 大きな 変化 は、 これ を微 粉と して 燃焼す るよう になった こ 

とで あり、 今一 つの 変化 は荷揚 設備 及び 貯炭 場の 改善と 共に、 混 炭が 容易に なり、 その 成分 を均齊 化する こと 

がで きる ようにな つたこと である。 その 結果、 回転 蜜に は、 品種 的に は 主として 原料 炭と 一般 炭と が 使用され、 

その 割合 は、 おおむね 原料 炭 十五、 一般 炭 八十 五で ある。 十五 ％ 程度の 原料 炭が 混入して いる 埋山 は、 セメン 

ト 焼成に 原料 炭が 絶対に 必要 だからと いう わけで はなく、 ただ セメント 焼成の 適性 炭 を 獲得す るた めに、 おの 

ずと 原料 炭の 領域にまで 食い入つ たという 結 に ほかなら ない ので ある 微粉 燃焼 をす るので、 サイズ は ^ 炭 

を 使用す るの が 普通で ある。 

乾燥 用 石炭 なお 焼成 用 炭と は 別に、 乾式 工場で は 原料 を粉碎 する に 先 だち、 原料 を 乾燥す るた め 乾燥 用 炭 を 使用す る 

また 焼成 用 炭粉碎 前に、 これ を 乾燥す るた め、 乾式. 湿式 を 問わず、 乾燥 用 炭 を 使用す る： 使用量 は、 普通 
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黄鉄鉱 t: 


銅 
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第二. お 料  一 七 六 

るが (小 野 山 社 「回顧 七十 年」 二 九 六 頁)、 各社の 使用 も、 おそらく この ころから ではない かと 想像され る。 

現在 セメント 製造業 者が 主として m いている 鉄分 原料 は、 黄鉄鉱 焼 滓 (pyritc  sincler) と銅鍰 である。 黄鉄鉱 

焼 滓の 品位 は 原鉱に よって 異なり、 大体に おいて、 岡山県で 柵 原鉱 を 用いた もの は、 酸化鉄 (Fe2p) 七 〇~ 八 〇 

% を 含み、 岩手県 松 尾鉱の もの は 原鉱に 土 膨黄を 含んで いるので、 二 〇-- 二 五 ％ 程度の ものである。 生産 工場 

は、 祌島 化学 社. 日産 化学 社. 曰 東 化学 社. 昭和 電工 社 等の 各 工場で あるが、 セメント 工場 は これら 各社の 立 

地 条件、 あるいは 自工 場の セメント 原料の 成分い かんに よって、 それぞれ 前者 あるいは 後者 を S いている。 

録 銅鍰は 銅製 鍊所 における 鉱滓 を 急 冷した ものであるが、 これ も 前記 黄鉄鉱 焼 滓の 代用と して セメントに 使 川 

される。 日 鉱佐賀 関 ニニ 井 日 比 • 古河 足 尾 その他の 各製鍊 所で 産出し、 品位 は 三 五. -四五 程度で ある。 黄鉄鉱 

焼^  • 鍰 ともに、 セメントに とつ て は 量的に は なんら 心配の ない 豊富な 原料で ある。 

螢 石 

石 セメント 焼成の 際の 溶 村と して 螢石が ffl いられた の は、 浅 野 社 (現在の 日本 セメント) が、 ベロ セメント 製 

造に 使用した のが その 初めで ある。 その 使用量 は 僅少で あり、 品位 も セメント 業者の 使用す る もの は、 必ずし 

も 鉄鋼 m のよう な 高 品位の ものば かり を 使用し ない。 輸入品で は、 弗 化 カルシウム ccaFOAO 程度の もの を 使 

用す るが、 内地 産の もので も 使用で きない こと はない。 わが国で は、 山 口  • 広 島 • 岐阜 • 新 潟の 各県に 産し、 

品位 はいずれ も 四〇~ 五 〇 程度の ものである。 
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セメント 川 燃料 


セメント 焼成に 川 いられる 燃料 は、 現在で は 通常 石炭と 重油で ある。 しかし、 歴史的に 見れば、 初期の 竪窯 

時代の 焼成 燃料と、 現在の 回転 窯 時代の それと は、 使用 燃料の 品種に おいても、 また その 使用量 あるいは その 


き 

Oo 
v-n 

NP 

o\ 

さ 

せ 

Uj 
Ui 

o 

Os 
Ui 

o 

I— ' 

o 

o 

NO 
C^ 

せ 

K) 
Wl 
Ui 

o 

K> 

OO 

Ul 

o 

o 

o 

：!□ 

KJ 
OS 

せ 

Ui 

o 

1 ― ' 

o 

o 
o 

KJ 

On 

せ 

3,800 

ム 

o 

o 
o 

o 

:in 

CO 

せ 

000' ト 

4,30C 

o 

o 

^^か纖窗^§添^^ 


.. 粗^ PO 


h- 

-t- 

o 

1 

0 ト  一 6 ビ 

36  一  39 

Oo 
Oo 

1 

Oo 

Os 

30  一  33 

25% 未満 

品位 S04 

Oo 

o 

100.00 

oo 
o 

to 

24.00 

21.50 

1— ' 

o 

O 

o 

to 

tx) 

100.00 

GO 
O 

w\ 
o 

o 

oo's ト 

1  oo'o ト 

o 
o 

300.00 

ro 
o 
o 
o 

1  OO'OOT 

1— * 
t ~ ' 

K) 

oo'o ひ 

o 
o 
o 

300.00 

oo'?n 

oo'on 

1  00 ぶ 01 

OO'OS 

OO'Of 

Oo 
K) 

K) 
bJ 

リ 
o 

■<I 

O 

ひ 

OS 
O 

o 

OO 

し 1 

O 

に 

o 
o 

bO 
NJ 
O 

o 

o 
o 

Ul 

o 
o 

Ul 

o 

yi 

K) 

Vi 

o 
o 

1,140.00 

00"0T6 

680.00 

530.00 

OO'OS? 

K> 
Oo 

oo'o ト 9'f 

2,750.00 

2,050.00 

OO'O ト q 

1,200.00 

00-098 

OO 

K) 

OO 

ゆ >5m 窗 t& 一は gfn24 せ 9  l-20m_f  Jk$3 ひ。 


m  ^  m  ^  0  ^  M  ^  ^ 


(糨 tin) 


(褰^) (1) ー，窗^&ー±1||5^{_|*1¥』^:、^:が。 

(3)  ^連薄|%ー^;3*^窟^&ー±;;^:^ゃ歷卜/」 ^>S,C  5,?.。 


第 四 節 その他の 原料 


七 五！ 


せ 

o\ 

Oo 

せ 

さ 

i                   1952  ノノ 

\o 

v-n 
o 

,'6 ト 61 

せ 

M 

113,399 

f ひ' 9n 

68,905 

72，333 丄 

29,135— 

19,892 

入荷 瓲数 
(各 鉱山 合計） 

平均 （数量に 

Oo 
Oo 
Ui 

o 

8 に f 

Oo 
Iw 

32.41 

K> 

>o 

31.43 

リ 

驟 

ト 

Oo 

9T'H7 

ヒ' f ト 

08, ゆ 

42.24 

ゆ 

娜 

On 
On 

19.72 

21.64 

13.17 

ひ YI 

商 

最近 一 力 年間 (昭和 二十 七 年度) に セメントが 消費した 石膏 は、 約 二十 五万瓲 であり、 天然と 化学との 比率 は、 

八 対 一 一 で 全部 国産品で ある。 

価格の 推移 は 第五 三、 五 四 表のと おりで、 天然 石膏 は、 積 地価 格が 基準と される 場合が 多い ようで ある。 化 

学 石膏 は 品種に より、 また 地区に より 非常な 差が あって 標準 はない が、 常に 天然 石膏より 下値で ある。 

なお 石膏の 硫酸 分 試験、 分布に ついて 掲げれば、 第五 二 表 及び 図表 二のと おりで ある。 

酸化鉄 原料 

セメントの 粘土 成分の 補助 原料と して、 鉄分 を 混合す る こと は 古くから 知られて いたよう であるが、 鉄分 だ 

け を 特別に 混合す るよう になった の は、 回転 窯 時代に 入って からの ことであろう。 小 野 田 社の 調查 では、 大正 

二 年に 大日 本 人造肥料 彥島 工場 産の 硫酸 滓 (黄鉄鉱 焼 滓) を、 鉄分 原料と して 初めて 試用した という ことで あ 
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に 認識され、 昭和 二十 八 年 二月に は、 セメント 試験法が 制定され て、 その 時 初めて 石膏 混入が 公の 事実と なつ 

たのであった。 

さて、 セメントに 使用され る 石膏の 種類に は、 天然 石膏 (natural  gypsum) と、 化学 石膏 (chemical  gypsum) 

とが あり、 このうち、 天然 石膏 は 焼 石膏 (calcined  gypsum) として 用いる 場合と、 生の ままで 用いる 場合と が 

ある。 現在で は 普通 焼 石膏 は 使用 しないが、 竪黨 時代の 初期に は、 品位の 高い 焼 石膏 を 用いた。 しかも その 使 

用法 は、 現在の ように グ リンカに 混入して 粉砕す るので はなく、 別に フレット ミルで 粉砕した 石膏 を、 撒布 場 

にう すく 広げて ある セメントの 上に 撒布した ものであった。 なお、 天然 石膏 を 産地 別に 見る と、 外国 産と 内地 

産と が あり、 一時 は 高 品位の 外国 産 も 使用され たが、 現在で は、 ほとんど 全部 内地 産が 使用され ている。 産地 

は 福 島 • 秋 田 • 岩 手 • 石 川 • 山 梨 • 島根の 各県で あり (一 七 四 頁 石膏 鉱床 分布図 参照)、 セメント 用の 需要 は 第 

五 一 表のと おりで ある。 (一 七 二 頁 「わが国の 天然 石膏 需給」 参照) 化学 石膏 は、 種々 の 化学工業 において 副 産 

物と して 造られる 石膏で、 これ を 単 味で 使用す る こと は 少なく、 たいていの 場合 天然 石膏と 併用され る。 更に 

石膏の 最も 逼迫した ころ (昭和 二十 二 年. （二十 三年) は、 広 島 • 岡 山 • 香 川 各県の 塩田の 蒸発 池で できる 塩田 石膏 

を 用いた こと も あり、 また 地域的に は、 名古屋 付近の 陶業 地帯で 出る 廃 型 石膏 (waste  mould  gypsum) を 用い 

た 工場 もあった。 

セメント 用の 石膏 品位に 関する 規格 は、 まだ 定められ てない が、 一般に 天然 石膏 は 無水 硫酸 (S03) 三 五艿以 

上の もの を 一級と し、 それ 以下 三 〇％ 以上の もの は、 二級 品と 決めて 使用され ており、 近く lis にも 天然 石 

膏の 品位が 定められる ことにな つてい る。 化学 石膏 は 種類が 多く、 品位 不同で、 必ずしも 全部の ものが 使用 可 

能と は 云えない。 

セメントの 石膏 使用 原 単位 は、 品位に よって 相違す るが、 大体 セメント ー瓲 について 三十 五ない し 四十 瓧で 


第二 章 原料  .  一七 〇 

る。 しかし、 これ は 後に なって わかった ことで、 当時 はもち ろん、 その後 も 相当 長く 一般に は 知られなかった _ 

わが国に おいても、 初期の 時代に は、 凝結 調整の ために セメントに 石膏 を 添加す る こと は、 だれに も 知られて 

おらず、 したがって セメントの 急 結 を 防ぐ ために は、 非常な 苦労 をした ようであった" 当時、 セメント を 風化 

さすと いう ことが 行われた が、 このために セメントの 凝結 力 を 犠牲に して、 急 結が 防がれた のであった。 

このように、 セメントの 特性で ある 急 結 を 防ぐ ために、 当時の 人々 は 非常な 苦労 をした ので あつたが、 つい 

にこの 問題の 解決され る 時期が きた。 すなわち、 これ を 解決した の は 坂 內冬藏 及び 淺野喜 三郞の 両名 (ベック 

マン 留学生) であった" かれら は、 明治 十九 年 十一月に 臨時 建築 局から ドイツへ 留学の ため 派逍 され、 二 力 年 

間 セメント 製法 を 研究し、 その 時 セメントに 石膏 を 入れる こと を 学んで 帰った のであった 一 そして：； W 朝 後、 冋 

社の 深 川 工場で、 さっそく これ を 実施す る ことにな つた。 使った 石膏が どんな もので あつたか は 不明で あるが 

おそらく 焼 石膏で はな か つ たかと 想像され る。 

なお、 浅 野 社で は、 これに 引続き 石膏 を 使用して おり、 それ を 知る ことができる 貴重な 資料と して 次の よう 

な ものが ある。 それ は、 明治 二十 六 年 農 商務^ 地質調査 所に おいて 試験した 浅 野 セメント 製品の 試験 成 結で、 

この 試験の 化学分析の 中に 硫酸 ニニ 一七と あり、 それによ つて、 当時の セメントに 四 〇 近 程度の 石膏が 混ぜて 

あった ことが わかる。 (「浅 野 セメント 沿革 史」 一七 九 頁 参照)。 しかし、 当時 は セメントに 石膏 を 混ぜる こと を 

公に しなかった。 その 理由 は、 需要 者の 方で、 セメントに 入れる 石膏 を 混ぜ物と 称して 嫌った からだと 云う の 

である。 今日 考えれば、 一笑 話に 過ぎない ことで あろうが、 このような こと は、 あるいは 事実であった かも 知 

れ ない。 殊に 一部の 需要 者が 石膏 を 入れる こと を 非難した こと は、 セメント 業者の 間に 白 (しろ) を 混ぜる と 

いう 隠語が あった ことによ つても、 うなずけ る" しかし その後、 石膏の 効用 は 次第に 認められて、 同業 他社で 

も 明治 三十 年 ころから 使用して いるので あるつ このような 過程 を 経て、 石膏が セメントの 重要 原料と して 一般 


石 採取 場 安全 及び 衛生 規則」 を 制定、 昭和 九 年 六月 一 日付で 施行した。 これ は、 土石 採取 業に おける 最初の 取 

締 規則で あり、 二十 四 カ条に 盛られた 遵守 事項 は 以後の 保安に 大きい 貢献 を なすこと となった。 本 規則 施行の 

結果、 実質的に は 下 抜 採掘 法が 禁止され る 等、 監督が 厳重になる と共に、 内部的に は 災害 発生に 対する 反省が 

行われる ようになり、 保安 意識 は 著しく 向上した。 この結果、 傾斜面 採掘 法への 転換が 相次いで 行われる よう 

になり、 本 法 は 石灰石 採掘 法の 主流 をな すに 至った。 しかし 傾斜面 採掘 法で は、 採鉱 夫の 作業 環境 は 改善され 

たが、 運 鉱夫 は 採掘 崖の 下方で 作業す るた め、 落石に よる 災害 は 極めて 多かった。 採鉱 作業と 積 込、 運搬 作業 

を 同  一 丁 場で 並行して 行う 場合に は 特に この 弊害が 著し か つたので、 昭和 五 年 ごろから 前記 両 作業 を 時間 的に 

ずらして 行おうと する 努力が 一部で はなされ たが、 全般的な 普及 は なかなか 困難であった。 

昭和 十七 年、 浅 野 社 津久見 石灰 山に 初めて 採用され た グロ— リホ— ル法 は、 主として 運搬 能率の 向上 を 目的 

として 始められた 方法で はあった が、 採鉱 作業と 積 込、 運搬 作業と が 場所 的に 隔離され た 結果、 落石に よる 重 

大災害 は 皆無と なり、 保安の 面に おいても 画期的な 進歩 を もたらし たも. ので ある。 

二十 六 年 一月 三十 一日、 新 鉱業 法の 施行に 伴い、 石灰石 並びに l^tl 石 は 法定 鉱物に 指定され、 鉱区の 設定と 同 

時に、 鉱山 保安 法の 適用 を 受ける ことと なった。 この結果、 保安 管理 は 一段と 向上し、 災害 は 減少の 了お をた 

どって いる。 

第 四 節 その他の 原料 

石 膏 

最初の 石膏 使用  セメント 凝結の 安定性 を 得る ために、 ドイツの ミハ エリス (Dr.  Michaelis) が、 グ リンカに 少量の 石膏 を 混ぜ 

る こと を 考えつい たの は、 今から 約 八十 四 年 前、 すなわち 一 八 七 〇 年 (明治 三年) のころ であった と言われ てい 
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安 セメント 原料 山に おける 災害 は、 セメント 工場に 比べて 非常に 多く、 しかも 重傷 以上の 傷害が 特に 多かった _ 

これ は 明治、 大正時代 において は、 請負業者の 採掘に 委せる ところが 多かった ため、 保安 管理の 点で 工場と 関 

連が 薄く、 関心が 払われなかった ことによ る ものと 思われる。 昭和に 入り 直営に 移される 原料 山が 多くな つて 

も、 この 習慣 は 依然として 改まらなかった。 明治、 大正時代に は、 大部分の 原料 山が 下 抜 採掘 法 を 採用して お 

り、 崩落に よる 重大 災害 は 多かった が、 大正 末期から 昭和 初頭に かけ、 傾斜面 採掘 法が 採用され るよう になつ 

てから は 漸次 減少の 傾向 を 示した。 しかし、 本 法の 採用 は なかなか 普及せ ず、 採掘 数量の 増加と 共に 頻繁に 災 

害が 発生した ため、 次第に 防止 対策の 必要性が 叫ばれ、 昭和 八 年 内務省で は 委員会 を 設けて 審議 を 行い、 「土 
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が、 まだ 結論 は 得られて いない。 


穿孔 用ビ 

遷 


火薬 類の 変 遷 


. せ 


口— リホ ー ル 法の 普及と 共に 坑道 • 竪坑の 掘進が 多くな 

り、 この 方面で ライト ドリ フタ—、 スト ー パ— が 使われ 

るよう になった。 

軟質な 粘土 山に おいて は、 少数で は あるが、 戦前から 

ォ ー ガ ー ドリル を 使用した が、 戦後 は その 数 を 増し、 ピ 

ックの 採用と 相 まって 採掘 能率 は 著しく 向上した。 

め 変 穿孔 用 タガネ として は、 使用 当初から 現在に 至る まで、 

ほとんど 全部 八 分の 七 吋 六角 中空 鋼が 使用され ている。 ！.  C 

ビット 及び シャンクの 成形 は 初めは 手 焼で あつたが、 大 I  ん 一つ 

正 末期から はシャ —ブナ —による 成形が 行われる ようになった。 戦後 はデ タツ チヤ ブル ビット (替 刃) の 試験 

が 盛んに 行われ、 昭和 二十 七 年 以降 全面的に これ を 採用した 石灰 山 も ある。 

明治 初期に 使用され た 爆薬 は、 軍から 払 下げ を 受けた 粒状の 黒色火薬が 大半で あり、 これ を 紙袋に 入れて 装 

3g  (したが、 中期 以^に は 輸入の ダイナマイト も 使用され るよう になった。 わが国で 工業用の ダイナマイト を 製 

造した の は、 大正 五 年 日本 火薬が 最初で あり、 これ 以後 は 主として ダイナマイトが 使用され るよう になった。 

力 ー リット は 国産 ダイナマイトの 不足 を 補う 目的で、 浅 野 社が スェ— デン から 製造 販売 権 を 獲得し、 製造 を 開 

始し たもので、 大正 九 年 一月 宮ノ平 石灰 山に 初めて 使用した。 力— リット は、 破壊力が 大きく 取扱が 安全な た 

め、 露天 採掘 を 主と する セメント 原料 山に 歓迎され、 次第に ダイナマイトに とって 代る ようになった。 

起 暴 法 は、 . ^め は 導火線 • 工業 雷管に よ つ たが、 採掘 数量の 増加に 伴い 電気 雷管に よる 齊 発が 行われる よう 

になった。 昭和 二十 六 年 夏 以来、 砕石 粒度 を 小さく する 目的で、 ミリ • セ コンド 発破の 試験が 盛んに 行われた 
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粘土 .睡 石 は、 岩 質が 一 般に 脆弱な ため ツル ハ シ による 手 掘が 多， 
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サグ？ g 機の 変遷 


大正 十 年 ごろまで は ほとんど 本 法に よ つ て 


いた。 これに 反し、 石灰石 は 緻密で 手 掘が 困難な ため、 古くから 火薬 類 を 使用し 爆破す る 方法が 採られて きた。 

セメントの 製造が 始められた 当時、 一部で は 石灰石の 裂 罅に 爆薬 を 装填す る 方法 をと つたが、 本 法で は 作業に 

非常な 制約 を 受け、 火薬 類の 使用量 も 多い ので、 タガ ネと玄 能で 径三 〇 粍、 長さ 六 〇 極 程度の 孔を 穿ち、 これ 

に 爆薬 を装塡 する 方法に 変更した。 大正時代 になって、 サグ岩 機が 普及して から 現在に 至る まで は、 セメント 

原料 山の ほとんど 全部が、 サグ岩 機 

により 穿孔し、 火薬 類 を 用いて 爆破 

が 行われた と 云って よい。 例外と し 

て は、 前述の ように、 大正 十 年 前後 

における チヤ— ン ドリルに よる 穿孔 

同時 期 及び それ 以後に おける 坑道 爆 

破が 少数の 鉱山に 採用され た 事実、 

並びに 粘土、  rt^ 石山の 一 部に おいて 

は、 ごく E 奴 近まで 手 掘 作業が 行われ 

た 点が 挙げられる だけで ある。 

サク岩 機が、 石灰 山に 初めて 採用 

された 時期 は 不明で あるが、 大正 七 

年 九月 ごろ 浅 野 社 宮ノ平 石灰 山で は 既に 採用され ていた。 石灰 山で 採用され た サグ岩 機 は ほとんど 全部が シン 

力— であり、 スト— パ— は 下 抜 採掘 法 及び 頓 斜面 採掘 法 上向 掘の 一部に 採用され たに 過ぎない。 なお、 戦後 グ 
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る。 

なお、 鉱 画の 両端に 運搬 坑道から 切 上り 坑井を 掘 さ 

くし、 これから 適当の 間隔で 水平 坑道 を 掘り、 切羽と 

連絡す る。 

本 法に は、 前記の ように 爆破され た 鉱石の 中、 約 六 〇 

% が 足場と して 残され、 鉱画 全部が 採尽 された 後でな 

いと 出鉱 できない 欠点が あるが、 積雪の 多い 地方で 
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は、 冬期 間の 貯鉱 として 利用され 

逆に 長所と なる ことがある。 

本 法 は、 昭和 二十 一年、 日本 社 

峩朗 石灰 山で 初めて 採用され、 積 

雪. 表土 等の ため、 露天 採掘に 恼 

ん でいた 第 四 九 表記 載の 石灰 山 は 

相次いで これに 倣い、 本 法 を 採用 

する に 至 つ た。 

セメン ト 1^ 料と して 採掘され る 
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(備考) 昭和 二十 七 年末、 石灰石 鉱業 協会 調査 資料に よる _ 
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力 所に 鉱柱 を 残して いる。 (昭和 二十 四 年 六月、 表土 除去 完了後、 露天 採掘と なる) 

シュ リンケ— ジ法 (shrinkage  stoping) の 概要 は、 第三 〇 図に 示す とおりで あるが、 

め、 この 下方に 運搬 坑道 を 掘 さくす る。 その上 方に 中間 

坑道 を 掘 さく、 両 坑道 を 五）. 十 米 間隔の 斜坑で 連絡し、 

その 下端に 積 込 漏斗 を 設ける。 採鉱 は 中間 坑道 を 下 底と 

し、 上方に 進めて いくので あるが、 爆破に より 破砕され 

た 鉱石 は 体積 を增 加し、 採鉱 夫が 作業す る 場所がない の 

で、 切羽と 破砕 鉱石との 間に 二 米 前後の 空間が 残る よう 

に、 一部 を 積 込 漏斗から 抜きと る。 穿孔 は スト— ハ— に 

よる 上孔、 ドリ フタ— による 水平 孔の 両者が 採用され 

シュ リンケ I ジ法 採用 石灰 山 数 
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まず 採掘す ベ き 区画 を定 


(第 29 図） 地 並 払 法 模式図 


昭和 二十 七 年末に おいて 主要 石灰 山 六十 五 中、 本 法 採用の 山 は 第 四 八 表のと おり 三十 三に 及んで いる。 しか 

し、 粘土 山. 珪 石山 は石 質が 脆弱な ため 坑内 施設が 困難で あり、 採掘 数量 も 少ない ので 本 法 は 採用され て いない。 

セメントの 原料 採掘 法 は、 主として 前記の 露天 採掘で あるが、 稀に 坑内 

採掘が 採用され る。 本 法の 採用 は 露天 採掘に おける 表土 除去 費、 その他の 

費用が かさむ 場合に 多い が、 また 積雪が 多く、 作業が 不可能な 地方に おい 

て は、 冬期 間の 採掘 量 を 確保す る 方法と して 行われる。 

地 並 払 法 (breast  stoping) は 第二 九 図の ように 本来 三.^ 四 米 あるいは それ 

以下の 高さで、 垂直 面 (あご 面 breast) を 水平 方向に 掘進して いく 方法で、 

坑内 採掘に おいて は、 天 磐 を 支える ため、 不規則に 支柱 を 残す のが 普通で 

ある。 

本 法 は、 一般に 緻密 質で 薄い 緩 傾斜の 鉱床に 対して 採用され るが、 稀に 

は 厚い 層に 対しても 採用され る。 坑内 採掘と して は 経費が 安い 利点 は ある 

が、 鉱石の 相当 部分 を 支柱と して 残さなければ ならない 上に、 落盤に よる 災害 発生の 危険が 多い 不利が ある。 

わが国で は、 昭和 九 年 浅 野 社 岩 白 石灰 山に 採用され、 十五 年 同 山が 閉鎖され るまで 続けられ たが、 このほか 

に は 大規模に 採用され た 例 はない。 

坑内 グロ ー リホ— ル法 (uuderground  glory-hole  system) は、 露天の グロ— リホ— ル法 とほ とんと 同樣 であるが 

堅坑は 地表に 開口し ない。 採掘 作業 はまず 竪坑の 上端 を 四方に 切り拡げる ことによって 始められ、 次いで、 こ 

こから 下方に 下向 階段 掘が 行われる。 採掘 崖 平面 は、 円形 または 椅 円形 を なすこと が 多い。 

秩父社 三輪 石灰 山で は、 昭和 二十 二 年 一月 以来 本 法 を 採用した が、 天 盤の 崩落に よる 災害 発生 を 防ぐ ため 数 
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(第 48 表） グ ローリ ホール 法 採用 石灰 山 表 
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(備考） 昭和 27 年末、 石灰石 鉱業 協会 調査 資料に よる。 
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は M 瓲 ないし- パ瓲に 増加し、 グ ランピ— 型 ダンプ 力— の 採用 も 加わって、 積 込、 運搬 能率 は 一段と，！： にしつつ 

あり、 戦前の 傾斜面 採掘 法 時代に 比べ 全く 面目 を 一 新す るに 至 つ た。 

なお、 グロ— リホ— ル法 における 大きい 利点と して は、 採鉱 切羽と 積 込、 運搬 作業場と が 完全に 隔絶され た 

ため、 積 込、 運搬 作業 中の 落石に よる 災害が 絶無と なった ことが 举 げられ る。 

. ^法 を c. 収 初に 計画した の は 浅 野 社 津久見 石灰 山 (現在の 津久見 鉱業 社) で、 昭和 十七 年 九月、 わが国 最初の 

グロ— リホ— ルを 完成した が、 積 込、 運搬 作業が 極めて 高 能率の ため、 これが 刺激と なって、 .4 法の 採用 は 次 

第に 多くな り、 殊に 終 戟後は 急激な 普及 を 見る ことと な つ た。 
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m、 六 山 は グロ— リホ— ル 法と 併用で、 本 法 単独 稼 行 は 一山 あるの みで ある。 

グロ— リホ— ル法  グロ— リホ— ル法 (glory-hole  systso は、 傾斜面 採掘 法の 進歩した 方法で あり、 採鉱 法に は 上向 掘. 下向 掘 

の 別が ある。 

第二 八 図の ように 採掘 崖で 爆破され た 鉱石 は 竪坑に 集 

まり、 一般に は、 この 下 底に 設けられた 小 割. で 適当の 

大きさに 小 割され る。 この 下方に は 積 込 口が 設けられ、 

運搬 坑道 内の 鉱 車に 積 込まれる。 

本 法 は、 トンネル 法より 更に 進んだ 完全な 重力 積で あ 

り、 積 込 口が 固定す るた め 積 込 装置の 機械化が 可能と な 

り、 積 込 能率 は 飛躍的に 向上した。 その上、 運搬 区 問 も 

固定し、 エンドレ ス 口  —プ 捲き の 採用が 有利と な つ た た 

め、 グロ— リホ I ル法. エンドレス 運搬の 組 八 M わせに よ 

る 作業 方法が、 多数の 石灰 山で 採用され るよう になった。 

この結果、 鉱审は 飛躍的に 積載量 を 増し、 鉄製 三 11^ 車が 

相次いで 採用され、 更に 大型 鉱 車の 採用に 進む 傾向 を 示 

している。 したがって 運搬 能率の {!: 上 も ni ざまし く、 採 

用 当初の 目標であった 労働力の 節減 を 完全に 果す ことが 

できた。 更に 最近で は、 電気 あるいは ディ— ゼル 機関車 

による 運搬が 行われる ようになった 結果、 鉱 車の 積載量 


階段 式 採掘 法に お 

ける 積 込、 運搬 


ン ネル 法 


現在 採用して いる 石灰 山 はない。 

階段 式 採掘 法に おいて は、 採鉱 能率が すぐれて いる 反面、 大 塊が 出る 欠点 は 免れない。 したがって 積 込、 破 

砕 はこれ に 適した 設備、 方法 を 採用すべき であり、 ハ ヮ— シ ョ ベル • 大型 破砕機の 併用が 常道と されて いる。 

階段 式 採掘 法 を 採用した 前記 石灰 山に おいて は、 いずれも 小型 鉱 車に 手 積みし、 小型 破 碎機を 使用した ため 採 

掘 全般の 能率 向上に はさ ほど 役立たなかった。 本 法が 短期間 採用され ただけ に 終った 原因の 一 つと 思われる。 

トンネル 法 (tunnel  method) は グロ— リホ— ル 法の 一 変形で あり、 第二 六 図の ように 採掘 面で 爆破され た鉱 

石 は、 運搬 レベルに 設けられた 積 込 用 坑道 上に 集まり、 適宜 蓋 を はずして 坑道 内の 鉱 車に 積 込まれる。 

傾斜面 採掘 法に おいて は、 爆破に より 破砕され た 鉱石 は 一 旦 運搬 レべ 

ル まで 落される が、 本 法で は 坑道 上に 留まり、 重力 を 利用して 積 込が 行 

われる ため 能率 は 向上す るが、 後に 述べ る グロ— リホ— ル法 に比べ ると 

積 込 能率が 劣り、 積 込 位置が 移動す るめ、 運搬 は 手 押、 自走 等に よる ほ 

かなく、 したがって 運搬 能率 は 低い。 しかし、 山の 高さが 低く、 グロ  — 

リホ ー ル法 では 採算が とれない 所と か、 あるいは 採掘 高の 少ない 所では、 

現在で も 相当 採用され ている。 粘土 山に 多く 採用され るの もこの ためで 

ある. - 

本 法 は 昭和 四 年 以来、 浅 野 社大久 野拈土 山に 採用され てきた が、 石灰 

山に おいて は 十四 年 浅 野 社 白 崎、 十九 年 土 佐 石灰 社 太平 山 石灰 山に 採用 

され、 戦後 急激に その 採用が 普及した。 二十 七 年末に おいて 主要 石灰 山 

六十 五 中、 本 法 採用 は 十五 山で、 うち 八 山 は 傾斜面 採掘 法 (手 積) と 併 
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本 法 は 面積の 広い 鉱床 あるいは 急峻で ない 鉱床に は 適して いるが、 しからざる 場合 は、 階段の 数 を 多くす る必 

要が あるた めに、 開鉱に 時日と 費用と を 要し、 余り 採用され ていない： わが国で は、 大正 十 年から 十一 年に わ 

たり、 浅 野 社 宮ノ平 •  ^田両 石灰 山に 試用され、 採用され ずに 終った が、 わが国 石灰 山の 地形が 一般に 急峻な 

こと も その 一 因と 思われる。 

坑近煤 破  坑道 爆破 (coyote  blasting) は、 掘 さくしよう とする 採掘 面に、 直角に 小さい 加 背の 坑道 を 掘り、 この 奥に 

装薬 室 を 設けて 所要の 爆薬 を 装塌、 爆破す る 方法で あり (第二 五 図)、 亀裂が 多く、 爆破に 際し、 大塊を 生ずる 

ことの 少ない 石 質に 対して 極めて 有効で ある。 坑道の 形 は L 字形 .T 宇 形 あるいは これらの 複合 形が あり、 爆 

破の 規模 は、 爆 落 量、 数千 瓲 から 数十 

万瓲に 達する ものが ある。 したがって 

火薬 類の 使用量 も 多く、 爆破 設計 は 慎 

重に 行わなければ ならない。 

本 法 は 大正 十 年から 十 一 年に わたり、 

浅 野 社教朗 • 佚 父 及び f バ 田の 三 石灰 山 

で 試用され たが、 その後、 昭和 十一 年 

峩朗で 下 抜 採掘 法に 代って 採用され、 

二十 二 年まで 続けられた。 その 間、 災 

害の 減少、 出鉱 量の 安定に 役立つ こと 

が 少なくなかった。 十九 年 ごろ、 電化 

社 青 海 石灰 山で も 一 時 採用され たが、 


化 


ヌ. Ir.:^ づ 
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さく 井 爆破 


しかし、 ショベル 積 は、 この 方法に 適した 採鉱 方法の 

採用と、 大塊を 処理し うる 運搬 並びに 粗 砕 設備の 設置と 

が 伴わなければ、 所期の 目的 を 達成す る こと は 不可能で 

あり、 真の 能率 向上 は 今後の 研究に 待つ ところが 多い。 

本 法 は 鉱床 を 一 つ、 あるいは 数個の 階段に わけて 採掘 

する 方法で あり、 


図)。 場合によって は、 階段の 下部に 緩 傾斜の トウ ホ 

採鉱 能率が 傾斜面 採掘 法に 比べ、 極めて 高 能率な 点が 特徴で ある 
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の 方法に より、 坑道 爆 
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(第 22 図） 傾斜面 採掘 法 下向 掘 （手 積） 模式図 
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撒 まに 便利な ように 十二 ポンド 級の ものが 多く 用いられた。 

しかし、 運搬 量の 増加に 伴い、 鉄製 鉱車 • ボ —ル ベアリング 

付 鉱車も 採用され るよう にな つ た。 

機械 積の ほとんど 全部 は、 パ ヮ— ショ ベ ル による 積 込で あ 

り、 その 採用 は 戦後に おける 大きい 傾向と して 注 目される。 

最も 古い 例と して は、 大正 十一 年、 浅 野 社 1^ 田 石灰 山に お 

ける スチ— ム シ ョ ベ ル の 試用 を^げ うるが、 シ ョ ベ ル 積に 不 

適当な 下 抜 採掘 法であった 上、 粗碎機 及び 鉱 車が 小さく、 充 

分 効果 を 発揮す る ことができずに 廃止された。 昭和 六 年、 小 

野 田 社 勝 湖 里 石灰 山 (朝鮮) において は、 さく 井 爆破と ショ 

ベ ル 積との 併用に より 高 能率 を举 げたよう であるが、 その後 

十七 年 以降 小 野 田 社 藤 原石 灰 山に 電気 シ ョ ベ ルが 採用され た 

ほか は、 戦時中、 浅 野 社峩朗 石灰 山. 秩父社 三輪 石灰 山に 一 

時 スチ— ムシ ョべ ルが 採用され たに 過ぎない。 

戦後、 労働 情勢の 変化に 伴い、 労働力の 節減、 特に 過重 労働の 軽減が 必要と なり、 傾斜面 採掘 法に おいても、 

ショベルの 採用が 採り上げられる ようになった。 二十 七 年に は、 小 野 田 社吉田 山. 産業 社 船尾. 大阪黨 業 社 伊 

吹 山の 各 石灰 山に 相次いで 採用され、 今後 この 傾向 は 更に 盛んになる ことが 予想され る。 ショベル 積に おいて 

は、 戦前 は鉱 車が 使用され たが、 戦後 は ダンプ トラッグ も 使用され、 積 込 能率と 共に 運搬 能率の 向上が 図られ 

るよう にな つ た。 


さ く 孔 ^ 
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(第 21 図） 傾斜面 採掘 法 上向 掘 （手 積） 模式図 
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上向 掘と 下向 掘の 

比較 


S 斜 .fm 採掘 法に お 

ける 積 込、 運搬 


掘り、 上方に 向って、 二 米ない し 五 米の 厚さで 採掘す る 一種の スラ イシン グ 法で、 切羽 は 一段の ものと 数 段の 

ものと が ある。 

昭和 二 年 以来、 日本 社 勝 峰 石灰 山で は 本 法 を 採用して 好成績 を 収め、 グロ j リホ —ル法 転換に 至る まで 続け 

られ た。 

さげ あな 

下向 掘 は、 第二 二 図の ように 鉛直 あるいは これに 近く 下孔を 掘り、 一 つ あるいは 多数の 小 階段 を 作り 採掘す 

る 方法で あるつ 

古い 例と して は、 大正 十三 年、 秩父社 三輪 石灰 山に おける 

採用 を あげる ことができる。 

上向 掘と 下向 掘と は ほとんど 同時に 採用され、 同様な 盛衰 

をた どった が、 前者 は 後者に 比べ 左の ような 得失が ある。 

(一) 爆破 効果 は 大きい が、 大 塊が 出る。 

(一一) 爆破 後、 浮 石が 生じ 易い。 

(三) 亀裂が 発達して いて、 下向 穿孔の 困難な 石 質に 対し 

て も 採用で きる。 

傾斜面 採掘 法に おける 積 込に は、 手 積と 機械 積と が ある。 

前者 は、 一次 爆破に より 生じた 大塊 を玄能 あるいは 火薬 類 

を 用いて 小 割し、 鉱 車に 手 積みす る 方法で、 運搬 は ほとんど 

全部 手 押であった。 したがって、 鉱車 は下拔 採掘 法の 場合と 

同様、 一 瓲 前後の 木製 鉱 車が 大部分で あり、 軌条 も 爆破 時の 
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で、 瓲 当り 爆薬 消費量が 少なく、 サグ岩 機 一台 当り 爆 落 量が 多い 長所が あると 考えられ、 明治、 大正 時弋 にお 

いて は、 ほとんど 全部の 石灰 山 • 粘土 山. 珪 石山に 採用され ていた- しかし、 本 法 は 一次 爆破で 大 塊が 出る た 

め、 二次 爆破に 労力と 火薬 類と を 消費し、 出鉱 量に は 安定性が なく、 殊に 落石に よる 災害 発生の 危険が 多い の 

で、 現在で は ほとんど 採 ffl されて いない。 

下 抜 採掘 法に おいて 採用され た 積 込 及び 運搬 法 は、 ほとんど 例外な しに 手 積、 手 押 運搬であった。 したがつ 

て、 手 積、 手 押 作業に 向く ように、 鉱車は 木製で 高さが 低く、 積載量 はー瓲 以下の ものが 大部分であった。 な 

お 軌条 は 爆破の 際 一 部 撤去 を 要する ため、 十二 ボンド 級の ものが 多く 使用され た。 

ド抜 採掘 法に は 前述の ような 欠点が 多い ので、 大正 末期から これに 代って、 傾斜- g 採掘 法が 採用され るよう 

になった。 本 法 は 採掘 面に 四十 度ない し 七十 度の 傾斜 をつ けて 採掘し、 手 積 あるいは 機械 積に より 積 込む 方お 

である。 穿孔の 方向に より、 上向 掘. 下向 掘に 区別され、 いずれも サグ岩 機に よる 穿孔が 行われる。 本 法 は 下 

拔 採掘 法に 比べ、 災害 発生の 危険が 少なく、 かつ 出鉱 量に ムラがない ため、 次第に これ を 採用す る 所が 増加し 

た。 昭和 十二、 三年 ごろから 太平洋戦争 にわたり、 

大規模 石灰 山の 大 やに 採用され たが、 グロ— リホ— 

ル 法の 採用 後、 傾斜面 採掘 法 は 次第に 減少しつつ あ 

る。 主要 石灰 山中、 傾斜面 採掘 法に よる もの は 第 四 

七 表のと おりで、 グロ— リホ— ル法、 トンネル 法 併 

用に よる もの を 含める と、 計 四十 三 石灰 山に 達して 

いる。 

上向 掘 は 第二 一  図の よう 
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(備考) 月産 二、 〇〇〇 瓲以 上の 主要 石灰 山 六十 五に ついての 調査。 

昭和 二十 七 年末、 石灰石 鉱業 協会 調査 資料に よる。 
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採掘 法の 分類 
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(第 20 図） 下 抜 採掘 法模 
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石灰石の 採掘 石灰石. 粘土質 原料 及び 珪-酸 質 原料 は、 セメント 工業の 主要 原料で あり、 その 採掘 は セメント 工業に おける 

一 つ の 重要 部門で ある。 

これら 原料の 採掘 は ほとんど 全部が 露天 採掘で あり、 特殊な 場合に のみ 坑内 採掘が 行われて いる。 従来 行わ 

れた 採掘 法 を 分類 すれば、 第 四 六 表のと おりで ある。 


露天 採掘 露天 採掘と は、 地表に おける 採掘 法で ある。 主 作業、 すなわち 

採鉱 作業が 露天で 行われる ので、 付帯 作業、 すなわち 積 込 運搬 作 

業が 坑内で 行われても 露天 採掘と 呼ばれる。 

本 法が 採用され るの は、 露出した 鉱床、 あるいは 表土の 薄い 鉱 

床で ある。 

下 抜 採掘 法 本 法 は 第二 〇 図に 示す ように、 採掘 崖の 下部 をえ ぐり、 爆破の 

振動 を 利用して、 威力 圏外に ある 上方の 鉱石 を も 落下させる 方法 
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田藤大 


セメント 工場への 一 

供給 


の 距離 及び 輸送 方法 は、 大体 第 四 四 表のと おりで ある。 

セメント 工場への 石灰石の 供給 方法と して は、 会社が 採掘権 を 有し、 会社 直接 採掘 作業 を 行う 「直営」、 会社 

が 直接 採掘 作業 を 行わず、 他者に 請負 わせて 採掘 作業 を 行う 「請負」 、 他者から 購入す る 「買 鉱」、 並びに 傍系 

会社に 経営 を 行わせて、 これから 購入す る 「傍系 会社からの 買鉱」 等が ある。 セメント 工業で は、 大量の 石灰 

石 を 使用す るた め、 買鉱に 依存す る こと は、 工場 運営に 不安が 大きい ので、 今 曰で は 直営が 主流と なって いる 

が、 採掘 作業と 工場の 作業と は、 性質が 著しく 異なって いるた め、 これら を 別 企業と する ことが 好ましい 場合 

に は、 傍系 会社に よって 採掘 場の 経営が 行われる。 

セメント 工場へ の 石灰石 供給 状態 を 示せば、 第 四 五 表のと おりで ある。 


セ 


工場 石灰石 供給 状態 


"- 場 名 


多 摩 


佐 

白 


所属 石灰 


勝 峯 

白 崎 

関 前 • 中 野 

治国 谷 

呼 野 

香 春 

大築島 

狩 生 


所属 石灰 山 

の 経営 形態 


直 

直 


営 

営 


そ 


他の 供給 状態 


部買鉱 

部 買 鉱 

部 買 鉱 

部出资 会社 (莉田 鉱業 社) から 買鉱 


大半 は 傍系 会社 (St 久見 鉱業 社) から 買鉱 


船 


渡 

原 


普 金山 

藤 原 

田 原 • 石 巻 


直 

請 


営 

負 


第二 節 わが国の 石灰石 


一 五 


輸 


生 


(第 44 表）  セメント 工場〜 石灰 山間の 石灰石 輸送 状況 


運 

搬 

方 

法 

石灰 山〜 工場 間 距離 

工場 数 

備  考 

ン ド 

レ 

ス fe 

0.3- 

'0.6 籽 

2 

ベ 

ル トコ' 

/ ベ 

ァ 一 

0.2 へ 

'1,1 籽 

6 

軌 

道 

7 籽 

索 

道 

2〜 

11 軒 

8 

鉄 

道 

102 籽 

9 

舟 口 

22 〜 

85 軒 

9 

ただ し 1 工場の み 270〜400 

手 

押 ト コ 

そ 

の 他 

隣 接 

地 

3 

籽を 輸送 

(セ メン ト 協会 発行 「工場 表」 から 算出） 


(備考） 同一 工場で 運搬 方法が 二つ 以上 ある 時 は、 工場 数が 重複して いる。 


第二 章 原  料 

石灰 山 は、 一般に 表土に 被われ、 また 鉱床 中には、 他の 岩石の 夾在 層が 

存在す る ことがあ るので、 これら は 採鉱 作業に 先立ち、 できうる 限り 除去 

する が、 混在 はまぬ がれない- そのため 原料と しての 石灰石 全体の 成分 は、 

元の 石灰石よりも かなり 純度が 低くなる ことが 普通で あり、 また 成分の 変 

動す る 最大の 原因と なる。 

産 t2  石灰石 は セメントの 原料と される ほか、 製鉄 • 製鋼. 非鉄金属 精練. 石 

灰 . 力— パ イド . 石灰 窒素 . ソ— ダ • ガラス • 陶磁器 • 製紙 • 製糖. タン 

カル • 鉱毒 中和 • 石材. 砕石 等、 また 戦後 はビニ ー ル • ナイロン 等の 布 機 

合成 方面の 新 需要 を 加え、 その 用途 甚だ 多く、 わが国 鉱 産物 中、 石炭に 次 

いで 大きな 生産高 を 有する。 生産高 は 年々 増加 ( 終戦 前後 は 例外と して) 

の 傾向 をた どり、 昭和 二十 六 年度から は、 新 レコ— ドを 示す に 至った。 そ 

の 中、 セメント 工業に おいて 使用され る 石灰石 は 最高の 割合 を 示し、 二十 

七 年度で は 全 生産高の 五八 ％、 八 八 三 万瓲で 最高の 使用 高 を 示した。 

生産高 並びに 各 産業の 石灰石の 利用 割合 は 第 四 三 表のと おりで ある。 

送  石灰石 は、 セメント その他の 工業に とって は、 主要な 原料で は あるが、 

その 市価 は、 他の 鉱物の 鉱石 はもち ろん、 岩石の 砕石 や 砂利よりも 遙 かに 

低く 運賃の 負担 力に 乏しい。 したがって 原料 面の み を 考慮す る 時 は、 山元 

に 工場が ある ことが 最も 有利で あるが、 製品の 搬出、 石炭 等の 搬入 を 考慮 

すると、 工場の 有利な 位置 は 簡単に 定められない。 現在の 工場. 一 石灰 山 問 


i 

わ 
が 
国 
の 
石 
灰 
石 


四 
九 


石灰石 生産 及び 


(第 43 表） 


年 度 

生産高 

用 

途 

別 

セメント 

z'O 

毂  業 

/り 

大正 14 年 

4,142,000 

1,702,882 

41 

512,407 

1,207,032 

昭和 元 

5.232.000 

2,259,303 

43 

595,016 

1,525,954 

2 

5,682,000 

2,442,187 

43 

635,896 

10 

1,671,576 

30 

3 

5,910,000 

2,520,516 

43 

679,959 

1,734,330 

4 

' 6,548,000 

2,819,788 

43 

737,608 

1,920,034 

5 

5,876,000 

2,395,889 

41 

670,876 

1,725,910 

6 

5,735,000 

2,325,231 

41 

675,422 

1,683,058 

6,352,000 

2,628,182 

41 

731,429 

12 

1,863,392 

29 

0 

0 

3,151,457 

9 

7,970,000 

3,593,204 

45 

980,970 

1,923,964 

10 

8,805,000 

4,074,898 

46 

1,018,212 

2,102,107 

11 

9,781,000 

4,277,197 

44 

1,279,493 

2,371,006 

12 

11,220,000 

5,091,244 

45 

1,437,696 

13 

2,718,908 

24 

13 

11,573,000 

5,184,230 

45 

1,581,686 

2,809,025 

14 

12,582,000 

5,523,841 

44 

1,805,286 

3,057,573 

15 

13,113,000 

5,751,479 

44 

2,010,515 

3,157,457 

16 

13,336,000 

5,501,855 

41 

2,259,201 

3,291,077 

17 

12,654,000 

4,435,260 

35 

2,715,553 

21 

3,186,441 

25 

18 

13,860,000 

4,254,553 

31 

2,967,094 

3,881,206 

19 

9,373,000 

3,039,783 

32 

2,354,542 

2,063,546 

20 

4,604,000 

1,320,028 

29 

924,948 

1,236,836 

21 

4,577,757 

1,514,316 

33 

323,271 

1,366,825 

22 

5,113,066 

1,907,289 

38 

485,001 

10 

1,285,410 

25 

23 

7,045,317 

2,840,965 

41 

771,725 

1,823,248 

24 
25 
26 
27 


生産高 


9,044,768 
11,799,536 
15,562,461 
15.405,277 


セ メ 


ト 


4,473,525  50 
6,144,94152 
8,521,860  55 
8,832,450  58 


鉄 


鋼 1% 


946,732 
1,431,141 
2,133,797 
1,804,789  12 


石 


灰 


1,555,309 
1,644.904 
1,804,808 
1,749,76911 


% 


力一 バイ ド 
石灰 窒素 


% 


664,921 
711,933 
744,554 
855,746 


ダ ％ 


518,473 
738,946 
1,139,487 
789,053 


(備考） （1) 昭和 23 年 以前 は 石灰石 鉱業 協会 资料、 24 年 以降 は 通商産業大臣 官房 調査 統計 部 編 

(2)  「/g 業」 はタ ン カルの 全部と 肥料 用 石灰 を 含む。 

(3)  「その他」 は 非鉄金属 製 鍊' 陶磁器 • ゴム 等の 雑 用途 を 示す。 

(4)  年度 は 官庁 年度に よる。 

(5)  セメント 以外の 各 産業の 百分率 は 昭和 27 年度から 逆算して、 5 年 目 をと つた もので 


別 


使 


用 


出 


荷 


内 


訳 


化  学 

% 

土  建 

% 

その他 

% 

へ           ■ ： し 

B  B1 

ft/ 

303,114 

152,137 

264,428 

4,142,000 

357,247 

188,762 

305,718 

5,232,000 

388,964 

7 

217,792 

4 

325,585 

6 

5,682,000 

100 

414,595 

222,436 

338,164 

5,910,000 

455,547 

244,058 

370,965 

6,548,000 

493,976 

218,780 

361,569 

5,867,000 

495,342 

213,014 

342,933 

5,735,000 

514,092 

8 

240,412 

4 

374,493 

6 

6,352,000 

100 

605,448 

310,174 

459,994 

7,822,000 

759,957 

276,981 

434,924 

7,970,000 

808,401 

355,968 

445,414 

8,805,000 

953,051 

404,327 

495,926 

9,781,000 

974,263 

9 

402,262 

4 

595,627 

11,220,000 

100 

1,000,057 

359,071 

638,931 

11,573,000 

1,020,178 

425,170 

749,952 

12,582,000 

1,001,520 

422,792 

769,237 

13,113,000 

1,069,708 

437,936 

807,223 

13,367,000 

1,069,461 

9 

444,584 

4 

802,701 

6 

12,654,000 

100 

1,302,902 

469,543 

984,702 

13,860,000 

988,626 

258,638 

667,865 

9,373,000 

520,327 

142,486 

459,375 

4,604,000 

603,007 

560,138 

159,146 

4,526,703 

674,703 

13 

578,309 

11 

156,730 

5,087,442 

100 

927,274 

498,713 

84,884 

6,946,809 

(単 位 瓲） 


原 


料 


土 建 ％ 


ガラス 


% 


ルブ ％| 砂 糖 ％ 


タン カル ％ 有機 合成 ％ その他 ％ 


合 計 


% 


380,756 
605,335 
475,410 
588,896 


6,334 
26,307 
51,165 
21,709 


43,224 

86,710 
107,386 
114,560 


52,394 
14,093 
24,489 
20,646 


240,775 
303,410 
332,258 
352,652 


22,690 
32,217 
36,998 
23,234 


63,537 
57,411 
128,259 
115,631 


8,968,670 
11,797,348 
15,500,471 
15,269, 


四 
八 


135100 


—鉱山 製鍊所 生産 年報」 による- 


あ る 


i 
わ 

が （第 42 表）  曰 本の 石灰石 分析表 


県 名 

社名 または 工場 名 

採掘 場 名 

強 熱 減量 

シリカ 

SlO.2 

アル ミ ナ 
AI.2O3 

酸化鉄 

石 灰 

CaO 

マグネ シ 

ァ MgO 

計 

炭酸 カル 
シゥム 

CaCOs 

炭酸 マグ 
ネ シゥム 

MgCOs 

北海道 

曰 本セメ ン 

m 朗 

42.79 

2.47 

0.53 

0.36 

52.48 

1.27 

99.90 

93.68 

2.66 

ノノ 

北海道 農 

材 

上 興 部 

42.32 

1.10 

0.48 

0.48 

54.44 

1.18 

100.00 

97.16 

2.47 

ノノ 

曰 鉄鉱 

業 

東 鹿 越 

43.28 

1.09 

8. 

30 

54.46 

0.34 

99.97 

97.20 

0.71 

青 森 

磐 城 セメン 

八 戸 

42.47 

1.40 

0.41 

0.37 

54.48 

0.83 

99.96 

97.24 

1.74 

岩 手 

曰 鉄鉱 

業 

洞 泉 

42.34 

0.96 

1.02 

0.8C 

54.11 

0.58 

99.81 

96.54 

1.21 

小 野 田セメ ン 

ト 

普 金 

41.18 

0.61 

0.54 

0.51 

55.95 

0.71 

99.50 

99.86 

1.48 

渋谷鉱 

業 

弁天 山 

43.06 

0.43 

0.31 

0.45 

55.01 

0.77 

100.03 

98.18 

1.61 

磐 城 セメン 

ト 

滝 根 

44.85 

0.36 

0.20 

0.14 

54.61 

0.20 

100.36 

97.47 

0.42 

茨 城 

常 陸セメ ン 

太平 田 

42.37 

1.95 

0.48 

0.43 

54.42 

0.77 

100.42 

97.13 

1.61 

栃 木 

磐 城 セメン 

卜 

会 沢 

42.00 

0.40 

0.14 

1.20 

54.55 

0.72 

99.01 

97.36 

1.51 

培 玉 

秩父鉱 

業 

秩 父 

43.71 

0.30 

0.07 

0.11 

55.19 

0.46 

99.84 

98.50 

0.96 

ノノ 

皆 谷 

43.26 

1. 

57 

54.90 

0.15 

99.88 

97.99 

0.31 

» 

秩父 セメン 

二  $m 

42.97 

1.37 

0.51 

0.24 

55.14 

0.80 

101.13 

98.41 

1.67 

東京都 

曰 本 セメン 

勝 峯 

43.45 

0.08 

0.16 

0.06 

55.71 

0.32 

99.78 

99.43 

0.67 

,, 

奥 多摩ェ 

業 

氷 川 

42.19 

0.22 

0.13 

0.13 

55.11 

0.59 

98.37 

98.36 

1.23 

新 潟 

昭和 電 

ェ 

水 谷 

43.10 

0.97 

0.23 

0.47 

54.09 

0.79 

99.65 

96.54 

1.65 

電気 化 

学 

青 海 

43.70 

0.44 

0. 

25 

55.24 

0.53 

100.16 

98.59 

1.11 

岐 阜 

三井鉱 

山 

神 岡 

34.21 

14.20 

0.72 

1.42 

45.46 

0.87 

96.88 

81.14 

1.82 

>, 

磐 城 セメン 

ト 

白 山 

44.00 

0.14 

0.03 

0.06 

55.02 

0.20 

99.45 

98.20 

0.42 

U 

ヒ 港  T 
夭橋ェ 

傘 

金 生 山 

44.04 

0.42 

0. 

23 

55.08 

0.16 

99.93 

98.31 

0.33 

三 重 

小 野田セ メ ン 

ト 

藤 原 

40.41 

2.62 

1.25 

0.72 

53.27 

1.08 

99.35 

95.08 

2.26 

福 井 

敦賀 セメン 

敦 賀 

43.05 

n  QO 
[J.yo 

u. 

4z 

A  47 
U."t/ 

QQ  07 

yo.K)  / 

A  QQ 

和歌 山 

日本 セメン 

ト 

白 崎 

43.42 

0.26 

0. 

20 

55.51 

0.39 

99.78 

99.07 

0.82 

岡 山 

曰 鉄鉱 

業 

井 倉 

43.21 

0.41 

0.38 

55.24 

0.52 

98.59 

1.09 

小 野田セ メ ン 

ト 

阿 哲 

42.19 

3.36 

53.42 

0.48 

99.45 

95.34 

1.00 

愛 媛 

曰 本 セメン 

関 前 

42.69 

1.02 

0.16 

0.26 

55.63 

0.14 

99.90 

99.29 

0.29 

広 島 

中 野 

42.70 

0.62 

0.11 

0.21 

55.89 

0.38 

99.91 

99.75 

0.79 

山 口 

徳 山 曹 

達 

大 嶺 

42.88 

1.23 

0.11 

0.08 

54.21 

0.50 

99.01 

96.75 

1.05 

高 知 

曰 本 セメン 

治国 谷 

43.02 

0.10 

0. 

18 

55.80 

0.41 

99.51 

99.59 

0.86 

福 岡 

呼 野 

43.31 

0.62 

0.09 

0,12 

55.02 

0.79 

99.95 

98.20 

1.65 

香 春 

43.06 

0.65 

0.44 

0.20 

54.64 

0,65 

99.64 

97.52 

1.36 

^田 鉱業 

社 

M 田 

43.22 

0.31 

0.08 

0.16 

55.20 

1.00 

99.97 

98.52 

2.09 

小 野田セ メ ン 

卜 

恒 見 

42.50 

0.65 

0.32 

0.18 

54.65 

1.32 

99.62 

97.54 

2.76 

1) 

磐 城 セメン 

卜 

小 倉 

41.07 

1.36 

0.77 

0.69 

53.91 

1.39 

99.19 

96.22 

2.91 

1) 

産業 セメン 

ト 

船 尾 

へつ 

0.54 

0.15 

0.20 

55.13 

0.71 

99.78 

98.40 

1.48 

大 分 

曰 本 セメン 

狩 生 

42.42 

2.08 

0. 

36 

54.00 

0.56 

99.42 

96.43 

1.17 

津 久見鉱 

業 

津久見 

42.88 

0.92 

0. 

24 

52.90 

2,27 

99.21 

94.42 

4.75 

ノノ 

/j  、野 田セメ ン 

h 

津久見 

41.50 

1.30 

0.38 

0.48 

54.64 

0.80 

99.10 

97.52 

1.67 

熊 本 

曰 本 セメン 

h 

大築島 

42.92 

0.96 

0.13 

0.21 

55.22 

0.46 

99.90 

98.56 

0.96 

(備考） ひ） 石灰石 鉱業 協会 资料 及び 日本 鉱産誌 及び 曰 本社 資料に よる 

(2) 曰 本社の 资料は 水洗 して 泥の 付着 し な い 石灰石の 塊 を 分析 した ものであるが， その 
他 は资料 採取 準が 明確で ない ので、 表土 等の 沮 入した 試料 （たとえば セメ ン ト原 
料と して 粉碎 した もの） を 分析 したと 思わ れる ものが ある。 


第二 章 原料  一 四 六 

する 町 能 性が ある。 

埋蔵 鉱量 • 可 採鉱 量い ずれに ついても 一 つの 基準が 必要で あるが、 昭和 二十 五 年 九月 J S  M ー〇〇 一 を 

もって、 初めて 石炭 及び 石油 を 除く 金属 及び 非金属 鉱床に 適用す る鉱量 計算 基準が 制定され て、 鉱量 計算の 基 

準が 明らかと なった。 

二十 六 年 一月、 石灰石 は 鉱業 法の 適用 を 受け、 法定 鉱物と しての 仲間入り をした ので、 近い将来、 全国的に 

統計 法に よる 石灰石の 鉱 量の 調査が 実施され る 予定で あるから、 わが国の 石灰石 資源の 全貌が 明らかにされる 

の は 間近い ことであろう。 

鉱床の 形態  欧米の 石灰 質 原料 は 石灰石に 限らず、 一般に 層状 をな していて、 水平 か、 または ゆるい 傾斜 をな してお り、 

イギリスの 白堊、 アメリカ 東部の 石灰石 や セメント 岩 は 水平の ものが 多い。 このような ところでは、 工場の 周 

囲の 石灰石 を 地面 下に 掘り下げて 採掘して いると ころも ある。 しかるに、 わが国の 鉱床 は、 じ やがい も 状の も 

の、 さつまいも 状の もの、 厚い レンズ 状の もの、 薄い レンズ 状の もの、 層状に 近い もの 等 多種多様であって、 

これが 欧米の 採掘 技術 を そのまま 移入で きない 一 つの 原因 をな している。 

石灰石 鉱床の 形態 を 把握す る こと は、 正確な 調査 を 行う 基本と なり、 適正な 企業 計画 を 行う 基礎と なる 大切 

な ことがら である。 

化 学 成 分 わが国 石灰石の いま 一つの 特徴 は、 一、 二の 例外 を 除き 地方 的な 区別な く、 第 四 二 表に 見る ように、 非常に 

純度の 高い 化学 成分 を もっている ことで ある。 炭酸 カルシウムの 含有量 は、 九 七 ~ 九九 ％ を 示す ものが 大部分 

であって、 九 五 ％BJ 下 を 示す もの は 少ない。 セメントに は 最も 問題と なる マグネシア 含有量 も、 多くの 石灰石 

は  一 *五％ 以下で ある。 ただ 栃木県 葛 生に は、 ドロ マイト 及び マグネシア 分の 高い 石灰石が かなり 多く 分布し、 

また このような 石灰石 は、 大分県 津久 見地 方 その他に も隆 かに 分布す る。 


県 は 石灰の 産地と して 有名で ある。 セメント 工場 は、 高 知に ある 曰 本社 土 佐 工場の みで あるが、 窯業 社 大阪ェ 

場で はこの 地帯の 石灰石 を 使用して いる。 

関門 地方 11 山口県 西部の 秋吉 台、 福岡県 企 救 半島 付近の 古 生 層の 分布 は 狭小で は あるが、 多数の 大 石灰 山 

が ある。 宇 部 .筑 豊の両 炭田 を 間近に 控え、 セメント 工業の 好適 地と して、 全国の 三分の 一 の 数に 達する 工場 

が この 地方に 集り、 アメリカの レ— ハイ 地方に 対比され る。 すなわち 日本 社 二 工場、 小 野 田 社 三 工場、 曰 鉄 社 

二 工場 • 徳 山. 宇 部. 磐 城. 豊国 • 産業 社 各 一 工場で あり、 セメント 生産高 も 全国の 三 〇％ に 達する。 石灰石 

は 結晶 質の ものが 多い。 山口県 秋吉 台. 福岡県 平 尾 合、 香 春 岳、 船尾 山 等、 いずれも わが国 指の 大 石灰 山で 

ある。 

九州 中央部 .—— 大分県 津久見 市 付近から 西南へ 九州 中央部 を 横断して、 八 代 付近に かけて 带 状の 古 生 層の 分 

布が ある。 石灰石 は 豊富で あるが、 現在 は 海岸 地方の みが 開発され ている。 東海岸の 津久 見地 方 は、 海岸に 接 

して 大 石灰 山が あるた め、 多数の 業者が 採掘 を 行って いる。 ここに は、 小 野 田 社の 津久兑 工場 及び 曰 本社の 佐 

伯 工場が ある。 また 西海岸に は、 八 代 市の 沖合に 全山 石灰石の 大築 島が あり、 日本 社 八 代 工場で はこの：，；： 灰 石 

を 使用して いる。 

鉱  量 わが国 石灰石 資源 は、 他の 天然資源に 比較して 非常に 恵まれて いるり その 埋蔵 鉱量 は、 一説に は 西 傥瓲 とも、 

また 他の 説で は 二百 億瓲、 あるいは それ 以上と も 言われて いる" 従来の 石灰石の 埋蔵 鉱量 は、 一定の 基準の も 

とに 調査、 集計され たもの がなかった ので あるが、 ただ 漠然と 世に 伝えられ ていた ものである。 埋蔵 鉱 量と は、 

地殼 中に 現存す る 鉱量を 言う が、 採掘して 採算の とれない 地下 深 所の 鉱床まで を 含めても 意味 をな さない ので、 

埋蔵 鉱量 のうち、 技術的 並びに 採算 的に 見て、 出鉱を 予定し うる 鉱量を 可 採鉱 量と 言う。 埋蔵 鉱量 は、 天然の 

状態に おける 資源の 量 を 表わす が、 可 採鉱 量 は 企業 計画の 資料と なる ものであって、 技術の 進歩に よって 増加 
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床が 発達す るが、 奥地に あたる ため、 いまだに 開発され ていない。 この 延長 は 伊良湖 呷に 達する が、 交通の 開 

けた この 地方で は、 鉱床の 規模 はいずれ も 大きくない。 伊良湖^に は 小 野 田 社 田 原 工場が あり、 また 浜 松 付近 

に は 磐 城 社 浜 松 工場 新， i はの 計画が ある。 

北陸地方 -— 親 不知 付近に は 青 海 及び 明星 山犬 鉱床が あり、 力— バ イド 工業の 重要な 原料 地と なって いるが、 

この 他の もの は 能登半島に 小数の 石灰 山が ある 程度で あるつ 能登半島に は 磐 城 社 七 尾 工場が あり、 また 青 海に 

は 電化 社 青 海 ェ 場 新設 の 計画が ある。 

岐阜 及び 鈴 鹿 山脈 地方 -! 大小 規模の 多数の 鉱床が ある。 石灰石の 豊富な 地方で あり、 古来 岐阜 赤 坂 は 石灰 

及び 大理石 産地と して 有名で あるが、 セメント 工業の 発達 は、 大都市 近傍 地と して はや や 遅れた、」 ここに は 小 

野 田 社 藤 原 • 黨業社 伊吹 • 野 沢 社彥根 • 敦賀 社敦賀 工場が ある。 

紀伊 半島 —— 志 摩 半島から 和歌山県 由 良 地方に かけて、 紀伊 半島 を 横切る 带 状の 古 生 層の 分布が ある 「一 中小 

規模の 石灰 山が 多数 存在す るが、 奥地に 多いた め 海岸 付近の みが 開発され ている つ 志 摩 半島 付近に は^ 業社大 

阪 工場、 和歌山県に は 曰 本社 大阪 工場の 石灰 山が ある。 

岡 山、 広 島 地方 -—— 帝釈 台を屮 心と して 多数の 石灰 山が あるが、 奥地の ため 伯備線 沿線の みが 開発され てい 

る。 ここに は 小 野 田 社 阿哲 工場が ある. - 

瀬戸内海 11 瀬戸内海の 島々 に は、 古 生 層の 変成 層が よく 発達し、 ここに 多数の 小石 灰 山が あり、 石灰石 は 

いずれも 結晶 質で ある。 船便が よいた めに 古くから よく 開発され、 戦前に は、 有力な 石灰石 産地と して 大阪方 

面の セメント 工場の 需要 を充 たして いたが、 既に 採尽 された 山 も 多くな つた。 今日で は、 、王と して 曰 本社 糸 崎 

工場が 当地の 石灰石 を 使 m している。 

四 国 -—— 四国の 中央 を 東西に 古 生 層の 带状 分布が あり、 大小の 石灰 山 は 極めて 多く、 古来 徳島県 丄 t 知 
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日本に おける 石灰石 鉱床 は、 古生代、 中生代、 新生代い ずれの 地層 中に も 分布す るが、 新生代の ものの 賦ぉ 

の 規模 はいずれ も 極めて 小さく、 品質 も 優れない。 中生代の もの は 純度 はな 问 いが、 鉱床の 規模 は 小さく、 セメ 

ント 工業の 対象と なるほど 大きな もの は 稀で ある。 大規模で 品質の 優れてい る 石灰石 鉱床 は、 古生代の 地層 及 

び この 変成 層 中に 含まれて いて、 わが国 唯一 の 石灰 質 資源と なって いる。 

わが国に おいて 石灰石 鉱床 を 埋蔵す る 古 生 層 は、 図表 二に 示す とおり、 日本列島の 北端から い m 端まで 普遍的 

に 分布す る。 石灰石 鉱床 は、 この 地層 中に 点在す る わけで あるが、 鉱床の 多少、 規模の 大小 等、 地域的に かな 

り 差異が ある。 

北海道 II わが国 屈指の 大 鉱床で ある 峩朗 付近 石灰 山 を 除き、 他の 石灰石 鉱床 はいずれ も 小規模で あり、 ま 

た 鉱床の 数 も 少ない。 峩朗 石灰 山 付近に は 日本 社 上 磯 工場が ある。 

北上 山地 II 多数の 鉱床が あるが、 搬出 不便の 地に 多いた めに 開発が 遅れて いる。 城 社 八 戸 工場. 小 野 田 

社 大船 渡 工場が ある。 

阿武隈 山地 ，—— 中小 鉱床が あるが、 いずれも 火成岩の 影響 を 受けて 結晶 質で ある。 ^城补 四 八：： - •  :n 立 社 日立 

工場が ある。 

関東 地方 11- 関東 山地に は、 武甲山 を 始めと する 大小 多数の 鉱床が あり、 足 尾 山地に は 葛 生地 区に 大 鉱床が 

ある。 これらの 鉱床 を 対象に 磐 城 社 栃木. 秩 父社秩 父. 曰 本社 西 多 摩 • 第 一社 川 崎の 四 工場が あり、 曰 本屮枢 

部の 建設に 大きな 役割 を 果してい る。 

静岡、 浜 松 地方 —— 静岡 • 浜 松から 中部 山岳地帯に かけて 広い 古 生 層の 分布が あり、 赤 石 出 地 側に は大鉱 
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他 工業の 副産物 
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チヤ— ト (chert) は、 また 角 岩 等と も 称し、 ほとんど 純粋の 緻密な 珪質 岩で あり、 珪岩は ほとんど 細かな 石 

英 粒から 成る 岩石で ある。 いずれも 純度が 高く、 風化 作用、 圧碎 作用 を 受けない もの は 非常に 堅 硬で あるが、 

细 かく 粘土 鉱物 を はさんだり、 圧碎 作用 を 受けたり、 あるいは これらが 更に 風化した もの はかなり 脆弱と なり、 

粉碎が 容易であって、 わが国 セメント 界 では 軟珪 石と 称して 重宝され ている。 殊に 北 九州 恒見、 ^田 方面の 一 

見 脆い 頁岩 状と なった 千 枚 岩 質珪岩 は、 古くから 尊重され、 遠く 大阪 方面まで 使用され ている" 

珪砂 は、 主として 石英の 細 粒から なる 砂で ある" 山陽 方面で は、 花 尚 岩の 風化して 生成した 海岸の 建 砂が 時 

に 使われる。 

砂岩 は、 砂の 固 結した ものである" 砂粒 は 石英で ある ことが 多い ので、 シリカ 分 も 高い が、 一般に 堅 硬で あ 

るた め、 風化して 脆弱に なった 部分 を 使用す る。 日本 社 八 代 工場で 使用す る 合津石 等が これで ある。 

礫岩 は 砂礫 層の 固 結した もので、 礫 は シリカ 分の 高い チヤ ー トゃ、 珪岩 • 砂岩が 多く、 また 固 結 物質に もシ 

リカ 質の 高い 砂が 多いた め、 全体の 化学 成分 は珪酸 分が 高い。 秩父 社秩父 工場で はこれ を 使用して いる。 

大分県 別府 等の 温泉 地帯で は、 安山岩 等が 温泉 作用 を 受けて 珪 化し、 多珪酸 質の 白 土と なった ものが ある。 

由 色 凝 灰 質の 岩石で、 セメント 原料と して は 好適な 物理的、 化学的 性質 を 有する が、 産地が 限られて いる こと 

と、 付着 水分が 多い 欠点が ある" 別 府白土 は 有名で ある。 

頁岩 中に かなり シリカ 分の 高い ものが ある。 日本 社 上 磯 工場で 使用す る 盤 土と 称する 第三紀の 頁岩 は、 七 五 

八 〇％ の シリカ を 含む。 

明礬 石から 硫酸 カリ • 硫酸 礬土  • 明 礬等を 抽出した 残滓、 粘土 ゃボ ー キ サイトから アルミナ を 抽出した 残滓 

は、 多连酸 質で 稀に 挂酸質 原料と して 利用され る。 

珪酸質 原料の 分析表 を 示せば、 第 四 一 表のと おりで ある。 
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口 —ム (loanl) と は、 本来 は 粘土と 砂と が 等量に 混じる 土壌 をい うが、 わが国で は、 主に 関東 地方 等に 分布す 

る 火山灰 質の 黒褐色 土 状の もの を 云い、 シリカ 分が 非常に 少なく、 アルミナ 補給の 補助 原料と して 用いられる。 

流紋岩 • 石英 斑 岩 は、 いずれも 酸性の 火成岩で あるた め、 粘土質 原料と して 好適の 化学 成分 を 有する が、 新 

鮮な 岩石で は 極めて 硬い ので、 風化の 進んだ もの 以外 は 使用が 困難で ある。 わが国の 気候が 多湿な ため、 特に 

非常に 風化が 進み、 地表 下 相当の 深 所まで、 ほとんど 粘土 状と なって いると ころが ある。 広島県 加 茂 郡 海？ 印 付 

近に は、 これ を-ぬ 料と して 煉瓦 工場が 発達して いるが、 セメント 原料と しても 好適の 性質 を 有し、 日本 社 糸 崎 

工場で 使用す る もの はこの 好例で ある I" 

溶鉱炉から 排出され る 鉱滓 は、 普通 高炉 セメントの 原料と して 使用され ている が、 粘土質 原料と しても 使用 

される。 この場合 成分に 変動が 多く、 一般に シリカ 及び 鉄が 少なく、 また 焼成に 当って 技術的な 困難 を 伴うた 

め、 わが国で は 製鉄所 至近の 工場 以外 は 使用し ない。 

石炭 灰 も 粘土質 原料と して は 適当で あるが、 量的に 問題が あるので、 工業地帯 等で 石炭 灰が 多量に 得られる 

所では、 廃棄 処置 を かね、 一石二鳥の 役目 を 果してい る。 

粘土質 原料の 分析表 を 示せば、 第 四 〇 表のと おりで ある。 

珪酸質 原料 

挂 酸 質 原料と は、 粘土質 原料の みで は シリカ 分が 不足の 場合に、 これ を 補充す るた めに 加える シリカ 分の 多 

い^ 料 を 総称し、 粘土質 原料と は 厳密に 区別して 定義す る こと は闲 難で あるが、 概して シリカ、 アルミナ 比が 

ひ ： 1 以上で 八 〇％ 以上の シリカ を 有する ものが 多い。 わが国 セメント 界 では、 俗に t:^ 石と 総称す る。 シリカ 分 

が く、 粉&し 易い もの を 理想と する が、 実際に 使用され る 岩石の 種類 は 極めて 多い。 その 主な もの は、 チヤ 

—ト • 珪岩 • 珪砂 • 砂岩 • 礫岩 • 白 土  • 珪質 頁岩 等の ほか、 他の 工業の 副 生物で ある 多珪酸 質の 残滓が ある。 


(第 40 表）  粘土質 原料 分析表 


国 
名 

産  地 

シ リ 力 
(a) 
Si02 

アルミナ 

(b) 
AI2O3 

酸化鉄 
FeA 

石灰 
CaO 

マグネ 
シ ァ 
MgO 

使用 原料 

日本の 使用 原料 平均 

64.49 

16.24 

6.05 

2.91 

1.43 

4.0 

29 採掘 場 平均 （注 8) 

平 

均 

ァ メリ 力の 使用 原料 
平均 

55.84 

19.25 

7.18 

4.21 

2.60 

2.9 

14 採掘 場 平均 （注 4) 

曰 
本 

隅 田 川 平均 

49.12 

18.43 

6.00 

2.69 

1.72 

2.7 

《               昭 12 年 

泥 

ィ 
ギ 

テーム ズ 及び メ ッ ドウ 
ェ 一河 （標準 分析） 

65.02 

19.74 

7.22 

0.85 

3.3 

(注 7) 

ワ 
ス 

メッ ドウ ヱ 一河 分析 

60.66 

15.05 

9.63 

1.15 

1.79 

4.0 

(注 5) 

曰 

个 

舞子 粘土 
f 丘康 ifO 

、 ,、 '平 /1、 ノ 

58.84 

19.08 

7.32 

1.74 

2.89 

3.1 

※往時 門 司 工場 使用 

粘土 

ァ 
メ 

力 

Pacific  P.  C.  Co. 
(カル フォルニ ァ州） 

58.25 

18.56 

7.35 

3.10 

1.28 

3.1 

(注 3) 

ィ 

ギ 

ス 

T  ,a  rne i^f  ,/t  "t^    乂、 ノ 
ト 工場 

(^アイ ノレ ランド) 



49.47 

14.66 

6.81 

6.35 

3.02 

3.4 

(注 7) 

泥 岩 

曰 
本 

北海道 上 磯 郡 万太郞 

沢 

68.22 

14.09 

4.14 

2.55 

2.85 

4.8 

※曰 本社 上 磯 

— r-         4-H          マ                        ■ に 

工場 卞備山 

曰 
本 
ァ 
メ 

力 

東京都 西 多 摩 郡大久 
野 村 

67.84 

15.13 

4.72 

1.30 

1.46 

4.5 

※日本 社 西 多 摩 工場 
大久野 採掘 場 

頁岩 

Alpena  P.  C.  Co. 
(ミ シガ ン州） 

61.09 

19.19 

6.78 

2.51 

0.65 

3.2 

(注 3) 

ィ 
ギ 

ス 

Warwick 州 

( ミ ッ ド ラ ン ド 地方） 

38.00 
17.00 

14.85 
5.99 

4.75 
4.16 

17.78 
36.10 

3.42 
1.18 

2.2 
2.8 

リアス 統 

(注 5) 

粘 根 岩 

メ 

リ 
力 

Southern  States 
P.  C.  Co. 

(ジョージ ァ州） 

57.40 

23.65 

4.45 

3.23 

3.23 

2.4 

(注 3) 

曰 
本 

須崎 鉱業 所 （日本 
社 土 佐 工場 粘土 山） 

61.04 

20.21 

7.26 

1.45 

2.93 

3.0 

※中生代 赤色 粘板岩 

ローム 

曰 
本 

関東 地方 

47.16 

27.51 

10.64 

0.17 

0. お 

1.7 

石英 
斑 岩 

曰 
本 

広 お '、'き 田 邵東野 村 
垂 水めば る 崎 

64.38 

18.30 

5.66 

1.38 

1.10 

3.5 

※曰 本社 糸 崎 工場 使 
用 

高炉 
鉱港 

B 
C 

32.94 
34.84 
40.04 

19.77 
14.58 
7.33 

0.60 
0.68 
0.72 

44.92 
45.86 
48.60 

2.66 
3.46 
2.30 

1.7 
2.4 
5.5 

(注 11) 

ノノ 

石炭 灰 

曰 
本 

A 
B 

57.28 
39.08 

26.50 
32.97 

5.80 
15.51 

4.45 
4.98 

2.03 
1.25 

2.1 
1.2 

注記 は 136 頁 石灰石 分析表と 同じ。 ※印 は 曰 本社 分析 
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第二 章 原  料  一三 八 

とされる ので、 その 範囲 はおの ずから 限定され る： わが国で は、 工場 近接 地に ある 原料 を 選択して いるが、 そ 

の 種類 は 泥 . 粘土 • 泥 岩 • 頁岩 • 粘板岩 • テラ ロッサ • ローム • 流紋岩 • 石英 斑 岩 等 極めて 多様で ある。 この 

ほか、 人工的な ものと して、 高炉 鉱律ゃ 石炭 灰 等 も 使用され る。 

泥. 粘土.；^ お. 泥 • 粘土  • 泥 岩 • 頁岩 • 粘板岩 は、 いずれも 微細な 岩石の 分解 物の 集合体で あるが、 固 結の 度合に よって 区 

• 粘板岩 

別す る。 水中に 沈澱して 泥状の もの を 泥、 まだ 固 紡し ない もの を 粘土、 不完全に 固 結した 脆弱な もの を 泥 岩 及 

び 頁岩、 硬くな つた もの を 粘板岩と 言う。 これら は、 主として アルミナ 及び シリカ を 主と する 粘土 鉱物と 多少 

の 石英 粒から なる。 

泥 は、 イギリス 等で 使用され ている が、 わが国で は セメント 工業 初期に 利用され たが、 今日で は 用いられな 

、 0 

レ 

粘 卜： もまた 外国に おいて は、 かなりに 利用され、 わが国で は 往時 粘性が 高く、 採掘が 容易な ため 使 川され た 

が、 今日で は あまり 利 ffl され なくなった： それ は、 賦存 状態が 低 £ 陵 地の ために、 人家に よる 採掘 上の 支障が 

多い 上に、 採尽 される ことが E 卜く、 しばしば 砂 磯 層に よって 被覆され、 これの 除去に 多額の 費用 を 要する ため 

である。 泥 岩 • 頁岩 は、 セメント 原料と して 主要な もので、 泥 岩 は 新生代、 頁岩 は 新生代、 屮生代 及び 古生代 

の 各 時代の ものが あるが、 一般に は、 品質の 点から 新生代の ものが 好まれる。 粘板岩 は 非常に 固い ので、 わが 

国で これ を 使用した 工場 も あ つ たが、 現在 は あまり 用いられない。 

炭坑から 出る ボタ は、 頁岩が 多い ので、 粘土質 原料と して 使用して いると ころが ある。 

テラロッサ  テラロッサ (terra-rossa) は、 石灰石の 表土と して 分布し、 主として 石灰石の 溶解 残 洋 で、 シリカ 分に 乏しい 

が、 粘着性が 高い ので，、 わが国 セメント 工業の 初期 堅固な 角 製 (本 編 第一 期 創業 時代 一 頁 参照) をうる ために- 

赏 用され たこと も あ つ た。 


わが国の 石灰石 は 一般に 純度が 高く、 無層理 であって、 比重が 高く  (ほとんどの ものが 二  • 七) 堅 硬で ある。 

(わが国の 石灰石に 0- いて は 後述す る) 

白  堊 白堊 (chalk) は、 白色 または 灰白色の 軟ぃ 白墨 状の 有機 源の 岩石で、 主として 微 粒の 炭酸 カルシウム からな 

り、 その 純度 は 極めて 高く、 九 〇~ 九 八％ を 示す が、 水中で 攪伴 する ことによって 容易に 解離し、 また 採掘 も 

容易で、 セメント 原料と して は 好 条件 を 有する。 わが国に は 産出 しないが、 ョ— 口 ツバで は 広い 地理 的 分布 を 

示し、 イギリス . フランス 等の 諸国で は 主要 セメント 原料で ある。 

泥 灰 岩 (マ— ル) 泥 灰 岩 (marl) は、 石灰 質の 粘土  (または 軟質 頁岩) で、 化学 成分 は 石灰石と 粘土との 中間で、 多様で ある 

が、 セメント 原料と して は、 炭酸 カルシウム 七 五 ％ 以上の ものが 欧米諸国 では 広く 利用され ている。 わが国で 

も、 能登半島で 産出、 一時 使用 (七 尾 社) された こと もあった が、 石灰 分の 多い 部分 は、 まもなく 掘り 尽 され、 

今日で はむしろ 粘土質 原料と して 使用され ている。 

セメント 岩  セメント 岩 (cement  rock) は、 炭酸 カルシウム 六 〇~ 七 五 ％ を 含む 粘土質 石灰石で ある。 最も^ 名な の は、 

アメリカ、 ニュ— ョ— グ 西方の レ— ハイ 地方で、 広大な 面積に 分布し、 一八 七 五 年 (明治 八 年) アメリカの セメ 

ント 工業 は、 これ を 原料と して 起り、 十九 世紀末に は、 この 地が アメリカの セメント 生産高の 七 五 ％ を 占めて 

いた。 今 曰で も アメリカ では、 セメント 岩 を 原料と する もの は ニー  ％ を 示して いる。 

化 学 成 分 石灰 質 原料の 分析表 を 示せば、 第三 九 表のと おりで ある。 

粘土質 原料 

拈 土質 原料 粘土質 原料 は、 わが国 セメント 界 では 俗に 粘土と 総称され る。 シリカ 六 〇~ 七 五 ％、 アルミナ 一 〇. （二 五 ％、 

酸化鉄 若干 を 含む 諸種の 岩石が 使用可能 であり、 この 成分 を もった 岩石 は 無数に ある。 しかしながら、 セメン 

ト 原料と して は 採掘、 粉砕が 容易で あり、 易 焼 性が 高く、 運搬 距離が 短く、 可 採鉱 量の 大きな ものが 必要条件 
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〔第 39 表）  石灰 質 原料 分析表 


産  地 

シ リ 力 
Si02 

アルミナ 
A103 

酸化鉄 
FC2O3 

炭酸 カル 

シゥム 

CaCOs 

炭酸 マグ 
ネ シゥム 
MgCOa 

備  考 

曰 
本 

89 石灰石の 分析 値 平均 

1.33 

0.49 

0.38 

96.95 

1.42 

古生代                     （注 1) 

M 

国 

各種 石灰石 平均 

5,19 

0.81 

0.54 

76.05 

16.52 

345 個の 平均 試料の 分析 値 (注 2) 

石 

、) 

セメ ン ト用 平均 

Superior  P.  C.  Co. (ワシントン 州 

Concrete) 
Santa し ruz  P.  C.  Co. (力 リ フ才 ノレ 

二 ァ 小 H  Davenport) 

Th  r*»(»    F  r»  r  L-  c    P     C 广ハ         バエ 、ノ" ふ ,I,U 

i  nrcc  r Oi  tvs  tr , し. し o.  、- 1  ノ  7 フ )\\ 
Trident) 

The  Northwestern  States  P.  C.  Co. 
(アイ ォヮ州 Mason) 

Texas  P.  C.  Co. (テキサス 州） 

2.67 
5.08 
2.03 
8.00 
1.20 
6.07 

1.12 
2.28 
1.37 
3.30 
0.56 
3.76 

1.05 
2.28 
0.31 
1.16 
0.32 
2.20 

93.16 
92.50 
94.69 
83.83 
96.50 
85.48 

1.76 
0.12 
1.96 
2.87 
1.10 
1.17 

セメン ト 工場で 使用す る 石灰 
石の 分析 値28 の 平均。 i 主3,4 か 
ら算 (注 4) 

// 
// 
// 
// 

灰 

Ironton  P.  C.  Co. (才 ハイ 才州 Iroton) 

Crescen t  P.  C.  v>o. (ベ ン シ ノレ ノ くニァ 

州 Wampum) 
South  States  P.  C.  Co. (ジ 3  — ジァ 

州 Rockmart) 

1.54 
4.14 
2.12 

0.39 
0.21 
0.28 

1.04 
1.77 
0.50 

96.16 
54.10 
96.50 

1.09 
0.88 
1.61 

(注 3) 

石 

リアス 石灰石 （平均 分析） 

7.81 

2.59 

1.90 

84.37 

1.72 

下部 ジュラ紀 （注 7) 

ィ 
ギ 

ケン トンス トン （平均 分析） 

ボ ノレ トラ ン ドス トン 

三畳紀 石灰石 Glamorgan  !|| 
Bridgend 

石炭紀 （古生代） 石灰石 Derby 州 

1.20 
13.31 

0. 
0. 

0. 

90 
50 
71 

92.17 
95.16 
78.97 

4.10 
1.20 
6.39 

下部 ジュラ紀 （注 5) 

(上部 オーライ ト屠） f せ 6) 
上部 ジュラ紀 （注 6) 
// 

リ 

0.75 

0. 

25 

98.90 

0.45 

Hcpton  wood  stone  〃 

デ ボ ン 紀 （古生代） 石灰石 

シ ル ル 紀 （古生代） 石灰石 

Mammouth 州 
前 カンブリア 紀石灰 石 Anglesey 州 

Bodwrog 

1.90 
1.48 
4.96 

2. 

30 
38 
[)1 

94.00 
88.89 
89.54 

3.69 
0.31 

/' 

(上部 ジュラ紀） // 

白 

ィ 
ギ 

ス 

ケント 州 白色 白 望 （平均 分析 リ 
ゲン ト州 灰色 白 望 （平均 分析） 
テーム ズ， メ ドウ ヱ一 地方 (標準 分析） 
アイルランド Larnc 付近 

0.80 
4.59 
1.52 
0.82 

0.20  1  0.07 
2.64  1 1.33 

0.85 

0.51 

98.2? 
90.55 
96.45 
97.86 

0.44 
0.56 
1.18 
0.70 

(注 5) 

(注 7) 

硬質 白堊  ！, 

M 

ァ 
メ 

71 

WhitecHffs  P.  C.  Co. アルカン サス 

州 Whitecliffs 
Alamo  C.   Works, テキサス 州 

San  Antonio 
粘土質 白堊 

4.42 
5.77 
9.88 

2.21 j 1.03 
2.14 
6.20 

95.25 
90.05 
77.09 

0.58 
1.09 

(注 3) 
// 
// 

B 
本 

磐 城 社 七 尾 工場 西湊 採掘 場 

16.98 
31.02 

5.20 
9.53 

2.48 
3.13 

73.y3 
54.88 

2.34 
2.76 

(注 8) 

泥 
灰 

ト- 
イ 
ッ 

A 
B 

C 
D 

南 ドイツ Blaubeuren 地方 

3.8 
8.6 
35.1 
41.0 

1.7 
2.1 
6.8 
16.8 
0.80 

1.1 
1.2 
4.1 
5.1 

91.1 
85.3 
54.6 
34.6 
71.44 

1.9 
4.8 
1.5 
1.0 
1.51 

(注 9) 
〃 
// 
// 

(注 10) 

ダ' レマ チア 海岸 

13.06 

5.73 

1.13 

74.48 

2.67 

(注 7) 

岩 

ァ 

、) 
力 

Montezama  (二 ュ一 ヨーク 州) 

Sandusky  P.  C.  Co. (ィ ンデ アナ 州 
Syracus) 

Wolverine  P.  C.  Co. (ミ シ ガン 州 

Coldwater) 
Newaygo  P.  C.   Co. (ミシガン 州 

Newaygo) 

6.22 
1.74 
1.19 
0.72 

1.70 
0.90 
0.55 
0.24 

0.86 
0.28 
0.25 
0,12 

85.43 
88.96 
93.71 
98.39 

0.08 
3.66 
2.42 
0.92 

セメン ト 用に 最初に 使用され 
た 泥 灰 岩 （注 め 

(注 3) 
// 
// 

セ 
メ 

ト 

岩 

メ 

力 

レー ハイ 地方 セメ ン ト岩 平均 成分 
Allentown  P.  C.  Co. (ペン シルノ  ■：  二 

ァ 州 Evansville) 
Dexter  P.  C.  Co. (ペンシルバニア 州 

Nazareth) 

//  // 

Edison  P.  C.  Co.  (二 ユージャ一 シ一 
州 Stewartsville) 

16—20 
15.06 
11.10 
18.15 
16.16 

4〜8 
3.60 
4.42 
7.21 
6.98 

1〜2 
1.30 
1.24 
1.61 
1.25 

62-73 
73.64 
77.60 
68.14 
70.38 

3.34 
4.17 
1.86 
3.90 

(注 5) 
(注 4) 

石灰 純度の 高い 部分 ff 

石灰 純度の 低い 部分 ！ f 

// 

料 


(注） （1) 石灰石 （石灰石 鉱業 協会 発行） 第 9 号 （昭 25)    「石灰石 化学分析 表」 から 算出 （2)    U.  S.  Geological  Survey 
Bulletin    /70, 1924.       (3)    Eckel  ：  Cements  Limets  and  plasters,    1922.       (41 Meade  :  Portland  Cements 
(5)     Lea  and  Desch  ：  The  Chemistry  of  Cement  and  Concrete.      (6)    North  ：  Limestone,  1930.      (7)    Davis  ： 
Portland  Cement,    1948.       (8) 地質調査 所 編 ： 「日本 鉱産 誌」 1. 昭和 25       (9)    Kuehl  ：  Zement  Chemie  1952. 
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石灰 質 原料 


石灰 質 原料 中の マ 

グネシ ァ 


石 


灰 石 


—ダ 工業の 廃 滓 (石灰 質 原料) • 高炉 鉱滓 (粘土質 原料) . 黄鉄鉱 焼 滓 (酸化鉄 原料) • 銅鍰 (酸化鉄 原料) • 石 

炭 灰 (粘土質 原料) 等 諸 工業の 廃 滓が 利用され る。  . 

グ リンカ ー瓲を 製造す るた めに、 わが国で は 石灰石 は 約 一 ニニ 瓲、 粘土質 原料 は 〇 ニー 五瓲 前後が 使 川され 

る。 

石灰 質 原料 

往時に おける わが国の 石灰 質 原料と して は、 能登半島の 泥 灰 岩が 利用され たこと も あるが、 今日で はすべ て 

石灰石で ある。 しかし、 欧米で は 多種 類の ものが 使用され ている。 アメリカ では 主として 石灰石と セメント 岩 

を、 欧州で は 白堊 • 泥 灰 岩. 石灰石 を 使用して いるが、 このほか 石灰 質 口  — ム等 種々 の ものが ある。 

石灰 質 原料 中には、 不純 分と して 多少の シリカ . アルミナ ，酸化鉄 及び マグネシア を 含む が、 前 三者 はセメ 

ントの 成分と して 必要な ものである- 1 しかし、 セメント 中の マグネシアの 含有量 は、 各国と も规 格で 約 五 ％以 

内に 制限して いるので、 石灰 質 原料 中の マグネシア は、 三 ~四ぃ 々以下に 限定され る ことと なる が、 後述す るよ 

うに、 わが国 石灰石 中の マグネシア は、 特殊な 一部の 地域 を 除き 極めて 少ない。 

石灰石 は、 主として 炭酸 カルシウムから なり、 僅少の シリカ • アルミナ. 酸化鉄 及び マグネシア 等 を 含む 水 

成 岩で あり、 学術 的に は 石灰岩と 呼ばれる。 

石灰石の 性質 は、 生成 時の 状態に よっても 相違す るが、 生成 後に おいても、 造山運動 や 火成岩の 影響 を 受け 

て 変化す る。 したがって、 物理的、 化学的 性質 は 区々 であって、 特色 を 表わす 形容詞 をつ けて 呼ばれる のが 普 

通で ある。 

石灰石の 比重 は、 その 物理的、 化学的 性質に よって 変化す るが、 純粋に 近い 緻密な 石灰石で は 二  • 七 である。 

結晶 質 石灰石 及び 石材と して、 色 や 模様の 美しい 石灰石 は 大理石と 呼ばれる。 

第一 節 石灰石 • 粘土 及. び 珪酸貧 原料  二 11 五 


第二 章 原  料  一 三 四 

第一 一章 原  料 

第 一 節 石灰石 • 粘土 及び 桂 酸 質 原料 

セメント の 原料 セメントの 主成分で ある 石灰 (cao)  • シリカ (Si02) . アルミナ (A1203) 及び 酸化鉄 (FC203) は、 天然に は 種々 

の 化合 休と して 存在す るが、 セメントの 製造に は 次の 条件 を充 たした 天然 及び 人工の 原料が 利 川され る。 

(一) 粉砕 並びに 焼成が 容易で ある こと 

(二) 品質の 変動が 少ない こと 

(三) 不断に 供給 を 続けうる こと 

(四) 採算の とれる 価格で ある こと 

石灰の 原料と して は、 石灰石 等の 石灰 質 原料、 シリカ • アルミナ. 酸化鉄の 原料と して は 粘土 等の 粘土質 原 

料が 利用され、 両者に よって 適当な 成分が 得られない 時には、 珪酸質 原料 及び 酸化鉄 原料で これ を 補う。 

右の ほか、 セメント 凝結 調節の ため 添加剤と して 石膏 を 使用し、 また 焼成 溶剂 として 螢石 等が 用いられる こ 

とが ある。 

現在 わが国で 使用され ている 原料の 組合せ は、 (ィ) 石灰石 + 粘土質 原料 (天然 産)、 (口) 石灰石 + ソ— ダ廃滓 

+ 石炭 灰、 (ハ) 石灰石 + 鉱滓、 (二) 石灰石 + 鉄 滓 + 粘土質 原料 (天然 産) で、 (ィ) の 組 八：： せが 全 工場 中の 九 〇，％ 

を 占めて いる。 

わが国に おける セメントの 原料 は、 酸化鉄 原料 を 除いて は、 大部分 天然 産の ものが 使用され るが、 一部に ソ 
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引続き 着々 進行 中で あると いう ことで ある。 需要 増進 率が 今後い かように 変化す るか は、 もちろん 予測し 得な 
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製造 設備の 拡充 このような 需要の 増進に 伴って、 各社 は、 昭和 二十 五 年末 ごろから いち 早く 生産力の 拡充に 乗 出した" すな 
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統、 復活 運転した もの 四 系統、 拡大 改造した もの 四 系統に 及んで おり、 このほか、 設備の 整備に よる 稼働率の 
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朝鮮 動乱 を S 入 機と して、 需要が 急増した こと は 前述した が、 これ を 数字で 示せば、 第三 七 表のと おりで、 各 

1^1 要 部門と も 一 斉に急 仲し、 国内需要 は 一 一十 五 年度 を 一 〇〇 とすれば、 一 一十 六 年度 は 一四 一、 一 一十 七 年度 は 一 

五 五、 年 平均 増加率 は、 実に 二 七 • 五％ に 達して いる。 セメントの 需要の 年 平均 増加率 は、 平常 時に おいて は 

七 ~八％ であるから、 もって 動乱 後の 需要 上 仲が、 いかに， さ^ 激な ものである かが うかがわれよう。 

(^  37  ^)  as  ?n  25  に S  B 湖驟 1$  (*{ へ,： ： S 
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(3) せ Itii 湖せ 

昭和 二十 八 年度に 入っても、 需要 は 引続き 増 勢 を 持続して いる。 すなわち 国内需要 について：： 几る と、 二十 八 

年 一..， 三月の 需要 は、 二十 五 年 同期に 比べれば、 実に 二 五 九 ％、  二十 六 年 同期 及び 二十 七 年：！： 期と 比べても、 

それぞれ  一二 八ぎ， ニニ  ％ という 高率な 増進 率 を 示して いる， - また 輸出 も、 二十 八 年 一月 は 一時的に 低調で 

あつたが、 二十 七 年 秋 西欧 を 襲った 風水害に よる 欧州 品の 東南亜 市場からの 後退、 ボンド圏^^？国の輸入制限緩 

和 等に より、 一 一月から 六 万 瓲に復 している。 (戦前に おける 輸出 最高 年の 月 平均 輸出 高 は 五 万瓲) 

参考までに、 二十 五 年 一月 以降の 需要 増進の 足取り を グラフに よって ボ せば、 IP 表 一 のとお りで ある。 
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戦時下に 


大 A 天 後天 徳 

鏡 

牟  藤 
田幡 草 寺 草 山 


計 


佐名莉 
古 

賀屋田 


彥富ニ 
根 秋 見 


七 || 一四  ニニ 二 〇！  ニニ 六 


一 〇 〇 


戦争に よる 国土の 

荒廃、 都市、 産業 

あ  一一-, S の.？ 失 


(備考) 本 表の 社名 は、 現存 会社に ついては 昭和 十三 年 当時の 名称に よらず、 現在の 名称に よった。 

昭和 二十 五 年ナ月 以降の 需要 激増の 基本 原因の 一 つ は、 戦争に よる 国土の 荒廃、 都市、 産業 施設の 大量 喪失 

である。 すなわち わが国 は、 太平洋戦争の 前後 を 通じて、 約 十 力 年の 建設 空白 時代 を 喫して おり、 このため 国 

土の 荒廃 は甚 しく、 この 復旧と 国土の 開発と に は、 膨大な セメント を 必要と してお り、 また 今次 大戦に より 戦 

災を 受けた 都市 は、 一 一 五の 多き に 及び、 建設省の 建設 白書に よれば、 二十 五 年 三月 末 現在の 住宅 不足 数 は、 

約 三 五 〇 万戸と 推算され ている。 また 戦火に より、 大 産業 施設が 徹底的に 破壊され たこと も 周知の 事実で あつ 

て、 これら は 合して、 膨大な セメントの 潜在 需要 を 形成して おり、 二十 五 年 十月 以降の 需要の 増進 は、 この 潜 

在 需要の 一 部が 財政 金融 事情の 好転に 伴って、 顕現 化した ものと 兒 るべき であろう。 
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おける セメ ン ト 製造 設備の 変動 
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一 基 愛知 工場から 移設 

一基 マカッサルへ 

一基 マカッサル、 一 基士 別へ 

一 基恒 見へ 

一 基 敷番へ 

11 基 補 I 州 J  


一 基 敦賀社 へ 

一 基 四 倉 工場へ 

二 基 満州へ 

一 基 北支へ 


二 基 満州、 一 基 北支へ 

一 基 日本 軽金属へ 


一 基 八 戸 工場から 

一 基 台湾 へ 


本 
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佐 八番門 土 糸 尼 大西上 東 
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伯 代 春 司 佐 崎 崎 阪摩磯 京 
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二 五 二 九 三 ニニ 四 二 四 四 
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二 五 一"^ - 

基 基 基^ 
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いう 事実に 負う ところ も 大きい 戦前 セメント 業界 は 需要に 対し 甚 しい 過剰 設備 を 擁して おり、 業者 は 生産 

並びに 販売に ついて カルテル を 結成し、 高率な 生産 制限に より、 かろうじて 需給の 調節 を 図り、 市価 を 維持す 

ると いう 不安定な 状況 下にあった。 しかも 工場の 設備 自体 も 焼成 設備 重点に 偏し、 他 部門との 均衡 を 欠いた も 

のであった。 このような 遊休 状態に あった 製造 設備 (主として 焼成 設備) は、 戦時中、 セメント 業者の 自発的 

意思に より、 あるいは 政府の 強権 的 措置に よって、 第三 六 表の ように、 朝鮮. 満州 • 北支. 台湾 等の 外地 や、 

南方 占領地 域に 大量に 移設され て、 それぞれ 当該 地区に おける セメントの 生産力 増強に 一役 を 演じ、 また 一部 

は、 製鉄、 軽金属 会社 等に 讓渡、 転用され た。 このため 昭和 十三 年末、 一三 七 基を算 していた 回転 窯 は、 終戦 

:t において は 八 三 基に 激減 を 見、 戦争に よって、 遊休 設備 は 一掃され た 状態と なった ので ある。 
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払 込 資本利益率 は、 物価 上昇 割合に 比べ、 払 込 資本の 膨張率が 低いた め 大きくな つてい るので、 戦前と 比較 

できない。 売上 利益率 は、 昭和 二十 五 年に はま だ 極めて 低く、  二十 六 年に 至って 漸く 五 艿の線 を 越えて いる。 

二十 七 年度に おいても、 大正 十三 年から 昭和 四 年に 至る 不況 期に 及ばぬ 程度で ある。 これが 実情で あるが、 戦 

後、 会社 計上 利益が 著しく 上昇して いるかに 兑ぇ るの は、 抑えられた 減価償却 は 損金に たてられ るが、 高率と 

な つ た 税金 は 利益 処分で 行わなければ ならない からで ある。 

されば こそ、 セメント 工業が 高率 生産 制限 を 実施して いた 昭和 八 年ない し 十二 年に、 あれほど 新 会社が 鎮出 

した にもかかわらず、 現在高 収益 を 謳われて おりながら、 新 会社の 出現が 出お くれてい るの は、 あながち 資本 

の 欠乏の みと は 言えない。 

第 六 節 業界の 現 況 

二十 五 年 十月 以降の 業界の 活況 は、 需要の 増進 もさる ことながら、 戦時中に、 遊休 設備が 一掃され ていたと 
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朝鮮 動乱 は、 日本 経済に 活気 を もたらし、 セメント 工業 も、 九月から 生産 上昇に 向った。 セメント 工業が 好況 

の 波に 乗った の は、 それから 半年 後で ある" 昭和 二十 五 年 インフレ— シ ヨンに より、 著しく ゆがめられた 企業 

経理 を 適正 化し、 インフレ 利益に 対する 課税 を 是正し、 企業 資本の！！ 全 化 を 図る ため、 資産再評価 法が 発令 さ 

れた。 しかしながら 当時の セメント 工業 は、 これ を 一 〇〇％ 受 入れる だけの 余裕がなかった し、 また 将来に 対 

しても 見通しが つかな か つ たので、 各社 は 大体 五 〇％ 前後の 再評価に 止まった。 

しかし、 セメント 需要が 朝鮮 動乱 特需. 電源開発 • 公共事業. 災害 復旧 等の 進涉 により、 旺盛と なる に 及び- 

二十 六 年度の 第二次 再評価に 当って は、 各社 は、 こぞって ほとんど 償却 資産の 一 〇〇％ まで 再評価 を 実施した。 

二十 六、 七 年の 業 結 は、 第三 五 表のと おり 期 を 追って 好転して いる。 
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お 込 資本利益率が 著しく 高くな つ ている ことで、 これ は 払 込 資本金 は 動かない が、 価 • 充 価が インフレで 著 

しく 上昇して いるた めで ある。 この 計上され た 利益に ついても、 その 本質 は、 当時 インフレが 猛烈に 進行 中で 

あつたから、 短期に 取り代る 棚卸 資産の 価額が 次々 に 上昇し、 手 持 品の 値上り 益が 売上 利益に 含まれて 生じた 

もので、 せなる 名目 利益に 過ぎず、 実質的に は 赤 宇であった" しかるに、 この 名： ：！ 利益に も 高率の 累進課税が 

なされた ので、 人. 業 は 「勘定 合って 銭 足らず」、 極度に 運転資金の 欠乏 をき たし、 借人 金 も 累増し、 借人 金返济 

のた め.^ 払 込 株金の 徴収、 資本金の 増額 も 行われ、 かろうじて 経営 を 維持して いるに 過ぎなかった。 したがつ 

て、 復興 W にもかかわらず、 セメント 工業の 復興 は 遅々 として 進んで いない。 

三 社の 借入金の 残高 及び 払 込 資本金の 推移 は 第三 四 表のと おりで ある。 

況 来  昭和 二十 四 年から 二十 五 年に 至る、 いわゆる ドッジ ラインと 呼ばれる デフレ 政策の 強行に より、 インフレ ー 

シ ヨン は 収束し、 貨幣価値 は 安定に 向った が、 一面 インフレ によって 支えられ ていた 曰^ 絰济の 活況 は 一瞬に 

して 逼塞し、 不況に 襲われた。 セメントの 販.^ ： 几 統制 も、 二十 五 年 一月 撒 廃され て 自由 販 K 几と なり、 価格 は 一斉 

に 上 3ik する かに 忍 われた が、 まもなく ド 押に 転じ、 逐月 漸落して いった。 昭和 二十 五 年 六月 たまたま；^ 発した 


社と も 大正 十三 年から 昭和 六 年に 至る 不況に 鑑み、 自重し、 高率 配当 を戒 しめ、 利益の 社内 保留に 努めてい る。 
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戦後の 復興 期 敗戦 後の 日本 経济の 混乱 を 緩和し、 企業の 再建 を 促進す るた め、 昭和 二十 一年 会社 経理 応急 措置 法. 企業 再 

建 整備 法が 施行され、 各社 は 特別 経理 会社と して 戦争に よる 損失の 整理に 当った。 しかし、 この 戦時 拟失 は、 

インフレの 進行に より 容易に 整理され、 ほとんどの セメント 会社 は、 資本の 切捨を 行わずに すんだ。 二十 三年 

九月 C 社、 二十 四 年 十月 A 社 及び B 社が 整理 を 完了した が、 この 整理 期 問 中 は 決算 を 免除され たので、 特別 経 

理 会社 を 解除され るまで は 正規 決算 を 行って いない」 よって 仮 決算 (利益 は 法人税 控除 前) による 数卞を 掲げ 

ると、 第三 三 表のと おりで ある。 

A 社 は、 二十 四 年に は 激烈な 労働争議が あり、 損失と なった が、 B 社 •  C 社 は 利益 を-. ^卜. している。 

三 社 を 通じて 見られる こと は、 売上 利益率が 昭和 五 年の ドン 底 を 除いて、 かってない 低率で あるのに 比べ、 
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第一章 総説  一一 二 

つた リ 九 年に は、 休戦に よって 株価が 暴 i 洛し、 一般 産業 は 萎靡した が、 セメント は 着工 中の 継続 工事 等が あり、 

不況への 転換が 運れ たものと 思われる。 しかし、 十 年に は 市況 不振と なり、 生^^制限へ の自発的な動きも見ら 

れた。 十一 年に は、 鉄道、 土木 建築、 発電 方面の 需要が 増進して きたので、 業界 は 一時 活況 を呈 し、 三 社の 利 

益 率 も 著しく， ML した。 十二 年の 関東大震災 後 は、 復旧 需要 を 見越して 増産が 行われた が、 需要の 増加 はこれ 

に 伴わない ため、 ト 三年に は 市価 は 暴落に 転じた。 よって 業者 は 同年 十月 セメント 聯合 会 を 組織し、 生" ぼ 制限 

により 需給の 調節 を 図ろうと し、 一時 成功した が、 生産 能力の 増加 は 次第に 高率の 生産 制限 率の 適用の やむな 

きに 至り、 その 結果 大会 社で も 相当の 痛手 をこう むった が、 小 会社で は 解散、 または 八：： 併される もの も 出る に 

至った。 

その 問の 業 縫 を H„- ると、 十二 年の^ 込 資本利益率 四 三 ％ ないし 三 六/" ぺか、 一躍 一六ぶな いし  一 一 に 落ち、 

現在の 規則 どおりの 償却 を 実行す ると すれば、 おそらく 二、 三 ％~ 七、 八 ％ の 利益率と なった であろう。 この 

状態が、 昭和 g: 年まで 六 年に わたり 続いた。 その 間、 それぞれ 苦しい 配当 (A 社 は 一 五おから 九 i 飞 B 社 は 一 

〇％ から 八"， C 社 は 一 五 から 八 リ4) を 継続して いる。 これらの 配当 は、 いずれも 償却の 核牲 において 行わ 

れ ており、 払 込 資本利益率 は 三 社 大差ない から、 特に A 社に おいて その 感が 深い。 相当な 苦境が 長期 続いた 後、 

昭和 五 年金 解禁が 断行され たので、 土木 建築 業界 は 萎靡 沈滞、 したがって セメント 業界 も 全く ドン 底に 投げ込 

まれ、 各社 は 実質的に は ほとんど 赤 宇であった。 

セメント 阪 K 几 協会  昭和 六 年 満州事変 勃発 以降 は、 インフレ による 活況が 経济界 をうる おした。 セメント 業界 も 安定し、 K 益 も 

成立： 

向上した. J この 好況に！： 激 され、 新 会社 も 相当 創立され、 旧 会社 も 設備の 拡充 を 行った ため、 次第に 高率の 生 

産制 限 を 余儀なく された" 

三 社の 売上 利益率 は、 第三 二 表のと おり、 七 年 以降 はいずれ も 二 〇％ を 越して、 相当の 収益 を 収めた が、 三 


要素で あるが、 第二次世界大戦 前にお いて は 償却 額が 大きかった ため、 利益操作の手段にょく^^用されたょぅ 

であるので、 利益 はすべ て 償却 前 を も つ て 計算す る ことと した" 

また 第二次世界大戦 前の 発表 利益 は 法人税 控除 後で あるが、 大戦 後 は 法人税 控除 前で 利益 を 計上して いるの 

.  で、 戦後の 分に ついては、 計上 利益から 利益 処分に よる 法人税 を 控除した。 ただし 昭和 二十 三、 四 年分 は 仮決 

算の ため、 法人税が 明らかで ない ので 控除して いない。 

セメント 聯合 会 成 第 一 次 世界大戦 終結 後の 大正 八 年から 昭和 五 年に 至る 間の 三 社の 収益 状況 は、 第三 一 表のと おりで ある。 

立 前 及び 以後 
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第一 次 世界大戦 は、 日本の 経済界に 大きな 発展 を もたらし たので、 大正 八、 九ハヰ は、 セメントに 業 も 好況で あ 
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すなわち、 新設 会社 は 既設 会社に 比べ、 修結 費. 労務 費 等で 四 八 三 円 低減す るが、 減価償却 費. 支払 利息 等 

で 一、 八 七 一 円 増加し、 差 引で 一 、 三 八 八 円 原価 高と なる。 瓲 当り 利益 は 一 〇 八 円、 年^ 総 利益 は 一 一千 五 百 九 

十二 万 円で、 資本金 十億 円の 二 丄ハ艿 となる。 この 利益から 法人税. 事業税 及び 法人税 割の 合計 五 九 ニー 五 ％ 

を 差 引けば、 手 取 利益 は 一千 五十六 万円と なり、 利益と は 名ば かりで 配当 はでき ない： そのと、 一朝 生産過剰 

となった 場合、 既設 会社との 競争 等 思い も よらない から、 有利で 確 突な 投资の 対象と は 首い 得まい。 

されば、 よほど 有利な 特別 条件が 具備され、 相当 原価の 低減が 期待され ない 限り、 現状に おいて は 新 会-. の 

設立 は 困難であろう。 

以上、 現在のセメントェ業の収益にっぃて検；^？-したが、 過去の 収益が どうで あつたか は、 既. が セメント 八. ム社 

の 過去の 業績 を瞥 兄す る ことにより うかがう ことと する。 

メント 三 社の 業 セメント 工業 は 浮沈が 多い。 好況と 不況と は 循環し、 好況 時には 新 会社が 簇出し、 不況に 至れば 持ち こたえ 

られ ず減滅 する。 創立 以来、 いく 星霜 を 経て、 今日な お 存続して いる セメント 工業の 代表と して、 

の 三 社 をと り、 好況、 不況の 間にお ける 業績 を徴 し、 セメント 工業の 収益 性の 参考と しょう。 

なお 便宜上、 取材 は 最近 三十 五 年間の 中、 戦時 混乱 期 を 除き、 次の 四 期に 分けた。 

一 、 大正 八 年から 昭和 五 年  セメント 聯合 会 成立 前 及び 以後 (自由競争 及び 生産 協定 時代) 

二、 昭和 六 年から 十二 年  セメント 販売 協会 成立 後 (生産、 販売 協定 時代) 

三、 昭和 二十 三年から 二十 四 年 戦後の 復興 期 (配給、 価格統制 時代」 

四、 昭和 二十 五 年から 一 一十 七 年 好況 来 (自由経済 へ の 復活) 

しかし、 ここで 注意し なければ ならない こと は、 企業 は その 発表 利益 を 平準 化する 傾，； §： が あるから、 好況、 

不況に 際して、 大 なり 小な り、 利益 操作が 行われて いると 見られ、 特に 減価償却 金 は、 15- 価 を 構成す る 必要な 
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その他 

車辆 運搬 具  一 

工具 • 器具 . 備品」 

五、 原料 採掘 場 

採掘、 粗碎 設備 

運搬 設備 

貯鉱槽 • 事務所 • 社宅 

1  一一-一 a 

合 計 


〇、 〇〇〇 千円 


六 〇、 〇〇〇 千円 

一 八 〇、 〇〇〇 千円 

六 〇、 〇〇〇 千円 

三 〇〇、 〇〇〇 千円 

三、 〇〇〇、 〇〇〇 千円 

^定 資産 を この 建設費 想定に とり、 流動資産 及び 借 入れ 以外の 負債 を 勘案して、 新設 モデル セメ ント 会社の 

貸借対照表 を 作成し、 その 資本 調達 所要 額 を 算定 すれば、 次のようになる。 

資産の 部 

三 五 〇、 〇〇〇 千円 

二 五 〇、 〇〇〇 千円 

三、 〇〇〇、 〇〇〇 千円 

コー、 六 〇〇、 〇〇〇 千円 


当座資産 

棚卸 資産 

固定資産 

計 

負債 及び 資本の 部 

借人 以外の 负債 

差 引 資金 調達 所要 額 


一 〇〇、 〇〇〇 千円 

三、 五 〇〇、 〇〇〇 千円 

この 新設 会社の 資本 構成 を 現在の 企業の それにな らい、 資本金 を 十億 円、 借入金 を 二十 五 億円と した ST ベ：： の 

原価 を 同 一 地区の 既設 会社と 比較 計算して みると、 第三 〇 表のと おりになる。 


の 建設費 を 想定して 見よう。 

新設 工場の 建設費 想定 

一、 土 地 

工場 用地  三 五、 〇〇〇 千円 

社宅、 鉄道 引込線 他  一 五、 〇〇〇 千円 

計  五 〇、 〇〇〇 千円 

二、 建物 • 構築物 

工場 建物  二 四 〇、 〇〇〇 千円 

発、 変電所 等 電気 関係  九 五、 〇〇〇 千円 

原 燃料 倉庫  一 八 〇、 〇〇〇 千円 

製品、 半製品 倉庫 及び タンク  ニニ 〇、 〇〇〇 千円 

鉄道 引込線 • 上下水道 等  ニー  〇、 〇〇〇 千円 

事務所. 社宅 • その他  五 五、 〇〇〇 千円 

計  一 、 〇〇〇、 〇〇〇 千円 

三、 機械 装置 

原料 粉末 設備  三 一 〇、 〇〇〇 千円 

焼成 設備  四 四 五、 〇〇〇 千円 

仕上 設備  二 七 〇、 〇〇〇 千円 

電気 関係 設備  五一 五、 〇〇〇 千円 

出荷、 倉庫 関係 設備  一 〇〇、 〇〇〇 千円 

計  一 、 六 四 〇、 〇〇〇 千円 
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本 金 を もって まかなつ ていた 形で あるが、 昭和 二十 八 年の 構成 は 固定資産 四 九 ニニ ％ に 対し、 資本金 は 僅か 九 

ニー ー％ に過ぎない。 仮り に 再評価 積立金 を 資本金に 加算して 兑て もな お、 バランス は 不均衡で あり、 この こと 

は 固定 投資 を 多額の 借 入に よ つ てま かな つ ている こと を 意味す る。 

.7^^の事臂は、 これ を 収益の 面から 見た 場合、 より は つ きりして くる，」 すなわち、 現在 〔昭和 一 一十 八 年 三 (四) 

. 月 期〕 セメント 会社の 計上 利益 は、 セメント 三 社の 業績で 後述 するとお り、 資本金の 十 割ない し 二十 割の 高率 

となって いる。 この 払 込 資本金 利益率の 高率 は、 太平洋 戦争後の インフレ により、 物価 は 急騰した が、 資本金 

はこれ に 並行して 増資され なかった ためで あり、 1  引 上 利益 も、 固定資産の 減価償却 金が、 再 取得 価格 を 無視し 

て 行われて いる ことに； K  くもので ある。 

セメント 三 社 今、 セメント 会社 代表と して A  .  B  •  C の 三 社 をと り、 その 関係 を贷借 対照 表 計上-曲で、 正常 時 〔昭和 十二 

年 五 (六) 月 期〕 と 現在 〔昭和 二十 八 年 三. (四) 月 期〕 について 比較して 見れば、 第二 九 表のと おりで ある。 

流動資産 及び 負債の セメント 瓲 当り 金額 は、 昭和 十二 年に 比べ、 昭和 二十 八 年 は、 ほぼ 三 〇〇 倍と なって い 

るのに 対し、 固定資産 は 八十 六 倍、 資本 は 再評価 積立金 等 を 含めて 五十 七 倍で、 膨張率 は 極めて 低い。 流動 资 

奎 及び 負債が 物価 上昇 率に 比べ なお 低 いのは、 回転 率の 向上に よる もので あり、 固定資産が 卜 地 を 除く^ 形资 

産に 対し、 三 社と も 一 〇〇％ の 再評価 を 行って なお 低 いのは、 再評価 倍率 そのものが 低い ほかに、 会 礼が 古く- 

これらの 固定資産の 取得 年次が 古いた め、 倍率 も 低くな つたこと による。 

したがって、 現在の 適正な セメント 収益 を 求める ために は、 固定資産 及び 資本 を 現在の 货幣 価値に 修正して 

計算し なければ ならない。 修正の 方法と して は、 既設 三 社の 固定資産の セメント 瓲 当り 金額に 単純に 倍率 を 乗 

じたの みで は 適当で ない。 

よって、 今一 社 一 工場の 最低 経済 単位た る 月産 二 〇、 〇〇〇 瓲、 湿式 二 基 窯の セメント 工場 を 建設した 場合 
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第一章 総説  一 〇 四 

運賃の 負担 力 は 極めて 乏しい また セメント ー瓲を 製造す るに は、 約 〇 ニニ 三瓲の 石炭 を 必要と する が、 石炭 

は 原価 中 最も 高価な ものであるから、 この 入手 価格の いかん 結局 は 石炭 価格 中の 輸送費の 割合 —  —は、 製 

造 原価の 上に lii めて 大きな 影響を及ぼ すので ある。 

一方、 製品で ある セメント も、 重量の 割合に 価格の 低廉な 商品で あり、 したがって 輸送費の 負担 力が 弱く、 

遠距離の^ 場に 輸送して 売り 進む こと は 困難で ある。 

(三) 料 • 製品と もに 思惑が できない こと 

セメントの 主要 原料 は 石灰石で あるが、 石灰石 は 既述の ように 埋蔵量が 豊富で、 価格 低廉、 運賃 負担 力 も 脆 

弱で ある。 したがって 石灰石の 価格 は、 市場の 需給に よって 左右され る ことが 少なく、 安定性が 強い" また 製 

Mi である セメント も 前述の ような 短所が あるので、 これ を 担保と した 金融 は 困難で ある C すなわち セメント ェ 

桌 こおいて ま、 原料 • 製品と もに 投機的に 操作 するとい う, ぶ 地 はなく、 この こと は 企業に とり 投機的 面 由 味が 

ない と 一一 一一 〔うべ きで ある。 

第五 節 セメント 工業の 収益 

元来、 セメント 工業 は 設備に 多額の 資金 を 要し、 その 設備投資 額 は 大体 資本金 を もって まかなわれ、 その - 

り 運転資金 は 原料 及び 製品の 性質 上、 在庫 を 余り 持たない ので、 比較的 少額です む。 

今次 大戦 前にお ける 資産 構成 及び 資本 構成 はおお むね この 姿で あつたが、 最近の それ は、 インフレ により ゆ 

がめ られ、 資産再評価が 行われた と は まえ、 まだ 正常な 構成と は 言えない。 すなわち 昭和 十二 年 五 (六) 月末 

と 昭和 二十 八 年 三 r 四) 月末の 実際の 数字 (第二 九 表 A  -  B  . C 三 社の 経営 比較 表 参照) について 晃れ ば、 昭 

和 41  二 年で は 固定資産 は 総資産の 六 二  • 九％ で、 資本金 は 総 資本の 六  一 *五％ であり、 おおむね 固定資産 は資 


の 倉庫 通路 を 計算に 入れる と、 十五 段 積と しても、 倉庫 一 评 当りの 収容力 は八瓲 ( 一 六 〇 袋) 程度で ある。 し 

たがって、 四百 坪 (一、 三 ニニ 平方 米」 の 倉庫 を 造った としても、 それに 収容し うる セメント は せいぜい 三、 

〇〇〇 瓲 二、 五 〇〇 瓲積 船舶 一隻の 積載量に 過ぎない。 また セメント 工場に おいても、 工場 構内に 例外な く 

セメント 貯蔵庫 を 設備して いるが、 この 貯蔵庫 は セメント サイロと 称される もので、 多く 鉄筋 コンク リ— トま 

たは 鉄板 等で 建造され ている。 サイロの 一 立方 米 当り セメント 収容力 は  一 ニニ 五 通 程度で あるから、 直径 十三 

米、 高さ 二十 米の 円形 サイロ を 建造しても、 これに 収容し うる 量 は 三、 六 〇〇 瓲 程度に 過ぎない」 セメント は 

大量生産 品で あるから、 工場の 生産 能力に 充分 適合す る 貯蔵 設備 を 工場 構内に 設ける に 越した こと はない が、 

日本の セメント 工場 は、 種々 の 理由から、 月産 能力の 一 〇〇iw に 近い 貯蔵 設備 を 持つ 工場 は 極めて 稀で、 大体 

月産 能力 の 四 〇~ 六 五 ％ 程度 の ものが 多い。 

セメント は 大量 工業製品 である 反面、 このように 非常に 貯蔵 力が. 低い という こと は、 市況 軟調 時に おける 対 

市況 耐久力が 脆弱で ある こと を 意味し、 これ は セメント 工業の 一大 欠点で ある。 

なお 最近 有力 数 社に おいて、 セメント サイロ を 有する 包装 工場 を 主要 地に 建設しつつ あるが、 これ は 輸送 合 

理化 と共に、 貯蔵 力の 拡充と いう 一 石 二 鳥の 効果 を 持つ ものである。 

セメント は 外気 中に 置けば、 時 を 経る に 従い、 空気 中の 水分 及び 炭酸 ガス を 吸収して、 風化 するとい ぅ性贊 

を 持って いるので、 商品 担保に は 不適格で ある。 したがって 金融 梗塞 時には、 前記の 理由と 相 まって、 市価 低 

落の 誘因と なる ので ある。 

(一 一) 原料 • 製品と も 運賃 負担 力が 少ない こと 

セメント ー瓲を 製造す るた めに は、 約  一 ニニ 瓲の 石灰石 を 必要と し、 石灰石 は セメント 原料 中 特に 大きな 割 

合 を 占めて いる。 しかも この 価格 は、 他の 鉱物 はもち ろん、 砕石. 砂利 等に 比べても 遙 かに 低く、 したがって 
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一 〇 二 

第ー^:- 総  説 

(六) 需要に 安定性が ある こと。  ー 

セメントの 藝も 景気変動 の霞曰を 受け、 好況 時には 需要が 増加し、 不況 時には 霧が 減退す るの I とす 

るが、 ただ 不兄 ほおけ る 需要 減退の 程度が、 他の 商品に 比べて 比較的 軽い。 これ は 第二 八 表に 見る とおり 

セメントの 国內 霧中、 隱 公共 需要の 占める 割合が 他 商品に f れな いくらい 大きいた めで ある C 隱奠 

すなわち、 官公庁の 霧 は、 匿 予算ない し 地方 庁 予算に より 裏付けされ まも 確実な 需要で あるが、 この 需 

要よ、 好 兄， は 財政 規模の 拡大に つれて 増加す ると 共に、 不況 時には 失秦？ して 土木工事 等が 行われる 

関係 上、 予算 規模の 縮小の 割に は 減少せ ず、 したがって、 不況 時に おける 国 S 要の 減退 を ある 程度 m 止す る 

役割 を果 すので ある。  フスぶ、、 

このような 理由で、 セメントに は 他 商品に 見られない 藝の 安定性が あり、 景気に 左右され る ことの 少？ 

いわば セメ ン トは 和戦 両用の 商品で あると 首え よう。 

§3  *  ^  V  T  s 画 3 難 糊^ さ マつ I  » 


所 


短 所 

(一) 貯蔵の 困難な こと  . フ 、g_—v つ こ.， 

~  セメント を倉 庫に 収容す る 場合 は、 重量と 嵩との 関係で、 十五 段積 以上 は闲 難て き 掷は 入の， め 


このように、 わが国が 世界 有数の セメント 輸出 国で ありうる の は、 わが国の 地理 的 位置 並びに 国内 セメント 

ェ場の分布状態.品質.価格等の^?"点から見て輸出に適してぃるからでぁる-- すなわち セメント は、 運賃 負担 

力の 弱い 嵩高 重量 品で あり、 また 輸出に. はかなり の 船 股 を 必要と する ので あるが、 わが^の セメント ュもは 

海運の 便に 恵まれた 九州、 中国 地区に その 半数が 集中して おり、 主要 輸出 市場で ある 東南アジア. 太^ 州 地域 

に対する わが国 からと、 西欧諸国 からとの 製品 輸送 距離 を 比較 すれば、 第二 七 表のと おりで ある。 これによ つ 

て 見る と、 わが国 セメントの F.O.B 価格が 西欧諸国 に比べ、 たとえ」：？  くと も、 品質の 優秀 性と 相 まって F  • 

〇 . Be.^ 差と 輸送費 差と が 見合う 限度まで は、 競争 可能と なる ので ある 
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更に わが国の 貿易の 実情 を 見る と、 輸入に おいて は、 穀類 • 綿花 • 羊毛 *鉱 石 • 塩 等の 重量 原^ 品 を 主と し、 

ん m 出に おいて は、 繊維 製品 • 雑货. 加工 食品 等の 軽量 完成品 を 主として おり、 このため 日本からの 船 股 は 常に 

余りが ちで ある。 セメントの 輸出 は、 この 余剰 船腹 を 利用して、 セメント を パラ ストと して 輸出 するとい う 場 

合 も 少なくな K  ， ^ のように 低廉な 運賃 を 利用し うる 機会に 恵まれて い る こと も、 輪 出に 太き な 力 を 与える の 

である。 
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(四) セメントに は 代替品がない こと。  .  ， 

セメント は、 各国で 広く 製造され ており、 発明 以来 僅々 一三 〇 年に して 世界的 商品た るの 地歩 を 確立し、 世 

界の セメント 生産高 は 年々 増加して いる。 このように、 セメントの 需要が 増加して いる 理由の 一 つ は、 セメン 

トが 建設 資材と して、 次の ような 極めて 優秀な 性質 を 持って いると いう ことによ るので あって、 現状に おいて 

は、 セメント をし のぐ 建設 資材 は 工業 的に も 経済的に も 皆無で あり、 換言すれば、 商品と して セメントに 太刀 

打ちで きる の は、 セメントより ほかにない ことになる。 この こと は、 セメント 及び セメント 工業に とって 大き 

な 強みで あり、 長所で ある。 

〇 硬化 力が 極めて 強大で ある。 

〇 造形が 自由自在 である。 

〇 耐火性が 強く、 かつ 耐腐性 を 持って いる。 

〇 取扱 及び 運搬が 容易で ある。 

〇 大量に 製造し 得、 安価で ある。 

〇 コンク リ— ト材 (セメントの ほか 骨材) が、 どこでも 得られる。 

〇 使用法が 簡単で ある。 

(五) 輸出 条件に 恵まれて いる こと。 

今次 大戦 中の 特異な 時代 を 除けば、 戦前. 戦後と も、 わが国 は、 世界 第 四 位ない し 第 六 位 を 占める 有力な セ 

メント 輸出 国で ある。 昭和 十二 年度 (日華 事変 勃発の 年) 及び 二十 七 年度 世界 主要 各国の セメント 輸出 高 並び 

に 生産高 を 掲げれば、 第二 五 表 ~ 第二 六 表のと おりであって、 日本 は 輸出に おいて、 ゆ 界第四 位ない し 第五 位 

を 占めて いる。 
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(第 24 表）  曰 • 米 セメン ト 体格 比較 表 （昭和 28 年3 月 現在） 


0 

本 

ァ メ 

リ 力 

地 区 別 

1 瓲当 り 
価格 （円） 

弗 換算 価格 

都 

市 別 

1 瓲当 り 
価格 （弗） 

円 換算 価格 

九 州 

7,900〜 
8,200 

21.94〜 
22.78 

ダ 

ラ  ス 

17.35 

6,246 

中 国 

7，950〜 
8,200 

0 

モ 

― ミ ン ガム 
ン ト リ オール 

18.29 
18.58 

6,584 
6,689 

四 国 

8,050〜 
8,300 

22.36〜 
23.05 

ニュー オノ レリ ンズ 

18.82 

6,775 

；斤 

8，300〜 
8,400 

23.05〜 
23.33 

力 

ト n イト 
ンサス シティ 

19.23 
19.40 

6,923 
6,984 

東海 北陸 

8，500〜 
8.600 

23.61〜 
23.89 

ピ 

ッ ッ パ 一 グ 

19.52 

7,027 

B  B  .1'  t--^  +rl» 

関果 fgfe 

8,700〜 

24.17〜 
24.44 

シ 

サ ： 

力  ゴ 
Z フランシスコ 

19.58 
19.76 

7,049 
7,114 

東 北 

8，750〜 
8,850 

2"0〜 
24.58 

セ 

ン トノ レイス 

19.23〜 
20.46 

6,923~ 
7,366 

北 海 道 

8,950〜 
9,500 

24.86~ 
26.39 

シ 

フ ィ 
シ 

ン シ ナティ 
ラ デルフィ ァ 
ァ ト ル 

7,643 

7,261〜 
8,086 

7,938 

ルチ モア 
ネ ァ ポ リ ス 

22.11 
22.34 

7,960 
8,042 

ァ 

ュ一 3     — ク 
ト ランタ 

22.70 
22.76 

8,172 
8,194 

ン ヴ ァ 

22.87 

8,233 

〔アンジェ ノ レス 

23.52 

8,467 

ボ 

ス  トン 

23.58 

8,489 

最低〜 最 1^ 

7,900〜 
9,500 

21.94~ 
26.39 

最 

低〜 最 高 

17.35~ 
23.58 

6,246〜 
8,489 

本 価格に は 販売店 口銭 を 含 む 

本 価格に は 販売 口銭 を 含まず 

容器 3 層 紙袋 入り 

容器 層 数不詐 

受渡 場所 国鉄 線 レー ノ L 

渡し 

'ま 渡 場所 レール 渡し 

(備考） 本 表の 日本 価格 は， 曰 本社 調査に よる 実勢価格 であり， アメリカ 

価格 は 1953 年 3 月 5 日 付 「Engineer  News  Record i 誌に よ る。 


次に 參考 までに、 現在の わが国 セメント 価格 (国内 実勢価格) と アメリカの それと を 比較 すれば、 第二 四 表 

のとお りであって、 両者の 間に は 工場 立地条件の ほか、 取引 慣習 等 も 異なる ので、 厳密な 比較 は 困難で あるが、 

概して 大差ない 状態と 言えよう。 


( 第 22 表 リ 明治 42 年 を 1 00 とし た瓲当 り 燃料 使用量， 
職工 数， 製造 原価の 推移 表 


年 次 

セメント 1 
当 り 燃料 使 

ほ 兽刺ム 
用 里 剖 口 

セメント 1 互 屯 
当り 職工 数 
剖  口 

(A) 

製造 原価の 

お 1  A 

剖  口 

、製造 原価 

に ソの 割合 

卸 価 指数 

が 明治 4 リ 以 
降 不変なる も 
の と して 計算 
し た 場合 
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88 

81 
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oi 
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78 

つつ 
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62 

75 
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86 

61 

99 
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つ 

90 

57 

157 

70 
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88 

52 

182 

68 

9 

92 

58 

225 

84 

10 

84 

60 

171 

11 

11 

79 

58 

156 

71 

12 

70 

45 

154 

68 

13 

65 

44 

137 

59 

14 

61 

33 

119 

50 

昭和 元 

59 

27 

109 

53 

61 

30 

108 

55 

63 

32 

106 

54 

4 

60 

31 

116 

59 

59 

31 

94 

61 
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56 

32 

82 

62 

7 

58 

38 

92 

64 
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57 

31 

90 

53 

9 

60 

32 

89 

(備考） 本 表 は 日本 ボ ルト ランド セメント 同業 会 編 墓 

の 「セメント 界^ 報」 第 321 号 P.  32 か ら 摘録 した も 
ので ある。 同誌に も 恨德: がして あるよう に， この 数字 
は 一 会社の 例に 過ぎない が， も つ て 一般の 趨勢 を 推察 


の 所産な ので ある。 (第 八 章 価格 第一 一節 販売 原価 参照) ■ 


また セメント 価格の 低減と いう 問題に 関連して、 最近に おける 耐火 構造 建築と 木造 建築との 建設 费を 比較す 

れば、 概略 第二 三 表のと おりであって、 鉄筋 コンク リ— トの 耐火 構造 建築の 方が、 木造^ 築よりも 割安と なつ 


ている" 


耐火 構造 
木 造 

住宅の 構造 

tdOOO'ff〜tdOOO"^ 
UOOO'g^'^UOOO'Z^ 

坪 当り 標準 建設費 （A) 

O  Ul 

耐用年数 （B) 

ひ 

3  ze 
I  I 

o 

O  Oj 

3  IB 

> 
CJ3 

； せ^ K  J;  2.。 
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V 総説  九 六 

メント に 公定価格が 設けられた 直前の 年に 当る) は 一 〇九. 八で、 昭和 二十 七 年 は 三 九、 八ん 九. ん となって 

いる 終戦後の インフレ— シ ヨンに より、 物価の 激騰を 見た 昭和 二十 一年 以降の 指数 はさて おき、 おおむね 順 

調な 推移 を-小した 昭和 卜^.:,^ の 指数と、 明治 三十 三年の それと を 比：^ して U ると、 前述のと おり 前 打の 方が 後 

者よりも むしろ 低位に あり、 これ は 後述のように 他 商品に 見られない 一 つの 大きな 傾 である^ 


U 木 銀行 統計：：^ 资 料に 井 4i いて、 これ を S< に 掘り： 卜げ て：： 几る と、 货 価値の 変動に より 一般 卸い： 几物俩 (，^」：： 小 卸 

い： 儿物俩 の 総 平均) は 明治 三十 三年と 昭和 卜 四 年と では、 この 問 約 三倍の 騰齊 を、 史に 明治 三十 三ハ 巾と 昭和 二十 

ヒハ 巾と では、 この 問 約 ヒー 四 倍の 騰贵を 兄て いる。 したがって、 明治 三十 三年の 東京 卸売 価格に-. 小され たセメ 

ント飾 格ー瓲 二十 四 円に、 右の 一般 卸売物価の 騰貴 率 を 乗じた、 いわゆる， 訃 卜： の 名：：： 価格と 灾 際の セメント 

の 東京 卸売 価格と を衬 比して 兌る と、 セメントの 価格 は 昭和 ト四 年に は、 明治 三十 三年 当時の 四 分の 一 に、 昭 

和 ニ卜ヒ に は、 同様 一 一分の 一 に 低下して いる ことと なる ので ある これ は Sf なる 一 試算に 過ぎな いので、 こ 

れを もって、 い i ちに セメント 俩 格の ャ|-4:： を- ム々 する わけに はいかな いが、 セメントの 価格 は、 過ぶ 数十 年の 問 

に 大幅な ^卜げ が；：： われた ことが うかがわれる その 原因 は 第二 二 表に-小す とおり、 セメントの 製造 原価が 著 

しい 低： i« を たためで あり、 価の 著しい 低減 は、 経営の 合理化と， ゆれ 備 • 技術の 改善と が もたらした 大量生産 


長 


第 四 節 セメン ト 及び セ メ ント 工業の 特性 

ヒメ ント 反び セメント 工業 は、 商品と して、 また 企業と して^ 種の 特性 を 持って いるが、 これ を 長所 及び 短 

所に 二 大別 すれば、 おおむね 次の ようで ある。 

所長 所 

(一) 原料 は 純 国産で、 自給自足 態勢に ある こと。 

セメントの 主要 原料で ある 石灰石に ついて 見る と、 鉱床 規模の 大小、 多少 等 は、 地域的に はかなり の 差異 は 

あるが、 総体 的に 見て、 古 生 層に 属する 石灰石 鉱床が、 日本列島の 北端から 南端まで 普遍的に 分布して おり、 

埋蔵量が 豊富で ある 上に、 品質 も 優秀で ある。 したがって、 セメント 工業と して は、 原料が すべて 純 国産で あ 

ると 共に 自給自足 態勢に あり、 原料 人手に は なんら 不安がない。 これ は 企業の 持つ 大きな 強味で あり、 長所で 

ある。 

(二) セメントの 品質 は 最高 位の 国際 水準に ある こと。 

わが国の セメント 工業 は、 西欧諸国から 約 五十 年 遅れて 発足した にもかかわらず、 昭和の 中期に は、 くも 

品質に おいても、 はたまた 生産 量に おいても、 いずれも 国際 水準に 到達した。 これ は、 、王と して 過去 数十 年に 

わたる 設備の 改善、 技術の 進歩が 結実した こと、 並びに わが国が 高 品位の 石灰石に 恵まれて いた こと 等に よる 

ので ある。 (序 編 下 第五 章 品種 及び 品質 二 六 五 頁 参照) 

(三) 価格の 低廉な こと 

第 八 章 価格の 項に おいて 記述す るが、 セメントの 東京 卸売物価指数 は、 昭和 九 年.^ 十一 年 を 一 〇〇 とすれば 

第一 一 一 表のと おり、 明治 三十 三年 は 一 一七 丄ハ、 大正 一 一年 は 二 了 八、 昭和 一 一年 は 一四 九. 四、 十四 年 (セ 
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(第 20 表）  社 別， 地区 別 回転 窯 基数 表  （昭和 28 年 3 月 現在） ^ 


会社 名 

、\ 地区 別 
エ^^  \ 

北 Jfe; 首 

ま ：1 ヒ 

\7<i^^  iFi nSi. 

夜 海 北陸 

>TV  (M^- -lU 

近 畿 

巾 国 

四 国 

九 州 

会社 別 計 

工場 数 

曰 
本 

上 機 
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9 

西 多 摩 
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小 

田 
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21 

8 
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3 
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ラ 
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ソ 

\ 
/ 

四  倉 
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七  尾 

I 

，し 

小  倉 

ム 

窯業 

/t 

T 

j  6 

、 

' 2 

伊  吹 

I 

秩乂 

ん、 

秩  乂 

宇 部 

宇 部 

5 

第一 

川 崎 

日立 

日 立 

2 

2 

敦賀 

敦 賀 

2 

野 沢 

彥 根 

2 

2 

徳山 

徳 山 

2 

豊国 

莉 田 

3 

産業 

後藤 寺 

2 

2 

製鉄 

八 幡 

3 

3 

電化 

大牟田 

1 

1 1! 1 

地区 別 計 

3 

11 

16 

6 

12 

13 

1 

28 

90 

35 

1^ 


八 


四 


七 
七 


八 


略 


五 
九 


省 
略 


七 
四 


五 


略 


七 


省 
略 


浅 野 社 糸 崎 工場 

徳山社 徳山 工場 

宇 部 社 宇 部 工場 

小 野 田 社 小 野 田 工場 


浅 野 社 

小 野 田 礼 

同 


門 司 工場 

香 春 工場 

佐 伯 工場 

八 代 工場 

八幡 工場 

大分 工場 


磐城补 莉田 工場 

産 業 社 後藤 寺 工場 

三 井 社 大牟田 工場 

宇 部 社 小 倉 工場 

日 鉄 社 八幡 工場 

小 野 田 社 恒見 工場 


回転 窯 施設の 現状 


(備考) 本 表に おける 統制 額と は、 製造業 者が 共販 機関に 売 渡す 統制 価格で ある。 

昭和 二十 八 年 三月 現在に おける 回転黨 施設 状況 を 社 別 並びに 地区 別に： 3- れば、 第二 〇表 のとお りで あるが、 

特に 注目すべき こと は 左の 二 点で ある。  . 

一 、 一 工場 会社に あって は、 電化 社 (電気化学 工業 株式会社 にあって は、 セメントの 製造 は 同社 事業の 一 小 

部門に 過ぎない ：) を 除き、 いずれも 二 基 以上 を 施設して いる。 

一一、 九州、 中国 地区に 集中 的に 存在して いる： 
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(単位： 円) 


恒広士 

X 
場 

見 畑 別 

名 

年 

間 

生 

六 二 四 

産 

'oom 

高 

1 八 J 
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社 
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七 
五 
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高 

(B) 

A 

三 八 A 

b" 

% 

的な 取扱 をして いた： (注) 

注 セメン ト 聯合 会规約 施行規則 (昭和 四 年 十月 セメン ト 聯合 会 臨時 総会 決議) 

C 

第參條 生產 制限 ハ 規約 第參條 1 一定 ムル 通 リ各會 社共 均 一 率 ヲ以テ 之 ヲ行フ モノ ナルモ 當分 ノ 間壹基 窯會社 (壹會 

社壹 工場 燒窯 壹基ノ モノ) 一一  シテ 月額 生產 能力 六 千 八百瓲 以下 ノエ 場 一一 限リ 一 般 制限 率 ニ左ノ 特定 率ヲ乘 

シ タ-. ^モノ ヲ以テ 當該會 社 ノ 生產 制限 率ト ス 

貳千五 百 五 拾 瓲迄ハ 五 〇％ 

貳千五 百 五拾瓲 以上 六 千 八 百 瓲迄ハ 〇 • 一  七瓲ヲ 增ス毎 一一 千 五 百 分ノ壹 ％ ヲ加フ 

昭和 二十 一 年 当時に おける セメント 工場の 経済 単位に ついては、 セメント 聯合 会 時代に：： 几ら れ たような 確た 

る 基準 はない が、 次の 事例 (注：) に 見る とおり、 浅 野 社士別 工場 • 窒： 業 社 広 畑 工場 及び 小 野 田 社恒見 工場 は、 明 

ら かに 最小 経済 単位 以下と 見なされ、 物価 庁 当局から 保護 的 取扱 を 受けて い た。 

注 昭和 二十 一年 度 (暦年) における 士別 • 広 畑. 恒見三 工場の 生産 上の地位  (単位： 瓲) 


セメント 製造業 者ノ セメント ノ 統制 額 二 関スル 協定書 

下記 セメント 製造業 者ハ 昭和 一 一十 一 年 三月 三日 附 大蔵省 告示 第 八十 七 号 ヲ以テ 指定 ァリ タル セメント ノ 

統制 額 二 付 之 ガ額ノ 基準 トナル ベ キ 製造業 者ノ 統制 額ハ 平均 二 四 〇 円ナ ルヲ以 テ之ヲ 地区 別、 工場 別、 

種類 別 二 区分 シ 協定 ス ルコト 左 ノ如シ 

第一 條 セメント 製造業 者ノ セメント ノ 統制 額 ハ左ノ 通 トス 
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度の 需要 を 有する 市場 を 確保す る ことが 必要であろう しかも、 大工 場 を 有利と する 工業の 範躊に 属し、 能力 

単位 当りの 労働 量 を兒て も、 製造 様式. 設備の 新旧 等に より 相違 は あるが、 一般に 能力の 大きい 工場 ほど 単位 

当りの 労働 量 は 少なく、 その他の 問 接 費 も 少ない という 傾向が ある。 したがって、 セメント 工場 は 他の 条件、 

すなわち 原料の 確保 • 製品の 販売 • 工場の 敷地 等の 条件が 許すならば、 工場 単位 は 大規模な ほど 有利で あるが- 

工場 建設 に^って、 敷地の 点 は 別と して、 規模の 限度 を 制 肘す る もの は、 料 及び 製品の 輸送 距離の 長短で あ 

る： すなわち 後述す るよう に、 セメント 工業 は 原料 • 製品 ともに 重量 嵩高 品であって、 かつ 運賃 負担 力が 脆弱 

であるから、 遠； 1 の 地から 原料 を 輸送し、 遠隔の 地に 製品 を 輸送した ので は、 大規模 工場た らんと しても、 輸 

送 力の 点で も、 また 採算 的に 見ても 成り立たない。 換言すれば、 セメント 工場 を 中心とした 一定の 運賃 圏. s: に 

可 採鉱 量 いくばくの 石灰石 山が 存在し、 また 消費量 いくばくの 市場が 存在して いるかに よって、 おのずから ェ 

場の 規模 は 決定され るので ある" セメント 工業に おける 大工 場の 有利 性に ついては 以上 述べ たと おりで あるが 

経営 規模の 最低 は どの 程度 か と言うと、 これ も 工場 立地条件 • 需給 事情 • 市場規模 等に より 一 概には 言えない 

現在 セメント を 主 業と する 一 工場 会社の 実例に よって 兑 ると、 最小 規模 工場の 月産 能力 は 一 八、 六 〇〇 瓲 であ 

る」 一方、 多数 工場 会社の 最小 規模 工場の 月産 能力 は 四、 八 〇〇瓲 であるが、 この 小規模 工場 は、 その 近接 地 

にある 同一 会社 有力 工場の 補助 的 役割 を 演じて いるに 過ぎず、 独力で は 採算が とれない 実情に あるので、 最小 

経济 単位の 例と は 言えない- したがって 諸種の 事情 を 総合 勘案して 兑 ると、 現在で は、 一 工場 会社に あって は • 

月産 能力 一 八、 〇〇〇 瓲 程度 を もって、 一 応 最小 経済 単位の 標準と 見、 多数 工場 会社に あって は、 月産 能力 一 

〇、 〇〇〇 瓲 (六 〇 米 回転 窯 一 基) 程度が、 最小 経済 単位で あると 兄て よいので はなかろう か。 

セメント r: 場の 絰济 単位 は 時代に よって 変動す る。 昭和 初期に おける 最小 経済 単位 は、 次の 事例に 見る よう 

に、 月産 能力 六、 八 〇〇瓲 前後であって、 セメント 聯合 会で も経济 単位 以下の セメント 工場に 対して は、 保護 


〇 製造業 者の 直売 形態 

△ 国 取引 

,  製造業 者 —— 卸売 業者 11 小売 業者 11 小 口 需要 者 

, 大口 需要 者/需要 者 

△ 輸出 取引 

製造業 者 —— 輸出 代理店 ——、1 外需 要 者 

0 委託販売 形態 

.  △ 国内 取引 

、大口 需要 者 \ 需要 者 

製造業 者 —— 一 手 販売 商社 11 卸売 業者 11 小売 業者 11 小口 需要 者 

へ 三 井 物" 沫忒 会社 ノ 

〈三菱」 商せ 株式会社」 

△ 輸出 取引 

製造業 者 11 一  手 販売 商社 11 海外 需要 者 

戦時 統制 中 は 共販 態勢の 強化に 伴って、 製造 会社の 販売部門 及び 一 手 販売 商社 は 昭和 十八 年 五月から、 卸売 

業者 は 十九 年 四月から 機能 を 喪失した が、 二十 一 年 八月から 製造 会社の 販売部門 及び 卸売 業者が それぞれ 復活 

し、 一方 戦前 見られた ような 一手販売 商社 は、 占領軍の 独占 禁.： y 政策に より 排除され たので、 かって は、 これ 

らの 商社に 製品の 販売 を 委託して いた 製造 会社 も、 直売 制 を 採る に-全り、 このため 現 ft 各社の 販^ 形態 は、 す 

ベ て 製造 会社の 直売 形態と なつ ている ので ある：  - 

セメント 会社で、 大きく 社外に 依存し なければ ならない もの は、 石炭と 容器と である 「- しかし この 部門で も、 

兼業 または 投資の 形態で 経営され ている 例外 もないで はない 総体 的に： ：=- て、 セメ ント. 丄 業 は 直営 的 色彩の 濃 

い 企業であろう 

工場 規模の 限界 セメント 工業 は、 立地 上、 好 採算 圏内に 最小限 どの 程度の 消費 市場 を 必要と する かと. 一一-:; うと、 一概に これ を 

断定す る こと は 困難で あるが、 既設 工場の 実績から て も 少なくとも 好 採算 圏内に、 工場 生産 能力の ..^〇％ 程 
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(備考) 本 表の アメリカ 関係の 数字 は、 Bradley  Pulverizer 社 発行の ：The  American  Cement  Directory  1952: によ 

り、 日本 関係の 数 宇 は、 曰 本社 調査 資料に よる。 

※本 表に おいて は、 小 野 田 社 津久見 工場 を 第 一 、第二 工場に 分けた ため、 工場 数 は 一 増加し、 三十 六と な つ て いる。 

セメントの 料 は、 石灰石 ，粘土質、 珪酸質 原料 及び 鉄 滓 等で、 セメント ー瓲を 造る のに 欠す る これら 諸 原 

料の 調合 量 は、 大体 石灰石 一、 三 〇〇 瓧、 拈卜 • その他 三 五 〇 瓧の割 ベロで あるから、 セメントに において、 最 

も 多量に 使用す る 原料 は 石灰石で ある" この 石灰石 は、 昭和 初期まで は 別 企業からの 鉱、 または 下請 業者に 

よる 採掘 (請負) に 依存して いたが、 これらの 経営 主体 は 極めて 小規模で、 採掘 方式の 改善 も 機械化 も ほ とん 

ど 行われず、 万き 格段に 遅れて いた _ その後 採掘 方式の 進歩、 運鉱 系統の 機械化に 伴って、 最近で は 過去の 採 

掘 作業の 常態であった 鉱石の 手 積、 手 押 運搬 等の 極端な 重労働 は 主要 原料 山から 姿を消し、 採鉱、 運搬 作業 は 

合理化、 機械化され ている： しかも、 その 採掘 経営 形態の 現状 は、 これ を セメント 会社 直営で 行って いるもの 

と、 講 A 制 を 採って いるもの とが あるが、 総 じて 直営 制の ものが 多い" 

次に セメントの 販売 形態 はどう かとい うと、 詳細 は 第 七 章 市場 及び 販売機 構の 項に おいて 述べる が、 明治 二 
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等 を 設ける と共に、 商業 機関と して 販売店 を 設置した。 この 販売店が 時と 共に 次第に 分化して、 卸 K 儿商 *小 売 

商に 分離して いるので ある" 

八/次 大戦 前の 販売機 構 を 見る と 左の 二種 類が あ つ た。 
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すなわち、 近年で は 右 表のと おり セメント 工業 は 従業員 数に おいても、 資本金に おいても 大企業の 部類に 属 

している。 

次に、 わが国の セメント 工業の 規模と アメリカの セメント 工業の 規模と を 現状に おいて 比較して 兌る と、 大 

要 次のと おりで ある" 

セメント 工業の 全国的 規模で は、 アメリカに 遠く及ばないが、 単位 企業の 規模の 点で は、 総 休 的に 見て たい 

した 差違 はなく、 換言すれば、 わが国の セメント 工業の 個々 規模 は、 国際 水準に あると 言えよう。 
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すなわち 資料の 関係で、 取材 年が 一致し ない うらみ は あるが、 右 表に より、 大正 中期に おいても、 セメン 

工業 は 職 工数 • 資本金から 見て、 中規模 以上の もので あ つたこと が うかがわれる。 
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すなわち 明治 四十 二 年 当時に おいて は、 セメント 工場の 平均 職工 数 は 五一 〇 人 程度で あるから、 最大 規模の 

工場に 厲し、 また 资本 金に おいても、 一 〇〇 万円 前後の ものが 大部分で あるから、 屮以 卜； の ラングに 属する。 


《 

職工 数 及び 

ェ 場 取 

雇' 91 

1 工場 数 

} 

00 ト' 801 

Y 

暴 
H 
楚 

10,812 
33.5 

工場 数 

0 

1 

> 

人 1 

170,300 

職に-数 工場 数 

8,01 
ト6 ト' f 

Y 

M 

3^  if ェ 

Y66 ト〜 001 

OO 

oo 

<=>> 

職工 数 

O  4i. 

工場 数 

0 

> 

W 

0\ 

職工 数 

OOT 
8 な" な 

工場 数 

突 

OOZ'008 

Y 

M 

(磨 W)  --^  (一一 「一き 26 や：) 抓 riK^-mL 一一 K ー祕 ゆな 3 「_,:-sjcn;.^H-i.^;2^±^s5&Ji」  》-<^fs$;s。 

(^12 謝」  si^,^^^s^^.is»s^^^^>^,^s  f^..  1.0003) 


説 


八 四 


II 一 


〕，" 


„s^42 せ 一お s.<ry  V  _■ ま iga  438,000  (22IT.^) 

J  ，ぶ 雲 

1 ^ レ Ti^ 暴 IT: 錢 s!^^. ^^仑 510A 


ェ 

業 

の 

経 
営 


^ モ 


5  1  ^       >r  ^ 


^  Tn  m  >r 
翁 

m  ^  ^  m 


Oo 


— ii さ »  H- [11  [11  I^F 

w に  m 

=Z  m  ^      a  ^  31  » lat 


第三 節 セメント 工業の 経営 形態 と 工場 規模 


中規模 以上の 企業 

\ゾ\ inr 一 


明治 末期 


わが国の セメント 工業 は、 明治 二十 三、 四 年 ごろから 逐年 発展し、 四十 二 年に は 十八 社 二十 二 工場、 大正 八 

年に は 二十 五社 三十 工場、 昭和 十三 年に は 二十 九 社 四十 七 工場の 多き に 達し、 二十 八 年 三月 現在に おいて は、 

十五 社 三十 五 工場と なって いる- 昭和 二十 八 年の 会社 及び 工場 数字が、 昭和 十三 年に 比べて 減少して いるの は • 

主として 戦時中の 企業整備、 海外への 設備 移駐の 結果で ある： 

わが国 セメント 工業の 七十 年の 歴史 を 顧みる と、 セメント 工業 は 従業員 数に おいても、 また 資本金 額の 点か 

ら 見ても、 それぞれの 時代に おいて、 中規模 以上の 企業 形態に 属して いる。 試みに 明治 四十 二、 三年、 大正 二 

年）.^ 八 年、 昭和 二十 五 年？^ 一十 八 年に おける セメント 工業の 規模 実態 を 示せば、 第 九 表 ~ 第 一八 表のと おりで 

ある。 
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第 1 章 総説，  八 二 

太平^ 戟,^ 終了後  この 期 'の セメント 業界の 動向に ついては、 後段に 詳細. ぉ述 する ことと する が、 この 問に おいて は、 戦時中 

から 現在まで (昭 

和 二十 一年 ~  二十 八 に 建設され た士別 (浅 野). 広 畑 (塞 業) の両 工場 並びに 戦時中 コバルト 製造の ため、 セメントの 製造 を屮 止し 

ていた 尼 崎 (浅 野) の 三 工場が 閉鎖され、 また 既存 会社 (窯業 社) の 既設 設備の 移， おにより 一 工場 (伊吹) が 

新設され た ほか、 戦時中 強制的に 統合され た 会社 は、 大部分 旧 会社に 返還され た。 現在 業者 数 は、 第 八 表のと 

おり ト 五で、 工場 数 は 三十 五を算 している。 


太平洋戦争 期 (昭 

和 十七 年？  二十 年) 


ところが、 昭和 十四 年に 入る と、 戦局の 進展に 伴って セメント 製造 用 原材料の 入手 は 日々 困難と なり、 また 

国家に よる 資金 調整 は 益々 強化され、 さし も ぼ 盛であった 新 会社の 出現 及び 既設 会社の 能力 拡張 も、 終止符 を 

打つ に 至った と 同時に、 同年 七月から 原料の 大宗で ある 石炭が 割当 制と なり、 セメントの 生産 量 は、 割当の 石 

炭 量に より 制約され る ことと なった」 翌 十五 年に 入り、 セメント は 全国的に 供給 不足が 予 兌され るに 至り、 同 

年 三月から セメントの 配給 並びに 価格の 国家 統制が 開始され たので あるが、 昭和 十四 年から 太平洋戦争 勃発 ま 

での 間にお いて、 新設 拡充の 工場 は 一 つもな く、 逆に 天草 (：. 旭； -. 名古屋 (豊 国) 丄咼浜 (東海) の 三 工場が 閉 

鎖され、 また 旧 日本. 土 佐 • 日 東の 三 社 は 浅 野 社へ、 富国 社 は 磐 城 社へ それぞれ 合併され る 等、 業界 整備の 第 

一 歩 を 踏み出した。 

セメント 製造 用 原材料の 入手 困難、 製造 設備 疲労 度の 増大に より、 セメントの 生産 は、 昭和 十六 年 三月から 

下降 力— ブを 描き、 逐年 大幅に 減少して いった。 これに 伴って、 需給の アンバランス は 益々 激化した が、 本 期 

間中 は 配給 並びに 価格に ついては、 厳重な 国家 統制が 行われて いたので、 需給の アンバランス は 価格 面に は 反 

映されなかった， • しかし 一面、 このような 生産 事情の 悪化 は、 戦時 国家と して 業者の 整備 統合 を 必要と する に 

至り、 十六 年末から 十九 年上 半期に かけて、 あるいは 目 発 的に、 あるいは セメント 統制 八ムを 通じて 強権 的に、 

次の ような 整備 淘汰が 行われ、 業者 数 は 著しく 減少す るに 至 つ た。 

豊国社 • 敦賀社 • 七 尾 社 11 磐 城 社に 合併  東北 社  —— 小 野 田 社に 合併 

常 陸 社  11 磐 城 社に 買収  東 産 社 • 曰 石 社 (彥根 工場)— 小 野 田 社に 買収 

東亜 社  11 浅 野 社に 合併  東洋 社  —— 宇 部 社に 買収 

なおこの ほか、 当時 遊休 状態に あった 製造 設備 は、 統制 会 を 通じて 海外に 移設され たので、 昭和 十三 年末に 

は、 二十 九 社 四十 七 工場 を算 した セメント 業界 も、 二十 年末に は 十一 社 三十 七 工場に 大幅 減少 を 見た。 

第二 節 セメント 会社の 興亡  八 一 


第 lis- 総  説  八 〇 

産 競争が 行われる 上 は、 結：？ セメント 工業 全体 窮地に おちいる ほかない ので、 業者の 中には 難局 打開の ため 増 

産 中止 を える 者が 現われた . ところが、 これまでの 産に ついては、 各社の 足 双が 必ずしも 同率で なか つ た 

ので、 俄然 各社 問に 深刻な 感 の 対」 が：^ つた， 一 その 結果 は、 増産 計画 中止 をめ ぐって 聯ぺ I！ 会 内部の 意見が 分 

.ぉ し、 つ い に 九； 巾 卜 二月 小 野 W  • 大分 • 電化の 三 社 を 除く 業者 を もって 第三 次 聯合 会 を 結成し、 重要産業 統制 

法の 発動 を 受けて、 ，M う 一 力 年間の 増産 計画 中止の 措置 をと つた" このため、 十一 年 前半まで 聯合 会と アウト 

サ イダ— との 問に、 激烈な 販売 戦が 展開され、 聯んロ 会の 調節 操作 にもかかわらず、 価格 は 混乱 を呈 した- しか 

し 日華 事変 勃発 後の 需要^ 加に より、 ト四 年に は、 大体 聯合 会 協定 価格の 線まで^ 価 は冋很 した。 

この il における セメント 八. ムれの 興亡 を：： 几る と、 業界の 小康に 伴って 新たに 創立され たもの は、 曰來 (糸 崎) • 

日 之 出 ( 天草：) . 産業 (後藤 寺) . 昭和 (， 彥 根：) . 東洋 (小 倉) • 東海 (高 浜) • 敦賀 (敦賀 ) • 岐 阜 (富 秋) • 束 

北 (大船 渡，) 丄虽国 (葛 生). 徳山 C 徳 山). 富 山 (二見：) の 十二 社 十二 工場に 達し、 また 既設 会社で 工場 を 新設 

した もの は、 小 野 田 r 阿哲. 藤 原〕. 浅 野 r 香 春) の 二 社 三 工場で、 更に 休ぁ屮 であった 大日 本 人造肥料 社鏡ェ 

場 も 操業 を した 一 方、 閉銷 された じ 場 は 愛知 r 小 野 田) • 一 一見 (富国) •  {:E 秋 r 岐阜) • 束 京 (浅 野) の 四 

工場に 過ぎな か つた" 

このように 当時の 業界 は、 高率 生産 制限 11 市価 維持 (価格協定) 11 新 会社の 出現 ——— 既設 会社の 能力 拡 

張 —— 更に 高率な 生産 制限 ！ 市価 維持 r 価格協定) —— 新 会社の 出現 —— 既設 会社の 能力 拡張 —— という 自 

己撺着 的な 循環 過程 を 繰 返え し、 このため 需要の 増加 にもかかわらず、 昭和 九 年初 頭 五 二 ％ であった，^ 一 ％j 制^ 

率 は、 十四 年初 頭に は、 ついに 六 六，" j という 驚くべき 高率に 達した。 しかし 生産 制限の 上昇と 併行した 協定 価 

格の W 卜： げは、 政 h 財に より 認められなかった ので、 収益 はかん ばし からず、 業界 は 自分で 沸した 熱い 湯の 中で 

がまんし なければ ならない 状態に^ かれた。 


興亡 譜は、 次のように 実に 激甚な ものであった。 

操業 開始 工場 —— 湊 (曰 之 出社). 名古屋 (名 古屋 社) 

新 設 会 社 11 秩父社 • 宇 部 社 • 七 尾 社 • 旭 社 (天草) . 太平 社 (徳 浦) 

遣 f  き ほき —— 小 野 田 社 (小 野 田 • 大連 • 平壤 • 川. 0  • 窯業 社 (大阪 ) . (旧) 曰 本社 (佐 伯) . isscs 多 摩) 

被 合併 会 社 11 旭 社 (由 良) • 桜 社 (以上 いずれも 大分 社へ). 名 古屋社 . 佐贺社 (いずれも 豊国 社へ). 大阪木 

津川社 (浅 野 社 へ ) • 愛知 社 • 中央 社 (いずれも 小 野 田 社 へ ) . 鈴 木 社 • 日 之 出社 (いずれも 磐 

城 社へ) 

閉鎖 ェ 場 —— 大川 (旧 曰 本社) • 佐賀 (豊国 社) • 東京 (磐 城 社) • 鏡 • 水 保 (窒素 社) 

解散 会 社 11 三重 社 (山 田). 帝国 社 (天草) 

なお、 このように 新 工場の 建設 • 既設 工場の 拡張が 行われる 一方、 他方で は 小 会社の 大会 社への 八；： 併、 小ェ 

場の 閉鎖が 起った の は、 一 つに は 工場の 経済 単位が 大きくな り、 小 工場 は、 市価が 相当 高く 保持され ない 限り、 

とうてい 競争 場裡に 立ち 得ない ようにな つ たからで ある。 

販売 協会 成立から 販売 協会の 成立 を 見た 昭和 六 年の 秋、 満州 寧 変が 勃発し、 続いて 金 輸出 再禁止の 措置が 採られた が、 これら 

太平^戦^^？発ま 

ば (昭和 六 年 ~ 十六 を 契機と する インフレ— シ ヨン 政策 は、 工業 生産 を 刺激し、 特に 重. 化学工業 並びに 輸出 産業の 発展 は 著しい 

年、 

ものが あつ た。 このような 一 般経济 情勢の 好転 を 背景と して、 セメント 聯八 IZ 会 及び これと 表裏 一 休 をな す 販売 

協会に よって 採られた 生産 • 販売. 価格 を 通ず る 操作が 適 切 であった ため、 昭和 九 年初 頭の ころまで は、 業界 

は 小康 状態 を 保持した： 

しかしながら、 聯合 会 結成 以後に おいても、 各社 は、 相次いで 製造 設備の 増設 拡充 を 図った ので、 生産 制限 

率 は 次第に 上昇す るに 至り、 九 年初 頭に は、 五 二 i1 の 生産 制限 を 行う という 状態であった" しかし 無制限に 増 

第二 節 セメント 会社の 興亡  七 九 


第 一 


第 一 次 世界大戦 終 

了から セメント 販 

K 儿 協会 設立まで 

(大正 九 年 ~ 昭和 五 

年) 


総説  七 八 

はれば、 新. は 会， 化 は 旭 (大正 五 年) • 大阪黨 業 (大正 六 年) • 帝国 (大正 六 年) . 曰 之 出 (人 正 七 年) . 大分 (大正 七 年) . 

豊国 (大正 七 年) • 名古屋 (大正 八 年) の 七 社の 多き に 達し、 ほかに 常 陸 社が 創立され て、 助 川 セメント を讓 受けた 「) 

また 既設 会社で 工場 を 新設した もの は、 浅 野 (川 崎. 台湾 ：>  . 小 野 田 (平 壤」 . 桜 (徳 浦；！ . 電化 (大牟 田) 及び 

u- 本 窒素 (水 俣) の 五社 六 工場に 達した ので ある： 

大戦 景気 も 長く 続かず、 休戦 成立と 共に わが国 絰济界 は 再び 低迷 状態に 転落、 一時 屮間 気の 爆発 もあった 

が、 九 の，^^ 恐慌 を 転機と して 奏寵沈 哀し、 不況の ドン」 to- に 陥った。 

このような 小： A  - 卜 降 は、 ffic 常 に 膨-张 した セメント 界 にたち まちに して 産 過剰 を 5^ 来した すなわち 小-せ： の 

減 に：^ え、 供給.， § において は、 人 戦：：」 OCA 時代に 建設され た 工場が 次第に 能力 を 高め、 a^iw 巾の もの は 竣工 

し、 加える に 大正 十二 年 佚 父上 于部両 社が 創立され、 操業 を 開始す るに-せって、 著しい 供給 力の 1= 加 を：： 几た の 

である。 生産過剰に 対処して、 業者 中には、 自発的に 生産 を 制限す る もの も 現われた が、 ^価 は漸 おする ばか 

りで、 経営 は 次第に 困難の 度 を 加えて いった そこで、 各社 は 大正 十三 年 十月 需給 を 調節し、 市価 を 穏健な 程 

- ぼに 保つ ：= 的で、 セメント 聯合 会 を 組織した" - 聯合 会の 成立に より、 需給 は ほぼ 均衡 を 保つ ようにな つたが、 

^^二；， の 八. -融 恐慌、 これに 引続く 不況 襲来に 会って、 市価の 調節 は 思うよう にいかず、 せっかく 相当の 程度 

にまで：； にげられた 债段 も、 一部 業者の 無節操に より、 再び 崩落 するとい う 状態 を 繰 返え し、 ついに 昭和 六 年 

地 にセメ ント販 先 協会が 設立され、 W 合 割当 制と 標準価格 制と を 採る に 至 つ て、 漸く^ 俩を 維持す る ことが 

できる ようになった。 しかし この 問 は、 各社の 生産力 拡充 速度が 需要の 増加 速度 を 上回って いたた め、 生産 制 

W 率 は 次第に 高率と なり、 製造 原価が 卜； 界 したに も かかわらず、 市価の 卜；： ：5i^ が これに 伴わず、 したがって 弱小 

会社 は 悲況に おちいり、 大会 社へ 合併され たが、 他面 新設、 拡張 もやまなかった。 

この 朋問 はへ g にも 述べ たと おり、 ffic 常な 膨張の もたらした 大 K 動 W だけに、 この 11； における セメント 八.. の 


日露戦争 終了後 か 

ら第 一 次 世界大戦 

終了まで (明治 四十 

二 年 ~ 大正 八 年) 


に 大部分が 潰え 去り、 余喘 を 保った 会社 も、 後に 閉鎖され、 現存す る もの は 一 つもない _」 

日露 戦勝に よって、 わが国の 産業資本 は、 新たに 満州 市場 を 得た ので、 各種 企業の 新設が 相次ぎ、 また 鉄筋 

コンク リ ー ト 工法 も 漸く 実用の 域に 進んで、 セメント 需要 は 増進した が、 セメント 会社の 新設 は、 僅かに 東亜 

セメント 株式会社 (明治 四十 年、 後に 浅 野 社に 合併、 尼 崎 工場と なり、 後 閉鎖). 助 川 セメント 製造所 (明治 四十 

年、 後、 常 陸 セメント 社に 買収). 磐 城 セメント 株式会社 (明治 四十 年) の 三 社に 過ぎなかった。 

日露戦争 後、 わが国 絰济界 は 飛躍的 発展 期に 入った が、 たちまち にして その 反動が 現われ、 明治 四十 年から 

四十 一年に かけて 銀行の 破 徒が 続き、 四十 三年から 四十 四 年に かけて 中間景気 も 現われた が、 概して 四十 ハ牛か 

ら四 十五 年に 至る 期間 は、 景気 沈衰 期と も 言うべき 時期であった" かかる 景気変動に 遭遇して、 セメント m 仆に 

おいても 新設. 合併. 解散 等が 行われた。 すなわち 小 野 田 社 は 日露戦争 終了後、 直ちに 関東 州 進出の 計画 を樹 

て、 四十 二 年に 大連 工場 を 新設し、 また 日本 窒素 社 は、 廃物利用の セメント 工場 を 同社 鏡 工場 内に 建設す る 等、 

戦後の 好況に 際し 企業の 拡張が 行われて いるが、 一面 反動的 不況の 影響 を 受けて、 四十 二 年に は 旧 日本 社 東京 

工場が、 四十 三年に は 中央 社 川口 工場が それぞれ 閉鎖され、 大正 三年に は 大阪社 解散、 四 年に は 北海道 社の 浅 

野 社 へ の 合併 等が 行われて い る _リ 

大正 三年に 始まった 第一次世界大戦 は、 欧州 品の 東洋 市場からの 退潮 を 招来し、 わが国の 輸出 を 増大した の 

で、 諸 工業 は 五 年 ごろから 非常な 速度で 拡張され たが、 しかもな お供 給 不足と いう 盛況で、 ために.. - 物価 は 騰 

貴し、 各 企業の 売上金 額 も 数倍に 増加した。 セメント 界 もこの 好景気の 影響 を 受けて、 会社の 創立. 工場の 新 

設. 拡張、 これに 伴う 新式 設備 (ザ グ岩 機. 大型 回転 窯 • 粉末 機) の 導入、 特約店 制度の 拡充が 行われた が、 

この 異常な 膨張が 後年 その 反動 期に 重荷と なり、 ついに セメント 聯合 会 を 結成して 生産 制限 を 行い、 自ら を 守 

るの やむな きに 至った 因 をな したので ある" 具体的に 第 一 次 世界大戦 による セメント 工業の 効 興 状態に ついて 

第二 節 セメント 会社の 興亡  七 七 


(：： おに ST の 払ドげ 

後から！：：：^^戟^^終 

了まで (明 十八 年 

？ニ 十八 年) 


戦 <„ ^終了から 

n ヤぉ 戦争 終了まで 

(明治 二十 九 年 ~il 

十 一 年) 


第一章 総  説  七 六 

セメント は 商品と しての 性質 上、 需給の アン バ ランスが 直ちに 価格 面に K 映し、 好況 期に は 次々 と 会社が 新 

設 され、 反動的 不況 期に は、 生産過剰 による 市価 低落の ため、 うたかたの ごとく 消えぶ つてい つた。 

次に わが国 産業 史卜： の 激動 期を屮 心に して、 セメント 会社 興」」 の 大略 を 記して みょう： (一 二 四 頁 「セメント 

会社 興亡 録」 参照) 

セメント 工場の 払 下げに 続く 鉱山 • 造船所. 繊維 工場の 払 下げに よって、 民営 事業 は 漸く 発達し、 産業資本 

の 充実に つれて、 ^工業の 創設. 築港. 鉄道 敷設 ニ目|^ 建築 等の 土木 建築が 勃興して、 セメントの 需要 を 促し 

た。 

この 機 一に 乗じ、 前. 7 あ 三 社に 続いて、 セメント 製造 听 (明治 十八 年、 後 旧 日本 セメントれ となり、 終りに ^5 野 

C 

社 にん 口 併、 八 代 • 佐 伯 工場と なる) • 京岐 商八ム セメント 工場 (明治 二十 年、 後に 愛知 セメ ント； id となり、 終りに 小 

野 m 社に ベ M 併、 愛知 工場と なり、 後 閉鎖) • 北 村 精 造 経営 セメント 製造所 r 明治 二十 一 年、 後に 大阪 木津川 セメン 

ト^と なり、 終りに 浅 野 社に 八 n 併、 大阪 工場と なる). 大阪 川口 セメント 製造所 (明治 二 卜 一年、 後に 中央 セメン 

トれ となり、 終りに 小 野 山； ii にな 併、 八幡 工場と なる) • 北海道 セメント 侏 式 会； i£r 明治 二十 三年、 後に 浅 野； に 

合併、 北海道 工場と なる). 鈴 木 セメント 製造所 r 明治 二十 三年、 後に 株式会社 となり、 終りに 磐 城 社に ベ n 併、 後 

閉鎖) 等の 有力 業者 を 含む 十 余 社が 簇出した。 これらの 有力 会社 は、 明治 *大 正に わたって 活躍した が、 大正 

末期から 昭和 初頭の 不況 期に 合併の 余儀なき に 至 つてい る。 

日 清 戦勝 は、 二 億 三千 万両の 償金の 獲得、 台湾の 領有に あわせ、 朝鮮 及び 清国の 海外市場 を柘 いたので、 戦 

後、 i§ ^を 主流と する 軽工業の 膨張と、 軍備拡張に 備える 八幡 鉄 所の^ 立 r 明治 三十 一年) を 契機と する 重工 

業の 発達 を 促し、 小 松 セメント 製造所 (明治 二十 九 年、 後に 土 佐 セメント 化と なり、 終りに 浅 野 社に 合併、 土 佐 

工場と なる，) を 始めと して、 以後 数年間に 十指に 余る 群小 会社が 設立され たが、 三十 一年 及び 三十 四 年の 不況 


めた。 


民営 セメント 工業 

の 創設と 発展 


これより 先、 山口県 人 笠 井 順 八 は 荒 川 佐 兵衛と はかり、 県の 先輩で、 かつ セメント 工業の 先覚者 平 岡 通義の 

すすめに 従い、 山 口 藩の 士族 授産の 途を 開く に は セメント 工業が 最適で あると 考え、 宇都 宮三 郞らの 指導の も 

とに、 明治 十四 年 五月、 セメント 製造 会社 を 設立した。 これが、 わが国に おける 民間 セメント 工場の 最初の も 

ので あり、 今日の 小 野 田 セメント 株式会社の 前身で ある。 

翌 十五 年 二月、 齋 藤實堯 は、 愛知県 田 原 町に 東洋 組 を 創立した。 これが 元三 河 セメント 株式会社の 前，： であ 

り、 現 小 野 田 社 田 原 工場で ある。  . 

深 川 工作 分局 は、 前述のと おり、 財政 整理と 経営 不振と によって 民間に 払ド げられ たが、 模範 工場の 官営に 

よって、 民業 を 育成 するとい う 政府の 方針 は、 七十 年に わたる 民間 企業の 輝 やかし い 発展 を 通して、 ^終の 美 

を もたらし たものと 言える であろう。 


第一 


セメン 


社の 興亡 


興 亡 f 観  官営 セメント 工場 払 下げの 発議と ほとんど 時 を 同じく して、 民営 セメント 八ム， 化が 呱々 の f 广を あげてから、 今 

日に 至る 七十 余 年間に 七十 数 社が 創立され た。 しかし、 その 大半が 合併 • 解散. 讓渡 その他の， 巾で ^減し、 

現存 会社 は、 僅かに 十五 社 (三十 五 工場) に過ぎない。 しかも、 その 過半が 大正 期 以降に 創立され た 会社で あ 

る。 その 三十 五 工場のう ち、 実に 十四 工場が 合併 工場で ある。 

明治 期に IS 立され た 会社のう ち 現存す る もの は、 僅かに、 日本 社. 小 野 田 社. 磐 城 社の 三补 であり、 その他 

の 各社の 大半 は、 日本 社 • 小 野 田 社の いずれ かに 合併され て、 その 工場と 化して しまった。 (注) 

注 曰 本社 上 機 • 大阪 •  土 佐 • 八 代の 四 工場、 小 野 田 社 田 原 • 八幡の 二 工場 
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第 IS- 総説  七 R 

宜の 方法に よって、 所管 各 工場、 鉱山 を 民間に 貸与、 または 讓渡 する ことと なった-、 その トツ ブを 切った のが、 

深 川 工作 分局の 贷 下げで ある。 

F 沐川 •— 作 分局 工場/机 織 稍々 整備 シ、 工業 大ニ 進歩 シ、 初 当 開業 ノ趣 渐グ 攀ルト 雖モ、 収支 相 位 ハザル ニ由リ 

人：：：： 一一 贷夺 シ、 自由営業 ヲ為サ シムル t- ハ 収支 相憤ヒ 事業 益々 拡張 スべ シ。 故 二 確 突ナル 営業 人ヲ 逸ビ、 贷夺 セン 

コ トヲ。 (三月 十六 U 太 政 官宛伺 書 • 「ェ部 省 沿革 報告書」) 

この 選に 当った 人民 は、 淺野總 一郎であった" 淺野 は、 明治 十 年 ごろから 工作 分：：？ にコ— ダスの 納入 をして 

おり、 ^^鉍澤榮 一 を動かして熱心に払下げ運動を続けてぃたので、 ェ 部^に おいても、 淺 野の 経営に 移す 方針 を 

決定した ので ある" 

四月 五日、 伺 書 は 聴許と なった" 

明^ 十六 年 月 十六 曰、 深 川 工作 分局 ヲ廃 シ、 神奈川県 平民 淺野惣 一 郞ニ貸 夸シ、 幾 モナ グシ テ白煉 化石 製造所 

ヲ キ之ヲ 東京 府 平民 西 村 勝 三 ニ貸夸 シ、 共 二 其 条約 ヲ定 メ、 五 年間 ヲ期 シテ 営業 ヲ 継続 セ シム。 貸与 料ハ ハニ  iii 

益金 ノ 十分 ノ -pf- ヲ 徴収 ス。 (「ェ 部 省 沿革 報告書」) 

しかし、 お 有 民営で は、 経営者の 手腕 を 存分に 発揮す る ことができなかった。 そこで 翌 十七 年 七 n:、 ェ部省 

は淺野 •  .5 村の 要望 を いれて、 工場 全部 及び 土地 を 一 括して 両人に K 几 却す る ことと なった。 

叨ュ， ^十 ヒ年 七月 八 曰 … … 。 因 ッテ 将来 ノ 利害得失 ヲ 審査 セシム ルニ寧 口 人：：^ ノ 所お 一一 帰シ 任意 ノ 計画 ヲ ナサ シム 

レバ 維はノ 方法 モ亦自 カラ 立ッ可 キヲ以 テ之ヲ 聴許 セ ブ コ トヲ太 政官ニ 禀議 ス。 此 ：；； 允..^ セラ レ此 二 於テ 命令 條 H 

ヲド 付ス。 

摂綿篤 工場 及 地所 価 金 六 万 一 千 七 百 四十 一 円 六十 二 銭 四 厘、 白 煉瓦 工場 及ビ 地所 価 金 一 万一 一千 百 二十 一 円 三十 四 

銭 九 厘 共 二 之ヲ 一 一十 五 年間 二 派 賦シテ 徴収 ス ル モノ トス。 

淺^ は 「深 リエ 作 分局」 を 正式に 「淺野 工場」 と 改め、 ^ 澤榮ー と K 名 組合 組織 を もって 本格的な 経営 を始 


(第 7 表） 

ェ部省 時代の 
輸入 セメン ト 数量 


年 次 

数量 （旌） 

明治 3 年 

8 

36 

165 

6 

798 

8 

2,628 

9 

2,938 

10 

1,514 

11 

1,165 

12 

2,650 

13 

4,169 

14 

1,494 

15 

1,891 

16 

1,874 

〔大蔵省 関税 局 調) 


工作 分局 払 下げ 工作 分局に おける セメントの 製造 は 成功した が、 その 収支 は 必ずしも 順調ではなかった。 その上、 官営 工場 

の 経営 を ささえる 政府の 財政 は 年 を 重ねて 悪化した。 その 原因の 主な もの は、 銀行 紙幣の濫発、 金祿 公債の 発 

行 及び 西南 役 戦費であった。 

中で も、 西南 役の 戦費 は 多額の 不換紙幣 を もって 支弁した ので、 戦後 甚 しい インフレ ー シ ヨン を 招き、 その 

拾 又 策と して 明治 十二 年 三月に は、 明治天皇の 勤儉 詔勅、 続いて 翌年 十一月に は、 内務. 大蔵 .ェ 部の 三省 並 

びこヒ J 傅 首」 s^, 柘使 に対して、 官営 工場 整理の 命令が 太政官 から 発せられた。 

月 冶 十三 年 十 一 月 五日 工業 ヲ 勧誘 スル ノ意 ヲ以テ 政府 ノ曾テ 設置 セル 諸 工場 ハ 漸次 民業 一一 移スノ 処分 ヲ為ス ベ キ 

ヲ 太 政 ヨリ 令セ ラレ 且讓下 概則 ヲ副令 セラ.^" (「ェ 部 省 沿革 報告書」) 

しかし、 十三 年 十一月の 払 下げ 規則 は 条件が 厳に 過ぎ、 下げ 希望者が 少なかった ので、 多数の 官営 工場 を 

擁する 工作 局 は、 払 f げ条 件の 緩和に ついて 建議した。 

 。 因 ッテ四 分局 (編 注、 兵車 . 赤 羽. 深 川. 品 川) ノエ 場 ハ 初 当 設立 ノ趣 ヲ失 ハ ズ シテ其 工業 ヲ 継続 セ シ 

ムルノ 意 ヲ以テ 或 ハ売夸 或 ハ貸夸 或 ハ他省 二 讓夸ス ル等ノ 処分 ヲ為サ ザルべ カラ ズ。 而シテ 今之ヲ 工場 払 下 規則 二 

照シテ 処分 セント スル 一一 方テ 所望 者ノ稀 ナルハ 営業 資本 即時 上納 及 工業 費 年賦 上納金 等ノ 多額 ナル 二 緣由セ リト言 

フ。 該 規則 ヲ掛 酌シ、 権宜ノ 処分 ヲ 裁可 セラ レョ。 (「ェ 部 省 沿革 報告書」) 

この 意見 は、 明治 十五 年 十二月、 正式に 太 政官の 聴許す ると ころと なった ので、 ェ 部お は翌 十六 年から 適 
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つてお り、 アメリカと は、 奇しくも 同年 (一八 七 五 年) である e 

セメントの 製造に 成功した 宇都 {W: は、 明治 八 年 十一月、 再び イギリス 反び アメリカに おもむき、 約 卜 力 月に 

わたって つぶさに かの 地の 製造所 を 視察し、 九 年 九月 帰朝 

すると、 深 川の 工場と 比較して その 製造 方法 その他に 関す 

る 詳細な 報告き を 提出した。 (巻末 参照) 

一方、 その 新 知識 を もって 直ちに 深 川 工場の 增産を 計 11、 

九 年 十 一 月、 乾燥 場 一 楝を增 築した。 

翌十年 一 月、 官制 改革が あり、 製作^ は 工作 局と な つ た 

ので、 「深 川 製作 察 出張所」 は 「深 川 工作 分局」 と 改めら 

れ、 次いで 翌 二月、 宇都 宮は深 川 を 離れて 本局 勤務と なつ 

た。 代って 三等 技手 鈴木隨 六が 工作 分局 を 経営し、 宇都 宮 

は 本局に あって 監督 指導の 住に 当った ので あるが、 かれの 

指導した 製造 技術 は 漸く 軌道に 乗って きたので、 需要の 増 

進と 相 まって、 製造 は 本格的と なり、 その 製品 は 政府の 需 

要に 応えた 上、 広く 一般に 売出され る ことと なった" r 上 

図 写真 参照) 

工作 分局の セメント 製造 は 本格的に なった と は 言え、 そ 

の 生産高 は 需要に 追いつかず、 多量の 外国 セメント を 輪 入 

せざる を 得なかった。 左に その 輸入 数量 を揭げ よう。 


年 

治 


告 

広 


セ 

n 可 

省 

ェ 
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に 至って 漸く 工場 生産の 実 を 結んだ ので ある。 

この 年 は、 イギリス において ポルトラ ンド セメントが 発明 ( 一 八 二 四 年) されてから ちょうど 五十 一 年 目に 当 
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「ホフ マ ン 」 式 輪，— 後年 小 野田及 び 北海道 セメント 会社が 採用した セメント 製造 様式— を 築造した 経験が あ 

るノ) 当時、 江 東の 地に は、 既に 煉瓦 工場が 群 立して おり、 かつ 水陸 両方の 運輸に 便益が 多かった ので、 .n 然、 

仙 台 屋敷 跡が 選定され たのであろう」 工場 は 六 年末 续ェ した。 

セ メ ン トの 誕生 この 「摂綿 篤 製造所，」 は、 数次の 官制 改正の 結果、 大蔵省から 内務；. を 経て、 明治 七 年 二月、 ェ部^ 製作お 

の 所管と なった ので、 名称 も 「深 川 製作.？ 出張所」 と 改められ、 宇都 宮三郎 の 新 知識に： « いて、 旧， 設備 を 廃し、 

英 • 仏 流の 純 湿式 焼成 法に 改めた。 

明治 七 年 ra 月 十 nsH 綿 篤 焼 窯 及 乾燥 場、 沈澱 池、 投擾池 等 新築 ェヲ 起ス。 サキ- 一 土木 寮 ヨリ 承 続 スル所 ノエ 場ハ 

其 経営 英仏 流ノ 製造 方 一一 適セザ ルヲ以 テ悉グ 之ヲ毁 撤スル 二 由ル。 (「ェ 部^ 沿革 報告書」) 


翌八年 五月 改築 工事が 完成し、 わ 

が ほお 初の ボ ルト ランド セメントが 

焼成され た」 

明治 八 年 五月 十九 日 諸 工場 建 

築 成リ、 是日始 メテ摂 綿 篤 若干 

ヲ焼 製ス。 (「ェ 部 省 沿革 報告 

書」) 

宇都お が 平！： の 命 を 《スけ て、 明治 

六 年末、 初めて セメントの 研究に 着 

手して から 約 一 年 有半、 溜池 時代 か 

らの 一方ならぬ 苦 、しの 結果 は、 ここ 


本局 ハ刚 七 年 一 月内 橫 *;土 木^  メ？： ^緒 1) や， - n^'AV-, 
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セメント 工場 建設 


に対する 一般の 関心の 幼稚な 当時に あって は、 民間に おいて、 進んで これに 着手しょう とする 者 もなかつ たし、 

政府の 産業 政策が 模範 官営に あつたから、 かれは 官業 を もって 始める ほかに 途 なしと 考え、 時の ェ部大 輔^ 藤 

博 文に 建議した。 

かれの 意兒 はさつ そく 用いられ、 明治 五 年 七月、 大蔵省 土木 寮 建築 局の 手に よって、 深 川 区 清 住 町 仙 台 屋敷 

跡 (旧 浅 野 セメント 東京 工場) に 「摂綿 篤 製造所」 が 設 される ことにな つた。 

これ はェ 部大輔 伊藤博文の 達識に もよ る もので あろうが、 他面、 明治 五 年 二月の 東京 大火、 ひいては その後 

の 市区 改正、 銀座 街 改築 等 現実の 問題が、 工場 建設 を 促進した と 思われる。 

官営 工場の 建設が、 大蔵^の 手に よつ 

て 行われた の は 当然で あるが、 清 住 町の 

仙 台 屋敷 跡 を 選定し、 工場の 設計 並びに 

建設に 当 つ たの は 何者で あ つ たろう か" 

適確な 資料 を 欠く ので、 四囲の 事情から 

推測 すれば、 当時 大蔵省の 展 技師と して 

銀座 街の 改築 工事に 当っていた イギリス 

人 ゥォ— タ— ス (T.  J.  waters) であると 

思われる" (ゥォ —タ ー スは、 明治 ニ年大 

阪に 造幣お" を 建設した 際、 煉瓦 製造 を 指 

導して おり、 また 銀座 街 改築に 当って は、 

東京 府下 南 葛 飾 郡小菅 村の 煉 瓦 工場に 
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三 

図 

第 


グ 建造 川 セメント (フランス；： i) の 購入 予算 


義 

図 

第 
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かれ をして、 セメントの 国産 を 決意 させた もの は、 第二 号" 

が、 六万ド ルの 巨額に 上つ たためで あると 言われて いる- 

明治 五 年 三月、 平 岡 は 製作 頭 を も かねる ことにな つたので、 

セメン ト 国産の 意欲 は 更に 盛り 上 つ た" 

ちょうど 问年 八月、 赤 坂^ 池の ェ部省 勧工 察 内に、 各 稀の 

化学 実験 を 行う 機関と して、 MII^ 所が 設けられ たが、 翌六年 

十一月、 勧工 寮の 廃止に 伴って、 製 3^ 所 は 製作お の 所管に 移 

され、 同時に 平 岡 は 製作 頭 専任と なった ので、 ここに、 セメ 

ント 製造の 研究に 着手す る 機 八. ムが 到来した。 

たまたま 同所に 勤務す る 化学 技師に 宇都 宮三郞 があった。 

かれは、 かねて ii 成 学校に おいて、 化学の 講義 及び 各 稀の 化学 実験 を 行って いたが、 明治.，^ ハ 牛^::::、 ェ 部^..: ハ 

等 出：^ に 任じられ、 ェ 部大輔 伊藤博文に 随行して、 イギリス その他に おもむき、 新 知識 を て：. 、朝し、 製煉所 

勤務と な つ たばかりの ところで あ つ た： 

ここにお いて、 セメントの 国産 化 を 熱望す る 平 岡の 宿願 は、 宇都 宮の 化学の 新 知識と 結んで 具体化の^ につ 

くこと になった 

平 岡乃チ 宇都 宮ト 謀リ 同人 ヲシ テ專ラ セメント 研究 二 従事 セシ ム。 依テ  一 ノ 製造 小屋 ヲ寮内 (赤 坂 区 溜池 蔡町) 

二 仮設 シ、 先ヅ.^外多/^.がト多1.51ノ粘上トヲ_鬼集シテ製造ニ着手シ、 一年 有余 ノ間相 共 二 精ヲ励 マシ、 ェ犬 ヲ凝ラ 

シ 幾多 ノ 実験 ヲ経テ 漸グ製 出 スルヲ 得 タリ C  (「建築 雑誌」 第二 七 七 号) 

これより 先、 セメント 国産の 急務 を 痛感した 平 岡 は、 朝野の 有識者 を 歴訪して その 必要 を 力説した が、 工業 
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第一 節 明治 新 政府と セメント 工業 

ェ 部省設 置 明治 新 政府の 政策 は、 富国強兵. 殖産 興業. 文明開化の スロ ー ガンの もとに 急速に 強行され たが、 なかん ず 

く、 その 殖産 興業 政策 は、 欧米 先進国の 近代 産業 を 国営に よって 「^速に.. け 成し、 民間に 範を. 小す と L う いわ 

ゆる 模範 官営の 方法に よ つ て 行われた 

そこで、 政府 は 太 政 官制 をし くと 问 時に、 明治 三年 閏 十月、 「百 ェヲ奨 勧 スル」 iE;. 管機閱 として ェ部^ を設 

置し、 醫年 八月に は同窝 に、 工学 • 勧 干 鉱山. 鉄道 •  土木 • 燈台 . 造船 • 電信 • 製鉄 • 製作の 十 I び 

に 測量の 一司 を 設け、 ここに 殖産 興業の 組織 は 全く 完備され た。 以来、 明治. "八 年 十二月 ェ部 省が 廃 あされる 

までの 十五 力 年間に、 同省 は 造船 • 燈台 • 鉄道. 電信 • 電話 • 製鉄. 機械. セメント • レ钔 f  .  WM>  •  $i  •  p 

刷-炭鉱 山 開 導に 対し、 あるいは S 皇て、 あるいは 試験所を 作って 技術者 塞 成し、 また 欧風 議を奨 

励す る 等 殖産 興業に 努め、 黎明期の わが国 産業界に 大きな 功^ を 残した。  1 

ェ部 省の 果 した 役割 は、 わが国 セメント 工業 史，. において 道 要で あるば かりで なく、 わが^ 近代.." ぽ業 発展の 

il- をたず ねる ヒ において、 また 高く 評価され なければ ならない 

わが ^に おける セメント 變の 直接の 動機と なった もの は、 政府が 幕府から 接収した 横藝 製鉄所 (造 解〕 

機  第二 号 ドックの 讓 である C これ を 管掌した の は ェ部塞 I であり、 二 代 造船 舉^ 義が舊 (明治 四 年 

十一月) する に 及んで、 セメント 製造 (試作) の 機 連が 生まれた。 

六 七 
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六 六 

序篇 下 日本の セメント 及び セメント 工業 

はしがき 

. ^編 は、 口 本の セメント 及び セメント 工業が、 英. 仏 を 師と仰いで 発足して から、 八 卜 年の 研錢を 経て、 今 

::n 肚界の 第 一 流に 伍す るに 至 つ た 発達の 経緯 を、 その外 観 及び 内容の 双方から 究 わめよう とする 趣意の もとに 

記述した。 

すなわち、 第一章 は、 官営と して 発祥し、 まもなく 民営に 転じ、 幾多の 会社が g ハ. L1 を 繰 返え しつつ 现： i£ に 至 

る 変遷 を 述べる かたわら、 その 経営 形態と 工場 規模 を 探り、 進んで 斯業の 特性 並びに 収益 を 明らかにした。 

第二から 第 八に ボーる 各 章 は、 原料 • 製造 技術 • 労務 . 品贊 . 容器 • 市場 及び 販売機 構 . 飾 格の 史的 分析 を 行 

つて、 斯業の 発展 を その 内容から 兄 光 わめた。 

口 収 後に、 業界団体 史を 掲げ、 業者の 半世紀に わたる 協同 活動 を r 丄述 して、 業界の 側. 曲史 とした。 


(第 5 表） 

わが国に おける 高炉 セメン ト 生産高 推移 表 

(単位 瓲） 


年 次 

尺  幡 

ノゝ I 仏 术 
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12  (1923) 
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13  (1924) 
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リ 
す 

13,806 

昭和 元年 （1926) 
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2  (1927) 
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3  (1928) 
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63,220 

24,829 

へ 

リ 
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6  (1931) 

91,890 

0 

99,380 

0 

8  (1933) 

106,900 
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9  (1934) 
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o 
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3,881 

リ 
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1、 
リ 
.—I 
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OO 
ひ 

233,900 

47,226 

14  (1939) 

236,600 
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41,729 
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す 

'り 
1 八 
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184,560 
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リ 
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これら 在満 セメント 工場の 生産高 は 第 六 表のと おりで ある。 


第 八 章 高炉 セメントの 発明と その 究達  六 四 

によって、 鹤 見に それぞれ 卨炉 セメント 工場 建設 を 計画した が、 八幡 製鉄所の 水 滓^ ドげが 不調に 終り、 鶴 見 

裂 鉄 所の 水 浮 利 w..^!: は、 昭和 三年 六月 浅 野 补川崎 工場で 実現し、 「鶴兑 二 炉 セメント」 (旷  = 和.^ 年 「？^ 野 高炉 

セメント」 と 改称) と 称して 市販す る ことにな つた 以来、 ^5ir により 幾多の 変遷 を 経ながら もな お 比較的 堅 

実な 発達 を とげ、 昭和 十二 年から 鶴 兄 水 ：序 の ほか、 HI 本 鋼^れ の 水： ぼ を も 使用す る ことと なり、 次いで 浅 野 造 

船 社と 日本 鋼管 社と が 合併 後、 昭和 41 六 年 川 崎 工場 を 現物 出資 形式で、 曰 本 鋼 g!!: れ との 八 n 弁で 日本 高炉 セメン 

ト株式会；：5^1を設，-^:-して、 高炉 セメントの 増産に 努めた。 (各 編 川 崎 工場 参照，：！ これより 先、 昭和 ト四年 浅 野 

化で は、 小 八 " 製鋼所の 水^に よって 門 司 工場で、 更に 十六 年に は 日本製 鉄 輪 製鉄所の 水 ：び によって、 北海道 

に sir  (現 h 碟) で それぞれ 炉 セメントの， ^""ば を |1始 した- (各 編 門 PF、 卜-磯 工場 参照) 

大阪 紫，. 小 野 m このほか 人阪 ま； 業 社 は、 まず 昭和 卜 s:: 巾 九月から 大阪屮 山 製鋼所の 水 滓 を 使 出し、 後に 昭和 二 4> 年 八月、 日 

社の  一 S 炉 セメント 

本 製鉄 社 広 畑 製鉄所の 水洋 による 高炉 セメント r; 場 を 広 加に 建設して 生産 を 行って いたが、 これらのに 場 は、 

終戦 前後に その 生産 を 中.. した」 第二次 世 大戦 終了後、 高炉 セメントの 生産 を 行って いるもの は、 八幡 製鉄 

.ti と 炉れの 後.： fr である 第 一 セメ ント： ^川^に 場の 一 一- PJSf のみで ある： 

なお 小 野 E れ 八幡- Isr では 八幡 ^鉄れ の 水： び を 利 川して 昭和 十八 年から ト九 ¥ まで」 炉セメ ント を； ゆした- 

(付) ^州 国に おける 高炉 セメント 

満洲^と な？； 炉セメ  州に おいて は、 大正 十 年 本 溪湖煤 鉄 公司が 水 滓 乾燥機 • チュ —ブ ミル 及び フレット ミ. -を もって、 -代外 か 

ン 卜 

ら 購入した ホル トラ ン ドセメ ントと 水 浮と を 混合して、 高炉 セメ ントの 製造 を ii 始 したが、 昭和 十一 一年 本溪湖 

洋灰 公司が {- だ 成 操業 を 開始す ると 共に、 高炉 セメ ントの 生産 を 中止し、 同社に 水 滓 を 供給す る ことにな つ たの 

で、 高炉 セメ ントの 生産 は JE;^ に^ 継がれた わけで ある。 

州.^ 野 m 让鞍山 工場で は、 昭和 九 年 四月 以降、 昭和 製鋼所から 水 滓 を 購入して 高炉 セメ ントを 生産した 


では、 ドィッが世界第 一 位で、 英 • 仏 • 露 • 塽等の^？国では、 一九二 五 年 (大正 十四 年) ごろから 規格の 制定 を 

見た 程度で、 見るべき もの は 少なかった ようで あるから 竹 略して、 わが国に おける 高炉 セメントの 発達に つい 

て 次に 述べ よう。 

日本に おける 高炉 わが国に おける 高炉 鉱滓の 利用 研究 は、 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) ごろから 旧 八幡 製鉄. 歼 において 行われた。 

セメント 工業 

すなわち 水 滓と 石灰、 砂から なる 鉱滓 煉瓦、 石灰との ス ラグ. セメント、 あるいは 道路 用タ— ルド バラスの 製 

造 研究と 共に 高炉 セメント 製造 研究 も 盛んに 行われ、 ついに 大正 一 一年 (一九 一 三年) から 工業 的 生産 を 開始した。 

大正 十四 年 (一 九 二 六 年) 農 商務省 告示 第五 号で その 規格が 制定 公布され、 次いで 翌 十五 年 (一 九 二 五 年) 十月 三 

十 日 付 内務^ 市街地 建築 条令 の 改正で、 建築 法の 認める セメントに 高炉 セメントが ボルト ランド セメント なみ 

に 加えられてから は、 次第に 需要 も 増加し、 その 生産 も 増大して いった。 新たに 制定され た 規格に よると、 高 

炉セメ ントは 鉱滓 一 〇〇 分に 対して、 ボルト ランド セメント グ リンカ 四 五分 以上 を 混な した ものと なつ ている 

.  ので、 これ を 換算す ると、 セメント グ リンカ 三 〇％ 以上、 鉱滓 七 〇，=1 以下と 同一 意味と なり、 前お ドイツに お 

ける 製鉄所 セメントと ほぼ 同じ もの を 指して いる。 昭和 二 年 商工^ 告示 第一 〇 号での 改訂 を 手始めに、 ホルト 

ランド セメントの 規格 改訂と 共に 規格の 改訂が 行われた が、 この 鉱滓と ボル トラ ン ドセメ ント焼 塊との；^ 合 割 

合 は 改訂され ていない。 

八幡 製鉄所に おける 生産高 は、 第五 表のと おりで あるが、 大正 十 年回 転 窯 一基で 作業 を 始 した ヤヨ 時 は、 年 

産 一 三、 〇〇〇 瓲 程度で あつたが、 昭和 三年 更に 回転 寇 一基 増設、 その 年産 高 も 五、 六 万瓲に 達し、 次いで 昭 

和 十一 年 レポ— ル式 回転 窯 二 基 設置に より、 年産 二 〇 万瓲を 凌駕す るに 至った。 なお 同 製鉄所で は、 最初から 

粘土 代用に ス ラグ を 使闬 していた。 

浅 野 社と 高炉 セメ 

ント  大正 末期、 浅 野 社で は、 八幡 製鉄所の 水 滓 を もって 小 倉 埋立地に、 また 浅 野 造船 株式 会- 仆 鶴：：： 几 製鉄所の 水 滓 
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第 八 章 高炉 セメントの 究明と その 究達  J ゝニ 

る 水 滓 は 次の 化学 成分 範囲に ある もので、 ホルト ランド セメント を 一 五ぶ 以上、 七 〇％ 以下 含有す るよう に昆 

合された もので、 その他 は ホルト ランド セメントと 全く 同一 であった。 

高炉 セメント 用水 滓の 成分 範囲 

Si02  +  V3A1A 

IVTno  <  5% 

力く して ドイツ の セメン ト界 は、 ホルト ランド セメント . 鉄 ホル トラ ンド セメン ト 及び 高炉 セメ ントの 三種 

の セメントが 生産され、 前章に 述べた 偽 滑 問題 あるいは 名称^ 题で相 抗争した が、 一九 一七 年： 咼炉 セメント 

格 布を樣 会に 翌 十八 年 一 一月 ボル トラ ンド セメント • 鉄 ボル トラ ン ドセメ ント 及び 高炉 セメ ント 協 八. ムは 連合 

総会 を^いて、 今後の 提携 並びに セメント 工業 発展に 邁進す る こと を 申 八 "わせ、 過去 三十 にわた る 抗争に 終 

止符を 打つ ことと な つ た- 更に 一 九 三 六 年 (昭和 十 一 年) に は、 これら 三種の セメント は 一 つ の 規格に 統 一 され、 

DIN  1164  一  九 四 〇 年に は 現行 DIN  1164 として 改訂され 現在に 至 つてい る，」 また 一 九 四 一 一年 (昭和 十七 年) に は、 鉄 ホル 

ト ランド セメ ント 協会と 高炉 セメ ント 協会と がん "併して、 鉄 ポルトラ ンド— 高炉 セメ ント 協会と なり、 更に 第 

二次 大戦 後一 九 TO: 八 年 r 昭和 二十 三年) に は、 北西 及び 南 ドイツの ホルト ランド セメント 業者と 共に、 ドイツ ホ 

ルト ランド、 ス ラグ セメント 協会 を 結成し、 かっての 「ス ラグ セメント 協会 研究所」 を その： ^マ；^: 研究所と して 

Forschungs ョ stitut  clcr  Zcmcimindustric  ： と 改称して 試験 研究 業務 を 継承した この 研 光 所 は DIN  1164 

に 準拠して、 ドイツ 国内で 生産され るすべ ての ス ラグ セメント について、 各 セメント とも 一 力 月 一 回 試験 を 一 了 

つてい る ほか、 セメントの 製造 並びに 使用に 関する 研究 や 高炉 鉱滓に 関する 研究 を 行って いる。 

かくて ドイツに おける ス ラグ セメントの 生産高 は、 一 九 三 八 年 (昭和 十三 年) の 統計に よれば、 高炉 セメント 

一 二三 万瓲、 鉄 ポルト ランド セメント 一 〇 四 万瓲、 計 ニニ 七 万 通であった。 この種 鉱滓 系 混合 セメントの 生産 
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制定 
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時に のみ 使用で きる」 というの であって、 これで 使 川 制限 は 解除され る ことにな つた- これに 対して、 ホルト 

ラ ン ドセメ ント 協会 惻は、 またまた 長文の 反駁 書 を 公に したが 効 なく、  ^u-.^ セメ ントは 同価 航 という こと 

になり、 1^ 歌 は 鉄 ホルト ランド セメント 側に 举り、 鉄 ホルト ランド セメント 業 は確ケ したので ある。 一九 〇 九 

年 制定され た 規格に よれば、 鉄 ホルト ランド セメント は 「七 〇 リ 4 以 1- の ホル トラ ン ドセメ ントと 三 〇"j 以下の 

水洋 とから なる 水 硬性 セメ ント であつ て、 水 i ゆの 化学 成分 は 石灰 分と マグネシア 分との な 計 は、 シリカ 分と ァ 

ル ミナ 分との 合 量と 同量、 もしくは それ 以上で ある こと 以外 は ホル トラ ン ドセメ ントと 全く 同様」 である こと 

とな つ ている" 

鉄 ホルト ランド セメントの 出現に 伴って、 史に水 滓の 添加 S を 5,= 加させる 試みが 行われ、 一九 0 七ハ 牛、 

G  . プリ ュシ ン グ の 子自、 . フリュ シン グは ゥン テルウェル ボルンの チュウ リンゲンで、 い わ ゆる"：！； 炉 セメン 

トの 製造 を 開始した。 次いで 一九 〇 九 年 以降、 多数の 製鉄 工場で 高炉 セメントの^ 造が む われる ようになった 

の は、 その 当時までの 多くの 研究に よって、 水 t: の 潜在 水 硬性 を 刺激す るに は、 ホルト ランド セメント グ リン 

力 以外に はよ いものがない と-一一 H われた ことに もよ るので ある" 次いで 一 九 一 三年、 H.A ッソゥ (H.  passow) 統率 

の もとに、 ドイツな n 炉 セメント 為 八. ム rVerein  deutscher  Hochofcnzementwerke  )■) を 3iw 成して、 ホルト ランド セ 

メント 及び 鉄 ホルト ランド セメントとの 競争に 当り、 一 九 一 四 年 (大正 三年) に は、 規格の 制定 公：^ びに ホル 

トラ ン ドセメ ント 及び 跌ホ ルト ランド セメン トと全く同様に^^ェ事に使川されぅるょぅ巾ゅ：钔をむ つ た" 

これに 対して 政府 は、 鉄 ホル トラ ンド セメントの 場合と 同様に 王立 工業 試験 所 にん W じて 調 水 はさせ、 一九 一七 

年 協会 申請の 規格 を 認定し、 かつ" El::^? セメ ント は、 ホル トラ ン ドセメ ント ：5T ひ 鉄 ホル トラ ン ドセメ ントと 全く 

同様に、 鉄筋 コ ン グリ ートェ事用に使用しぅるもの でぁることを^?.、^め、 かっこれ を 公^した ここにお いて、 

鉱淳利用の道は^„<に拡張されたゎけでぁる かくして 制定 公布され た^ 格に よると、 」；1 が セメントに 使 川され 
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この 布告に：！！ T して、 ホルト ランド セメ ント 協会 測 は 長文の 反対意見 を 発表した： その 要旨 は 左のと おりで あ 

る。 

一 、 王立 試験 所の 報告す る 鉄 ホル トラ ンド セメント は、 ；！^;:: 通の ホル トラ ン ドセメ ントに 三 〇"^ のス ラグ を昆 

和した 稀釈 セメ ン 卜で、 鉄 ホルト ランド セメ ント 業者の 造つ ている グリ ン 力と wic な つ ている 

二、  ^令で は、 ス ラグの 混和 量 を 三 〇％ 以下に 制^して 包装に 明記す る こと をべ W じている が、 その 混合 量の 

検定 法が 不明で ある。 実際に は、 三 〇=t 以 h 退べ 口して いるもの も ある にもかかわらず、 三 〇i? と.： HJ 装に 明 

丄 している ものが ある" i& しい の は、 鉄 ホルト ランド セメント を ホルト ランド セメ ント とのみ して S 

に 5； してい る もの さえ ある 

三、 試験 所の 報告に よれば、 混/ふ 村 を じ， 現場で P 沘 八：： しても、 セメント 工場で 混 人 n を 行う と冋じ 好結果が 得 

られ ると 君って いる この こと は、 今後 混合 セメント でも 空中 硬化 試験に 合格 すれば、 铁 ボルト ランド セ 

メ ント问 様に 取扱 われる おそれの ある こと を-: 小す ものである。 

四、 空中 硬化 試験に 合格 すれば という こと は、 混ん ロセメ ントは空中硬化強度の低ぃことを物！^！^っ てぃるもの 

で、 現行 規格の 標準 試験で は 検出で きない。 

五、 ドイツ コンク リ— ト 協八ム は、 コン グリ— トの大 進歩 は、 セメント 業者が 純粋の ポルト ランド セメント を 

供給した ことに-;^ W する こと を；^? i5 している。 

しかし この 抗議 は 効果な く、 一九 〇 九 年 十二月 鉄 ポルト ランド セメントの 規格 を 公布した。 次いで 一九 一 五 

年 r 大 4- 四 年) 一 月 交通 省 は 再び 突如と して 次の 布告 を 発した。 

一 九 〇 九 年 三月 六日 布告の 第二 項 はこれ を 削除す る。 

この 第二 項 は、 鉄 ポルト ランド セメントの 使用 制限に 関する もので 「空中 硬化に おいて 充分な 強 変 を 示した 


て、 グ リンカと しての 普遍性がない という 点に あった： これに 対して、 交通 大臣 は 仲裁 的な 判定 をド したが、 

ポルト ランド セメント 協会 はジ ッ 力— ホ ッ フ案 によつ て 「ポルト ランド セメントと 混合 セメントと 鉄 ポルトラ 

ンド セメントとの 比較 試験」 を 行い、 一 力 年間の 総合 成 結で 次の 結論 を 得た。 

一、 規格 試験に よる 強度 は、 水中 硬化に おいて 鉄 ボルト ランド セメント は ホルト ランド セメントと ほぼ 同じ 

であるが、 空中 硬化の 強度 は 劣って いる。  - 

二、 天然 砂の モルタル も 同様で あるが、 空中 硬化 及び 野外 曝露 硬化の 強度 は ホルト ランド セメントが まさり、 

貧 配合と なる に 従って、 この 差 は 顕著と なる。 

三、 ボルト ランド セメ ン 卜に ス ラグ または 無害の 混合 材を三 〇=„ 刈 混合 稀釈した 場合、 ス ラグ？^ 合セメ ントの 

空中 硬化 強度 は 石英 砂 及び 石灰石 を 混合した ものと 全然 同じで、 砂 人り の 方が むしろ 良好な 結果 を 示す。 

これで H ると、 両 セメント は 化学的、 物理的 性状が かなり 相違し、 したがって 鉄 ホルト ランド セメント をポ 

ル トラ ン ドセメ ントと 命名す る ことの 不当な こと 並びに これら 稀釈 セメ ント は、 その 内容 を 明示して、 需要 者 

の 判断 材料 を 与える 必要が ある こと を ホル トラ ン ドセメ ン ト 協会 側 は 極力 主張した ので ある。 

他方、 交通 大臣の 命に よって、 一九 〇 二 年 組織され た 委員会 は、 予定の 計画 どおり 試験 を 進め、 一九 〇 八 年 

(明治 四十 一年) 協議会 を 開いた が、 試験 結果 は 厳秘に 付され ていた. しかるに 一九 〇 九 年 (明治 四十 二 年) 三月、 

まだ 十 力 年 を 経過し ない 内に、 交通^ は 突如 次の 布告 を 発して、 関係者 を 驚かした。 

一 九 〇 二 年 十 一月 二十 一 曰の 省令に より、 グ 口 ー ス • リヒタ —フ ェ ルドの 王」： ：- 試験 所で 行われた 試験の！ isH^ では、 

総括的に 見て、 鉄 ポルト ランド セメントと ホルト ランド セメン トと は！： 価値と 兑 なされる こと を. 小して いるから、 

鉄 ボルト ランド セメントが 標準 規格に よって 試験した 場合に、 水中 硬化 試験の ほか、 なお 空中 硬化 試験に も 満足な 

結果 を； 小した 時 は、 官公衙 の 建築に 使用しても なんら 異議 を さしはさむ 必要 はない。 
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試験 計画の 要点 は、 石：^ と 粘土と で 造つ た ボルト ランド セメ ン トグリ ン 力と、 石. 呔とス ラグで 造つ たグリ ン 

力に ついて、 各 稀 配合 割 八：： モルタルの 五 力 年に わたる 水中 及び 連結 硬化 試験、 问丄グ リンカに トラス • 石英 砂 

• 高炉ス ラグ . 人 エス ラグ 各 三 〇％ 添加 試験 等で、 その 内容 は なかなか 複雑な もので あつ た」 この 請願に 対し 

て 交通 大臣 は 「第一 問に 対して は、 これ を 禁止す る 段階に 達した ものと は 認めて いない- 政府 納入の 混合 セメ 

ントに は、 すべて その 内容の 説明書 を 提示 させ、 欺 1 を 予防す る ことと なって いる- 第三の 石英 砂 等の 添加 試 

験 は、 その 必要 を 認めない」 と 回答した C 

一 九 〇 二 年 十二月、 交通 大 は、 関係 {:n 庁に 次の 布告 を 示達す る こと を 決定した 匕 H ホルト ランド セメント 協 

八. ム あて 通達した。 

(要 旨) 

鉄 ボルト ランド セメントの 試験に 関する 協議 並びに その実 施に は、 なお t-E を 要する ので、 該問題の 確 〔止す る ま 

での 措置と して 「ホルト ランド セメントの 受渡に は、 一 八 八 七 年 七月 二十 八 曰 公布の^ 格 を 適用す る-」 右 セメント 

の 代りにけ？^ 成^、 他物 質 を 混じた 混合 セメントの 代替 供給 は 禁止す る" したが つ て ポルト ランド セメ ントを 必要と 

する 場合、 鉄 ポルト ランド セメント を該 要求に 合致す る ものと 兄る こと は 許されない。 しかし 築 官庁で、 慎重な 

判断の もとに 差支えな いと 認めた 場合に は、 ホルト ランド セメントと 指定の ない 限り、 政府 工事に 他の セメント、 

すなわち 口 ー マン セメント. ボ ッ才ラ ン セメント. 鉄ポ ル トラ ン ドセメ ン ト等を 使用しても 差支えない。 ただし、 

その 混合 内容 を 説明 報告させる こと を 要する。 この場合、 鉄 ポルト ランド セメント 中の ス ラグの 混合 量 は、 三 〇％ 

以下で なければ ならない。 

次いで 一九 〇 三年 (明治 三十 六 年)、 王立 工業 試験 所で 行う 試験 用グ リンカに ついて、 両 セメント 協会 間で 激 

烈な 論難 的 交渉が 交通 大臣 を 仲介と して 行われた： その 要点 は、 鉄 ポルトラ ンド セメント 用に 造られた クリン 

力 は、 ある 指定の ス ラグの 刀に 適する よう、 あらかじめ、 その 成分が 調整され ている 特殊の クリン 力で あつ 


結 硬化 試験法 を 提案した： この 方法 は 五 X 一  〇x 一  〇i^ の 純 セメント 板 を 作り、 湿気 箱 一 曰、 水个七 曰、 空気 

中で 半 乾と なし、 史に 二十 四時 間 炭酸 ガス を充 たした 排気 鐘 中に おいて、 乾- ：!^ 後 水中に 浸漬 する 操作 を 卜 回 反 

復 して、 供 試 体の 表面に 亀 列  1^ を 生じたり、 ボロボ 口になら なければ ベ：； 格と する ので ある この 方法 を 引 張り 並 

びに 圧縮 強度 試験に も 応用され たが、 操作が 複雑に 過ぎる ので、 湿 空 一 曰、 恒温 水中 六日、 同 空中 二十 一 日と 

いう 簡単な 方法に 改められた-,」 この 試験 方法 は、 一九 一 〇 年 (明治 四十 三年) 三月の ドイツ セメント 改正 規格に 

採用され、 水中 構造 用の セメント にも 適用され る ことにな つたが、 一九 四 〇 年 (昭和 十五 年) の 改訂の 際、 省略 

された。 

さて 前述した 一 九 〇 二 年の 委員会の 初 会ん 口で、 ボルト ランド セメント 協会から 「鉄 ボルト ランド」 という 名 

称に ついて 反対論が 提出され たが、 採用され なかった ので、 改めて この 問題 を 解決す るた めに、 次の ような 要 

旨の 請願と 共に、 セメント 比較 試験 計 1： 案が 交通 大 Hi に 提出され たり 

一、 鉄 ボルト ランド セメント という 名称 は、 鉄 を 含んだ セメント とも 解され、 特に く  W まる セメントと 

解され る 瞞着 手段で ある- 

一 一、 ホルト ランド セメ ント にと つて 価値の 少ない 混合 村、 たとえば トラス • 砂 . 石灰石 • ス ラグ 等 を！：^ ぜた 

セメントが、 たとえ 規格 強度 を-. 小しても、 ポルト ランド セメント 以卜： の 恃 性 を 発揮す る もので はない 殊 

にス ラグ は 硫化物 を 含んで、 ん 口 材 として は 不適当で ある むしろ トラス • 石英 砂の 方が 低廉で^ 良で あ 

る。 

三、 もし 添付の 試験 計画案に よる 試験で、 われわれの 主張の 正しい ことが ケ¥ "されたならば、 石灰と 粘 卜-と 

で 造って いる ホル トラ ン ドセメ ント にも トラ ス . 石英 砂 . 人に ス ラグ 等 を 添加す る ことが：；： されても よい 

はずで ある- 
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高炉 セメントの 0« 明と その 発達  五六 

ド セメント 協 ヘム 側,：^ H ハゴス リツ ヒ から 重要な 抗弁が 行われた それ を 要約 すれば、 次のと おりで ある。 

一、 鉄 ホルト ランド セメント 側で は、 ス ラグ を 貧 石灰 WSJ ホルト ランド セメントと 曾って いるが、 これ +6.;Ji; 融 

物 を r 心 冷した もので、 . ^化物 をへ，： み、 比 fB- も 軽く、 ホ.^ ト ランド セメントの 定義に K している したがつ 

て、 >  J れ を；^ 人：： した もの は ホル トラ ン ドセメ ントと は： 一一-:: えない。 

二、 鉄 ホルト ランド セメント という 名 一 训 だけで は、 んロ材 の 種類、 性 Jwr その 含有量 は 不明で あり、 かつ 

「鉄」 という 文字 は、 普通 ホ ル ト ラ ン ドセメ ント よりも 高 強度で あるよう な 観念 を 需要 者に ：！^ させる から 不 

正で ある" 

三、 現 ft の 鉄鉱， から 兄て、 製鉄 工場の ス ラグの 品 は 一定不変の もので はない したがって、 かかる ス 

ラグ を 使 W する 鉄 ホル トラ ン ドセメ ン トの 品質 は 不定で ある" 

四、 シ ュ タイン 法で 造られる ポルトラ ン ドセメ ン トク リ ンカ は、 原料 調合 粉末に 扁豆大 の 粗粒ス ラグ を 混ん 口 

している と 忍 われる から、 ホルト ランド セメントの 定義に ある 「親密なる 混べ 尸ー という-一一 一口 葉に 違- k してい 

るから、 ホルト ランド セメント グ リンカ と は： 一一 t えな い 。 

鉄 ホ.^ ト ランド セメント は、 ポルト ランド セメントよりも 同一 重量に 对 して は 容積が 大きく、 重量 配合 

の 場合、 空隙 率の 多い 標準 砂 を 使用 すれば、 ボル トラ ンド セメント モ小タ ルの 強さと 冋 程度 の^さ を-. 小す 

が、 天然 砂の 場合 は 低下し、 特に 空中 硬化 試験 は、 ボ.^ ト ランド セメントより しく 劣って いる： 水量が 

多く なれば、 更に 一 層 不良で ある。 

この 論滅 で、 ゴスリ ッ ヒが や： 屮 硬化 試験 成綺を 持ち出し たこと は、 鉄 ホル トラ ンド セメント 側の 最大 弱点 を 

ついた もので、 鉄 ホルト ランド セメントに 限らず、 一般；^ ベロ セメント 共通の.： 人 点で ある これにつ いてよ、 既 

にミハ エリスが 一 八 八 八 年 (前 出) に 指摘して、 空中 耐久性 試験法と して、 空 水 交互に 硬化させる、 いわゆる 連 


の セメント 試験 所 を 設け、 セメント 請 渡 方、 標準 試験 方法、 会員の 責任 及び 協会の 製造 監督の 責務 等、 すべて 

ポルト ランド セメント 協会に 準じて 制定し、 政府に 対して 規格の 認定 公布 並びに ボル トラ ンド セメントと 全く 

同様に 使用され うるよう 許可 を 申請した。 かくして 製鉄 工業の 癌と も 言われて いた 鉱滓の 利 川に 一 沾路を 見出 

して、 その 生産 は 製鉄 工業の 発達と 並んで 益々 増大した が、 ホルト ランド セメント 業との 抗争 も 激烈 を 極め、 

その 発達 史は ポルトラ ンド セメント 業界との 抗争 史 でも あ つ た。 

鉄 ボル トラ ン ドセメ ント 協会の 申請 を 受けた 政府 は、 鉄 ボル トラ ンド セメント 協 八. ム から 一 一名、 ホル トラ ンド 

セメント 協会から 三 名、 交通 智の 鉄道 局 及び 建設 局 官吏 二 名、 他に ミハ エリス、 及び フィンケルら 総員 十二 名 

からなる 委員会 を 組織し、 第一 回の 会合 を 一九 〇 二 年 (明治 三十 五 年) 六月 ベルリンで き、 委員 以外に^ 海 

軍 • 王立 機械 研究所 • 王立 工業 試験 所 等の 関係 代表者 も 出席し、 まず 基本 問題と して 次の 四 点に ついて 村議す 

る ことにな つ た。 

一 、 ポルトラ ンド セメントと ス ラグ 砂 三 〇％ を 混ぜた セメ ント で、 ホルト ランド セメ ント 規格に 合格した も 

の は、 ボルト ランド セメ ントと 同価 値と 認 むべ きか、 また この 問題 を 解決す るた めに 試験 を 必要と する か 

一一、 もし 試験 を 必要と すれば、 その 試験 計画 はどうすべき か" 

三、 ボルト ランド セメントの 試験 規格 は 現行 どおりの ままと する か、 または セメントに 共通す るよう に 変 

更 すべ きか。 

四、 もし 試験 を 必要と すれば、 鉄 ボルト ランド セメントの 試験に は、 特別の 規格 を 制定すべき か。 

右に 対する 討議の 結果、 第一 問の 試験 は 必要と認め、 第二 問 は 王立 工業 試験 所 案に より 卜 力 年 計画で 行う こ 

ととな り、 したがって 第三、 第 四 問 は 試験 結果の 判明す るまで 保 となった。 この 第一 問の 討議の 際、 普通の 

ポルト ランド セメント • クリン 力 は、 ス ラグの 混合に 不適当で あるか も 知れない との に対して、 ポルト ラン 
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三 〇％ の 消石灰 を 混和した ものが 多くの 製鉄 工場で 生産され たが、 長期の 貯蔵に よって、 消石灰 は 炭酸 石灰と 

なり (風化と 言う)、 寒冷 期に は 凝結が 遅く、 凍結して セメントの 効力 を 失う ので 需要 も 減退し、 ついに 市場 か 

ら 姿を消す に 至 つ た G 

一 八ヒ 0 年代に W  • ミ ハ エリス (W ョ icl ョ Michaclis) は、 ボルト ランド セメントに. ^酸 塩化 人 I： 物 • 火山：^ た if 

炉 鉱滓 等 を 混和す ると、 その 性質が 改善され ると 発表した- (この 論文 は 一 八 八 八 年 「混合 セメント に関する 

知見」 として 取りまとめられて いる。 ；} 

一八 八 二 年、 G. プリ ュ シン グ rG. で rucssinjO は、 フォ —ル. ゥォ— レ セメント 工場で 初めて ホルト ランド 

セメ ントに 三 〇， リ，^ の 高炉 水 滓 を 混和して ホル トラ ン ドセメ ント として 市場に 出し、 ボル トラ ン ドセメ ント 業界 

に大 セン セ— シ ヨン を まき 起す 発端 を 作った ので ある- 次いで 一八 八 三年、 グ—フ ^^ ルドレ—にぁるナ ，^ ェ ス. 

ベンダ— 工場で は、 ス ラグ を坫 土に 代えて、 これと 石灰石と を 用いて、 ボルト ランド セメント グ リンカ を 焼成 

したが、 燃料 は 節約され 生産高 は 増加し、 好成績 を 納めた： この 方法 は 今日で も、 同 工場で 行われて いる。 更 

に 一 八 九 一 一年に は、 いわゆる シ ュ タイン 法と 呼ばれる 製造 方法が ゥ ヱ ッラ— にあった アル ブ レヒト. ス タイン 

会社で 行われる ようになつ た- この 方法 は、 前記 ナル エス • ベ ンタ— の 方法で ポルト ランド セメント グ リンカ 

を 焼成し、 これに 水淨を 加えて 粉砕し、 現在で も 行われて いるよう な 方法に より、 製鉄所 セメントが ここで 初 

めて 出現した わけで ある C 次いで 一八 九九 年に は、 この 工場の ほか、 ゥ エツ ラ— にあった ブテ ルス 製鉄 工場 や、 

ステッチ ン 付近の シ ュト ルツ ユン、 グラ ッ ウイ— グ にあった クラフト 製鉄 工場の セメント 工場 等で この種 セメ 

ントの 生産が 行われ、 当時の 生産高 は 年産 一 八 一 、 四 三六逾 (百万 樽) に 達した。 

一 九 〇 一 年 (明治 三十 四 年)、 この 新し ぃセメ ントを 鉄 ポルトラ ンド セメントと 命名して、 多数の 業者 は ドイツ 

鉄 ボルト ランド セメント 協会 {fVcrcin  ticutschcr  Eiscnportlandzcmcntwcrkc  ) を 結成、 ジュ ッセ ルドルフに 協会 


ン は 


石灰 分 を 含む ため、 塩基性 鉱滓と も 称して、 製鋼 作業 時の 酸性 鉱滓と 区別して いる 製鉄所 セメント W の 鉱滓： 

は、 主として この 塩 S 性 鉱滓が 使用され ている ので、 以ド鉱 淨 と 称する もの は、 この種 鉱浮 のこと である 「 ま 

た 高炉から 流出 させた 溶融 鉱滓 を 砂 卜： または 地上で 自然に 放熱 冷却させる と 硬い 塊と なり、 その 組織 は 結晶 状 

となる これ を 徐冷堅 硬 鉱滓と 言って いる- これに 反して 溶融 鉱滓 を 冷水 中に 投入す るか、 冷水 を 吹きつけて 一 

急 冷す ると、 軽石 状で 指頭で 押しつ ぶしうる 程度の 軟 かさの 粉末 状になる" その 組織 は、 全く^ f 状の 非 結晶！ 

K  滓 質で、 急 冷 鉱滓 または 水 砕鉱 滓、 もしくは 簡2- に 水 滓と ％ つ ている" これらの 鉱浮 は、 いずれも 細かく 粉^し 一 

て 石灰 質の もの を 加えて 水で 練る と 硬化す る 性質 を 有して いるが、 その 硬化 力 は 水 滓の 方が 人き い" (水 浮 は 一 

微弱で は あるが、 それ 自身 水 硬性 を 持って いる) このように、 石灰 質の もの 等 を 加える ことによって、 水 硬性； 

ぶ宰の 潜在 水 硬性 を 発揮す る こと を 潜在 水 硬性 を 持って いると 首 われて いる： すなわち 鉱滓の 潜在 水 硬性 は、 その 冷却 方法に よ： 一 

つて 異なって いて、 この こと は セメントの 生産と いう ことに 関連して 極めて 重要な 点で ある。 

鉱滓に 水. 硬性の ある こと は、 かなり 古くから 知られて いたよう である- 一七 七 四 年に 発表され た フランスの 一 

ロリ r  I  ロリオ—  (：Lonot) の 「建築 界に 於け る^ 発明に 関する 備忘録」 にこの ことが 述べられて いるが、 一. 八 五三 年 一 

力 ノ  二 ング、 ム カンニング ハム (Cunningham) が 溶融 鉱洋を 水中に 投入す ると、 粉 粒状の いわゆる 水 浮に なしうる こと を 知 一 

つたので あるから、 ロリオ ー 当時 は 堅 硬 鉱滓の ことで あつたと 思われる： なお フランス における コ— グスを 使 一 

用す る 高が 作業 は 一七 八 〇 年代から 始められ たので、 ロリオ— の 言う 鉱滓 は 木炭 高炉の 鉱滓であろう 次いで 一 

エミイル. ランゲ 一八 六 二 年に ドイツ、 フリ— ドリ ッヒ. ウィル ヘル ムス 製鉄. し 場の エミイル • ランゲン (Emu  Langen) は ； 

ス ラグ. セメント 水 浮に 石灰 を 混ぜて 水で 練る と 硬化す る こと を 発 兌した これが ス ラグ セメント、 ネホッ オラン セメントと： 

言われる ものである 「- 更に 一 八 六 六 年 ドイツ の リュウ ルマ ン (G.  Lurmann) が 水^と 石灰と で 煉瓦 を 作つ て、 一 

宰凍 瓦： j ス ラグ セメント と共に 鉱淳 利用の 道 を 新たに 開拓した ので ある かくて ス ラグ セメント として、 水 洋にニ 五 ミー 
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W 炉 セメン 

(製鉄所 セメ ン- 
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鉱： 保の 化学 成分 


わが国で 高炉 セメ ントと 称して いるもの は、 その 発明 国で ある ドイツ でい う 製鉄所 セメ ブト (nucttcn/XMllst, 

Metallurgical  cement  ) に 相当し、 これに は 鉄 ホルト ランド セメン ト rEiscnportlalKlNcmcnt ) と 高炉 セメ ン ト (  HCI 

chofenzemcnt,  Blastfurnacc-slag  cement ) とに 分類され ており、 いずれも 塩拔性 高炉 鉱滓と ポルト ランド セメ 

ント によ つ て 製造され る 一 種の 混合 セメント である 以ド ドイツ における 発明と 発達 並びに わが における 発 

連に つい て. ぉ述 しょう" 

製鉄に 業での 製鉄 r 高炉 ，：>  作業で は、 銑鉄 ー瓲 について 鉱序は 約 〇. 七瓲 発^す ると. 一： われて いる 製 鉄工 

^Is 業 当時、 鉱滓の 有効な 利用 方法が 確& されて いなかつ たので、 工場 周辺に 山積したり、 適当の 大きさに 破 

& して、 海.. E や 地の 埋 立に 使 されて いたに 過ぎなかった。 鉱 it の 比^ は、 鉄 鉄の それよりも 小さいた め、 

容積が 人き いので、 製鉄 量の 加、 すなわち 製鉄 工業の 発達に つれて、 廃棄 鉱滓 量 は 益 マ 加し、 その-::^ す 

る 敷地 は莫 人な ものと なった したがって 製鉄 工業 確ケ のために は、 鉱洋 の^ 効 処理 方ぬ は 一 つの 人き な M 題 

と な らざ る をお な かった ので ある 

高炉 作業と いうの は、 ：；ii 炉 C 鉄 溶鉱炉.) に 鉄鉱石. 石灰石. コ ー グス等 を 装 取、 し、 加熱 空気 を 吹き、 人」 み、 コ 

—ダスの 燃焼に よる 高熱と 還元 力と で 鉄鉱 中の 鉄分 を 銑鉄と し、 不純 分 を. t "酸 石 塩. 錄土酸 石灰 塩から なる 

緩と して 吹き わけ、 銑鉄 を 取 出してから 炉 底から 流出させる ものである 

鉱滓の 化学 成分 は、 鉄鉱石の 品位、 石灰石、 コ— グスの 品質 並びに それらの. K 八；： 割 八：：、 作業 方法 等に よって 

なる ものであるが、 大： ti^- 酸 二八. H 二 七"， 襟 土 一 一. （一八" 气 石灰 四 五） i 二り "ぐらいで、 五 〇"？ 前後の 


メ ン トを 言う。 

ドイツ (一九 三 〇 年 十一月 = 昭和 五 年) 

高級 セメント (Hochwertiger  Ze ョ ent) は、 齊通 セメント に比べ 早期に 高 強度 を 発揮す るの を 特色と する。 

ドイツで は、 一九 三 二 年 (昭和 七 年) 以降 DIN  1164 で 普通、 早 強 セメントが 規定され ていたが、 第二次 世界 

大戦 中の 一 九 四 二 年 (昭和 十七 年) に 同じく  DIN  1164 で、 ボルト ランド. 鉄 ボルト ランド. 高炉 セメントの 規 

格 を 統一して、 Zement  225,  Zement  325,  Zement  425 の 三級に 改めて 現在に 至ってい る。 これ を 従来の 名称に 

対 七す ると、 Z  225 は 普通 セメント、 Z  325 は 早 強 セメント (Hochwertiger  Z)  Z  425 は 超 高級 セメント 

(Hoecherwertlger  Z) に 相当し、 わが国の 早 強 セメント は、 ドイツの N  425 に 相当して いる。 

スペイン (一九 三 〇 年 二月 昭和 五 年) 

早 強 セメント (a  haute  durcissment  rapid) は、 大 なる 早期 強度 を 有する セメントで、 ポルト ランド セメントの 

耝 成分 を 有する も、 その 割合 を 異にする ことができる。 ただ 硫黄. 硫酸. 苦土の 限 量 は、 ボルト ランド セメント 

に 準じ、 また 混合物 は、 六 ％ 以内で ある こと を 要する。 

りが 国で は、 従来の ボルト ランド セメントの 定義 中に、 なんらの 変 もしくは 注釈 を 加えないで、 そのまま _ 

早 強 ポルト ランド セメント を 追加 挿入して いる。 アメリカ 規格 は、 ボルト ランド セメント 中の 第三 型と して、 

「早期 高 強度 を 必要と する 構造 用」 として、 成分 上に は 一  五 ぶまで を 許して い？ 

以上 各国の 定義 中、 スペイン は 最も 進歩的な もので、 ドイツ はすこぶ る 退嬰的で ある。 しかし、 近時 コング 

リ ー ト 工法の 異常な 発達に つれ、 工費の 節約、 施工 期の 短縮、 構造 物の 耐久 安全の.，" 点から、 早 強 セメントの 

需要 まとみ に 高まりつつ ある こと は、 その 発明の 歴史から 見て、 当然の ことと" おえよう。 
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ドイツに 派 fj^l し、 一九二 九 年 (昭和 四 年) 東京都 下に 新設した 西 多 摩 工場で、 「アサノべ 口 セメント」 という 名 

称で 製造 を 始 したの を W 奴 初と し、 これが 製造 をな す ものが 現われた。 各国の 早 強 セメントの 商品名の 例を举 

げ ると、 ん- のとお りで ある。 

V  Velo  (ラテン語 Velox 駿 速の 意味) g  Hyurly  (早 強) g  Rapidcrcte  (急 硬コ ングリ ー ト) g  Ferrocrete 

(鉄 コンク リ ー ト) S  Quickarcl (急 硬) g  Novo  (新製品) の Zenith  (頂上) g  Doppel (倍 強) 等 

早 強 セメントの 特色が、 時 問 節約と セメント 節約 (cement  saver 許容 応力の 加に よる) にある こと は〕 - 则述 

のとお りで、 普通 セメントの 七日 強度 を 一日で、 二十 八日 強度 を 三日で 発揮し、 これ を m いた コン グリ— ト^ 

路は、 極く 短時間で 使用で き、 「一日で 旧 道路 を 掘り返え し、 二日に コンク リ— トを扛 ち、 三日 目に 車輛 を 通 

す」 と は、 まさに この ことで ある- 冋様 にこれ を 連 築に 用いて、 設：； ^上、 絰济 卜； の 利益 は しい。 専門家 は、 

かかる 早 強 性 発揮の 理由 を 説明して、 普通 セメント グ リンカ は、 その 製造 法の 精 良 を 欠く ほど、 高 活性の 水 .驶 

&：2； の 部 八" と 鈍 活性の 部分との 混^ F ^ベ：： が 恋 化する が、 高級 グリ ンカ は、 な埋的 化学 成分 ( 一 般に やや 高 石灰 wo、 

"5^ 料の 粉末 度、 親密 混和 並びに 均齊 度、 グ リンカの 強 焼と その 冷却 速度、 微粉碎 等が すべて 極上の 高精度に 行 

われる から、 望ましい 高 活性 水 硬 物質が 豊富に できる ためで あると している。 もちろん、 この-!^ 理と 方法 以；^ 

にも、 また 1  い 強 セメント を 造る 方法が ある。 そこで 問題と なる の は、 早 強 セメントの 定義と 名称との 問題で あ 

る。 言うまでもなく、 それ は ポルト ランド 系の セメント では あるが、 現今の 科学の 進歩の 程度で は、 普通 セメ 

ント のように 成分 h の 明確な 定義 を 下す こと は 不可能で、 したが つ て 名称に も、 ホル トラ ンド と^ 乘る ものと、 

しからざる ものと が ある 「- 例 を 挙げれば、 左のと おり。 

ォ— スト リア (世界 最初の 規格、 一九二 六 年 一月 = 昭和 元年) 

早 強 ポルト ランド セメント (Fruchhochfcst) と は、 硬化の 第一 曰に おいて、 特に 高 強度 を 発揮す る ホルト ランド セ 


(別名 を 高 強、 早期 高 強、 高級、 特殊、 または ロリ ユン ス. セメント とも 称した，) を， S 成した 続いて チ エツ 

コのケ —二 ヒス. ホ— ファ —；；；^;5r び スイスの ホルダ—.. ハ ング补 でも 成功した が、 第 一 次 世界大戦 屮は 一 時 停頓 

し、 戦後、 ォ ー スト リア • スェ— デンに 発達し、 殊に スェ j デン では、 コン グリ— ト協 八ムが セメント 業者 を 促 

して、 その 製造 を 強要した ので ある" ドイツ は、 最初 早 強 セメントに 反対の 態度 をと り、 ガリ I  (二 九 丁 ハ= 

大正 五 年). フラム (一九 一八 = 大正 七 年). エンデル (一九二 〇= 大正 九 年) らの セメント wjr 門 家 も、 ドイツの 通 

セメント は、 ォ— ス トリ ァの 高級 口 リ ユン ス ♦ セメ ン トと问 強度で ある こと を 強調した。 プリ ュ ッ シ ング ( 一 

九 二 四 = 大正 十三 年) は、 早期 高 強 性 は、 セメントの 水 硬 価値の 標 尺と はならない と..^ 対し、 また ミュラ— (一 

九 二 1： 年.) は、 ^販の 普通 セメント を 富 配合と すれば、 早期 高 強の 目的 を 達しうる と 論ずるな ど 反感 的な 議論 

. が 出た。 しかしへ トリ (一九二 〇 年」 のよう な コンク リ— ト 及び 鉄筋 コンク リ— ト 工法 側の 学^ は、 その 必要 を 

力説した ため、 ついに 一九二 四 年の 初頭 ごろから、 セメント 協会のへ— ガ アマンら の、. hi; により、 ジッ 力— ホ 

フ 社. ウイ ッ キング，： id 等で 製造が 始められ、 これが 需要の^ 加と 共に 次第に 発達 を 兌る に.： f つた 殊に ドレス 

デン 工業大学 ゲ— ラ ー 教授 (一九二 四 年) は、 内外の 実験 を 基礎と して、 早 強 セメントの 济的、 技術的な 利益 

を 論じ、 大 なる 刺激 を 与えた" その他、 一九二 四 年、 コンク リ— ト 研究家 ブ ロブ スト、 グライン 口— ケル、 グ 

ラ— フ らの早 強セメ ン ト の 研究が 続 ク 発表され、 一 九 一 一 五 年 (大正 十 1： 年」 に は フリュ ッ シン グ、 プ 口 ブ ストら 

も 普通 セメントとの 比較 研究 を 発表す るな ど、 この セメントの 発達 は 正しい 軌道に 乗る に 至 つた U ドイツが、 

このように 逡 巡の 態度 を：. 小 した 理由 は、 その 発明 を 他国 に 先んじられた くやし さ：： ぺ分 に 強く ぃ乂. W されて いた こ 

とに もよ るが、 一面 戦争後の 疲弊 甚 しく、 旧式 工場 擁護の 立場から、 シン ジケ— トは その 製造に 賛成せ ず、 一 

部業^^もその不必要をi;ぇるなど、 環境の 不利 甚し いものが あ つ たからで ある 

わが：^ では、 ^^^^野セメント会社 (現 曰 本 セメント 会社，) が 大正. やからい. p^:^ にわたり、 多数の 伎 術 者 を 
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第 七 章 早 強 セメントの 出現 

以上で 見る と、 ァスプ ジン は ホルト ランド セメントの 名称の 発明者で、 ジョン ソン は その実 質 を 発明し、 ド 

イツ セメント 協会 は その 定義 を 科学的に 定めた もので、 いわゆる 知恵の 寄 合が、 八.' 曰の ホル トラ ンド セメント 

をな している と- ムぇ よう： されば ポルトラ ン ドセメ ント 業者が、 かように 薄弱な ホル トラ ンド という 名称に 執 

し 過ぎて、 他 を：： y 迫し、 ^I,L- の 立場の み をれ 利に 導こうと する 態度が、 既往 永年の 紛争の 種であった： そし 

て、 かかる 営利 政策に のみ 没頭す る こと は、 自然 技術の 抑 K となって 現われ、 「カルテルの 発達 は 技術の 発達 

を 限 害す」 という 非難が 絶えなかった の は、 業者み ずから 招いた 罪で ある-」 果して 需要 者 側から 起った のが、 

次に 述べる 早 強 セメント r 高級 セメント) 問題で ある。 

スピン デル セメン 進歩した セメントの 要求、 これ は 必要に 迫られた 時勢の 叫び声で ある。 一九 〇 七 年 (： 明治 四十 年) ごろから、 

フランスで ±、 硫酸 ハ。 m を 含む 水に 抵抗す る セメント として、 また アメリカ では 低 溶融 性の セメント として、 ァ 

早 強 セメント  — 

級 セメント ル ミナ セメントの 研究が 行われ、 一九二 一年 (大正 元年) ごろに は、 シ マン フォン ジュ、 または ラム ナイトと 

して、 いずれも に 業 的に 成立した。 早 強 ボルト ランド セメント に対する 要求 は 殊に 深刻であった _ 「二十世紀 

は 新しい 方法 を 要求す る。 今日 コンク リ— トを 打ち、 明日 これ を 使う 時代 は 到来した。 二十 八日の 固 結 を 必要 

とする セメント は、 まさに 時の 浪費 者で ある。 あたかも 吸取紙な しに インキの 乾く の を 待つ の 愚に 等しい」。 

この 真剣な 叫びに 耳 を かさない セメント 業者の 態度に 飽き 足らず、 才— スト リアの 国有鉄道 顧問 スピ ン デル は- 

時 il 節約 セメント (； time  saver  cement) の 研究に 苦心し、 製造工程の 極度の 精 良 化と セメント 中の 高 活性 成分 

の 人：： 俚 化に より、 一 九 一 三年 (大正 二 年) 同国 ロリ ュ ンスの セメント 工場で 成功 を 収め、 スヒン デル セメ ント 


各 こお ナ る 裏に 明らかで あるよう に、 原料 調合 物 は 人 H 的に 霞され ると いう 前提条件 t 見て、 天然質ボ 

M ラ：： ド セメント という もの は、 存在す る はず はない。 したがって、 「すべての 商人 並びに 製造者 は、 その 

商 品を 販売す るに 当り、 完 まつ 明瞭な 一義的な 秦を 用いる 義務 を 有し、 いかなる 場合に も、 不当な 意味 を 

秦し、 また.. 解釈させる ような 多義 的 名称 を 付す る こと は 許されない」 という、 不公正 攀 法 立法の 精神に 

反する ものであると した。 その後、 第一次世界大戦 後の ドイツ 疲弊に 乗じた 名称 侵犯 問題の 再燃が あった 
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第二 節 天然 セメント 業者の 名称 侵犯 問題 

ドイツの ホルト ランド セメント 業者が 、 ス ラグ 混 人の ；^: „m 問題 に 次いで、 や = 業 上 に 深刻な 打撃 を 受け たの は、 

天然 セメ ン ト 業者、 殊に ベ ルギ— の 天然 セメ ン ト 業者との 間に 発生した 名称 侵犯 問題で あ つ た。  ， 

ベル ギ— の 天然 セ  ベル ギ— は、 世界で も 優秀な 天然 セメント 岩、 すなわち 石灰 マ— ルの 産出 国で、 天然 セメントの 産額 は 世界 

メント の 名称 侵犯 

第一位に ある" セメント 岩 中、 ホルト ランド セメントの 原料 調合 物の 成分に 似た もの を 選び、 人に を 加えずに、 

そのまま 焼成して 粉 木と なした ものに、 天然 セメント または 「最 優等」 ボルト ランド セメント という 名称 をつ- 

けて ドイツに 輸出し、 一九 〇 四 年 (明治 三十 七 年) ごろに は 相当 大量に 上って いた。 当時べ ルギ— に は、 まだ 一 

ポルト ランド セメントの 規格が 制定され ていなかった が、 ドイツ 政府に 納入した もの は、 当然 ドイツ 規格に は 一 

八 n 格して いた ものであろう。 中には、 ドイツの 有名な ボルト ランド セメ ント 会社の マ— グで販 K 儿 する もの も あ i 

り、 また 品質の 粗悪な もの もあった が、 価格の 低廉と いう 点で、 ドイツ、 特に ライン、 ウェストファリア シン 

ジケ— ト 所属の 工場 は、： E. 場 を 全く 擬 乱されて、 シン ジケ— ト分 5- の 危機に 追、 入」 まれる に .ャ- つた"  一 

そこで、 ドイツの ポルトラ ンド セメント 協会 は、 一 九 〇 六 年 (明治 三十 九 年) 政府に 対してべ . ^ギ— 産 天然 

セメント を ボルト ランド セメント として ドイツで 販売す る こと を 禁止し、 ドイツ語で 「天然 セメント」 と 明記 

した ものの みを輸 人す るよ う 中 請 した 0 これに 対して 政府 は、 ドイツ ボルト ランド セメント 規格 に 八：： 格 すれば 

承認す る 意向 を 示した が、 鉄 ポルトラ ンド セメントの 場合と 同様に、 不公正 競争 法に 基く 正当な 保護 を 講じた 

ので ある。 天然 セメント に関する 不公正 競争 法に よる 裁判所の M 解、 判決 中、 最も 重要な もの は、 一九 一三 年 

(大正 二 年) ブラウン シ ュ ワイ ヒ 地方裁判所の 判決であろう。 同 判決に よれば、 ベ ルギ— 産 天然 セメ ントが 使： 

用して いる 天然 質 ボル トラ ンド セメント と言う 記号 は、 まぎらわし いもので、 元来 ボル トラ ン ドセメ ント の規ー 
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ける 偽淆 問題 


ものが 続出した ほか、 ス ラグ 混入の 偽愤 問題 も 発生した ため、 ロンドン 商業 会議所 セメント 貿易 部 は、 ホルト 

ラ ンド セメント に関する 定義 を 確立し、 凝結 調節 用 石膏 一 一 ％ 以外 は 何物と いえ ども 混和した 場合 は、 必ず 他の 

明瞭な 名称で 販売す る こと を 会員に 宣言した。 ィ ギリ スには 法律上 混 清 を 禁止す る 方法が なく、 相当の 闲 難が 

あ つ たが、 後年 ホル トラ ンド セメント 協会の 結成と 共に この 問題 は 解消した。 

アメリカ では、 一九 〇 五 年 (明治 三十 八 年) ごろ、 ボルト ランド セメントに 口— ゼンテ j ル セメント、 すな 

わち 天 4{m ヒメ ン トを昆 和して、 イン プル —ヴド セメント、 iig しき は ホルト ランド セメ ン トと狗 した 会お 力 現わ 

れ、 需要 者から 大 苦情が 起った" この 他、 混和物と して ス ラグ. 石灰石. 頁岩 等が あつたが、 ホルト ランド セ 

メント 協会の 努力に よって、 一 九 二 六 年 (昭和 元年) に は 全く その 跡 を 絶った。 

なお アメリカ では 一 九 〇〇 年 (： 明治 三十 三年) ごろ、 イリノイ スチ— ル 会社 所属の セメント 工場で、 高 塩甚性 

水宰： 屯 良の 肖 石 灭を昆 じた 石天ス ラグ セメント を 造り、 スチ— ル ボルト ランド セメント (steel  Portland 

CSK-no の 名で 売り出し、 一九 〇 五 年 (明治 三十 八 年) に は 約 九 〇、 七 一八 瓲 (約 五 〇 万搏) に 達した.： ホル 

ト ランド セメント 業者 は Steal  Portland  cement. すなわち i! 窃 ボルト ランド セメント であると お^した 石 

.呔 ス ラグ セメントの 欠点で ある 空中 工事に は 不，； 1： なた め、 製造 を 中止す るよう になった- この 工場 は、 ス ラグ 

を 原料と する ホルト ランド セメント 工場に 転換して 後、 現在 世界最大の セメント 会社で ある ュ ニパ— サル . ァ 

トラス セメン ト 会社と 社名 を 変更した。 

ォ ー スト リアで もス ラグ セメント を 製造す る 二 工場が、 ス ラグ 混合 セメ ントを ホル トラ ン ドセメ ントの 名で 

売り出し、 これ を 政府が 工事に 使用した ことから、 ォ— スト リア ボルト ランド セメント 協会 は、 ホルト ランド 

セメント 業界の 危機と 見て、 大いに 抗争 を 開始した が、 この セメント は 品質 不良の ため まもなく 姿を消した。 
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る もの も あれば、 ^. お しない もの、 もに ホルト ランド セメ ントと 明お している もの すら ある こと を 曝露す る 等、 

鉄 ポルトラ ンド セメント に対する 攻撃 は 執拗な ものが あ つ た。 

鉄 ホル トラ ン ドセメ ントの 発達と 共に、 ，iz にス ラグの 混入 量 を 増加 させよう とする 研究が 進められ、 一 九 〇 

六 年 (明治 三十 九 年) 高炉 セメントと 名付けられる セメントが 出現した。 この場合 も、 一九 一三 年 (大正 二 年) 

高炉 セメント 協会が 設立され て、 前 同様 規格の 制定、 製造 工場の 監督 等が 実施され るまで は、 高炉 セメント 型 

の 偽裙 問題が 発生した こと は 当然の 成 行で あ つ た： 

高炉 セメント 規格の 公布に よって、 規格の 不備に tih く これら：^!. m 問題 は 一応 解消した ものと. •：： える が、 この 

問 偽 清 問題に 関連して ドイツ 控訴院 は、 ドイツ 建築業での セメントの 稀 別につ いて. ：；- のよう な 解 をド してい 

た a 九 一 〇年=明：^^四十三年)  、 

山 ポルトラ ンド セメント— プ 口 シァ 商工せ 及び 交通^の 定めた 定義に 相当す る もの： 

<^ 鉄ポ ル トラ ン ドセメ ン レ -— 三 〇ut 以ドの 高炉 ス ラグ を 混合した もので、 ホル トラ ン ドセメ ント よりも 著 

しく： 嗽 価な もの： 

高炉 セメ ント— 三 〇％ 以上の 高炉 ス ラグ を 混合し 最も 低廉な もの。 

次いで 一九二 一年 (大正 元年) に はこの 解釈の もとに、 法律上から 兒た セメントの 分類と、 その 内容 を不公 

正 取引 法から 兄た 兑解を 判-小し、 鉄 ポルトラ ン ドセメ ントが ポルトラ ン ドセメ ント として 提供され た んロ、 そ 

の 品質が 純正 ホル トラ ン ドセメ ントと 同格で、 その 価格の 低廉で ある ことが 需要 者に 利益 を 与えた としても、 

不公正 競争 法 第一条 及び 第三 条に 照して、 不公正 競争の 犯罪 構成 事実と 見なされる こと を-小し、 法律 的に も 偽 

問題 は 犯罪と して 解決 した ものと -ぎ え よ う。 

イギリス における 

00,^  イギリス において は、 一八 九 四 年 (明治 二十 七 年.) ラダ スト j ン r 珪酸質 石灰石.) を 多量に 混入して 売出す 


つた。 これに は 当時の 学者、 たとえば W  • ミ ハエ リスが、 ス ラグ •  tl^- 酸 石灰 塩 等 を ボルト ランド セメントに 混 

入す ると、 その 局部 的 性質 を 改善す ると 発表した ことに も 影響され ていた" 更に 一 八 八 九 年 (明治 二十 二 年)、 

シ ュ タイン 法 (高炉 ス ラグと 石灰石と から ボル トラ ン ドセメ ン トグリ ンカを 造り、 これに ス ラグ を 更に 混入し 

て 鉄 ボルト ランド セメント を 製造す る) が 発明され るに 及んで、 この 型の セメントの 製造 は 製鉄 工場 所， 晨のセ 

メント 工場、 また これと 提携した ホルト ランド セメント 工場で 行われ、 一 八 九九 年 (明治 三十 二 年) ごろに は 

年産 一八 一、 四 三六瓲 (百万 樽) に 達し、 ボル トラ ンド セメント 業界に と つ て は 一 大臂 威と な つたので ある。 

しかして、 一九 〇 一年 (明治 三十 四 年) その 名 も 鉄 ポルト ランド セメントと 命名し、 業者 は 協会 を 結成して 鉄 

ポルトラ ン ドセメ ント 協会と 称する ことにな つ て、 ボル トラ ン ドセメ ント 協会と 同等に 規格の 制定、 製造 工場 

に対する 自主的 責任 監督 を 開始す ると 共に、 ボル トラ ン ドセメ ント 協会に 対して 抗争 を 始 した，」 これに 対し 

て ボルト ランド セメン ト協会 は、 シ ユタ イン 法に よる グ リンカ は、 純正な ボ ルト ランド セメ ント ではなく  (こ 

れ に対して は 一 九 一 〇 年 ボル トラ ンド セメント 規格 改訂の 際 譲歩す るに 至 つ た)、 また 鉄 ポルトラ ンド セメン 

ト という 名称に 拘泥して、 ボルト ランド セメ ント よりも 鉄の ごとく 堅く 固まる セメ ント であるかの ような 印象 

を寻 える もので あり、 かつ 価値の 少ない ス ラグ を 混入す る 偽 滑 ボル トラ ン ドセメ ント であると 断 じ、 「J^?,S」 

に 藉口して、 鉄 ボルト ランド セメントの 進出 を 合法的に 阻止しょう とした ものであった- すなわち 政府に 对す 

る 一九 〇 一年、 同 二 年 (明治 三十 四、 五 年) の 二度に わたる 「混合 セメント」 である 匕 3 の 表-" 小の 励行 並びに 鉄ボ 

ルト ランド セメントの 名称 禁止の 申請、 あるいは 一 九 〇 九 年 (明治 四十 二 年)、 「鉄 ボルト ランド セメントの 使 

用に 関する」 政府 通諜 に対する 反駁 文に おいて、 「ス ラグ 混入 量の 検出 方法の 不備」 を 指 適して、 交通^ 令で 

ス ラグ 三 〇i? 以上の 使用 を 禁止し、 包装に 鉄 ボル トラ ンド セメントと 明. 「山して あ つ て も、 その 含有量 をい かに 

して 確実に 検出す るか、 鉄 ホルト ランド セメントの 表記が ある にもかかわらず、 灾 際に はこれ 以上 混入して い 

第一 節 偽？； 5 問題  四 三 


第 六 章 ボルト ランド セメントの 名称 侵犯 問題  四 二 

第 六 章 ボルト ランド セメントの 名称：； 犯 題 

ボルト ランド セメントの 名称 侵犯 問題に は、 ス ラグ • 石灰石 • 天然 セメント 等 を 混入した 混 八 口 セメント をポ 

ル トラ ン ドセメ ントの 名称で 販売した 偽淸 問題と、 天然 セメ ント そのもの を ボル トラ ン ドセメ ント として 販売 

した 名称 侵犯 問題が あって、 いずれも ボルト ランド セメント 業界に 深刻な 打撃 を 与えた ものであった U 以下 独 

• 英. 米. . が 入に おける 偽 清 問題と、 ベ ルギ— 天然 セメント 業者と ドイツ ボル トラ ンド セメント 業者との 間の 名 

称 侵犯 に^する 杭 争に つ いて 述べ てみ よう。 

第一 節 偽 淆 問 題 

ドイツ こ： つ ナる偽 ドイツに おける 偽涛 問題 は、 主として 高炉 水 滓の セメント 村への 利用に 端 を 発した もので、 ドイツに おける 

製鉄所 セメントの 発明と その 発達 (第 八 章) と 表裏一体 をな す ものである。 一 八 八 二 年 (明治 十.，.^, 年) プリ ュ 

シン グが、 ボルト ランド セメントに 三 〇％ の 水 滓 を 混合して、 一種の 混合 セメント (一九 〇 一年 鉄 ポルト ラン 

ド セメントと 命名され た) を 発明して 以来、 主として 製鉄 工場に おける この種の セメントの 製造 は 益々 盛んに 

なった。 中には これ を ボル トラ ン ドセメ ントの 名称の まま 販売す る もの も あ つ て、 当時の ボル トラ ンド セメン 

ト 業者 は 価格の 点で 競争で きず、 セメント 協会の 会員 工場で もこれ になら う もの も 続出した ので、 ボル トラ ン 

ド セメント 業者 は 自衛 上、 一 八 八 五 年 (明治 十八 年) 協会 名 を ボルト ランド セメント 協会と 改称し、 ボル トラ 

ンド セメントの 定義 を 確定して 製造 方法 を 明らかにする と共に、 会員の 自肅を 要請した。 会員 工場で は、 右の 

ような 瞞的 行； を あえてな す もの はなくな つたが、 会員 外 工場で は、 なお 製造 販ぃ： 儿 する もの は 跡 を 断た なか 


いわゆる 水 硬 率 cao/(sio2 十 R203) の 上下 限界 値 は、 一 八 八 三 ~ 一  八 八 五 年間に 製造され た 三十 種の ホルト ランド 

セメントの 分析に より、 これ を 定めた ものである。 

この 異物 質の 添 和と は、 一般に 凝結 調整の ための 石膏 を 意味す る。 〔一八 八 九 年ォ— スト リア 規格 は、 成文 

の 上限 値 を 省き、 下限 値 を  一 • 七に 改め、 ドイツ も 一九 一 〇 年 (明治 四十 三年) の 改正の 時 これにな つた〕。 か 

くて 一 八 八 五 年 (明治 十八 年)、 協会の 声明 は 一 八 八 七 年 (明治 二十 年) 七月 ドイツ ボルト ランド セメント 改 正規 

格と して 公布され たが、 この 公規 格 こそ、 ボルト ランド セメントの 定義 を 公認した 世界 S 取 初の もので、 各国 も 

また これに 準じ ほとんど 同様の 定義 を 公布した。 


第五 章 ボ 1 ト ラン. ド セメント 時代 


第五 章 ポル.^ ランド セメント 時代  wf〇 

さず、 この種の セメント を 販売す る 悪徳 業者が 多数に 卜-つて きた、 - そこで セメント 協 八. ム (ス ラグ 清 問題に 関 

連して、 一八 八 五 年 ドイツ ホルト ランド セメント 協会と 改称) は、 了 八 八 二 年 六月 臨時 総会 を 開き、 ポルトラ 

ンド セメントの 信用 を 揺が す この 大 問題に ついて 協議した。 

しかしながら、 ミハ エリス は、 水 年の 研究から して、 鉱滓 三 o% までの 混 滑 は EI? 部 的な 品質 を 改善し、 需給 両 

者と もに 利益 を 享受す る 旨 を 強調し、 ジッ 力— ホ ッフ、 エル ドメ ンゲら はこれ に K 吋した。 しかし 結 一:1- こおい 

て、 協会 は 強硬な 態度 をと り、 「混 滑 問題で 妥協す るの は、 ドイツ ポ.^ ト ランド セメントの 信用 を 内外に 失墜 

する ことと なる" - 安価で しかも 価値 少ない 偽 淸物を 混ぜて 販売す るの は、 利益に 眩惑され る 悪徳 業者 を 次 マに 

誘発して、 一層 多量の 偽 清 を 行う に- 4^ るで あろうし、 また このような セメント を 使 ffl した 構造 物 は、 银 fil 製。？ 

に 無駄な 金 を 捨てた と 同じ ことと なる だろう」 という 意見で、 包装に 表ー不 をな さないで 偽淸物 を？^ ぜ たもの ±、 

公衆に 対する 詐 2^ 行為と 見なす 匕：！ の 共同声明 書 を 発表した。 デ ルブリ ュ ッグ のこの 果敢な 処置 は、 一層 ドイツ 

セメントの 信 ffl を 内外に 高める に 至った が、 この 問題 は 世間 注目の 的と なり、 一八 八 三年 C 明治 十六 年) び 

その 翌年の 総会に おいても 大 激論が 展開され た。 

越えて 一 八 八 五 年 (明治 十八 年) 九月、 ミ ュ ン ヘンに おいて、 標準 試験法の 協定に 関する 協議会 を 開催の 際、 

水 硬性 結合 材の 名称 統 一 問題が 提議され たが、 そのうち ボルト ランド セメント に関する 定義 は、 次のと おりで 

あった。 

ボ，^トランドセメ ントは、 石灰 質 マ—，^ もしくは 粘土 を 含有す る 原料の 人工 混 滑 物 を、 ほとんど 溶融し ようとす 

るまで 焼成した 後、 これ を微 粉末と なして 得た 製品で、 水 硬 素 (sip,  A1 ち 3,  Fe2〇. し の 一 単位 重量に 対し 石灰 一 

. 八ない し 二  •  二 単位 重量 を 含み、 比重 は 通常 三 .〇 以上 を 有する ものである-」 また 工業 的 重要な 性質 を 調整す る 

ために、 ホ.^ ト ランド セメント という 名称 を 変更す る ことなしに、 異物 質 二  ％ の 添 和 は， 差支えない。 、、、ハエ リスの 


(明治 十 年) 二月 二十四日、 正式に 設立 を 見た ので ある。 この 試験 規格 は、 一八 七 八 年 十一月 プロシア 国、 商 

. ェ 丄父通 省に 採用 (内容 は 少しく 変更され、 粉末 度 二 〇o^ 以下、 モルタル 二十 八日 強度 十瓧 以上、 凝結 三 〇 

分 以上と 改訂)、 一 八 八 〇 年 九月 陸軍省に 採用され、 一八 八 一年 (明治 十四 年) に はデン マ— グ • スェ— デン、 

次いで ォ ー スト リア . スイス 及び ロシア はこれ に 追従して 規格 を 制定した。 

ドイツで この 試験 規格が 制定され た 以後の 事態 は、 実に 革命的な ものであった。 第一 は、 セメント 輸出が 大 

いに 振興した ことで ある" その 理由 は、 海外の 需要 者に 大 なる 安心と 信頼と を 与えた からで、 輸出 先 は ロシア 

. ォ —スト リア. ハン ガリア. スイス. ベル ギ—. オランダ. ス カンジ ナビア 諸国 • フィン ラ ンド、 なお 遠く 

アメリカにまで 及んで いる。 一 八 七 九 年 (明治 十二 年) セメント 協会 は、 次の 指導 方針 を 決定した。 

一、 外国との 品質 競争 は 少しも 恐れる に 足りない こと。 

一一、 ドイツ 製品 は、 価格 維持 政策に より 保護され ている こと。 

三、 外国で は、 当然 保護関税 を 課する こと を 覚悟す る こと。 

果して、 一八 八 三年 (明治 十六 年) 才 ー スト リア は、 輸入 セメント 百瓧 について 関税 一 グロ— ネを 課し、 ス 

イス. ロシア その他 も 皆 これに ならった。 しかし ドイツの 業者 は、 機械 設備の 改良. 増設と 技術の 向上 進歩に 

努め、 品質 は 益々 向上し、 業績 は 上り、 需要 者 も 非常な 利益 を 受けた。 これに 反し、 イギリス は、 その 製造と 

殊に 輪 出 貿易に 大 打撃 を 受け、 科学な き 産業の いかに 惨めで あ つ たかを 如実に 示した。 

高炉 ス ラグの 混淆 しかし、 この種の 公規 格の 制定 は、 その 統一が 強制的な ものである だけ、 それから、 それから 生じる 欠点 を 

逆に 利用しょう とする 謀叛 人の 出る の は、 昔 も 今 も 変り はない。 ドイツで 規格 公布 後 僅かに 一年 を 出ないで 予 

想し なかった 事件が 発生した-」 すなわち 一八 八 二 年 (明治 十五 年) に. は、 ポルト ランド セメントに 高炉 鉱滓 粉 

末 三 〇％ を 混じ、 ボルト ランド セメント そのままの 名前で 販売す る セメント 工場が 現われ、 なんらの 声明 もな 

第. m 章 ボルト ランド セメント 時代  三 九 


ウィル へ 

ハ エリス 


ム • ミ 


「ミ ハ エリスの 十 

七 課題」 


ドイツ セメ ント 

造 者 協会と 試験 规 

格 


第五^^ ボルト ランド セメント 時代  三 八 

長と なり、 一 八 九九 年 (明治 三十 二 年) まで 勤続した。 

デ ルブリ ュ ッグの 根本 理念と すると ころ は、 イギリス 流の 実地 万能 主義に よらないで、 科学的 研 先 を tt^ 礎の 

確立に より、 セメント 業 永遠の 利益 を 図ろうと する 遠大な 計画に あ つ た。 この 目的 中、 業者に 重大な 利害関係の 

ある もの は、 試験 規格の 問題で、 それに は 右手の セメント 学ネ、 ウィルヘルム：、、 ハエ リス (wilhcl ヨ Micha- 

elis. 一八 四 〇— 一九 一 一年) の 研究 を 基と して 制定しょう とする ものであった。 当時の イギリスに は、 試験 規格 

研究^と して、 お 名な i 木 家 ジョ— ン. グランドの 手で 成った 多数の 規格が あり、 、、、ハエ リス もこれ に ヒント 

を 得て、 独 {Z の 研究 を 主体と して、 一 八 六 九 年 (明治 二 年) 初めて 試験 基本 要綱 を 発表した。 

そして 一八 七 五 年 (明治 八 年) 一月、 ドイツ、 煉瓦 • 窯業 品. 石灰 及び セメント 製造者 協会 席上で、 、、、ハエ 

リス は 「セメントの 判断」 という 演題の もとに、 有名な 「ミ ハ エリスの 十七 課題」 についての 提案 を 行った。 

その 要旨 は、 8 セメント は 粉末 度と 強度と により 品質 を 判断す る こと、 S 純 セメントの 材令 七日 強度 二十 五 

kg/cm2 一対 三 モルタル 同 五 kg 以上、 .5 試験 装置、 方法 は、 すべて 同一 である こと、 5 固 結 は 空中 一 曰、 水中 六 

日の 材令 とする こと、 1^ 粉末 度 は 九 百？ L/cm2 蹄 上の 残滓 二 五 =4 以ド とし、 その 五 を 減ずる ごとに、 ー櫞 十べ 

ン 二 ヒ^^；^しすること、 ， ^急 結 品 は 特別 川途 にの み W いる こと、 め 需要 者に 対する 強度 E 標は、 所要 強度の モ 

ル タル を S も 低廉に 造りうる よう、 すなわち、 い かなる セメ ントが 最も 最も 多量の 砂 を 混じうる か を n 標 とす 

る こと、 この 提案 は 一八 七 六 年 (： 明治 九 年) 一月の 同 会 総会で、 激烈な 討論が 行われて 委員付託 となり、 一八 

七 七 年 二月の 総会で 漸く 議決され た。 その 時の 討論の 要点 は、 山： 砂 入り モルタルの 水量 を 一 律に 十 ％ とする こ 

と、 純 セメント 七日 試験 は 参考 試験と し、 砂 入り モルタル 二十 八日 試験 を 正 試験と する こと、 ，5 標準 砂 は 混 

粒 砂 を やめ、 粒 砂と する こと 等で、 この 案 は 二 〇 対 三で 可決され た。 

この 寺 デ ルブリ ユック は、 独立した ドイツ セメント 製造者 協会の 創立 を 提案して 満場一致 可決、 一 八 七 七 年 


一八 五 二 年 十月、 水 硬 セメントの 特許 を 得て、 この 方法 を 新 工場に 応用した ので あるい 製造 法 は、 チヨ— グを 

煉瓦 造の 攪拌 器 内で スラリ —となし、 炭酸 石灰 量 を 計り、 これ を 地上に 撒布して ある 乾燥 粘土  (工場 内から 採 

掘) 上に 流し、 数回 切り返え した 後、 更に 煉瓦 機で 揑 ねて 煉瓦 型に 切り、 コ— グスで 加熱した 乾燥 板 上で 乾か 

し、 竪 窯に コ— グスと 互 層に 詰め、 焼成す るので ある」 しかし、 実際に は 動力の 消費と 機械の 磨耗と が甚 しく、 

利益 は 上らず、 その上 新 工場の セメント は 急に 緩 結 性と なり、 これまで セメントと 言えば、 急 結 性との み 信じ 

切って いた 需要 者に 大 苦情が 起った。 この 大難 関に 直面した デ ルブリ ュ ッグ は、 苦心 研究の 結果、 緩 結 性セメ 

ントが 急 結 品よりも 優秀な ものである こと を、 引 張り 強度 試験に より 立証して、 セメント に対する 観念 を 一変 

させた ので ある： かかる 難況 極まる 工場 を 引受けた デ ルブリ ュ ック は、 ドイツの 学問と 技術で 造った セメント 

は、 必ず ィ ギリ スセメ ント よりも 優良で あるとの 堅い 信念 を 徹頭徹尾 貫通して、 今日の ドイツ ホル トラ ンド セ 

メント 工業の 確固たる 基礎 を 築き上げた 人 だけあって、 すべて を 科学的 基礎に 立脚して 研究し、 作業の 秩序 を 

正し、 あらゆる 無駄の 排除に 努めた。 その 結果、 工賃 も 燃料費 も 節約され、 機械の 修繕費 も 減り、 殊に 科学的 

研究に より、 品質 は 改善され て、 生産 能率 は 上り、 工場 は 全く 面目 を 一新した」 ^„<にー八五七年には、 年産 約 

五、 九 八七瓲 (三 三、 〇〇〇 樽」 の 実績 を 举げ、 十 ％ 配当 をな しうる に 至った」 かくて 一 八 六 二 年 口 ン ドンで 

開かれた 万国博覧会 では、 ドイツ 品の 優良な ことが わかり、 新 工場が 続出した が、 一八 七 〇~ 一八 七 一年の 普 

仏 戦争後の 大 好景気に より、 ステッチ ン 工場の 一 八 六 〇 年 時代の 三 〇~ 四 〇％ の 配当 は、 一 八 七 六 年 (明治 九 

年) に は、 巨額の 償却 をな してな お 四 〇％ の 配当 をな し、 また 一八 七 九 年に は、 多数の 会社 は 払 込み をし ない 

で 無償 新株の 発行 をな したくら いであった-い デ ルブリ ュ ッグ は、 かかる 好景気 時代 こそ、 業者の 放 慢を戒 しめ、 

セメントの 品質 を 改善し、 その 信用 を 高めて、 業界、 水 遠の 繁栄の 基礎 を 築く 絶好の 機会で あると して、 一八 七 

七 年 (明治 十 年) 一月、 自ら 発起人と なり、 ドイツ セメント 製造者 協会 を 設立した： かれは、 推されて 初代 会 
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アメリカ ホル トラ 

ンド セメン ト 協会 


ドイツの セメント 

工場 


ブライ ブト 口 ィ 

(ステッチ ンセメ 

ント 工場) 


デ ルブリ ュ ッ グ博 
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炉ス ラグの 原料 化 であろう： 

一九 〇 二 年 (明治 三十 五 年) に は ホルト ランド セメント 協会が 設立され、 一九 〇 六 年 (明治 三十 九 年) にはセ 

メ ント 規格の 制定 を 兄て、 その 品質の 進歩と 共に コ ングリ —ト 工業 も大 発： をす るに. せ つ たので ある。 

ドイツで は、 一 八 五 二 年に ステ ッ チンに 専門の 工場が 建設され た。 (ドイツで は、 既に ブグ スチフ I デの 口  — 

マ ン セメント 工場で、 一 八 五 〇 年に ホルト ランド セメント を 製造して いたから、 一 八 五 〇 年 を もって ドイツ ポ 

ル トラ ンド セメントの 誕生の 年と している。) 

ドイツで 最も 古い ポルトラ ン ドセメ ント 工場 は、 一 八 五一 一年へ ルマン. ブライ ブト 口 ィの 指揮の もとに、 ォ 

—デ. ^河口の ステッチ ンに 近い チェル ショ —に 建てられた ス テツ チン ポルト ランド セメ ント 工場で ある。 ブラ 

イブト ロイ は イギリス 留学 中、 セメント 製造の 秘法 を 探知し、 イギリスと 同様、 チヨ— グと 粘土と を 料と す 

る 湿式 法 を 採用す る 考案の もとに、 当時 チュル ショ— で 製粉 工場 経営 中の グチ ッケの 援助で、 一八 五 二 年 十二 

月 同所に セメント 研究所 を 建てた が、 容易に 売品と なる セメントが できず、 困難 を 極めた。 しかし、 グ チッケ 

は、 ブライ ブト ロイの 熱心に 動かされて、 一八 五 五 年 七月 政府の 許可 を 得て、 侏^ 会社 を 創立し、 新たに セメ 

ント 工場 を 建設した： これに 衬し 世評 は 軽率な 企画と 嘲り、 年産 予定の 約 四、 五三 六瓲 (二 万 五 千搏) が果し 

て ドイツ 国内で 売り捌け るか どうか を 疑った。 最初 は 曰 産 約 九 通 C 五十 搏) を 製造して いたが、 原価が 余りに 

高くて 収支 償わず、 技師 長 ブライ ブト ロイ はつ いに 辞職して 故郷に 帰え る ことと なり、 製造 法の 秘訣 を 後継者 

に 伝えた。 この 後継 技師 長 こそ、 ドイツ セメント 工業 を 創設し、 セメント 業 を 大盤石の 基礎の 卜-に 打ち 建てた 

業界 希有の 傑物、 ュ— ゴ—. デ ルブリ ュ ッ グ 博士  (Dr.  Hugo  Deldrucck 一八 二 五； 一 九 〇〇 年) その 人であった。 

博士 は 哲学 出身で、 ブレスラウの 教員 生活 を 辞して、 全く 経験の ない 工場 生活に はいった ので ある。 

ブラ イブ ト ロイ は、 最初 ゥ オリ ン島 産の チ ョ j グ を水簸 した ものと、 ォ— デル 河の 粘土の 調合 物 を 試 焼し、 
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一九 一四 年 (大正 三年) までの 統計で、 使用 原料 別に 分類した ものが、 第 四 表のと おり、 国」 V 埘質 調査 所 力 

ら 一九 一 四 年に 出て いる。 それによ ると、 ある 程度 製造 方法の 変遷が うかがわれ るが、 特に 注冃 すべき は、 高 
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次いで 一 九 一 〇 年に は、 一 一 一 工場、 同 一 一 年に は 一 一 五 工場と なって いる」 セメント 工業の、.^ 臓 ともいう 

べき 回転 窯の 大きさと 数と について は、 第三 表のと おりで ある" 
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ルト ランド セメント 時代 

五呎 級の ものが 普通に なった。 

一 八 九 五 年 (明治 二十 八 年) までの 回転 黨は ほとんど 原油 を 燃料 

てから、 アメリカの ボルト ランド セメントの 生産高 は、 

一躍 増進す るに 至った。 なお、 初期 ロン ダウトの 実験で、 

乾式 焼成が 可能で ある ことが わかった の も、 生産高の 躍 

進に 寄与す ると ころ 大 であ つ た。 

回転， の 発達に つれて、 生産高の 向ヒ と共に 原料. グ 

リンカ 処埋 方法に も大 改革が 行われた すなわち 挽 臼に 

代って、 ゲ— ト グラッシ ャ— で 粗 砕し、 グリフィン ミル、 

あるいは ハ ン チン トン ミルで 微粉碎 が 行われる ようにな 

り、 更に 進歩して ボ— ルミ ル • チュ— ブ ミルと なり、 近 

代 的な 形態と 寸法の ものが 出現す るに 至 つ た。 

一 八 七 〇年~ 一九 一一 年 (明治 四十 四 年) までの 生産高、 

その 価格、 工場 渡し If 原価、 輸出入 量 を 示す と、 第一 表 

のとお りで ある。 生産高に おいて、 一八 九 五 年まで は 見 

るべき ものはなかった が、 その後、 一九 〇 七 年 (明治 四十 

年) までの 間の 漸増 は 回転 黨の 普及に 比例して いる。 そ 

の 後の 仲 長が 著しくな いのは、 絰济パ 二 ッグの 影響で あ 

る。 輸入 量 は、 一八 九 五 年 (明治 二十 八 年) を 最高に して、 


三 ニー 


たが、 微粉 おの 使用方法が 採 


した。 次いで 翌八九 年、 ナヴァ 口 家 関係の キ— ス トンボ 

ルト ランド セメント (ベン シル ヴァニ ァ州コ —ブ レイ) 

会社に 直径 二 • 五呎、 長さ 十八 呎の ランサム 式 回転^ を 

据； ：！： け、 同年 十一月 初めて 運転 を 開始した が、 その 試験 

成績 は 良好な ものではなかった" その 埋由 は、 セメント 

岩 を 小 塊の まま 窯へ 給養した ためであった" 一 八 九 〇 年 

(明治 二十 三年，) 春、 黨に 給養す る 原料 は 指頭に 感じない 

程度に 細かくし、 シリカと 石灰の 比 を 調整して 焼成した。 

グ リン 力 を 五 〇 メ ッ シ ュ 篩 九 五 通過 程度に 粉砕した と 

ころ、 当時 英 • 独から 輸入され た セメントと ：！： 等の もの 

が 得られた。 なお 同社 は、 この ころ アトラス セメント 会 

社と なり 今日に 至 つてい る。 

かくして、 回転 窯 方式 は竪窯 方式に 比較して、 能率的 

かつ 絰济 的で ある ことが 知られた が、 全国の 工場に 採 m 

される に は 数年 を 要した。 当時の 窯の 寸法 は径五 ~ 六 1、、 

長さ 四 〇~ 六 〇 呎で、 窯の 安全運転 のために は、 八 〇~ 

一 〇〇 呎が 長さの 最大限と 考えられ、 径六 長さ 六 〇 

呎の 窯が 標準と されて いた。 一九 〇 五 年、 エジソン ボルト ランド セメント 会社が、 ト ー マス •  A  • エヂ ソンの 

特許に よって、 径 八呎、 長さ 一 五 〇呎 の 回転 窯 を 初めて 設置して から 回転 窯の 寸法 は 次第に 長大と なり、 一二 
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以卜： のように、 ミ レン、 セ イラ—、 シン 等が 始 して 以来、 一八 八 五 年 (明治 十八 年) ごろまでに は、 多数の： 

人々 が 工業化 を 試みて 大部分が 失敗した の は、 需要の 増大 にもかかわらず、 肺 格の 点で 輸入品に 対抗で きな か， 

つたた めで、 当時の 輸入 ニニ 一、 〇〇〇 樽 (約 三 七、 〇〇〇 瓲) に対して、 国産 は 僅か 六 〇、〇〇〇 樽 (一万 瓲) 一 

といった 状態であった。 当時の 製造 方法 は、 欧州 方式に 従って 原料 を 湿式で 混合して 脱水、 乾燥 後、 谏 瓦 型に 一 

成形したり、 塊状に して^^ を 行って 焼成した ので あるが、 これら はすべ て 人力に よって 行われた ので、 欧州： 

に 比較して 労賃の 高い アメリカ では、 当然 生産費 は 割高に なった からで ある。 したがって、 セメント 業者 は 増 一 

大 する 需要に 応え、 かつ 輸入 を 防 する ために は、 製造工程の 機械化に よって 人力 を 節約し、 あわせて 欧州よ； 

り 比較的 燃料費の 低廉な 特徴 を 活用し なければ、 アメリカの ホルト ランド セメント 工業の わ-礎 は 確」 比しな い と 一 

考えた。 そこで セメント 業者の 関心 は、 まず 経済的な 焼成 法の 発見と いう 点に，； 1： けられ、 その 結 5^4 が イギリス 一 

で 発明され た にもかかわらず 発達し なかった 回転 窯の 導入と、 その 使用方法の 研究と なって 現われ、 一八 九 ol 

年 r 明治 二十 三年) 以降の 一大 躍進の 基と なった ので ある。 また 回転 窯の 導 人 は、 焼成 能率の， 1： 上と なり、 した： 

がって； £ 小 料、 製品の 粉砕 方法の 改善 を 促し、 従来の 挽 臼 級の 非 能率的な ものから 近代的 扮碎 機の 出発点と なつ 

たので ある。  ， 

回 転^の 導入  一八 八 六 年 r 明治 十九 年〕 ニュ— ョ— グ州 ロン ダウトに あった ユニオン セメント 会社の 工場に、 後：.：^ ナヴァ 

口が へ ンリ— マセ ィの特 による 直径 十二 吸、 長さ 二十 四 吸の もの を 建設した のが アメリカ における n 収 初の 回 

転寇 であった。 燃料に は リマ オイル を 使用して セメント 岩 を 原料と していた が、 二 力 年の 実験の 結果、 成績 

举ら ずつ いに 廃業され た。 次いで アトラス ポルト ランド セメント 会社の 社長 T^.FLK. ナヴァ 口  (JoseF.de 

Navarro) は エンジニア— リング 二 ュ— ス 誌で、 イギリスの ランサムの 発明した 回転^ を 知り、 一八 八 八 年 明 

治 二十 一 年) これ を 輸入す る ことに 成功、 これによ つ て ボル トラ ン ドセメ ントを 製造す る アメリカ 特許 を 獲得： 


そ 


レ— によって アメリカン イン プル— ヴド セメン ト 会社が 設立され た。 最初 リズ レ— は、 デス メット 法に よって 

ガス 会社の 副 産品で ある コ— ルタ— ルゃピ ッ チで、 セメント 岩と 石灰石との 調合 原料 物 を 塊状に かためる 方法 

によった が、 結合 村の 入手 困難に あい、 コ プレイ セメント 会社の エツ 力— トの助 首で、 コ ブレイの 工場と 同様 

の 方法に よる ことと した。 

の 他  ニュ— ョ— グ州 口— ゼンデ —ル 地区で は、 一八 七 六 年 ~ 七 七 年 (明治 九， （十 年) に 珪藻土と 石灰石と を 原料と 

する C  -  F  • ダン ダ —デ I ルの 特許に かかる 方法で、 ボルト ランド セメント 製造の 工業化が 多数の 人々 によつ 

て 試みられ たが、 採算が 採れず 閉鎖した 工場が 多く、 僅かに ゥ オル キル ボルト ランド セメント や ナショナル セ 

メ ント 会社が、 からくも 生産 を 継続した に 過ぎな か つ た。 

メイン 州で は、 一 八 七 九 年 口 ッ グランドの コ ッブ 石灰 会社が ボルト ランド セメントの 生産 を II 始 したが、 こ 

れ また 原価 高の ために 輸入品に 対抗で きず、 まもなく 生産 を 中止した。 

イギリス 人 W  •  ロイド は、 一八 七 九 年 (明治 十二 年) テキサス 州の サン アン トニ ォで、 ボルト ランド セメント 

と 全く 同じ 化学 成分 を 持つ セメント 岩 を 発見し、 一 八 八 〇 年 (明治 十三 年) 同所に アラモ ポルト ランド セメント 

会社 を 設立、 生産 を 開始した。 窯の 大きさ は 不明で あるが、 日産  一 • 七瓲 (一 〇 樽) 程度の 小規模の もので、 

ブレ— キジ ョ— グラッシ ャ—、 口— ル ミル、 竪形 フレンチ バ— ミル を 粉砕 機に 使用し、 特に 注目すべき は、 製 

品 を 木綿 袋で 出荷した と言われ ている。 

更に 特異な 工場と して は、 一 八 八 七 年 (明治 二十 年) ォレゴ ン州 才レゴ ン 市に ミドルトン によ つ て. 《はけられた 

工場で、 南部 オレゴン 地区の セメント 岩 を 原料と し、 粉碎に はべ ッブ ミル を、 焼成に は 回転 黨を 使用した 工場 

である。 生産 能力 は、 日産 一七 瓲 (一 〇〇 樽) 程度で、 品質 はすこぶ る 優秀で 需要 も 多 か つ たが、 原料の 採尽 

によって、 一八 九 〇 年 (明治 二十 三年) 閉鎖され た。 
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第五 章 ボルト ランド セメント 時代  1 一 八 

のが 強 熱される と、 当時 輸入され ていた ポ：： ^ト ランド セメントに 劣らない 強度 を-. 小し、 分析す ると、 ポルトラ 

ンド セメント 同様の 化学 成分 を 示す こと を 発見した- これに 力 を 得た セ— ラ— は、 レ— ハイ 大学 出身の 化学 技 

師ジ ヨン. W  • エツ 力— ト (セ ー ラ— が ェ ッ 力— トを； 展 入れた こと は、 アメリカ ボル トラ ン ドセメ ント界 の 科 

学 的 発展の 第一歩と 信じられ ている) の 協力に よって、 セメント 岩に 適当 量の 石灰石 を 添加 混合して 原料 調合 

物の 化学 成分 を 調整し、 強 熱すれば、 ポルト ランド セメントが できる こと を 知った ので ある- これに 基いて、 

セ— ラ— は 一八 七 一年 (ミ レンの 工場 開設と 同年 ：} 九月 二十 一日 付、 アメリカ 特許 一 一九、 四 一三 号で ボルト 

ランド セメント 製造 方法の 特許 を 獲得し、 一八 七 四 年 (明治 七 年) コ プレイ 工場で 生産 を 開始した。 当時の 能力 

は 日産 三 三 ~五〇 瓲で、 品質 は 優秀で あつたが、 労賃 高の ため 製造 原価が 高く、 価格の 点で はとうて い 輸入品 

に は 対抗で きなかった。 しかし 一八 七 六 年 (明治 几 年)、 フィラデルフィア 博覧会で 受賞し、 一八 七 八 年 (明治 

十一 年) に は、 ミシシッピ— 河口の ft 頭 工事 用 セメントに 指定され る 等、 その 名声 は 次第に 高まり、 需要 も 増 

大してい つた" なお セ— ラ— の 方式 は、 原料 こそ セメント 岩と 石灰石と いう 欧州 方式と WJ^ なった 特 msic の もので 

あ つ たが、 製造 方式 そのもの は イギリス 式に 全く 従っていた" 

J  •  K  • シ ン  西部 ベン シルヴ ァニァ 州の ゥォム ハムで 採鉱 会社 を 経営して いた I  •  K  • シン は、 ポルト ランド セメントの 

製造に 興味 をいだ き、 研究 を 重ねてい たが、 W  . ハ ッ カルの 協力で、 付近の 石灰石と 青 粘土と から 製造す る こ 

とに 成功して、 一八 七 五 年 (明治 八 年) 工場 を 建設した。 当時の 焼黨は 内法 六.. （七 呎、 高さ 約 八呎の 角形黨 で、 

湿式で 混合した 原料 調合 物 を 耐火煉瓦の 型で 煉瓦 形に 成形、 乾煉 後、 コ— クスで 焼成した。 日産 五 〇 瓲 程度で 

あつたと 伝えられる、) その後 シン は、 一八 七 八 年 (明治 十一 年) 窯の 底 部から 空気 を 吹 込み、 焼成 温度 を 上昇 さ 

せ、 焼成 後 は 冷却に 便利な 機械的 装置 を 考案して 特許 を 得た。 

口 パ —ト • W  • リ 

ズレ—  ペン シルヴ ァニァ 州の エジプトに は、 一八 八 三年 (明治 十六 年— 浅 野 工場 発足と 同年) ロバ— ト •  W  • リズ 


アメリカの ボル 

ラ ンド セメント 


. — マス • ミ レン 


D  •  0  • セ ィ ラ， 
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ル トラ ン ドセメ ントに 優る と 考えた からで ある。 しかし この 考え は、 口  — マン セメントの 一対一 (砂) の 配合の 

モルタル は、 ボルト ランド セメントの 一 対 六 配合に 劣る ことが わか つ てきた ために、 根本から 覆えされ る こと 

にな つ たので ある。 

ポルト ランド セメントが、 初めて ョ— 口 ツバから アメリカに 輸入され たの は、 一八 六 五 年 (慶応 元年) とも 一 

八 六 八 年 (明治 元年) とも 言われて いるから、 大体 わが国 へ の 輸入と ほぼ 時 を 同じく している とい つ てよ い。 こ 

の 輸入 は、 当時の アメリカ 産 穀物 や 原 棉積取 船が.. ハ ラス 代りに 積んで 行つ たもので、 その 量 も 非常に 少なく、 

したが つ て 極く 限られた 方面、 たとえば 歩道 板 • 下水 ハ イブ 等の 製造に 使用され ていたに 過ぎな か つ た。 

当時の ァ メリ 力の セメン トは 天然 セ メ ン トが 主体で あ つたが、 ボルト ラ ン ド セ メ ン トの 真価が 認識され る に 

つれて、 その 輪 入 量が 増加した こと、 並びに この 国産 化 を 企てる 研究が 二 ュ— ョ— グ州 • ペン シル ヴァ ニァ州 

レ— ハイ 地区、 西部 地区. ミシガン 州 及び メイン 州の 各地で 勃興した こと は 当然の ことであろう。 アメリカに 

おける ポルトラ ンド セメント 工業 揺籃^の バ ィ才 二 ァ について 述べれば、 次のと おりで ある。 

まず 最初に 工業化に 成功した の はト— マ ス • ミ レンで、 一八 七 一年 (明治 四 年) 小規模で は あるが、 インジ ァ 

ナ 州の サ ウス ベ ン ド に 工場 を 設け、 ポルト ラ ン ドセメ ン トの 製造 を 開始した。 ミ レ ン は、 輸入 ボ ル ト ラ ン ド セ 

メ ントで 下水 ハ ィプ • 歩道 板 を 造 つ ていたが、 一 イギリス 人の 示唆に より、 付近の ノ  — トルダ ム 湖畔の マ— ル 

と セント ジ ヨセフ 川床の 青 粘土と を 用い、 全く イギリス 式の 方法に 従って 生産した。 当時の 焼窒 一の 大きさ は、 

直径 四呎、 高さ 十二 呎の もので、 後に 直径 六呎、 高さ 二十 四呎の もの 四 基 を 設けた。 生産 品 は 国防省 を 始め 政 

府 によ つ て 全量 買 上げられ たと 伝えられ ている。 

D  .  0  • セ イラ— は、 一 八 五 〇 年べ ン シ ルヴァ 二 ァ 州レ— ハ ィ地 区の コ プレイに I 俊秀な セメ ント岩 を 発見し 

て、 ここに 天然 セメント を 製造す る コ ブレイ セメント 会社 を 経営 していた が、 原料 の セメント 岩の ある 層の も 

ボルト ラン. ド セメント 時代  二 七 


フ ラ ン ス における 

ポルト ランド セメ 


第五 ボルト ランド セメント 時代 

イギリスで、 この 改良され た セメント を i« も 大規模に 使用した の は、 一八 五 九 

口 ン ドンい m 方 地 K の. 下水道 幹線 工事に 従来の 口  — マン セメント を 一 娜 して、 ポル 

川した のが 初めてで、 その 優秀な 試験 成 結 を 発表して 世 

界の 注目 を ひいた。 

フラン ス における ポルト ランド セメ ント 製造の 始まり 

は 一八 四 八 年で、 ドイツと ほとんど 同じで ある。 ブゥロ 

ン (Boulogne) 工場の デュラン • グレイ (Durand  claye) 

は、 ，5 め、 これまでの セメント 需要 者が 新 セメントに 対 

して 大きな 誤解 を 持って いる 事実に 直面した。 それ は 五 

〇~ 五 五 i 力 を 有する 高 石灰 質 は、 亀裂 発生の 恐れが ある 

という、 UJ 張で ある。 しかし この セメント は、 充分 海水の 

作 m に 耐える ことが わかって きたた めお 名と なり、 同ェ 

場 は 全部 ホルト ランド セメントの 製造に 転換し、 品質の 

均齊 さは 大いに 需要 者の 賞讃を 博した" 使用 原料 はビカ 

—の 発 兄した マ— ル 類似の チヨ— グを 使った が、 今日な 

おこれ を 川いて いる。 最初の ホル トラ ン ドセメ ン トを煉 

瓦 積に 使用す る こと を 躊躇した 理由 は、 ドイツと 同じで 

長年 使い慣れた 天然 セメントが 急 結 性であった ため、 水 

硬性 セメ ントに 混合 材 (ポ ッ才 ラナ) を 混ぜても、 なお ボ 


第五 章 ボルト ランド セメント 時代 

一 八 五 〇 年 以降 は、 まさしく ポルトラ ンド セメント 時代に 入 つ たもので、 イギリス . フランス. アメリカ. 

ドイツ その他に も 製造 工場が 各所に 起った。 

イギリス における  イギリス では、 一八 五つ 年に スワン ス コンフ rswanscombe)、  ノ  — スフ リ— ト rNonhf-eet  )、 ゥェ— グフィ ー 

ポ ルト ランド セメ 

ント  ルド (Wakefield/ ゲ ヱイ ッス ヘッド (Gateshead) の 四つの ポルト ランド セメント 工場が 起り、 このうち スヮ 

ンスコ ンブ 工場 は、 前述の ジ ョ ン ソンの 研究 結果 を 生み出し たという 歴史的に 有名な 工場で ある" ジ ヨンソン 

のいた ホワイト 社 は、 初め フロスト セメント を 造って いたが、 ホルト ランド セメントに 転換し、 今日な お 盛業 

を 続け、 高級 セメ ン ト (ferrocrcte  ) など を 造 つてい る。 

ポルト ランド セメントが 広く 用いられ るに 至った 動機 は、 一八 五一 年 口 ン ドンの ハイド パ— グの 博覧会に 純 

セメントの 試験 品 を 陳列し、 材齢三 力 月で 四 一四 Psi  (29.1kg/cm2) を 示した ことと、 一八 五 九 年 技師 ジョ ー 

ン • グランドが、 ボルト ランド セメント を 下水工事 全部に 採用した ことからで、 このため メ ドゥエ ー 河畔に 多 

数の 工場が 起り、 原料に は チヨ— グと冲 積 期の 粘土が 用いられた。 製造 法 は、 チヨ— グと 粘土と を 一定の 割合 

で 水で 粉碎 し、 貯蔵タンクで 沈澱 させて、 ある コン シス テン シィに 達すれば、 人工的に 乾かし、 焼.？ に 人れ、 

口  — マン セメント または 石灰 焼きの 時よりも 甚だ 強く 焼き、 グ リンカ は 粉^して ふるい、 荷造りす るので ある 

とにかく、  口  — マン セメント に比べて 三. 五倍の 強度 を 示し、 ハズレ ー (pasley) 少将、 グ ラバ ッ (Gravatt) 

らは 公開 演説の 討論の 席上、 ボル トラ ン ドセメ ントは 強 焼され た 新セメ ント で、 フ ロス ト または 口 ー マン セメ 

ントと は 別の ものであると 述べ ている。 

第五 章 ボルト ランド セメント 時代  二 五 
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との 承認 を 水め たが、 協八ム はこれ を 拒絶し、 その代り 「ホルト ランド セメントの 改良 者」 たる ことの 確認 を 与 

えた こと は、 まさに 当 を 得た ものと 霧え よう。 

以 k 述べ たと ころから 兑 ると、 一 七 九 六 年 ハ —力— が 口  — マ ン セメントの 特許 を 得て 以来、 ハ ズレ— 時代 ま 

で 約 五十 年間の 口  — マ ン セメント 時代 は 比較的 短命で あ つ たが、 その 間に フランスの ビ 力—、 イギリスの ハ ズ 

レ— を 始め、 その他の 学者. 研究者 • 突 業 家の 手に よって、 人工 セメント 造 法の 大 基礎が 築き上げられ たこ 

と は、 優に セメント 史を 飾る ものが ある。 この間、 ァスブ ジンの ポルト ランド セメントの^ 明 期が 始まり、 こ 

れが 次第に 晚の光 を 増して、 ついに ポルト ランド セメン ト 時代の 陽光 輝き 初む る 時代に 入 つ た ので ある。 


ボルト ランド セメ 

ント 誕生の 年 


つ たが、 この 品質が その後 供給者の 標準と な つ ている こと を 信じて いる，" 

このように、 父 ァスプ ジンの ボルト ランド セメント 発見 事情 とその 研究の 経過と はすこぶ る 不明瞭で あるが、 

ジョン ソンの それに M つて は 明瞭で、 今日 われわれが ボルト ランド セメントの 特色と して、 その 定義 中に 「半 

溶融す るまで 焼成す る」 という 原則 

が 工業 的に 実行され たの は、 まさに 

ジ ョ ン ソン に 始ま つ たと 云える。 あ 

る 論者 は、 一 八 四 四年ジ ヨンソン が 

その 研究 を 終り、 ホワイト 社が、 そ 

の 製品 を 売出した 年 を も つ て 真正 の 

ポルト ラ ン ドセメ ン トの 誕生の 年と 

すべし、 と 主張して いるの はたし か 

に 一理 ある。 ドイツの ミハ エリスが、 

ァ ス プ ジ ン の 発見 後、 信用ので きる 

ボルト ランド セメ ント となる までに 

一 一十 年 を 要した と d つてい るの は、 

まさに この ことで ある。 現に 世界の セメント 生産 国中に も、 一八 四 四 年 を 発明の ハ やとして. 「. 化 念して いるものが 

ある" このほか ジョン ソン は、 ァスプ ジンの セメントの 品質の 不均齊 を 指摘して、 .1: 已の 製品の 改良に 努力し、 

また スラリ ー 乾燥に いわゆる ジ ヨン ソ ン 乾燥 窯 を 案出す るな ど、 その 功緒 は 偉大な ものが ある。 ジ ヨン ソ ンは、 

その 死 まの 前年、 イギリス ポルトラ ンド セメント 協会に、 かれが ボル トラ ンド セメントの 真の 発明者で ある こ 
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おの 相違す る 理由 を 考えた あげく、 

そして 次の 段階に 進む ことと して、 

実に 満足すべき 戎镇を 得て、 直ち- 


然 のこと から、 焼 塊の ある 物 は 半 溶融 状の グ リンカと な 

つてし まった〕 パズレ ー 人： iki から 聞 いたと ころで は、 人 

ェ セメン トを練 つ て、 掌 上に 置く と 発熱 を 感ずる もので、 

チャタムの 試験で は、 焼成の 際で きる グ リンカ (半 溶融 

焼 塊で ネ 硝子 状の もの) はことごとく^^ててしま つ たと 

のこと である」 しかし、 私 は 試みに、 この グ リンカ を 粉 

末と なし、 練裡 したと ころ、 固まり も 遅く、 また 発熱 も 

なかった ために 更に これと 軽 焼 焼 塊の 粉末と を 混ぜて 試 

験した が、 凝結 後 直ぐに 固 結した。 しかるに 数： n 後に 至 

ると、 先の グ リンカ だけが 非常に M く S まり、 かつ 綺麗 

な 灰 e を呈 する こと を .5^ 兑 した〕 これに 人き な，： lEi:^ を 得 

セ て 大规模 の 実験に 取り かかり、 由 色 チヨ— グ£ 分、 メド 

g ゥ H 1 粘土 一  分の 調合 物 を 大量に 焼いて 粉 木と したが、 

， 石灰の 過量であった ことが 原因で 失敗し、 全部 を 廃品と 

して 近所の 横穴 の^に 打ち てた。 しかるに 数 力 月 後、 

好奇心から、 その 中から i 右- の 試料 を 採り 練 担して みた 

ところ、 驚くべき ことに は、 練 抱 も 至極 滑 かに 気持よ く 

行われ、 亀裂 も 入らず 膨張 もせず、 時と 共に 非常に 堅く 

阁結 する， J と を 発見した の である。 ， J の ような 前後 の 結 

これ は 石灰の 多過ぎた ためで、 その 中の 石灰が 消 和され たものと 考えついた。 

石灰 を 減じて、 チヨ ー グ 五分、 メ ドゥエ ー 粘土 二分の 調合 物で 試験した ところ、 

N この セメント 百 通 を 焼き、 その 一部 を フランス、 シェル ブ— ルの 政府 工場に 送 


会 を 捉え 得た かも 知れない が、 なにぶん その 内容 は 極秘と され、 他から 漏れ聞いた ところでは、 職工で さえ もァス 


プジ ンの 秘密の 薬箱に 眼 を 眩 まされて いたとの ことで、 とうてい 寄りつ く 術 もな- 
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つた。 たまたま セメント とお ぼ 

し い 資料 を 得て、 n ン ド ン に 送 

り 分析した 結果、 多量の 燐酸 石 

ン 灰 をべ re んで いるのに は 驚ろ かさ 

ブ れ たようで ある。 とにかく、 こ 

ス れを 実験す るた めに、 近所の 屠 

. 殺 場から 獣 骨 を もらい 受け、 広 

ァ 場で 焼いた が、 悪臭の ため 大変 

リ な 苦情 を 持 込まれた 上、 これと 

ゥ 粘土との 合成の セメント は、 全 

図 然 失敗に 終った。 そこで 次の 11： 

第 題 は 何で あ つ たか" 私 は 口 ー マ 

ンセメ ントの 成分と 同 一 の もの 

が、 ホルト ランド セメントの 本 

gs; であると 考えた ので ある。 ま 

た、 先輩から 口  — マ ン セメントの 価値 は、 その 中に 含まれて いる 鉄と マ ン ガンと にある こと を 教えられた ことがあ 

るが、 なるほど、 口 ー マン セメント は 特異の 色 を 保って いて、 ホルト ランド セメントに は それがない- そこで &を 

日に ついで、 ハ— ウイ ツチ 及び シヱ ッぺ ー の 石灰石と メッド ゥヱ ー 坫 土との あらゆる 割合の 調合 物 を 造り、 数 力 月 

にわたり 試験した 結果、 結局 アルミナと 石灰と がその 主要 成分ら しい ことが わかって きた、 そこで、 初めは 生石灰 

粉末と 粘土との 調合 物 を 焼成した ところ、 フ 口 スト セメントに 類似の ものが 得られた" 次に フ ロスト セメ ント と： Z 

様、 チヨ ー グと 粘土から 出発し、 チヨ— グの 分量 を 増し 強 焼した ところ、 グ リンカ は 膨张し 崩壊した。 ところが 偶 
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(第 6 図） ジョ ンソ ンのコ ンク リ— ト 住宅 


(第7 図） ァスブ ジンの セメント 工場 （ニューカッスル） 
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夷 現までに 1^- ら なか つ た。 それ故に 私 は、 「この 件 を 私に  一 せよ、 必ず 製造に 成功して.^ せる」 と S ュ n したので 

あった。 可し ろ なんら 頼るべき 当ても ない 時に、 もし なんらかの 手がかりが あれば、 ァスブ ジン 工場 を 密偵す る 機 


/  , ぬ 
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ントが 世に 知られる に 至 つ たころ、 ジ ョ ン • パ ズレ— • ホワイト 社の 支配人に 昇進し、 口  — マン セメントの 原 

料と 同様の チヨ— グと 粘土との 湿式 調合 物 を 造り、 研究に 着手した が、 後 自ら セメント 工場 を 建て、 一九 一一 

年 十一月 (大正 十三 年) 百 一才の 高 

令で 没した セメント 工業界の 大功 労 

者で ある。 一 八 八 〇 年 (明治 十三 年) 

ン イギリスの ビル ジ ン グ •  二 ュ ー ス 誌 

上に 載せた 談話 は、 当時の 事情 をつ 

• まびら かに 説明し、 興味 尽きない も 

シ. のが ある。 その 要 匕" は 次のと おりで 

ァ ある。 

図  ウィリアム. ァスプ ジン (ジ 

5 

第  ヨセフ. ァスプ ジンの 長子、 一八 一 

六 年 I 一  八 六 四 年) は、 モ ー ド • 

サン スと 提携して、 ロザ— ハイ 

スに小 工場 を 創設した が、 時に 

は 強力な セメント も 造った が、 製造 法が 科学的でなかった ために、 強度と 耐久性 (膨張 亀裂) に は 信用が 置け なか 

つた。 私 は、 一八 四 五 年 ホワイト 社の スワン ス コム 工場の 支配人に 勧め、 口— マン セメント. キ ー ンス セメント 及 

びフ 口 スト セメント を 造って いた。 この フ 口 スト 人工 セメント は チヨ ー グ 二分、 メ ッ ドゥエ ー 粘 上 一 分の 調合 物 を 

軽 焼した もので、 ーブ ッシェ ルの 重量 七. 1 -~ 八十 ホン ド 程度の ものであった。 この ころ ホルト ランド セメントの. 

さが 次第に 高まる につれ、 従業員 中には この セメントの 製造 を 希望し、 また ァス ブジ ン との 提携 も 企てられ たが 
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の 口 ン ドン、 テ j ムズ： トンネル 建設 主任の ブル ネル (鉄|,§とセメ ントとの耐1^^強サ！^5<びボンド強サを初め 

て 試験した 人) が、 一 八 二八 年 以降、 従来の 口  — マン セメントの 代りに、 ボルト ランド セメント を 採 川した こ 

とから 推察で きる- しかし、 これが 一般に 知れ わたり、 信用 を 博す るまでに かなりの 長年 月 を 要した こと は、 

セメントの 大 研究家 ハ ズレ— の 著書が 明らかに これ を 立証して いる。 

ァスプ ジンの ボルト ランド セメントの 特> 汗と ほとんど 時 を 同じく して、 イギリス 陸軍 大佐 (後の 少将) パズ 

レ ー (sir  Charles  William  Pasley. 一七 八 〇— 一八 六 一年) の 水 硬性 セメント に^する 大 研^が 始まった。 一八 二 

六 年、 時の ハ器 総監 ゥュ リントン 公の 勧めに より、 実地の 建築 方面 を 担任し、 石灰 反び セメントの 一般性 状 並 

びに 製造 法の 研究 を 始め、 失敗と 成功 を 繰 返え しつつ、 ついに 最 優良の 天然 セメントに 等しい 人工 セメントの 

製造 法に 成功し、 セメ ント^^：造の根本原則を扛ち建てたのでぁる" 一八 二八 年、 その^の 研^ 力、 收の跡 をう け 

て、 メドウ ヱ— 河の 青色 土 を 用い、 驚くべき 良質の 人工 口 ー マン セメントの 製造に 成功し、 統 いて チヨ— グ* 

粘土  . スレ— ト r.^  • フ— ラ—  • ァ —ス 等の 種々 の 原料に ついて、 精細な 試験 を 行い、 研. 光の いかなる 場へ = にお 

いても、 小 料 調合 物の 親 密かつ 均齊な 混交と その 微 粉砕と が、 ，H1:H の セメント 製造の 絶対必要 条件で ある こと 

を 確認した ので ある。 しかしながら、 かれ も 化学 知識に 乏しかった ために 原料 配合に 違算が 多く、 試験の 成 結 

も 一定し なかった。 かつ、 かれが 強 焼され た クリン 力 を 廃棄した こと は、 他の 研究家と M 様で、 後年の 人はパ 

ズレ— の 研-光 を ほして、 非科学的 または 無計画と 批評した くらいで ある。 しかし、 この セメント をコン グリ— 

ト として 建築 並びに 水中 工事に 応用して 成功 を 収め、 また その 耐火性 その他の 特質 を 強調して、 セメントの 知 

識を イギリス 以外の 植民地にまで 拡 めた 功績 は 実に 偉大で、 後に 「イギリスの ビカ ー」 と 尊称 を K 乂 けたの も 決 

して 過. 一一 一 1； ではない。 

チヤ —ルス. ジョン ソン (Isaac  Charles  Johnson. 一八 一 一 1 一九二 一年) ま、 ァ スプジ ン のポ ルト ランド セメ 


ジ ョ： 


であるが、 これが ポルト ランド セメントの 発明者 か、 または 発見者で あるか 否か を 決定す る 鍵で ある。 そして 

• 道路 用 石灰石 粉末 を 利用した 点から 見ても、 その 成分 は 区々 で、 確実な 配合 はでき なかった ことと 思われる が、 

セメント としての 成分 範囲 は 自然に 限度が あるから、 実際の 調合 割合 は、 相当に 狭い 範囲の ものであった こと 

は 間違いない。 焼成 温度 は 特許 害に あると おりと すると、 完全に 炭酸 ガス を 追い出す 理論 温度 は 摂氏 八 百度 強 

であるから、 黨. e 温度 は 摂氏 千度 以上ぐ らいと 推定され る。 しかし、 これ を もって 直ちに 弱 焼と 結論す るの は 

早計で ある。 その 理由 は、 竪 窯の 全 装 入 調合 原料 を 均齊に 焼成す る こと は 全然 不可能で、 強弱 焼 塊 は 混交し、 

したがって 強 焼 焼 塊 を 手で 選別す る こと も 可能で あるから である。 けだし、 これ は 余りにう がち 過ぎた 考え方 

で、 実際 あり 得ない こと は竪窯 焼成に 経験の ある 者から 見れば よく わかる。 要するに、 発明. 者と して どの 程度 

まで 強 焼し 得た か、 または 失敗した かの 事実 は 二次的の 問題で、 主要点 は、 いかにして 強焼グ リンカの 優良 性 

を 確認し、 計画的に これが 実際の 製造 を 意図した か 否かの 根本 問題に ある C これにつ いて ドイツの セメント 学 

者ミ ハエ リス も 疑念 を 抱き、 発明者と して 否定に 傾いて いたが、 後に 当時の ホワイト 社の 支配人 ジョン ソンと 

文通し、 なお 当時の 文献 を 調査して 真相 を 究め、 一九 〇 五 年 (明治 三十 八 年) ァスブ ジンが 真の 発：：： 个 W であると 

断定した ので あるつ 

一九二 四 年 (大正 十三 年) 十一月、 イギリス セメント 製造業 者と アメリカ セメント 協会との 連合で、 ァスプ 

ジンの 生れ 故郷で ある イギリス、 リ— ズ 市に セメント 発明 百年祭が 行われ、 その 時に 建てられた 記念碑の 銘に 

「 一 八 二 四 年 十 一月 二十 一 日、 イギリスの 特許 を 受けた ホルト ランド セメントの 発明 は、 その後 百年 間に わた 

り 製造 法と 使用法の 改良と 共に、 全世界 をして かれの 债務 者たら しめた」 と 刻んで あるの は、 まさに そのと お 

りで、 ァスプ ジンの 人類 文化に 及ぼした 功 結 は、 、水 久に讃 えられて よい ものであろう。 

ァスプ ジン は、 ゥ 1 1 グフィ ー ルドに 小 工場 を 建てた が、 その 製品 は 相当 優良であった こと は、 当時 工事中 
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末の ふかし 石灰に 変えた ものに、 粘土 を 混ぜて クリン 力に 再 焼成す る、 いわゆる 二重 焼成 (double-kilning) の 点 

にある.' 特： としての 欠点 は、 調合すべき 粘土の 分量 割合の 指定の ない ことと、 殊に 焼成 温度 を 半 溶融 点まで 

進める という 重要な 要点が， 人け ている ことに ある： しかるに、 後华 制定され た ホル トラ ンド セメントの 定義に 

は、 まさしく 石.：^ 分と 粘土 分との 比率、 半 溶融す るまでの 焼成 温度、 その他が 指定して ある。 これが 後年 ァス 

プジ ンが 真の ポルト ランド セメントの 発明者で あるか 否かが 疑問 視 された 理由で あり、 昭和の 時代に おいても、 

ポルト ラン. ド セメントの 名称に ついて 紛議が 絶えな か つ た 理由で も ある。 これにつ いて 詳説して みょう。 

まず ホル トラ ン ドセメ ント という 名称に つ いてで あるが、 先に 記した スミ— トン の 提きは 別と して、 一 般に 

信じられて いると ころで は、 ァ スプジ ンは 硬化した セメ ントの 硬さと 色 人 口 とが、 当時^ 築材 として：：^ 名な ボル 

ト ランド 嶋 産の 石灰石 に似てい ると ころから、 命名した ものである とされて いるが、 ァスプ ジンが； 5^ 産地の 石 

灰 岩 を 兄ての 命名 か、 それとも 既に 使 川され ている 石灰石 を 見ての 命名 かが 不明で ある。 工業 地 K 巾の ように 煤 

烟が 多く、 かつ 湿：： パの ある 所では 1 黒色で あろうし、 清浄な 地方の 建築物の もの は、 原色 そのままに 残って い 

る こと も. 能で ある。 このい ずれ かによ つて、 ァスプ ジンの 造った 当時の セメントの 色ん ：！ と、 问 時に 焼成 温度 

とが 推定で きる わけで、 この 点に ついて 研究家の 調査した ところでは、 ボルト ランド 嶋の 石灰岩 は 二 層から な 

り、 一層 は 1* 床と 言い、 他 „a„ "は 白 床と 呼ばれる だ微 粒の 鮞状 石灰岩で、 その 色と 粒 態と はま さに 石灰 资 砂岩 

である。 砂粒の 純 石英 砂の もの は m 色、 少しく 鉄 を 含んだ もの は 帯黄色で、 いずれにしても、 両者と も 今日の ポ 

ル トラ ンド セメントの 色に は 少しも 似て いる 点 はなく、 むしろ 生焼け 焼 塊の 帯黄色 類似の もの を 思わせる もの 

が ある。 もし 煤烟の ある 工業地帯の 石灰石から 命名され たものと すると、 今日の ような 強 焼 焼 塊であった とも 

解され る。 しかし 当時の 事情と 塞の 構造 • 焼成 技術. 粉砕 機の 性能 等から 考えて、 その 品 tu は 口  — マン セメン 

ト よりも：^ 秀な黄 灰色の 人工 セメント であ つ たという 結論が 正しい ようで ある。 次に 配合 割合と 焼成 温度の 点 
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トル サ— ル この 当時、 フランスに はビカ ー の ほかに、 ト^サ ー ル (P  L.  Treiarty サン. レジェ ー rM.  Saint  Leger) ら 

レジェ ー の 研究 及び 特許が あり、 ドイツに は、 ジョ ー ン 教授 aF.JOhn)、 フックス 教授 aN-  Fuchs) らの 研究が あり、 

世 はま さに セメント 工業の 勃興 時代に 入った。 一八 二 四 年 十月、 イギリス、 リ— ズ 市の 煉瓦 積 職人 ジ ヨセフ • 

ジ ヨセフ. ァスプ ァスプ ジン (Joseph  Aspdin. 一七 七 九 —一八 五 五 年) は、 「人造 石 製造 法の 改良」 という 標題で イギリスの 特許 を 

ジ ン 

得た。 その 内容 は 左のと おりで ある。 

人造 石 製造 法の 改良 

人造 石 製造 法ボ ル  建築物の ス タコ. 水中 工事 • 貯水 溜 • その他 特殊の 目的に 使用で きる セメント (これ をポ ルト ランド セメントと 

名付ける)、 また 人造 石 を 製造す る 改良 法 は 次のと おりで ある。 

普通 道路の 築造 または 修理に 用いられる 石灰石の 一 定量 を微 粉末に、 または 泥漿 (ス ラリ ー) に 粉^ ヌ。 も 

し 道路 舗装 用の 石灰石 粉末 を 充分に 入手で きない 時 は、 石灰石の 原石 を 用い、 もしくは 場合によって は、 石灰石 

を 焼いて 用いる。 次に 粘土 を 含む 土壤 または 粘土の 指定 量 を 採り、 これと 前述の 石灰石 粉末と に 水を^ ぜ、 人力 

または 機械 力に より、 指先で ほとんど 感触で きない 程度の 粥 状に 混和す る。 このような 操作 を 経た 調合 物 を 可^ 

盤 上に 載せ、 日光に 乾かし、 あるいは 焚火 もしくは 蒸 を 通した 烟道 上、 または その 傍らで 水分が 完全に 蒸発す 

るまで 乾燥す る。 次に、 この 乾 固した 調合 物 を 適当の 塊に 割り、 石灰窯に似た窯で炭酸ガスを.〕.^全に追ぃ出すま 

で 焼成す る。 かくして 得た 焼 塊 (7 リンカ) は、 挽 臼. 捣曰 または 口 ー ル にて 粉末と なし、 セメント または 人造 

石に 適する 形と する。 この 粉末に 適量の 水 を 加えて、 モルタルの 硬さに 練り、 普通の 用途に 供す るので ある。 

この 特^ 製造の 最も 特徴と すると ころ は、 硬質の 石灰石 を 焼いて 一旦 生石灰と なし、 これ を ふかして iMl あ 細 
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と チヨ— グ との 混合物 を 川い、 人に の 口  — マ ン セメントの 製造 を 創造した こと は 大きな 功^で ある。 

一 八 二 五年フ ロスト は、 その 特許法に より 口 ン ドンの 南方、 テ— ムズ 河南 方の スワン ス コムに セメント 工場 

を てた が、 一八 三 三年に は アメリカに：； W 化した ため、 フランシス • ホワイト-仕の 手に 移り、 一八 三 七 年ジョ 

ン . ハ ズレ— . ホワイト 父子 会社と、 フランシス • アンド • サン 会社に 分裂した。 

ホワイト 社で 製造した フロスト セメント、 すなわち 口 ー マン セメント は、 後に ホルト ランド セメントの 製造 

こ 発！ K し、 ウィリアム. ァスプ ジンと 大競争 を 演じ、 ポルト ランド セメント 時代の 初期 を 作った，" この 歴史 あ 

る 工場 は 今日 もな お 盛業 を 続けて いる。  ， 


(第 4 図） フロストの スラリ 
—ピッ ト （上）， 同 拡大 （下） 


化合物 を 若干 含んで いる 石灰石、 もしくは 苦土 質 石灰石 (マ— ル類) を 選んで 小 塊に 碎き、 石灰 窯で 全 炭酸 ガス を 

駆除す るまで 焼成す る。 

これ を 見定める に は、 窯から 試料 を 取り出し、 冷却水 を 注いでも ふけない 程度になる もの を 適度と 認める ので あ 

る。 この 焼 塊 を 機械で 粉砕し、 セメント または 人造 石 用の 素材と して 用いる。 

この 粉末 は 普通の モルタル のように 糊 状に 練る と、 数 分 後に は 指で 押しても、 抵抗 を 覚える ぐらい 硬化す るから、 

少量ず つ を 迅速に 作業す る 必要が ある。 

この 特許に は 信用で きかね る 点が あるが、 とにかく バ ー 力— の 製造 法と 大差な く、 ただ、 パ ー 力— は、 ロン 

ド ン 粘土と マ —ルとの^^合物を好適としてぃるが、 フ 口 スト は 使用可能 である 土石 類の 必要 成分 を举 示して い 

る。 しかし、 両者と も 強 焼され たグ リンカ を 役に立たぬ ものと して 廃棄して いる 点 は 同じで ある。 

要するに、 この 特許 は 目新しい もので はない が、 フロスト は、 実際の 製造に はこの 種の 天然 岩の 代りに 粘土 
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湿式 製造 法の 元祉 


ェ ドガ— 

ス 


ブ 


ジェ 1 ムス • フ 口： 

ストの ブリチ ッ シ； 

ュ セメント  一 


一 ー マン セメント 時代 

えた。 主な もの を举げ ると 左のと おりで ある。 

一、 ェ ドガ—. ドッブ ス (Edgar  Dobbs) 特許 (一八 一 一 

年) 

石灰 材料と して は、 消石灰 • 石灰石. チ ョ ー グ. 貝殼 • 

大理石 等 を 举げ、 粘土質 材料に は 粘土  • 泥土  • 頁岩 • 石 

炭殼 • 植物. 呔 • 砂 • 砂利 その他 廉価な 金属 酸化物 • 鉱 

石. ス ラグ 等 あらゆる 広範の 材料 を 举げ、 これら を 粉末 

となし、 練り固め、 乾燥 塊 を 焼成して 粉末と する 水 硬性 

セメントの 製造 法で、 後年 発達した 湿式 製造 法の 元祖で 

ある。 かれ も、 その 前後の 人と！ 1： じく 化学 知識が 乏し か 

つたた めに、 焼成 温度 を 半 溶融 点まで 上げる こと を 恐れ 

ていたが、 この 点 を 除いて は、 今日の ボルト ランド セメ 

ン ト 製造 法 の 元祖と 首 え る 。 

一一、 ジ H  — ムス. フロスト (James  Frost) 特許 (一 八 ニニ 

年) 

新 セメント 及び 人造 石 製造 法の 特許で、 その 名 を プリ 

チ ッシュ セメント (British  cement) と 名付けた。 特許 書 

の 要点 は、 次のと おりで ある。 

アルミナ または 粘土 を 全く 含まない か、 または 少しく 含み、 ほ 
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ジェ 1 ムス • パ 1 

力. I 
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一 七 九 六 年 七月、 イギリス 人、 ジヱ ー ムス. パ— 力—  0"-"  は、 次に 述べる ような 人工の 天然 セメ 

ント 、、—力 ー セメント) の 特許 を 得た。 その 色 は、 イタリア 産の 褐 赤色 ポッォ ラナ に似てい ると ころから、 

後年 これ を 口 ー マン セメント (ま §5  C3510 と 改称した。 もとより 昔の 口 ー マ 人と は、 なんら 関係 はな レ 

口 ー マン セメント は、 水中 その他の 構造 用 並びに 塗装 用 セメント、 または ポッォ ラナの 新発明と も 言うべき 

で、 製造 法 は、 粘土 球 (gdule. 結節と 言い、 石灰石の 微細 脈 を 有する 硬 塊) を 小 塊に 碎き、 普通の 石灰 窯で 

強 焼 (炭酸 ガス を 追い出す 程度) して 得た 焼 塊 を 粉末と した もので、 セメント 五 〇 分、 水 二 五分の 割で 練ォに 

空中 または 水中で 一 〇-^  二 〇 分で 固 結す る。 なお 用途に 応じて、 セメントに 石灰. 砂. 碎石 • 粘土  *假 焼 粘土 

等 を 混和す る こと も ある。 いずれの 場合に おいても、 新鮮な セメント を 用い、 水量の 少ない ほど、 モルタル は 

堅く 固まり 耐久性と なる。 

この セメント は、 急 結 性で 発熱 強く、 壁 積み その他の 用途に は 不便で あるが、 需要 は 大いに 拡 まり、 テ ー 厶 

ズ 河底の トンネル (一八 二 五 年 起工、 一八 四 三年 殘ェ) の 築造 工事に は 一八 二八 年まで 使用され、 その後 は ポル 

ト ランド セメントに 代えられた。 また 一八 三 四 年、 イギリス 国会議事堂が 全焼した 時、 この セメント を 用い、 

僅か 三 力 月で 再建され たこと も 大きな 誇りであった. - とにかく 一八 一八 年 以降 三十 年 問 は、 まさに 口 ー マン セ 

メント の 時代であった。 

一八 一 〇 年、 パ— 力— セメントの 特許 期限 到来と 共に、 この セメントの 製造 工場が 各所に 建てられ、 次いで 

新しい モルタルの 発見 も 現われ、 一八 二 四 年 ァスプ ジンの ボルト ランド セメントの 特許まで、 その 数 五つ を 数 

口  — マン セメン ト 時代 
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卜の ほかに、 半 溶融 占 ^  (シン タ—、 すなわち 溶融の 始め) まで 強 焼した セメントに ついても、 次の 結論に 到達 

している。 

セメント を ネ〕； ^融点まで 強： g した もの は、 空中. 水中の いずれに 用いても、 緩慢に 凝結し、 続いて 硬化す る。 し 

かし、 その 時間 は 区々 である」 ある もの は 長期に わたっても、 なお 固 結し ない もの も あり、 ある もの は 数 時間で 凝 

^を 終る もの も ある。 もし：^ 期間の 観察 だけなら ば、 並 = 通に 焼かれた 焼き 不足の セメントの 硬さ は、 強 焼の ものと 

じで ある ことが 認められる。 もし 観察 を この 時期で 止める と、 強 焼 セメント を粉& する 方が 15 価と なる だけ 不利 

という 判断が 下される が、 これ を 一 力 月 以上の 長期に わたり 観察す ると、 強 焼 セメント は、 焼き 不足の ものよりも 

お 常な 硬度に 達し、 堅 硬な 石灰石と 同様と なること がわ かる" 分析の 結果に よると、 固 結の 早 さは、 シリカと アル 

ミナの 量の 比率に 関係し、 シリカが 多くなる ほど 緩 結 性と なる。 

このほか、 ビ 力— は、 二 七 ~三〇 り t 以上の 粘土 を 含む 石灰石 を 強 焼す ると、 一種の 天然 セメント を^ じる が、 

これ はま さしく イギリスの 口 —マン セメントと じ ものである こと を 指摘し、 また 人工 ボッ才 ラナ を 造る のに 

好適な 石. 吹赏粘 4.; の 成分と 煆焼 温度 を 指示し、 その他 各種 石灰 及び セメント に対する 海水 作用の 研究、 室内 試 

突に 硫酸 マ グ ネ シ ァ 溶液 の 応用 等、 今日の ホルト ランド セメント の 製造 並び に 試験法 の 濫船 ともい う ベ き 偉大 

な 研究 を 多 マ 発表して い る。 


オランダ 科学院の 

懸賞論文 
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硬性 を 発揮 するとい う 意見が 確説と な つ た。 これと 同時に 人工 ポッ才 ラナの 研究が 盛んと なり、 各種の ものが 

試験され、 これ を 海中べ トンに 応用して、 優秀な 成績 を 挙げる ものが 少なくなかった。 一八 三 〇 年、 オランダ 

科学院 は 次の 懸赏 論文 を 募集した。 

水中で 硬化す る セメントの 特性 はいかなる もので あるか。 その 主要 成分 は 何もので あるか。 また 硬化 中に 起る 化 

学 的 結合 は い かなる もので あるか。 

ドイツの ジョ— ン， フックス は、 二 力 月 目に 論文 を 提出して 金 賞牌 を 受領した が、 その 意兑 によると、 水哽 

性 石灰の 固 結 は、 結局 シリカと 石灰との 反応に 帰す る。 すなわち 煆焼 により、 石灰の 一部 は 苛性 石灰と なり、 

シリカと 反応して、 酸に 容易に 溶解す る 化合物 を 作り、 他の 一部 は 遊離 石灰と して 残存す る。 そして モルタル 

として 用いられた 時、 水の 存在に おいて、 遊離 石灰 は 前：^ の 化合物と 作用して、 堅い 石の ように 固 結す る珪酸 

化ん II 物 を 作る と いうので ある。 

このような 時代に、 フランスに 偉大な 土木 家が 現われた。 名 を ルイ • ジ ヨセフ • ビカ ー (Louis  Joseph  Vicat. 

一七 八 六 ー 一 八 六 一年) と 呼び、 今日な お 業界の 大 偉人と して 尊敬の 的と なって いる 人で ある" 多作の 著述家で 

あるが、 中に も 石灰 • ベ トン • モルタル に関する 実験 並びに 理論 は 最も 有名な もので、 一 八 一 八 年の 著書 中に 

は 次の 重要な 発表が ある。 

粘土 を 単独に 煆 焼し、 これと 通の 石灰と. 混じた もの も、 両者 を；^ 合して 焼いた もの も、 新しい 性質 を 有する 新 

化成 物ので きる こと は、 両者 同じで ある こと を 人 は 35 じない。 

この 発表 は、 専門家 間に 大 セン セ ー シ ヨン を 喚び 起し、 土木 研究所 • 大学 老 教授 等 は、 ー齊 にこの 若 冠 技術 

者の 試験 結果に ついて 検討 を 始めた。 

ビカ— の 研究 範囲 はすこぶ る 広大であった ばかりでなく、 いずれも 深遠の ものであった。 前述の 合成 セメン 
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た ホルト ランド 石 (イギリス 南部の ポ- 

ルトラ  ンド島 産の 黄 灰色 鲕状 石灰岩) 

と问じ 硬さで、 かつ 耐久性の ある ポッ 

才 ラナ セメン トを 造りうる こと を 明言 

している の は、 セメントに ポルト ラン 

ド とい う 名前 を 結び つ け た 最初 の もの 

である ちなみに スミ— トンの 水 硬性 

石灰の 発明 は、 一七 五六 年と なって い 

る 0  p^^^ 一，. 

この 時代の セメント に関する 化学 知 

識は、 まだ 幼稚な もので、 バリ.. ト— ルも， 石灰 は 混合 材 中の 塩類から 炭酸 ガス その他の 物 を 吸 取 

さに 還え ると 漠然と 考えて いたよう である。 ス ミ 

ると して、 次のように 言って いる。 


水 硬性 石灰の 硬化 

の 理由 


あ 

兀の硬 

ンも、 水 硬性 石灰の 硬化の 化学的 作用の 理由が 不明で あ 


何故に 粘土 を 含んだ 石灰石から 水 硬性 セメントが できる かとい う 理由 は、 まさに 化学者の 研究す ベ き問题 である。 

純粋の 生石灰に 粘土 を 混じても、 水中で は 固まらない。 しかし、 この 水 硬性 石灰に は、 谏 瓦の 細 末 を 任意の 分量で 

じても、 一向に 差支えな いのは 何故で あるか。 これ は 全体の 組織 を粗鬆 にして、 容易に 水分 を 吸収させる と 同時 

に、 また 煉瓦の 鉄分が 何 か 作用す るので はなかろう か。 

この 推定に 端緒 を 得て、 大学教授 • 専門化 学者、 その他が 石灰の 水 硬性と 鉄分との 関係に ついて 研究 を 始め 

た。 中には マンガン 有効 説 等の 謬説 もあった が、 結局 石 石 中の 粘土 分が 瑕 焼され て 可溶性の ものと なり、 水 


(第 Ma) ジ ヨーン • ス ミート ン に172~1  —  47 リ 2 年;) 


ェジ スト ー ン燈台 


を 発見し、 ここにお いて、 二 千年間 伝 

わ つ た カト— の 原則 は 根本から 覆え さ 

れた。 

当時 スミ— トン は、 石灰石 中の 粘土 

分 は 3/14?  1/17 までの 範囲なら ば、 水 硬 

性 石灰が できる こと を 指示し、 ェ ジス 

ト— ン 灯明 台 用に は、 ゥォ チェ ット産 

の 石灰石 を 用い、 これ は イタリア 産の 

ボッ才 ラナ を 混じて、 使用 個所に 芯 じ、 

種々 に 配合 割合 を 変えて いた。 - その 品 

質 は その後 数十 年間、 これ 以上の 良好 

の ボッ才 ラナ セメン ト はでき なか つ た 

と 云われる くらい 優良の ものであった。 〔たとえば、 引 張り 強サ は、 材齢 十一 日で 三 四. 九 psi 程度、 (Psi  =  lb/in2 

の 略)〕、 この 灯明 台 は、 高さ 七十 ニ呎 であった のが、 一八 八 二 年 (明治 十五 年) に 一三 三呎の 高さに 改造され 

て、 今日な ぉ屹 然として 海中に 變ぇ、 ドイツの ミハ エリス は、 「スミ ー トンの 建てた ェジ スト ー ンの 灯明 台 は- 

実に 全世界 人類の 前途 を 照す ばかりでなく、 科学的に 見れば、 まさに 既往 二 千年間の 閽を 破って 現われた 大灯 

明 台で あり、 水 硬性 モルタルの 知識 を 建設した 基礎で あり、 その 出発点 を 標示す る. お 念 碑で あり、 また 新式 建 

築 術の 大黒柱で ある」 と 激賞して いるく らい、 見事に 工事が 完成され たので ある。 なお スミ— トン は、 プリマ 

ウス 付近で、 イタリア 産に 代る ような 優良な 火山灰 を 発見し、 これなら ば 当時 貴重な 建築 村と して 知られて い 
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水 硬性 石灰の 究見  六 

f:?  二 章 水 硬性 石灰の 発見 

前述した 諸 文献から して 直ちに 感知され る こと は、 既往の 水 硬性 セメントの 研 光が、 その 成分 中の 酸基で あ 

る ホッォ ラナ、 假焼 粘土 類に 主力 を尽 し、 他の 成分の 大宗で ある 塩基、 すなわち 石灰に 関する 研究の 無な 点 

にある" この 埋由 として は、 紀-兀 前 カト— が 指-小した 「セメントに 用いる：；^ 良の 石灰 は、 純白 • 最^  .E. 取 重の 

石灰石 を 焼いて 得られる」 という 原則 を 金科玉条 として、 二 千年間に わたり 堅く 信じて いたからで、 この こと 

が 水 硬性 セメントの 発達 を大 い に 阻害 したので ある "今日の ホルト ランド セメントの 出発点 を 築き上げた 水. 映 

性 セメントの 大 発見 家 ジョ— ン • スミ— トン さえ も、 S 初 はこれ を！：：！ 5 奉して いたが、 放，^ 汁な 研 光に よりそ 

の 誤認 を 発見し、 ついに 正しい 結論に 到達した 事実 は、 今日から：： 几れば、 さほど 驚く に 足る 大発 兌と は. 一"！ I えな 

いが、 とにかく 二 千年間の 誤解 を 一挙に 打破した 功緒 は、 実に 偉大な ものと まわなければ ならない。 

一七 五 五 年 十二月、 イギリス、 プリマス のい M 方 海上 二十 ニ扦 にある、 ェジ スト— ン岩碰 に 建てられた 木造 灯 

明 台が 焼^した ため、 一 七 五六 年 土木 家 ジョ— ン • スミ— トン (John  Smeaton. 一  七 二 四— 一 七 九 二 年) にこれ が 

再建 を 命じられ、 今度 は 石造と する ことと なった" これに 用いる モルタル は 海水で 練っても 差支えな く、 その 

上 永久に 海水の 作用に 耐える 性質 を 要する 点から、 スミ— トン は、 最初 は 白色、 堅 硬の 石灰石から？，^ た 石灰 二 

と ホッォ ラナ または トラス 一 の 割べ 口の モルタル を 川い る ことと した- かくして 現場で あらゆる 石灰の 使用 実 結 

を 研 先した 結果、 石灰石の 色と 堅さと は 石灰の 品質に 関係な く、 当時、 最良と されて いた プリマ ウス 大理石 か 

らも、 チヨ— グか らも 同 品質の 石灰が でき、 また 軟質の アバ— ソ— 石灰石から 水中 工事 用の すこぶる 優秀な 石 

灰が 得られる ことが わかった- しかも 粘土 を 含んだ 不純な 石灰石 は、 焼成 後 は 多少と も 皆 水 硬性 を 有する こと 


る ことができ ると 書いた 記録が ある。 これから 見る と、 イタリアに 比べて その 進歩が 遅れて いた ことが わ 力る 
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一な 卜：；： if から 十八^ 紀 時代までの セメント  四 

六 九 八— 一 七 六 一年) の Architecture  hydraulique  (一  七三 七 年) が ある。 そして：！： 人の 執筆した La  Science  cks 

higenieurs  (一七：： 九 年) にも、 取 良質の 石灰 は 最良の 大理石から 得られ、 チ ョ — グ より は：^取劣^3!の も の が で き 

ると 述べ 、 また 湿潤 かつ 陰 所の 採お 場からの 石灰石 は、 野 ざら しして 乾いた ものよりも， MtM な 石灰が できる こ 

と を 指摘して いる： 史に 石灰 黨に 水蒸気の 存在 は 炭酸 ガスの 駆除 を 容易に する から、 著しく 湿った 石灰石の 利 

用 を 勧めて いる 点 は 注目に 値する。 添 和 物と しての セメントに は、 ボッ才 ラナ. 煉瓦 粉末 • トラス を 指定し、 

ボッォ ラナの 説明に は、 「これ は 地 卜で 焼かれた 凝灰岩に ほかなら ない。 生 粘度と .i^- 石灰と を；^ じても、 少し 

も^べ：： 性 を 発^ しないが、 煆焼粘 k 粉末 (いわゆる 煉瓦 扮末) は ボッォ ラナと 问じ 優秀な 効 5；4 を现 わす」 と 身 

いている。 - この 瑕 焼 粘土 を 良質の 水 •； ^性 混合 材と 認めた こと は、 おそらく この 書が 最初であろう.' しかし、 ト 

ラスに 関して は、 S 初に 煆 焼すべし としてい る。 なお 煉瓦 粉末に は、 铸鉄 製造の ス ラグの；^ へ = を勸 め、 その他 

の金厲 酸化物の 利用 を 提言し、 石灰石の 活用 を 説いて いるが、 中で も 堅 硬な 青色 石灰石の 利 川 を 報告して いる 

こと は、 水. 做 性 石灰の 前提と も 言えよう。 その他 砂の 選択、 ベ トン 配合 (たとえば、 ボッォ ラナ または トラス 

十二、 砂 六、 生石灰 九で モルタル を 造り、 これに 卵 人の 碎石 または 砂利 十三 を；^ じ、 ほかに 粉末 ス ラグ または 

锻造 場の 燃 i& を 加えて よく 練り；^ ぜる) とその 取扱 方法 を 注意し、 これ をッ— ロン 港に 川い、 成功した こと を 

お述 している。 この 著お n 以後の ものに は、 ボッォ ラナの 研 先に する ものが 多く、 水 硬性？^ 合材 がいかに 味 

を ひいて いたかが わかる。 殊に スェ— デ ン の 技術者 バ ッゲ が、 入； I； ボッ才 ラナ を も つ て 天然 品の 代用 を 試み、 

また 同国 ウェス ネボル グ 産の 硬質 黒色 頁岩 を 焼いて 粉末と なし、 石灰に；^ じ、 水 硬性 結合 材を 作る こと を その 

著書 (一七 七 八 年 以前の 発行) に 述べて いる こと も U 新ら しい 記事で ある。 トラスの 本場で ある ドイツで も、 一 

三 三 四 年 以前に はま だ トラ スが利 W されて いなか つ た；：^』 拠が あるが、 その後 とても：：？ 地 的に^ いられて いたら 

しい。 そして セメントに は、 つき 碎 いた 煉瓦 粉末 を 川い、 これと 石灰と を；^ ぜれ ば、 良！^ の 水中 モルタル を 造 


ブ テ ォ ラ ナ： 


ブ 


ニァス 


第 


レ 

1 章 


しかし、 この 当時に はま だ 水 ぼ-性 石灰 は 知られて いなかった らしく、 水中 工事に は 砂の 代りに ボッォ ラナ を 

sp、， 'ていた。 ビト ルビ ウス は、 バ イエ ー 及び グメ— 地方 産の ポッ才 ラナ を ブテ才 ラナ (puteolana) と 呼び、 石灰 

と 混 ずれば、 水中で 良く 固まる 強 結合 性の モルタル を 作る こと を 指示し、 また 煉瓦 屑の 微 粉末 は、 ボッォ ラナ 

と 類似の 性質 を 有する から 砂の 三分の 一 を これで 代 用 する 処方 を-" 小し、 なお 鋒物ス ラグの 微 粉末 を 砂に 代用す 

れば、 一対 三 モルタル は、 一層 良好と なること を 述べて いる" 第 十二 章に は、 石灰 一対 ボッ才 ラナ 二の 配合 を 

指示し、 第 七卷に は、 舗道 • 道路. スタコ • コンク リ— ト 天井. 地下室 及び 中空壁 等の 構造 を 論じ、 生石灰の 

ふかし 方 を 最善に する ことが、 スタコ の 疱痕を 防ぐ に 最も 大切な こと を 述べて いる •」 この 著述 以後、 紀元 一八 

一四 年 フランス 人、 ルイ. ビカ— の 「建築 石灰. ベ トン. モルタル」 に関する 著述の 出る まで、 この 書 は 約 千 

八 百年 閒、 最大 権威 ある 唯一 の 教科書と して 各国 語に 翻訳 累 版され、 イギリス でも、 一 八 六 〇 年に 更に 印刷 さ 

れ ている くらい、 実に 驚歎すべき 内容の 充実した 著述で ある" この 書に 続いて、 今日 知られて いるものに ブリ 

ニァス (caius  Plinius  secundus) の Naturalis  Historia が ある- かれは、 西暦 七十 九 年、 ベ スビ ウス 山 喚 火の 際 Si 

険を 試み、 降 灰の ため 三十 六歲を もって 非業な 最後 をと げたが、 本書 は 七十 七 年に 出版され、 第三 章に 石灰. 

砂 . ポッォ ラナ 及び モルタル を 論じて いるが、 大体 ビト ルビ ウスの 著書の 再説で ある。 その後 約 千 二百 年間 は 

モルタル 工学の 新 知識の 発達 を 伝える 記録 は 皆無で、 続く 五 百年 間 も ほぼ 同様で、 いずれも ビト ルビ ウスの 

教訓 を 信条と した ものである。 イタリア 人、 アンド レア、 パラ ジ才 (Andrea  Palladio 一  五 七 〇 年) の 建築 書に も、 

最白. 最堅. 最 重の 石灰石から 最良の 生石灰が 得られ、 これ を ふかした 後長く 熟 化して、 使用の 際史 によく 粉 

砕し、 砂と 混ず る 消 和 法 を 述べ ている。 そして バ ジナ (padina) で 発見され た 水. 碑 性 石灰石の こと を 記述し、 これ 

からでき た 石灰 は 直ちに 硬化し、 水屮 または 気象 作用に さらされる 工事に 好適な こと を 述べ ている こと は、 注 

目すべき 点で ある。 それ 以後に 現われた 有名な 書物に、 フランス 人、 ベリ ド— ル (Bernard  Forest  de  Belidor 一 
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.V 卜： li: から 十ん^ fc 時代までの セメント  一一 

つたし すべて 気 硬性 石灰に 特殊の 水 硬性 混 <5ii 村、 殊に ホッォ ラナ (一種の 凝灰岩の 分解 物) を？^ じて、 水中 ェ|!^ 

に 供した ものが 水 硬性 石-吠の 始まりで ある- ドイツ 贵；^ ヒラ— がー 八 九 五 年 (明治 二十 八 年) から 一 九 〇 二 年 

(明治 三十 五 年) にわたり、 テラ 岛 (ギリシア、 サイ クラ— ド 群島の 口. 取 南東 部に ある 島で、 サン トリン. i? もこ こ 

にある) で 発掘した 水 鉢 は 紀元前 七 百年 ごろに 作られた もので、 ドイツ、 ベルリン、 ダレ— ムの村 料 試験 所で 

分析の 結果、 炭酸 石灰 四 三 ％、 海砂 四 七 i 气 サン トリン . ァ— ス r 主要 産地た る サン トリン 火山の 名に 因んだ 

有名な 水 硬性 混合 材) 一 〇％ で、 この ァ— ス 中の 可溶性 珪酸 は、 ドイツの トラス (Trass. オランダ 語の Tyrass. 

すなわち 粉末 状の 結ん 口村の 意味；) よりも 遙 かに 多量に 含まれて いる ことが わかった。 ァ— スの 混合 量の 少な 

いこと は、 沙 としてで はなく、 水-硬性？ ffisxn 村と して 特に 加えた ものである こと は 疑いがない： ただ、 石-: T かこ 

と ごとくお 酸 塩化して いる こと は、 一 はでき た 珠； 酸 石灰 塩が、 炭酸 ガスの ために 分解して 酸 を 分離し、 炭酸 

化した ものである： 石灰 及び セメント に関する 專門 著書と して は、 力 ト，—  (Marcus  Porcius  cat? 紀. 兀前 二三 

—  二 四 九 年) の Dc  rc  rustica が 〔-取 も 古い ものと して 知られて いる。 害 中の 第 十五、 十六、 三十 八 章に は、 石灰 

窯の 形状 を 論じ、 最良の 石灰 は、 白色 • 堅 硬 • 最 重の 石灰石から 得られる こと を 述べ、 モルタル 配合 は、 生 石 

灰 一対 砂 二 を 勧めて いる： その 内容から 見る と、 当時 は、 まだ ボッ才 ラナの 使用が 知られて いなかつ たようで 

ある。 この 書に 次いで、 ビト ルビ ウス (Marcus  Vitruvius  Pollio. 紀元前 二  raj 同 後一 四 年、 垂. 二 天皇 寺 代) の 著書 

Dc  architcctura  (建築 論) は、 その後、 千 数百 年間 比類の なかった 著述と して：^ 名な ものである： ビ トル ピウ 

スは、 口  — マの 建築 及び 機械 技術者で、 本書 は 十 巻に 分れ、 時の 皇帝 ォ— ガス タスに 献卜： している。 第二 巻 は 

構築 材料 編で、 第 四 章に 砂、 第五 章に 石灰、 第 六 章に ホッ才 ラナ、 第 八 章に 壁 体 構造 を 論じ、 スタコ 村 料と し 

て モルタル 配合 一対 三 を 推奨し、 砂 は 清浄な 山 砂 を 可とし、 海砂 • 河 砂で あれば 一対 二の 富 配合 を 指定して い 

る 0 
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古：^^：から十八世紀時代まての セメント 


石灰 窯の 発逑 


人類が 安住の 居所 を 定め、 都邑 を 形成した 遠い昔から 近代に 至る までの セメント 発達 史は、 一面から 25- れば、 

正しく 人類 文化 発達の 歴史と も 云えよう。 セメントの 主成分と して は、 塩基 は 石灰で あり、 酸基 は 珪酸塩 (粘 

土、) である 以上、 いつの 時代から モルタル 結合 材に 石灰 及び 粘土  (火山灰 類) を 使い 始め たかを 知る こと は、 

興味 ある 問題で ある。 

古文書の 伝える ところに よると、 これ は 遊牧の 民が 流転の 先々 で、 石灰石の 竈 を 築き、 生活 を 営んだ ことに 

端 を 発し、 この 小石 灰黨は 雨露に 会って、 表面が 消 和 (ふかし) 石灰と なり、 これが 時と 共に 硬化す る ことに 

端緒 を 得て、 本式の 石灰 § ^一が 発達し、 石灰 モルタルが 広く 建築に 用いられ るに 至った と 伝えられ ている" その 

証拠と して は、 小アジア または キリシ ァの 石灰石 産地に おいて、 上古の 発達の 跡が 見られる ことから も 判断で 

きる。 エジプト 人が 西暦 紀元 三千 六 百年 前に、 ピラミッドの 建築に 石膏と 石灰と を 素材と して 用いた 事実、 旧 

約 聖書の モ— ゼ (紀元前 一四 五一 年 没) 第五の 書中に ある 石灰 を 使用した 記事 や、 ソロモンの 治世 前に、 エルザ 

レムで 石灰 漆 八 J の 水 鉢 を 作った こと や、 また イタリア 人、 ヒト ルビ ウスの 著書 中に ある クレ ザス、 マウ ソロス、 

アツ グ ロスの 宮殿 建築に 漆喰 を 用いた 記事 等、 数々 の 伝説が ある-」 しかし これら は、 すべて 気 硬性 (空気 中に 

おいての み 固まる もの) の もので、 最も 興味 ある 水 硬性 (水中で 固まる もの) の モルタル ではない。 昔、 口 ー マ 

人が 粘土 を 含んだ 不純の 石灰石 を 焼いて、 水 硬性 石灰 を 造った という 記録 は あるが、 これ は 実用と はなら なか 
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第 九 章 商標 及び 宣伝 刊行物 

第二 部 組 織. 資 本人 

第一章 定 款 

第二 章 資本金 及び 株 主 (出資 社員) 

第三 章 役 員 

第 四 章 業務 規程 蘇 則) 

第五 章 従 業 員 及び 労務 管 理 

第三 部 業績 分析 

第一章 概 説 

第二 章 業績 分析 

第三 章 業績 概観 

年 譜 

統計 諸 表 


第 八 期 ，：： 巾^ 済の 役 IS  (昭 和 二十 五 年 以降) 

序章 概 説 

第一章 統制の 撤廃 

第二 章 生産 設 術の 整備と 増設 

第三 章 子会社の 設立 及び 関連 事業への 投資 

第 四 章 朝鮮 動乱と セメント 界 への 影響 

編 事業 場. 組 織 .資 本. 尺 及び 業績  , 

第 一 部 本社. 研究所 土 場 • 営業所. 特約 販売店. 商標 及び 宣伝 刊行 

第一章 本社 事務所 

第二 章 研究所 並びに 「アサノ セメント」 の 品質 

第 三 章 セメント 工場 

第 四 章 原料 採掘 場 

第五 章スレ —卜 工場  • 

第 六 章 その他の 事業 場 

第 七 章 営業所 

第 八 章 特約 販売店 


第二 章 資材 難  - 

第三 章 川 崎 工場の 分離 

第 六 期 太平洋戦争 時代 (昭和 十六 年 ~  二十 年) 

—— セメント 統制 会期 —— 

序章 概 説 

第一章 セメント 統制 会の 活動 

第二 章 戦時下の 操業 

第三 章 南方 諸 地域へ 進出 

第 四 章 国営 士別 セメント 工場の 委任 経営 

第五 章 大阪 石綿 工業 株式会社の 合併 

第 七 期 戦後の 苦難 (昭和 二十 一年 ~ 二十 四 年)  I 
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凡  例 

一、 本史 は、 .：：^ 編屮に = 本の セメント 工業 史を、 本 編に 当社の 沿革 を 縦断 的に 述べ、 各 編に おいて 各 寧 業 場 • 原料. 

品贤 . 特約店 その他に つ い て 横断 的に 記述した ために、 諸 所に 記述の 重複 を 免れ 得な か つ た。 

一、 ，務 関係 項目の 原稿 は、 専門 委員が 分担 執筆した ので、 文体の 統一 は 期した が、 多少の 相違 は 免れ 5^ なかった。 

一、 人名 は、 一般 歴史 書の 記述に 倣い、 敬称 をせ 略した。 

一、 年号 は、 わが国の 元号 以外、 必要に応じて 西暦 及び 満州 暦 を 用いた。 ただし、 満州 は 満州国 政府 文書の 写に 哏 

定し、 他 は 日本 暦に よ つ た。 

一、 各種 資料 及び 統計 は、 七十 周年 記念日 (昭和 二十 八 年 三月) を もって 区切った。 ただし、 定款 • 諸 規程 は 最近の 

もの を、 ，ゃ譜 に は、 二十 八 年 三月 以降 三十 年 七月までの 主要 事項 を 補遺と して 収録した。 

ハ巾度 は、 、王と して 暦年 を 用いた が、 官庁 年度 • セメント 聯合 会 年度 • 決算期 年度に よった ものが ある。 

一、 海外 事業 場 関係 資料 は、 戦時中の もの は甚 しく 不備で あり、 敗戦 当時の もの は引揚 従業員が かろうじて 持ち帰つ 

た 断片的な もの 及び 回想録 を 充てた ので、 精粗 区々 である。 

一、 諸外国の 国号 は 慣用に よった。 支那 は 地域 を 表わす 場合に 限って 用いた。 

一、 市町村 名 中、 改称され たもの は、 改称 後の 名称に よった。 

一 、 諸 設備 . 機械 • 器具の 用 宇 • 用語 は 慣用に よ つ た。 

一、 度 El^i 衡 表示 は、 メ ー トル 法 及び メ  — トル 法 換算 値 併記に よった。 

一、 K ゆい： •  ^その他 セメント 工業 固有の 名詞 は、 旧慣に よった。 

昭和 三十 年 A 月  編者 請す 


深 川 及び 西 多 摩 工場の 水墨画 は、 宮 永岳彥 画伯の 麗攀 を、 口絵 及び 卷 中の 各種 

写真 は 竹 田 正 雄 氏の 技術 を £ 《わした。 ここに 誌して 深^の 謝意 を 棒げ る。 

印刷に 坐り、 用紙に は 三菱 製紙 株式会社 中 川 工場の 特漉 真珠 アル トン 紙 を 選 

び、 凸版印刷 株式会社 板 橋 工場の 献身的 努力に よって 極めて 短時日の 間に 完成 

する こと を 得た。 併 わせて 謝意 を 表したい。 

昭和 三十 年 八月 

常務取締役 江上  忠次 


たもの 二、 三に.^ * ら なかった の は 望外の 喜びで ある。 特に 明治 朋、 大正 初期の 

各稀资 料の 投供、 回顧録 執筆に ついては、 先輩 • 顧 客 • 特約店の 御 志に よつ 

たもの が 多い。 

記述の 休：^ は、 読者の 利便に 留意し、 各 頁 最上 段に 小 見出 を^け て、 ド掲記 

事との 述をー ^1£小然 たらしめ、 また 業績の 諸 グラフに は、 nu 幅の 余 rtl を 付 

して 記事との 併 S の 1^ を 図り、 巻末に は 年譜 (三十 年 七月まで を 含む) 及び 索 

引 を 添えて、 本文 • 諸 表 • 図表 • 写真の 検出 を 容易に した。 

本書の 編纂に 当り、 目次 編成に は 文学博士 故 幸 田 成 友 氏 • 東京大学 教授 経済 

学 博士 土 屋喬雄 氏 • 東京大学 教授 川 崎 庸之氏 • 東京大学 史料 編 募 所員 遠山 茂樹 

氏の 御 導 を、 用字 • 文体 • かなづかい は 文部省 調査 局 国語 課の 廣田榮 太郞氏 

の 御校閱 を、 資料 収集に は 文部 翁 史料館の 遠 藤武氏 • 富士 銀行 資料 保存 室長 吉 

村 一郎 氏 • 東洋 経済 新報 社. 先輩 諸氏 • 特約店の 御協力 を 得た。 なお 見返しの 


長 を 地方 協力 委員、 本社 課長 級 を 専門 委員と し、 特に 社史 編 募 室 を 設ける 等、 

全社 総掛 りの 態勢 を 布いた。 

原稿の 完成 は、 当初 一力 年の 目標 を もって 擎を 執った が、 日常 業務との 競合 

審査に よる 修正、 資料の 再調、 ひいては 目次の 追加 等 相次ぎ、 七十 周年 記念日 

を 迎えても 稿 半に 達せず、 ついに 二 力 年 を 費して 二十 九 年末 漸く 脱稿す る こと 

を 得た。 記念出版 として は 六菖十 菊の 感が あるが、 大方 諸賢の 寛恕 を 乞う 次第 

である。 

原稿 は、 おおむね 当用漢字、 新 かなづかい による 口語体と したが、 特に 用字 

文体の 正確 を 期す るた め、 専門家の 校閲 を 仰いだ。 

資料 は、 会社の 内外 全般に わたって 収集した が、 戦災 並びに 敗戦の ため、 散 

逸 あるいは 焼失した ものが きくない ので 万全 を 期し 得な か つ たの は 遺憾で ある。 

しかしながら、 他方、 沿革 史には 脱漏した 資料に ついて、 今 II 新たに 入手し 得 
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ら见 て、 これ を 一 括して 《日本の セメント 及び セメント 工業》 とし、 更に 《欧 

米 セメント 工業 発達 史》 を 加えて、 七十 年史の 巻頭に 置き 序 編と した。 

当社の 歴史 は、 これ を 本 編と 各 編に 分ち、 各 編 は 更に これ を 三つの 観点に 従 

つ て 分類した。 

本 Is こおいて は、 先の 沿革 史に 該当する 期間 はおお むね これ を 要約して 載せ 

これ こぶ t  く^き 及び 戰 後の 事績 はでき うる 限りの 資料 を 収録した。 名 編 第  一 

は、 外の 事業 場の 沿革の ほか、 新たに 品質 • 原料 • 特約店 • スレ —ト 工場 を 

加えた。 第二 部 は、 組織 • 資本 • 役員 • 従業員、 特に 労務管理 について 詳述し 

た。 第三 部 は、 合資会社 以来 五十 五 力 年に わたる 業績の 詳細な 分析 を 行い、 わ 

が 国 経済の 消長と セメ ント 工業 盛衰との 関連 を 明らかにした。 

編纂の 推進 1^ 体た る 編 募 委員会 は、 昭和 二十 七 年 三月 十日 (第 六十 九 回 記念 

日) を もって 発足、 社長. 各 常務 • 各 部長 及び 研究所 長 を 中央 委員、 事業 場所 


編纂の ことば 

本書 は、 当社 七十 年の 歴史が、 わが国 セメント 工業の 歴史に 通ず ると いう 観 

点に 立って、 編 募した ものである。 

先の 「淺野 セメント 沿革 史」 は、 たまたま 日華 事変 中に 稿 を 起した ため、 ェ 

場 設備 • 統計 • 写真 • 図表 等の 取材に 甚 しい 制約 を 蒙った 上、 ，HI らの 取材 視野 

も 狭き に 失して、 社業の 全容 を 伝え 得なかった 憾が ある。 

本書 の 編纂 に 当って は、 この 点に 深く 省み、 セメント 工業の 全容に わたって 

取材し、 原料 採掘 法の 発達、 製造 技術の 進歩、 品質の，： 1： 上、 労働の 特徴、 容器 

の 改善、 市場 • 販売機 構 及び 価格の 推移、 原価の 構成 等の 史的 分析 を 行い、 わ 

が 国 セメント 工業の 発達 過程 を 探って、 今日 世界の 第一流に 位する 所以 を 明ら 

かにした。 かつ、 これらの 項目が、 わが国 セメント 会社の 全般に 共通す る 点か 
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昭和 二十 八 年 三月 十日 


日本 セメン ト 株式会社 

取締役 社長 
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に倾 かんとす る 危局に 臨んだ が、 会社 内外 協心 戮カ この 窮境に 耐え、 よくこれ 

を 克服し、 朝鮮 事変 後の 好況に 善処して、 往年の 盛名 を 辱し めぬ 社業の 隆昌 を 

もたらし $ た。 

今や、 当社の 事業 場 は 全国に 遍く、 製品 は 遠く 海外に も 及び、 能力、 品赏、 

菜 績俱に 業界の 最 優位に あるが、 いずれも 先人 及び 従業員の 克苦 勉励、 株主 並 

び に 顧 客 の ら ぬ 支 援 の 精 華 な ら ざ る は な い。 

ここに、 七十 周年の 盛事 を 迎える に 当って、 記念 事業と して、 先の 沿革 史の 

不備 を 補い、 これに 戦時 及び 戦後の 事績 を 加えて、 七十 年史を 編纂した。 

卷 頭に、 基幹産業 として 世界に 屈指の 地位 を 占める わが国 セメント 工業の 八 

十 年の 足跡 を 記して 特に 序 編と し、 本 編と 共に 汎く 従業員 並びに 江湖の 諸賢に 

頒ち、 共に 先人の 鴻業を び、 社運 隆替の 事績 を顕ら かにす る こと はまこと に 

立 を たる ものと 信じ、 ここに 本書 を 発刊す る ものである。 
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明治 十六 年、 初代 淺野 總ー郞 翁が 官営 セメント 工場 を 継承して、 淺野 工場 を 

興してから 本年 は 七十 周年に 当る。 

わが国に おける セメント 工業の 先駆者と して 発足した 当社の 経歴 は、 いわば 

日本の セメント 工業の 歴史で あり、 同時に 日本の 産業 史の 縮図で も ある。 この 

故に、 当社 は 昭和 十五 年 「淺野 セメント 沿革 史」 を 上梓して、 創業 以来 ほぼ 六 

十 年間の 社業 を 公に した。 昨 あたかも 戦 時 色 漸く 濃く、 叙述に 委曲 を尽 しつ やず 

功 を 他日に 期す ると ころが あ つ た。 

日華 事変 • 太平洋戦争 • 敗戦に 続く 戦後の 苦難 を 通じ、 わが国 は 未曾有の 国 

難 を 経験し、 業界 もまた 空前の 難局に 沈淪 した。 特に 当社 は 敗戦に 伴って、 海 

外事 業 場 を 喪い、 財閥 解体 を 受け、 労働 事情の 悪化 これに 累加し、 社運の まさ 
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回転 窯 内部 を靦く 
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